
ISBN4-8329-5821-6 

C3087 P9991E 

定価 99911'J本体 9i()()jll
北海道大学l刈，I~刊行会

鰯

Uilta 

ウイルタ語
辞典
池上二良
縞

北海道大学問"，'.fr1J f i会



ω頁 ;，riの項の最後の.をとり，かわりにつぎの記述をつけ加える
/ ;'1・riitarriiこれとそれ，だれもかれも.

103頁 koligaの項は追加を入れて記述全体をつぎのようにする

N s. [acc. koligamba， pl. koligalJ， kol，田 us.むし{虫}
(xapinau， sipsii， w;，;，r;，など N) 一insect: isal koligani 
目のなかにいるというむし N.

107頁 kepCgenuの項の干す} と [の聞につぎの記述を挿入する
(煽製 U)

121頁 m;'lJuの項の最後の.をとり，かわりにつぎの記述をつけ加える

: m;'lJum;， xunaaptu銀製の指輪.

140頁 nuIJli-niの項の最後につぎの記述を加える
/ nuIJJi加ialdurix却i.かれはゆびさして知らせた。

141頁 nuuks;，の項の最後の.をとり，かわりにつぎの記述をつけ加える

: nuuks;，;，m;，liすすだらけの。

198頁 takkuramjiの項のーと servantの聞につぎの記述を挿入する

employ開，

2似頁 t;，kk;，r;，の項の最後につぎの記述を加える

[<ニ〈満 tenggeril

215頁 tuuIii-niの項の最後につぎの記述を加える
/ suun tuuffiffeeni日の入る方，西。

3)項目の記述の改訂

116頁 mambakkaの項の記述全体をつぎのように改める

4)韻字訂正

‘l川

NIG s. [a∞. mambakkaa Nl (wambakkaと官う人もある NG)
ふたまたの厚い手袋一 mittens.

〈際〉 〈正〉

十、 iii頁 凡例3行， 5行 方向格 指向格

48頁 Doronneeni Doronneeni Doronnee-ni 

172頁 Sacigari c. o. 

255頁 16行 (m;，ucca) (meucca) 

2ω頁 9行 J∞tnopu joodopu 

正誤 103頁下から 3行 誤 pl.koliga 正 pl.koligal 

池上二良編「ウイルタ語辞典J(北海道大学図書刊行会 1997年発行)の第

2刷の発行に際して，凡例に補記を付し， 13の見出し梧に新たな記述を加

え， 1梧は記述を改め，ほかに6箇所の誤字を正しました。第1刷の本書

には，これらの点を記したこの紙片を添付して頂ければ幸甚に存じます.

平成九年十二月

1 )凡例の末尾 (ix頁)に以下の補記を追加

〈補記〉

編者

名詞の見出し簡において， -nnee (人}を第二構成要素として含む穏に接尾する第3人

称鯖尾-niがその椅の内の第一構成要素と照応する語例では，-niが他の穏と照応する通

常の筋例と区別するために，niのまえに・を挿入してない.
数飼には，基本数詞およびこれに接尾辞がついた数を表す名調的簡が含められており，

その他エウェンキー鯖の基本数詞に接尾辞がついたエウzンキー鯖からの借用語である

数を表す名調的蹄も入れてある。ただし， geedannee (一人}などのように数割と-nnee

(人)からなる一種の複合語ともみられる簡は名詞としている.

動飼蹄幹形成接尾辞については池上(1973)参照。

E奇形が同じ二つの絡を，同じ語として扱うか，別の梧として扱うかについては，その

扱いがむずかしい場合が少なくないが，一応，品開が相異なる語，語構成や筒変化が相

異なるか，またはその異聞が不明の筒，また，品飼などが一致しても同じ報告者から得

たものでない鯖などを，通例，語形の肩に異なる数字をつけて区別してある.ただし，こ

の区別の仕方をはずれた梧例が若干ある.

2)項目の記述の追加

9頁 andaxaの項の最後の.をとり，かわりにつぎの記述をつけ加える

: andaxalJumuna客連れ。

22頁 boJic田・niの項のかんが(考}えるの前に1.を入れ，一番あとにつぎの記述
を加える

2.人のあとに付いて行く，あとを追う.

43頁 dawaska2 の項の最後の.をとり，かわりにつぎの記述をつけ加える

{ふかば).

49頁 doorisi-niの項の最後につぎの記述を加える

/ oksooji doorisini.そりでかれは運んでいる.
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まえがき

ウイルタ語(旧称オロツコ語)はサハリン(樺太)の土着民族の一つウイ

ルタ族 (1日称オロツコ族)が話す言語である。それを書き表す固有の文字

はない。ウイルタという名称、は， ウイルタが自分の名称として使うもので

あり，この民族を呼ぶのにオロッコの名称、のかわりに今はこれが用いられ

る。なお，自称については，ウイルタのほかウルタ(ウリタ)という語形を

使う人もいる。ウイルタ族は人口 300人ないし400人の少数民族で，ポロナ

イスク市(もとの敷香)や北部のワール村に居住する。今日，ウイルタは日

常ロシヤ語を話すようになって，本来のウイルタ語は使われなくなり，こ

れを話す人は非常に少ない。ウイルタ語は，地域による方言差が少ないと

もいえるが，ワール地方の北方言とボロナイスク地方の南方言に大別する

ことができょう(池上 1994a参照)。なお，ポロナイスク地方の少数のウイ

ルタは，戦後北海道へ移住した。このウイルタは，ウイルタ語のほか日本

語を話すが.若い世代は日本語しか話さない。

ウイルタ語は，系統的には，ツングース・満洲語とまとめてよばれる一

群の言語のうちの一つで、ある。この一群の言語のなかには，ウイルタ語の

ほか，エウェンキ一語，オルチャ語，満掛|語その他があり，その各言語は同

ーの言語の相異なる個々の方言のような関係にある。ツングース・満洲語

は，さらにチュルク語(トルコ共和国のトルコ語など)・蒙古語(モンゴル

国のモンゴル語など)とともに互に類似点をもち，この三言語は合せてア

ルタイ諸語とよばれる。

ウイルタ語のもっとも古い採録は，江戸時代末期 (19世紀なかごろ)に

オロツコ語，ニクブン語，サンタン語を採録した語葉「ヲロツコ語J(北海

道庁蔵『カラフ卜西奥地里数書』所収) (池上 1971) に載るものであろう。

その筆者は松浦武四郎であることが谷津尚一氏によって指摘された。 369

項目が載る。その後 1904年ポーランド人ピウスツキ (8.Pilsudski) が採録

した「オロツコ語・ポーランド語語集」があり，その資料としての価値は高

い(津曲 1985b参照)。大正年代になって金田一京助『日本国内諸人種の言

語~ (金田一 1912) と中目覚『オロッコ文典~ (中目 1917b) にそれぞれウ
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イルタ語語葉が載る。昭和に入って，し、くつかのウイルタ語集が川村秀弥

氏 (J11村 1983)やほかの採録者によって残されたが，その後，一層進歩し

たつぎの両辞典が刊行された。ツインツィウス (Y.I. Tsintsius)その他の

研究者の編集した『ツングース・満州諸語比較辞典11(1975‘ 1977)はウイ

ルタ語の多数の単語を収録しており，澗潟久治『ウイルタ語辞典11(澗潟

1 9 8 1 )も収録語とその例文がともに豊富である。また，北川源太郎

(Geelciaanu) fウイノレタのことば11(北)11 1り86、1988司 1990.1リ91)は， ウイ

ルタ自身の仮名書きによる貴重なウイルタ語資料である。ウイルタ語研究

の歴史については池上 (1993b)参照。

この小辞典の成り立ちについて記すと，筆者は.戦後北海道へ移住した

ウイルタの人びとからウイルタ語南方言の資料をなが年にわたって採集し

てきた。その間，昭和20年代から昭和54年度までたびたび文部省科学研究

費補助金を受けた。昭和52-54年度には成果の一部として『ウイルタ語基

礎語葉11(池上 1980)を作成した。さらに，北海道教育委員会が昭和 53

60年度，昭和62年 平成2年度におこなった「ウイルタ民俗文化財緊急調

査」にたずさわり，その報告書の一部として『ウイルタ民俗語葉11(池上

1985)， ~ウイルタ語生活語葉11 (池上 1989)，~ウイルタ語生活語葉補編』

(池上 1992)(これらについてはそれぞれの「はしがき」または「まえがき」

を参照)を作成した。この辞典は，これら4種の語集を一つにまとめ，所載

単語についての記述を補訂し，また掲載の単語をさらに増加したものであ

る。見出し語の数は約4500である。ウイルタ語の資料は，筆者がつぎのか

たがたから採録したものである。以下( )内はウイルタ名。

故佐藤チヨ (Napka)様

故北川五郎 (Gergele)様

故中川カヨ様

故中川和四郎 (];，urilpnu)様

小川ウメ (3;Jkt8/JgU)様

北川アイ子様

故北川厚子様

故北川平吉 (Xiranaka)様

小川ウメ様息女様

とりわけ.佐藤チヨ様には大変お世話になり，佐藤様から得た資料は

まえがき
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もっとも多く，この辞典においても大量にふくまれている。そして，主と

して北)11五郎，中川カヨ，中川和四郎，小)11ウメの四氏から得た資料がそ

れを補足している。

この語葉の刊行にあたり，なが年にわたってウイルタ語をきかせてもら

い，ウイ/レタ語を教えていただき，お世話になったこのかたがたに深く感

謝の意を表す。特に，すでに故人となったかたがたを追憶するとき，感慨

は深く，心から御冥福を祈る。

この資料提供者の生年(本辞典中の各ウイルタ名の項参照，なお中川カ

ヨ様は佐藤チヨ様より一歳若い.ウイルタ名のなし、かたがたは大体新しい

世代)からもわかるように，本書のウイルタ語語棄に反映するウイルタの

生活・ウイルタの文化は，年代を幅ひろくとってみでほぼ大正年代から昭

和20年ごろまで，言い換えれば南樺太の日本統治時代，すなわち20世紀前

半の南サハリンのウイルタのそれであると言うことができょう。この間，

それまでのロシヤ人からの影響のかわりに，日本人の文化と世界的な近代

文明の影響を受け，ウイルタの生活形態は変化していった。ウイルタは幌

内川河口に近いオタスに集合して居住するようになり， 1930年には同地に

敷香教育所が開設され，学校教育がおこなわれることになった。また，一

方，その間昭和初期ごろか，となかいの個人飼育が消滅したという。しか

し，各自が出生して所属する氏族についての氏族意識は，この時期のあと

までも強く保たれたようにみえる。

上述のように，このウイルタ語辞典は，南方言にもとづくものである。

しかし，南方言内においても，敷香とその東方の野頃などの地方との聞に

は方言差があるようである。ウイルタ語全体の妥当な方言区分はさらに精

察を要する問題である。

本書のウイルタ語の音形は，音韻表記によっている。その実際の発音は，

発音の説明の条をみられたい。語形の表記については，正確に記すことに

つとめたが，なお誤りのあることを恐れている。

ウイルタ語の文法については，拙文(池上 1956司 1959.1973司 1993a‘1994b、

1995)を参照されたい。

語義の記述については，資料採取の際. 日本語によって説明を得.また

ときによりウイルタ語をまぜた説明を得た。本書の語義の記述において

は，その説明をまとめるように整理して記したが，場合により報告者の説

明におけるもとの表現をそのまま残すことにした。

『川村秀弥採録カラフ卜諸民族の言語と民俗11(J 11村 lリ83)の人名表には
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ウイルタの人名が載り，生年も記されている。そのうち若い方は大正 10年，

さらに昭和2年生まれまで載る。この辞典に載せた人名のうち，約 70人の

名は，それを佐藤チヨ氏の発音によって表記したものであり，いずれの氏

族かも記録した。

親族名称各語の意義についてくわしくは，池上(1970)を参照されたい。

こよみの月名の訳は『ウイノレタ語基礎語葉~ (池上 1980)では中目覚『樺

太の話~ (中目 1917a)によったが，この辞典では佐藤チヨ氏によって記し，

これに中川和四郎氏の異なる点だけを添えて記した。北川五郎氏は，月名

はわからないとのことであった。

あざらしの種類などの和名は，犬飼哲夫「樺太オロッコの海豹猟J(犬飼

1941)によった。

植物の和名の人名略号のなし、片仮名書きのものは， IマスフレップJを除

いて，菅原繁蔵『樺太植物誌~ (菅原 1975)によったものである。

辞典中のウイルタの物質文化に関する記述については， I参考文献Jの欄

にあげた関係諸文献を参照されたい。池上(1979，1982)の記述も，所載の

古画・写真とともに本書の説明を多くの点で補っている。

基礎的な単語など一部の単語には，簡単な英語訳をつけてある。これに

ついては，池上 (1980iiiページ，1985iiページ)にふれた。

借用語のもとの誇は， [ ]のなかに記して， <の記号のあとにおいた

が，エウェンキ一語は，ワシレーヴィチ (0.M. Vasilevich) ~エウェンキー

語・ロシヤ語辞典~ (1958)からはロシヤ字のまま，ロマーノヴァ (A.V. 

Romanova)・ムイレーエヴァ (A.N. Myreeva) ~エウェンキ一語方言辞典』
(1968)からはローマ字にかえて引用した。ヤクート語はスレプツオフ (P.

A. Sleptsov) ~ヤクート語・ロシヤ語辞典~ (1972)から引用した。ニブフ
語は，サヴェリエヴァ (V.N. Save¥'eva)・タクサミ (Ch.M. Taksami) ~ニ

ブフ語・ロシヤ語辞典~ (1970)からロシヤ字のまま.ただ一部の文字を印

刷の便のためにかえて引用し，また，高橋盛孝『樺太ギリヤク語~ (1942) 

からローマ字を基本とする表記をそのまま引用した。アイヌ語は，パチ

ラー(J.Batchelor) ~アイヌ英和辞典~ (1938)，知里真志保『分類アイヌ語

辞典~ (1953， 1954， 1962)などから引用したが，表記は統ーした。

古語・廃語も，このことを記して載せてある。これらのなかには，同じ語

が満洲語にあるものがあり，注意に値する。たとえば，あとの世代は使わ

ないという jali.sumalaは満洲語の yali(肉)， sumalι(袋)と同じ語である。

なお，語によっては，得られた用例が少なく，ある文脈における意味し

まえがき
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か記してない語も少なくない。また，語義のまだ明確でないものもあるが，

これらの語があることだけでも示すために記載しである。不十分な点がな

おもあるが，これまでの調査資料を一応まとめ，ここに刊行する。二方言

をあわせたウイノレタ語全体の今後の調査研究への一つの踏み台とはなろ

フ。

本書の巻末には， Iウイルタ語分類語葉」を付録とした。ウイルタの生活

という見地から分類したものであるが，ただし，そこに分類されている語

および語句は，本書に収録の語・語句のうちの約二千だけである。

巻末には，また「基礎単語日本語索引」をつけ加えである。これは，東京

外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所刊『アジア・アフリカ言語調

査票上・下~ (1966 ， 1967) および服部四郎編『基礎語集調査表~ (1957) 
の日本語語葉項目から意味がそれに相当するとみられるウイノレタ語単語を

示す索引である。ただし，そのウイルタ語単語のなかには，日本語のその

単語と意味の一部が一致するだけのものもある。

巻末の最後には，ウイルタ族およびウイルタ語に関しておもに日本人や

ウイルタ自身が記した文献の表を「参考文献」として付した。なお，そこに

挙げなかった他の文献については池上(1982)の「引用文献Jも参照された

い。本書で姓名と西暦年を記したのは，論文・著書を挙げるのにその筆者

名と発行年を略記したものであり，その論文題名・書名等についてはこの

「参考文献」をみられたい。

本書の出版刊行については，小樽商科大学言語センター教授の津曲敏郎氏

と北海道立北方民族博物館学芸員笹倉いる美氏の両氏が，原稿の整理・入

力に多大の労をいとわず重力して下さった。津曲氏には，また，出版まで

の種々の用件を処理していただいた。本書上梓は，両氏の大きな助力によっ

ており，深甚の謝意を表す。また北海道大学図書刊行会の前田次郎氏にも出

版の労を謝す。

なお，本書の刊行には，平成8年度文部省科学研究費補助金「研究成果

公開促進費Jの交付を受けた。

平成八年十一月 池上二良識

第2局Ijの発行に際して，凡例に補記を付し， 13の見出し語に新たな記述

を加え， 1語は記述を改め，ほかに 6箇所の誤字を正した。

平成九年十一月 編者
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凡例

各見出し語について，通例，品詞名を記し，そのあとにその語義を記載しである。

名詞(実詞)については，見出し語形は主格形であり，一般にはその品詞名と語義の

聞に[]に入れて対格の形を挙げ，一部の名詞にはさらに指向格などの斜格形を記しで

ある。ウイルタ語の名詞について，その名詞変化を知ろうとすれば，主格(語幹に el，;J~ 

0，θ をふくまない語については指向格)と対格の二形をみると，普通それが知られる。

拙文「オロツコ語の名詞変化JU参考文献J参照)の表 I-Vを参照されたい。

若干の名詞については，複数形(多くは不規則形)も口に入れて挙げる。

見出し語において語幹末尾にーni(第3人称語尾)をつけてある名詞，代名詞は，その

語幹がいつも人称語尾をとることを示す。画有名詞はかしらを大文字で記しである。

動詞については，見出し語形は不完了連体形であり，一般にはその品詞名と語義の聞

に口に入れて完了連体形を挙げ，一部の動詞にはさらに完了連用形，まれに命令形を

記しである。挙げたこれらの連体形には第 3人称語尾 -lllをつけてある。ウイルタ語の

動詞について，その動詞変化(活用)を知ろうとすれば，不完了連体形と完了連体形(語

幹にムコ，0，θをふくまない語についてはたとえば完了連用形)の二形を見ると，普通

それが知られる。拙文 Iオロツコ語の動詞変化JU参考文献」参照)の表 I-lXを参照

されたい。不規則動詞の変化はその動詞変化語例表に載る。

形容詞は，一般に同じ形で名詞ともなり，その形容詞が表わす性質などそのもの，ま

たはそれを属性として有するものを表わすが，本辞典においては，形容詞と同じ形の名

詞は，たまたま採取したものだけを，通例その形容詞のあとに記載しである。

口に入れてant.とあるのは，見出し語に対する反義語である。

[ ]に入れてくの記号ではじまる記載は，その見出し語が口のなかに記された言語

の単語からの借用語であることを示す。

また，ウイルタ語の単語に対して，ほかの言語における同源語かもしれない語は，

[ ]のなかに cf.をつけて挙げている。

:のあとには，見出し語をふくむ例文または句や合成語，派生語をあげである。

vm 

凡例
lX 

( )に入っている語形または語形の部分はそれがないことがある o はその動詞が不規

則変化をおこなうことを示す。

なおまた，各見出し語と例文には報告者名を略号で記したが，ただし， Nの記号は，特

に他と区別を示す必要がある場合以外は省いてある。したがって，報告者略号を記して

ない単語，例文は佐藤チヨ氏によるものである。なお，同氏から得たと同じ資料を他の

報告者からも得ている場合，一部の例を除いては，このことを記すことを省略している。

<補記>

名詞の見出し語において，-nnee (人)を第二構成要素として含む語に接尾する第3人

称語尾-niがその語の内の第一構成要素と照応する語例では，-niが他の語と照応する通

常の語例と区別するために，niのまえにーを挿入してない。

数詞には，基本数詞およびこれに接尾辞がついた数を表す名詞的語が含められており，

その他エウェンキー語の基本数詞に接尾辞がついたエウェンキー語からの借用語である

数を表す名詞的語も入れてある。ただし， geedannee (一人)などのように数詞と-nnee

(人)からなる一種の複合語ともみられる語は名詞としている。

動詞語幹形成接尾辞については池上(1973)参照。

語形が同じ二つの語を，同じ語として扱うか，別の語として扱うかについては，その

扱いがむずかしい場合が少なくないが，一応，品詞が相異なる語，語構成や語変化が相

異なるか，またはその異同が不明の語，また，品詞などが一致しでも同じ報告者から得

たものでない語などを，通例，語形の肩に異なる数字をつけて区別しである。ただし，こ

の区別の仕方をはずれた語例が若干ある。



ウイルタ語の発音概略

ptkbdgmn]ll]Lrsxwjcj 

a ;:J 0θU  L e 

ウイノレタ語音素一覧

母音音素

子音音素

発音についての略記

r ;) 1 英語にあるいわゆるあいまい母音のような母音。
o [:J 1 s本語のオより舌をやや低くさげて発音する。

θ r 0 1または r0 1 日本語のオより舌をやや高くあげて発音する。
ptkbdgこれらはいずれも閉鎖音に発音されるが、母音のまえでは破裂音で

あり，子音のまえや語末では破裂をともなわない内破音である。ただし，pは Sのま

えでは摩擦音であり，また gは母音問では多くよわい摩擦音である。

日本語のニ，ニャ，ニュ，ニョの子音のような音に発音される。

日本語のガ行鼻濁音に等しい音で発音される。

』や0のまえではほぼ日本語のサの子音のように発音され，その他の母音が前

か後にあるとシの子音のように発音される。

x この音は口の天井の後部でつくる無声の弱い摩擦音である。

j 日本語のヤ行子音のような音に発音される。

CJ cの音は日本語のチの子音のような音である。 Jの音はその有声音である。

xl 

3 

p
n
d
S
 

エウェンキ一語

ニブフ語(樺太のニクブン方言を

ふくむ) (ギリヤク語)

ヤクート語

ロシヤ語

数詞 (numerale)

小詞(付属語)

( particula) 

完了連体形

(nomen perfecti) 

複数 (pluralis)

縦走格(沿格)

(prolati vus) 

代名詞 (pronomen)

名詞(実詞)

(substantivum) 

動詞 (verbum)

呼びかけ形 (vocativum)

形容詞 (adjectivum)

対格 (accusativus)

副詞 (adverbium)

指向格 (aIIativus)

反義語 (antonymia)

完了連用形

(converbum perfecti) 

位置格(与格) (dativus) 

命令形 (imj)erativus)

不完了連体形

(nomen imperfecti) 

道具格(instrumentalis) 

間投詞 (interjectio)

場所格 (]ocativus)

略語一覧

num 

pl. 

prol 

perf. 

part 

a 

acc. 

adv 

all. 

conv.perf. 

dat. 

lmp. 

imperf. 

ant 

SIC ?"?" 

pron 

s. 

voc. 

コ二

ヤ

v. 

一

ロ

cf.参照

日本語

漢語(中国語)

朝鮮語(韓国語)

満洲語

蒙古語(モンゴル語)

アイヌ語

〈単語の借用

lnstr. 

II1t 

loc. 

H
漢

朝

満

蒙

ア

報告者名

M 小)11ウメ様息女様

佐藤チヨ (Napka)様

小川|ウメ C5lJkt:Jl]gU)様

北川平吉 (Xiranaka)様

故N 

北川厚子様

北川五郎 (0θrgθlθ)様

故

故

A 

G 

u 北川アイ子様

故X 中川和四郎 (]:JUrIJ]:Jllu)様故

中川カヨ様

Nの記号はただ他の報告者と特に対照する場合にだけ記す。

X 

故

ただし，

K 



ウイルタ語の音韻と発音

ウイルタ語にはつぎの音素が認められる。

母音音素/a， g， 0，θ， u， i， e / 

子音音素/p， b， t， d， c，J， k， g， m， n，Jl， 1)， 1， r， s， x， w，j / 

以下に各音素およびそれに該当する音声，ならびに例をあげる。

母音音素

/ a / [ a 1 (後舌)または [a1 (前舌) ひろい平唇母音。 /a1)ma / [aIJma 1 'IJ'。

しかし，歯・歯茎音や硬口蓋音のような子音音素に隣接する位置では，前寄りとな

る。 /aja / [ aj a 1‘よい'の母音は中舌母音であり， / caccabi / [ tSattSabi 1 

‘切り開いて干したます(魚)'の/a/は前舌母音に発音される。(以下，簡略には

いずれも [a1で表す。)

/g/[;)l 比較的せまい中開き中舌平唇母音。/gmg / [;)ffi;) 1 '員の一種" / dggJini / 

[ d;)gd3ini 1‘かれが焼く'。ただし，歯・歯茎音，硬口蓋音の子音音素が隣接す

る位置などでは，その母音は上掲の例におけるより前寄りである。 /dgpCini / 

r d;)ptSini 1‘かれが食べる'や/jgdu / [j;)du 1‘ここに'の/g/は前寄りの[;) 1 

である。さらに/dgtu / rd;)tu 1‘湿地" / tgtUWg / r ~札lW;) 1‘きもの'の第 1

音節の/g/はむしろあと寄りの [e1である。(以下，街路にはいずれも r;) 1で
表す。)

/0/ [ :J 1 日本語の「オ」よりややひろい。 /omo / r :Jm:J 1‘巣'。
/θ/ r o 1 (前寄りの r0 1)または r0 1 日本語の「オ」よりせまい。 /bθjθ/ 

[bojo 1‘獣'ロ

/ u / [ u 1 / utg / [ uωl‘戸口， / xunu / [ xunu 1‘へそ'。ただし，まえか，あと

に/a， 0/があると，舌の位置が低く， [U 1である。 /ulaa / [u!a:l‘となか

い， / namu / r namu 1‘海 o (以下，簡略にはいずれも [u1で表す。)

円唇母音音素/0，θ，u /の母音の唇のまるめは，左右上下からのせばめが非常に弱いロ

/ i / [ i 1 / ixgrg / [ ix;)r;) 1‘あかり， / sinu / [Sinu 1‘舌'。ただし，まえか，あ

とに/a， 0/があると，舌の位置が低く， [11であるロ /ixa / [ Ixa 1‘牛 o (以

xn 

X1l1 
ウイルタ語の音韻と発音

下，簡略にはいずれも[i ]で表す。)

/ e / [ ~] (以下，簡略には[e ]で表す。) / Jeluska / [d3eluska]‘よだれ" / 

peskini / [ pe，作ini] 'iJれが発熱をひやす¥

/ aa / [ a: 1 / naa / [ na: 1‘土地'。

/ gg / [ ;):] / ggktg / [ ;):kt;) ]‘女'。

/ 00 / [ :J: 1 / doorima / [ d:J:rima ]‘みち'。

/θθ/ [ o:] /θθrθ/ [ o:ro]‘ます(魚)，。

/ uu / [ u:] / duuru / [ du:ru ]‘切りきざめ(命令)'。ただし，まえか，あとに/

a， 0 /があると，舌の位置は低く， [u:]である。 /paamalduu / [ pa:maldu: ] 

二鳥の一種'0 (以下，簡略にはいずれも [u:]で表す。)

/ ii / [ i:] / iirini / [ i:rini ]‘かれがはいる二ただし，まえか，あとに/a， 0/があ

ると，舌の位置は低く， [1:]である。 /Jiimasini / [ d3I:maSini ]‘かれはごち

そうになる¥また， / ii / (返答)は[1:]0 (簡略にはいずれも[i: ]で表す。)

/ ee / [ E: ] (ややせまい[E:]) / bee / [ bE: ]‘~ " / dappee / [ dappE: ]‘っか
む'。ただし， / g /が近くにあると，舌の位置は高く， [e:]である。 /1)gnnee / 

[ l);)nne: ]‘行く" / gsini bee / [ ;)Sini be: ]‘かれはいない'0 (以下，簡略には

いずれも [e:]で表す。)

/ ai / r al] / aisi / [ alSi ]‘金'。

/ gi / [ ;)1] / sgiktg / [ S;)lk~ ]‘針葉'。

/ oi / [泊] / loima / [ blma ]‘魚の一種'。

/θi / [ol] /θθtθini / [o:tolni]‘かれの発疹へ¥

/ ui / [ ul 1 / uitg / [ ult;) ]‘ひじ。 /uilta / [叫ta]‘ウイルタ人(自称)'。
/ au / [ au] / kaura / [ kaura 1‘夏小屋" / dausu / [ dauSu]‘しお'。

/ gU / [ ;)u] / sgul / [ S;)ul ]‘(舟の)ともがい'。

/ ou / [ :泊1/ toktourini / [ t:JkbUfini 1‘かれがきめる二

/θu / [ bu] / bθoθurini / [ bbjjぬrini]‘かれが猟をする¥

/ eu / [ ~ü] (以下，簡略には [eu1で表す。) / keuri / [ keuri ]‘胃袋二
上記の/VV/は，聞に音節の境があるとみられる二つの母音に該当することもある。

なお， / a /と /gん /0/と/θ/に区別があるように， / u， i /についてもそれぞれに2

種があって， / u /と/uん/1/と/i /のような区別があるのではないかということは重

要な問題である。しかし，母音音素としては/i， ii， u， uu， ui /のいずれしか含んでいな

い語において，これらの音素のそれぞれが，ある語では舌の位置の低い[1， 1:， U， U:， UI ] 

として，他の語では舌の位置の高い ri， i:， u， u:， ul 1として発音されてそれらの語の

聞でその発音が常に明確に区別されるということはないようである。事情は， / e， ee， eu / 

についても似ていて，問題である。以前は/u/と/u /， / i /と/1んまた/e/と/E /の音
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韻差異を仮定して記述したが，その後はこの音韻差異を認めずに記述している。ただし，

これらの音韻的区別がウイノレタ語にまったくないか，条件によってはあるのか，個人に

よってはあるのか，またこの言語を通時論的にみるとき，その区別が消滅していく過程

にあって今日はその途中の一段階であるのか，なお疑問が残り，その区別がないことが

まったく明白であるとはいまだ言いきれない。特に， / e， ee， eu /については疑問が強

く，なお精察の必要があろう。

子音音素

/ P / [ p] / pana / [ pono ]‘手のひら" / isaaptu / [ iso:ptu ]‘めがね'。ただ

し， / s /のまえでは[Pφ]0 / agdapsee / [ ogdoPφ記:]‘ありがとう'。

/ b / [ b] / baj.昌/[b句0]‘裕福な" / dabJeeni / [ dabd3e:ni ]‘かれがまける'。

/ t / [ t] (歯・歯茎音) / toxo / [ bx" ]‘ボタン'。

/d/[d](歯・歯茎音) / dawa / [ dowo ]‘さけ(魚)，。

/ k / [k] (調音点はまえ，またはあとに立つ母音に応じて異なる。[1]のまえの [k]

が一番まえで硬口蓋後部。[0， " ]のまえの [k]が一番奥， 日本語の「カ・コ」

の [k]より奥で，軟口蓋後部の前寄り， [q]とも表記する。) / k，制対θ/[ko:oo] 

‘ふいご" / okto / [ "qt，，]‘薬二なお，つぎのような語では/ee / [ E: ]と /k / 

[q]の聞に[町]または[a ] [区]の音が短く入る。 /eekkucceeni / 

[ E:面 qqu吋e:凶]‘かれが舟のかじをとる" /戸ekta/ [PE:倒的qtO]‘獣の足の

うら'。

/ g / [g， y] (調音点は上記の [k]と同様。軟口蓋後部の前寄りの音は [G，If]と

も表記する。母音音素聞では，普通，摩擦音である。摩擦音の喋音は極弱いことが

ある。) / gi1;;，;;， / [ gila: ]‘ギリヤク人" / taagda / [ tO:Gdo ]‘白い" / ;;，g;;， / 

[aya]‘ねえさん" / kucig;;， / [ kutSiya] 'Ij、万" / aCiga / [ OtSlIfO ]‘ねず

み'。ただし， / 1， j /のまえでは[9y， GIf ]0 / dug1u / [ du9ylu ]‘家のあ

る" !jogjo / [j"G可。]‘歌の発声のしかたの一種'。
/ c / [ tS] / c ikt;;， / [可ikぬ]‘しらみ" / nuuCi / [ nu:tSi ]‘小さい'。
/Jパ d3] /Jo1o/ [d3"b]‘石" pJi / [ ad3i ]‘夫'。
上記の[p， b， t， d， k ，g ]は母音のまえでは破裂音，そのほかの位置ではだいたい内

破音である。また上記の [p，t， k，可 lは少くとも第一音節の初頭では弱い有気音であ

り，第二音節以下ではほとんど無気音のことがある。

/ m / [ m] / mama / [ momo ]‘老婆" / tamnaパtomno]‘濃霧'。

/n/[n](歯・歯茎音) (ただし前舌母音のまえでは口蓋化する。) / naa / [ no: ] 

‘土地" /Joon / [ d3，，:n ]‘十" / IJ;;，n;;，x;;，ni / [ lpnaxani ]‘かれが行った'。

ウイルタ語の音韻と発音
XV 

/]1/ [Jl] (硬口蓋音) / mO]1o / [ m"Jl" ]‘さる(獣)， 0 
/ IJ / [ 1)] / I]aa1aパ1)0:10]‘手" / tuI]d;;， / [ tul)da ]‘ゃなぎ o

/ 1/ [ 1， ! ] (後者の無声音は無声子音のまえに現れる。) / 1uca / [ lutSa ]‘ロシヤ

人" / xa1a / [ xolo ]‘氏族" / maa1ta / [ mo:! tO] '<じら'。

/ r / [ r， .r] (弾き音または摩擦音。概して母音聞では前者，その他の位置では後者。
[flは無声子音のまえに現れる。) / xara / [ xoro ]‘カバンのひも" / irga / 

[IrgO]‘文様" / or ki / [ ".rkI ]‘悪い'。
/ s / [s， s (口蓋化音)，S] ([ 0， "]のまえで[s， S]， [i]のまえで [S]，その他
の母音のまえでは[S， S]) / sisa / [Siso ]‘日本人" / s;;';;'p;;Jsk;;， / [ Sa:paJka ] 

‘てん(獣)の皮'。

/ x / [x] (人によりその摩擦的喋音はかなり弱い。調音点は上記の [k，g]のよう
にまえまたはあとの母音に応じて異なる。軟口蓋後部の音は [χlとも表記する。)

/ xaJa / [χod30]‘はさみ" / x;;，j;;， / [ xaja ]‘流れ'。

/ w / [w] ただい/u /などの円唇母音音素のまえまたはあとでは軟口蓋化音の

[w] ([w]または IT]，IF]と表記する。/u /のまえでは通常きわめて弱

い。 /waI]itaパwOlJI10]‘fど松" / tawaパtOWO]‘火" / tuw;;， / [ tuya ] 
‘冬に" / duwa / [ du写0]‘夏に'。
!j/弱い [j] / i /のまえでは通常聞き取れないほど短く弱い。 /jaaja / [ joリo] 

‘歌'。

同一子音音素の重複/CC/は母音(短か母音，特に第一音節の短か母音)のあとの重子

音(ただし重子音の前半には喉頭の緊張があるとみられる)に該当するか，または母音

(第一音節の短か母音を除く，特に/vv/に該当する母音)のあとの喉頭の緊張(ないし声門

閉鎖) ([?]で表す)プラス子音に該当する。例， / putt;;， / [ pu加]‘子" / paallini / 

[po:?lini ]‘かれを叱る'0/ごと，Jj/もそれぞれ[ttS， dd3 ]または[?可， ?d3]に該
当する。ただし，この喉頭の緊張プラス子音が母音をはさんでくりかえされるような場

合は，その一方の喉頭の緊張は弱いことがあるようである。

音韻構造

一音節に該当する音素または音素連続にはつぎのものがある。

(1) N， CV， VC， CVC/ (2) NV， CVV， VVC， CVVC/ (Vは母音音素， Cは子音音

素)

ただし，buja1pCini‘それは壊すことができる'におけるように/(C)(V)VCC/がま

れにある。
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語形(これに該当する音声には前後にとぎれがあることがあるが，中間に通常とぎれ

がない)は (2)のうちの一つから成るか，または(1)， (2)のうちのいくつかの連続から

成る。(1)のうちの一つだけから成る語形はない。ただし感動詞および音象徴の場合は除

く。なお，上記の (C)(V)VCのあとにV(V)(C)が直接つづくことは普通ない。 mam';::Jnn;::J 

‘祖母'のような語はまれである。

語形の初頭に立ちうるのは母音音素と/r/以外の子音音素である。語形の末尾には母

音音素および/m， n， 1/が立ちうるが，なお音象徴の場合は/p， t， k， 1)， r /も立ちう

る。 /t，d，f1/はそれぞれ/i， e /のまえには立つことができない。

また，母音調和が行なわれ，母音音素は

(1) / a， aa， az， au， 0， 00， 01， OU / 

(2) /;::J， ;::J;:J， ;::JZ， ;::JU，θ，θθ，θZ，θU/ 

(3) / u， UU， UZ， Z， ll， e， ee， eu / 

の三類にわかれる。一つの語形のなかに(1)と (2)の母音音素は通常共存しない。しか

し， (3)の母音音素は(1)の母音音素とも， (2)の母音音素とも共存する。ただし，例外

となる語形もある。たとえば，mam羽田祖母， (複合語)， ci1)ag;::J;::JpCi‘ずっとまえ

の" aanjeekk;::J;::J (aanJee‘右'の並列形)(aanJc目駄目白unJee駄目‘右と左')。
また，語の第一音節に該当する位置に/e， ee， eu /が立つ語にふくまれるほかの母音音

素は，ほとんどの語例で(1)， (3)の母音音素であるが，きわめて少数の語例では (2)で

ある。なおまた，一つの語形のなかの母音音素の配列に関して制限があり， /0/は/a， 

u /のあとに続きえないし， /θ/は/;::J， u /のあとに続きえない。ただし，母音音素連

続 /00/と/θθ/は，それぞれ/a， U /， /;::J， U /のあとに続くことができる。たとえ

ば/sugboo /‘魚皮を'。

xvu ウイノレ担語の音韻と発音

付図説明

母音の音響スペクトログラム(被調査者 佐藤チヨ氏)

1. / aa turrau / (あーと口をあけなさし、)の/aa / 

2. /;::J;:J / (名を呼ばれてなどの応答)

3. /00/ (すみ，かど)

4. /θθ/ (発疹)

5. / uu OSU / (ほほずりして[こどもへ言うj)の/uu / 

6. / ii / (質問への返答)

7. / ee osu / (えーって舌を出しなさい)の/ee / 

8. / bali / (盲目の)， / uuwuji / (上で)， / cakkag;::J;::J / (ぎっしりいっぱい)

セクション図形はVの個所のもの。なお，セクション図形の尺度は上下逆。 8.の

各単語の発音は企からはじまる。

母音の口形(唇の形)写真(被調査者 中川カヨ氏)

1. -7.は，上記の音響スペクトログラフの場合と閉じ語を使う。

8.は発音せず両唇を閉じた状態。

子音の人工口蓋図(被調査者 中川カヨ氏)

1. / toxo / (ボタン)

2. / daa / (ひろ[尋j)

3. / naa / (土地)

4. / xala / (氏族)

5. / xara / (カバンのひも)

これらの単語を使ったが，その[t， d， n， 1]は舌端音(前歯のうらのさきに粉を

ぬって発音すると舌端に粉がつく)， [r] (弾き音)は舌先音(歯茎に粉をぬって発音

すると舌先に粉がつく)である。調査は，パラフィン板を使った即席の簡便な人工口

蓋によった。なお，発音者は上右の第3大臼歯を欠く。
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ウイノレダ語の音韻と発音

XX 
XXI 

母音の口形写真 子音の人工口蓋図

‘色

l. /aa / [a: J 5. / UU / [u: 1 

1. / toxo /の /t/[t) 4. / xala /の/l/ [1) 

;J¥O-

2. / ~~ / [:l: J 6. / II / [ 1: J 

2. /daa /の/d/ [d) 
5. / xara /の/r / [ r ) 

3. /00/ [:J: J 7. /ee / [f:) 

3. /凶a/の/口/[n) 

4. /θθ/ [0:1 8 両唇の閉鎖



aa 

a 

aa I adv.口を大きく開けるさま al]mabiaa turrau.自分の口をあーとあけろ。

aa 2 int.突然思い出したときなどに発する音 aaol]boxombi.あー，おれは忘れ

た。/且且 sinil]l]eeol]boxombi.あー，おまえのをおれは忘れた。

aaji s. [acc. aajimba] となかいぞりの最後尾の横木(木は S;}l];}ttur;}，木の内皮で

しばりつけてある，これにあとのそりをつなぐ)。

Aakcu s. [acc. Aakcumba] 人名(男，Muig;}tt;}氏族，Lojil]geenuさんの弟，

Aakとuの妻はA者)。

剖 lammi-niU v. [perr. aalamixa-ni] なにやかやととめどなくしゃべる。

aalasi s. [acc. aalassee] ，aalaxi U s. A者のかぶりもの(削りかけでつくる)。

姐 lli-ni v. [perr.回 lixa-ni] っか(疲)れる be tired: tuksami aalixani.かれ

は走ってつかれた。

aalluu s. [acc. aalluumba， aallukkoo] 低木の一種(液果をつける)(トガスグリ)ロ

aaltaalli-ni v. [perr.且altaalixa-ni] なかなおりする，わび(詫)る-apologize : 

orkisigacCi aaltaalixani.かれはある人を悪く思っていたがなかなおりしたロ/

aburaxambi aaltaallini.かれは自分が悪口を言ったことをわびる。

昌amaa a.ねむいなー。

国 masi-ni v. [perr. aamaCi-ni] ねむ(眠)いー besleepy (feel sleepy) 

aam且uli a.ねむ(眠)い。

aambi-ni NU v. [perr. aambuxa-ni N] 水がおかへあがる muuaambuxani. 

011の)水が増水しておかへあがった。 U/ laata aambuxani.なみがおかへあ

がった(浜へょせた)， NU 

aami NJ s. [acc.剖 mmee N] 1睡眠 NJ -sleep; 2田眠らせる臓器(肺と肝臓の

間にあり，これがあるから眠るという) N: aami mal]ga nari眠ってばかりいる

入 l

aanjee s. [acc. aanjeepa] みぎ(右)-right [ant. d;}unjee]: aanjee isal右の

目/aattai右へ。

aal]asa-ni s. [acc.剖 l]assaa-ni，pl. aal]asaZ] 死んだ兄-deceased eld巴rbrother. 

aal]gallee-ni v. [perr. aal]galaxa-ni] け(蹴)る(となかいが):ulaa n且rree

aal]galaxani.となかいが人を蹴った。

aal]gee-ni v. [perr. aal]gaxa-ni] 足でほる(となかいが)(たとえば雪の下の草をた



aa.g-m 
2 

べるために)。

aa.g-ni s. [acc. aagba-ni， pl. aajil] あに(兄)(またはひろく同世代で年上の傍系
男子)-elder brother: aagduma s. [acc. aagdummaa]兄の方(弟に対して)0

aa.g.gee-ni NU v. [perf. aa.gaxa-ni] 1.銃の安全装置をとく N;2.重ねてつんであ
る(トランプの)カードの上のと下のを入れかえてまぜる U.

aapei-ni v. [perf. aaptuxa-ni] つ(着)く anive，reach: 白anaawa aapeini. 

その土地にかれは着く。 / tgtukk抑制peini.それはきものをつくるのにたり

る。

aapoonJi-ni v. [perf. aapoocci-ni N] 間に合わせる(用がたりるようにする):

andumi aapoonjini.かれは作って間に合わせる。 N/ su.gdatt剖 borimi
aapoonJini.さかなを人に分けてかれは間に合わせる。 U/ aapoonjisui.あんた

ら間に合うか。 u

aaptu_日-ni v. [perf. aaptuduxa-ni] 自分のところへ帰り着く。
aapu s. [acc. aapumba] 耳覆いのついたとなかいの毛皮の帽子，帽子-cap， hat. 

aapullee-ni v. [perf. aapulaxa-ni] 帽子をかぶる-put on a cap: aapunji 

aapulleewi.おれは自分の帽子をかぶる。

aar.gee-ni U v. [perf.制 r.gaxa-m] きれいにする，掃除する(ふいたり，はいた
りして)。

制 si s. [acc. aassee] ポロナイぶき(蕗)一 butterbur.

Aatu s.人名(女， W昌silaiさんの先妻の子， N，昌pkaさんと同じ歳くらい)。

aawucCi-ni v. [perf. aawuCixa-ni] (女が夫でない男を)寝せている narree

aawucCini.男をかの女はいっしょに寝せている。

昌awwi-niv. [perf.拍 W1X昌-ni] 雪のなかをぬかつてあるく sim昌tta昌昌awwini.

雪のなかをかれはぬかりながらあるく。

Ab昌 s.人名(男):Aba mapaaccaアパじいさん。

abakkee-ni v. [perf.昌ba昌xa-ni] となかいがそりにつんであるさかなをなめるよう

にして食う oksookkisu.gdattaa ab且kkeeni.そりから(そりにつんである)さ
かなをとなかいがなめるように食う。 / ula昌ab昌axaniとなかいがそりのさか

なをなめるようにして食った。

Abba.ggi s.人名(男，Waaleetta氏族，Kacuruさんの弟)。
abdu NU s. [acc. abdumb昌 N.abdoo U] 家財道具(移動の際これが荷物

(のiosko)となる)。

abulli-ni [perf. abulixa-ni] たりない，たりなくなる gribusu abullini.この布

はたりない。

aburree-ni v. [perf. aburaxa-ni] ののしる(相手を，sorimacciciや

acaral 
3 

taktuumacCiCiのときも)-abuse (verbally): narree aburreeni.人をかれは

ののしる。

acarai N s. [acc. acaraimba] ，acirai JU s.ごみー rubbish，trash: 

昌caraimb昌mggtglleeni.ごみをかれがすでる。 N

ac昌raimasi-ni v. [perf. aゐraimaci-ni] こまかいものをあつめる aearalmaml

昌burreeni.心のなかでこまかいことをならべたててかの女は怒る。

accaraxi s. [acc. accaraxxee] 草の一種(乾燥した実は振るとおとがし，これで

こどもがあそぶ)(海辺に生じる1)。

acci-ni v. [perf. atuxa-m] ほど(解)く，ぬ(脱)ぐー untie，(樹皮を)はぐ， (貝

から身を)はなす uipullgg昌cCini.しばつであるのをかれはほどく。 N/

uttabi acCini.かれは自分のくつを(ひもをといて)ぬぐ。 N/ tgtuwgbi 

昌ごとtnl.かれは自分のきものをぬぐ。 N/ seemba acCini.くまの耳をかれはき

りとる。 N/ aapumbi atuxani.自分の帽子をかれはぬいだ。 u

aci s. facc. accee， pl. aCinil] 男子に対して，妻の母と妻の直系尊属の女子および

妻の信系の女子(妻より年長)。女子に対して，しゅうとめと夫の直系尊属の女子

および夫の傍系者の妻(その傍系者は夫よりかなり年長)-mother-in-law， etc. 

昌cigaN s. [acc. aCigamb昌]，acee Jねずみー rat: aCiga .ggglleeni orokto 

ねずみのこわがる草(草の名) G 

aCigalduu s. [acc. aCigaldukkoo， aCigalduuw昌]鳥の一種(ねずみをとる U)

(羽角があり，ふくろうの類だろう)ロ

昌ごik昌 s. [acc. acikamba] おもちゃ(幼児語)ー toy.

ac比ta s. [acc. aとiktaa] ポクト服 (pokto)のすそにー列につけた小さい金属片の

かぎり xgsiktg昌ciktaうろこのようなかざり金属片。

ada 1 J s.かじか(魚)の一種。
昌da2 NJ s. [acc. addaa N] 大きい帆船(ウイルタがつくったものではない)(こ

の語は，母が使ったが，自分は使わず，かわりにporoxootuと言う N)。

adau s. [acc. adakk∞] ふたごー twm.
昌duli s. [acc. adullee] 魚をとるあみ，あみ(網)ー net: isal nuuCi aduliめの

小さい網/tggngnJi aduliniくもの巣。

aduliganji-ni v. [perf. aduligacci-ni] 網を張Q，くも?巣をはる aduliji

aduliganji-ni.あみをかれははる。 / utgkki t羽田njiaduligacCini.戸口へく

もが巣をはった。

adulimmee-ni v. [perf.昌dulim昌xa-ni] 網をおこしに行く，網へ入った魚をとり

に行く adulitai adulimaxani網へかれはおこしに行った。

agbindu1Ji-ni v. [perf. agbinduxa-ni， agbinduduxa-ni (この二形は意味のふく



agbinji-ni 
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みに多少ちがいがあるようである)] また現れる，出て来る pggtgagbinduxani. 

あざらしがまた水中からかおを出した。 /pggtg agbinduduxani.あざらしがま

た水中からかおを出した。(前の文は二度出て来たとき，後の文は二度三度出て来

たときともいう。)

agbinji-ni v. [perf. agbicci-ni] あらわ(現)れる，出現する(たとえば，あざらし

が水の中から現れる)-appear. come out: suun agbinjini.日が出る。 /bee 

昌gbinjini.月が出る。新月が出る(ひと月がはじまる)。

agbummi-ni v. [pelf. agbumux昌-ni] そとへ出す xuLd丘dugksgxgmbi 

昌gbummini.はこに自分が入れたものをかれは出す。

agd昌'psee a.ありがとう(述語としてつかわれる)-Thank you: mastaa 

agdapsee.本当にありがとう。

agd昌psuuLia.ありがたい tariddaaagdapsuuLiそれでもありがたい。

aεTee-ni v. [perf. agdaxa-ni] よろこぶ， うれしい，感謝する-rejoice， be glad， 

thank: canneetai aεTeeniその人にかれは感謝する。

agJi s. [acc. aε伊]かみなり(雷)ー thunder.
昌iLigaG s. [acc. aiLigamb昌] くずり(食肉類のけだもの)(なき声・前足のうら・

肉がくまに似る G)。

aisi s. [acc. aisimba]金-gold. 

aJ・a a.いい， うつく(美)しい，きれい(締麗)な-good， beautiful， fine， p陀 tty;

s. [acc. ajj拙]; U adv.非常に ajaggktg美しい女/gri tgtUWg昌lja.この

きものはいい。 /pataLa ajani p昌taLa一番いいむすめ/ingl]i ajani ingI]i大

変天気のいい日/mindu mast拙 ajabiini.わたしのところに大変いいものが

ある。 /I]uiddg ajaa.だれでもいいよ。/昌tjajibiini.かれは元気(無事)でい

る。以上の例はすべて N/ sini duxusi aja saI]nauLi.おまえの家はずいぶんけむい。

U 

ajaacci-ni NJU v. [perf. ajaacixa-ni NU] おこ(怒)っている(人間，いぬ，と

なかいが)。

Aja勾gu s. [acc. Aj拙 I]gumb昌l人名(女)。

ajaikku s. [肌 ajaikkoo] いいこと ajai比 00toLCicixasii.いいことをおまえ
はゆめにみたか。

aja却anjiadv.よく well :昌tja却anjiI]gnngu.無事に行け，さようなら(旅立つ

人へのこる人が言う )0 - Good-bye. / aj昌kaanjibissggri.達者でいろ，さよう

なら(旅立つ人がのこる人へ言う)0 -Good-bye. 

a戸kta a.らんぼうな(短気で，おこりやすい)-rowdy， violent; s. [acc. 

昌tjakta昌]:りaktanariらんぼうな入。

5 
aJamaI]u 

ajamaI]u a.はや(速)い ajamaI]uuLaa速いとなかい (kggLguLaa)o 

a;ari G a.よい:羽田が mastaa且tjariingI]i.きょうはいい天気だ。

おGU 抑じーっと，しげしげ(見るさま):nari dgrgLtgini勾II1凶 1m 人
のかおをしげしげとかれは見ている。 G/ ajii xaiw，且 itgcCisee.じーっとなに

をおまえは見ているのか。 u
ajjauLli-ni NU v・[perf.ajjauLixa-nil (女が)きれいにみせる(きれいな衣服を着

たり，飾ったりして):ggktg durumbi aj戸uLLini.女が自分の姿をきれいにみせ

るo N 
ajji-NG V[pd a叶 niNl あざらしに向けて鉱の柄をつぎたしてのばす(柄

は水面に浮かび，あざらしにとどくようにのばす)N，もりで狩猟する G. 

t]i s. [acc. alTee] オルチャ族 (MaI]bu)の住む地方の)111こいるさかな(食用)。
alTeekta s. [acc. alTeektaal 草の一種(十三号の島 (Mggdgmg buwaatani)にあ

る)。

akaari a.おろ(愚)かな stupid: akaari nariたりない人。

akcee-ni v. [perf. aktaxa-ni] たよる，あてにする，依存する-depend on; 

simbee akceeni.君にかれがたよる。

ak一正
語)九o 
akkooLli-ni U v. [perf. akkooLixa-nil トランプの一つの遊び方をする (9，10， 

1の数のカードと絵カードだけを通常4人に分配し，残りは順次とるため場にお

き，順番に各人がカードを場に出す。優位のカードを出すのが有利で，手もとの

カードがはやくなくなった者が勝つ。ウイルタのトランプの遊び方はほとんどこ

れだけという)。

akpakkiccee-ni v. [perf. akpakkitaxa-nil よこになろうとする。

akpanJi-ni v. [perf. akpacci-nil ね(寝)る(よこになる)-lie down: aaLigacci 

(またはaamami)akpa~・Jíní. かれはつかれて(またはねむくて)よこになる。
akpanni-ni v.ね(寝)に行く。
且ksee-niNJU v. [perf. aks昌xa-nil 気を悪くする， (ある人に)うつ憤があっても

のも言わない，交わらない sittgiakseeni.おまえに対しかれは気を悪くしてい

る。 NU/ gJJee aksaa気を悪くするな。 N/白nneetaiaksaxambi.あの人に

おれは遺恨があって絶交した。 J

昌La昌tji s. [acc. aLaaJJeel 麦粉をこねてうすくまるくしたものをなべで油をすこしつ

けて焼いたもの[<ロ OJIa月bll，pl. OJIa月bHJ . 

aLaaJJi-ni v: [perf.・昌Laajix昌-ml 麦粉をこねてうすくまるくしたものをなべで泊を

すこしっウて焼く upamb昌昌LaajJiniこなをかの女はこねてなべで油をつけて

-E 
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焼く。

alamacci-ni v. [perf. alamaCixa-ni] まねる一 imitate:tari nari tari ggktg 

kgssggni alamacCini.その人はその女のことばをまねる。 N/mimbee 

alamacimi andusini.かれはおれをまねしてつくる。 u

alamu a.かわいい(かわいがって言う)(この語は述語として使う):alamoo.めん

こいねー。

alamusi-ni v. [perf. alamuCi-ni] かわいいと思う tari nari cω puttgg 

alamusini.その人はそのこどもをかわいいと思う。

alamuuli a.かわいい，あい(愛)らしいー lovely，s. [acc. alamuullee] : 

alamuuli puttgかわいいこども。

alasi-ni v. [perf. alaCi-ni， imp. alasu] かわいがる，あやす puttgg alasiniこ

どもをかれはかわいがる(あやしたりして)。

alaxa s. [acc. alaxxaa] くらかけあざらし a species of seal. 

albee-ni v. [perf. albaxa-ni] できない IJootomi (またはtuksamiまたはggimi)

albaxani.かれは相撲をとって(または走ってまたは競争して)どうしても勝てな

かった。

alci s. [acc. alcee] 胸囲。

alcirri-ni v. [perf. alcirixa-ni] 胸囲をはかる naribgjgbi alcirrini.人が自分

のからだの胸囲をはかる。

aldaa s. [acc. aldaappa] あいだ-space between: xurigg aldaani山のあいだ/

aldaandu途中でー onthe way / aldaaccuu途中から。

aldoo a.惜しい aldoonari bueeini惜しい人が死んだ。

aldoocci-ni v. [perf. aldoocixa-ni] し(知)らせる inform: aburaxambani 

gJitgkki aldoocixani.ほかの人が悪口を言ったのをかの女は夫に知らせた。 N/

xaiddaa gglbθθni aldooccini.なにかの名をかれはおしえる。 G

aldu s. [acc. ald∞]便り xaialduni biinigg何の便りがあるか。 /aldoo 

saaxambi便りをわたしはきいた。

aldurinJee-ni v. [perf. aldurindaxa-ni] 知らせに行く。

aldurri-ni v. [perf. aldurixa-ni] し(知)らせる一 inform:kggccimbgni 

gnittgkki aldurrini.ほかの人が話したことをかれは母へ知らせる。

alimatu s. [acc. alimattoo] 子宮-uterus. 

alinasi-ni v. [perf. alinaCi-ni] なんども受ける m∞ifialinasini.棒でかれはなん

ども受けとめている(打ち合い (mindgmgeei)のときに)。

aliptaIJi s.魚・肉・飯など食べものを受けとるいれもの。

allaunni-ni u v. [p巴rf.allaunixa-ni] 教えに行く。

allausi-ni 
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llausi-ni v. [perf. allauci-nil おし(教)えるー instruct司 teach:kitaanJi 

urvθθmi allausiniかの女ははりで縫わせて教える(針仕事を教える)0 / 

puU33biC川 gg山 USlnL こどもに字をかれは教えている。 /allausi nari教

師，先生ー teacher/ allaumusi-ni v.おし(教)えたい/allaupoonJi-ni v. 

おし(教)えさせる。

alli-ni v. [ゆpcαI王且IμlX且-nL叶1 号ける'うけとる一 I陀ec巴ive‘accep仰t，うけとめる(たと

えば， c凸ωu叩』
る。 /alukku.Ji allini入れもので(ごはんや酒を)かれはうける。 /IJaaliJJi 

alliniかれは手でうける。 /mooJi且llini.棒でかれはうけとめる。

alta NJ s. [acc. altamba Nl 鉄板(ブリキ， トタンもいう) N，ブリキ板(多来加

の人が言う) J: altami b制 nikkaブリキ製の缶 N.

alukku s. [acc. alukkool (たべものの)入れもの(せとものの茶碗など)-cup， 

bowl. 
amb且 s. [acc. amb丘mbal 妖怪，まもの(魔物)(むかしぱなしにあらわれる):

且mb且m(ba)ba且X且妖怪があたまに入ってばかになった (orkiになった)，気狂い

の mad/丘mbasiduxuni人間の食べられない植物の液果。

ambaa adv.いくらか ambaadaaji occini. (こどもが)いくらか大きくなった。

/ tari ul却 amba且kusal.そのとなかいの方がいくらか速い。 /ambaa 

maりga.いくらかつよい。
ambaLJi-ni G v. [pelf.且mbalduxa-nil 人を殺すばけものを殺す (narreewaan 

且mb且mbawa且nm)。

且mbam且ikku s. [acc.且mbamaikkool 凶事・変事の兆し ambamaikkoo

tolとicixambiわるいことをわたしはゆめにみた。/[言い習わしJpguktg 

b且liini且mb且maikku.v、ぽができるのは不吉なきざし。

h油ム】witu s.: A加口mba創n附
メ一トいルレ川)。

ambambusu s.布の一種(厚し、)(この語はいまは使われないという)。

且mbaram<]i)adv.うんと，一所懸命 ambaram<]i)uillgu うんとはたらけ。/

amb且ram<]i)girru一所懸命歩け。

amina s. [acc. aminambβl おす(雄)(とり， さかな，あざらし， うさぎ，きつね

の) - male 

aJntn且ska s. [acc. aminask且且1おすのさかなの皮。

ami-ni s. [acc. amimb丘ni.pl.且minilG 1 ちち(父)-fathcr: d剖tjiami-ni 

[acc. d制tji且mimba-ni] 祖父および同じ氏族内の尊属男子(父より年長)

grandfath巴r，uncle / J1U uCi ami一口i[acc. nuuCi且mimba-J1i] 同じ氏族内の叔



amll)asa-m 
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父および傍系尊属男子(父より若しり一 unclc.

aml抑制-m s. [acc. amI1]'lssaa-nil 亡父← dcceascdfathcI 

alll 1 f11 s. [acc. amiramba] ままちち，継父~ stcpfathcr. 

ιm.lee-m v. [pelf.ιmdax丘一nil まねる imitatc: j剖~jeewani amd昌1111

j制!.l.Ieenl.ほかの人が歌うのをかれはまねて歌う。 / allldami andusini.かれは
まねでつくる。

al1l1lla s. [acc. a11lmalllb川おとうさん papa (fathCI‘infonnal familiar tcnn) : 

da<り・iamma [acc. cJaaji a11l1llal1lbal おじいさん grandpapa / nuuo 

ammθ 何cc.nuuci amma11lbal おじさん← unclc/ ammaaこどもが父親を，

また父親がこどもをよぶとき言う。

ammal]aS昌 s.死んだおとうさん。

Ammarikka s.人名(女)，俗称。

昌l1lU s. [acc.ιl1lumb丘1大便，糞 stool (cxcrcment)・nariamuni人聞の大使

/ tuksιamuniうさぎの糞/g且5且 amuniとりの糞。

一町Amu町leじ1 S.人名(男)，俗称(本名は31dks臼dlり)。
印 1UCUU s. [acc. amucukkoOl 便所~ toilet 

十mu(Jikaιnu s人名(男，ウイルタの M勾川族，母の兄Ij:Ki問 dnU)。
Amunιana s.人名(男)，俗称(本名は Lojil)geenu)。

amuniccee-ni v. [pcrf. amunitax丘一nil 大使をしに行って来る。

且munji-ni v. [p巴lf. 正lmucCi-nil 大使する~ void cxcremcnt. 
amunlll-/ll v. [pclf. amunixa-nil 大使をしに行く。

』制mu山 s. [ねacαC丘M卸制叩ml】H町t
amηu山Spl S. [何acαc.amu山s[-戸吃e剖lあごひげあざらしの当歳のもの。

ana且 1 s. [acc. anaamba] くびかざり(玉 (suurakta)をひも (tokpo)か皮ひも

(xarapsa)でつないで、ある)一 necklac巴.

ana且2 a ない~ does not exist; s. [acc. an且kk嗣]:buda anaa.米はない0/
dugla anaa.家がない。 / ana且 dsiwi I)dnnddいや，おれは行かぬ u ， 

an昌allee-ni v. [perf.ιna且laxa-nil くびかざりなどをくびにかける。

Anaap乱 s.人名(女)。

丘naccee-lJl v. [pclf正lJJataxa-nil 押したままいる り制l且!.J1iilJJaL~Ceeni 自分の手
でかれは押したままいる(おさえている)0 U 

ananaa U a.ほしいなー。

ananaSI-lJl v. [pelf. ananaci-ni] すきだ，ほしい likc司 wishfor: caa ddktdd 

ananaSllllかれはあの女がすきだ。/ム1aUlilaba ananaSllllかれはあのとな
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かいがすきだ(ほしし、)。

ananauli a.す{焼1きな belovcd: anan山 linari焼きなひと/ananωli naa 

好きな土地。

analll s. [acc. ananneel とし，年，年令~ ycar‘agc: geeda anani一年，一歳/

.Id8 ananneeことし this year / jd8昌nanneel]dnneewi ことしわたしは行

く。 /j8d anannee x8kkuuli ことしは暑い。 /anani allani毎年 目 cry

ycar / sini ananil]Usi XaSUkkai1.おまえのとしはいくつか。 Howold arc 

youつ/mini an且llI1]ubixori anani.おれのとしは二十歳だ。 1am twcnty 

ycars old. / (禁忌JanallII]ubi taumburi dnndU ri.自分の歳を数えることはば

ちのあTこることたD

anapoocCi-ni v. [perf. anapoOCiXa-llil 鉄砲を試しうちする(銃がまっすぐか

(tol)do)，まがっている (l1lokcuu)かみるためにまとをうつ)(何回も): 

moiccamba anapooccini鉄砲をかれは試しうちしている。

且口昌poollee-ni N v. [pcrf.且napool且X丘-ni] まとをおいて鉄砲を試しう(撃)ちす

る(一回) U 

ιnd且 s.何cc.andaa， pl.昌ndaill とも(友)(おとなの男同士がよぶとき言う)[pl 

and且5且lも使う];ある女子に対して，夫の傍系女子および傍系男子の妻(年令は

その女子とあまりはなれていなし、)。

andail s. [acc. andailbal ともだち t一人でもいう)← fri巴nd:andailci biinii.き

みのともだちはいるか。

ancJasi NJ s. [acc. andassee Nl 1よこつら(頭部の側面)， 2. (魚の)えらぶたG

andaxa s. [acc. andaxxaal 客十 gucst: andaxal)umuna客連れ。

andaxarree-ni v. [pclf. andaxaraxa-nil l.もてなす ancJaxxaaancJaxarreeni 

客をかれはもてなす 2遠慮する andaxaandaxarreeni客が遠慮する(出さ

れたものを食べなかったりして)。

anc/u s. [acc， anc/ool 手でつくったもの: lJui andunee だれのつくったものかむ

andu託i-ni v. [pcぱ.andutuxa-nil なおす，修繕する oksoJJωoandu日l/ll.そ

りをかれはなおす。

anduma s. [acc. andummaa] 四角い食物容器(樺皮製，肉・さかなやこけももの

実を入れる)(様皮はその裏面を容器の外側にして使う J)~ birch-bark vess巴1.

andunni-ni v. [perf. andunixa-nil っくりに行く。

andusi-ni v. [pelf. anduci-ni] つくる~ make: cJugba andusini.家をかれはつく

るo / orkimba anducini.かれはわるいことをした。 /ancJumusi-ni v.つく

均たい/andupoon]i-ni v.つくらせる。

annee-ni v. [pclf. anaxa一口il お(押)す push: oksokkoo anneeniそりをかれ
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は押す。

anm-lll v. [pclf. anuxa-ni] なにかする x昌iwaddaa昌nllllll.かれはなにかする。

/ anuwacciえーとあれして(ことばが出ないとき言う )0 • -0 

anu s. [acc.且nnoo U] えーとあれ(名称をおもい出せないとき言う): anujj・却

あれたち(なん人かの人たちについてなまえが急に口に出ないとき言う) N/ 

mlni anubiおれのえーとあれ J/ m~~n~ anubi自分のえーとあれを J

昌I]ada a.親または配偶者の死んだ bereaved: aI]ada putt~ 親の死んだ子，みな
しごー o中han/ aI]且da~~kt~ 夫の死んだ女。

a仲 l S 自分?氏族と異なる氏族(嫁ぐと実家はar仰 iとなるロ G印) 勾勾捌]凶向d巾似伽ai山川川ir印町n町nn
s. fac叩c.aI]d丘訓wneepa川l 自分の氏族と異なる氏族の人 (ωoiβs，δ訂Jilもβl]d昌wneeであ
る)九。

aI]ma s. [acc. aI]m制 l くち(口)-mouth: puu凶 al]mani袋の口。

al]mamaeci-ni v. [pclf.且l]m昌maciga-ni] ちょっと口げんかする(二人が)。

aI]mapu s. [acc. al]nwpumb昌l吸い口(きせるの)一 mouthpieccof a tobacco 
plpe. 

apaacci-ni v. [pば apaacixa-ni] よこになってしもーIie:baajimi apaaccini. 

かれはなまけてよこになっている。 /aaligacei apa且ecini.かれはつかれてよこ
になっている。

apal NJ s. [acc. apa比eeN] 後頭部 (poroの下，utωu叩I汀m刷Iη1

apala N悶1 s. [何acαc.aJ.伊羽副l匂amb加a，a叩palla伺a N閃l となかいの二歳のおす(春生まれて翌
年秋がきたおすのとなかいの。

apei s. [acc.且〆ee] かもの一種(食用 G)。
apta昌 a.おいしいなー。

aptallee-ni v. [pclf. aptalax昌-lll] あじをみる(試食する):ojuuk昌I】lba

aptalleeniちょっとたべてかの女は味をみる。

aptasi-ni NU v. [pcrf. aptaei-ni N] す(好)く，すきだ N，おいしくてすきだ

U: t<lrt nari j;J~ d;Jppee aptasiniその人はこの食べものがすきだ。 u
apta凶 aおいしい dclicious : s. [acc仰此e]:ul印刷u/i肉はおいし
ゎ、

<lraa int.あわてて言う。

arakki s. [acc.昌rakkee] さけ(酒)-spuits司 wme.

Araklainu s.人名(男，Tataariさんの子)。

arga s.いつわりだますこと arganimal]ga nari好策にたけた人 1/ar!!丘

nan (または ~~kt~) うそをついたりだます人(または女) N ヤ

argallee-ni v. [perf・昌rgal昌X呂田ni] だます deceive: narree昌rgalleeni.人をか
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れはだます。/mimbee argalaxaniおれをかれはだました。

ari s. [acc. arree] バター-butter [<エ apiiくヤ apblhI]. 

arku s. [acc. arkoo] きうりうお(魚)。

asarree-ni v. [perf. asaraxa-ní] 大切にする m~~ml]l] l 且sarreeni. 自分のもの

をかれは大切にする。 / biiw~ asarreeni.有るものをかの女は大事にする。

asi s. [acc. assee] つま(妻)-wife:ぉlmuna妻帯。

asilaccee-ni v. [perf. asilataxaーni] 妻の死ぬまえに別の女と親しくしている:

asibi ujuunduni asilataxani.自分の妻が生きているときにかれはほかの女と親

しくしていた。

昌silaIJi-ni v. [pelf. asiladuxa-ni] 死んだ兄の妻を妻にめとる:同gbi

bulkut~nnee aagbi asijini asila]jini.男が自分の兄が死んだあと兄の妻をめと

る。(ievirate婚)

昌sillee-ni v. [perf. asilaxa-ni] 妻にめとる caa ~~kt~ji asilleeni.その女をかれ

はめとる。 /asibi n~ujini asilleeni. (死んだ)妻の妹をかれはめとる。

asil]asa s. [acc. asiI]ぉsaa] 死んだ妻-deceased wife. 

askallee-ni v. [perf. askalaxa-ni] 腰に小万をさげる kuCig~mbi askalaxani. 
自分の小万をかれは腰にさげた。

askuttu s. [acc. askuttoo] いか，たこ(軟体動物)。

昌taalimacci-ni NU v. [perf. ataalimacixa-ni N] 出会う(たとえば，道で人に)。

昌taalli-ni v. [perf. ataalixa-ni] あ(会)うー meet:ca昌 narreeataalix且niその

人にかれは出会った。

atada]ji-ni NJ v. [perf. atadaduxa-ni] はげしい状態にまたもどる:jaajami (ま

たは m~umÍ) atadaduxani. (歌またはおどりの好きな人が)うた(またはおどり)

をまたやりだした。 N/ gitumi atadaduxani.出て行きまたはじまった(酒に

酔った人が-_e.帰宅してからまた酒をのみに出て行ったときに言う U)o J 

ata]jee-ni v. [perf. atadaxa-ni] はげしい状態にある(病気，仕事などについてい

う):bultai atadami uilleeniかれは一所懸命はたらいている。 N/ uil~mi 

昌ta]jeeni.かれははたらいて一所懸命だ。 NJ/ bokkoni ~numi 且tajjeeni. かれ

の腹がいたんでひどい。 U/ suun~mi ataJJeeni 日が照ってひとやい。 N

ataku s.目 (isal) (幼児語)。

昌taptaali a.向かい合った atapt却 liduxu向かいの家/ataptaalinji t~~sici. 

向かい合いにかれらはすわっている。

ataptai advまっすぐ向って mimbeeataptai sindaxani.それはおれに向って

まっすぐ来た。 /ataptai sinjeewani moiccalaxambiまっすぐ向って来るの

をおれは撃った。



atta 
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昌tta s. [acc. attamb昌lせなか-back: attanjeeうしろの方。

at同nJi-ni U v 向こうから来た人と出会う，人を迎えに行ってその人に途中で
去っ caanarree att昌昌njini人を迎えに行ってその人に途中でかれは出会う内

/ poktodu attaanJini.人を迎えに行ってその人にみちでかれは出会う o

attoonJi-ni NU v. [pcrf. attoocCi-ni U] ぬがせるつ

昌tucCi-ni v. [pcrf. atuCix昌司i] ほど(解)く(何回も)，ほどいている。

atujjee-ni G v. [perf，・昌tud昌xa-ni] ほどける sθθksθ訂正ltudaxaniおまえのく
つのひもがほどけた。

a tujJi-ni v.はずしてもどす adulibi昌tu17ini仕掛けた自分のさかなのあみをかれ
ははずす(おこす)。

atunjee-ni v. [perf. atundax昌司i] 脱ぎに行く tJtukki且tunjeeni 自分の着物を

ぬ~.，.:;o'nは行く。 /ad叫叫d仇山u此 c昌M山訓tμ印u叫J

au町J戸aaccαIト-m v. [旬perf.au旬rja伺aσ白lxa-I羽m同] 結婚後しばらく(←一一-月か一年カか￥リ)妻の家で労働

(漁労など)して生活する。(労働婚とみられよう。)

昌uja且 G s.魚の一種，口が大きく，海から入って川にいる c

昌ukku s・[acc.昌ukkoo] けだもののねぐら，寝台(ロシア人の)ー lair.司 bed.

昌un s. [acc. aumb且]宿泊すること:一昼夜:geeda昌un一昼夜/dθθ 丘四二思

夜/白dugeeda且umbabiiniそこにかれは一泊している。

a凶 ac必C白C白i千v. [阿 昌創却制u山叫II
a創制u山I汀md白ac釘cu町1汀riduxu旅館一 hotel.

aundalasi-ni G v. [perf. aund且laCi-ni] 一晩泊まる。

aundanJee-ni v. [perf.且und且nd且xa-m] と(泊)まりに行く nim;Jt;Ji

aundanjeeni.近所へかれは泊まりに行く。

aunぬu s. [acc. aundakkool 円錐形家屋(主に冬期に使用，ウイノレタはこの家屋

が本居と考える)(且und且Uの戸口 (ut8)は，海・川の近くではその方を向く，や

ま (purのでは日の出る方を向く， 日の入る方を向くのは禁忌 (8nn8Uri) G)-
conical hut. 

aun)ee-m v. [perf. aund且xa-m] とま(泊)る(よその家に)-stay (lodge at): 

tafl n且ridugduni且und昌X且mbiーその人の家にわたしはとまった。/

aund且musi-ni v.と(泊)まりたい/且undaunJi-ni v.と(泊)まらせる。

aUI]g且 s. [acc. aUI]g，且且l あうな(かもの一種)(食用 G)。

昌upsa J s. [acc. aupsa昌] 手負いになったくまがやすむところ geedaraaUfJsani 

手負いのくまが最初にやすむところ/dθθIjj白(またはillee)aupsani手負いのく
まが二度めに(または三度めに)やすむところ。

且ufl-m v. [pcrf.且uxa-ni] ねむる slecp:剖 m且mi且urini.かれはねむくてねむ

13 
ausee 

るロ

ausee GJ sしぎの一種かあるいはしぎに似た烏(食用 G)。

auxi U s.におい oroktoauxini草のにおい/moo auxini木のにおい。

axa s. [acc.且X昌mb昌] にいさん(またはひろく同世代で年上の傍系男子)-elder 

brother. 

axaI]asa s.死んだ、兄さん。

axirikku s. [acc. axirikkoo] 掃く道具(一時的に使う葉のついた枝や鳥の羽のほ

うき)。

axirri-ni v. [perf. axirixa-ni] は(掃)く-sweep: beewa且xirrini.すわるとこ

ろをかの女は掃く。

b 

baacci-ni NGJ v. [perf. baacix且-ni] はりあう，競争する， (ばけものやくまと)

たたかう naritaibaacCini.かれは人と競争する。 N/buu dθθnnee 

I]ootomori baaccisu.おれたちふたりは相撲をしてあらそおう。 N/ I]ootomi 

baacciniかれはすもうをとって競争する。 JU/ k;J8l;mJi baaccini.かれははや

く走ることで競争する。 JU

baacikka s. [acc. baaCikkaa] (ロシヤ正教会の)神父(むかしウイルタ人のとこ

ろへ来たことがあるという)[くロ 6aThKaJ:luca baacikkaniロシヤ人の神

父。

baaCinJee-ni G v. [pelf. baacindaxa-ni] 競争に来る(行く)。

b昌昌da GU sかお(顔)(baadaniはdJr;Jlniのこと G，よいことばではない U):

b剖 dd昌昌m.あの人のかおはまあ(よごれていたようなとき言う )0 U 

ba昌Ijee a.退屈だな一。

ba丘Ijisi-ni v. [pelf. b且ajiCi-ni] なま(怠)ける一 b巴 lazy，idle: uil8mi baajisiwi. 

おれははたらきたくない。

baajuu a.なまける lazy ; s. [acc. ba司jukkoo] なまけもの:ba且Ijuunariなま

けもの。

b昌丘i]ee N adv.. baajii G adv.だんだん :ba且IJeeorki osini. (病人が)だんだ

ん悪くなる。

b且al s. [acc. b制 lb且]誕生の月 (balJixanibee)一monthof birth: b剖 lbi

制 ptuduxani.その子が自分の生まれた月に達した(一年めだけ言う)。

1i 



baalaI]ada 
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baalaI]ada s. [acc. baalaC)addaa] ごまふあざらしの二歳のもの。

baalli-ni v. [perf. baalixa-ni] あ(会)う， であ(出会)う m巴巴t:cadu 

baaligaCi.そこでかれらは出会った。 /aC)daimuna baaligaci.かれはほかの氏

族の人と会った。 /Jeemuna cadu baaligapu.おれたちあいぼう同士はそこで

会った。/Jeewi cadu baalixambi.自分のあいぽうとそこでおれは会った。

baanikka s. [acc. baanikkaa] かん(缶)(石油缶 J)-tin [<ロ 6aHKaJ. 

baaIJiee-ni v. [p巴rf.baaC)daxa-ni] みつけに行く purtggbaaC)daxani.かの女は
こどもをうみに行った。

baapu s. [acc. baapumba] たば(束)一 bunch:saC)na baapuniたばこの莱のた

ば。

baapulleιni v. [perf. ba且!pulaxa-nil たば (baapu)にする。

baaru-ni (の)方へ.(の)ょう(似ている):mini baaruwweeぼくのほうへ N/

mggng baarroori自分たちの方へ N/ tari gasa SgεJeeni baaruniその烏

が飛んでいる方へ N/ xotton baaruni C)gngxgni.まちの方へかれは行った。

N/ amin (またはgnin) baaruni biiniかれは父親に(または母親に)似ている。

N / gnimbi baarunee biini.かの女はかっこうが自分の母親のようだ。 N/

mggng b却 rriI]gnnu.自分の方へ帰れ。 J/ s;Jbd;Jnuuli baaruni.おもしろい

ものだ。 G

baasallee-ni v. [perf. baasalaxa-nil け(蹴)る-kick: narree baasalleeni.人

をかれはける。 /nari asibi baasalleeni.人が自分の妻をける。

baatana GJ s.二歳のくま(満一年すぎたもの baLJixambibaalbi aaptuxa G): 

baatana siroo二歳のくま G/XUSg (または ;J;Jktg) baatanaおす(またはめ

す)の二歳のくま J

baawui s. [acc. baawukkeel ごまふあざらし a specics of scal. 

baawunJi NU adv.わかっていないのにわかったふりして U:baawunJi 

k;J;JnJiniわからぬのにわかっているようにかれはしゃべる。 u

babuu s. [babukkool 女子陰部 femalc pubic rcgion. 

badaari J s猟に使う道具(てんやかわうそをとる)[cf.ヤ 6a).laapJ

baduu s. [acc. badukkOOl むこう(がわ).対岸，敵，かたき opposite sid巴，

巴nemy，foe: jgg baduukk.i p;J;Jt;J agbicCiniこのむこうにあざらしがあらわれ

た。 / badukk.ooni dapaxaniある人のかたきをかれはつかまえた。

bagballee-ni v. [pcrf. bagbalaxa-nil つ(突)く(一回)-pok巴，刺す(たとえば

刺し網の棒 <gusa)を):mooji bagballeeni棒でかれはつく。

bagbee-ni v. [p巴rf.bagbaxa-nil つ(突)く(何回も)-pokc: sorimi utgkk.i 

bagbeeniけんかして戸をかれはつく。

bagduxu 
15 

bai!duxu s. [acc. bagduxxool 身につけるもの(衣服，くつなどに xusgnnee (ま

1Mgktgn附) bagduxuni男の(または女の)身につけるもの。

同似xi-ni v. [perf. bagduxuxa-nil 身支度を?一叩ip (oneself fo 

b !O:.l?rnで;
a創t1た;:乙μ山〉二刀刀二22:?:::;;エ;::tr:}士士fど:;ニ;山ffり丸冗ウ汚九刀f片九72むjJぷ;ニι;:::μムヱ:よ;?:2:::z 
isuxambi.おれはそこにいればよかったものを，だめだめ，帰って来てしまった。

baija NGJ s・[acc.baijjaa Nl 番屋(漁場のやとい人の宿泊所 J)[<日ばんや]。

baiiaakki s. [acc. baijaakkeel (天などからの)さずかりもの baijaakkee

baaxaniさずかりものをかれはみつけたo
br:nE[何acωc.b加air刷 N閃] 殺人，ぬすみなMどの犯罪 N礼，事輔故 J上:b加aitaωa

i且an】akki.おれはわるいことをしたことがないロ N
ba-a a と(富)んだ，裕福な(となかいなど、たくさんもっている)ー帥 [ant 

Jobbeel: s. [acc， bajambal 金持。

bajanJi-ni v. [perf. b且Ijacci-nil 裕福になる-grow ncn 
ba]ee s. [acc. bψepal 川向こう，向こう岸，向こ!?卜 othersid巴 um

TZT7:;rfJfLぷC111:;;?;;:LtrrtL
daurini向こう岸へかれは渡る。

b且lJ1eetaali a.川向こうの. S.: b且lJ1eetaaliduxu )1¥向こうの家/nan 

baJJeetaalinJi biici人が川向かいにいる。

Bakaanu s.人名(男.Muiggttg氏族)。
baはaa partも biibaはaaC)gnneewi. :13れも行く。 /sii bakkaa sooruお

まえも水をくめ。 /mirtgi bakkaa bθθrisiiおれにもあんたはくれるか。

bakkee-ni v. [perf. baaxa-nil みつける(自分のものでないものを G)，あ(会)

ぅ， (子を)もうける，う(産)むー find.s比野t(a chi凶， g附 bi?to

kk 予bakkeeniμ1 (ゆカか通れ古がt勺)病気になる N一b巴氏c∞om巴I川11/ba幻ittaabaaxam . . 

;立!1:は:Lる引しい、ことをした (叫O肝川仙r比出kμω1m仙b加aan凶dω叫 Nν/rω凶olc必C伽i叩耐m
自分のゆめがあたつた。 J/ puttgg bakkeeniかれ(またはかの女)は子をもう

ける。 N/ baamusl-m v.みつけたい/bakkaunJi-ni v.みつけさせる。

bakki-ni G v. [p巴rf.bauxa-nil みつける w;Jgd;Jptux.JmbJbakkiniなくなっ

たものをかれはみつける。

bala (bal U) adv.はやく saabala rg;Jrisu，さあはやく起きょう。 /bala 

C)Jnneesu，はやく行こう。 /bala bala (bal bal U) C)gnneesuはやく行こ



balapci 
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フ。

balapci a.むかしの balapceep昌nusiniむかしのことをかれはたずねる。

balda s. [acc. bald昌mba] 毛皮製の衣服 (tgtUWg)(貴重品，むかしオルチャ人

(Mru.Jbu)が満洲人から買ったのをオルチャ人からさらに買ったもの，片側に玉の

ようなボタンが上から下へー列についている。外套として着た)。

bali a.めくらの blind， s. facc. ballee] 盲人 balin昌riめくらの人。

balJi-ni v. fp巴rf.balJixa-ni] う(生)まれる，くら(暮)す，生活する b巴 born.

live: uliJ]gaJi (またはorkinJi) 加 lJini.かれはよい(または貧しい)くらしをして

いる。 /balJix昌puttg赤ん坊/[言い習わしJsabuuwwgg xunigambgg 

gksgxgni. puttg sabukkoo dapautannee XUSg puttg b昌lJini.xurigamb且

dap.且utanneeggktg puttg b昌lJini箸とさじをおいて，あか子が箸をとったら男

の子が生まれる。さじをとったら女の子が生まれる。

bal]i邸-ni v. fper王balJiduxa-ni] 生まれてくる(魚やけだものが)，子が死んでま

た子が生まれる(死んだ子が再び生まれてくるという): Jee balJiffini.また(その
死んだ子は)生まれて来る。

b昌lJimakta a.生まれたばかりの :b昌lJimaktaputtg生まれたばかりの子，赤ん坊

-baby. 

b且lJoonJi-ni v. fp巴rf.balJoocCi-ni] 出産させる dooktorib且lJoocCiniputtg医

師が出産させた子(難産で)。

b且lJuuri-ni v. [perf. balJuuxa-ni] 繁殖させる，ふやす(たとえば，草や人聞を):

n昌ribalJuux昌nimoo人が植樹してそだてた木/narree b昌lJuurini人聞をふ

やす。 /sU1]dattaa balJuurini魚を人が養殖する。

balli-ni v. [perf. b昌lixa-ni] 盲目になる isal ballini. !3がみえなくなる。

b昌mbee-ni v. [pcrf. bambaxa-ni] ちらかす ggktgnneeduxubi dooduni 

b昌mbeeni女の人が自分の家のなかをちらかす。 u

B昌nJai s.人名(男)，俗称(本名は T句 θlpeeb、酒に酔うと万歳を唱えたよし)[< 

日万歳]。

b且1] adv.ちょっと ba1] x昌laccu.ちょっと待て。 N/b昌1]sinJeesindaちょっ

とおまえ来るんだ(来し、)と。 N/b昌9昌umJibgmeelCimbiちょっとねむっ

ていておれはめをさました。 N/ ba1] ba1]気軽になんども u/b昌1]b昌1]xaimi 

pulisiseeちょくちよく(気軽になんども)なにしにあんた来るの。 u

bara a.たくさんの-many fant. ojuuk昌]， s. facc. b且r昌mba] たくさん:b昌ra

nariたくさんの人 N/n昌ribar昌nin昌n 大勢の人 NJ/b可θbaranib句.θ た

くさんのけもの J/ xulduu mθθWθ baramb昌bθθru.熱い湯をたくさんくれ。

N 

17 
baralga 

b昌ralga s. facc. baralg.制 1銃の茄子環。
bargi-ni v. fp巴rf.bargixa-nil 支度する-prepa陀・ dgp戸ebargini.たべものを

かの女が支度する(たとえば θlθsini)，/ bargimusi-ni v.支度したい/

bargoonJi-ni v.支度させる。

barginJee-ni v. fp巴rf.bargindaxa-ni] 支度しに行く。

bauIfi-ni G v. [pelf. b且uduxa-ni] 再びみつける。
bauree a.つるつるすべるねー。

baurikp.且nJi-ni v. fperf. baurikpacCi-nil すべる slip: b昌urikpamituuXgm. 

かれはすべってころんだ。

baurisi-ni v. [perf. baurici-nil つるつるすべる-slip: n昌rib昌urisini.つるつる

して人がすべる。

b昌uruuli a.すべる slippery: s. [acc. bauruullee]: bglU bauruuli.たいらな

氷がつるつるしている。

bee s. [acc. beewa] 1.家のなかのすわったり，ねたりする場所，座-scat; 2.っき

(天体の月，年月の月l-moon， month: xunniin (xunnin 1) beeni五月(この

月をnuuCisill昌且ともいう)十 May/ tuu/imgn beeni七月一 July/

gooduman beeni八月 August / bgdgl beeI】i一月 January (Jによれば十

一月 ，bgd;]lはしばれてぬからぬ意という一 No仰vembcr刊)/g♂Lrr昌創叫u山叩1D】beeni十二

月ト一 D加cωcc叫m帥b巴er/ν/[閣言劃しい、伝え幻Jb陥白ωgIfee iぱ C伽e出e.b附e出e叩 n吋酬rJi戸iμ伽l
いるな。月がつばをかけるから。/以下の月のみちかけはGによる 昌gbi凶nJρl 

b田(m) 新月/kalt，且且 bee(ni) 半月/ceeso bee<ni) 満月一 fullm∞n/s比kgu
bee(ni) そのあとのかけた月(下弦)/ dakpa bee<ni) そのあと新月となるまで

の月 (buJibee (死んでいる月)という語もあり ，dakp昌beeのことという)

(こよみの月は月のみちかけにより，新月から月がなくなるまでをひと月とする

1) B-K削 s.[acc. Beel(ik)刷いぬの名(白いいぬ)[<ロ 6eJIblH (白い)J。
beelbi-ni v. [p巴rf.beelbuxa-ni] ことわ(断)る-refus巴 sgsucciwgnibeelbini 

ほかの人がたのんでいることをかれはことわる。

beelci-ni v. [p巴rf.beeltuxa-nil し(敷)く(敷物などを)-spread (a quilt， 

mattingl: naatammee beelCini敷きぶとんをかれが敷く。
beelt昌 s.月あかり bee beeltani月のあかり N/ bee beelt昌ttainipulisini.月

夜であかるいのでかれは(となかいで、)あるく。 NU

beeltu s. [acc. beeltumba] 敷きもの(毛皮)(oroktoの上にsgiktgをおき，その

上に敷く)一問中et (fur). 

beeltucci-ni v. [pcrf. beeltucixa-ni] 敷いている n却 tamibibeeltuccini.自分



beett~~ri-ci 
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の敷ぶとんはなかい皮)をかれは敷いている。

beett~~ri-Ci J v. [peIf. beett~~x~-Ci] トランプの遊び方の一つをする(この遊び

方は五人または七人でおこなう): beettd~riwi. ぼくはトランプの上記の遊び方を

する。

beewuccee-ni v. [p巴If.beewutaxa-ni] 反対する一 oppose:allausiwani 

beewucceeni他人が教えてもかれはちがうとし、う。

beewutamacci-ni v. [peIf. beewutamacixa-ni] あらそ(争)う(ことばで)。

bddu s. [acc. b~ddθθ] まな板(木製，両端に文様が刻まれている，食台にも使う)

-chopping board. 

b~d s. [acc. bd~Wd] さかなつりのえさ(餌)(!OC∞につける，これでkeewuや

caccariをとることもある)一 bait.

bd~b~， b~~b~k~ NK s. ゆりかご (dmUW~) (幼児語)。

bd~bdcci-ni v. [p巴If.bd~bdCix~-ni] 神へそなえものをする(山の神や海の神にけ

ずり花やたべもの (moniやmUSL)を(一年に一度)あげる)-present off，巴rings

to the gods: b~db~ccuri illauお供えのけずりかけ/naatai bd~bdCcini. かれ

は山の神へものをあげる。 mθθtθib~dbdCixdni. かれは海の神へものをあげた。

(山の神へ黒いいぬを，海の神へ白いいぬを，病気治癒のためにあげる)。

b~dbddcci-ni v. [p巴If.bddb~dCix~-nil 横にゆれる naa b~~b~~ccini. 地が地震

でゆれる。

b~~b~~kki-ni v. [peIf. bd~bddkkuxd-nil ゆれる(ゆらす道具は名詞道具格であら

わす，たとえば b~db~dkkuJi (ぶらんこで))-swing: tari putt~ b~~b~~kkini. 

そのこどもは(つなにつかまって)ゆられる。 / bddb~~kkumi xuppini.かれは

(ぶらんこで)ゆられてあそぶ。

b~dbddkku s. [acc. bd~bddkkθθ] ぶらんこ。

bd~Ld~ NU s. [acc. b~dLd~~] 坐った人の体形の上脚の上面(幼児はそこに坐る)。

bddLd~si-ni NJU v. [peIf. bd~LddCi-ni] 坐った体形で上脚の上に坐らせている:

PUtd~ b~~Ld~siwi こどもをわたしは坐って上脚の上に坐らせている。 J

bddpinJi-ni v. [peIf. bd~picci-nil やりでかまえる。

b~dSí s. [acc. b~~ssee] 布の一種 <JíLígdrí より薄い，これで蚊帳 (dappa) をつく

る)。

b~gJí s. [acc. bdgJeel あし(足，脚)-foot， 1培 b~gJiní kusaL.かれのあしはは

ゃい。

b~í s. [acc. bdimbd] 長(たとえば部落長)-chief， head司 (トランプの)王様

Kuuj・ibdiniアイヌの長老。

bdicci-ni NG v. [p巴If.bdiCixd-ni] 猟をする(猟具や鉄砲などで)(泊まりがけで

b~iccfJfJnJi-ni 
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行く G)。

b~iccθθnJí-ni v. [peIf. b~iccθθééi-ni] 猟をさせる。
b~iéuu NJ s. [acc. b~iéukkθθN] 仕掛け弓 (d~~I]gur~) ・わな (puta) ・はさみ
(kapkaa)などの猟具(鉄砲は別)。

b~iéuuéとi-ní NG v. [p巴If.b~ícuuとix~-níl 猟具 (b~iéuu) を仕掛けている。
b~iéuukku s. [acc. b~iéuukkθθl いつも猟をする場所。
b~íI]~ U s. [acc. b~íI]I]~~l けだもの(うさぎ，きつね，てん，野生となかいなど)
(くまは bdiI]~ といわぬ)。

b~iIJlee-ní NG v. [peIf. b~iI]d~x~-ni] 猟に行く (G はこの語はキーリン (Kiill~~)
の語かと言う)。

pe・-ni v. [peIf. b~íptux~-nil 凍傷になる b~gJí bdi〆ini.あしが凍傷になるo
b~i日 s. [acc. b~í日mbd] 猟犬，紹をとるいぬ(またぎ、の上手ないぬ (pakéi

I]inda) G) 

ゆ s …附d~] からだ(体)ー b叫山地山n凶 bdjdní その婦人が
かれの実の母親だ。

b~jjí-ni v. [peIf. b~íx~-ní] 凍らせる，凍傷にする I]aaLibí bdjjini.かれは自分の
手を凍傷にする。

b~Ji J s.魚を裂いて骨をとったもの。

bdJiku s. 足 (b~gJí) (幼児語)。 ー

b~lJ~~ int.おいで(こどもが，または，こどもへ言う)。
b~kkdi s. [aac. bdkk~kkee] さけ・ますを三枚におろしたあと背骨の両側からの
こった肉を切りとったもの(ほして食べるが，なまのは煮て食べる)0 mauriとも

いう。

b~ktd S・[acc.b~kt~mbdl そりのはしらになる木(白樺をつかう)。
b~kt~~ adv.すこしの間:jddu b~ktd~ big~cci I]dnneeni.かれはここにもうすこ
しいてから行く。

bdLdun s. (の)代わり ammab~Ldunduní I]~nneewi. お父さんの代わりにぼく
が行く。 /mini b~Ldunduwwee nurru.おれの代わりに書け。

bdL~ééi-ni v. [p巴If.b~L~éix~-nil てつだ(手伝)う h巴lp:k~~rreew~nL 
b~Ldééíni. 引き網をするのをかれはてつだう。

b~LdinJee-ní v. [peIf. b~L~índdx~-ni] てつだいに行く。
b~Liiééi-ni v. [peIf.， b~Liiéixd-ni] 支度をしている: guppeθbdLiieeini.毎日か
の女が食事の支度をしている(たとえば，女手がたくさんある家でかの女だけが)。

b~Likki-ni v. [p巴If.b~Liix~-nil 旅行や食事の支度をする- prepare: ojoskombi 
b~Likkini 生活用具のにもつを支度する。



b;Jlj;J 
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b;JLJ;J intおいで b;Jlj;J b;Jlj;J おいでおいで。 /b;JLJ;J;J b;JLJ;J;J おいでよ，おい

でよ。 / ;Jw;Js;Ji b;Jlj;J;J b;JLJ;J;J. こっちへおいでおいで。

b;Jllee-ni v. [perf. b;Jbx;J-ni] てつだう help;兄弟の結婚の際宝物などを贈る

;J;Jkt;J;J gajiwani b;Jlleeni.ほかの人がよめをもらうときかれは贈りものをする。

/ ula且Ijib;Jbx;Jni. (ほかの人の結婚に)となかいをかれは贈った。 。

b;Jlu s.何cc.b;Jllθθ1 つるつるたいらなひかっている氷。

b;JlujJee-ni v. fpcrf. b;Jlud;Jx;J-ni] 氷の上をすべる/b;Jll陶 b;JluiJeeniかれは
つるつるの氷の上をすべるつ

B32U93nu S 何cc.B;JndUIpnumb;J] 大川三郎氏の山タ名。戦後北海道に移

b;Jpii NO s. facc. b;Jpikkee N] 腰巻き(女がp;Jruuの上に着用)，見たことはな

いよし N' 女の布製のスカート，見たことはないよし O.

b;JT;Jmi I s. facc. b;Jr;Jmmeel ばかどり，かまばね(鎌羽)雷鳥(ばかやまどり

OJ，くろやまどり の-a spccies of wild grousc 

で?iZG aおとなしい，ばかしようじきな b;Jr;Jmi nariばか山じきな
b;Jr;Ju a.おとなしい，やさしい-gentlc句 mild:b;Jr;Ju ne!riおとなしい人内

b;Jt抑 s.[伺acαC.b;Jt;JX以K叫いぬやとりのあし←均山叫 O町rb削l汀r吋昧d
b;Jt;JX;J片方のあし。

b;Jult;J O. s.仕掛け弓の台木がとりつけてある棒。

b;JX;J s. [acc. b;JXX;J;J] すみ(墨)，インク ink， Chinesc ink; いろ(色)ー
COIOUr. 

bieiX;J S・[acc.bieiXX;J;J] 書いたもの，手紙，本，字 writing， lctter， book， 
character. 

bii pron. [acc. mimbee. all.削削 わたし 1: mi川1μ山LI山n叫】H山LI句mがr:JiN， mi凶リ併iU P戸仰ro叩n 
bけ[acc.一山仰c白e NU町] わたしのもの/mi山i
llccee-nt v. [旬perf.biμit臼;JX;J一-ni臼] い(居)たい，いようとする:j;Jdu bi“icσeeniμi.こ
こにかれはいたくていようとする。

biな;JcCiザv.fperf. biig;JCix;J-川ふねが浅いところで動かなくなる ugda
pa且IJltatI];Jn;Jg;Jcci biig;Jcix;Jni.ふねが浅いところへ行って動かなくなった o U 

bii-ni v. [X perf. bicci-ni， conv. perf. big;Jcci] ある，いる，す(住)む，だ-ube

exist， live、dwell，copula: tari nari nuuei bieCi あの人は小さかった。/

j;Jdu biini bilb;J・ここにかれはいるでしょう。 /sinjeeniddaa bill;J;J.かれは

来るかも.しれない。 /ojuuka biI];Jtt;J・少しでいい。 /bimusi-ni v.い(居)
たい/biwwθθnji-ni v い(居)させる。
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biiTI-ni v. [pelf. biix;J-nil (ふねが)浅いところへつきあたる(浅瀬にのり上げ

る):ugda p.剖 rjikkibiiriniふねが浅瀬へのり上げる。

bijila J s.西風 (toI]dobijila): tOI]do bijila西風 J/ mokcuu bijila西南西風

J / bijila x;Jduni南西風 G

bikku 0 s.毎年(たとえば夏ごとに)来て滞在する場所 :mini bikkubiおれが毎

年来ているところ。

bilaatu s. [acc. bile!attoo] ぬのぎれ(かぶったり，ものを包んだりする)，頭布一

kcrchief [<ロ H凡aT、nJlaToKl

bilaatullee-ni v. [perf. bilaatulaxa-nil 頭布をかぶる bilaatujibilaatulleeni. 

頭布をかの女はかぶる。 /bilaatullaunji-ni v. [bila且tullaucci-nil 頭布をかぶ

らせる。

bilda I s. [acc. bildaal のど throat. 

bilda 2 a.けちな miscrly: bilda nariけちな人/tari nari bildaその人はけ

ちだ。

bildaiJee-ni NO v. [perf. bildadaxa-ni] 1.お(惜)しむ，おしがる NO:
m;J;JniI]I]i bild且IJJeeni 自分のものをかれはおしむ。 N/ ;J;Jkt;J;J bildajJeeni.女

(むすめ)がよめにゆくのをかれはおしがる N;2また(股)をひろげる O.

bildam U adv.また(股)をひろげて bildamt;J;Jx;Jni.股をひろげてかの女はす

わった。

bildaI]a 0 a.: bildaI]a oksoo上より下の方が横幅の広いそり (daramioksoo) 

(となかいぞり (ulaaoksoo)はbildaI]a，いぬぞり (I]indatuci)はそうでな

し、)。

billi-ni v. [perf. bilux;J-ni] い(居)はじめる(これからいる):j;Jdu biluw;Jcci 

I];Jnux;Jniここにいるつもりだ、ったがかれは帰った。 /tuw;miduuni bilux;J. 

その冬からずっといる。

binni-ni v. [perf. binix;J-ni] い(居)に行く・ 5且labinix;Jniそこにかれはいるた

めに行った。

bipCi-ni v.いることができる:j;Jdu bipciniiここにいられるか。 /j;Jdu 

bipciniここにいられる(だれでも)。

biri OJ sめすのくま 0，五歳のめすのくま J

biro s. [acc. birombo] ちか(魚)。

boeeo s. [acc. boccool 顔立ち bocconiaja.かの女の顔立ちはいい。/

bocconi orkiかの女の顔立ちは悪い。 /C言い習わし) suun itt;J;Jjini nari 

bocconi orkinda.太陽が見ると人の顔立ちは悪いんだと(まぶしがって)0 bee 

itt;J;Jjini nari boceoni ajanda月が見ると人の顔立ちはいいんだと。
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boddouri-ni v. [pen. boddouxa-nil 騎乗する (~mJ~njee-ni): ulaa{i 
boddourini となかいにかれは乗って行く。 /murinpboddouriIJ馬にかれは
乗って行く。

bodocci-ni v. [pen. bodocixa-nil 女の方から男のもとへ行って妻になる ~Jkt~
bM05imni女が女の方から男のところへおしかけて行って妻となったo v 

OlpU s. [acc. boipumbal くさり-chain. 

boita s. [acc. boittaal I土い中公 creeping pine. 

bojji-ni v. [pelf. boixa-nil しばる(人を):narree boixani.人を(巡査が)し

ぼった。 / b~gJeeni boixaniほかの人の足をかれはしばった。 /boipula nari 
しばられた人。

bojokkee-ni v. [pen. b句∞>xo-nil かみのけをもってひっぱったり，ふりまわす

NU: tari ~Jkt~ bojokkeewani itJx~mbi. (女同士のけんかで)その女が相手

の女のかみの毛をつかんでひっぱるのをおれは見た。 U/ jilleeni bojokkeel】i
相手のあたまをかの女はかみの毛をもってふりまわす。 N

bφijipsi aご、たごたしてきたない bojijipsee家のなかがご、たごたしてきたない
な一。

bojiJipsuuli a.ごたごたしてきたない(家のなかなどが)。

boji1Ji-ni NJU v. [perf. bojijixa-ni NU] ごたごたきたなくしている N，苦労す

る(生計上) J: bojijixa puttJきたなくしたこども N/ boJiJim balJini.かれは
貧乏して暮らしている。 JU

bo1Jee-ni川町 bo似 0-1】il1かんが崎)えるー thi出:I]J帥 u1Jibodoxombi 
わたしは作こっかと考えた。 2.人のあとに付いて行く，あとを追k

bokko s. [acc. bokkombol はら(腹)-belly: bo此onぬaJLおふの大きい(妊

娠して)/ geeda bokkokki balJixa naril一つ腹から生まれた人ら(兄弟，は
らから)。

Boksiiri s.人名(男， sθθ>ktθの氏族)。

bolJee-ni NGJ v. [perf. bolJoxo-ni NG] あわてる N，おどろく GJ(たとえば.
人の死んだことを聞いての:ゐI}ibolJeeni.かれはそれにおどろく。 G ， 

bollee-ni G v. [pen. boloxo-ni] 秋になる。 v

bollookto s・[acc.bollooktoo] 低木の一種(茎のなかにxumaldaがあり，これを
とって茎をきせるに用いる)。

bolo adv.あき(秋)ー m autumn: ~si boloこの秋。
bolodo sIUboloddoo] 漁労や狩猟のための秋の居住地(円錐形家屋があり，

多くは川・海に近し、)。

Bolodo s. [acc. Bolodombo] 地名(幌内川沿岸，さけ・ますを引き網でとるとこ
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ろ)。

bolodokku s. [acc. bolodokkool 秋の居住地。

bolo1Jee-ni v. [pen. bolodoxo-ni] 秋いる場所にいる cadu bolodoxoni固かれは

そこで秋をすごした。

bolo]Ji-ni U v. [pcn. boloduxa-ni] 秋になる(秋がめぐって来る):j~~ anannee 

boloduxani今年も秋が来た。

boloni s. [acc. bolonneel あき(秋)-autumn， fall: jJJ bolonneeこの秋に。

bolootu s. [acc. bolouttool し、かだ raft [<ロ H江OTJ. 

bolori a.秋の bolorinatta秋の獣皮。

bOI]go s. [acc. bOI]goOl 男のよい子 bOIJgoo baaxaniよい男の子をかの女は生

んだ。 N/ bOIJgo S~Jp~ 黒いてん (saari SJJpJ) G 

boo s.何cc.boowol そら(空)，天気，天地-sky， wcathcr司 world: [acc. 

booppo] そと(戸外):boo aja.天気がいい。 /boo osiniしけてくる，天気が

わるくなる(陸でもいう )0 / boo cikt~ni 野生となかい (sirθ) (天からおちたし

らみ)/ booppo gicciniそとをかれが歩いている。

Boobi G s.地名(大陸とカラフト(サハリン)島が最も接近しているところ)。

booeikka s. [acc. booeikkaa] ドラムかん，たる[くロ 60llKaJ. 

boocimacci-ni v. [pcn. boocimacixa-ni] とり合う(二人で)(たとえば，こども

がおもちゃを U)。

bookkee s. [acc. bookkeepa] そと(外)ー outsidc:duxu bookkeepani 

giccini家のそとをかれは歩く。

bookkeenneeni NG s.天人(現世界の上の世界の人，おびをむねにしめている)。

bookto s. [acc. booktoo] はい松の実，球果。

bool s. [acc. boolbol 女がよめに行くときつれて行く女の召使い。

boollee-ni U v. [pcrf. booloxo-nil 分配するはずのものをわすれる，ほかの人の

分まで全部食べる~1Jee boolloo.ほかの人の分までみんな食べるな，ほかの人

の分を残しておけ。

boono s. [acc. boonnool あられ(骸)。

boori NJ s.高い木はなく，こけもものはえている山。

boorosi-ni v. [pen. booroci-nil あばれる(たとえば，となかいが前方にこわいも

のがあって進まずに):cadu mini ulaabi boorocini.そこでおれのとなかいが

あばれた。

bootoo s. [acc. bootoombol 木の実，木の芽 I陀cbud， conc: xasikta 

bootooniえぞ松の実/ kJkb bootooniえぞごぜんたちばなの実/aasi 

bootooniふきのとう。
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bootoocikku s. [acc. bootoocikkool 鳥の一種(ひばり)，春朝はやく鳴く，これ

がさえずれば天気になるといい，小鳥の亙者 (n:J:Jcig:Jsamanりという N:[言

い習わしJbootooCikku jildandaini in :JIJi 且~a osini.ひばりがさえずれば天気

治2よく fよる。 u

bootoonji-ni v. [pelf. bootoocCi-nil (木の実が)なる bootoobootoonjini.木

の実がなるo

boowo GJ s.仕掛け弓の矢の柄 G.

boowu s.そと。

bopira s. [acc. bopirr制1 (衣服の)ひだ fold 

bopiraktu s.ひだをとってつくったもの bopiraktu t:JtuW:Jひだをつけた衣服。

bopirree-ni v. [perf. bopiraxa-ni] ひだをとる bopirapulaひだをとったもの。

borgee-ni U v. [perf目borgoxo-ni] (文様の型紙をおいてなぞり)形を線でつけ

る。

borimacCi-ni v. [perf. borimaCixa-ni] 分けあう，みんなで分ける:

borimacciciかれらは分け合う。

borkookto s. [acc. borkooktoo] 銃架をとりつける銃身の部分。

borocCi-ni G v. [perf. boroCixa-nil 神像の口へたべものをつける，くままつり

のときくまの心臓の血を magliiの口につけて食わせる。

boro〆l-m v. [perf. boroptuxa-nil つく(血ゃあか (naIJisa)が) 日 :Jks:J
boropCini血がつく。 /s:J:Jks:Jji boroptuxani. (どこかに)血がついた。/

り却lanis:J:Jks:Jji boropcini.かれの手に血がつく/り制lallis;];]ks:J 

boropcini.かれの手には血がつく。

borree-ni v. [perf. boroxo-nil ぬる，ぬりつける(たとえば，色を鉛筆でつける，

女が文様を xulm:Ju.guid:J等につける)-smear: b:Jx:Jji borreeni色をかれ

はぬる。 NU/ talukki irg.丘mbaborreelli目樺皮へ文様をかの女はつける(炭

で)0 u/日 ;]ks:JJJiborreeni.けんかの際出た自分の血を相手にかれがぬりつけ

る。 N/ xausalikki borreeni 紙へかれはぬる(たとえば炭で)0 N/  

mun;]sb:J kamdullji borowocci kumult;];] bullini.かれは(スキーにはりつ

ける)毛皮ににかわをぬりスキーをなでる。 N

borri-lli v. [perf. borixaーni] 分配する distlIbute: sUIJdatt却 borrini.さかなを

かれは分配する。

bosokto s. [acc. bosoktool 腎臓-kidney. 

b凶θa.ふとったー fat [ant. xumana]: s. [acc. beddθθ1. 

bθ'JJθuri-ni v. [perf. b句jθuX:J-llil 猟をする，えものをさがしであるく(家からか

よって G)一hunt/bθ~jθuwun 猟ー hunting.

ず
bθjθ 
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b句θs.[acc. bθjθmbθ] けだもの(野獣)，くま(熊)(熊の意のbθjθの語はまたぎ

では口にしないし，普段もあまり使わな1，¥)-wild mammal， bear・

bθjθlmee-l】iv. [pelf. bθjθ1mθXθーllil くまをとりに行く。

b句1θ'skθ s. [acc. bθ~eskθθI くまの皮。
bθTjjee-ni v. [pclf. bθdθXθm] ふとる。
bθ品，kkθs.[何ac∞c.bθkkθθ叫1せむし bθ，kkθ1l1lee s. [何ac∞c.bθkkθ1l1leep:J討]せむしの

ぷ;一θ尉叩s幻山i叩lli v. [恥p戸elf.b加蜘阿θ佃仰n回θω川 Mω山，<く 叫 ψ 1l山u山山1I

カが1九し、たくてかれはもがく。 /bulmi bθnθrθsini.死ぬときかれは苦しんでもが

く。

bθθadv.いぬの長く引くなき声。

bθθcci-lli v. [perf. bθθCix:J-llil あた(与)える(何回も)0

beeJJi-ni U v. [perf. bθθdux;]-lli] 返す。

bθθlJ]ee-ni v. [perf. bθθlJdθXθ-lli] 与えに行く。
bθθri-ni v. [perf. bθθXθ-ni] あた(与)える，やる，おく(贈)る，嫁にやるー

give， present: sUIJdattaa bθθnm.さかなをかれは与える。 /bθθwun

q抑d白昌山くれるさかな/白ω昌n川
それ(その人)にやれ。 /bθθmus幻i-ll即lL v.与えたい/bθθWθθn町I]i-ni】]1 V.与えさ

せる。

bθθIθNJU s. [acc. bθ倒的θNl (亙者のもつ G)神像の一つ(頭がとがってい

る):xasalu bθθIθ 羽のあるボート神像(この語は聞いたことがあるという) N 

bθIθr adv.ぽとん(水滴，ボタンなどがおちるおと)。

bucca s.うなじが痛いときつくるいぬの歯のような形の神像。

buda I s. [acc. buddaa] こめ(米)，めし(飯)-IIce. 

buda 2 J s・小高い川ぶち (m;]gJi)の上 uni budani川沿いの小高い岸の上の土

地/buda 1】;]:Jceeni小高い川ぶちの上の土地の小鳥。

bugJi: bugJi 山昌足の色が体の色とちがうとなかい(足が黒，上部が白のように)。

bugJiiri-ni v. [pcrf. bugJiix:J-ni] 女の子が大きくなって成人する (p丘臼laになる)。

buisi-ni v. [perf. buiCi-ni] 貯蔵する，保存する，しまっておいている keep， 
pres民ervc:d由:Jpp戸eeb加Ulωs幻山illi.たべものをかれは貯蔵している。 /dalu凶ldub仇加uis幻Slm.-

L 倉釦飢lにUここJウ
痢している人をかれは家においている。

bujaa a.こわれた，こわれている s・[acc.bujakk制1:bujakkaa 

m;]:Jt:J/;]x:Jmbi.こわれたのをおれはすでた。

buFcci-ni vIpcdbりacixa-ni] こわしている dugba b似 ini家をかれはこ
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わしている。

buj且i]Jee-ni v. [peげ.bujadaxa-ni] こわれる be broken:向日 buj且daxa乱時
計がこわれた。

buj且ldujJi-ni v. [perf. bujaldux且ni.bujalduduxa-niJ つくったものをまたこわす
(たとえば，となかいぞりを)。

buj且LJi-ni v. [perf. bujalCi-ni] こわ(壊)す break. destroy: alukkoo 

m;J;Jt;Jbmi bujalCini入れものをかれは投げてこわした。 /bujalmusi-ni v. 

こわしたい/buj且lboonji-ni v.こわさせる。

bujalkiccee-ni v. [pelf. bujalkitaxa-nil こわしにかかっている tariputt;J 

bujalkicceeni.そのこどもはこわそうとしてやっている。

bujalni-ni v. [perf. buj且lnix且ーniJ こわしに行く。

buj且lpCi-ni v. [pcrf. bujalptuxa-ni] こわせる ;Jrigir且psabujalpCini.この骨
は折ることができる。

bujji-ni v. [perf. buixa-nil よごす stain， dirty: t;Jtukki buixani固かれが自分の

きものをよごした。 /amukki buixani. (こどもが)大使でよごした。

buji-ni v. [X perf. bucci-ni、conv.pcrf. bulbcCiJ死ぬ die: bulpuri死一

death/ bucCinnee s. [acc. buccinneep;JJ死人一 deadperson / suun bujini 

日食がおこる。/bee bujini.月がかけてなくなる。/bee buccini.ひと月がお

わった。 /bucCi beela月がないときに/mθθlθ bujini.川などで人が死ぬ。/

bulmusi-ni v.死にたい/bulbθθnji-ni v.死なせる。

bukk;J s. [acc. bukk;Jmb;JJ 氷のくだけたの。

bukpaa s. [acc. bukpak却al さけやます (gooduG)を，頭を除き，切りめを入

れ，一匹のまま縦にくしにさして焼き，火だなにねかせて干したもの，やきぽし。

bukpakkee-ni v. [perf. bukp.且axa-ni] さかなのやきぼしをつくる bukpaa
bukpakkeeni.かの女はやきぼしをつくる。

buldum G adv.たいらに buldumocci n且且たいらな土地。

buli s. [acc. bulimb;J] めだま，眼球-eyeball: isal buliniめだま。

bulig;J G s.やり(槍)の柄 gidabulig;Jni槍のつかむところ。

buLJi-ni v. [perf. buLJix;J-niJ かた(園)まる一 becomehard: putt;J buLJiniこど

もが(胎内で)かたまる。 /n却 bulju)dsseeni地が固まりつつあったときに(語

り物中の表現)/ musi bu伊x;Jni. musi (調理物の一つ)がかたまった。

bulkiccee-ni NU v. [perf. bulkit;Jx;J-ni NJ 死のうとおもう。

bulli-ni v. [perf. bulix;J-niJ なで(撫)る-stroke: putt;J jilleeni bulimi 

且lasini.こどものあたまをかれはなでてかわいがる。 /bussoo bulliniきれを

かの女はなでる。
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bulfJdcci-ni v. [pclf. bulp;Jcix;J-nil めまいがする。

bultβi adv.一所懸命，大いに:b山 1t山制m 一所懸命かれは走った。/

geedara bultai一遍に，急に/geed且r且bultaibuccini急にかれは死んだo

bultuu a.ぬるし、 s.[acc. bultukkool: bultuu mθθ ぬるい湯。

buni s. [acc. bum】旬、 all.bunit;Jil はか(墓).よみのくに(死者の行くところ)ー

tomb， grave司 thcland of thc dcad: bun羽田 5・[acc.bun羽田p;J] 西(日の入

る方，よみのくにの方)-west: bunitai ja且l)J且un葬式が終ったその晩亙者がう

たをうたうこと。

bunni-ni v. [pclf. bunix;J-niJ 死にに行く。

bUIJna J s.わな (puta)の糸の一端を結びつけた棒。

bu日kta s. [acc. buraktaa] 明星，火打ち石-Venus (planetJ， flint. 

burix;J N s. [acc. burigb;J. burixx;J;Jl . burik;J G s.ゆみ(弓)一 bow.

busk;J s. [acc. busk;J;Jl 軟骨(けだものの).あかごのやわらかい骨。

busu s・[acc.bussool 木綿，木綿布，ぬの，きれ cotton， cloth: busuma a.布

製の。

busugda G a.うすい色の busugd且s;J;Jgd;Jうすい赤。

busuu s・[acc.busukkooJ 死者に着せるものや持たせるもの，副葬品。

butuu U a.半煮えの(なま煮えの):butuu buda生煮えのめし。

buu pron. [acc. mumbeepdl わたしたち-we: munuIJIJi N. munuIJl U pron. 

[acc. munuIJIJee NU] わたしたちのもの。

buun;Ji s. [acc. buun;Jiw;Jl (トランプの)ダイヤ[くロ 6y6HbIJ

buunni-ni v・[perf.buunix;J-mJ いぬやふいりあざらしがボーのθθθθ)と長く号|

いでなく。

buuIJi NGJ s・[acc.buuIJIJee N) 森林(えぞ松・とど松の群生するところ G)o

buw且ata s. [acc. buw且且臼mba] しま(島)-island. 

Buxu s.人名(男.Muig;Jtt;J氏族)。

C 

caal国 5・[acc.ca且l且kk且a) 人の形をして手もある木製の偶像(産婦の産後ねてい

るところへ掛ける)。

ca且m adv.まつ白いさま:C且且m ta且gd且まつ白い/と且g;J;Jm ta且gd且まつ白い。

向丘mi s. [acc. ca且mmeeJ 茶碗← cup.
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白血ikka s. [acc.向aJ】比kaa] やかん kettlc ~くロ叩印也IKJ

caasi s. [acc.ゐasseeJ 時計，時(時刻の単位)-watch司 o'clock =くロ咽Cbl]。

xasu caasiga.何時か。 /bii tunda c剖 silasind丘xalllbiわたしは五時に来

た。

向。ska s. [acc.向askaal 取っ手のついた茶碗[くロ刊凹KaJ. 

caawakta s.何cc.eaawaktaal こまざらい，牧草用のフォーケ J

caawallee-ni v. [pelf. caawalaxa-niJ 烏がわしづかみにつかむ(人間に Jついても

いう):caawalami gaduxaniわしづかみにしてかれはもってきた。

caccabi s. [acc. caccabbeel ますを三枚におろし，皮はとらず，頭・骨きと除き，

尾はつけたままにし，肉二枚が尾でつながっているもの(屋外でまたは屋内の火だ

なに掛けて干す九あだち。

caccabbi-ni v. [perf. caccabixa-niJ さかなのあだちをつくる:ふu:cabbee

ご昌ccabbir】i.かの女はあだちをつくる。

caccabiffi-ni G v. [perf. caccabiduxa-niJ さかなのあだちをつくるc

caccari NG s. [acc 白ccarree Nl しまごめ(秋から春まではいない)(食用 G)

(この語は多来加，野頃で使う J.ただしGはkiicigaの語を使うという。 Cf.

kiiciga)。

ゐg]u N s. [acc.白g]umbal、白gdu GK s.引越しのあと屋内に残した廃物か

ら三晩たつと生ずるばけものけ|越しの際は廃物を野外の木のねもとや木のまたに

おいて行けばこれにならなし、) G. 

向glぷIs. [acc.ゐglakkaal 引き金(銃 N，仕掛け弓 Gの)-tnggel 

cai s. [acc. caiw昌l茶ー tea.

Cai s.目のたまと手のさきだけが白い(あかだらけなので)人たちが住むという土

地(西海岸の方にあるという) 凸IInneenixalani上記の土地の人たちの氏族。

と昌kca1] adv.きつく tightly， solidly:ご昌kcaりtoopulaumulきつくしめたおぴ

/ゐk向。 ujjini.きつくかれはむすぶ。/ゐk白1]sU1]un]ini. り11が)かたく凍

結する。 /caki:al] biini.かれは元気でぴんとしている。

cakca1]ucci NJ a..ムakca1]occi u 体が頑丈な JU:ゐkca1]ucci (または

ゐkca1]occi) nari体が頑丈な人 JU.

cakCii adv.きっと，必ず:ゐkciisin]eeniきっとかれは来る。/ゐkciisii 

dapax昌siきっとおまえが取った。 /tari n昌riarakkee umipee cakCii 

昌kpan]ilini.その人は酒をのむと必ずねるようだ。

C昌kkaa adv.いっぱい，一面に in largc numbers all over (an area， ctc.) 

cakkaa biiniそれは一面にある。 /alukku eakkaa daluptuxalli入れものが

いっぱいになった。 /cakkagddぎっしりいっぱい。

cakpa 
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cakpa s・何cc.cakpaal (食事用)ブオーク，やす(さかなをとる)ー fork，fish 

spcar. 

22a:心:;tf;11:
ちた。

huluu s. [acc. caulukkool (生まれたばかりの)ひなー nestling

;;uWu sそちら ふωωωωIl山叫u凶山Id

Ca℃℃:江:ぷれ;:rに7コ:;{ι2詳出:立:山:以山;ごl]bう三氾:二二;詰」ニ:工77、与UVJ?)[く満
cax烈川uNG s.水死人(仰m】鴎θθlωθbuぱI必cc白innee的) G，水死者を葬つた(ゆ:Jp.戸'SI_ω11戸iした)とこ

ろ，埋葬したところ(女がそのまえをあるくことは禁忌である) N・

cee~asi-ni NGJ v. [p巴rf.ceegaci-ni NGl のどをならす(たんがからんだり，の
;になにかあるときなどにそれをとるためにあーと声をたてて)。

ceeksa s・[acc.ceeksaal となかいぞりの台木の前部が上の方へ反っている部分。

;::ZJv!?;立;;;J;;二日:ニr1L:
anmakki ceellini.かれは口から吐く。

ccclUBi-IIi v[pmf CeeltIdt凶叫吐き出す。
ceelllbuwa N s. [acc. ceembuwamb昌1. ceemboo J s.となかいぞりの一番

まえの横木のさらにまえにつく湾曲した棒(棒はs:J1]:Jttur:J)。

;:::ぷisJc:221ケ(Ji)で七七;ctetn吋 ee N]: ceen吋 ee
ぷ2171ロニ:::lji;;ムIJini.)11で氷の上川ながれる(11
12， 1月ごろ)o v d Ibo昨夜ー lastnight / 
ceeI】nee adv.きのう(昨日)-y巴sterday:ceennee ao 

Xp~nn~~ .~:Jks:J昨晩- last evemng. 
cぷnif:::ceeW31 あごひげあざらしの二歳のものゆ川あざらし くら
かけあざらしの二歳のもの J)。

tt:ニ;ぷ::二;:::L::エユ;;411;マ:F1ペキ
~eeriI1 i 猟具のはさみをかれは張る(仕掛ける )0 / kumultd:J ceennL. .干
ご:るときそのさきをそ山ためにかれは合わせた二枚の板を先端の聞に木

をはさんで強く締める。 /tugd:JuCikkθθ ceerini.かさをかれは開く。

ceeso NJ a.: ceeso bee満月。



ceessee-ni 
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ceessee-ni v. [pclf. ceesoxo-ni1 (月ZI')まるくなるo

ceetu s卵殻(烏のたまごの)。

Ceexar昌 s.人名(男，TaldぶIWUSθθktθ氏族，中川和四郎氏の父の本名，ロシヤ

名は Wasilai)。

celcilli-ni NU v. [pclf. celcilixa-ni 1 鉄砲の引きがねを引く。

cepilli-ni NU v. [pclf. cepilixa-nil つぶす(一回)。

cepirinji-ni NU v. [pclf. cepiricci-ni. conv. pcrf. cepirikkacci Nl (家のな

かや食事のあとを)ちらかしてきたなくしている・ cepirinjiwanip:Jskeeniか

れがきたなくしているのにかの女はおどろく。 N/ soktoxo n丘ricepirinjini 

酔った人が食後ちらかしてきたなくしている。 u

ceppi-ni v. [pclf. cepixa-ni1 つぶす :koligamba ceppiniむしをかれはつぶす。

/ mooji ceppini棒で、かれはつぶす。 /taasumi ceppini踏んて、かれはつぶ

す。 /dapurimi ceppini.っかんで、かれはつぶす。

cerri-ni NU v. [pcrf. ceruxa-ni N] 固まったあぶら (ll:JmUU)を火でとかす，

あぶらでいためる，あぶらをつけてやく n:Jmukkθθ cerriniあぶらのかたまり

をかの女はなべに入れて火でとかす。 U/ ildaji ulisS:J:J cerrini.あぶらで肉を

かの女はいためる。 NU/ upamba cerrini粉をこねたのをかの女はあぶらをつ

けて焼く。 NU

ces adv.非常に cesuli1]ga非常にいい/ces bar昌大変たくさん/ces bの.昌大

層裕福な/ces bajaccini.大層かれはもうけた。/ces uli1]ga occiniかれは

大変立派になった。

C:J:J1]g:Ji s. [acc. Cd:J1]g:Jkkeel となかいの逸走阻止のためくびにつるす短い棒(こ

れが前足にあたる)。

Cd:Jwucci-lli U v. [pclf. C:J:Jwucix:J-ni] i酉をゆびのさきにつけて(神にささげ

て)ふりまく(何回も)。

C:J:Jwwi-ni v. [pcrf. C:J:Jwux:J-nil そな(供)えるは申像の口へたべものをつける，

酒をゆびのさきではじく)(亙人の神像 (siiwurめにはそなえない，食べ物を上げ

ると人の肉を食べるようになるという)-offer to gods: tawatai C:J:Jwwini火

(の神)へかれはゆびのさきに酒をつけてはじく。 / :Jj:Jx:Jt:Ji c:J:Jwwini.神に供

え物をする(たとえばmoniを)。

ゐIkk:Jmi s. [acc. c:Jkk:Jmmeel ビロードの布地 :k:Jd:Jr:Jktu Cdkk:Jmiコールテ

ンの布地。

c:J1]:Jlpi s. [acc. Cd1]:Jlpimb:J1 くら(鞍)をとなかいの胴にしめつけるおび(皮製)

にれでとなかいの荷物もしばる)。

C:Jlplpinji-ni G v. [pclf. C:Jl]:Jlpindux:J-llil 鞍をおびでとなかいの胴にしめつけ

とida
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る。

cida s. [acc. Cidamba1 ふくらはぎの肉。

Cヤt昭叩g♂ザ門aa…ω叩叫?叩仰仰仰p仰仰仰ぺ:?ア1吋:iiμ丘」JJd:二j;エ:Jよ;二:与よ江:t2出:1九出立;L2立f;ごごr:?rcT:
Cぷi正氾で叩廿Jlbhb::出r:2r:?!七包叫tむ払U山;ムニ山戸dJぷιι7:ロU;ニニ;JLパ;凡u午::1YfCrニ斗ぷ戸:;rtf立きUエニ;ぶJ 
る。 /tokpo cigaJ]eeni糸がきれる。

Cigakkeeni G: cigakkeel】ianani再来年。
、v〆:igυμII川 v.[恥p戸crμfμCμ伽州き倒る，お円0(一咽回)ド一叫 brc川I印E

Ct;よLふuぱ凶I必ci阿 ic“匂匂t昭伊g，且I伽 /小]ト、刀でかれは切る。/伊仰昌M仰l
勺;ニ;;ニ;;:」:広ニ口2τ立:Tご2;z立;:ミべιくゐユ:?Z虫71主::;;二〉2戸;:ニi;ぷ:Z;)一ぷJ;::J;;;:工; 
ている。 /xasanji cigassiniはさみでかの女は何度も切る。

cip s・[acc.cig:Jmb:Jl 小便 Ulinc. 

cii!:Jcci-ni v. [pcrf. cig:Jcix:J-ni1 小便している。

;ふiccee-ni v. [p戸Clぱf.cぷLg:J仰3卯n肌ふ川川刈/JL凶i打1小便しにいつてくる。
Cigp3In呼呼刷1]ポ#脚卯rji升ρμiιμ山-niv. [阿 匂:Jc必刈U記ωC副ιL-μ川-f
ciぽε3訓n叩mι-イni v. [旬pClf.ci昭g:Jf訓nix却:J-n川i叶l小便しにし、ぺく。ふptu s. [acc. cig:Jp叫:J1ゆりかごや嬰児篭のなかの便器(樺皮製，なかに
J2TJ:23ニ:ですくいickle:pu川昭icciniこ山か
dZ117;ったいにの語は述語として使う):cigi川 eeくす仇い
よして

仇ωLr…i NI. c“““i“比伽k正
:二〉いαclfばf.c“匂削t培伊肝LgLfL♂炉ρ川iげ山r口咋iばg:Jc必刈U“ωCぷi1 批ω耐 i汀叩r
tぷLg♂LfLβ凶s幻LW干iおれはくすくぐcつたい。 N

ci}!iruuli a.くすぐったい ticklish. -v  v ぞ

chjiv正:;ユ;:;ニで;112:i?iruzLて
いる o N / cii b凶 niかれはそうしていた。 N/ cii und:Jkk:J こう抑い、寸うふうに

(iiたτう;ぶi二ぷ:;二じZごt:i二τ己ご71ゴ;:ロコ九、プ三九f九九}Liι:六aて;:工じ:ニ:立tケ1:己;
一nrcηin川1叫i.かれはああやつた。 J/:Js幻icii 1]:J口neewiいますぐおれは行く。 N

ぷiULiiV[凶 ci山 iωperf.ciiL凶 L1 成長しきる，一人前になる:



ciimee 
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国 risuuwani aaptumi balJimi ciilJinιかれは

おとなの身長に達するほど成長して一人前になるo

ciimee s. [acc. ciimeembal 偏平太鼓のうらの手で

っかむところ(ひも)(4本のひもが合わさるところ

G): daali ciimeeni太鼓の手でもっところ。(写真

はciimeeのつかみ方を示す。)

ciinJee-ni v. [pclf. ciind且xa-nil はな(放)す← Ict

loose司 setfree: bJiSJl】lbiciin]eeniかれは自分

の猟犬を放す(猟のとき)。

CiinJi-ni v. [pelf. ciicci-nil つかんでいるものを手放す，となかいやいぬをつかん

でいる手から放す，またはそり(またはなん匹もつないだいぬの列)からといて放

す・ ulaaba c iin ]ini.となかいをかれは放す。 /puktukki CiinJini.いぬの列治通
ら件、ぬを)かれは放す。 /daputaxambi ciin]ini.自分がつかんでいたのをか
れは放す。

CiI1J1]ee-ni v. [pelf. ciIJpxJ-nil いぬが小さい声でなく o

ciiriktJ NGJ s. [acc. ciiriktJJ Nl 真銭。

ciiSJi G: ciisJi l]Jnneeni.むとうへかれは行く o

CiisJnnee adv.このあいだ，先日一 theother day 

CiiSJpCi a.このあいだの ciisdPCiSU1]d且ttaこの聞のさかな。

ciittu U adv.全然，ちっとも，なにも ciittuJsini d却 bboo全然かれは言うこ
とをきかない。

Ciituu adv.: Jsi ciituuいましがた/Jsi ciituu pulisini poktoたったいまけも

のが歩いた足跡 (iilllJUPοkto)。

ごikJJadv.これ(またはここ)まで とibJbicCiniこれでおしまい，これしかな

かった，これだけだった(口頭文芸の同xuriゃml]1l1仰を語るときそのおわりに
言う)。

CikkaaJ~Ji-ni v. [pclf. Cikkaaco-nil からまる，もつれる(かみの毛などが)

niruktJ (またはkupJまたはaduli) cikkaaJ~Jini. かみの毛(または糸，魚網)がか

らまる。 /tokpo cikka且ccini糸がもつれた。 /cikkaacci tokpoo 

gurJlliniからまった糸をかの女はほどく。

cikpa a.ぬれた-wet: s. [acc. cikpaa]: cikpa tJtuW;;Jぬれたきもの。

Cikp.且ulli-niv. [perf. cikpaulixa-ni] ぬらす uttabicikpaullini自分のくつを
かれはぬらす。 /cikp丘ulimigicCiniぬらしてかれは歩く。

ごikpee-ni v. [pclf. cikpaxa-ni] ぬれる bccome wct. 

CiktJ s. [acc. CiktJJl しらみ louse: Cikt:Jb anaa.しらみがいない。
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ごilal]ai

Cilal]ai J s.北風 (tuw:JlllJi)とあいやませ (t:JdXdX:Jduni)との聞の風(敷香・

オタスへタライカの方から吹く):Cilal]ai XJduni東から吹く風 NG(悪い風 G)

cilpee-ni U v. [pelf. cilpax丘1111 I口にほおばる 2.こねる up.ω1lbacilpeeni 

かの女は麦粉をこねる。

ciltuktJ NJ s・[acc.ciltuktJ:J N] はれた淋巴腺(肉のなかのしこり)(あざらし・

陸のけだものの，人間についてもいう)。

Cimai adv.あさ(朝)-morning: :Jsi cimaiけさ。

Cimanaa adv.あした，あす tomoll"OW: c imanaani翌日 thc ncxt day. 

Cimani sあさ(朝)一 morning: j:J:J Cilllanneeけさ/cimani Cimani毎朝一
I
l
i
l
i
-
-

CllllJCC 

evcly morl1lng 

ごin】buktJJ s.みみたぶ。 (('f.tJlllbukt:J.) 

cimmau s. [acc. cimlllaumbal 朝食ー themorning meal: cimmaumbi 

d:Jpcini自分の朝食をかれはたべる。

cimna G s.手のゆび5本のよこはば(長さの尺度)。

ごimuleenu s. [acc. Cimuleenumba. Cimuleennool 人名(男)。
cimutJ:J s・[acc.cimutJ:Jmb:Jl こゆび(小指)(手足の)-littlc fingcr， little toc. 

cin:Jpu s. [acc. Cill;;JpumbJlつえ(杖)- walking stick. 

cill:JlJucCi-ni v. [pclf. cI1ldpucixJ-llil つえをついている，つえをついてあるいで

し一 泊朝lCilllil)dnJx:J1Jl (また吋iccini) つえをついてかれは行った(ま
たは歩く)。

cilJdpullee-ni v. [pclf. ciJl;)pu!dxd-nil つえをつく，とつぐ女がよめ入りに持参す

る :JJkt:J:JcinJpu/;)xJni.とつぐ女が女をつれて行った。

cin:Jpu~Jee-ni v. [pclf. cI1】:JpundJx:J-lJllつえをついてあるく(この語は普通使わ
ないという )0

cini s. [acc. cinimb:Jl 刃物の背 kucigJ Cinini小万の背。

Cil]aannee adv.去年一 lastyear: C iリaanneeCiga丘kkeeniおととし← ycal

bcfore last. 

ごil]aapci U a.去年の。

とil]agddnneeadv.ずっとまえにc

cil]agJ;;Jpci a.ずっとまえの。
Cil]gi a.せまい-naπow: s.何cc.cil]gee， al1. Cil]gitail: duxu cil]gi.家がせま

し、o

cil]goo s. [acc. cil]gukkぷl] ひとつづきのものが分けられて二つになったもの

じil]gukkaanibθeru.それの半分をくれ。
ごiリgu.uee-lli v. [pclf. ciリgudaxa-ml お(折)れる 日】00CI1]gudaxani.木が折れ



Cil)gulli-ni 
34 

た。

Cil)gulli-ni v. [pelf. Cil)gulixa-ni] (おのやのこぎりで)き(切)る， (手で)お

(折)る-cut， break: masaariji Cil)gulliniおのでかれは切る。 /puumi 

Cil)gulliniのこぎりでひいてかれは切る。 /moo garraani Cil)gullini.木のえ
だをかれは(両手で)折る。

じL1Jguram advぽきんと(折れるさま):Cil)guram cigadaxani. (棒が)ぽっきり

折れた。 /l)inda b8gjeeni Cil)guram paaCilaxani固いぬの足をぽきんと折れる
ほど、かれは打った。

cip.且a s. [acc. cipakkaa] どろ(泥)-mud: Cipaa iirini.どろがはいる。

cipal， cuppal adv.全部 (gJJmji):Cipal dJptu.みんな食べろ。 / Cipal biini. 
それは全部ある。 / cuppal I)Jnneepu.われわれはみんな行く。

ci〆i-ni v. [perf. cipeixa-ni] 押しこんでつめる puutaattai Cipeimi tJurini. 
ふくろへ押しこんでかれはつめる。

CipCiktJ s. [acc. CipeiktJJ]、CikCiktJ GJ s.針葉。

CipJk adv まったく CipJkβn制全然ない(g8Jm且na丘)。

ごipokkee-ni v. [pelf. ci伊 oxo-ni] ゆびでふれる alukkoo cipokkeeni.茶碗に

付いて残っているのをかれはゆびでこすりとって食べる。 u

CipoocCi-ni v. [pclf.ごipooCixa-ni] ゆびでふれている。

ClpθθNJ s. [acc. Cipθkkθθ、all.Cipθθtel N] 草の一種 J.みつば(食べる) N 

Cippi-ni v. [pclf. Cipixa-ni] つぶす-crush: koligamba Cippini.むしをかれは

つぶす。 /l)ojokkoo cippiniたまごをかれはつぶす。/Il1oo]i Cippini.棒で

かれはつぶす。 /t剖 sumiCippiniかれは踏んでつぶす。

ごiptam advだまって-quiet (silent): nari ciptam biini.人がだまっている。

-remain quiet / Ciptam osini.かれはだまる。-become silent. 

ciptuWJ， ciptθθs. [acc. CiptukkJJj かなとこ(かなしき)-anvil. 

CirJccee-ni v. [perf. CirJtJxJ-nij おさえている。

Cirellee-ni v. [perf. CirθlθXθ-ni] まくらにする ごalaCirelleeni.そこをかれは
まくらにする。

Cirθ'Ptu s. [acc. c irθ'ptumbJ] まくら pillow. 

CirpJn]i-ni U v. fpcrf. CirpJcCi-ni] よけいなこと，言わなくていいこと(たとえ

ば悪口)を言う Jmisaara CirpJcCini.知らずにかの女はよけいなことを言っ
た。

じlrree-ni v. [pclf. CirJX8-ni] おさえる，おさえつける press down: kusun]i 

Cirreeni力を入れてかれはおさえつける。/JJktJJ CirreenI.女をかれはおさ

えつける。 / cIrrJupt8l)i s.押さえるのに使う木 (aundauの外側にもある)，

とirr;;!UkkJ
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小屋の外面をおさえる棒。

CirrJukkJ s. [acc. cirrJukkJJj 夏小屋の外面の樹皮をおさえる棒(縦におく)

(cIr rJuptJl)i)。
とlS且ccee-nI v. [perf. Cisa臼X丘-m] 沖へ行って来る。

CisaJ]i-ni G v. [pelf. cisaduxa-ni] 沖へいく。

ごisθn]I-ni u v. [pclf. CisθcCI-ni] 足をのばす(ねていて，すわっていて)， (Cf. 

sIsθI】Iji-nI N.) 

ごisθθcci-ni u v. [pelf. CisθθCixJ-nI] ずーっとすべりおりる。 (Cf.sisθθccI-ni 

N.) 

cisθθllee-nI U v. [pclf. CisθθlθXθ-nij すベりおりる(一回)， (Cf. sisθθllee-ni 

N.) 

CisθθnJI-ni U v. [pelf. cisθθ白i-nI] すべりおりる(そりゃスキーで)， (Cf. 

SlSθθnJi-nI N.) 

cissauri-nI N v. [pelf. cIssauxa-ni] 火の上(の炉かぎ、ゃなべかけ棒)へなべなど

をかける N‘引き網をなげる N，網を沖へ出す G:oifIgakki JnukkJJ 

CissauxanI炉かぎへなべをかの女はかけた。 N/ dosobuwakki 8nukkJJ 

cIss丘urIni.火へなべをかける棒になべをかの女はかける。 N/ k8JrJkkθθ 

cIss且urICi引き網をかれらはなげる。 N/ adullee CissaurIni または talsal

Cissau rIni.網を沖へかれは出す。 G

cissee-ni v. [pclf. cIsax丘一nI] 沖へのり出す(ふねゃあざらしが): taisai cIsseeni. 

沖へかれはのり出す。 N/ ugdaJI Cisseeni.舟でかれは沖へ行く。 G

cocoko s.女の子のひたいに髪を編んで、まるめたもの。

coicci-ni U v. [pclf. coiCixaーni] ついばむ(何回も)。

cokki-nI v. [pclf.とoIxa-nI] (鳥が)つつついて食う，ついばむ gasa cokkInI. 

とりがついばむ。

cokko s. [acc. cokkombo] 天井(やね)の通気孔(けむり出し)-smoke hole. 

colmokkee-nI v. [perf. CO加∞xo-nI] からだを屈伸する puttJcolmokkeenI. 

こどもがからだを屈伸する(まだはいはいしない子が)。

ごonoo s. [acc. conokkoo] すみ(隅): duxu conoonI家のすみ。

cookaecI-ni U v. [peぱ.cookaeixa-ni] (何回も)ひっかける， (鳥が)つつつく:

g且5且 cookoccinI.烏がっつつく。

cookollee-nI U， cookkollee-nI N v. [pclf. cookoloxo-nI U， cookkoloxo-l1l 

N] (一回)ひっかける U司(烏が)つつつく(えさなどを)， (人が)ぬすむ

(doro/llosini) N: gasa cookkolleeni鳥がっつつく。 N/ narI cookkolleeni 

人がぬすむ。 N/ sUIJdattaa cookkolleenI さかなをかれはぬすむ。 N
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cookpocCi-ni U V. fpcl王cookpocixa-nil (高いところに干しであるさかななど

を棒やはりがねで)ひっかけてとろうとするがひっかからないので何回もひっかけ

ようとしている， (鳥が)っついてあるきまわる。

coompira s. [acc. cooJlJpirraal 銃の築杖[<ロ山OMno凡]

Coonoonu s.人名(男， W正wleetta氏族)，第二次大戦後囚われシベリアのナリン
スクで服役し，死去c

cooraa s. [acc. (:0οr:lallJbβ1 そりを引くおすとなかいのくびにつける大きなすず。

一匹(先頭のもの G)にーっつける[<ヤ可yopaaHJ

Coorinai s. facc. Coοrinaiwal いぬの名まえ(黒いいぬのおす，めす)[<ロ

llepHblHJ 

cop G. adv.とがったさま o

coppui G s.いっしょうます(一升祈)[<ア conpa (耕)J: geeda coppui 

arakki (またはbuc/m 一升析の量のj酉(または米) N 

Coroldoonu s人名(男，sθθktθの氏族)。
ごorommi-lli U v. [pclf. coromixa-nil わけのわからぬことをべちゃベちゃしゃ

ベるo

cowocci NG adv.そして[=動詞conv.pcrf.J 

ごθごθθree NU adv.声を長く引きのばして(とめるところもとめずにつづけて)歌

うさま とθごθθreejaajjeeni声をのばしてかれは歌う (jο'gjoがよい)。

Cθ，k U adv.ぐるぐるまわって Cθ，k seetosini. (となかいが)ぐるぐるまわって

あばれる o

dθθkcθθk int.となかいを呼ぶ音声。

cup NU adv行ったきり帰って来ないなどすがたがみえなくなったままのさま

cupリ;;Jn;;Jx;)niかれは行ったきりだ(すぐ来ると言って行ったが一向にもどらな

しリ。 N/ CUp allaaすがたを消したきりあらわれないい、くら待っても来なしり。

N / munu Jeepu ceennee Ipmg;)cci CUp anaa.おれたちのあいぼうはきのう

行ったきりそのままだ。 u

curga NK1 s. [acじ.curgamba N) にぎりこぶし，げんこつ fist. 

curgacci-lli GU v. [pcrf. curgacixa-lli G] げんこつで打つ(何回も)0

curgallee-ni 1U v. [pclf. curgaulXa-lli] げんこつで、打つ(一回)。

cu rgee-lli 111 v. [pclf. curgaxa・nl1 1 にぎりこぶしでなぐるロ

curupu s.何cc.CurupUJlJb.J]ねじ[<ロ山ypynJ

cuuji NG1 s. [acc. cuukkee. all. cuujit;)i N] 足のっけね(腰の下方)の部分(骨

と肉をふくめて) N，足の骨の腰の関節 G1:cuuji dalani腰の足のっけねの関節

G 
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cuujin;) N s. facc. cuujinn;;J;)l . cuw;)in;) 1. Ciw;;Jun;;J G s・ふきの一種(植

物)0

cuul NG1 adv. まっすぐ(たとえば，まっすぐ行く):duktai cuul iix;)ni.家へ

すっとかれは入った。 N

cuun NG s. [acc. cuumb;) Nl 火打ちがね N-stccl (for stliking a firc)，火

打ち道具一式全部(くままつりにはマッチを使わずこれを使う) G 

cuuniee-ni G v. [perf. cuund;;Jx;;J-ni] 火うちがねで火をおこす。

cu…ok臼 s.[acc. cuur;;Jokωl 飾りのふさ(となかいのなめし皮製，たばこ入れ
の袋・女用の長ぐっ・銃弾入れの肩かけカバンにつける)。

d 

cla(a) pal1ね.ょ，ですね，だよ g;;J;)m dω みんな(だ)よ。 ぺ

cla且 I s. [acc. daawal 1.河口 livcr mouth: uni d剖 IIIかわぐち 2.右左にのば

した両手の一方のゆび先から他方のゆび先までの長さ，ひろ(尋)-fathom: 

kaltぷIdaaのばした手のゆび先からむねのまんなかまでの長さ。

daa 2 adv.まさに，ちょうど daa;)/0.ちょうどしW、。/daa ;)l;;J Jokkiniちょ

うどよくそれは合う。/白a;;JldJi Jokkoomi anclucini.ちょうどよく合わせて

かれはつくった。

claabbi-ni U v. [perf. daabuxa-niJ 他人の言うことにしたがう Jeewi

daabuxaniおれのあいぼうは (suIJclattaagaannuさかなをとりに行けと言わ

れ)それにしたがった。

正taaji a.おお(大)きい-big. largc [ant. nuuci]司 5・[acc.daajjee]: cl叫tjiJolo 

大きい石/dβ且lJlUJll大きい川/daaj・lnnee s.何cc.claajinneepal おとな←

grown-up司 adult.

daali s. [acc. daallee] A者が産事につかう長円形のひらたい太鼓 flat dmm 

daali IllUUリlJl太鼓のまわりのふちのわく木。

daamukka NU s・[acc.daamukkaa Nl 遊戯道具のこま(駒)(さいころ，マー

ジヤンの牌，碁石など)[くロ AaMKaJ. 

daamul s. [acc. daamulba) あごのっけね。
daana NG1 s・[acc.daannaa N] 人間の上腿(もも)，けだものの前後の足のもも

(の骨)0

dぷlIlami s. [acc. c/aanammeel 毛皮服の一種(貴重品，MaIJbuから買った)。
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da且raktaG s.樹木の一種(クロミサンザシ)(ななかまど，幹が赤い G)。

daaramacCi-ni v. [pelf. daaramaCixa-nil 同じパイプ (moomoo)で互いにたば

こをのむ(一人がのんだあとその仲間がのむ)。

daari-ni v. [perf. dωxa-nil I伝染する(病気が):;:Jnuu daarini.病気がうつる:

2きれる(たとえば小万が)-bc sharp: kuCig:J daβrini.小万がきれる。/;:Jsi 

d且且r且きれない，にぶい-blunt司 dull/ ;:JsI daara kuCig;:Jきれなし、小万/:JrI

kucIg;:J ;:JsIni daara.この小万はきれない。 /mθθりθcida且rinI.水のようによ

くそれは切れる。

da且rree-niU v. [perf. da且r且X丘-nil 親睦のために同じコップで酒を飲む(同ーの

コップの酒を相手に半分飲ませて自分があとの半分を飲む) 且nd伺 d剖 rr且u.き

さま，おれと同じコップで酒を飲め。

da且rri-ni v. [pcrf. d且且rixa-nIl 左右にひろげた両手のさきからさきまでの長さで

(ひろ(尋)の単位で)はかる，はかる mcasure・ll1aattoodaarrInIもり(鈷)

のつな(の長さ)をかれははかる。

d且arullee-nIN v. [pcrf. daarulaxa-ni] . d且aruullee-niG v. [perf. 

daβruulaxa-nil となかいが一緒にならぶ(まえのとなかいにあとの別のそりのと

なかいが) N，走る 2頭のとなかいがあたまをならべる G

d剖 ru-ni (の)原因によって :J:Jkt:JdaarunI sorImacCici女のことでかれらは

互いに争う。/gUll1aska daaruni sorill1accici金が原因でかれらは互いに争

つ。

daata s. [acc. daatalllbal 1ね(根)，ねっこ，ねもと root: 2たばこの木(たば

こ用の葉がつく):sa9n且d且atanIたばこの木。

daawucとl-lllNU v. [pcrf. d且丘wucixa-niNl り11を)わたす(何回も)

daawuccurI s. [acc. daawuccurreel 渡船場。 N

daawwI-ni v. [p巴d.daawuxa-llIl ()IIを)わたす narreedaawwInI.人をかれ

は渡す。 / ;:JsIni daa wwooかれは川を渡さない。/daawwu川を渡してくれ。

Daaxi G. s.地名(川1)。

DaaxInneeni s.ウイルタ族の氏族の一つ， 日本姓は北川 clan name. 

dabda s. [acc. dabdaal 虫 (kolig.θ) のような動物 NG守怪物 (amba)の一種 J(へ

びより大きいのではないかと言う，その外形は胴巻き (kaall1i)に模してつける

N，尾は魚の尾ひれのようで，舌の先が二つになっている，くまや野生となかい

もひねり殺す(lIlurillliwaarini) G)， うわばみだろう[く満 jabjan (勝)J。

d且bdaccee-ni v. [pcd. dabdataxa・nil 負けている。

dβ旬ee-ni v. [pclf. dabd昌xa-Jlllまけ(負)る bc dcfcatcd: ca且nariJi

d且bJeeni.その人にかれは負ける。
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d且bJi-ni v. [pelf. d丘町ixa-nil まかす，勝つ dabJilini見たところかれが勝ちそ

うだ。

dabJiccee-ni v. [pcrf. dabJitaxa-nil 勝っている。

dabricCi-ni v. [perf. dabJicIxa-nil 勝つ(何回も)。
d丘一i-niNJ v. [perf. d且印刷-1ll1でくわ(出会)す(遭遇する)，的中する

dap戸ewanidatuxambi.かれが盗むのをぼくは偶然見た。 NJ/dap戸eduni

datuxambi.かれが盗むときにぼくはたまたまでくわした。 N/ tolcimbi 

datuxani.わたしのゆめが当たった。 j

d昌iccee-ni v. [pclf. daitaxa-nil かく(隠)している(すでにかくしてそのままに

している):daitapula nari (ほかの入が)かくまっていた人/ :JlllW d;:Jppee 

daitaxaniおかあさんがたべものを出さないでかくしていた。

daicci-ni v. [pclf. dδicixa-nil かく(隠)している(かくしつつある)。

Daila s.人名(男， Taldaawu Sθθktθ氏族，中川カヨさんの兄)。

daira NU s. [acc. dairraal 海岸にあがった木のきれ(燃料用にかますにつめて

もっていく)U 

daira]Ji-ni v. [perf. dair1l:・Jixa-nil がやがやさわぐ :Jkk;:Jldaira]Jici女たちがが

やがやさわぐ。

d且Ijaptu NJ s. [acc. d且tjaptumb且 Nl 下脚のうしろの肉 i

dajji-ni v. [pcrf. d且ix且-1ll1かくすー hide，conceal ・eakkisU9datt制 d且ixani.

そこへさかなをかれはかくした。

dakk且cとトniv. [pcd. dakk且Cix丘一nil しばらくまたはなんどもかぶせている;:JSl

dakkaccini.いまかれはかぶせている。

dakkanJi-ni v. [pelf. dakkacCi-nil かぶせる，おおうー covcr:suリdatt昌司

。rokto]idakkan]ini さかなを草でかれはおおう。
ιlakpa s. [acc. dakpaal さかい(境)--bordcr: llaa dakpalli国境/tari llafl 

dakpadulli t:J:Jx:Jnlその人のそばにかれはすわった。

dakpataali a.並んでいる ιlakpataali duxu並んでいる家/dakpataalill]i 

t;;J:Jg:Jcceeri ulll111Iciふたりで並んですわってかれらは飲んでいる。

daksaccee-ni v. [pclf. daksataxa-nl] 貼りついている。

daksaun]i-lli v. [pclf. daksaucci-nil くっつける，は(貼)る-gluc司 stick:

kall1dun]i c/aksaull]iniにかわでかれはつける。 /oksoo b:Jkt:Jmb:Jni 

daksaun]iniそりのはしらの棒をかれははりつける。
daksee-ni v. [pcd. daksaxa-Jlll は(貼)りつく-slick 10: kall1du d且kseeJll.に

かわがはりつく。 /tari nari caa :J;;Jkt:Jt:Ji daksaxalliその人はその女となか

よくなった。
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dala s. [acc. dalambal 1関節-joint: I]aala dalani手の関節/b;JgJi dalani足

の関節 2代-gencratぬn:dee dala 2代/ ilaa dalamba ba(Jini.孫子の代ま

で3代かれは生きる。

dalbuIJee-ni U v. [pcrf. dalbudaxa-ni] 呂をそらしてみるべきものをみていない

(憤慨しであるいは酒に深く酔って)。

dalbuulli-ni U v. [perf. dalbuulixa-nil 目をそらしてみるべきものをみない(憤

慨して，あるいは酒に深く酔って口を曲げたりして，人を正視できないさま)

tari nari xoottoi dalbuullinee.あの人はどっち向いてみるのだ。

dalc/acci-ni NU v [pclf. daldacixa-ni Nl (火の上にじかにおいて)や(焼)い

ている tさかなや獣肉をくしにささずに)-roast: sUl]dattaa dalc/accini.さか

なをかれは焼いている(くしにささずに)。

dalduu s. [acc. daldukkoo] 男子が腹部・下腹部に着用する前垂れ(かざりの

keepiraがついている G)。

dalduulaccee-ni v. [pclf. dalduulataxa-nil 前垂れ (dakluu) をつけている。

正lalduullee-ni v. [pClt'. dalduulaxa-nil 前垂れ (dalc/ULめを着用する: daldUL~Ji 

dalduulaxani.まえだれをかれは着用する。

daligacci-ni v. [pclf. daligacixa-nil (となかいを}つかまえようと立ちはだかる

(何回も，または何匹も): ulaaba daligacCini となかいをつかまえようとかれは

となかいの前に立つ。

dal}田 ni v. [pclf. daldaxa 叫 tさかななどを}焼く tawaladaりeeni.火でかの
女は焼く。 /sUl]dattaa da(Jeeni.さかなをかれは焼くいしにささずに)。

dallau s. [acc. dallaumbal いぬのえさ i餌)-dog food. 

dallauri-ni v. [pelf. dallauxa-Jlil いぬにえさを与える l]iJldaadallaurini.いぬ

にかれはえさをやる。

dallee-ni v. [pcrf. dalaxa-nil いぬががつがつ食う l]indadalleeniいぬがむさ

ぼり食う。 /c/alallli (/;Jpciniそれががつがつ食う。

正lalu s. [acc. c/alloo] 高倉，倉庫(床が高く，屋根は樹皮でふく，一本俸のはしこ

がある，干し魚などを貯蔵する)一 raiscd1100r storagc hut. 

dalupCi-ni v. [pclf. daluptuxa-nil (容器，ふねなどが)一杯になる bccomc 

f叫1、bcfillcd: ugda c/alupcini.舟が一杯になる。 /daluptullli xeeptux;Jni 

それはいっぱいになってこぼれた。

dalu問Ji-ni v. [pclf. dalupuxa-nil いっぱいにする-fill: kurbmbi dalupuxani 

自分のしらかばの皮製の容器をかの女はいっぱいにした。

dandalli-ni NJ v. [pclf.正landalixa-ni N] 冗談を言う。

daりallee-ni NJ v. [pcrf. daI]alaxa-l】1 Nl しち(質)におく(ロシヤ人や日本人の

司F
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ところで)，かねを借りるためになにかものを渡す nattaa (11匂且lax丘町.毛皮を

かれは質においた。 N

dapacci-ni v. [pclf. dapacixルml たくさんのとなかいをつかまえる。

;立2:;♂訂:::t:U:::口:コ:;::::t口:::::;:::;:;:;;;に江:;::::::::::口::22::口;:::コ::ζ;:ごト1;誌;ぷ;LL山 ciふωωtハ川d山仰jね且
自分が与えたものをまたかれはとりあげ7たこ。

dapakta G sおやゆびを除くゆび4木のよこはば(長さの尺度):geecJa dapakta 

人さしゅびからこゆびまでの 4本のゆびはば/dθθ dapakta人さしゅびからこ

ゆびまでの4本のゆびはばの2倍の長さ。

dψω似ω仰a似叩似ID山Dα附y災i
;}いいい]戸伊附凶且ぷ剖叫正丘al山1，凶i
手をにぎり合つてかれらは歩く。

dapapci-ni v. [pclf・dapaptux昌 nil とれる(とることができる)。

正lapikku s何cc.c/apikkool 針刺し kitaa dapikkuni針刺し。

dapin]i-ni v・[pclf.c/apicci-nil (ゆみを)ひく・ burigb:J dal】injiL】lゆみをかれ

はひく。

dappa s・何cc.d且ppamb且1かや(蚊帳)(布でつくる)-mosquito nct・

dappaunji-ni v. [perf. dappaucCi-nil とらせる，っかませる o

dappelヨーni v. [pcrf. dapaxa-nil つかむ，っかまえる， とる，ぬすむ-s 

g叫司 catch司附， stcal: ulaaba dap戸em となかいをかれはつかまえる， N/

naflりりeedapaXalll.人のものをかれはとった(盗んだ)， N / asibi dappeem 

くまが発情してめすをつかまえる。 G/ moodu dapaxani.木にかれはつかまっ

た。 N

d丘ppi-lli v. [pctf. c/apixa-nil きものを着るとききもの(の合わせるところ)を合わ

せる，針しごとのとき針をさしておく。 Xθktθbiιlappini 自分の中国式の服をか

れは合わせるところはきちんと合わせて着る。/口】;)Jn;)t;J;JKKUkki kitaamba 

dapixani 自分のざぶとんへ針をかの女はさしておいた(さしたまま忘れた1I1，

d立psicci-ni U v・[pClf.dapsicixa-nil まえの人をよけさせる(一回言ってきかな

くてイ可回も)。

dapsillee-ni LI v. [pClt'・dapsila〆凶日l[ 自分のまえにいる人をよけさせる(口で

言って または，手を使ってい一回)。

dι山判ωa勾やiリ山山p
d仇山州a勾Iリ仰』
d昌pucceeni あばれる人をかれはおさえてつかまえてい。。 占 -

dapulacci-ni v. [pclf. dapulacixa-lill つかまえている(たとえは，goじじeewalll
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人があばれているのを):sorimacciwaCi dapulacCiCi.入が互いにけんかしてい

るのをかれらはつかまえておさえている。 /soktoxonneepa dapulaccini.酒に

酔った人をかれはおさえてつかまえている。

dapurisi-ni v. [pcrf. dapuriCi-ni1 なんどもつかむ l]aalajJidapurisini.自分の

手でかれはなんどもつかむ。

d且rama s.何cc.darammaa1 こし(腰)(attaとd:Jw;Jの中間部)-WalSt. 

d且rami a.はばがひろい broad司 widc‘ s. [acc. darammee1 はば-brcadth， 

width: d且ramisθθ，ksθはばがひろい(くつの)ひも。

darapillee-ni v. [pclf. darapilaxa-ni1 けずり花の一種 (darapiillau)を病臥の

際敷ふとん (n且且tami)の下におく(あたまの痛いときはあたまの下におく): 

illaunJi darapilleeni.けずり花をかの女はふとんの下におく。

dargi s. [acc. dargee1 もり(括)(あざらしをとる)，もりの柄(何本もつぎたして

長くする)-harpoon， harpoon shaft for scal. 

d且ricci-ni v. [perf. dariCix且-ni1 合いづちをうちつづける，語り物(llIJ]maa)の

歌う部分のおわりごとに，または架空物語 (saxuri)のきれめきれめに語り手に聞

き手が合いの手を入れる。

darimmee-ni NU v. fpelf. darimaxa-ni1 やま (pur:J)でけだもののさきまわり

をする N，山の方へまっすぐ行くはurig:Jllbaaruni I]:Jn:Jx:Jni) G 

darree s. facc. darreemba1 焚き付け(木を割ったのや木の枝)。

darreembi-ni v. [pelf. darreembixa-ni1 たきつけで火を燃す。

darree-ni v. fp巴rf.dar丘xa-ni1 返事する，こた(答)える一 reply、answer: ;J:J 

darreeniオーとかれは返事する。 /x:Jw:Jccumi darreeni.呼べば答える。

darri-ni v. [pelf. darixa-ni1 合いづちをうつ，語り物や架空物語を語るとき聞き

手が合いの手を入れる。

d且ruwa s.神柱の小さいもの。

d且su NGU s. [acc. d且ssooN1 岸から川のなかへたおれた木(さきは川のなかに

あるが，根もとは岸にある) GU. 

dattoon]i-ni NJU v. fpClf. dattoocci-ni NU1 当てる;ばったり(現場を)みられ

る とawaumi dattooccimbiそれをおれは言い当てた。 J/ dap.βm]ib:J 
dattoocc ini.かれは盗んでいてばったりみられた。 N

dau s. facc. dauwa1 一杯に入る分量，一杯，いっぱい dθθ dau二杯分/

cakkaa claulu.いっぱい入っている。 /caanikkδdaulu.やかんが一杯、だ。

dauJ]i-ni v. fpClf. dauduxa-ni1 渡って帰って来る。

Daukku G s.樺太と大陸の一番近いところ(氷結したとき渡る)。

dauI]gari s. facc. clauIJg，βrree1 あごひげあざらし(の成体，および総称，その皮

daurau 
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はかたく厚し、)-a species of scal. 

daur且u s. [acc. d且urakkoo1 家 (duxu)(亙者の用語)。
只 unneed昌urini.)11 

d且uri-niv. [perf. d且ux且ーnil わた(渡)る一 cross，go across: u 

をかれはわたる。 /d:Jttθθd丘urini.やちをかれはわたる。

dausu s. [acc. dausumba1 しお(塩)-salt 

dausullee-ni v. [pclf. dausulaxa-ni1 塩でつける，塩をふる sUJ]dattaa

clausulleelliさかなをかの女は塩づけにする。

dawθ s. [acc. dawwaa1 さけ(鮭)-salmon. 

dawaitu s. [acc. dawaittoo1 川や湖や海の聞を陸上ふねをひいて越すみち，舟越

-portagc (routc) . 

dawali NJ s.何cc.dawalimba Nl )11の分岐点(二股)。

dawaska I s. [acc. clawask丘a1 さけの皮 salmon skin 

clawaska 2 NGJ s. [acc. dawaskamba NJ1 さけ・ますの瞬化場(ふかば)。

Dawaska s・[acc.DawaskaJ】Jba1 幌内川上流の支流にある地名(そこに附化場が

ある)。

d且wwaa s.あくび-yawn. 

JiiiwMInistJIi vIpd dawm耐ィIII なんどもあくびをする o

daww且anJi-ni v. [pelf. dawwaacci-nil あくびをする-yawn. 

dawwauri-ni v. [pelf. dawwauxa-nil 舟を(たとえばみずうみから川へ)おかを

通ってうっす・ ugdaadawwaurini.舟をかれはおかを引いてうっす。

dawwee-ni v. [perf. d且W且xa-ml ひとがこ(越)える，こ(越)す(陸を舟を引い
nawaxam.陸をかれは越えた(川と川の問

てなど)一 cross，go across: n且awac1且W且xan

を舟をひいて引)。jλんXμ却川川u肝山叫Iげ山ng:Jρ仰コ況訓rr伽 (またはmoωOω)cl巾伽a

かれは越える。

dawwi s. [acc. dawweel たばこのきせる。

dβxu num数の高い位どり N，十万 (JOOIltum:J) X 

d川町ba a従順な(言われる通りにするような):d一時banan柔!目守人L
daxurisi-ni U v. [pcrf. d且xurici-nil 承諾する s:Jsucix;Jmb:JnidaxuneLJJJbL. 

かれがたのんでいたことをおれはひきうけた。

d:J正b:Jree adv.ぶるぶる(ふるえるさま):d:J(/;}:Jree silclunJilli.ぶるぶるとかれ

はふるえる。

d:Jclub s.何cc.Lbclul!;J:Jl 木の一種(かたしり。
d:Jduxi G s・棒をならべて敷いた高倉のゆか d且lu(bduxim高倉の棒をならベ

て敷いたゆか。

d:J:Jl]gur:J s. [acc. d:J:Jl]gurr:J:J1仕掛け弓，アマツボ(かわうそなどをとる)←
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mcchanical bow. 

cbJrri-ni NJ v. [pclf. (!:J:Jrix;)-ni Nl ほこる;ほめる-praisc: silllbee 

d:J:Jr riniきみをかれはほめる。 N/ 111:J:Jpi (b:Jr riniかれは自分を自慢する。

N / lJootom malJg司 owoccid:J;)rrini.かれはすもうをして強がっていばるで

JlI 

d:Jg(b NJ s焼けあと NJ，やけど J:(bgc!:J mooni火事で皮が焼けた木 NJ/

d:Jgd:J naa(ni) 焼けた木があちこちに残る(山火事のあった)原 NlI/ (/:Jgcb 

oktoniやけどのくすり J/ d:Jg(blll:J ugda蒸気船 (poroxoot11)にの語は N

の祖母が使ったという) N 

d:Jgjee-ni v. [pclf. d:Jg(b日一nil も(燃)える burn. 

(bgiicci-ni v. [pcrf. (bgiicix:J-nil 焼いている。

d:Jgii-ni v. [pclf. d:Jgiix:J-nil も(燃)やす-burn: b:Jgjibi (bgiix:Jniかれは足

をやけどした。

(bgi，θθIザi-ni NlI v. [pclf. d:Jgi，樹氏i-ni lI] 焼かせる。

d:Jilll:Ju a.軽薄な，ばかなー frivolous:d:Jim;;/U nari軽薄な人。

正bj:J s. [acc. d:Jj:Jlllb:Jl は(刃)-blade. edge: (bj:J xadux丘ni(または

lllokcid且xanL).刃がへった(またはまがった)。

d:JIIi-ni v. [pcrf. d:Jiiix:J-nil 甘味がある saaka訂正bIIini.角砂精は甘い。

(b_[iuuli a.あまい swcct: s. [acc. (bJ1uullee] 

d:Jksi-ni v. [pclf. d:Jksix:J-ni] いそがしい-bc busy: uibmi (bksiniかれはは

たらいていていそがしい。

d:Jkt:Jkt:J s. [acc. d:Jkt:Jkt:J:Jl (つばさの一本一本の)はね(羽)-fcathcr. 

d:Jkt:Ju s. [acc. d:Jkt:Jkkθθl 小間物入れのふたもの小箱(樺皮製，ふたの上面，側

面には文様がつけてある，装身具などを入れる)-birch-back box. 

d:Jlbee-lli NlI v. [pclf.ιblb:Jx:J-llil しめ(湿)る sundattaa xoliipula 

(blb:Jx:Jni さかなを干したのが湿った。 II/ natta (blb:Jx:Jni.皮がしめった。

II 

(blbi-ni v. [pclf. d:Jlbix:J日il しめ(湿)す，ぬらす nattaa ildaJi (blbix，11li 
(ちち、まった)皮をあぶらでかれは湿すっ

ιbb s. [acじ cbblllb:J1はか(墓)。

cbbi NGJ s. [acc. cbbkkee Nj ~、たち GJ

d:Jliptu G s.ふくろうの一種(羽角はなし、)0

d:Jlli-ni v. [pclf. d:Jlux:J-llil 受胎する。

d:Jlu a.受胎した (bluJ;)kt:J懐妊した女。

d:JlllコfL aむずむずする(なにかにさわってん

d:Jlll:JfLSI-nl 
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(blll:Jrisi-ni NlI v. [pclf. (iJlll:Jrii.'i-ni Nl むずむずする(からだの一部が，たと

えば，肌に毛が触れたり，手や足がしびれたりして):b:Jg.fibi (またはりaalabi，ま

たは.filibi N，またはb:Jj:Jbi lI) d:JlllJrisini.おれの足(または手，またはあた

ま，または体)がむずむずする。 NlI

cbりllli-ni NU v. [pclf田 (bりnllXコnl III 食べに行く N，よその家へ自分から食事

にあずかりに行く(食べに来ると言っていやがられるのに) U: (bりnllllll

日:JnneewIおれは食べに行く。 J

d3ph-IIi vIpd d3PMMil た(食)べる cat: d:Jp山食事ー mcal N / j:J:J 

sUIJdatta且bakkaad:Jpurιこの魚も食べられる。 U

d:Jp:Jin:J s. [acc. d司王フinn:J:J] 低木の一種(海岸にある)。

出向θnji-ni v. [pclf. d:J伊 θi.'Ci-nil 食べさせる。

d:Jppi s. [acc. d:Jppeel 食べもの← food.

D:Jpseenu s. [acc. DJpseenumbJl 人名(男，Muig:Jtt:J氏族)0

dJptuiccee-ni v. [pclf. (bptuit:Jx:J-lJLl 食べようとする。

dJptukku G s.食堂 dJptukkuduxu食堂。

d:Jptulli-ni v. [pclf. dJptulux:J-nil 食べはじめる。

dJptulllθθII a.食べたいなー。

dJptumusi-ni v. [pcrf. (bptumuCi-nil 食べたい。

dJ中ptωup〆Uιiι-イI山 v. [ゆp巴rf.d白Jptωu叩ptωUX却J-羽叩nil 食べられる(食ベることができる引):Jr口t 
orokto dJptupciniこの草は食べられるロ

dJrJ s. [acc. d:Jf:JJllb:Jl川のみなもと。

dJr;;uiii-ni L v. [pclf. d:Jr:JiduxJ-nil のこる 陀 main:uibbuJ]i j;;Jdu 

d:JrJiduxJni.かれははたらくためにここにのこった。 /dugdu dJf:JiduxJni. 

家にかれはのこった。

d:JrJiJ]i-ni 2 v. [pclf. dJf:Jijix:J-nil おくれる mln戸dJrJi]ix:Jni.ぼくよりかれ

はおくれた(競走のとき )0 / aldaandu d:JrJi]ixJni.途中でかれはおくれた。

d:JrJ.iJi-ni v. [pclf. cbr:J.fix:J-llLl いのこ(居残)る，おくれる・ c/ugclu
d:Jf:J]ix:Jni家にかれはのこった。 /min]i d:Jr:J]ix:Jlli.おれよりかれはおくれ

た。 /]eewi (!:Jf:J]ixJniおれのあいぼうはあとになった。

(br:J1 s.何cc.(br:Jlb:Jl かお(顔)-facc 

DJf:JIJg:Jucb s. [acc D:Jr:Jりg:JUCblllb:Jl人名(女)。

d:Jl・ig:J s. [acc. cbrig:JmbJl えりまき(きつね，てん，かわうその皮でつくる，

尾，足もつく)。

d:Jrig:Jci N s. [acc. d:Jrig:Jcceel、c[;Jreeci J sあごひげあざらしの四歳のも

の j
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d;Jrib;Jco-ni v. [peIf. d;JribgOX;Jイ1I] は(跳)ねてあそぶ puU;J 

d;Jrib;Jccini.こどもがはねて遊ぶ。/d;Jrib;JOllli xuppini.はねてかれは遊

んでいる。

d;JrinJi-ni v. [peIf. d;JricCi-ni] 1は(跳)ねるー leap:unigaamba d;)[inJini.小

川をかれはとんでわたる 2.さかなを筒切りにする .fillldalllb且 (または
mokkirree) d;Jrin.fini うぐいを(またはやちうぐいを)かの女は筒切りにする。
d;Jrri-ni U v. [pelf. cbrix;J引けならべるけ、ろいろなものをおく):alukkoo 

d;Jrrini.茶わんをかの女はならべる。

d;JrruuJJi-ni U v. [pclf. (brruudux;J-ni] またはじめる irgamba irgami 

d;Jrruudux;Jl】1.文様をかの女はまたつけはじめた。

d;Jrruulli-ni v. [pclf. d;Jrruulix;J-ni] はじめる andumid;Jrruulix;Jni.かれは

っくりはじめた。 /irgamb且 irg且mid;Jrruulix;Jni.文様をかの女はつけはじめ

た。

d;Jrukpi-ni v. [pelf. d;JrukpiX;J-l】りやすむ← reposc‘takea resl: d;Jrukpiやす

みー resl/;Jsin;JI]i d;Jrukpuri il】glJL.今日は休日だ。

d;JrukpicCi-ni v. [pclf. d;Jrukpiox;J-ni] やすんでいる。

d;Jruw;Jn]i-ni v. [pelf. d;Jruw;Jcci-nil きらきら光ってみえる(目にこのようにみ

えるのは，天気がよく，風が吹くときで，遠くの山などがはっきり大きくみえる

という):国mukirani CbruW;Jll]ini 海の岸がきらきら光る。

d;JSU s. [acc. d;JSUlllb;J] となかいぞりの上に何本も縦にわたした棒(木は

S;Jり;JUur;J、樹木の内皮でしばりつけてある)。

d;Jsbrree-ni v. [pclf. (bsk;Jr;Jx;J-nil はさまる lllookki cbsk;Jr;Jx:Jniかれは

木にはさまった。 /cbs Lbsk;Jr;Jx;Jl1i.かれはきゅっとはさまってしまった。

d;Jtu s. [acc. Lbuθθl ぬま地，やちー marsh

d;Jllli J s.わな (puta)についているいと η

d;JW】N s.、正bU(1l) G s.大きい川の枝川 NG(流れがない (x:J.;;Jb，lll制)
きい川のそばの沼 G

D;Jun s.地名(毛売川地方の川治し、)。

G)，大

d;JunJee s. [acc. cbu口ueep;J]左 lcfl/ cbun.fee xoldo左側/正butLJi左へ。
d;JUlpkt;J s. [acc. d;JWpkt;J;Jl きのこの一種(となかv、が食う)。

d;JUpt;JIJi s. [acc.正bupt:JI]I]eel 矢における烏のはねをはいだ部分。

d;Juri-ni v. [pclf. d;Jux:J口L] 矢に羽(正bkt:Jkt:J) をつける(はぐ):bkb:J 

cburini矢にかれは羽をつける c

cburig:J s. [acc. cburig:Jlllbコlひよこ， きつねのこ-chick. pup (fox): suli 

cburig:Jniきつねのこ。

dguttuu 
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s. [acc. dguuukkθθ] 左ききー left-hander.

Si luz;;:bJf?とrttニムLrJ:ft
dよs.[何acαC仙
dolめbo adv.よる(夜)-at night: dolbo uibx;:WL・かれは夜はたらいた。 /gsi 

dolbo今夜(ただし、朝言えば今夜または昨夜ぞ意)。

dolbojJi-ni v・[perf・dolboduxa-nil 夜になる cadudolbodutaa.あそこで夜に

なつた

由帥叫uis [抑a配叫Cωc仙 01叫?…ωO叫l:;も引り一:込Lブ口此:nj一…臼aω 真夜桝中。
;:t:ご?ケOで1:
XU凶 doon即iはこのなか〉dOω01ωuなにも恐れない，なにがあっても動じない，

doziE1321;口;ょ;;た口JOIn:;;722Z水
に(または木に，地に)それはおりている。

;:忠恐:;;;::;5出f;3沼芯;i活誌!ff:z:話話目1日?己i1正五:主:三ii三:f:33引52玖f月月守マ刊弓l可ミ九R丸;
dookpi必SL印ni.自分の忘れたことをかれは恩い出そうとしている。/jaajaml 

dookpisini.歌をかれは恩い出そうと考えている。

;幻:芯3釘2I引U川;:コ江工:1:ι:;己ニ;:ニ:ニ;刈t叩:32;口口:?5Z)dケ:竺一士可r;ニに午ご山以ロ1官」ぷ::弘江応払此n一山山j一d
が話すのをかれは関く。

きこ(聞)える-b巴audibl巴 narik;JSgnL 
dool]in]ee-ni v.き(聞)きに行く。，

doolTi，xi-ni v. [perf. dool]iptuxa-ntl 
Jool]ipi5ini人のことばがきこえる。

・何CC.Doomnombol 人名(女)[<ロ凪oMHaJ

235;l  vipd doond山川おも(思)いそ(出)す一 remcmbcr.

doiさぷ日if日2iijfchニ:;:
びに行く。

dooptu G s.敷皮 (tgnt)。
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doori-ni v. [pclf. dooxo-nil (とりが)とまる，おりる moodu doorini.木にと

りカ1とまる。

doorima s. [acc. doorimmaal みち dコtudoorimani湿地のなかのみち/afta 

doorimani脊椎の上のくぼみの線。

doowu s. [acc. clookkool うち(内):dookkoo clappeeniかれは内のをとる。

cloro s. [acc. dorrool 規則J.理屈 nari doroni人間のきまり / tari xala 

doroniその氏族のきまり。

Ooro s.: Ooro naani北の地方(北樺太)/ Ooro.uee nalllu北知床半島の東側
の海 (XUS:Jnamuともいう)。

dorokpu s女子用下ばき (p:JruU)のまた(股)の部分の布。

dorommee-ni v. [petf. doromoxo-nil ぬすみに行く。

doromoccee-ni v. [pclf. doromotoxo-nil ぬすみをしてくる。

doromosi-ni v. [pclf. doromoCi-nil ぬすむ steal: gumask剖 doromosiniか

ねをかれはぬすむO

Doronneeni s.北の地方(北樺太)(Doro na丘町)の人 Doronneenixalani北

の地方から来た人らの氏族。

doroopu s. [acc. doroopumbal 散弾[<ロ河p06bJ

doroosu s. [acc. doroossool どろぼう thief 

dosi NG s.あたまのなか <]ilindooni G): dosimbiおれのあたまのなか N/

dosini orki.かれはぼやっとしている。 N

dosobuwa s. [acc. dosobukkaa] 火になべをかける棒(野外で、っかう)。

dotocCi-ni v. [pclf. dotocixa-nil a;者が太鼓を打ってうたうのをきく。

dotolon]i-ni NJ v. [pctf. dotolocci-ni] 熱心に聞いている，傾聴している(ぬす

み聞き以外にもいう) 何回i!JimbadotolonJini音をかれは一所懸命聞いている。

N 

clotolllusi-lli J v. [pclf. clotollluCi-nil 遠くのおとをきこうとする。

dθdθθG 5樹皮製の肉などを入れるもの(かつて alukkuがなかったころ使った，

こオ1にsoliも入才もた)。

dθlθa.やわらかい-soft: 5. [acc. dθ'lJθθ1: dθjθ ulis:Jやわらかい肉。

dθkpθs. [acc. dθkpθI】lbθ1 のどの下のくぼんだ箇所。

DθkS.J:Jl]gU s. [acc. DθkS:J:J!)gulllb:Jl 人名(男，Oaaxinneeni氏族)。

dθθN num. [acc. cleθbθ] . cluu U num. [acc.正/uubコl二，ふたつ two: dθθ 

sullee it:Jx:Jmbi. 2匹のきつねをわたしは見た。 N/dθθbe5ullee it:Jx:J1l1bi 

同上 N/ duub:J bθθruふたつくれ。 U/以ドすべて N lIlini dθθm昌S且且ribiお

れの二つのまさかり /cleθdθθJi ふたつずつ/dθθ(1l)nee s.何cc.dθθ(n)ー

司'
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正leekpen]i-Ill

neep:Jlふたり(二人)-two pcoplc / dθθi.jee-niふた月め(妊娠や生後の月数)

-sccond month / deθlJ・eepIllli三固め/d柑θrθadv.二回一 twicc/ ]oon 

dθθrθ 十二回 twclvc timcs / JOοn deel印十二回 twclvc timc5/ xori 

deθrθ 二十二回一 twcnty-twotimcs / xorI dθel伯二十二回 twcnty-two 

timc5/ dθetθり制enUl11・ [acc.cleθIθりθsseθ|ふたつとも。

dθθkpel~Ji-ni v. [pclf. clθθkp柑cCi-nIl くまがかかっていく。
dθeksθG  5. [acc. deθkseθl かわうそ (llle帆 lθ刷。

dee!Jθs. I凶cc.dθωJl]eθl とど-sca lion. 

deθ川川、 [pclf.deθrIcI一川はこんでいる一 C<lny:mOOWO 山町ISllll まき
をかれは運んでいる。 /oksooJidθθnSl/ll. そりでかれは運んでいる。

dθθrθ1]I]I-nI NG v. [pclf. dθθrθI]UX:J-lll Nl となかいなどが左右の足を同時に

前へ出して走る N，となかいが左右の足を交互に出してゆっくり走る G

dθθrree-nI NG v. [pelf. dθθrθXθ-nI Nl あさつであるく N，海から浜に寄った

ものを拾ってあるく(人が) G: bjuW;] xaakCimb且nIdθθrreenI.員が岸にあ

がったのをそれはあさつであるく。 N

dθθttθNJ s地 (naa)の神 N，くま(熊) NJ，やま (PUf:J)(亙者の用語) J・

dθθttθn baarunI山の神様 J/ dθθttθnneelll J地 (na川の神 N，くま NJ

dθsIkt:J 5・[acc.dθsikt:J:Jl くろまめの木の実，マスフレツプ(あおフレツプ，その

実またはこの植物全体をさしていう J)(人が食べる)。

dθssθθktθs. [acc. dessθθktθθl 木の実の斗重(くろフレツプり:J;]n:Jにある J)o

dθIθθs. [acc. dθIθθlllbθl 小さいぬま地。

dubJIsu G 5 くまが毎年おりたりのぼったりするみち。

dudakta s. [acc. dudaktaal きのこ(木のねっこ (t:Jkb)に生ずる。ゃなぎ・しら

かばのものは食用)-mushroom 

dugjaakku G. s.毎年来る場所(居住する地)。

正lugjaal N 5. [acc. dugjaalb川町 dugjal U 5家屋のあったあと。

clugJee-nI v. [pClf. dugdaxa-nIl 時間に間にあう bc in ttr町、遭遇する :ugd剖

ι11Igdaxilnil渡船にかれは間にあったか。 /ιlυrOlllosIWilnIdugdaxilnI ある

人がぬすみをしているのにかれはでくわしたの

cllll U: dul dul事情を理解していない(様子の形容):cllIl dul owocei xilI(wm 

k ;];mJineeなにもわからずになにをかれは言っているのか。

dlllbii G a.ぬるい ι11IIbii 1Il柑H ぬるい湯。

cllIblJi s. I acc. dublJ(]eel むかし(亙者の用語):dllbUidll大昔に/ιlubnuee

封i!i!rtlllむかしのことをかれは知っているつ ノ dllbnilllleeniむかしの人。

duUig:J 5・[acc.dllliigコlllb:Jl くびわにつけていぬをつなぐくさり(鉄製，買って
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使う): I]inda duIJig;:miいぬのくさり。

dullee s. [acc. dulleepJ1 前方，まえ(前)一 front司before (relative time) [ant. 

xamarree1: tari dulleekkeeniその前の方に一 infront of it / kumultJ 

dulleekkeeniスキーの前方または前部分に/ I]Jnneewi dulleekkeeni 

dJ〆LWL.おれは行くまえに食べる。/dubsJiまえへ/dubsJi l]Jnneeni. (生
きていれば人は)さきへ進んで行ってよくなるものだ。

dullJJ adv.さきに dullJJl]JnIJJU.さきに行け。

duluu s.まえ [ant. x且maruu1

duluu〆L a.前の，先の duluu〆iasini puttJniカホの先妻の子。
dumJJ U adv.また，またも，またまた dumJJ taktukkookka tari puttJま

た，くちごたえしている，あの子は。 /dum;n taktukkookkaa goci.またまた

かれはくちごたえしているね。

dUI]gumJi U adv.ぼーっとして，ぼんやりして(たとえば，考えごとをしていて)・

tari nari dUI]gumJi tJJsini.あの人はぼんやりとすわっている。

dUI]neeni s. [acc. dUI]nee戸m1 家の人 Jri (またはtari)dUI]neeniこの(または

その)家の人 [acc. jJJ dUI]neep.且m この家の人を1/臼ridUI]neeni n且rini.
その家の人 (taridUI]neenI)。

dupci-ni v. [pelf. dupcix丘一m1 かさ(重)ねる put one over another司年をとる

(高年齢のおすとなかいについて年齢をあらわすのにいう)(くまも 9歳からはこの

語を使う G):tJtukkJJ dupciniかの女はきものを重ねて着る。 /dupCi六歳

のおすとなかい GJ/dθθrθ dupci七歳のおすとなかい GJ/dθθrθ dupcixa 

向上 (dθ明白 du〆ini) G / ilaalta du〆t八歳のおすとなかい GJ/ JiiltJ 
dupCi九歳のおすとなかい GJ/ tllndalta dupci十歳のおすとなかい J/

nuりultJdupCi十一歳のおすとなかい J/ naclalta dupCi十二歳のおすとなか
し、 j

du戸icCi-ni v. [pclf. du戸iCixa-ni1 かさねる(何回も}。

dupJJ s. [~c. dupJkkJJ1 (屋内用の)くつ(となかいのなめし皮製)。

dupJJllee-ni G. v. [pclf. dupJJbxJ-ni1 屋内用のくつをはく bal]dupJJlburi 

uttaちょっとはくくっ。

duptu s. [acc. duptumba1 人が乗って飛ぶ鳥(語り物に現れる)。

dura sまんなか xottocluracluniまちのまっただなかに/口JmuuJiduraluな

かが脂肪である(獣の皮をはいだとき)。

cluralimacCi-ni NU v. [pclf. duralimaCixa-ni U1 分け合う・ tarinari caa 

narindoo suりdattaaduralimacixaniその人はあの人とさかなを分け合った。

U/ωri nari dθθllllee sUI]c/attaa duralim丘cixaCi.その人らはふたりでさか

なを分け合った。 U

duralli-lli v. [pclf. cluralixa・lli1 わ(分)ける一 dividc:upamba durallilli小麦

粉をかの女はわける。 /ilaa pο010 duralixalli三つにかの女は分けた。

duri s. [acc. durree. all. duritai1 樺皮製の嬰児篭(夜間に使う)-clIb. 

durisseenJ s. [acc. durisseennJJ1 銃の一種。

duru s・[acc.durumbJ1 かっこう(恰好)-fOllll司shapc:alukku duruni aja 

入れもののかっこうがいい。 /nari dUrUlli ，リa男のかっこうがし、ぃ。

dusiptJl]i N sわな (putβ)の仕掛けにおける通行を遮断する棒 I

duucCi-ni v. [pelf. duucixa-ni1 氷にあなをあけるため氷をか(欠)く

duucikkuJi clukkJJ cluuccini.あなあけ棒で氷をかれはかく。/siimbJ 

duucimi putJllini.氷下持、のあなをかれは氷を掘ってあける。

cluucikku s・[acc.duucikkο01 氷に穴をあける道具(棒の先端にかな具がついてい

る)。

duuciru s・[acc.duucirroo‘duucirrθθ1 . duuciru G s.. dθθciru J s.しま

ねずみ。

duulda NG s.うさぎ，かわうそあるいはてんの通りみち tuk品 duuld且m うさ

ぎの通りみち G/ SJJpJ duuldaniてんの通るみち G

d仇山伽仰u以山Iμ川u山I
になる)仁 amηJbatμta♂iduulJJ1in川JL.あいつ気ちがいになつたのか(ののしつて言フ)九。

U 

duullee-ni v. [perf. duubxJ-ni1 気が変になる(ばかになったり，歌ったり，ひと

りで話をしたりする):duubxJ nariあたまが変になった人/nari duulleeni. 

人が気が変になる。

duuree U a.いやらしいね。

duurJ NGJ s. [acc. duurrJJ NJ. duurJmbJ J 1 うなじ (utU1llUUの下のくびの

箇所 N，utumuuの2本の SU/llll，ただしlItu/llUUとおなじともいう G)。

dUllrJJk:J adv.二つだけ dθθnnee cluur:J:Jk.lふたりだけ/deθnnee

dllUrJ:Jb biici.ふたりだけでかれらはいる。

ぇlllllri-ni v. [pclf・dllUXJ-ni1 きざ(刻)む(非田かく切る)-chop up: kallllkkee 

dlluriniこんぶをかの女はきざむ。
duurisi-lli U v. [pelf.正luuricトni1 酸い，いやらしく思う :siduxu dUUflSllJL.こ

けももの実が酸い。/ふ!allarree dllurisiniあの人いやらしいとかの女は恩

フ。

dlluruuli NJU a.酸い，すっぱい(たとえば，ゃちフレツプ(つるこけもも

(gaakta))，ななかまどの実ゃなつみかんの酸味 J) NJ -so山¥いやらしい U，N 
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s. [acc. duuruullee， all. duuruulitai]: duuruu!i siduxuすっぱいこけも忠の

実 N/ duuruuli nariいやらしい人 U.

duuruulikta s. [acc. duuruuliktaa] もみあげの箇所，もみあげの毛:

duuruuliktaani dapaxaniかれのもみあけeの毛をかの女はつかんだ。

dUUSJ s. [acc. dUUSSJd] とら(虎)-tlger. 

duuwu s.海または川から遠い止ころ，やま (purコ)の方，おく(奥):duuwu 

duxu )11から離れた家/dUl/wU nari人が集まっているなかで奥の人。

duwa adv.なつ(夏)-in summcr: :1si duwaこの夏。

duwada s. [acc. cfuwadd丘a] 夏の居住地(夏の小屋があり，ここで魚をとって加工

乾燥する)。

dllwadakku s. [acc. duwadakkoo] 夏の居住地。地名としでもある。

duwalii-ni v. [perf. duwaduxa-ni] 夏がめぐって来る。

duwani s. [acc. duwannee] なつ(夏)-summcr: JJJ duwanneeこの夏に/

j:1J duwanidu t:1n:1J xgkkuuliこの夏は(例年にくらべて)一番あつい。/

duwaniduuni biini.その夏からかれはいる。

duwari a.夏の duwariduxu夏の家/duwari natta夏の毛皮。

duwasu s. [acc. duwassoo] 亙者の神像の家(目にみえない)， kal]amiという大

男の怪物の(石でできている G)家。

dUWJ s. [acc. dukk:1:1] 1.こおり(氷)-lCC: 2.さき(先端)-point， tip: CinJpu 

duwdniつえのさき/sinakta duwJni毛のさき。

dUWJcci-ci v. [pclf. dUWJCix:1-ci] 男女が一緒に寝る dθθnnee duwJCinwri 

aurio.ふたりは一緒に寝る。

duw:11in】:1cci-ni v. [pctf. duwJlimJcixJ-ni] とりかえあう，互いに交換するロ

duwJlin]ee-ni v. [pclf. duw:11indJxJ-nり とりかえ(交換)に行く。

duw:111i-ni v. [pcrf. duwJlixJ-ni] とりかえる exchangc: kucigJn]i 

masaarree (またはkuciggn]imasaari]i) duwJllini小万とおのを(または小刀

とおのと)かれはとりかえる。

dllwwee S. lacc. duwweepJl やま (PUfd)の方け11や海に対して):]iisJiやまの

方へ。

duxa G S.: duxambi [pl. duxailbi] わたくしの氏族と遠い関係にある氏族

(goro xa/;1)の人(または自分の氏族と遠い関係にある氏族の人をの意).通婚す

る (gaalli)(ただし，ここに記された婚姻関係は正しし、か疑問がある)。

duxinli-ni v. [pclf. duxicei-lli. con. pcrf. dllXikbccil たたく， うつ hit 

lJilJ(laa duxin]iniいぬをかれは打つ。/日lbコduμll]illiかれは電話をかけ

る。 / tukbmb:J cfuxin]ini くままつりにたたいてならす木をかの女がたたく。

duxu 
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duxu s田 lacc田 dugba.dlL¥Xool いえ(家)ー hOllsc:kυrillW dllxlI丸太組みの家

屋/日.Jrin(i) b旬以I(duxU)切妻式家屋(夏の住居，戸口は二つ)/llmicci 

dugdll biinii とうさんうちにいるか。

C 

ebuski: ebuski illall(lli) 先端に木質部をあたまのように残して棒を削り削り花をつ

けた木幣(病人のところにあり .tl/Urllにもーっつけてある)。

ee I adv舌を出すさま ee OSlI舌をえーと出せ。

ee 2 int えー(不満，けいべつ):ee }oboccooえー，めんどうくさい。/ee 

.Jsiwi えー，いやだ。/ee tarizなんだ，それか。/ee bilpttJ.えー，いいで

すo

eecceeccee int.急にわっとなくこどものなきごえ。

eekkuccee-Ili v. [pcIf. eekkutaXll-1111 ふねのかじをとっている lIgdaa 

eekk lIcceeni.かれがふねのかじをとっている。

eelbinnee J s. w.:者でない人。

eennauri-ni G v. [pcrf. eennlluxa-llll あきらめる。

eerokkee-ni NU v. IpClf. eerooxo-lll N] 亙者が太鼓を打ち歌いおどる亙事の際

神宣をしっかり理解する U: :1llllsi narree eerokkeeni病人についての神宣を

亙者がしっかり理解する。 U/ ambar丘m eerokkou一所懸命よくみてください

(亙事の際，託宣を待つ人が亙者にたのんで言う )0 U 

eerosi-ni v. IpClf. eeroci-nil 意味，内容をくみとりながら，または読みとりなが

ら見ている，読んでいる bicixX:1Jeerosini手紙をかれが読んでいる。/

dl][JkkeθeerυSllll.病気を(医者が)診察している。

eerri-ni v. [pclf. eerixll-nil くずれる(山や川ぶちが)・ lli!lleernlll.地がくずれ

る。

eksumaccee-lli v. [pclf. eksllmataxa-nil 借りに行って来る oksokkoo

eksulll且cceeni.となかいぞりをかれは借りに行って来る。

eksUlllllsi-ni v. [pclf. ekSlllllllci-nil か(イ昔}りたい，借りたく思う.借りる(道具

などを)-bOITOW: oksokkoυeksllmllsini となかいぞりをかれは借りたいと思

う。/1I1aaba eksUlll且Sllll となかいをかれは貸してくれと言う。

ekSUllllllee-ni v. [pclf. eksumaxa-llll 借りに行く。

ekslIuri-ni NU v. [pclf. eksuuxa-ni NU. imp. eksullrll Ul (短い間)貸す(そ
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り，舟，いぬ，となかいなどを) N 

enunJi-ni NG v. [perf. enucci-ni， conv. pcrf. enukkacci] はなをかむ-blow 

onc' s nose: 1】丘aksabienunJini.自分のはなをかれはかむ。 N

erri-ni v. [perf. eruxι-nL] ひっぱって行く ula且oksokkooerrini となかいが

そりを引し、て行く。

esku s.くしゃみ-sncczc目

eskucci-ni GU v. [peIf. eskucixa-ni] くしゃみする(何回も)。

eskunJi-ni v. [pclf. eskucci-ni， conv. pClf. eskukkacCi] くしゃみするー

sncczc: mimbee I]ui kO;J I~ííníg;J. eskucciwi.おれのことをだれが話している

のか。おれはくしゃみが出る。(くしゃみした人はまわりの人から Iおまえをだれ

かが悪く言っているんでなし、か (SilllbeenUid(b orkinJi unJini ;Jsi beeji.)Jと

言われる。)

3 

obob U a. s.歩くのがのろのろしているとか，なにかするのに手がのろいとか，

体の動きや行動が鈍くおそい(人): ;JbOb nari体の動きが鈍い人。

oburi， JburiりJ U adv.あることが当然否定されるの意 oburi (または;Jburi!)J)

issil ta且nL.かれらが帰って来るわけないでしょう。/Jburi (またはoburino)

lllilllbee g，且且~ííl t却 nL かれらがわたしを迎えに来るわけないでしょう。

occeeli adv.まだ(否定の意をともなうれ a.まだしない s.:Jcceeli saarallli 

まだぼくはわからないの/コcceeli!I;Jnn;J;J まだかれは行かないロ / ;Jcceeli 

りonnoo_l1icadu acaalixambi 自分がまだ行かないうちにそこでぼくは出会つ
たロ/sii ;)cceeli pulisisi naaきみがまだ歩いていない土地/Jcceeli !lJllll;J;) 

nilllmaa biiniまだ行かずにいまもかれはいる。/nillllllaa ，')cceelii.まだしな

いのか。 /Il】3りitaldaani ;JcceelidUl】i昼まえに。

occi s. [acc. OCCilllbo] なにかと同じもの，似たもの g品目 ;Jconi烏に似たもの

/ lllini OCCilllbiおれと似たもの/sunu occisuおまえたちと似たもの/ tari 

Jcciniそれと同じもの/soktoxo Jccini酔った人みたいだ。/戸libisigii 

;Jconi 自分のあたまの毛をとかしているみたいだ。 / tari :Jccini aapuそれと

同じ帽子/tari JccimbJni bθθruそれと同じのをくれ。/;Jri tari occini 

これはそれと同じだ。 /tari ;Jccini bicciそれと同じだった。以lの例はすべてN

/ tari JOktJ Jnimbi occini.その婦人は母親似だ。 U

ココ
oddoo!)gJ 

JddJo!)go a.かしこ(賢)し、-wisc: OddJJI]gJ puttJ賢いこども。

o(b s・[acc.OCblllbJ] 1支配者一 mastcr，君主-monarch: duxu Jdoniあるじ，

主人 mastcr of a house / odo且siniきさき(后)/ naa o(bni地の神/

uilleewi筑bmbiおれがはたらいているところのおやかた 2.しゃち(観)-

killcr whalc. 
odxbo G int. ~、ゃーまったく ;JdJdoJ gosipseeし、ゃー，にくらしい。

odollee-ni NU v. [pclf. O(bbxo-ni] ほしがる，ほしがってとろうとする putto

ιcikamb丘Jdolox;Jni赤ん坊がおもちゃをほしがってとろうとした。 U

Od intはい，おお(応答のことば (darraurik目的.おとなの男女，またこどもも

言う)(たとえば名前をよばれたとき，また仲間に andaaとよびかけられたとき，

あるいはきこえなくてききかえすとき言う):OJ darrauはいと返事しなさい。

OJbdsunJi-ni v. [pclf. JJbosucci-ni] よくばる mJdnOθmθθkθ ;JobosucCini. 

自分ひとりでかれはよくばった。

oJcci-ni v. [peIf. OJtUXJ-Ill] たくさん採集する siduxumbodOtuXOIll こけも

もの実をかの女はたくさんとった。

oJJ!.iee-ni G v. [叩pcrばf.J;JgdJXJ一-n】立川iハl しやつくりをする oJgdJuriしやつくり。

OJム幻o s. [accぽ附CαC訓 tJO，Pμ1. 0地kμbl川;Jl胡1] おんな伽 f伽cma恥l
[acαc. C白♂却丘 3叩Jkt臼JJ訓1かの(彼)女一 shc児c/t臼且訂r口iokbl [acαc. Cム白t丘13JkblbJ訓lかの女

ら一 t山hc句y (fcmalcJ / 3okto nalllU北知床半島の西側の海。

JJktonnee s. [acc. dJkt;JnneepO， pl. JJktJnneel] おんなのひと woman: tan 

JoktJnnee [acc. caa ooktJnneepJl かの女 shc / tari ooktonneel [acc. 

caa ;JOktdnneelbo] かの女ら thcy (fcmaleJ / [禁忌) oJkt;Jnnee sundatta 

girapsaani giraxurraa taasurraa opee ;)nn;JUn.女の人がさかなの骨をまた

いだり踏んだりするとばちがあたる。

3Jkt;Jりgu s. Ij')1Iウメ子さんのウイルタ名。 iり1り年野頃に生まれ，一歳で留久玉に

移り，あと，こどものうちにオタスに移る， 195X年北海道に移住した。

oondJ s. [aCc. oondoo] 食あたり Jon(loJi buccini.かれは食あたりで死んだ0

oJnJee-ni v. [peIf. JJndJxo-nil あやまっ，まちがえる(たとえば石を投げて人に

ムたる Jわ)

えて食べること，女の食べる箇所を男が食べてもよいが，男の食べる箇所を女が

食べてはいけない，病気になったり悪いことをひきおこす J/ kOSSJO 

:J:JlldoXJIJl ことばをかれはまちがえたの N/コ;)lJ(blllihlリalcilli治通れはまちが

えてこわした_ N /ιbptllllll :J，')llιbX:Jlliかれは食あたりした(あやまって悪い

ものを食べたりして)0 N 

JOI]bucci-ni NJ v. [pclf. JJりbuCiXJ日1] かげでわるくちをいう tan nan 
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mimbee 8:JIJbuccini.あの人はわたしのことをかげでわるく言う。 N

:J:JりinJee NGJ s.西の方(日の入る方角，よみのくに (buni)の方ともいう N，北

ともいう J)(亙者の用語 NJ，また老人もつかう N)。

:J:Jr8 s. [acc. :J:Jff:J81 きものの前の部分。

:J:Jriptu s. [acc. :J:Jriptumb:Jl 目ゃあたまを病む人がつけるはち巻き状のかぶりも

の(削りかけで編んである)。

:J:Jriptullee-ni v. [pclf. 8:Jriptubx:J-I】il はち巻きをする pθkkθJi 

:J:Jriptubx:JI】iてぬぐいでかれがはちまきをする(うしろでしばる)。

88risi-ni v. [pclf. :J8rici-1】il いき(息)をする brcathc:ο)_jotoi J8risiniかれは

息、をはき出す。 /dootoi :J:Jrisiniかれは息をすいこむ。

:J:JrθθJ  s.くまの肉の女が食べる部分(くまの肉は男女の食べる部分がそれぞれ

)3IJ)。

:J:Jrree s. [acc. :J:Jffeemb:Jl 胸にかけるかざり(女，こどもの)。

:J:Jffi-ni v. [pclf. :Jdrix:J-nil はち巻きする:]ilibi :J:Jffini自分のあたまにかれ

ははちまきをする 0

:J:JW8 s. [acc. d:Jw:Jmb8， pl. :J8will 男子に対して妻の傍系の女子(この女子はそ

の男子の妻より若し、)およびその男子の傍系の男子の妻(この女子の夫はその男子

よりすこし年長)ー (fora malc) wifc' s youngcr sistcr‘cldcr brothcr' s wifc‘ 

ctc. 

:J8w:Jcci-ni v， [pcrf. 8:Jwdcix8-nil おくびをする(何回も):88W:Jccuriおくび。

8:JW8nJi-ni v. [pcrf. :J:Jw8cci-nil おくびをする。

d:Jwucci-ni v. [pcrf. 88wucix8-nil 川や海の方へくだす，おろす(何回も): 

。oisai:J8wuccini.かれはおかからふねへ何回もおろしている。
88wur:J s. [acc. :J:Jwuff:J:Jl うたをうたう(または語り物を語る)こえ:

ddwurdni ulilJga.かれのうたうこえはいい。

:J8wwi-ni v. [pclf. 88wux:J-nil 運びおろす りolsal88WWlnL.川岸の方へかれは

運びおろす。 N/ ugdatai :J:Jwwini舟へかれは(にもつ(0)οsko)を)運びおろ

す。 N/ 8:Jwuw:Jcci t8urru. i重びおろして積め。 U

:Jg8 s. [acc. :Jg:Jmb:Jl ねえさん(またはひろく同世代で年上の傍系女子)-cldcr 

SIStCr. 

:Jg8!)8S:J S 死んだねえさん。

8gJi a.たくさんの， S. [acc. 8gJeel おおぜいの人 (bδra口δri)-multitudc 

I】Jastaa:JgJi llari大変たくさんの人。

8ig:J-lli s. [acc. :Jikk:JJ-I】i、pl.:Jig:Jill あね(姉)(またはひろく同世代で年上の傍

系女子)-cldcr sistcr. 

コ/
._llgJリ8S8-1】I

:JlgJり8S8-1】is. [acc. 8ig8り8SS8L1-1Jl、 pl.:Jlg8リ8S8l] 死んだ姉一 dcccascdcldcl 

SIStCr. 

dtX8 s. [acc. :JtxX881 目にみえない神(偶像などにつく神)0

d_Ji I s. [acc. d_lleel おっと(夫)-husband. 

8_Ji 2 s. [acc. J.fimb:Jl かげ(陰)-shadc: llilri J.jini人のかげ/lllοο 弓fini木の
かげ0

:JJig:Jn:J N、8Jeen8 U adv.ちょっと待って(男女とも言う U):J]igdm baリ

xalaccu. N. d]eem bδn xalaccu. LJちょっと待って。
:JJii-ni G s.出自 (ba(Jixant:Jkbni)。

:JJib]Ji-ni v. [pcrf. 8]ibdux:J-llil 死んだ姉の夫を夫にする :Jig:Jbibulkut:Jnnee 

:Jigdbi :JJi]ini :JJib]Jini.女が自分の姉が死んだあと姉の夫を夫にする。

(SOronlte婚)

;J_Jillee-ni v. [pclf. 8_jibx8-nil 夫にもつ(女が結婚する) 向nneりi8]ibx:Jniそ
の人をかの女は夫とした。 /8]ibin:Ju.fini ;J_filleeni. (死んだ)夫の弟をかの女
は夫とする。

:JJIIps8-ni s. [acc. 8Jiリ:Jssd:J-nil 死んだ夫-dcceascd husband. 
:J]Jee-l】iLJ v. [pclf. 8d:Jx:J-nil 知ったふりしている xaiwaddaacipal d)Jeelli. 

かれはなんでもみんなしっているふりしている。

dJugd8 G a.口のまわりだけに模様のついた :J.fUgd8ulaa口のまわりにだけ模
様のあるとなかい。

8kk8:Jnθθs. voc.姉や自分より年上の女を呼ぶとき言う(歌謡のなかで使われる

語)0

8kp:Jptur8 s. [acc. :Jkp8ptuff:J:Jl植物の一種(旬旬性低木ミヤマイブキビャクシ

ン)0

8Ksee-ni v. Ipcrt'. 8ks8)(:J-nil お(置}く， しまっておく put. pn;scrvc: cadu 
8k五，iUそこにおけ。/8ksL1lll.1ee baraυcciniそれはしまっててたまった。

8Ks81~ji-lli v. [pclf. Dks，icci-llil 気にする，心配する 瓦aitaiddaawaariwalli 

;lks:Jn.1iniかれがなにかでけがをするのをかの女は心配する。
コkS:Jpsi aあぶない.気をつける 8ksDpseeあぶないなー，気をつけろ 0
:JkS8psisi-lli v. [pClt-. :Jks:Jpsici-llil 気をつけている。

:Jks:Jpsuuli a.あぶない(危険な):kucig8Illbi dapagacci giccIl】1.0ο

8ks:Jpsuuli 1】βri 自分の小万をつかんで=かれは歩いている。ゃあ，あぶない人

だ。 U

σldθθpu G sーさけ(魚)を)11からひっかけてとる金属製のかぎ(棒のさきにつく)。

81duw8 s. faω.81dllkbJ] さけのぶなけなどをとるとびぐちのようなものの先端
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の金属製のかぎ(鈎)。

818 a.十分な， S.， adv まったく，すっかり 8188b もうたくさん。 /8b

buptt8.もういい。 /daa 8bji jokixani.ちょうどよくそれは合った。 /8b

xoJixambi.もうすっかりおれはおわった。 / 8si 818 Ipnneewi.いますぐおれ

は行く。

8b8 adv.もうすこしで 8b8pakciralIini もうすこしで暗くなる。
8bgd88n.Jee NU adv もう(はやくも):8bgd88njee isuxani.もうかれは帰って

来た。 NU

3bks8i s.人名(男，Muig8tt8氏族)[<ロ AJleKceHJ

8bnd8 s. [acc. 818nd881 となかいぞりの一番まえの横木(木は S8Ipttur8)。

8l.Jee-ni v. [pe1f. 8ld8x8-nil 手で引いて行く・ putt8881d8mi sinjeeniかの女は

こどもの手をとってつれてくる。 / ulaaba 8l.Jeeni固かれはとなかいを号|いて行

く。

811ee-ni v. [perf. 8bx8-nil 食べて満腹する(はらがいっぱいになる):tan nan 

811eeni.あの人が満腹する。 /bokkombi 811eeniおれのはらがいっぱいにな

る。

81bu aえら(偉)い great (man)・81bunariえらい人 adv.すっかり:

8118u uliI]ga otuduxani.かれはすっかりよくなった。

8m8 S. [acc. 8mm881 おおばんひざら貝(ムイ貝)。

;;}m8cig;;} N、8m8cee U a.こんな-such司 likethis‘8m8cee U s. [acc. 

8m8cikk881 

8m88 s. racc. 8m88mb81 くら(鞍)(となかいの)-saddle. 

8Illoon.Jee-ni v. rpc1f. om88nd8xo-nil 騎乗する ul剖 I]i (または Illurin]i)
01】loonJeeni.かれはとなかいに(または馬に)騎乗する。

olmlJi-llI NG v. rpcIt'. 8Im]ix8-11il 気が合う，なじむ，な(慣)れる bccomc 

familiar with: caa llaritai m<!staa 81110.lJiniその人と大変かれは気が合う。 G

/ pUtt8 lllittoi 8I1l;J_JixOlli こどもはわたしになついた。 N/ llaa wa 8SlIll 

8/l101Iee土地にかれはなじめない。 G

onJUSL-nt v. [pe1f. 8I1luci-lli] ゆりかごをゆり動かしている。 puttooomuSLIlL. 

幼児をゆりかごに入れてかの女はゆり動かしている。

omuw8 s. racc. onJUkk80] ゆりかご(かばの木の板をまげてつくる，昼間に使う)

-cradlc: omuwo .filiptulliゆりかごのなかの頭のあたるところの布きれ。
8I/JUW8t08 NG s. racc. 811111wot80Il1bo Nl 鎖骨。

811duri s. racc. 811durreel 神，天・地・海・人聞をつくった神 boo 811durini 

xalllll SllJlanlleeIlee (または tllgjeeIleeまたは x8dull]illigo) 天の神はどうして

5り 8n8jjee 

雪を降らすか(または雨を降らすか，または風を吹きたてるか)(雪，雨，風がひ

どいときに家の者が外出していると祖母が心配してこう言ったという N)。

8n~リ)とe 111t.あれまああ(感嘆のこえ)。

8n81188 mt.あー(賛嘆，慨嘆の意): 8n8Il88 8nθθ.あー痛いな一。 J

8IlII18 s. racc. 8IlIn8mb81 めす(雌)(とり，さかな，あざらし， うさぎ，きつね

の)一 female.

81lIn8sk8 s. [acc. 8nII18sk88] めすのさかなの皮。

8ni-ni s. [acc. 8nimb8-ni， pl. oninil Gl はは(母)-mother: daaji 8ni-ni 

racc. daaji 8nimb8-nil 祖母および自分の氏族内の尊属男子の配偶者(その夫は

父より年長)-grandmother， aunt / nuuci 8ni-ni [acc. nuuci 8nimb8-ni] 同

じ氏族内の叔父の配偶者および傍系尊属男子の配偶者(その夫は父より若し、)

aunt / ;;}nini amini両親 parents / bal.Jixani 8nini実母/8nilu母親がある
/8ni18印刷母親がない。

8ni1]8S8-Ili s. [acc. onIIpss08-nil 亡母-d巴ceasedmothcr. 

8nir8 s. racc. 8nir8mb81 ままはは，継母-stepmother. 

onnee-ni v. [pc1f. 8Il8X8-ni] 禁忌を犯すとばちがあたる，禁忌を犯さないように

している 8口lloun禁忌とすること(犯せばばちがあたること)/ tawwaa 

giramburi onnouri火をまたぐのは禁忌だ。 /08kt;mnee xusonIleep8 

giran.Jilli 811Il8uri.女が男(がねているの)をまたぐのはばちのあたることだ。

/ Ill08tt8kki onneeni.かれは自分にばちがあたらないように気をつける。/

8n8mi xo.Jixaniばちがあたるからかれはやめた。

811Il8 s. racc. ollnoIllbo] おかあさんー mamma (mothcr， infmmal familial 

tC1m): daaji 8IlIl8 [acc. daaji 8IlIlO口lb81 おばあさん grandmamma / IluuCi 

8IlIl8 racc. Iluuci OIlIl8Illbo] おばさん aunt / OIlnooこどもが母親を，また

母親がこどもをよぶとき言う。

8IlllOl]O日 s.死んだおかあさん。

onu a.いた(痛)い(ちょっと痛いときに言う)(この語は述語として使う):8Ileθ 

いたいな一。 /kθ1・ektebiOllθe.歯がいたいな一。

olludo s. racc. olludd;Jol やっとこ(鍛冶のときこれで鉄をはさむ)-1mn tongs. 

oIlulli-lli v. rpc1f. 8IJUluXO-Ilil 病気になる。

OllUSHJL v. rpclt・8Iluci-llil いた(痛}む，いたがる，病気になっている pall1. 

bc in pain. fccl painful. bc ill: 811usillIlee S. lacc. 8nusillIleep;Jl病人 sick 

person / miIli bokkoIllbi OIlusilliわたしの腹部が痛む。 /bii 8Ilusi wi わた

しは痛い。おれは病気だ。 / bii bokkombi ollusiIli.わたしはおなかが痛い。/

.fili.f.fi oIlusiniかれはあたまが痛む。
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8nuu s. [acc. 8nukkθθ] 病気-diseases， illness， sickness: 8nllkkθθ ok{iccini 

病気をかれは治療している。

8nuuli a.いた(痛)い-painful; s. [acc. 8nuulleel: 8ri kθrθktθ8nuuli.この

歯がいたい。

8nuW8 s. [acc. 8nukk881 なベ(鍋)，かま(釜)-pan‘pot， [風習〕先妻が死ん

でめとった花嫁は，死なないように戸口で(くまの肉を煮る)大きな ;:1nUW;:1を片

足で踏んでほakseeb8εJiJJi t制 nJi)入る。

8pi s. [acc. 8pimb8、pl.8pinill 男子に対して妻の父と妻の直系尊属の男子，女子

に対してしゅうと(男)と夫の直系尊属の男子および夫の傍系男子(夫より年長)

fath巴r-in-law，巴tc.

8psiIJi-ni v. [p巴rf.8psiJix8-1】il かたづける，ほうむ(葬)る put in order， tidy 

up， lay (a dead person) to r，巴st:dugba ;JpsiIJini.家をかれはかたづける。/

buccinneep8 8psIJ]ini.死人をかれは葬る。 /uliI]gaJi 8psiIJini手厚くかれは

葬る。

8r8I]8ci adv.このようにー likethis: 8r8I];Jci andusu.こういう風につくれ。

8rg8 NJ s. [acc. 8rg8mb81 いき(息) J唱のど J，いのち N-lif，巴 8rg8ni

x8tud8X8niかれの命が絶えた。 N/ 8rg8n I]onimi.かれの息は長い(潜水も長

くつづく)， J / 8rg8kki 88risini人はのどを通していきをする。 J

8rg8pCu J a.ながく走っても息ぎれしない 8rg8〆unari (または ul却) いくら
走っても息がつづく人(またはとなかい)。

8ri pron. [acc. j8W;J] これ， この this [pl. 8ril， acc. 8rilb8， j8lb8、pl.8ris81， 

acc. 8ris8lb8この人たち]:j8duここに-here / 8rinnee [acc. )8nneep81 こ

の人。 /8rriitarriiこれとそれ，だれもかれも。

8rk;J a.のろい-slow: s. [acc. 8rk88]: 8rk8 ulaaのろいとなかい/giccini 

。rk8かれの歩くのはおそい。 /8rbJiゆっくり slowly / 8rbJi I]8nIl8u 
ゆっくり行け。

8rk8ullee-ni v. [pclf. 8rk8ubx8-ni] おそくする，おくらせる Jeewi

p;:1limbθθCimi ;:1rbulleeni 自分のあいぼうがいそいでいるのにかれはゆっくり

する。

8ru s. [acc. 8rumb81 1.とき(時)-time: j88 ;:1runduいまごろ(きのうの)/

xai 8rumb8ni xalaccurig且いつまで待っているか。 2.料理したたべもの。

8rucci-ni 1 v. [perf. 8ruCix8-ni] 待ちわびる issiwani8ruccini.かれの来るの

をかの女が待ちわびる。

8rucCi-ni 2 v. [perf. 8futtux8-nil 料理する-cook・;JfUCCUfi料理 cooking/ 

d;:1ppee 8ruccuri食べものをつくること/ ;Jrumb;J 8ruccini.料理をかの女は

61 
8ru叫'8

する 0

8ruW8 s. [acc. 8ruW8mb8) 着物 (t8tuW8)の上に着るもの sinaktalu;:1ruW8 

毛のある 8ruW8(baldaやdaan且mi)

3S8;:1nd8 s.人名(男，Patalaさんの夫)，

8S8l;:1 s. [acc. 8s8l8mb81 とかげ lizard. 

8sglisi-ni v. [perf. gsgliCi-ni) なめ(草案)す (tθttθやkgdgrgのなめし用具をつ

かつて)・ nattaa8s;Jlisini皮をかの女はなめす。

8S8rgi a妊娠している(人聞が)-pr巴gnant (woman); s. [acc. gS8r8kkee] : 

8s8r8i 88kt8妊婦。

8S8rgipcci-ni G v. [p巴rf.8s8r8ig8cix8-ni) 妊娠している。

gS8f8kki-ni v. [p巴rf.8S8r8ix8-ni) 妊娠する-become pregnant. 

8si adv.いま(今)-now: 8si s8ks8今晩/ 8si cimai今朝/8si geedaraもう

一度/ceeneepciduu 8sid8l8 biiwi.きのうからいままでぼくはいる。/

8sigd88こんどは/8sigd88 bii I]8nneel8mi.こんどはおれが行く(交替で行く

とき)。

8sii advいまからちょっとまえ 8siiit8x8mbi.いまからちょっとまえにおれは見

た。

8sim8kθθadv.このごろ-recently: 8sim8kθθ sind且X且IIIこのごろかれが来た。

8sim8u adv.はじめて 8sim8uIt8X8mbi.はじめておれは見た。

8sin8I]i adv.きょう(今日)-today: 8sin8I]i in8I]i今日。

8sin8IJi〆1a.今日の お in8I]i〆ipokto今日通った足跡(きつねの)。
8si-ni v. [X p巴rf.8cCi-ni) ・・しない(つぎに来る動詞を否定する)-do巴snot: 

8sini saafaかれは知らない。 /8ri miniI]!Ji 8si bee これはわたしのものでな

い。 /8siwi.わたしはいやだ。/8 IJee ummee飲むな。 /8IJee(または8IJee

8IJee)いけないよ(だめだめ)(こどもなどに言う)。

8sipci a.今の s.[机 8sipceel:8sipCi nariいまの人 [ant. goro〆inari) 
/ 8sipcee g811eewiいまのをわたしはほしい。

8sk8 S. [acc. ;)sk~XJ) かれい(ごしょごしよかれい)(魚)。

3sk8 S.人名(男)，俗称(本名はK伺 reenu)。

8t8xxi-ni v. [perf. 8t8xuX8-ni) あず(預)かる，自分のところにおいて保管する一

take in charge， have charge of，看護する nanI]I]ee8t8XUX8111.他人のものを

かれはあずかった。 /bii bicixX88 8t8xxiwiわたしは手紙をあずかっている。

/ pUtt88 8t8xxi pUtt8子を守りするこども。

8tt;JUm8Cci-ni v. [perf. 8tt8um8Cix8-ni) 用心する(病気やけがをしないように，

けんかしないように):m88pi 8tt8um8ccini.自分自身についてかれは気をつけ
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る。

;;Jtt;;Juri-ni v. [p巴lf.;;Jtt;;JuxJ-ni] 見張る，番をする-watch: dugba ;;Jtt;;Jurini.か

れは家の番をする。

;;Jtt;;JUWθθnji-ni v. [perf. ;;Jtt;;JUWθ@ごとi-nil 番をさせる。

;;Juccee-ni v. [p巴rf.;:Jut;:JxJ-nil 川や海の方へおりて行ってまたもどって来る。

;:Jl出-niU v. [perf. Judux;:J-nil くだる(さがる)，くだ、つでもどって行く I]oisai

;;JuduxJniやまから川または海の岸の方へかれはくだった。

;:Jul;:Ju s. [acc. ;:Ju!;:Jkkθθ] 川のふかいところ，ふち(淵)。

JUPJcci-ni NG v. [p巴rf.;;JupJCix;:J-ni Nl やまからおりる(何回も) N.くまが川

辺のいつもさけをとって食う場所へやまからくだる。 G

;:JuTIiccee-ni v. [p巴rf.;:JuriitJx;:J-nil もちあげようと思いとりかかる。

;;Jurin;;J砧;;J s.何cc.;;JurinJi比四] (トランプの)スペード。

Juri-ni v. [perf. ;;Jux;:J-nil (やまに対して)川や海の方へくだる，おりる come 

down: I]oisai ;;Jurini.川や海の方へかれはおりるロ

;;JuriI]I]ee-ni G v. [perf. JuriI];;Jx;:J-nil: xoldoskoo JuriIJ;:Jx;;Jni.棺をかれは木の

株 (mugd;;J;:J) を切って根もとの上にすえた(このすえ方の高さは低い，この棺は

丸太でつくる)。

;;JurTI-ni v. [perf. ;;Jurix;;J-ni] もちあげるー lift 伊a/aIii;:Jurrini.自分の手でかれ
はもちあげる。 /xud;:Jullee Jurrini.重いものをかれはもちあげる。 /mθθIkki

;;Jurrini.水からかれはすくいあげる。

;:Juwu S.こちら ;;JudumJこれの方 N/ ;;Judum;:J nariこちらの方の人 N/

;:Jukkiこっちへ N/ ;:Jukki I];:Jnneeni.近くへ (nim;:Jよりは遠くへ)かれは行

く。 (taukkiI];;Jnneeni.遠くへ(まちまで)かれは行く。ニ対シテ) U 

;;JWwee s. [acc. ;;Jwweep;:J] こちらの方一 thisway [ant. tawwee]: ;:Jm;;Jccuuこ

こから，これから-from here. from now / ;:Jm;;Jccuu d;;JpCini.これからかれ

は食べる。 / ;:Jw;;Js;;Jiここへ，こちらへー thisway. here / ;:Jw;:Js;:Ji sind却

こっちへ来い。-Com巴 her巴.

g 

gaaccee-ni v. [perf. gaatt昌X昌-nil むかえに(またはとりに)行ってくる。

gaaji s. [acc. gaajjee、gaakkeel からす{鳥)(gaak gaakと鳴く)-crow: gaaji 

joloni石炭。
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ga且Ijukki-niv. [perf. gaajuuxa-nil いちゃつく(男女や夫婦が)・ ωitakki

gaajukkini自分の妻とかれはふざける。
gaajuumacci-ci v. [perf. gaajuumaciga-Cilふざけあう(たとえば若い夫婦が)。

回 aki s.からす (gaajiの幼児語)一 crow.;剖kta s何cc伊ak刷つるこけもも(湿平にあり，赤い実がなる)(やちフレツ
プ.この植物全体またはその実をさしていうわ。

g制 lji-ni v. [阿 gωιnil (雨や雪が的)やむ一叫 (川raini叫i

t印ugd;;Jga制al研J戸ini雨がやむ。 /simana gaaljini.雪がやむ。
gaalli-ni v・[perf.gaalixa-nil 互いの間でよめをくれたりもらったりする 〔婚姻慣

習) X昌lamuna;;Jsici ga丘llee.おなじ氏族の者同士は夫婦縁組をしない(禁忌，

ウイルタは族外婚)0 / tuW;;Jmun;;J ;;Jsici gaallee.姉妹の子同士は夫婦縁組をし

ない(平行いとこの結婚は禁忌)。

gaan s. [acc. gaambal はがね(鋼鉄)[<漢鋼]。
gaanji-ni v. [perf. gaanduxa-nil 自分のものをとりに行く，とりにもどる。

回 anni-niv. [perf. gaanixa-nil むかえに(またはとりに)行く。

;LLa剖an…I
f!aarUwa s. [同acωc.ga昌ruw昌mba剖lとげうお(り川l川札|し，湖にいる)九。

;a昌S山 iv. [perf伊部uCi-nil なんどもとりに行っている:句oskombo

。aasusini. (引越のときに)荷物をかれはなんどもとりに行っている。 u
ga;jla s何cc伊 ballaal こどものための偶像(産後産婦のねている上につるす)。

gaballee-ni v. [p巴rf.gabalaxa-nil欲ばる m;XWJθmθθkθg油昌lleeni.自分ひ

とりでかれは欲ばる。

gada J a.木がはえていない gadad;;Jtu (またはnaa) 木のないやち(または土

地)0

f!aiccee-ni v. [pelf. gait昌X且-ni] (まだ買わずに)買いにかかっている。

galagMv i阿 gaj仰ーnil ねむくない，ねむれない(こどもについてもいう)。

32て;cfzz::fa1Z1!?2JZL桃山とい
のもも。

gajau s・[acc.gajakkool 1.なぞなぞ(ウイルタ族の口頭文芸のジャンルの一つ)

-riddle; 2.小指のとなりの指(手足の)，くすりゆび ring fmger 

伊叱叱勺ttT-7tニ:::
s回orimiσ叩昌cc白ini.けんかしてかれは勝つた。/asωi gajini妻を(自分の妻に)
かれはもらう。/(婚姻慣習) 1叫 aktanixωpu伽
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puttg;:mi ;Jsini gadaある男のむすこはその男の氏族に生まれた女のむすめをめ

とらない(この種の交差いとこの結婚は禁忌)0 / C婚姻慣習Jpund且duniXUSg 

putt;Jni n且且d且ktabi;Jgkt;J putt;J;Jni g且tjini.ある女のむすこはその女の生まれ

た氏族の男のむすめをめとる(この種の交差いとこの結婚は好んでおこなわれる)。

/g且musi-ni v.買いたい/g且wwoonJi-ni v.買わせる。

ga1Ji-ni v. [pen.伊duxa-ni] もって(つれて)くる(行く)(自分のところへ)一
bring: g且cCimbig.且l1Jini.買ったものをかれはもってくる。 /putt;Jbi 
g且dux且niかれは自分のこどもをつれて来た。

gakkoo s・[acc.gakkoo] [<日がっこう]: gakkoo purilni dUI]ni学校(この語

は自分の母親が使ったという N)/ g且kkoodUI]ni学校。

g且ksee s. [acc. g且kseep.且]かたほう(片方)← oneof a pair 
gaksi s. [acc. gaksimba] 胎盤 plac巴nta:putt;J g且ksini後産 afterbirth. 

gaksigd且 S かたほう(片方)-one of a pair: g丘ksigd且biini片方しかない。

/g且ksigdageul片方の擢。

gala s. [acc. galamb且] ばち(罰):ba且xaniputtgt;Jini galani x且且kp.且ccini親
の生んだ子に親が悪いことしたばちがあたった。 /galamb且;Jnneeni.ばちがあ

たることにかれは気をつける。

galli田ni v. [pen. galuxa-ni] きら(嫌)う一 dislik，巴 saI]n且mbagallini.たばこを

かれはきらう O

galloonJi-ni U v きらわれる tarinari goi n且ridug且llonJiniあの人はほか

の人にきらわれるo

gam且su s. [acc. g，且m且sumba，pl. gam且suill むすめの子(そと孫)，男子に対して

他の氏族に嫁した傍系女子の子 daughter' s child. 

g且niccee-ni v. [p巴n.g.且nit且X且-ni] 買いに行って来るo

g且nni-ni v. [p巴n.g，且nixa-ni] 買いに千子く。

ga〆i-ni v. [pen. gaptuxa-nil 買える。
g且f且 s. [acc. garr却] えだ(枝)一 branch.

g且rpan且si-ni v. [pen. g，且rp.且n且ci-ni] なんどもし、(射)る。
g且rp.且ndaccee-ni v. [p巴n.g.且rp.且ndatax昌司i] 矢を射に行って来る。
gar戸e-ni v. [p巴n.garpaxa-ni] し、(射)る， (日が)さす-shoot， shine: suun 

garpeeni 日がさす(日暮れの太陽の直射，これがあると翌日は晴天という )0 / 

burigii (またはbkbji) garpeeni弓で(または矢で)かれは射る。

garu s. [acc. garumb且l となかいやあざらしの皮製の(ももまである)長はばき

(きやはん)(夏用は X且raps且製，冬用は毛皮製)一 leggings.

gas且1 s. [acc. g，且ssa且l とり(烏)一 bird.
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gas且1 s. [acc. gasamba] むら(村)ー village.

g且saa G s小さい鳥.とりの形の弥次郎兵衛のおもちゃ little bird， balancing 

toy. 

g且sanneeni s. [acc. gasanneepaml 村の人 gng且S且nneeniこの村の人。
t g且ssee-ni v. [pcn. g.且sax且ーllil 心配する bc worricd: t且nnan aJaJl 

I];Jngxgnりuuugasseeni.その人が無事に行ったかしらとかの女は案じる。 u

g且tacCi-ni v. [pcn・伊tatuxa-m] 液果をつみとって来る 伊 tattooppooわたし

たち(し、ちごを)つんできたんだよ。

gat且tja G s.となかいのひづめー ulaagat且tjaniとなかいのひづめ。

g且tanni-ni v. [pen. g，且tanixa-ni] (液果を)採取に行く siduxumbg gatanmm. 

かの女は液果をとりに行く。

g且tannoonJi-ni v. [pen. g，且tannoocci-ni] こけももの実などの液果をとりに行か

せる。

gatasi-ni v. [p巴lf.gataci-nil (液果を)採集している siduxumb;Jgatasini.液

果をかの女はとっている。

gat且u s. [acc. gatakkool こけももの実がたくさんなっていていつもそれをつむ場

所。

f!，且un且Xl s. [acc. gaun且xxeel おか(丘)十 hill

一丘川凶 NU a うす寒い，ひえびえする(たとえば夜だんだん寒くなっていくと

きのはじめの寒さ)。

geed.丘 num.[acc. geedd且a] ー，ひとつー on巴 geedannee s.何cc

geedanneepal ひとり one pcrson / geed且bee妊娠一か月一日rstmonth of 

prcgnancy / geed且X且臼同一氏族/geed且ra adv.一回一 oncc/geed(且r且)

geed且r且たびたび/Joon geed且r且十一回一巴lev叩 times/ Joon geedalta十

一回一巴lcv巴ntimes / xori geedar昌二十一回 tw叩 ty-on巴times/ xori 

geedalta二十一回 tw巴nty-on巴tlmes.

geeg，且 5・[acc.geegamb且l あご(下あご，おとがし、)-chin. 

geeji a.あお(青)い N，みどりのおよびあおい U，むらさきの M (j1oogdoと

soogdoの中間の色 J) ← bluc司 orgrcen and blue司 orpu中le: s， [acc. 

geejim旬、 geejjee]

Geeld制 nu s. [acc. Geeld剖 numbal 北川|源太郎氏のウイルタ名。

geelumJi-ni G v. [p巴lf.geelumjix丘一ni] ほどける(くつのひもが):utta 

Sθθ，ksθni geelumjini.くつのひもがほどける。 u

geem且da1 s. [acc. geem且dd剖] 仕事をせずぶらぶら歩きまわる人。

geem且da2 J s.けずったもの， (野頃のウイルタのことばで)andumaをさす。
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geen s. [acc. geemba] まち[おそらく<満 giyai.漢街J(この語はきいただけで

自身は使わないという N)。

geeIJIJee-ni v. [pelf. geeIJaxa-ni] いぬがなく(打たれたときのなきかた)。

geepinJi-ni U v. [pclf. geepicci-ni] ちょっと削る。

geeri-ni v. [pclf. geex丘一nL] けず(削)る(小万で)-shavc (a picce of wood. 

ctc.): 1l100( wo) geerini木をかれがけずる。 /kuCigJnJi geerini小万でかれ

がけずる。 /illaumba geerini木幣をかれがけずる。

geerri-ni NJ v. [pelf. geerixa-ni Nl 仕事をせずひまつぶしにぶらぶら歩きま

わっている，となりまたそのとなりとあそびあるく。

geesapsa s. [acc. geesapsa且lけずりくず(小万で木偶神像をつくったあとなどの

U)。

geesu J s.墓のかこい。

geesuu s. [acc. geesukkoo] ゃなぎなどの木を削る小万(削り花をけずり，また神

像をつくるのにも使う)-knifc. 

Geetta s.ウイルタ族の氏族の一つ，南カラフトにはいない-clan name. 

geewa NJ s. [acc. geewamba Nl 夜明けの東の空の薄明，夕暮れの西の空の薄

明 duluugeewandul昌明け方に(うす明るくなったころ)N / geewa 

nimmaa biini.タ明かりがまだある。 N/geewa (またはgeewanJ) tuuJ]ini. 

Hが暮れてうす暗くなる。 GJ

Geewaanu s.人名(男，Naiputunneeni氏族か，Torisa氏族か)， Piron}oonu 

さんの子息。

geewannee-ni NGJ v. [pcrf. geewanaxa-ni NJl 明け方日の出まえ東天からうす

明るくなる NGJ，夕暮れ残照とともにうす暗くなる J:geewa geewanneeni.明

け方空が明るくなる(明けの明星が残ってgeewanneeniのあと一旦またすこしく

らくなったのち夜があける (inneeni))oN 

geewwi-ni v. [perf. geewixa-ni] (けだものの)骨から肉をはなす(小万で): 

girapsaa geewwini.骨から肉をかれは切りはなす。 /geewimi dJptuxJni.骨

から肉を切りはなしでかれは食べた。

geu s.獣の一種(しかの一種か)。

geuksa s. [acc. geuksaa] ごまふあざらしの当歳のもの。

geul s. facc. geulbal 丸木舟のかい(擢)(両側各一本をひとりが左右の手で交互に

こぐ)-oar: geul nari擢をかく人。

geula s. facc. geullaal 魚皮でできている糸(魚皮をぬうのに使う)。

geuliJJi-ni v. fpelf. geuliduxa-nil かし、をかし、てもどる。

geulimJi NG s. [acc. geulimJee Nl ふねのかいをかく人(かいのかきて)。
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geulipinJi-ni v. [perf. geulipicci-nil ふねのかいをかるくあまり力を入れずにか

く。

geulli-ni v. [perf. geulix且nil かいをかく，こ(漕)ぐ row: ugda且geullini.

舟をかれはこぐ。

geun s. [acc. geumb呂l銅 coppcr: geuma白anikk且銅製やかん。

geuxaatu s. [acc. geuxωtumba. all. geuxaatutm] 浮浪者，こじき(乞食)

bcggar.一つの物語 (SaXUfl)の主人公，この語は人をののしるほburree)のに

も使われる。

gJcuwJri s. [acc. gJcuwJrreel 清(満洲)の麟鍛服(ウイルタ人の宝物，MaIJbu 

人から買ったもの)[<満 gecuheriJ. 

gJJ int. 1.さあ(男がでかけるときなどにいう):gJJ l)dnneeSu さあ，行こう ;2

語り物 (DLIJmaa)や架空物語 (saxuri)を語るときそれにこたえてきれめきれめ

に入れるきき手の合いの手。

gJJgdJ a.きれいな clcan [ant. tJlbJJnuulil: s. [acc. gJJgdJmbJ]: gJJgdJ 

mθθ きれいな水/biini gJJgdJかの女のくらしはこぎれいだ。

gJJJi U a.自分のものをなんでも人にやるような性質をもっ gJJJi nari上記の

ような性質の人。

gJJm s.みんな，全部 all， whole: adv.すっかり gJJmJidJ〆!DL固かれはみん
な食べる。 /mini bJjJbi gJJm uli/]ga occiniわたしの体はすっかりよくなっ

た。

gJJri s. [acc. gJJrree] 頭蓋骨。

gJikkee-ni K v.競争するほJjjini)(幼児語):gJibmi競争してはJ!m!). 

gJiIJfee-ni v. [pcrf. gJII]dJxJ-ni] 競争しに行く。
g司ji-ni v. [pelf. gJixJ-nil 競争する-compete: gJimusi-ni v.競争したい/

pjjθθn}i-ni v.競争させる。
gJlbee-ni v. [pclf. gJlbJxJ-nil 立ち木をきる(木をきり，枝をはらうJ)(まきを

つくるために切る (moolisini)のではなく，なにかつくるために):oksoo 

paawurraani gJlbeeniとなかし、ぞりの台木の木をかれはきる。 /oksokJωo

andubuJ]i gJlbeeni.となかいぞりをつくるために立ち木をかれはきる。

gJlbu s. facc. gJlbθθl なまえ(名前)(gJlbuをもつのは人，いぬ，となかし、)

namc: d∞WU gJめu(ni) 本名/ojuu gJlbu(ni) 俗称，あだ名/sini gJめusi
X且ig剖おまえのなまえはなんというか。 /x且iJigJlbuluWJかれはなんてなま

えか。 /tari nari SJlJJi g;1Lbuluあの人はシャラというなまえだ。

gJlbullee-ni v. [pelf. gJlbu!JxJ-nil 名をつける-givc a namc to: puttJJ 

gJlbulleenιあるこどもの名をかれがつける。 /xaiJi gJlbu!JxJ/】!gJかれはな
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んと命名したか。

g:Jlburisi-ni v. [pclf. plburici-nil 名をつけてよんで、いる。

g:Jlburri-ni v. [pClt'. g:Jlbllrix:J-nil 名をつける-givc a namc to: putt:J:J 

g:Jlburriniあるこどもの名をかれがつける。 /xaiJi g:JlbllrrilJLg:J かれはなん

と命名するか。

g:JI8.JJi-ni v. [pClt'. g8bdllXコーnil 返してほしいど思う. (自分のものを)さがす

look for onc' s OWII lost objcct: l1J:J:JniJ]リipblJini.自分のものをかれは返し

てくれと言う(またはさがす)0 / w:J:Jd:Jg:Jcci g8b.JJiniかれはなくしてしまっ

てさがす。

g8bnd:Junji-ni v. [pclf. g:Jbn正buci3i-nil さがしに行かせる。

g:Jbn]ee-ni v. [pClt'. g:Jbn(bx:J-nil さがしに行く :J:Jkt<1:J g:Jbn.Jeeni女(よめ)

をかれはさがしに行くロ NU/ narree g:Jbn]eelJL 人をかれはさがしに行く。

pllee-ni v. [pclf. g:Jbx:J-nil ほしい，もとめる，さがす-wish for， dcsirc 

(scck for) ， look for: goci baramba gJlleewi もっとたくさんおれはほしい。

/θsUIi g:Jlleeniかれは自分の妻にほしい。 /xθ!wθ g:Jlleesig:J.なにをおま

えはさがすのか。 /sirθpoktooni g:Jlleeniやまとなかいの足あとをかれはさ

がす。

g:Jr:J! J s.わなの仕掛けのなかのわな本体ロ

g8r8J]i-ni G v. [pclf. pr8]ix8-nil 太陽のまわりに光環が生じる suun 

g:Jr8]ix8ni.太陽がまわりに光環を生じた。

g:Jr8m8si-ni v. [perr. g:Jr8m8Ci-nil たくさんかけたわな (puta)を見まわってあ

るく，仕掛け弓 (d88I]gur:J) についてもいう puttaag:Jr:Jm8sini.わなをかれ

は見まわってあるく。

g8r8mmee-ni NU v. [perf. g8r8m8x8-m Ul わなになにかかかっているか見に

行くー putt剖 g:Jr8mmeeni.わなをかれはしらベに行く。 N

g8ng8 G s針金の輸のわな・ tuksa (またはu]8g:J) g:JfIg8niうさぎ(またはじゃ

こうしか)のわな。

g:Jng:J口t]i-niG v.通りみちに針金の輸のわなをかけるu

g:Js:J adv.いっしょに togethcr: buu g:JSJ l]:Jnneesu.おれたちいっしょに行こ

う。 /mindu g:JSJ l]:Jnneesu.おれといっしょに行こう。

g:Jt;)_IJi-ni v. [pclf. g:JtJdux:J-nil さめる(酔し、から):tari nari s(汰towocci

P t 8.lJ ill iその人は酔ったあと酔し、からさめる。

g:Jun a.あ(空)いた g:JUll duxu空き家/tari duりneelJLgJU II あの家の人は

るすだ。

g:JX:J pal1.まで ealag:JXJそこまで。
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f!icci a.つめたい(急につめたい水に手を入れたときなどに言う)(この語は述語と

して使う):gicci ;)_JJee dapp山.つめたい，っかむな。 /giccee.つめたいなー。

/ giccee 1]ωlabee.つめたいなー，おれの手がよ。

g山 i山 v.[pclf. gLt附 I山ある仇く(人間，けもの，しらみが)-walk 

giccisi-ni N v. [pclf. gicCici-ni. conv. pClf. giccigaccil 町 gicisi-niNJ v. 

[pclf・gicici-ni.conv. pClf. giCigacci Nl つめたく感じる，つめたがる 8n 

mθθ giccisini (または gicisini)この水はつめたい。 N/ bii giccisiwiわたし

はつめたい(水に手を入れたとき )0 N / b:Jj8bi giccisini. (おれの)からだがつ

めたい(水に落ちたとき)ロ N

giccuuli a.つめ(冷)たい-cold ‘ s. [acc. giccuullee、all.giccuulitail 

l!iccuuli mθθ つめたい水。
gida s 何cc.g刷剖]やりさき G.やり(槍)(くまをとるとき使用) NG一lan∞

sDcar. 
gidaccトniNU v. [pcrr. g凶 Cixa-niNl 1入れる(何回も) N: 2やりでさす

(何回も)U 

gidθkku s.パイプやきせるに差しこんで掃除する棒。

gidala s. [acc. gidalalllbal とんぼ。

gidalθccee-ni v. [pClf. gidalataxa-nil 入れて(そのままにして)し、るー

sal]nθmb且padudootoini gidalaωxamたばこをたばこ入れの袋のなかへかれ

は入れておいた。 U/ puut剖 dootoinibuddaa gidalataxani.袋のなかへ米を

かの女は入れてあった。 U

gidallee-ni v. [pelf. gidalθxa-ml 1入れる(一回):sal]a dookkeeni gidalleeni. 

あなの中へかれは入れる。 /xun丘且ptumb且gidalleeni.ゆびわをかの女ははめ

る。 / l]aalibi gidal且X且ni.(そでに)かれは手を入れた。 2.やりでさす(一回)0

gigd且rr】且is.言い張って意地を張る人ロ
gigJee-ni v. [pelf. gigdaxa-nil 他人の言うことをきかずに意地を張るo

giil]i s. [acc. gii(Jeel 銃の薬爽 ca山idgc[<ロ r川 b3aJ. 

}!iiri-ni v. [pcrf. giix:J-nil ぬ(脱)ぐ，ひろげる(ほすために)-sprcad out: 

t:Jtukk;;;J:J giirini. (そとへ)きものをかの女は(ほすために)ひろげる。/

tJtukki (またはkOlllUUmbi)giinniかれはきものをぬぐ(またはうでをまくる)

(けんかのとき)。

giJiee-ni v. [pclf. gidaxa-ml やりをさす(何回も)-picrcc with a spcar: gida]i 

gIJ]eeni.やりでかれはさす。 /gid丘口lIwθaxamかれはやりでさして殺した。

gikt.且iJ]i-niU v. [perr. giktaidux丘-ml 家から追い出す giktaiddu.追い出せ。

/ mini J]ibi mimbee giktaiduxaniわたしの夫がわたしを家から追い出した
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(けんかして別れた妻が言う)。

gilb~ s. [acc. gilb~mb~] 人の乗るそりのあとにつないで行くとなかい(このとな

かいも荷をつむそりを引くことがある)。

gilb::m]i-ni v. [pclf. gilbJcCi-ni] 人の乗るそりのあとに別のとなかいをつなぐー

dθθ ulaaba gilb;JcCini二匹のとなかいを乗っているそりのあとにかれはつない

だ。

gilCi-ni v. [pclf. gilCixa-nil うずく，ずきずきいたむ PUj8gilCini.きずがずき

ずきいたむ。 /naami gilcini化膿して(はれものが)うずく。

Gib;J s. [acc. Gibkb;J] ニプフ人・ニクブン人(ギリヤク人)-Nivkh 

(Gilyak) . 

gibptu s.何cc.gil;Jptumb;Jl腕輪(中国からの渡来物)一 bracclct.

gibxin]i-ni NU v. [pclf. gil;Jxicci-ni] ひかる suungibxin]ini.太陽が直射す

る。 N/ suun;J gil;JxicCini.日光が直射した。 U/白anikk丘gil;Jxin]iniやか

んがぴかぴかひかる。 NU

gill;Jm U adv.ぎらぎら(酒に酔ったりして目が光るさま):gill;Jm occini.目が

ぎらぎらしてきた。

giltaram]i adv.はずれて giltaram]ituux:Jni. (小万が持つ手から

(IJaalakkeeni))はずれておちた。

gip.丘li a.つないでない gipaliIJindaつないでないいぬ。

girakcee-ni JU v. [pcrf. giraktaxa-ni ul おおまたに歩く l またぐ U:a且

alukkoo giraktaxaniあっ(置いてある)茶碗をかの女はまたいだ。 u

girakta s.歩幅 giraktanigooliかれの歩幅は大きい。

giran]i-ni NJ v. [pclf. giracci-ni N] またぐ ananneegiranJiwiおれは年を

またいで越す(越年する)， J 

glrapsa s. [acc. glrapsaa] Iまね(骨)- bonc. 

glraXX1-/Jl NJ v. [pclf. glraxuxiト1ll N] またぐ d可回も) NJ，あるく N，

gln s. [acc. girree] はま(浜)(砂地の岸)-sandy bcach. 

giripsa s. [acc. giripsaa) 皮や布を裁断したあとの切れはし。

girbptu s. [acc. girbptumb8] (一枚板の)たな(棚)(日本家屋や丸太づくりの

家屋の)-shclf. 

girree-ni v. [pclf. gir8xo-nil あまぐもや霧に晴れ間がでて空が見えてくる :boo 

glrreelll.空が晴れ間を見せる。 /talllna girrini霧が晴れ間を見せる。

glrn-ni NU v. [pclf. girixa-nil 衣服の型を裁つ(衣服をつくるのに，はさみのな

いむかしは小万 (gISlruU)で) N、切る(はさみで) U: bussoo girrini布をかの

女が切る。 U

vzt
、、41訟
む

71 
glslnJI-lll 

gisinJi-ni v. [pcrf. gisicCi-ni. conv. pClf. gisikkacci] 太鼓を打つ-beat a flat 

dlUm: daallee gisill]ini太鼓をかれは打つ。

gisipu s. [acc. gisipumb丘1 (太鼓の)ばち件、ぬのすねの毛皮でつくる)

drumstick (musical) 

gisiruu s. [acc. gisirukkoOl 皮や布を裁断する小万(さきがまがっている，女が使

ぅ，gisiruuのとなかいの角製の柄は縫ったあとをのすのに使われる，また，

gisiruu はしらかばの樹皮を切るのにも使う)-knifc. 

gobdonJee-ni G v. [pclf. gobdondoxo-nil てん(紹)をいぬに追わせて木に上

がったところをとる猟に行く S80pp8;JリindaJigobclonJeeni.かれはてんをい

ぬをつかってとる猟に行く。

gobJee-ni v. [pclf. gobdoxo・1111 いぬにてん(溜)の足跡 (pokto)を追わせ，てん

がいぬにほえ立てられて木にのぼったところをとるい、ぬにとらせたり，鉄砲で打

ちおとす):IJin正1aJigobJeelliかれはいぬに追わせて猟をする。 / Sd~pp8d 

gobJeelliかれは着目をいぬに追わせて猟をする。

goccee-lli v. [pclf. gotoxo-llil あばれる(酒に酔った人などが)。

goccii adv.来年 goccii allanllee来年に U/ goccii allallnee goCi issiwi.来

年またおれは来る。 U/ gocCii cigaakkeelli再来年に N.

goccisi-ni v. [pcrf. goccici-nil 、gocisi-lli v.しょっぱい，塩からい

d且usulapulasUl]datta goccisilli塩づけにしたさかなはしょっぱい。 /8ri

sib gocisiniこの汁は塩からい。 /dalambi goccisilliわたしの関節がだる

。、
し

goccuuli a.しょっぱし、 salty: s. [acc. goccuulleel: dausu goccuuli.塩は

しょっlまし、。

goci I adv.また，もっと-again. mo陀 gociitOX81liまたかれは見た。 N/

goci b丘rambabθθru.もっとたくさんくれ。 N/ goci goci IJdlllldUriiまだ

まだもっと行くのか。 U

goci 2 part.ね llareegoci人だね。 /Jri kuCigd8 goCiこれは小万だねロ/

のiuuk且agociすこしだね。 /aj且agociいいですよ件、いかとの聞いへのこた
え)， / ;Jri goci.これよね(女が言う)。

gOI a.ほかの，月IJの，ちがう othcl二diffcrcnt司 s. [acc. gOIWθ1: gOl/lnee s. 

[acc目 gOlnneepal 他人，よその人 somconc outsidc onc、sfamily / 

goinlleeリリ1S ・ [acc 占winnee~)l]eel 他人のもの/j弓Jigoiこれとちがう。/
lllLlJJi (またはlllLnduu)goi naflおれとちがう人/goi xala (自分とはちがう)

ほかの氏族/

gOL lIaa外国 forcign counll)' / goi bee来月 ncxt Illonth / goi goiいろ
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いろの。

gojjou a傷ついた gojjou gasa鉄砲のたまで傷ついた，鳥。

goJJeekta N s. [acc. go1Ieektaa Nl、gOj]igaktaJ S 口蓋垂。

golbo G. s.さかななどを干す掛け木の設備(泊，ll】 N)においてその四隅にさきが

またになっている棒を立てその各二本の棒の上に平行的にわたしてある棒(この2

本の棒の上に何本かの棒をわたしてさかなをかける)。

Go(Jii s. [acc. Go(Jikkeel ナーナイ人(コ、ルデ、イ人)-r、lanai (Goldi) 
goloo s. [acc. goloolllbo] 長い木をきってできた丸太(まきにするのにきったよう

な)0

goodu G s産卵期のさけ・ますなど(ぶなけ)(xairree j;)w;)rri sU/]datUl) 

goodu dawa産卵期のさけ(ぶなけ) N / gooduθθrθ 産卵期のます N/

goodu suりdatta産卵期のさかな。 G

goodummee-ni v. [pcli'. goαfU/】Jaxa-nij 産卵期のさけ・ますを産卵場所にとり

に行く。

gooduu NG s.産卵期のさけ・ますがいてそれを捕獲する場所(浅し、)0

gooJJi-ni NG v. [pelf. gooduxa-nil さけ・ますがぶなけとなる G

gooli a.大きい，ひろい(歩幅が)(Cf. girakta) 

goolmosi-ni v. [perf. goolmoci-nil 鉄砲で打ちおとした烏をつなをつけたいぬに

とりに行かせる:g，昌ssaagoolmosini.打ちおとした鳥をかれはいぬにとりに行

かせる。

goopu s. [acc. goopumba] ふねのさお(流れの急なところで使う)-pole for a 

boat. 

goopullee-ni v. [perf. goopul昌X丘一nil ふねをさおをさしてすすめる。

goorri-ni v. [pelf. goorixa-nil とりの羽毛がぬけかわる(しろやまどり

(kabbeelmはそれにより夏は黒，冬は白と色もかわる):gasa goorfllll.とりの

羽毛がぬけかわる。

goro a.とお(遠)い far [ant. laxal: adv.長く(時間上): s. [acc. gorrool : 

gorolo it;)x;)/】Jbi遠くからおれは見た。 /tawasaiり;Jn;)peegoro biisiiそこ

へ行ったら長くおまえはいるか。/口Ja/]gagoroo ;)ccimbi iu;);]大変長い間ぼ

くは見なかった。

gorolJi-ni v. [pclf. gorolci-nil (滞在期間などのある期間が}延びる，長くなる

bii gorolJiwi ぼくは滞在期間が長くなっている。 (biigoro biiwiと同義)

/ tari nari gorolJini.その人は滞在が延びている。

goropCi aふる(古)い，むかしの-old: s. [acc. goropcee. pl. goropcisal 

(昔の人たち)]:goropciduむかし(往時に)/ goropcinnee s. [acc. 
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goro，〆inneepal 昔の人。
gOSllllUSl-nl G v. [pelf. gosillluCi-nil にくく居、ってし、る。

gOSlpSl a.にくらしい(この語は述語として使う): ;Jn;)/】.J;)gosipseeあー，にく
たらしいな一。 j

gosipsuuli a.にくらしい gosipsuuli nariにくたらしい人。

gOSSl-lJl v. [pclf. gosixa-ni] にく(憎)む hatc: caa naritai gossiniその人を
かれは憎むo

gossuusiIJginJini貧困などで生活にくるしみつつ bii gossuusiIJginJini biiwi.お

れは生活に苦しんでいる。 /gossuusiIJginJini siinJ_lJiniかれは貧乏にくるし
む。

gellθθkku u s.まき(薪)のおきば(家のまえ):gellθθkkut;)i moo gaa/】nuま
きおきばへまきをとりに行け。

gθlθs. [acc. gθ11θθ1 逃げまわってつかまえられないとなかい gθllee 

dapaicceeni.逃げまわるとなかいをかれがつかまえようとしている。 /gθlθ

ulaa逃げまわってつかまえられないとなかい。

gθlenJiーniNJ v. [pelf. g'θlθcci-ni Nl 逃げまわってつかまえさせない(となかい

が):tari ulaa gθlθnJiniそのとなかいは逃げまわってつかまえさせない。 J

gθθlθn.Ji-ni I v. [pelf. gθθlθcCi-ni] 水がすむ・ mθθgθθlθnJini水がすむ。

gθθlθ.nJi-ni 2 v. [pelf. gθθlθ'ndux;)-ni] 水がもとどおりにすむ。

Gθrg'θ旬、 Gergulu s.北川五郎氏 (Daaxinneeni氏族，亙者)のウイルタ名。

1899年(ないし 1890年代後半)に留久玉で生まれたのち，野頃に住む。オタスに

学校ができ，こどもを通学させるため，オタスに移る。 1958年北海道に移住，

1978年死去。

gθrpθCCi-I】1 v. [perf. g.θrpθL~ix;)-ni] のぞく paawakkigθりJecciniまどから

かれはのぞく。 /s丘駅lkkigθrpθcCiniあなをかれはのぞく。 /sU/]dattaθ 

gθrpθcciniさかなをかれはのぞく(草でつくった輪休;)rgl)を氷にあけたあな

をかこむようにおき，覆い (guidめをかぶってそのあなをのぞき，かぎのついた

棒(taasuma)で氷の下の魚のよあかし (juwakkasi)を突いてとる)。

gudakta s. [acc. gudaktaa] ひげ(くち，あご，ほほの)-moustache， bcard司
whiskcrs. 

gudaktauna a.ひげのいっぱいある sひげのいっぱいある人:gudaktauna 

l11!fl (またはmapaaccm ひげのいっぱいある人(またはじいさん)。

gu正bcCi-ni v. [pelf. gud;)cix;)-ni] なんどもさく，やぶく(手で)-lear: bussoo 

gud;Jcix;J口i.布をかれはめちゃくちゃにさいた。

gud;J1Iee-ni v. [pelf. gud;Jd;)x;J-nil さ(裂)ける be 10m: t;)tuw;)bi 
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gudJdJxJni.おれのきものがさけた。

gudJnji-ni v. [pclf. gudJcci-nil さく，やぶく tear: bussou gudJnjinI.布をか

れはさく。 /xausalba gudJnjini紙をかれはやぶく。

gugda a.たか(高)し、-high [ant. nJktJl: s. [acc. gugdaal: gugda nariた

けの高い人/gugda xurigJ高い山/gugdaji Jurrini.高くかれはもちあげる。

gugdala s. [acc. gugdalambal 高さ，身長 statllre. 

guicci-ni v. rpcrf. guicixa-nil ことづける(ことばを)・ naritaiguiUini人にか

れはことづける。 /suun guiUini 日がおちるときタやけをする(翌日は天気が

よくなるという)。

guidJ s. racc. guiddJJl 円錐形小屋などのおお(被)い(なめし皮や魚皮や布(て

んじく木綿)を使用)一 hlltcovcr. 

guinji-ni v. [pclf. guicci-nil 両手を上へあげてひろげ体をのばす nariguinjini. 

人が両手を上へひろげて体をのばす。

gUiptJl]i s. [acc. guiptJI]IJeel 円錐形小屋の外側をおおうもの(小屋の骨組みの

seesiI]iの上にかけておおう布，魚皮，白樺の樹皮 0)。

guiri-ni v. [acc. guixJ-nil 円錐形小屋のおおいをかける，家屋のまわりをつくる:

dugba guixJni.家におおいをかれはかけた。 /guid;;，ji guirini.家のおおいを

かれはかける。

guja s.何cc.gujjaal 犬歯-caninc tooth: uj;;'J gujaniじゃこうしかの犬歯(く

ぴがまわらなくなったときのくすり)。

gujallee-ni v. [pclf. gujalaxa-nil つので突く(一回):ulaa gujalleenI.となかい

がつので一度つく。

gujamacCI-ni v. [pclf. gujamacixa-nil つのを突き合ってあらそう。

gUJJ・ee-ni v. [pcrf. gujaxa-nil なんどもつのて、突く。

gulJeebJ a.かわいそうだな-: gujjeeb:l nariwaa.かわいそうだなー，人がよ。

/ gu]Jeeb;;， puttJW;JJ.かわいそうねー，こどもが。

gu]Jeel;;，s川 iv. [恒p巴dι.g♂gu]Je白ebc“ιiι-イ-n凶I
p町， ¥ove: joboxomboni guffiεel;;，sIniかれが苦労したことを別の人がかわ

いそう lにこ思う。 /puttJ;;' gu]Jeebsini.こどもをかれはかわいがる。

gu]JeelJuli a.かわいそうな-pitiful: s. [acc. gu]Jeel;;，ulleel 

gulCi-ni v. [pclf. gulcix;J-nil ひろげる(ほすために)-sprcad Ollt: buokkeekki 

t;JtuWJbi gulとiniそとへかの女は自分のきものをひろげる(ほすため)。

gulturisi-ni v. [pclf. gulturiCi-nil 疲労感をもっ，くたびれる gulturipcci

JSl/ll t;JJr;J 疲れてしまってかれは起きない。 U

gulturuuli a.くたびれた:uilbumi gulturuuli はたらけばくたびれる。

75 gultuxi 

gultuxi 0 s.ものを掛ける棒。

gulu 1 NOJ s. [acc. gulumbJ Nl 魚の背(腹の白い部分に対して背の黒い部分 N)

NOJ，背びれ G

gulu 2 OJ s.となかいの三歳のめす(はじめて出産する):gulu JigJniとなかいの

四歳のめす。 J

gulucCI-ni U v. [pcげ.gulucix:l-nil けむ句やすすでくろくする，いぶす。

gulupCi-ni U v. [pclf. guluptuxJ-nil すすでくろくなる，いぶされてくすむ
:lnθθ gulupcini.なべがすすでくろくなる。 /natta guluptuxJnI. (となかい

の)なめし皮がすっか句あかくなった(いぶして色がついた)。

guluu 0 s. やま (purJ) へ行き家屋をつくらず野宿して火をたくこと。

guluxu s. [acc. guluxumbJl 布南を巻いたもの，反物 busuguluxuni布を巻い

たもの/geeda guluxu一巻き，一反。

gum却 rinikka N. gumaanikka U s. [acc. gumaarinikkaa N司 gumaanikkaa

Ul 財布 [<ロ 6YMa)l(}{H!U . 

gumaska s. [acc. gumaskaal かね(金)-moncy [<ロ 6YMaAKal.

Gunarauda s.人名(女.Napkaさんと同じ歳くらし、)。

gupJlipinji-ni v. [pcrf. gupJlipicCI-nil となかいや馬がちょっとぶるっと身ぶる

いする。

gupJlli-ni v. [pcrf. gupJlixJ-nil となかいや馬がぶるぶると身ぶるいする。

gupipinjルniv. [pclf. gupipicCi-nil ちょっとふるう。

guppi-ni v. [pelf. gupixJ-ni] ふるう(ちりをおとすため)-shake: bussou 

guppini.布をかれはふるう。 /acaraimba guppiniご、みをかれはふるっておと

す。

guppθθadv. ~、つも，毎日- always. cvcry day. 

gurJi a.ひろ(広)い broad司 widc rant. cII]gil: s. racc. gllrJkkeel: naa 

gur:li土地がひろい。

gurJIIee-ni v. [pclf. gUfJdJxJ-nil ほどける， (まるまっているものが)ひろがる

-sprcad out: natta gur;zueeni.皮がひろがる(縮んだ皮を手でのばしたので九

/ urpitJkki gurJdJx:lni. (きものが)縫いめからほころびた。

gurσlli-ni v. [pclf. gurJlixJ-nil ほどく(巻いたものを，からまったのを)，ひろげ

る(たとえば頭布 (bilaatU) を)-llnravcl‘sprcad Ollt: Cikkaaccilllbani 

gurJlliniからまったのをかの女はほどく。 tokpougu rJlliniひもをかれはほ

どく。/bussuu gUf;Jllini布をかの女はひろげる。

gllsa s. [acc. gussaal 刺し網のくい(杭)の棒(水中に刺して立てる):gllsabi 

illuurini自分の刺し網のくいをかれは立てる。 /gussaa toundu.uini.刺し綱の
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くいをかれはひきぬく。

gusi I s. [acc. gussee. all. gusit;Ji、gusitail わし(鷲)(おおわしGl-eagk: 

gusi beeni二月 Februal)'. 

gusi 2 s. [acc. gusimba. pl. gllsinill 母の生まれた氏族の傍系男子-llnclt‘ 

cOllsin (malc): laxa (またはgυrυ1 gUSl血縁関係が近い(または遠い)上記男

子。

gllll I S くも(虫)の大きいもの t ，l，lnコnjigllllni大きいくも。

guu 2 G s.: guu oroktυ/llとりかぶと(食べれば死ぬ，アイヌは矢につかう 1/

bkk;J glluni矢の進んだみち (ροktο1[cf.ア ku (弓1，ニ K'V (矢IJ

guugulau s. [acc. guugulc/θθ. guugllldυυ‘alL guuguldut;Ji] ちょうちょ(う)

(蝶々 )，蛾 bllttcdly‘moth.

guulimbθθkkiccee-ni v. [pel1'. guulimbθθkkit;JX;J-1J il でかけてもらおうとして

いる o

guulinduJ1i-ni v. [pcrf. guulindux;J一郎、 guulindudux;J-nil 自分の家へ向って出立

する。

guu!in]i-ni v. [pcl1'. guu!icci-ni、conv.pelf. guu!ikbceil でかける，出発する

go out， dcpal1. 

guullee-ni v. [pel1'. guu!;;JX;J-nil 神が長い間遠くへ行って来てつかれる(亙人の用

語)。

guumicCi-ni v. [pel1'. guumiCix;J-nil それまでの姿勢では見えないものをおきあ

がったり，のびあがったりしてみる。

guusinji-ni v. [pcl1'. guusicCi-ni. conv. pelf. guusikkacCil駆けだす，はしりだ

す(となかいなどが，また汽車が)。

guwwee-ni v. [pel1'. guwax丘一/lllほえるい、ぬが)-bark. 

ibaxa II sおてんばむすめ。

ibaxaralJi-ni U v. [pcl1'. ibaxaraJixa-nil はしゃぐ(陽気なむすめが1:ihaxa 

ibaxa ra.l7iniおてんばむすめがはしゃぐ。
icalpi s. [acc. icalpee] 草の一種(食用1(コシャケ)。

icarllu NJ s. [acl'. iearllkkυοNl ざる(竹製1[<日いざる(あるいは，いざる

+こIJ。

77 lCCee-nL 

iccee-ni v. [perf. it;;Jx;;，-ni] み(見)る-see， look: itt;;，u.みろ。一 L∞k./
tωmUS1-nL v. [perf. it;;，muci-ni] みたい-want to see / itt;;，un]i-ni v. [perf. 

itt;;，ucCi-ni] みせる，みられる-show， be seen. 

icikpan]i-ni G v. [perf. icikpacCi-nil かおすがたをからかう(ひやかす): 

narree iCikpan]ini.人のかおすがたをかれはからかう。

id;;， s. [acc. idd;;，;;，] 脳(人間・となかい・くま・烏・魚の)-brain. 

id;Jm;Ji GU a.あたまのいい (masi)。

19oori s人名(男.Naiputunneeniか.Torisaの氏族)[<ロI1ropbJ. 

ii int.はい，いいえ(返答)-yes， no: ii biini.はい，それはあります。 /ii 

anaa はい，ありません。

iiJ1i-ni v. [perf. iidux;;，-ni] 自分の家にはいる。

llm;JU a.新鮮な，いきのよい-fresh : s. [acc. iim;Jkkθθ]: iim;Ju sUIJdattaい
きのいいさかな。

iinduw;J s. [acc. iinduw;Jmb;;，かiindukb;;， このどちらかわからないという] にかわ

(kamdu)を入れるのに用いる様皮製容器。

iinjee-ni v. [perf. iind;;，x;J-ni] やすむ(休息する).仕事をやすむ ;Jsin;JIJi

iin]eeni.きょうかれはやすむ。

lIIJUW;J s. [acc. iiIJuw;;，mb;J] わか木。

iip;;，cci-ni U v. [perf. iip;;，Cix;;，-ni] 戸口から出たり入ったりする。

iiri-ni v. [perf. iix;;，-ni] はいる-enter: duktai iiriniかれは家へはいる。/

mθθkki iirini.それは水へしずむ。 /bii j;;，;;， u!iss;J;J ;;，nuw;;，t;;，i iiriwi.わたし

はこの肉をなべへ入れる。

iiw;J s. [acc. iiw;;，mb;;，] しゃくし(木(白樺)製，なべからとるのにつかう)。

iiw;Jr;;，si-ni v. [perf. iiw;;，r;;，Ci-ni] しゃくしをつかう，しゃくしでもる(くりかえ

しなんども): ;Jnukk;;，;;， iiw;;，r;Jsini.なべをかの女はしゃくしでなんどもかきまわ
す(こげつかないように)。

lIw;;，rree-ni v. [perf. iiw;;，r;Jx;;，-ni] しゃくしをつかう，しゃくしでもる(一度か二

度): ;Jnukk;;，;;， iiw;Jrreeni.なべをかの女はしゃくしで一度か二度かきまわす。

iiwuccee-ni v. [perf. iiwut;Jx;J-ni] 入れておく。

iiwucci-ni v. [perf. iiwuCix;J-ni] 入れている(何回も)。

llWwl-ni v. [perf. iiwux;J-ni] いれる let one come in. 

iJJee-ni v. [perf. idaxa-ni] むだ骨折りにおわる g;;'!;Jm]eeidaxaniかれはほし
がっていたが得られなかった。

ikkuCi s. [acc. ikkuccee. all. ikkuCit;;，i] (何匹もの)いぬをつなぐところ(草の

やねがある)(アイヌやニプフのところにある):IJinda ikkucini.いぬのつなぎ
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場。

ik]XJ s. [acc. ik]XJ;Jl たきぴ(狩猟・液果採集・さかなとりのときの野外での)。

ik]XJcci-ni v. [perf. ikfXJCixJ-nil たきびをする。

iktJ NJ s. [acc. iktJ;)-ni N] くま・いぬの犬歯 N，くま・とどのきぱ (sutta) J 

(この語は，老人が使うが自分は使わない N.ウイルタはあまり使わずキーリン人

(KiilbJ)の語であるという J)。

ikt;JmJccee-ni v. [pclf. ikt;Jm;Jtt;JX;J-llil くわえている-hold a thing in onc s 

mouth: mOOlllOOlllbi ikt;Jm;Jtt;JxJniかれは自分のパイプをくわえていた。/

IJinda girapsaa ikt;Jlll;JCCeeni.いぬが骨をくわえている。

iktJm;)nJi-ni v. [pcrf. iktJIT】Jcci-nil かみつく bitc: IJindθiktJmJcc in i.いぬ

がかみついた。 /nalmakta ikt;)lll;)ccini蚊がさした。

ikt;)nJ s. [acc. ikt;)nn;)Jl となかいの三歳のおす。

il且a num. [acc. ila且mbal 三，みつつ-thrcc: ila且il且且nJiみつつずつ/ilaa 

I且リgu三百 three hundrcd / il剖 mlリga三千 threc thousand / ilω 

dugba (またはil伺 mbadugba) anduCini.三軒の家をかれはつくった。 /mini

sJulbJwwee ilaamb且 (またはminiilaa sJulb;Jwwee) anduttaariおれのとも

がし、(擢)を三本つくってくれ。 /ilaannee s. [acc. ilaanneepal 三人一 thrcc

pcoplc / illee-ni三か月め(妊娠や生後の月数)-third month / illee 

dolboniIJulliその三日めの晩に/illeepimi三回め/ilaalta adv.三回一 thrcc

timcs / ilaattUI]aSaみつつ全部。

il且且ndoonum. [acc. ila且ndoowol 三十 thil1y. 

ilaaragda G num. 3l!頁し、っしょにいるとなかし、[<エ H凡apar月aJ

ilamau a.はずかしい(この語は述語として使う):ilβIIIθU ;JSlWlはずかしい，わ

たしいやよ。 /ilalllakooはずかしいなー。

ilamauli a.はずかしい-shamcflll: s. [acc. ilamaulleel 

ilall1ausi-ni v. [pclf. ilamauci-nil はずかしがる bc ashamcd: 1ll;J;Jll]i 

ilamausini自分のことをかれははずかしがる。

ilcee-ni v. [pclf. ilt;JxJ-nil あきる bc satiatcd: (bptumi ilt;Jx;Jni.かれは食べ

あきた。

ilda s. [acc. ildaal あざらしや魚のあぶら，あぶら(油)-oil. 

ilipt.且iadv.たてに(垂直に):iliptai illuuriniたてにかれは立てる。

ilisi-ni v. [pelf. iliCi-nil た(立)っている bc standing: nari ilisini人が立つ

ている。

Ilj且且nu s.人名(男，Naiputunneeni氏族)。

illau s.何cc.illaumba] けずり花，けずってけずり花をつけた棒，削りかけ，木幣
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(宗教儀礼につかうぬさ)-ritllal offering in the form of a wooden staff with 

attachcd wood shavings， wood shavings: aalaxi illau亙者のかぶりものをつく

るけずり花 G/ bJJbJccuri illau， bJ;)b;)ci illau， b;)JbJccini illau神への供

物につかうけずりかけ NG/ cilldpu illauつえの木幣 N/ darapi ill且u (ねど

この下に敷く G)けずりかけ N/ daruwa illau小さい神柱の木幣 N/kaami 

illau胴にまくけずり花 G/ kaammee silittauri illau 胴まき (kaami)を編む

けずり花 N/ kUI]gaa illau 上記のdarapiillauと同じ，体の具合が悪いとき

つくる G(さきがふたまたリθadara)になっている N)/ nisimi illauほそいけ

ずり花 G/ puulburi ill川、 puubpt;J ~Ji illauおはらいのけずり花 NG/ tuuru 
illau神柱につけるけずり花 G/ tuuru l)aalani ill且U 神柱の手のけずり花 G/

ugda illauふねにつける木幣 G/ uiccuri illau司 Uipt;Jl]iillau手足にしばりつ

けてあるけずり花 G/ xabJil illauはば広くけずったけずり花 G/ xauwun 

illauきよめのけずり花(からだをふくけずり花) N. 

illaucci-ni v. [pclf. illaucixa-nil けずり花を何回もけずつでつくる。

illauri-ni v. [pclf. illauxa-nil けずり花をけずつでつくる。

illee-ni v. [pclf， ibxJ-nil なめる lick. 

illi-ni v. [pclf， ilixa-nil た(立)つ(立ちあがる)，立ちどまる stand喝 stop:nafl 

illini.人が立ちあがる。 /gitumJibJ eaclu ilixaniかれは歩いていてそこに立

ちどまった。

illoonJi-ni v. [pcrf. illoocCi-nil (人を)立たせる。

illuu s. [acc. illuumb;Jl (あざらし皮や麻の)つな，ひも(そりににもつをしばる

などにつかっ)。

illuuri-ni v. [pclf. illuuxa-nil 立てる(たとえば柱を)-makc stand‘crcct 

oksokkoo illuurilli となかいぞりをかれが立てる(また使うのに雪がふってその

下にならぬように)。

ilmi s. [acc， ilmeel ij工門 anus 
ilta s. [acc， ilt剖] 毛なみ(てん，かわうその):iltani uliリgaその毛なみはいい

(つやつやしているん

iltaalusi-ni v. [perf. iltaaluCi-nil みが(磨)く polish: geuma c且且nikkaa
iltaalusini.銅製のやかんをかれは磨く。

immi-ni v. [perf. imuxa-nil まねする imminari人の言う通りにする人(催眠

術にかかったように)[くニ 11M月b，ア imuJ 

ina s. [acc. inamba， pl. inaill 女子に対して夫の傍系の男子(この男子はその女子

の夫よりすこし若しりおよびその女子の傍系の女子の夫(この男子の妻はその女子

より年長)- (for a fcmalc) husband' s yOllngcr brothcr， cldcr sistcr s 
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husband. ctc 

indullluska s. [acc. indulJluskaa1 なみT三-tcar. 

in;:llJw a.おかしい(けいべつの意でも言う)(この語は述語として使う):tan n日n

baajuu inJnw.あの人はなまけものでおかしい。 N/ tari nari inJlllU あの人

はおかしい。 N/ inoJ11θθ おかしいねー。 U/ ta ri nari ilJOlllθθ その人はおか

しい(かわっている)ね- LJ 

inolllusi-ni v. [pclf. inomuci-ni (*inOlllUSUという命令形はない)1 おかしがる，ふき

だしたし、 tarinari inonwsini.その人はおかしがっている臼

in:Jllluuli a.おかしいー funny.amusing: inol11uuli nariよく笑わせる人。

1110リ1s. [acc. 111;Jリgee1 ひ(日)，ひるま-day， day-timc: geedθino!Ji一日/

dθθ inoリiふっか/υlo!Jitaldaar】iおひる nool1 / inogi taldaani 

dulleekkeeni (またはコム:eeliduni) ひる前に/caa inoリリeeuibxoni.その日に

かれははたらいた。 /inoリiin::J!Ji毎日 /inogi doppi昼食 thc nOOI1 mcal 

inogipci aひるの υlo!Jipci budaおひるのときの(おひるに炊いた)ごはん/

LI】3リipciddPpiおひるのたべもの。

indpinji-n i v. [pclf. Il】:Jpicci-ni1 ちょっとわらう。

indPub1Ji-ni U v. [pclf. Ill:Jpubjixo-ni1 ばかにして笑う，あざ笑う ふ!a

nar ree inopublJini.その人をかれはばかにして笑う。

LI】dsi-ni v. [pcrf. indCi-ni1 わらう laugh: narポllldSllll.人をかれは笑う。

inikta s. [acc. iniktaa1 塞丸一 tcsticlc.

innee-ni v. [perf. ir】:Jxd-ni] (夜が)あける (the day) brcaks: j:Jd dolbonnee 

illdddbo tddCImbi昨夜夜のあけるまでわたしはすわっていた。

innduri-ni v. [pclf. innduxo-ni1 夜をあかす・ tariddkto clolbonnee innOUl111 

UrplXOlJl その女は夜をあかして縫いものをした。

inw]ai NJ s. [acc. inu伊iwa，inUl]akkee N1 はまゆりの根(またはこの植物総

体)J 

lfaui-ni v. [pclf. iraduxa一日1] (他人のもの，借りたものを)かえしに行く， (人を)

おくって行く oksοkkoonI IralJInI他人のとなかいぞりをかれはかえしに行く。

/ duktaini ira.lJInI別の人の家へかれはかえしに行く。 /narree iral戸lll.人

をかれはおくって行く。

irollloccee-ni v. [pClt'. Ir::Jlllコto瓦d-nl] もらいに行ってくる。 nilllotoI

IrolllocceenI.近所へかれはもらいに行ってくる。

IrdlJl:Jsi-nI v. [pclf目 Ir:JlllocI-nI1 くれとたのむ，せがむ doppeeIr0I110S1111た

べものをかれはくれとたのむ。/saりnal11baIromdsInIたばこをかれはせがむ。

Ir0I11111ee-nI v. [pclf. ir;Jl11oxo-nI1 もらし、lこf予く。
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lr:J〆ind s， [acc. ir:J戸innod] かんな(飽)(両刃，っかむところがあって両手でつ
かむ)。

irga s. [acc. irgalllba] 模様，文様(刺繍などの)。

lrgee-lJl v. [pcば.lrg，日Xβ ni]t莫様をつけるー decoratcwith a pattcm: tOkPOllli 

irgeeniかの女は撚るように模様をつける。

Irgo s.何cc.Irg:Jmbコ、 pl.Irgoil] むこ，よめ，直系尊属の配偶者。また，男子に

対して， (その男子より若し、)傍系者の妻。女子に対して， (その女子より若し、)傍

系者の夫および夫の氏族内の(夫よりかなり若し、)傍系者の妻 son-in-law 

daughtcr-in-law， ctc 

irki NJ s. [all. irkitai N1 はぐき(歯茎):uwwee irki上のはぐき J/ polIee 
irki下のはぐき J

lrree-11l v. [pclf. iraxa-ni1 とどける dclivcr: bicixxoo irreeni.手紙をかれが

とどける。 /nir】lJt:Jiirreeni.近所へかれがとどける。 /narree irreenI.人を

かれはつれて行く(道に迷った人を行きたいところへ)。

ISWlptu s. [acc. Isaaptulllba1 めがね-spectaclcs， 

isaaptulaccee-ni U v. [pclf. Isaaptulataxθni] めがねをかけている tari nβn 

(isaaptun]i) isaaptulacceeniその人はめがねをかけている。

isaaptullee-ni v. [pelf. isaaptulaxa-ni] めがねをかける IS剖 ptunJi

Isaaptulleeni.かれはめがねをかける。 u

isal s， [acc. isalba] め(目)-cye， トランプのクラブ，スペード，ダイヤ，ハ}

トのしるし adu li isalli網のめ/isal mθθniなみだ/isala anaa.目がない。

ISO J s.かけすの一種(烏)。

lsplln NU s.何cc.lspllrree， all. Ispiirit:Ji N1 アルコール(酒)[<ロ CsHpTJ

Issi-ni ( v. [pcrf. isuxa-ni] かえってくる じomcback: alJlilllbi issl11iわたくし

の父が帰って来る。

issi-ni 2 v. [perf. isixo口l](手で (l)aali}Ji))つ(摘)む(草を)，むしりとる(鳥の

羽を)-pick (a grass)‘pluck (a bird): oroktoo IssInI草をかれは摘むσ

/ nilllk taa issiniくつに入れる保温用の草をかれは摘む。 /gωsaaISSII1l.か

れは烏の羽毛をむしる。

lstaa 1 sズボン(皮でつくった)[<ロ山T3HblJ

lsuiccee-ni v. [pclf， isuitaxa-ni1 帰りたい tarinθri duktakki isuicceenI.そ

の人はうちへ帰りたい。

ltaIkka s.人名(女，Waaleetta氏族生まれ)。

LtaりgI s. [acc. Itaりgee] 椀(干申にそなえるのOObdC(.~Î) のに使う，これはアイヌか
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ら買ったもの)。

italJgili NU s. [acc. ital]gillee Nl. itaaりgiJ s.てんとうむし。

it;:Jcci-ni v. [pclf. it;:Jcix;J-nil みている，みつづける:goroo it;Jcix;:Jni.かれは長

くみていた。

it;:J;:Jlli-ni v. [pclf. it;J;Jlix;:J-nil 互いに見る，しばらくぶりに会うー1Jl;:J.J/);J

ηl;:J;:Jp;Jri it;J;Jlig;:JCl かれらは互いにしばらくぶりに会った。 /Xιiddaa

;")funduni (またはxaalitldaa) it;J;Jlibuddθθflいつか会うからな(さようなら

ほrjaka丘n]ibiss;J;Jri)の意)。

it;Jlccee-nl v. [pclf. it;Jlt;Jx;J-nl1 さがす ]11i clkt;:J;Jni lt;Jlcceeni.あたまのしら

みをかの女はさがしている。

it;;md;)J]i-ni v. [pclf. it;Jnd;;Jdux;J-nil 自分の置いて来たものを見に行く。

it;Jnd;Jりu s. [acc. it;Jnd;Jりりθθ1 見に行った人びと。

it;:Jn]ee-ni v. [pclf. it;}/)d;Jx;J-nil みに行く biiit;:Jn ]eett;J;Jおれはいま見に行こ

つ。

it;)〆i-ni v. [pclf. it;:Jptux;:J-nil み(見}える-bc visiblc: XU rigJ it;JpCini.山が
見える。 /Jm;)ccuu itJpcini. laxaここからそれは見えるから近い。

it;Jpdcci-ni v. [pcrf. itJpdcix;J-nil なんどもみる mitt;Ji itJpdcciniわたしの方

をかの女はなんどもみている(言いたいことを口ごもっている)。

!tJ問θn]i-niv. [pclf. it;:Jpθθcci-nil みえるようにする irga1l1baniit;Jpθθml 

JksJxJni.それの文様をみえるようにしてかの女は置いたロ

itoo s. [acc. itokkool みやげ。

itoollee-ni v. [pclf. itooloxo-nil 手みやげをもって行く xoldoxosUlJdattaa 

itooloxoni.干したさかな (mauri)をみやげにもって行った。 U

itt;:JunJi-ni v. [pcrf. ittJucCl-nil みせる。

itto s. [acc. ittombol 調理用の横長のはち(木製，両端に文様が刻まれている，材

料をこれに入れておしつぶして調理し 1l101llや IJlUSlをつくる)-woodcn 

m0l1ar. 

ittoo s. [acc. ittoolJlbol 木製小ばち(調理具 (itto)を小形にしたもの)，神供に使

用 xudur;Jci ittoo尾(つかむところ)のついた木製小ばち(海神

(n】θθkkeenneel】i)に供える食器)。

iwacci-lll v. [pclf. iwaClxa-nil (火を)たいている。

iwan]i-l】iv. [pclf. iwacCl-nil た(焚)く makca firc‘fccd a firc: 1】1Oo]i

lwanuまきをくべろ。 /tawwaa iwanJini.火をかれはたく。

iW;:Jcci-ni v. [pclf. iWJox;J-nil わ(割)る(まきを)-chop (wood): 1l100WO 

iW;Jcciniまきを(まきにする木を)かれは割る。
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iw;)C;J s. [acc. iW;Jbmb;)] めすいぬ(雌犬)-she-dog. 

i W;JltJ S. [acc. i W;Jlt;J;J] 割ったまき(薪)。

ixa s. [acc. ixamba] うし(牛)-cow， bull. 

iXJrJ s. [acc. iX;Jrr;JJ] あかり(ろうそく，ランプ，電燈などの)一 light.

iX;Jrree-ni v. [pclf. iX;Jr;JxJ-ni] あかりをつける。

J 

v lW;)C;) 

j剖 ccee-ni v. [pclf. jaataxa-ni] 分娩する-givc binh 10 a child: tari ;);Jkt;J 

jaataxani目その婦人がお産をした。/(風習〕生まれた子が死ぬことをくりかえ

すと，そのあと生まれた子はからの;JnuW;Jに入れて炊く。その子は母屋外 (boo)

で産んでaundauのcokkoかθltθlθから家へ入れる。

jaadara sふたまた・ ja丘dara11100ふたまたになった木/jaadara poktoふた

また道。

j剖 rja s. facc. jaaj昌mba] うた(歌)-song. 

jaajala a.歌を歌うのが上手な jaajala nari歌の上手な人。

jaajandaccee-ni v. [pcrf. jaajandatax昌司1] 歌をうたいに行って来る。

Ja且Ijjee-ni v. [perfj剖rjaxa-ni] うたう-sing. 

j剖ilJee-ni v. [pclf. jaadaxa-nil っか(疲)れる(亙者の用語)。

jaakki-ni v. [perf. jaawuxa-ni] さかなのjaawuをつくる:jaakkoo jaakkini.か

の女はJaawu;をつくる。

jaakpa s. facc. jaakpθl11bal いくつもの金属片を腰につるし腰を振って音をたてる

度事用具門

jaa1ll I LJ: jaalll ja(i1)1l1わさ叫わざ.わざと/jaam ja1l1 xa wasilI !pnneesee.わ

ざわざどちらへあなたは行くのですか。

;aalJJ 2 adv.たくさんの家の立ちならぶさまが遠くから立派にみえることの形容

SθθktθxottοnlJ-θalJl it;JpcIl】t敷香のまちかげがかなたに美しくみえるロ

jaalJlullee-ni v. [pclf. jaalJlulaxa-nil となかいやそりに人をのせて行く

puktun]i‘Jal]geemba jaθ1l1Ulleel】i.いぬの列がひくそりに巡査をかれはのせて行

く。 /ulaaJi jaa1l1ulleeni.となかいにかれは人をのせて行く。

.Iaθn NGJ s. facc. jaamba Nl やまのなかの場所で，木がなくたいらでぬからな

く，となかいの食うこけやフレップがはえているところ。

JaalJbee-ni v. [pclf. jaalJbaxa-nil けだものやとりをとるときそれに向かつて低い
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姿勢でおとをたてずにすすむ j;wl)bami waal1]eeniかれは姿勢を低ぐおとをた

てずにすすみながらけだものをとりに行く。

jaatau s. [acc. jaatakkool うぶや(産屋)(小さい円錐形小屋)。

jaawll s. [acc. jaak.k.ο01 さけを三枚におろし，皮はそのままにし，頭・骨・尾を

除いたもの(肉二枚は切り離される，また乾きやすくするために切りめを入れる，

あなをあけ棒に通して干す，火だなには掛けて干す)。

jabclar adv夜が明けてしらむさま jabclar geewanaxλ1Jl 夜がしらんであかる

くなった。

jali s. [acc. jallee1 にく(肉)(この語は母や老人が使うが自分は使わずllliS;Jとい

"') N)。

Jambukka s. lacc. Jalllbllkkamba1 人名(女)。

jap adv.線を引いたように jap kaltadaxιni. (容器 (alllkkll)が)まんなかにひ

びがはいった。

japtuxi s. [acc. japtuximba1 ゆりかごの頭の方のうら倶1)につけてある小さい木

(bollookto)でつくった矢の形のもの(ゆりかごの背にあたって音をたて，幼児を

あやす)。

./arga s.けだものの一種(聞いたことがあるだけという)。

Jarimbaanu s.人名(男. sθθktθの氏族，Xoldoxoさんの父)。

jaurree-ni U v. [pcrf. jauraxa-ni1 線をつける(小刀 (geesllllまたはSlllasUU)で

線をつける，そのあとで線でかこんだなかを彫るために N)。

jauxxi-ni v. [pelf. jauxixa-ni] 人の世話をする poowi jauxxllllかれは自分の

親類の子の面倒をみる。

jawaccee-ni v. [pcrf. jawataxa-ni1 さわぐ(こどもが，または酒をのんだ人がた

くさんでがやがやと):pllril jawacceeCi こどもたちがさわいでいる。/

soktoxosol jawacceeci酔った人たちがさわいでいる。

./awata s.何cc../awattaa1 飼養となかいのむれ hcrd of reindeer: ulaa 

jawatani飼養どなかいのむれ。

j;xJlCi-ni NU v. [perf. j;J;Jlcix;J-ni] はたらかないであそんでいる，酒をのんだり

してだらしなくしている arakkee umimi j;J;JlCini 酒をのんでかれはあそんで

いる。 N/ ;Jm uilb;J j;J;Jlciniはたらかずにかれはあそんでいる。 N/ naa 

naak plllimi j，l;JlCi/】i方々あるいてかれはあそんでいる。 N/ nim;Jrillli 
j;JalCini隣家に行ってかれはあそんでいる。 N/ sirollli j;JコlCini私通してかれ

はだらしなくしている。 N/ ceennee jaalCixani.昨日かれははたらかずあそん

でいたの U

j;J;Jpillee-ni G v. [pelf. j;J;JpibxJ-ni1 幸運を祈願する G(bssii galleelli N). 
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(人に)懇願する U.

j;Jir:Jgd;J nUffi. [acc. _j;Jirdgd;J;J] トランプの 9 [<エ ernp3rA3] . 

hkimu s.人名(男.Naiputunneeniか，Torisaの氏族)。

j;JIJglll s. [acc. jaIJglllb;J1 けものの一種(見たことはないよし)。

j;Jir;Jgd;J 

];)llrilpnll s. [acc. ];)llriI];Jnumba1 中川和四郎氏 (TalclaaWllSθektθ氏族)のウ

イルタ名。 1914年佐知に生まれ，オタスに居住した。 1955年北海道に移住， 19品目

年死去。

j:JW;JrI l-lll G v. [pelf. j;Jw;Jrix;J-ni] こぼす，魚のめすが排卵する sUIJdatta

xairree j;Jw;Jrrini.魚がたまごを体外へ排出する。

jogjo NJ s. [acc. jogjombo N] 歌をうたうときの長くのばす声 J.

jogjonJi-ni v. [perf. jogjocCi-ni] 歌をうたうとき声をのばす(ふるえ声を出す)ロ

Jojjoonu s.人名(男， Sθθktθの氏族)。

j句00 s. [acc.)正)joombo] たべものの容器(様皮製，andumaより小さい，神像に

供える)。

jojoptoi j s. [acc. jojoptoiwa. jojoptoi1 なまこに類する赫皮動物。

Jokko s. [acc. Jokkoo1 ヤクー卜人 Yakut. 

jolo N s. [acc. jollo01 . ./1010 G s.. 1010 JU s.やまいも，えぞえんごさくの

根(食用)-csculent plant 

jombo G s. [acc. jOlllboo1 銀製の器(オルチャ人 (M勾bll)から渡った，もとは

満洲人のものだろうというん

joodopu s. [acc. jOOdOPUlllba1 魚皮を張ったなかにまめを入れたもの，柄がつい

ていて両手にそれぞれもち振って音をたてる亙事用具。

joonJi-ni NU v. [pclf. joocci-ni] (女が)ぼーっとしてみている，みとれる

)00呼III かの女はずーっとみていて仕事もわすれている (Ciiit;JCimi Cii 

it;JCimi oIJbeeni)， G / tari ;JJkt;J aja xus;Jnneep;J it;Jmi joonJini.その女は

いい男をみて(ほかの人が呼んでも聞こえず)みとれる。 u

)oonopu NG s. [acc. joonopumba N] となかいぞり (oksω)の一番前の湾曲し

た棒 (ceemboo)にひもは;J;JX;J)でむすびつけた一本の長い操縦棒(これでかじ

をとる，すべるのをとめることもある) G，そりを人が引くときにも使う Nー

stick for stecling a reindecr sledge. 

)Ooppo(.~Ci-ni NU v. [peIf. jooppoCixa-ni] (人を)ぼんやりとみている。

./0050 s. [acc. jooS5001 錠 lock

joosocCi-ni v. [pclf. joosocixa-ni] ことばをはっきり言わない(どもるように)。

)oOsollee-ni v. [pclf. joosoloxo-ni] 錠をかける:dugba joosolleeni.家にかれ
は錠をかける。



joosolocc i-ni 
86 

joosolocci-ni v. [perf. joosolocixa-ni] 錠をかける(何回も)。

joosondoccee-ni U v. [perf. joosondotoxo-ni] あざらしとりに行って帰って来

る。

joosondoIJu s.沖にあざらしをとりに行った人びと。

joosonjee-ni v. [perf. joosondoxo-ni] 海獣(あざらしなど)をとりに行く， (春に)

あざらしとりに行く。

joossee-ni N v. fperf. joosoxo-ni] 沖に出てあざらしをとる nammootalJipp.且
joosseeni.海の沖でかれはあざらしをとる。 G

juk NU adv.びっしょりぬれたさま，血ゃうみなどがど、っと出たさま tarinari 

juk cikp昌X昌nt.かれはびっしょりぬれた(雨で)， U / Sddks8 juk n8dX8ni血

がどっと出た。 NU

jumbulJee-ni U v. [perf. jumbud8X8-ni] ずりさがる:juubukb (またはp8ruU)

jumbud8x8ni.スカ」トが(またはパンツが)ずりさがった。 /pin昌bi

jumbud8x8ni目おれの背のにもつがずりさがった。

jumbulli-ni U v. [perf. jumbulixd-ni] 下げる pdrukkijumbulixdni.自分のパ

ンツをかれはおろした。

juubukb U s. [acc. juubukk88] スカート[<ロ旧6KaJ

juurullee-ni NJ v. [perf. juurulax昌ーni N] すべりおちる，すべりおりる(山から

草や雪の上をスキーをつけずにただ足で J):xurigdkki juurulleeni.山からかれ

はすべりおりる。 N

juwakkasi s. [acc. juwak白ssee] よあかし(魚)(湖，川にいる)。

juxa s. [acc. juxamba] わた(綿)-cotton. 

J 

jaa a.たやすい，しやすい， (値段が)やす(安)し、-easy， cheap; s. [acc. 

jaawal: andupuri jaa目つくることはたやすい。 /bりalJeenijaa.それはこわ
れやすい。 /tagJeeni jaa固かれはおこりやすい。 /tamanijaaその値段は安
し、。

jaaragda num. [acc. jaaragd制] トランプの 10[<エ朋par用]

jaar，北 ta s. [acc. jaaraktaal 木の一種(さんちん J)。

jaasil GJ s.五歳のくま G、五歳のおすのくま J.

jaassi-ni v. [perf. jaasix昌ーnil よわいとみる(あなどる)，やすいとみる sii
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mimbee jaassisi.おまえはおれをよわいとみている。 /jaasimi gaととiniかれ

は安いとおもって買った。

ja昌wucci-niNG v. [perf. jaawucix昌一nil けんかのときさあ出てこいと言う N、こ

んなものなんだと言う(あまくみる) G. 

jai G s.樺皮製のかるい舟。

Jakとees. facc. jakceemba] ラシャの布地。

jakka s. facc. Jakkaa] 士こからもの(宝物)-trcasure. 

]akkauna 3.宝をたくさんもっている。

Jakpu num. facc. jakpumbal 八，ゃっつ cight: ]ak戸 e-nt八か月め t妊娠や生

後の月数)-cighth month / .1akpulta adv.八回 cight timcs. 
]akpundoo num. [acc. jakpundoowo] 八十一cighty.

長lkpuragda num. [acc. jakpurθgdaa] トランプの8 [<エ且}{nKypar).laJ

]aksWee-ni u v. fpclf. .1aksidaxa-nil ばかにして声を立てて笑う.噸笑する
xaimi .1aksidaxanee.どうしてかれはばかにして笑ったか。
μI)gee s. facc. ]al)geel1lbal 役人，警官，巡査一 official、policeman.
Jal)geerree-ni v. fpclf. .1al)geeraxa-ni 1 指図する: I)ui]aりgeeral1li;)rdlpCi 
andupulaa だれが指図してこんな風につくられたのか， N / ;)ri lllallla 

xaiwaddaa Cipal ]al)geerreeni. ;)ri orkini.このばあさんはなんでもみんな指

図する。このばあさんが悪いんだ。 N/ ;:>_IJee ja出eerraaよけいなせわやくな。

J / ;);)ktdd beeweel1li JaIJgeerreeni.二つの家族の関に立った入が女をよめに

やるように指図する。 u
]arguli s.妖怪の動物。

Jaun G s.人が野生となかいを殺して雪に埋めたところ(あとで掘り出す)。

Jaun.1i-ni G v. fpclf.]aucCi-ni ] 猟のえものを雪に埋める。
.1awaa NGJ s. lacc. Jawaamba N] 耳あて(この語は Nの伝承するなぞなぞにあ
らわれるが， Jは耳 (seeIl)のことであるといい， Nもそうもいうが， Nは語義が

はっきりわからないようであるの Gによれば，毛皮帽子の耳おおい，この語はオ

ルチマ入 t孔laりbu)のことば交という h

Jawai G s.人名 (D:Jpseenuと同一入)。この入はdapattaari(つかめ}を

]awaccaariと発音した。

.1awal G s.くまの発情期 (asibidapucceeni taldaani) (七月)(この期間くまは
もっとも恐ろしい，くま同土も争う)。

Jaxa s. I acc. .Jaxxaa I 貨幣，ぜに.おかね(この語は，母が使ったが自分は使わず，
力、才〉均 iこgUIJlaskaとし、う NI。

Jaxu G nUI1l 万の上の数の位どり η(CfιlaxlI N.I 
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]ee I S 何cc‘jeewa.pl.タesill あいぼう(相棒)(狩猟・漁労を一緒にするよその家

や氏族の人たちもタesilという)-palincr: ]eesilciあんたの家内(こども・年

寄りをふくめて)/ pUtt8 ]eeniこどものあいぼう (jee)(精神的にあいぼうをも

っと信ぜられるこどもはそれにいじめられるので木で人の形をつくってきものに

つける)。

]ee 2 advーまた(ふたたび)・ JXJpoktokki 1]8n8m]ee ]ee tawasai geeda pυkto 

biiniこの道をずっと行ってまたあっちへ一つの道がある。/‘jee8siwi issoo 

もうおれは帰って来ない。

]eelacci-ni v. [pelt'. ]eelatux丘一1111 連れになって一緒に帰るようもとめる。

]eelasi-ni v. [pcrf. ]eelaCi-ni] 連れになって同行するようもとめる caanarree 

]eelasini.その人にかれは同行をもとめる。 /m88lJ;] ]ee]]i ]eelasini.かれは自

分のつれになるように同行をもとめる。 /]eewi ]eelasini.おれのあいぼうが一

緒に行くようにさそう。

]eeppi-ni U v. [pcrf. ]eeppuxa-ni] 連れのなかまと一緒に行く。

]eeru a.しつこい，ずうずうしい(なんどやらないと言ってもくれという):]eeru 

nariしつこい人 N / ]eerulambani.かれのしつこいこと(ね)0 U 

JeerujJee-ni u v. rpcrf.‘Jeerud且xa-ni1 しつこい tarinari ]eerujJeeniその人

はしつこい。

Jεlbum. ]elburam(i) U advはな水をたらしているさま (naθksanI) ]elbum (ま
たは]elbur，丘m(i) sUI]uccini.はな水たらしてかれはこごえていた。

]eluska s. [acc. Jeluskaa] よだれ-slavcr， saliva. 

]88 int.さて(男が話 (k8S8)のはじめに言う)。

J8wis81 GJ s.六歳のくま。

J8wweenu s.人名(男， sθθ，ktθの氏族)。

Jig.且kta JU s. [acc. Jig.且kt剖 U1 枯れ葉 J，落ち葉 U
Jiiluw8. Jiilθθs. [acc. Jiiluw8mb8、Jiilθθmbθl はえ(蝿)-fly. 

Jiimasi-ni v. [pcrf. Jiimaci-ni] よその家で御馳走になる nim8du ]iimasini近

所でかれは御馳走になる。 /d8p戸eJiim丘Sllll食事をかれは御馳走される。

Jiimmee-ni v. [perf. JiimaxaィJl]およばれして行く nim8t8iJiimax且/Jl.近所へ

かの女はおよばれして行く。

Jiin nllm. [acc. Jiimbコl 四，ょっつー fOllr:戸nJiin.Jiょっつずつ/Jiijjee-ni四
か月め(妊娠や生後の月数)-f，口1I1ihmonth / Jiiltコadv.四回 four timcs . 

.1iindoυnllm. [acc. Jii/l(!oowοl 四十一 fOliy目
戸i-ni s. [acc. .1iiw，-HlI1 (と)おなじくらいのもの，ほどのもの Iυxo 1iimボタン
ぐらいの大きさのもの /n8;JC ig8n .1iini小鳥ほどの大きさのもの/min(i) Jiiwi 
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naflぼくと同じ年ごろの人/m;J8n8 jiiw8ri narilba it8X8pU 自分たちと同年

ぐらいの人たちをわれわれは見た。

.1iktu a.ふとい← thick rant. n8md8]: s. [acc. .1iktoo]: .1iktu mooふとい木/
.1iktu sθθksθふといひも/りωlani.1iktu.かれの手は太い。
.1i1accee-ni v. rperf. .1ilatax，トni] あせをかく-pcrspirc司 swcat:bii .1ilataxambi 
おれはあせをかいた。

ぷlθta s.何cc..1ilatta昌l あせ(汗)-swcat. 
.1i1ba s. [acc. ]ilbaa] 胸のまわり(あるいは胸のまわりに関することか)。
万lda s. racc. ]ildamba] こえ(声)-voicc . 

.1ildamicci-ni G v. [pCIt'. ]ildamioxa-ni] 男の子が青春期になり陰毛を生じ，声
変わりする。

]ildan.1i-ni v. rpclf. .1ildaL~ci-ni1 な(鳴)く(烏，虫が)ー (abird. an inscct) 
sing: gaaji ]ildan.1ini.からすが鳴く(からすが鳴くと女の人が死ぬという )0 / 
koliga ]ildan.1ini.虫が鳴く。 /]ili .1i1dan.1ini.やまや川で死者の声が xuuiiuu
と音をたてる。

万li s. [acc. ]illee唱 all戸litai1 あたま(くびから上の部分)-hcad. 

]iliga N s. [acc. ]iligamba1、.1ileeJ S.: kθθJiliganiちくび N/kθθn
Jileeniちくび J

Jilig8ri s.何cc.]ilig8rree1 てんじく(天竺木綿)。

Jiliku s.あたま (jili)(幼児語): .1ilikumb丘IIIその人のあたまを。
Jilim‘aco-ni v. [pCIt'. ]ilimacix且ーni] あたまをはちあわせする 88kt8nnee 

]ilimacimi sorimaconi.おんながあたまをつきあわせて互いにあらそっている

(かみのけをつかみあって)。

]iliptu U s.病気治療のための輪状のかぶりもの 8InUg;J]iliptuniゆりかごのな

かの頭をおくところの布きれ N

]ilb s. [acc目 Jilbmb;J1 うそー lic.

]ilbnWl]U s. [acc. ]ilblll;Jl]l]θ81 うそつき。

]ilbniccee-ni v. [pclf. ]ilbnit;Jx8-ni1 うそをつきに行って来る。

]ilbnJi-ni v. [pCIt'. ]ilbCi:i-ni] うそをいう tcll a lic. 

]ilbpp8CCl-ni LJ v. rpclt'. ]ilbpp8ox;J-ni1 うそをついてあるきまわる。

]ilbpsisi-ni v. rpClt'. ]ilbpsiCi-ni1 うたがうー dOllbt:k;;}8n]iw8ni ]illdpsisini 

ほかの人が言うことをかれはうたがう。 /]ilbpsimi dooljixani.かれはうたが

いながら聞いた。

]imda NU s・racc.Jimd丘mb丘 N. .1imd伺 U] うぐい(魚)-a kind of fish. 
JlI] adv.非常に:]iI] maりg且非常に強い N/ ]IIJ.liI]i adv非常に強く (m白 I伺
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mal]gaJo G. 

Jip adv.すきまなく :Jip osiniそれはすきまがなくなる。

Jirami a.あつ(厚)いー thick [ant. n;JmibttJ]: S. [acc. Jirammee] : Jirami 

busu厚い布/]irami natta厚い皮/剖mini]irami.かれのねむりはふかい。

]ir;JJSu a.ずるい cunning、unfair: s. [acc. JirJ;Jssθθ]: JirJ;Jsu nariずるい

人。

]iWJgd;J s. [acc. Jiw;Jgl正j;JJ] 樹木の一種(あかがんび1)(エソ、ノダケカンバ)。

]obbee-ni v. [pcrf. ]oboxo-ni] 苦労する Jobbee s. (impclf.J [acc. Jobbeewa] 

苦労する，貧しい-poor: b;Jkkumb;J Jobbeeni魚がかからず網がからつぼで

かれは苦労する。

μbboucCi-ni U v. [pclf. Jobboucix且-ni] 苦労させている lllini Jeewi 
xasultadda mimbee ]obboucixaniおれのあいぼうは(弱くて)なんどもおれ

を苦労させた。

Jobboulli-ni U v. [pcrf. ]obboulixa-ni] 苦労させる tarinari mimbee 

Jobboullini.その人はわしを苦労させる。

]oboccu a.めんどうだ(この語は述語として使う):Joboccu bil];Jtt;J.めんどう

だ，ほっとけ。 /]oboccoo.めんどうくさいなー。

]oboccusi-ni v. [pclf. ]oboccuCi-ni] むずかしい，めんどうくさし、(むずかしさを

体験しつつある九めんどうくさがっている biiandumi Joboccusiwi.ぼくは

っくりながらむずかしさに閉口している。 /Joboccumi xoJi]]ini.かれはめんど

うでやめる。

]oboccuuli a.めんどうくさい，むずかしいー troublcsomc宅 difficult [ant.主13]: 

s. [acc. ]oboccuullee] 

]occee-ni I U v. [pclf. ]occoxo-ni] (あざらしの)あぷらが(料理の際などに)は

ねてきたなくなる :t;)tAθJoccοxωII服があぶらがはねてよごれた。

]occee-ni 2 v. [pclf. ]ocoxo-ni] こま(困)る nari .Jocceeni.人がこまる。

Jocco U s. (あざらしなどの)あぷらがついたよごれ(食事でついたよごれを洗わ

ずにいるのもいう):t;)tθθniJoccο/Jlその服のあぶらによるよごれ/Jοccοο/Jl

it;)X;Jlllbi司 (服の)よごれをわたしは見た。 /]occοοlllolit;)teθ あぷらによる

よごれだらけの服。

jοgbo s. facc. .JogboOl 銘先(鉄製)司

Jοgbοllee-ni U v. [pclf. Jοgboloxο1Il1 も川(鈷)でさす，俸を投げて遊ぶ

P;);)tt;);) ]ogboloxoni.あざらしにかれはもりをさしたり /JogboJi 1υgbοlleeni 
もりをかれはさす。

jοkigalli-ni v. Ipcli-.}οkigalixa-nil 合う(人同土が):tarisal ]okigalixalその
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人たちはちょうどよく合った人だ(夫婦が)。

Jokki-ni v. fp巴If.Jokixa-ni] あ(合)う-SUlt司 fit:kup;) ]okkini.糸の色が合う。

/ Jokixa naril合った人たち(夫婦についてもいう)/ j;)b(;)) unig;)Cillli 

andupumi ]okkini.これにあわせてつくればそれは合う。

]okkoonJi-ni v. [pclf.ーJokkoocCi-ni] あ(合)わせる(なにかつくるとき二つの部
分が合うようにつくる)。

]010 N s. [acc. Jolloo] いし(石)，いわ(岩)-stonc‘rock: 1lJ00 ]oloni木の石

(木目があり，軽い，川のmUl]g;)にあり ，piiw;)につかう) G. 

]olocci-ni v. [pclf. ]olocixa-ni) 石をなげる(何回も):]oloJi ]oloCixani.石をか
れはなんどもなげた。

]olollee-ni v. [pcrf. Jololoxo-ni) 石をなげる :]010.Ji ]ololoxoni.石をかれは一つ
なげた。

]OIjjO s.絹織物の一種(鍛子の一種[<満 jongdon，漢粧鍛]か):]OIjjO 

sJur;Jni絹織物の一種。

Jooloi a.びっこの lame: s. [acc. ]oolokkee] ちんば cripple: ]ooloi n且n

びっこの人/]oolokkee gaccini.びっこの人をかれは妻とした。

]oolon]i-ni v. [pclf. ]oolocci-ni] びっこをひくー limp:]oolomi gicciniかれは

びっこをひいて歩く。

Joon num. [acc. ]oombo] 十，とお-tcn:‘Joojjee-ni十か月め(妊娠や生後の月

数)-t巴nthmonth / ]oolto adv.十回 tcn timcs / ]oon geeda十一

clcvcn / Joon dθθ 十二一 twelvc/ Joon il剖十三一 thiItccn/ ]oon ]iin 

十四一 fourteen/ ]oon tunda十五 fifteen / ]oon nUl]u十六 sixteen 

/ ]oon nada十七 -seventeen / ]oon ]akpu十八 eighteen / ]oon xuju 

十九一 nineteen/ ]oombo biini.十くらいある。

]oricci-ni U v. [peげ:]oricixa-ni] 人差しゅびでさす(何回も)。

]orikku s. [acc. ]orikkoo] 銃の照星・照門 duluuJorikku照星/xamaruu 

]orikku照門。

Jorillee-ni J v. [perf. Jorilaxa-ni] 人差しゅびでさす(一回):mini 

]orilaxambawwee itt;Ju.おれのゆびさしたところを見ろ。

Joroukaan s 速くはしるは;);Jb)飼育となかいのおす (XUSJulaa)の名。

)orn-m NJU v. [pcrf. Jorixa-ni NU] 女が怒って相手をきめつけるときなどに人

差しゅびでさす。

Jurku NJ s. [acc. Jurkumba 問、 durku KJ s.なかゆびの関節を突き出した

にぎりこぶし，げんこつ。

jurkullee-ni G v. fperf. ]urkulax昌ーlll) げんこつでつく。
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juur;;，gd;;， G num. 2頭でいるとなかい[<エ月ωp3r月3J . 

jUW;Jgd;J JU s. [acc. juw;;，gd;;，;;， U] 樹木の一種(ばっくがんび J)。

k 

kaakaldaaru NGJ s. [acc. kaak司ldωrroo N] がつからがも N，おおはむ(食

用) G，へいけたおし J

kaal戸-ni NJ v. [pclf. k三wlCi-ni N] しのびよる(襲うために) N号(人殺しゃどろ

ぼうをして逃亡してから)ひそかにもど、って来る J:nar ree ;Jsini kaalboonda. 

(となかいやいぬが)気が荒くなって人をよせっけない。 J

K剖 lmad且 3.大事に育てられた k剖 lmadap且tala大事に育てられたむすめ

(kaalmapula p且tal且)。

kaalmauli G a.大切な kaalm創llipatala大切なむすめ。

k剖 lmee-ni v. [perf. k剖 1m且X且-ni] むすめを大事に育てる (uJJini)。

kaalpa U s. [acc. kaalp却]木(えぞまつ，とどまつなど G)が密生し，倒れた木

からは小さい木がはえてあたまも入れられないところ。

ka且md剖 s. [acc. kaamdaamba] くつをはくとき足に巻く布。

k且且mi s. [acc. kaammee] 腰痛のときなどにつける胴巻き(削りかけでつくってあ

る)。

ka且lJai s. [acc. k制。αkkee] かんかい，こまし、(魚)-a kind of fish: ka且lJai
;:Jllllllたら(鱈)-cod. 

kaa!plda s. [acc. kaaualciaa] となかいのくびにつける板鈴(木製，嫁入りのそり

をひくめすとなかいにもつける)。

kaappauri-ni v目[pclf.kaappauxa-ni] あげる(上 0，-，舟からおかへ): 

OjOSkOlllbo kaappaurini.荷物をかれは(車へ)あげる。 u/ ugciaciuu 

ojoskombοkaappaurini舟から荷物をかれは(おかへ)あげる。 u

kaappee-ni v. [pclf. kaapaxa-ni] あがる，のぼる ascend喝 climb: Jiis;;，i 

kaαppeeni. () I [や海に対して)うらのやまの方へかれはあがる。 /xurig:Jkki 

kaappeeni山へかれはのぼる。

ka丘町it)ta s. [acc. kaar(it)臼且l トランプ[<ロ KapTaJ-cards. 

K剖 reenu s.人名(男，Waaleetta氏族)。

k制 rri-ni v. [pelf. kaa印刷ーlll] しお(潮)がひし

kaaru NJ s. [acc. kaarroo N] ひきしお(干潮):kaaru x8j::JJliしおのひき N 
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kaaruIJi-ni v. [perf. kaaruduxa-ni] しお(潮)がひいてもとにもどる namu

girini kaaruIJini目海の浜は潮が引いてもとにもどっていく。

kaasi s. [acc. kaassee] 出産後柱につるす(かける)偶像。

kaattoori-ni G v. [perf. k且且ttoox且ーni] くまが樹皮をむいて水を吸う。

kaattukki-ni NU v. [pelf. kaattuuxa-ni N] あと足で立つ，あと足で、立ってまえ

足をあげてとぴあがる IJinda kaattukkini.いぬがあと足で立ってとぴあがる

(さかな干しの掛け木 (s且aD)に掛けてあるさかなをとろうとして)0 NU 

k剖 tturree-ni v. [perf. kaattur且xa-ni] 自分はせずになんでも他人をつかってさせ

る (baajuuが)。

kaattuwa NG s.何cc.ka且ttuwamba N] ， kaattoo J s.おとしわな(木や棒の

上に獣肉やさかなをつるし，これを食べようとあと足で立っきつねなどが木の間

にはさまる仕組みのわな)。

kaawui s. [acc. kaawukkee] さけ・ますのはらを裂くほうちょう，でばぼうちょ

う(刃は右側にある U)。

kabarasi J s.貝の一種(だんべがし、)[<ア kapar+ sey J . 
kabbeela s. [acc. k油beellaa] しろやまどり(樺太雷鳥)。

kaccee-ni GU v. [perf. kataxa-ni G] 水につけてやきを入れる kuCig:Jmba

kacceeni小万をかれはやきを入れて鍛える。 G

Kacuru s.人名(男，Waaleetta氏族)ロ

kada s. [acc. kadd.剖] がけ-cliff: uni kadani川岸のがけ J/n且mukad.如 i

海岸のがけ J

kadacCi-ni U v. [perf. kadacixa-ni] 禁止する(たとえば，来てはいけないと来さ

せなし、):duxutai ;;，mi iiwθθ'nd;J kadaccini.家へ入らせずかれは禁じる。

kadara 1 a.大きい kadaran且rt大きい人/k且daraoksoo大きいとなかいぞり

/ kadar且amm且祖父よりやや若い尊属(大叔父，伯父)/ kadara ax昌一番大

きい兄。

kadara 2 NGJ s. [acc. kadaramba N] くじら GJ-whale. 

kai intまがれ(そりを引くいぬへまがって行かせるとき言う):kai kaiまがれ。

kaita s. [acc. kaittaa] いかり(ふねの)[<ア kaitaJ. 

K且j目制IJgu s. [acc. K且tjaalJgumba] 人名 (女)。

kajam且 s. [acc. kajamm且a] うらに毛皮をはりつけてないスキー(皮をはりつけた

スキー (kumulta)より短し、)-ski. 

kaksi-ni NG v. [pelf. kaksix且ーlll] つないであるいぬがはなれて行こうとする。

k且kta U a.つよい(酒などが):kakta且I且kkiつよい酒。

kaktarisi-ni v. [perf. kaktariCi-ni] からい(たとえばからしが)-be hot (be 
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pungent) . 

kaktaruuli a.からい(たとえばからしが)-hot (pungent). 

kalaI]ari NG s. [acc. kalaI]arree N] 猟小屋。

kalgama s. [acc. kalgamm剖]亙者がつくる偶像。

kalipu s. [acc. kalipumb且]銃弾の鋳型。

kalixi s. [acc. kaliximba] きずあと(人間，けだもの，とり，うおのからだの):

kalixi sUI]dattaきずあとのあるさかな(あざらしなどによってきずっけられた)。

kalj.且mi NGJ s. [acc. kalJammee N] 大男の怪物，おに(むかしぱなしにあらわ

れる，あたまがとがっている (suluktu)，血をこわがり ，t;:wktJを渡らない，人

間の子をさらい， 目，口，鼻へやにをぬりつける)-monstcr:大男の怪物が腰に

さげる小容器(人間やけだもののつめが入っており，このけだもののつめを手に入

れると幸運にめぐまれるがこの人間のつめにさわることは悪く，死ぬという) G: 

kalj.且mitutuuni石の一種(砂が石になったもので，薬にもなるという) J. 

kallee-ni v. [pen. kalaxa-ni] か(変)える，か(変)わる change: tJtukki 

kalleewi.自分のきものをおれはかえる。 /tari n且riuil;;Jkkθθ kalleeni.その

人は仕事をかえる。 / ulaa okkooni kalleeniとなかいの食うこけのある場所を

かれはかえる(さきの場所のこけがなくなり )0 / tuksa sinaktani kalaxani. 

うさぎの毛がかわった(季節で)。

kalpikta U S.: isal kalpik印刷まぶたのうら (Cf.isal可omまぶたのおもて)。

kalpirakta s. [acc. kalpiraktaa] まぶたのうらの赤い部分。

kaltaa s. [acc. kaltakkaal 半分 half: kaltaa bee半月 /kaltaani kaltaani四

半分-qua同cr.

kalta]Jee-ni v. [pclf. kalωdax丘一nil わ(害rJ)れる bc brokcn: alukku 
kaltadaxani容器が割れた。

kaltalima U a二つに切り裂いて骨はついたまま尾でつながっている(干してあ

る):kaltalima sUI]datta上記の二つに切り裂いたさかな。

kaltalli-ni v. [pcn. kaltalixa-ni] わ(割)る(一回)-crack， split: moowo 

kaltallini木をかれは割る(たとえばスキーをつくるのに)。

kaltaram N. kaltaram]i G adv.まっぶた(真二)つに kaltaramtaacciniか

れは踏んでまっぷたつに割った。 N/ kaltaram]i kaltadaxani.それはまっぷた

つに割れた。 G

kaltassi-ni v. [pen. kaltasuxa-nil わ(割)る(何回も，たくさん)-crack， split : 

moowo kaltassini目木をかれは割っている。

kalumuri s. [acc. kalumurreel いた(板)-board. plank. 

kamaanda NJ s使われている人(船頭・親方に対して若い者，エウェンキー
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(Kiill;;J;;J)のことばだという G)[<ロ KOMaH耳aJ・minikam剖ndabiおれの

使っている若い者(日雇い人) J / xotto kamaandaniまちの普通の人(庶民) N 

kamalli-ni NU v. [pcn. kamali却ーm] 1.つよく催促する tarinari naI]daa 

kamalixani.その人は借金を返却するように催促した。 U / goropci naI]dala 

xaimi kamallisee.古い借金についてどうしてあんたは催促するのか。 U: 2横に

寝ている人が寄っていってとなりに寝ている人を窮屈にする u:nari mimbee 

kamallini.横に寝ている人が寄って来ておれを窮屈にする。 U: 3氷が舟をはさ

む(舟が動けなくなる) U: dUWJ ugda且kamallini.氷が舟をはさむ。 U

kamdu s. [acc. kamdumba] にかわ(さけ・ますのような魚の皮をうろこをとって

煮てつくる，接着にっかう)-fish gluc. 

kam]i-ni v. [pcn. kamduxa-ni] にかわでつける kamdUI】 kam]iniにかわで

かれはつける。

kamusai NJ s. [acc. kamusakkee N] 日本酒[<ア<日本かむさけ(神酒)カ]

kamusakkee umixani.日本酒をかれはのんだ。 N

Kanda s.人名(男)，俗称(本名はLo]iI]geenu)。

kanui s. [acc. kanukkee] こんぶ kelp. 

kap adv.一緒にかたまって kap osini一緒になる，かたまる(たとえば，飛んで

いる二羽のとりがならぶとき，二つ以上のものについてもいう)/dθθ gass昌昌

kap n且且I]buxani.二羽のとりに一緒に(たまが)当った。

ka〆irree-ni v. [pen. ka〆iraxa-nil すくむ(おそろしくて人が):I];;JJ1;;Jmi 
kapcirreeniおそろしくてかの女はすくむ。

kapira NGJ s. [acc. kapirr剖 Nl はさんでとる猟具，はさみ(かわうそ・てんな

どをとる，糞をしたところに仕掛ける)。

kapirree-ni v. [pen. kapiraxa-ni] はさむ(わきのしたに，木に，たたんだ紙の間

に):xawanikki kapirreeni.かれは自分のわきのしたにはさむ。

kapkaa NG s. [acc. kapk却 mbaNl はさんでとる猟具，はさみ(きつね・てん・

かわうそなどをとる)， kapiraとおなじ。

kappi-ni v. [pen. kapixa-ni] 糸と針でからげる。

kappuuccee-ni NG v. [pen. kappuutax且-Dl Nl 天気がひどく (boomaI]g且)途

中でとどまらせてそのままである(陸でも，海へ舟で、行ったときでもいう):boo 

kappuucceeni天気がひどく途中で足どめさせたままである。 N

kappuucCi-ni U v. [pcn. k且ppuucixa-nil 天気が悪くて人を途中で(やまでまた

は海を舟で行くとき)長く足どめさせている・ bookappuucCini.天気が荒れて

途中で足どめさせている。

kappuun]i-ni U v. [pen. kappuucci-nil 布のしわをのばさず，ちぢんでいるとこ
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ろをそのまま縫ってしまう，布をのばしてただんでおかず，しわだらけにする:

kitaanJi kappuunJini.針でかの女は布のしわをのばさずそのまま縫う。 N/

bussoo kappuu~・Jini 布をかの女はたたまずにしわだらけにする。 u

kappuuri-ni v. [pcrf. k且ppuux昌ーni] 天候がひどく悪くて行く途中でとどまらせ

る 1]8nneeI8x;;Jmb;]wweeboo k且ppuuxani.おれは行こうとしたものを天気が

足どめをくわせた。

kaptuUIト ni v. U [pcrf. kaptuucCi-ni] からげて縫う・ uttaaandumi 

k且!ptuunJini.くつをつくるときかの女はくつのふちをからげて結う。

kapulli-ni v. [pcrf. kapulixa-ni] お(折)る(一回)(たとえば，えぞごぜんたちば

な (bkb)(草)を片手で折る)一 brcak.

k且pussi-ni v. [pcrf. k且!pusuxa羽i] お(折)る(何回も)一 brcak:1]a且laIJimoo 

garr剖nikapussini.片手で木のえだをかれは折る。

k且puwa N s. [acc. kapukkaaか，kapuwambaかわからぬという]， kapoo 11 s.ご

ぜんたちばな(白い花が咲き，食べられる液果がなる)。

k且r且ua.となかいの体や足の毛の色が黒でないが，まっ白でもない色(灰色か)の:

k昌r且uul剖毛の色が黒と自の中間のとなかい。

Karaukaan s. 速くはしるは;];]b)飼育となかいのおす (XUS;;Jula且)の名。

kargee-ni v. [pcrf. kargax且nil 遠くから注視する，望見する xawasai 

g且IIJiw且nik且rg且u どこへもって行くか遠くから見ていろ。

karka s. [acc. kark剖] くろゆりの根(食用)，くろゆりの総体一 lilybulb 

(edible) . 

karu s. [acc. karumbal 賃金，給料(番屋で働いて得る物品，現金)-wages. 

k且ruma N s. [acc. karummaal . karima GJ s.さめ(魚)。

karumaanu s. [acc. karumaannoo] ポケット[くロ KapMaHJ. 

karumasi-ni v. [perf. karumaci-ni] 給料をもらう，賃金をうる uibx;]mbi 

karumasini目自分のはたらいた賃金をかれはもらう。

karunJi-ni v. [perf. karucci-nil 賃金をはらう。

kぉ NU adv.寄りみちせずにまっすぐ :kω 1]8nneeniよそに寄らないでまっす

ぐかれは行く。 N/ kas kas pulisini.寄りみちせずにかれはあるいてゆく。 U

K且I且lai s. [acc. k且talaimba] 戸口の敷居をなす木 N(板を立てである U)，屋内の

たき火の上座側と戸口側の炉ぶちの棒 J:m昌luduuk且talai上座に近い炉ぶち棒

GJ / ut;]duu k昌印刷戸口の方に近い炉ぶち棒 GJ.

katarree-ni v. [perf. k且tar昌瓦昌-m] からげてしばる(にもつなどを):xuld.昌昌

k昌I且rreem.はこをかれはからげてしばる。

katta I JU a.やきを入れて鍛えた s8bkatta鉄がやきが入ってかたい(やすり

97 k且tta

がきかない) J / katta kuceeやきの入った小刀 J

katta 2 NG a.つよい(酒，とうがらしなどが) N，きつい(気のつよい) N，こ

(濃)し、(色が) G: N s. [acc. kattaa]: katta且rakkiつよい酒 N/katta 

88kt8気のつよい女 N/ katt昌s8;]gd8濃い赤 G目(Cf. kakta.) 

kattooska s. [acc. k且ttoosk昌昌] じゃがいも potato [くロ KajJTO出KaJ. 

katu s. [acc. k且tumba] (トランプの)女王。

k且tuv.匂 I G s.， k且tooI J s.動脈 (xogboli) G (Jはとなかいについてこの語を

挙げた):meewa katuwani心臓の動脈 G/ meewa katooniとなかいの心臓

の動脈 J/ xababi katuw昌m 肺臓の動脈 G/x昌babikatooniとなかいの肺臓

の動脈 J.

katuwa 2 G S.， katoo 2 J s.フレップ(液果)の一種(赤し、)。

k且u adv.ある行動をやめておこなわないさま :k且uosini.人が歩いていてとまる。

/1];]n8mJik;];;J C且duk昌uilix昌ni.行くあいだにそこでかれは立ちどまった。/

kau buu.じっとしていろ(猟のときあざらしやけだものがみえたとき同行者に言

う)0 / kau biini.かれはやすんでいる，仕事せずにいる。 /x昌iwadda;;Jsini 

xair且a.k且ubiini. (おとうさんきょうなにしているとたずねられたこどもが答

えて)なにもしていない。やすんでいる。

kauk且u s.何cc.kauk且uwal 小さい丸木舟(かし、 (s8ul)でこぐ，ひとり乗り，小

さい沼でさかなをとるとき使う)。

kaumicci-ni v. [pcrf， kaumicixa-nil のどをしめる(何回も):bildaani 

k且umicciniかれはほかの人ののどをしめている。

kaummi-ni v. [pcrf. kaumixa-ni] しめつける squeeze: bildaani kaummini. 

ほかの人ののどをかれはしめつける。

k且uraI s. [acc， kaur昌mba] 夏の小屋(長方形地面の上に立ち，樹皮(とどまっ，

えぞまつの，古くは樺の)でつくり，棟木をもっ，屋内のたき火で魚を乾燥させ

る)-summer hut. 

k且ura2 NJ s. [acc. kaurraa Nl なまこ(赫皮動物)[くア kakura (ふじこ)J。

kauraktu s. [acc. k創lraktool 布製の服(上着)(男子用と女子用があり，前者は丈

がひざの上まで，後者はひざの下まである， うしろみごろにダーツがある)。

kauricc田 -ni v， [perf. kauritaxa-nil あることをしないように，あるいは，人に悪

くあたらないように相手に言う :k且uritamix8r8ssini.悪口を言わないようにか

れは相手をとめている。 NU

kaurii NG s. [acc， kauriimba Nl いぬぞりの両側の各一本の制動棒(かじもと

る G)。

kauriiととi-ni v. [perf. kauriiCixa-ni] はどめをかけている tいぬぞ勺で行くとき
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に)0

k且uru s.人名(男，W且且leetta氏族)。

kauta s. [acc. kautamba] 花ござ(アイヌ人から入手した)-figur巴dmat. 

keegaasi G s.貝の一種。

keekp.且ri s. [acc. keekparree] えび-shIimp. 
keelt且mi s. [acc. keeltammee] 家屋内部のはじ(戸口に近いところ G)の食事用

具のおきば(冬はここで調理する)-area for stoIing cooking utensils in a 

conical hut. 

keemaa s. [acc. keemaamba] 男子のおびについている金具(おびどめ)。

keemi s. [acc. keemmee] 髪を左右二つにたばねる髪の結い方。

keenJi-ni v. [perf. keecci-ni] うさぎがなく。

keel)guci NGJ s. [acc. keel)guccee. all. keel)gucitai N] さけ・ますのほっ

ちゃり J，産卵後の魚 (xairreej;;Jw;;Jrimi xoJixa sUl)datta) G. 

keepira s. [acc. keepiramba] 女子服のpokto、Xθ，kt，θやmθrθθ，女子用の utta

などに縫いつけてある細長いふちどり。

keepirree-ni v. [perf. keepiraxa-ni] 細長いふちどりを縫いつける(衣服，手袋，

くつに)0

keeta s. [acc. keettaa] 死んだあざらしや魚。

keewu s. [acc. keewwoo] ごめ(かもめ)(食用 G)。

keexaci J s.員の一種。

kelbul)a a.片目が見えなし、 isallikelbul)aかれの目は片目見えない。

kel): nalmakta kel)l) kel) JildanJini.蚊がキーンキンなく。

keupu G s. [instr. keupunJi] )1"こはった氷の下の魚を追いたてて川しもでとるた

め氷にあなをあけて水をつく棒(樹皮ははぎとってある)。

keuri s. [acc. keurree. all. keuritai] い(胃)-stomach: ilda keuriniあざら

し (daul)gari.baawui. amuspI)やとどの胃袋でつくった泊入れのふくろ，これ

に入れておくと泊はやけない。

keuwa s. [acc. keuwwaa] 女のpdruuの上についているかな具 (Nは見たことは

なし、という)。

keuwwi口iv. [pclf. keuwix丘一ni] 川にはった氷の下の魚をとるため川しもに網を

入れ川|かみで氷にあなをあけて棒をさしこみ水をつく aokko漁の際)

sUI]dattω keuwwini. )11の氷の下の魚を追いたててとるためにかれは棒でどぶん

どぶんと水をつく。 G

bcig;'mnee-ni v. [pcrf. bCig;;Jn;;Jx;;J-ni] ひびがきれる，ひびがきれて皮膚がざら

ざらになる miniIJaalabi k;;JCig;;Jn;;Jx;;Jniわたしの手はひびがきれた。

99 k;;JCil k;;Jci! 

bcil bcil a.ざらざらな rough: bcil bcil occi n且ri手がざらざらした人/

。却l且nibcil bcil biiniかれの手はざらざらしている。
bCixir;;JJ]i-ni v. [perf. bcixir;;JJix;;J-ni] うらむ mimbeebcixir;;JIiiniおれを

かれはうらんでいる。 u

k;;Jd;;Jr;;J s. [acc. k;;Jd;;Jrr;;J;;J] 獣皮なめし道具(鉄製，中央部はここで皮をこすり，

あざらしの皮のあぶらやあざらし・となかいの皮の毛をとる。両端部にはのこぎ

りのような歯があり，なめすのに使う。両はじにさらに木の柄がついていて，こ

れを両手でっかんで使う)-tanning tool. 

bd;;Jr;;Jktu NJ s. [acc. k;;Jd;;Jr;;JktθθN] しま(縞)(布などの)，あさり貝:

k;;Jd;;Jr;;Jktu k;;Jjuw;;Jあさり貝 N/ bd;;Jr;;Jktu kのiuw;;JXθltθmあさり員のみ
(身)N

k;;Jd;;Jrree-ni v. [perf. k;;Jd;;Jr;;Jx;;J-ni] k;;Jd;;Jr;;Jを使って皮なめしをする natta且

k;;Jd;;Jrreeni.皮をかの女はなめす。

k;;J;;J NG int.: k;;J;;J k;;J;;Jあついあっし、(熱い) NG/b;;Jb;;Jb;;Jあっちっち(熱

し、)G. 

k;;J;;Jcikt;;J s. [acc. b;;JCikt;;J;;J] かれいなどの魚のはだのいぽ。

b;;JCikt;;Jnnee-ni v. [pelf. b;;JCikt;;Jn;;Jx;;J-ni] あかぎれになる minil)a且labi

b;;Jcikt;;Jn;;Jx;;Jniわたしの手があかぎれになった。 /b;JCikt;;Jn;;Jmi 

Cigadaxani.あかぎれになってそこが切れた。

k;;J;;Jkku a.からつぼの-empty; s. [acc. k;;J;;Jkkumb;;J]: b;;Jkku ugd且からの

舟。

b;;JldθθJ s.はやぶさ。

k;;J;;Jl;;J NJ a.はや(速)い (kusal)(となかい，いぬ，人間，あざらし，ふねが)，

s.: k;;J;;Jl;;J ula且速いとなかい N.

b;;Jlli-ni 1 v. [perf. b;;Jlix;;J-ni] えぐる，ほ(彫)る(小万 (kuCig;;J)を使うなどし

て)一 hollowout (carve): k;;J;;Jlimi andusini.かれは彫ってつくる(さじなど

を)0 / piil b;;Jllini. piilがとれて皮膚にあばたをつくる。

b;;Jlli・ni2 v. [perf. b;;Jlux;;J-nij 話しはじめる(たどえば，いつも話す話をまたは

じめる)。

K;;J;;Jni s.: K;;J;;Jni mapaaccaカーニじいさん(本名 hwweenu)。

b;;JnJi-ni v. [perf. b;;Jcci-ni] はな(話)す-speak. talk: simbee b;;Jccini.あ

んたのことをかれが話した。

k;;J;;Jrdkku s. [acc. k;;J;;Jr;;Jkkθθl 引き網漁(ウイルタの従来のやりかたでは，おか

で一人が網をもって川下へくだり，舟に三人乗り，一人はかいをかき，一人はと

もにおり，一人が網をなげてくだり，おかにあがってから引く).引き網漁をする
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場所。

k;J8rigQnji-ni v. [perf. k;J8rig8cci-ni] さかなを裂いてきりめを入れる・ d丘WW制

b;Jrig8njini.さけをかれは割ってきりめを入れる。

k88uee-ni v. [pelf. k;J8r8X8-ni] 網を引く(引き網漁をする):kJ8r8kkθθ(また

はb8r8kkuji)k8;JUeeni.かれは引き網をする。

big;Jli s. [acc. big811ee] となかいのくびにつける木の輸にれに b8I]g8iをつ

ける):スキーのつえのさきにつけた輪(落葉松製)(pJgbir8 bigJlini)。

kJjuWQ s. [acc. k~リiuwJmbJ] かい(貝)，ほたて貝-shcllfish， scallop 

k;Jkcee-ni v. [perf. bkt;JxQ-ni] たのむ，依頼する bktJmiguiCixani.かれは

たのんでことづけた。/と昌丘 n昌ritaibkt8XJmbi.その人におれはたのんだ。

bkb s. [acc. bkb8] えぞごぜんたちばな(実は振ると音がする)(皮はかたくに

がいが，なかはおいしい G)。

bkbllee-ni v. [pclf. bkbbxJ-ni] たの(頼)む，懇願する，いの(祈)る

beg， pray: nalJdaitami bkkJlleeniかれは金を借りようとして頼みこむ。/

JjJXJtJi bkblleeni.かみにかれは祈る。

kJldJJFU NG a. (し、ぬ，となかいが)からだにまだらの模様がついている s.: 

bld8Jruりinda模様のあるいぬ，ぶち N

k;JbmJ a.、s.[acc. kJbmmJJ] どもり(の)-stuttering: k8bmJ nariどもる

人-stu tterer. 

blJmJ]iee-ni v. [perf. bbmJdJxJ-ni] どもる。

kJlmJnneeni G s.この世界の下にいる人(おびを胴より下にしめている)。

bmdJJ s. [acc. kJmd;JkkJJ] かけら n制 kJmdJ;Jni土くれ，土のかけら。

kJnd;J NGJ s. [acc. kJnd;J8 N] 肩甲骨 (pisa). 

kJl】dJr;Jxi NJ s. [acc. kJndJrJximbJ N、k8ndJrJxxee J] 万のつば。

bりJdJi NGJ s. [acc. bl]JcbimbJ N] かもの一種(くろがも NG，ろすけがも

J) (食用 G): naJ】JUk;JりJcbiビロードきんくろヵ G/ cbtu bりJcbiくろがも

カ G.

b戸ecb J s. [<ロ KHpmllJJ:bpeecCJ cainiれんが状の茶(碍茶) J/ 

bpeet cainiれんが状の茶 N

k;Jr;J s. [acc. kJrJmbQ] かきね，塀(風や地吹雪を防ぐため家屋のまわりに棒と草

でつくったもの)-fencc司 wall.

K;Jr;JmJJsi s. [acc. K;Jr8m;J;JSSee] いぬの名(めす)。

kJrJm;Jsi-ni v. [perf. k;JrJmJci-ni] 補償をもとめる(傷害を与えた相手に)。

brJnji-ni v. [perf. brJcci-ni] かきねをつくる dugbibrJnjini.かれは(海岸

では風が強くさむいから)自分の家屋のまわりに(棒と草でかぜよけの)塀をつく
言l

ーハ
リー brgi 

る。

brgi s. [acc. k;JrgimbJ] わ(輪)-ring: aduli brgini (さかなをとる)網の輪

(さかなの入る口)。

brgigQ s. [acc. kQrgigJmbJ] 遊戯でころがす輪(ゃなぎやSJlptturJの木でつ

くる)-wheel. 

brgig8cci-ni v. [perf. brgig8cixJ-ni] ひとりが輪をころがしてやり， )3'Jのひと

りが棒をなげてそれへさしてあそぶ。

brgi-ni G v. [pclf. kJrgixJ-ni]家のまわりの雪をかいて家のまわりにかため

る。

k8rkig;J s. [acc. k8rk比bJ] 横に連続する

波状曲線(刺繍文様の基本的な型の一つ)。

図 (N，昌pk昌画)参照。

0í\_)\..--r\~iV'-
brkig;J 

brkikkee-ni v. [perf. brkigJ日 -m] 曲線に縫う brkigJmiurpuri曲線に縫

うこと。

k;JUJU s. [acc. k;JuJumbJ] 補償(人に傷害などを負わせたなどのとき与えると

なかい，女，宝物など)。

kJuJuri-ni v. [perf. kJu;Jux;J-ni] (人に傷害などを与えたとき)補償する，つぐ

ないをする kJuJumbJk;JuJuriniかれは補償を支払う。

k;JFUSkJ s. [acc. kJFUSkJJ] 取っ手のついた瀬戸びき容器(水をくむのに使う)。

komboと同じものという。[<ロ Kpy.lKKaJ

kJSJ s. [acc. kJSSQJ] ことば languagc司 specch:Uilta k;Js;Jniウイ/レタのこと

ば/kJSJb昌n昌昌ことばの言えない(おし)-dumb / kJSJb ana昌nariおし

(唖)の人/bSJ biini目用事がある。

kJs;Jui-ni NJ v. [perf. k;JS8riX;J-ni N] わるぐちを言いふらす，つげぐちをす

る。

kJsi J s.幸運，運 tJJmut{Ji (またはmθθtei) bssii plleeni.海の神に幸運を

かれは祈願する。/bsini aj昌(または orki) nari運のいい(または悪し、)人。

bsil;J]ii-ni v. [perf. k8sil;JjixJ-ni] 願う，祈願する(無事，豊漁を):S昌ulumi

k;Jsil;J]iini.のろってかの女はよくないことを願う。

kJsb s. [acc. k;JskJJ] ねこ(猫)-cat [cf.ロ KOlllKaJ

kJSU a斜視の k;JSU nari斜視の人。

kJtJ;Jt{JJ adv.もうすこしで，すんでのことで kJt;J;JttJJ xamarixambi もうす

こしでおれは(汽車に)おくれるところだった。

kQtud正bJl】1adv.あまりに katudclJ;Jllimanga.ひどくつよい。 /btuclcla;JIJl 

tamalll 1】1aりgaあまりにそのねだんがたかい。 /btu改bJl】iSJI]gaueesiiあ
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まりにもひどくあんたはいじめるのか。

k;JU s. [acc. kdkkθθ噌k;JUWd] かっこう(郭公)(bkkuu kd.此 uuと鳴く)。

kiCiri s. [acc. kicirimb昌] きつね (suli)の上等なもの(毛が長いもの)。

kicodo(o) adv.とがって突き出ているさま(たとえば，かついだ鉄砲のさきが): 

kicodoo illuuxani目上へ向けてかれは(棒を)突き立てた。

kicoptoi adv.直立して [ant. kitaptai] 

kicorok adv.とがって突き出ているものが林立しているさま(たとえば，たくさん

の兵士がかついでいる銃 (pinalacceenimoic白)のさきが)。

kigallee-ni v. [pelf. kigalaxa-nil 気がせいてなんでもことをはやくする。

kig;Jli s. [acc. kig;Jllee] あしくぴ-ankle. 

kiiCig.β NG s. [acc. kiiCigamba N]， kiicee J s.しまごめ(水鳥の一種)(こ

の語は敷香で使われ，自分も使う J)o

Kiilld;J s. [acc. KiilbJmb;J] キーリン人，エウェンキ一人 Evcnki. 

kiiruu s. [acc. kiirukkθθ (kiiruUW;Jかともいう)]烏の一種(見たことないよし)。

Kiitdlj;JnU s. [acc. KiitdljdnUmb;J] 人名(男，Waaleetta氏族)。

kikpdlJee-ni v. [perf. kikpxldx;J引 i] 折れる，こわれる b;JgJibikik戸d;JXdni.
おれの足が折れた。 /xunaaptu kikpdddxdni.指輪がへってしまってこわれた。

kilto， kiltom adv.輝くさま :kilto kiltoぴかぴか/kiltom biini.ぴかぴか光つ

ている。 /kiltom bii mastaa ajaぴかぴか光っているのは大変いい。

kinuWd s. [acc. kinuWdmbd] 嬰児の棺。

kipiri NGJ s. [acc. kipirimba， kipirree， all. kipirittai， kipiritai N] 海岸の丘

陵 <gaun昌xiより高く ，xurigJより低い，草や小さい木がある):namu 

kipirini海岸のE陵 J

ki伊 Iθs.[acc. kiperθmbθl 夏の小屋のなかの二本の柱の聞に横木をわたして設

けられ，屋内中央のたき火の上に位置するこ段の棚(魚をその上において干す火

棚，bukpaaをつくる)-shelf for drying fish over the firc: pJduu kipθIθ 

火棚の下段/uuwu kipθrθ 火棚の上段。

kira s. [acc. kirr剖]きし(岸)，へり-shore， side: namu kirani海岸-seaside 

/ uni kirani川の岸/X;JWdrJ kirani湖の岸/t昌W昌kiraniたき火のはた。

kiraksisi-ni U v. [perf. kiraksici-ni] 気むずかしくておこってばかりいる。

kirannee-ni U v. [perf. kiranaxa-ni] 気むずかしくておこ(怒)る(男について

も女についてもいう)。

kirdktd NJ s. [acc. kir;Jktd;J N] つぶ(粒)(たとえば，こけももの種子):buda 

kirdktdni米つぶ N/ karka kirdktdniくろゆりの根の一片一片 J.

kirJllee-ni U v. [perf. kirJldxJ-ni] 相手のからだをぐっとつかむ(たとえば，言
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うことをきかない子を母親が怒って)。

kirJu s.偶像の一つ。

kirisi s. [acc. kirissee] 十字架，十字架墓標(ロシヤ正教会信徒となった者の)。

kiska a.少ない(多くない):kiska ddPpiたくさんない食べもの/n昌ri

kisk昌dunibíídddd 昌~a. 人の少ないところにいるのもいい。

kit剖 s.[acc. kit却 mba] はり(針)-needle: とげー thorn:siimJktd kit剖nは

まなすのとげ J.

kita昌ree NJU int.ちくしよう(女が怒ったとき言う，同時に相手を指さす

(jorrini): kita昌reedurumbdni.ちくしよう，あのかっこうで。 u/kit.却 ree
xootto (= xoottoi) oCcineeちくしよう，どうなっているの。 U

kitalta NJ s. [acc. kitaltaa N] とりのつばさ (gasaxas昌m)。

kitaptai adv.さかさに。

kitaptaura}ji-ni U v. [pcrf. kitaptaurajixa一m] 言われたようにできない(いくら

教えてもできない，たとえば，もって来いと言われでもある場所の説明をまちが

えてとり，とって来れなし、)，とちってまちがえあべこベのことをしばしばする。

Kiwu s. [acc. Kiwuwa] (多来加湖東岸の)毛売(ケウリ):Kiwu unini毛売川o

koCi NU s. [acc. koccee] さかずき N -wine cup; きせるの火皿 U.

kokkoxo U adv.からからに(乾いたさまの形容)，なにもなくて(客をもてなすも

のが):kokkoxo xoldoxo nariからからに乾いた人(やせた人)/ sUljdatta 

kokkoxo xoldoxoni.さかながからからに乾いた(乾きすぎた)0 / andaxa 

sindaxand.剖 kokkoxooccipu.客が来てもなにももてなすものがわたしたちは

なかった。 /kokkoxo owocci tddCipuなにももてなすものがなくてはaidda
anak;J;J)わたしども(家人)はただ、すわっていた。

koko s.さかな (sUIJdatt昌の幼児語)。

kokuuska U s. [acc. kokuusk剖l人差しゅびとなかゆびの聞におやゆびをさしこ

んだこぶしの形。

kokuuskacCl-ni U v. [pclf. kokuuskacixa-ni] 手のゆびをkokuuskaの形にし

ている(何阿もする1)。

kokuusk昌llee-ni U v. [pelf. kokkuuskalax昌-m] 手のゆびをkokuuskaの形にす

る。

kolcigakta s. [acc. kolcigakt剖]魚をとる刺し綱や引き綱のつなについた浮き

(木製)0

kolig，昌 N s. [acc. kolig，且mba，pl. koliga]， kolee U s.むし(虫)(X且pinau，

sipsii， WJJrdなど N) -insect : isal koligani白のなかにいるというむし N.

kolmoi s.おびにさげて携帯するもの(小刀，火打ちがねなどに kalt昌miが腰にさ
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げるふくろ(けものや人間のつめが入っている)(Cf. kaljami)。

koloo'Pu s. [acc. koloo'Pumba] トランプのジャック。

kombo NU s. [acc. komboo] とってのついた瀬戸びきカップ(ひしゃくの代りに

っかう)N，ひしゃく(木製か金物) U 

kombojJee-ni U v. [pcrf. kombodoxo・m] 人体の皮膚がむける(ぶつかって-

ろんで):xJr;JktJbi kombo]]eeni.ぼくの皮膚がむける。 /l]aalani (または

bJgJini) kombojJeeniかれの手の皮が(またはかれの足の皮が)むける。

kombokkee-ni v.さけ・ますのぶなけのあたまのさきの軟骨(ひず)を切りとる

(食べるために)・ komboomitalakkeeni.さけのひず(氷頭)を切りとってかの女

はさしみにする。

komuu s. facc. komuumb且l てくび， まえうで WllSt司 forcalm.

komuunjee-ni v. [pcrf. komuundaxa-ni] 太鼓をいろいろにたたく(太鼓の表の面

の中心部，周辺部，太鼓のふち(わく)のようなちがった箇所をうつ):daallee 

komuunjeeni.太鼓を(亙者が)さまざまにうつ。

kOI]gee-ni v. [perf. kOI]goxo-ni] つんぽになる。

kOI]go a.つんぼの deaf: s. [acc. kOI]goo] つんぽ。

kOI]gokto s. facc. kOIJgoktoo] すず(鈴)(行き場所がわかるように小さい子につ

けたりする)-bell. 

kOI]gori s. facc. kOI]gorree] ふいりあざらし a spccies of scal: kOI]gori 

xJduni海の方からの風 N，南東風 G/ tOI]do kOI]gOri東風，やませ(これを

単にkOI]goriともいう) J / mokcuu kOI]gori南東風(ただしこれを単に

kOI]goriとはあまり言わないという) J 

koリ010NGJ s. facc. kO~7010mbo Nl かもの一種(食用) G. 

koo NJ s. facc. koowo、kooNl 川の割れて切れ切れになった氷 unikooni )11 

の氷 N/ koo l]dlll】eeni.)11の氷が(とけてくると割れて川を)ながれる，川の氷

が流れ出る。 NJ

Koザ且I]gu s. [acc. Ko句iaI]gumba] 人名(女)，俗称(本名はNa'Pka)。

koojil s. [acc. koojilb昌] 帆柱 mast. 

kookkuna s. facc. kookkunnaa] 台所(ウイルタの家屋にはない)-kitchen [< 

ロ KYXH5IJ. 

koolkoonJi-ni v. [perf. koolkooCci-ni] 矢を上へ向けて射る ldkkJJi
koolkoonjini矢をつがえてかれは上へ向けて射る。

koonjee-ni v. [pcrf. koondoxo-ni] (とりが)つばさをひろげたままでとぶ。

koop NGU adv.一気に分離するさま田 koo'PacCini.一気にかれは剥がす(皮をは

いだふとい立ち木のまわりに乾かすために貼った魚皮を)， U / koop sinJllini. 
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一気にかれは剥ぐ(樹皮を)， U 

koori s. facc. koorreel 物語にだけ出るとり(鳥)(高倉ほどあり，鉄製)，

koorosi-ni U v.惜しがる，残念に思う。

koos adv.がさがさと，ざらざらとものが触れる感じをいう。

koori 

kootoo adv.グーグ一件、びきの音):kootoo liisini.グーグーかれはいびきをかい

ている。

ko〆o s. [acc. ko〆00] 肺臓(あざらしの)。
kO'Pildur adv.いっぺんに(立ちどころに):'PujG kO'Pildur xooxoni.傷はいつぺ

んになおった。

kO'Ptoo G adv.水面に浮かび上がった様 kO'PtooocCini. (鉄砲でうたれたあざ

らしが)ぽっかり浮かび上がった。

koptooccee-ni v. [perf. kO'Ptoottoxo-ni] 浮かび上がっている。

kO'Ptoonji-ni v. fpclf. koptooCci-ni] うかぶ一日oal.浮かび上がる pJGtG

kO'Ptoonjiniあざらしがうかぶ。/11100 koptoon]ini棒がうかぶ。

kori s. facc. korree] 丸太を井桁に組んで積み上げたもの(くまの骨を入れる，女

が上を歩けばばちがあたるから G):korillla duxu丸太を組んでつくった家。

koriccee-nI v. fpcrf. koritaxa-nI] 丸太を組んでつくって仕上げておく。

koripsa G s.くまのおりの句iekorreeni)のこわれたの。

korkI a.意地わるし、 korkinari意地わるい人 N/ tari nari korkiその人は意

地わるい。 N/ korkilambaniかれのいじわるなこと(ね)， U 

kork羽田-niNU v. [perf. korkidaxa-ni] いじわるくする JjJeekorkidaraa 
わかっていて教えないのはよしてくれ(亙者がお告げをのべるとき亙者に言う)。

korree s. [acc. korreemba] くまを(くままつりのために)飼育する木を組んだ濫

(同じ氏族の死んだ人の代わりにそだてる(死者のpanaをそだてる)， 3年後殺し

てくままつりを行う): bθjθ korreeniくまの橿。

Korreega s. facc. Korreegambal 地名(幌内川中流の沿岸)。

korri-ni v. fpclf. korixa-ni] 丸太を組む(丸太を組んだ家をつくるために)。

koso NGJ s. facc. kosombo N. kossoo J] 金属(または石 G)の(刀のつばの

ような形の NG) (くびからかけるむねの N)かざり(ただし Nは実物をみたこと

がなしり。

koto.IJee・ni NGJ v. fpclf. kotodoxo-ni NGl 体をそらす(腰をまげて)。
kotolo s. facc. kotollool エゾスグリ(大きくない，日りJttUfGのような木}。

koto!)o GJ a.体がうしろにそっている kotοりollari体がそっている人

(nogdo~70 n<lriともし、う) GJ 

kotoo s. facc. kotokkoo] ゆび(手足の)-fingcr. loc: bJgJi kotoοIII足のゆび
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(おやゆぴ以外をさすという)。

kotooptu s. [acc. kotooptumba] 五本ゆびの布製の手袋-gloves. 

kotorigakpanJi-ni v. [pclf. kotorig.昌kpacCi-l】i] くままつりなどに男が遊戯とし
て背をそらせてうしろへまげるロ

kθbdθm  N. kθbdθmJi G adv.手足をひろげて(うつぶせに):xumus;Ji 

kθbdθm tuux;mi (またはbuccini) うつぶせに手足をひろげてかれは倒れた

(またはかれは死んだ:')0 N/  kθbdθmJi tuux;mi.手足をひろげてうつぶせにかれ

は倒れた。 G

Kθccθθli s. [acc. kθccθθllee、all.kθごとθθlit;Ji] なベ(鍋)，バケツ bllckct [< 

ロ KOT邑凡]. 

k句θθ s. [acc. k句θθmbθI くちぶえ(口笛)-whistlc. 

k句θθcCi-ni v. [pcrf. k句θθCix;J-ni] くちぶえをふく(何回も)，しばらくくちぶえ

をふいている(鳥がなくのにも言う)。

kejθθnJi-ni v. [perf. k句θθcci-ni] くちぶえ(口笛)をふく geedarakejθθnJini. 
一度かれは口笛をふく。

kejuli J s.となかいぞりの横木 (;JI;Jnd;J.palturi. aaji以外の)。

kθ，kkθrree-ni v. [perf. kθ，kkθrθXθ-ni] パイプやきせるをたたいて灰を出す:

moomoombi kθ，kkθrreeni.自分のパイプをかれはたたいて灰を出す。

ke.祉θuri-ni v. [perf. ke.祉θuX;J-m] ちちをのませる putt;Jbikθkkθunm.自分

のこどもにかの女はちちをのませる。 U

kθkθs ちち(乳)(kθθ) (幼児語)0 Napk昌さんのあだ名でもあったという o

kθksθNJU s. [acc. kθksθmbθNJ] 鳥の胸 NJ，とりのむねの骨 U.

kθmmee-ni v. [pclf. kθmθXθ-nIl ほおずりする，ほおに接吻する(唇と唇ではな

い)一 kiss:([;)r;Jlb;Jni kθll1meeni.こどもの顔にかの女はほおずりする。

kθθ5・[acc.kθθmbθ] ちち(ちぶさ，乳液)ー brcast，milk: kθθJiligani [acc. 

kθθJiligambani) ちくぴ nipplc / ixa kθθm牛乳 cow' s milk/ kθθmbθ 

xolJidux丘ちちを干した者(末の子)。

kθθHi-ni v. [pcrf. kθθcix;J-ni) ちちをす(吸)う-sllck (the breast): kθθcCi 
putt;Jちちを吸う子。

kθθcc.θθcci-ni v. [pcrf. kθθccθθとiX;J-ni) ちちを吸わせている。
kθθ'ccθθnJi-ni v. [perf. kθθccθθcCi-ni] ちちをすわせる goinnee puttd;Jni 

kθθccθθnJini.ほかの人の子にかの女はちちをすわせる。 u

kθθdθs. [acc. kθθddθθl ふし、ご-bellows. 

』正θeJθりθnu s.人名(男，MUIgottJ氏族，耳王者 Wailskaの子息)， タライカの川で

死亡。

勾
/
ハUl
 

keeIiee-ni 

kθ吋iee-ni v. [pelf. kθθdθXθni] ふいごを手でうごかしてつかう o

kθθkk;J;Jji G s かけす(鳥):Iso kθθ>kk;J;Jjiみやまかけす。

kθθ，kku s. [acc. kθθ>kkθθl 白鳥-swan. 

kθθkθθptu s. [acc. kθθkθθ'ptumb;J) 人のつくったちちくぴ。

kθθndθri s. [acc. kθθndθrree) 帽子のひさし。

kθθnikt;J s. [acc. kθθnikt;J;J] あぶ (siJikt丘)に食われてあながたくさんあいてい

る(飼養または野生の)となかいの皮。

Kθθnθ s.人名(男. sθθktθの氏族)。

kθθ日θa.からっぽの(木のなかが)・ s.[acc. kθθ1J1Jθθ]: kθθりθmooなかがから

の木/bokkoni kθθりθS;JW;J神像の一種。

kθθrbee-ni NG v. [pcrf. kθθrbθXθ-ni N) 交尾する(おすとなかいが):kθθrbθ 

kθθrbeeni.おすとなかいが交尾する。 G

Kθθrbθs. [acc. kθθrbθθl となかいのおすの成体(去勢しでなく，たねつけする )0

kθθrbθskθs. [acc. kθθrbθskθθl 去勢してないおすのとなかいの皮。

kθ'PCθθ'nn山 v.[perf. kθ〆θθ'nux;J-ni) さかなの背開きをつくる sUlJdattaa
kθpcθθ'nniniさかなをかの女は背開きにする。

kθ'pcθθ'nu s. [acc. kθPCθθnnθθ. all. kθpcθθnut;Jl] さけ・ます・あめますの頭，
尾，骨を除いた背開き(切りめは入れない，皮はついている，あなをあけ棒に通し

て干す)(嬬製 U)[<ロ Korr可邑H副首]

kθpθlθa.まるのままの，とったままではらをさいて臓物をとってなし、 s.[acc. 

kθpθIIθθ]: kθpθlθ sUlJdattaはらをさいてない(大きし、)さかな/kθpθlθ

P;Jdt;J (または slrθ) 臓物をとり出してないとったままのあざらし(または野生とな
かい)/kθ'pelθmooまるい切ったままの木。

kθ'ppθsi s. [acc. kθ'ppθssee] 当歳のふいりあざらしのわた毛(その年の夏になる

とこれがなくなって普通の毛となる):kθppθ'si 1θkkθわた毛のはえている当歳の

ふいりあざらし/kθ'ppesimdgd;J 1θ，kkθわた毛のついたままの当歳のふいりあ

ざらし。

kθrθ，ktθs. [acc. kθrθ，ktθθ] は(歯)-tooth: d却 mulbikθrθ'ktθI】i(わたしの)

おく歯。

kθrθmθttθNG  s. [acc. kθrθm倒的θN] ふくろうの一種(羽角はない，食用

G)。

kθrθθs.上の二本の門歯 kθrθθmbi自分の二本の上の前歯を。

kθIθ'ktθs. [acc. kθIθk印刷大きい枝のさきの小さい校。

kθIθlθG s.そりのようにひいて行く獣皮に荷物を包んだものロ

kθtexθadv しらみをつぶす音。
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kur;:JIrI-nI 1 v. [pclf. kur;JIx;J-nI] 柵をつくる。

kur;JIrI-nI 2 GJ v. [pelf. kur;JIx;J-nI] 霧のような雨がふる。

kur;Jkt;J NJ s. [acc. kur;Jkt;J;J N] きつつき(鳥):s且且rI kur;Jkt;Jくまげら(食

用) G / S;J;Jgd;J kur;Jkt;Jきつつきの一種(あたまの一部が赤し、) J 

kurb s. [acc. kurbmb;J] 食物を入れる手さげ容器(一枚の樺皮て、つくる，樺皮

はその裏面を容器の外側にして使い，外側に模様をつけてある，また，樹皮はき

り (pIIpU)であなをあけて木の細い根 (JJluIkt;J)で縫う，取っ手の柄には木の茎

をつかっている，こけももの実などを入れるが，水をくむのにもつかう)-birch-
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kuCicCi-nI NU v. [pclf. kuCiCix;J-nI U] 小刀で点をいくつもつける(男が点で文

様または文様の輪郭をつける，舟のさきにもつける U)。

kucIg;J N s. [acc. kuCig;Jmb;J] ‘kucee J s.小万一 knifc.

kucIllee-nI v. [pclf. kucil;Jx;J-nI] さ(刺)す(小万で)-picrcc with a knifc. 

kujulI s. [acc. kujulleel ふねの帆のつなのつくほばしらのかな具。

ku.JI G s.となかいの内臓の一部。
kukcι s. [acc. kukc且JJlb且] ひづめ(となかいなどの)-hoof. 

kukc且n.Jee-nI v. [pclf. kukcandaxa-nI] となかいが走る。

kul且 s.海，川のそこ(底): mθθ kulambanI pulIsI S;JW;J水の底をあるく神。

kulauCi N01 s. [acc. kulauccee N] さら員(ベにざら員もさす)01

kulpI-nI NU v. [perf. kulpIx且却 N.kulpIX;J-nI U] (手があいている，暇な)

時間をもっている m;J;Jn;Jkulp比kI且nduI]Itta.自分のひまなときにつくってあ

げよう。 NU

kumd且且 s. [acc. kU111d且kkaa] きれはし(布や紙の):busu kU1l1d制 nI布きれ。

kU1l1;Jllee-nI NU v. [pcrf. kU111;J[;JX;:J-nI] せなか・かたにかける(きものをそでに

手を通さずに) NU，あたままでかぶる(ふとんを) U， kumallee-nI N v. [pclf. 

kU1l1al正IXa-IJL] あたままでかぶる(ふとんを)-covcr: t;JtuW;JjJI kum;JlleenI 

自分のきものをかれはせなかにかける。 N/SθθI】JIkUJmlleenI 毛皮外套をかれ

はかたにかける。 N/ kU1l1;J[;JggccIιunlJL ふとんをあたままでかぶってかれは

寝る。 U/ kU1l1al且g且ごとi且urInIふとんをあたままでかぶってかれは寝る。 N

kU1l1ult;J s. [acc. kumu!t;J;J] うらに毛皮を張つであるスキー はi:kU1l1ult;J 

xungalllスキー (ku1l1u!t;J)の先端 N/ kU1l1u!t;J poktonI天の川 J-Milky 

Way. 

kUJ]gaa s. facc. kUJ]gakkaa] 海岸にはえる草の一種(もろち J):竹(の類)でつ

くった口琴(さきを口にはさむ G)。

kUJ]g.βkkee-nI v. [pclf. kUJ]twaxa-nI] 

(madc 01' bamboo) 

kupつ s.何cc.kupコmb;:J] し、と{糸)ー thrcad

kupta s. [acc. kuptambal ふた(蓋)-lid: ，1nll¥V，1 kuptanIなべのふたつ

kllptallee-nI v. [pclf目 kllptalaxa-nIl ふたをする ;Jnllg，l kllptanJIni ，1nukb，1 

kllptalleeni なべふたでなべlこかの女はふたをするつ

kllptll s. facc. kllptoυ、all.kllptlltail (小刀の}さや shcath. 

kllJコiI s. [acc. kllf，lkkee、k山コ11'1，1] さく(柵)，さくでかこんだところ(となかい

を入れる)-fcncc‘stockadc司(，ol1'al.

kur;:JI 2 J s霧のような雨。 (Cf.pUrJl.) 
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bark vcsscl. 

kusal a.はや(速)し、 swift， fast司 quick fant. ;Jrk;J]: kusal nari速い人:

[acc. kus且lbιl 速いこと N，速さ J:kus且lJItuksιu.はやく走れ。 N

kUSll s. [acc. kusumb;J] ちから-strcngth‘forcc， might. 

kusuttu a.ちからのある s.[acc. kusuttθθ] . 

kuta NG a.けちなのild且ともいう): s. [acc. kuttaa]: tari n且rikuta.あの人は

けちだ。 N/ k u ta ;Jnn;Jけちなかあさん(自分の母親へのののしり) U 

kutuj;J NJ s.動物の一種(かめ(亀) J) (むし (kolig.且)のようなもの，この神像を

木でつくる N)。

kutuli s. [acc. kutullee、all.kutulitai] ほ(帆)-sail. 

Kuuji s. [acc. Kuujjee、all.KUlljit;Ji] アイヌ人-Ainu. 

kuukk;J;J G s.鳥の消化管の一部(食べたものが xarukkiからここに来て腸へ行

く，特に雷鳥などのものをさしていう)(砂嚢だ、ろう)。

kuunni-ni NGU v. [pclf. kuullixa-ni] よぶ(やまの中でみちにまよったときなど)

NU， (kuuと)さけぶ G:kuunnI amba呼ぶ妖怪 G

kUllrrI-nI v. ]pclf. kllllfUxa-ni] ちぢむ shrink: natt<l kllllrrilli皮がちぢむ o

kuurullee-ni v. [pclf. kuurulax<l-lli] (人がたとえば心に恥じて)ちぢこまる

n<lri k uu rulleeni.ひとが心に恥じることがあってちぢこまる。 u

kuutt;Ji s. ]acc. kuutt;:Jkkee] かもめの類の一種(色は頭が.saan，体は Iωgda‘背

中はすこしくろい，keewuより小さく ，Caccariより大きい)(食用 G)。

kuuttuC:C:i-ni U v. Ipclf. klluttucixa-nil 女がはらをたてものを手あたり次第なげ

る alukkoo kUllttuCixani容器をかの女ははらをたてて投げていた門

kUllttullee-ni v. fpcIf. kuuttulaxil-ni] I容器をからでもなにか入っていてもその

まま投げつける: 2とりがおそ(襲)う(低くまいおりて来てさかななどをとって

行く，たまごをとられて人にかかって行く) んじ1llilr ree kuuttulaxilni その人

へかれは容器を入ったまま投げつけた。 / alukku.Ji (またはand u m1!.J i) 

klluttulaxilni容器を(または樺皮製食物容器を)かの女は投げつけた。/

s 
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旬、7

Jcw' s-harp 竹製の口琴を奏でる-play a 
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C且cc且rikuuttulleeniしまごめ(烏)が襲いかかる。
kuutu s. [acc. kuuttθθ司 all.kuutut:Ji] となかいの皮でつくった寝袋-sleeping 
bag 

kuwasu s. [acc. kuwassoo] 菓子 kuwassoojiimぉu.お菓子をおあがりくださ

い。 /kuwassoo gaJiwi.お菓子をわたしは買う。[<日くわし(菓子)J

kuwata s. [acc. kuwatambθ] 太鼓のふちの木のなかのくりぬいた部分(音がよく

響く (uisi)ようにくりぬく)。

laabillee-ni v. [pclf. laabil丘xa-1ll1いそいでがつがつ食う IJindala且billeeni.~、
ぬががつがつ食う。

laθceee-ni v. [pcIf. laataxa-ni] 波立つ，海がしける laata laaceeeni.波が波立

つ0/回 mulaaceeeni海がしける。

l且akpi-niNU v. [pcIf. laakpuxa-ni N1 口から大きな特別のこえを出す sama

la且kpini亙者がおどりやうたの最中にはげしいしわがれ声を出す(ほかの神がい

まA事がおこなわれている家のなかへ入らないように)0 U 

laapa s. [acc. laapamba] 木のまた，またになっている木，さきがまたになってい

る棒(魚の干し場の柱に使う)。

laapka s. [acc. laapkaa] みせ(盾)-slore， shop [<ロ JIaBKaJ. 

laarinJi-ni v. [perf. laaricci-ni] こえがかれている bs;;milaarin fini.かれのこ

とばはこえがカ通れている。 / laarim X;;J;;Jg;;)X;;mi.こえをからしてかれは即興歌を

うたった。

laata s. [acc. laatta且1 (大きし、)なみ(波)-wave: laaωmθIJg且波がひどい。

laataldusi-ni v. [pclf. laatalduei-ni1 ふねがゆれる(たてゆれでも，よこゆれでも

いう U):ugda laataldllSiniふねがゆれる。

laawakta s. lacc. laawaktaa1 ゆりの花 karkalaawaktaniくろゆりの花/
inlll]ai laawaktaniはまゆりの花。

laaXll s. [acc. laaxxο01 銘についている浮きの板(落葉松製)。

ladlll~fi-ni U v. [pcIf. laLllleei-ni1 ひとりでしゃべりまくる。

lakpanji-ni v. [pclf. lakpaCei-ni1 いぬが口で突< (口は開けずに) りillLla

narree lakpill~lini いぬが人を口で突くの

lak戸e-nlGJU v. [peIi'. lakpaxa-ni1 のどにひっかける(さす)，ひっかかる，っ
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かえる(ふさがって通らない):bii sllIJdatt且girapsajinilakp且X且mbi.おれはさ

かなのほねをのどにさした。 U/ bii lakp且X且mbi.おれは(さかなのほねを)の

どにさした。 G/ dllW;) lakp且xani.氷が川にひっかかった。 J/ 11100 

lakp丘xaJJl.流木が川にひっかかった。 J

laksllmanji-ni v. [pelf. lakslllllaeei-ni] 近づく-comc near 10: llgda :Jw:Js:Ji 

laksumanjini.舟がこちらへ近づく。 /bθjθ :Jw:Js:Ji1丘kSlllllanjiniけだものが

こちらへ近づく(こちらが風しもにあり気づかずに)。

lala s.炊いた飯 budalalani米を炊いた飯。

lallee-ni v. [pclf. lalaxa-ni1 米を炊く(ウイルタはむかしは米をやわらかく炊いた

U): lalamiθlθごIJJl.かの女はご飯を炊いた。

lalli-ni v. [perf. lalux且ni] うえ(飢)る-slarve. 

lalll s. [acc. lalumba] う(飢)えー hunger.

lalllmoo U a.はらがすいたなー。

lalllmusi-ni v. [pcrf. lalllmUci-ni1 ひもじい，はらがすいている o

lambar且k adv.垂れさがっているものがゆれるさま。

lalllmi-ni v. [pclf. lamux丘一ni1 小さい波がたつ nanwlammini海は小波がたつ

ているO

lamll NJ s. [acc. lammoo N1 小さい波。

lamllsu s. [acc. lamllssoo1 ふかくつもった雪。

laskal]a s. [acc. 1丘skθりり市1，lask丘l]ambβ1 かじか a kind of fish: laskal]丘

paalJni ;;JCeiniかじかの肝臓に似た色(だいだし、色)。

lau即 nee-niG v.いぬが(あと足で立って)とびかかる (xamarreeb;;JgJi1Ji 

ilimi pukcicceenI) • 

lauri-ni v. [perf. lauxa-ni] つないであるいぬがなく，ほえる。

lauta s. [acc. lautamba] かたな(刀)-sword. 

lawikta s. [acc. lawikta且l こけの一種(湿地にまつ白く生じて，となかいが食用に

するの。

laxa a" adv.ちか(近)い，ちかくー ncar:laxa lSuw正ICeiit:Jx:Jni.かれは近く来

て見た。 /lax;):J近く (/axaより近しリ /KllSirut:Ji lax:JJ it:Jx;)mbi. &JiI路の近

くでおれは見た。

leedllIJa NG s. [acc. leedU/Jll'''' N1 くままつりの際屋内の火だな (kipθrθ)の上

につくるたなか，はしご状のもの，祭壇(宝物や木弊をならべ，くまの骨はもとの

形のように，せぽねをえぞ松の棒にさして置く，酒やmoni，mllsiをあげ，樹皮

を焼くけむりでいぶす，まつりのあとは骨をやまへもって行き，あたまをつけて

立てる，これを bejθsiiWllr;;Jniという) G; Nは戸外でくまをつなぐ棒の意とも
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言うが不明確。

Ldbldmuu s.幌内川川上の沿岸(地名)。

ldddn.fi-ni NJ v. [pcrf. bd:JcCi-ni Nl ゆれる(上下に，たとえば，車の通る道ば
たの家が)。口θabddn.戸nz地がゆれる。 N
b:JdJnJi-ni NU v. [pclf. b:J(bcci-ni Nl ぐじゃぐじゃしゃべる(不満などを):

asitakki l:xJd:Jn.fini 自分の妻へかれは(帰宅しでも食事の用意がしてなかった
と)ぶつぶっ言う。1I

b:J/JJul s.何cc.b:J nlU lb:J 1やちのどろどろした場所(ぬかる)，ぬかる土のところ

(ぬかる泥地，人も ka(fallliも歩かない G)。

b:Jwul J sつの(角)の一つの部分。

ldkk:J s. [acc. ldkbdl や(矢)-an'ow 

bk戸e-ni U v. [perf. bk戸xd-ni) むせる mθθ umimibkpdXdni水をかれは
飲んでむせたロ (Cf.bkp:Jn.fi-ni N.) 
ldkpdnJi-ni v. [perf. bkpdc(.~i-ni) むせる ddptumildkp:JcCini.食べながらかれ

はむせた。 / tuksami bkp:Jccini.走りながらかれはむせた。

ldlu s. 死んだ人がつけるまえかけほ(.~íkta や toxo がついている)。

bwigd NG s. [acc. bwigdmbd N) (輪て、ひっかける)わな(雷鳥 (b:Jr:Jmi，

kabbeeul)をとる) G. 

bwig:J:Jcci-ni U v. [pclf. bwig:J:Jcix:J-nil 輸をつくって仕掛けこれに足をひっ

かけたうさぎをとる(棒がつけてあり，これがほかのものにひっかかって進めなく

なる)。

bwig:Jn]i s. [acc. bwigol~reel 海のー動物(くじらの一種か): bwig:川ii

geegalllあごが痛むときのお守り N可あごが動かなくなるとつくる G

bwikt:J s. [acc. bwikto::J1 もさ(さるおがけだろう)(木の表面に生じて垂れ下が

る，アイヌがちり紙のように使う J)。

liεii s. [acc. ligJeel たん(疾)。
liisi-ni v. [pcrf. liiCi-nil いびきをかく snorc: [晶、習わしJpur:Jttdi lpnd戸e

liisiisi amba sinJeenindaおまえがやまへ行っていびきをかくと妖怪が来るん

だと。

likpi-lli v. [pclf. likpixo-nil とじる，ふさぐ plug:向anikkasal月aani

likpixoni.やかんのあなをかれはとじた。 / utt:Joni lip likpix:Jnindコ3 その戸
口をびっしゃりと(魔物は)とじたそうだ。

likpiccee-ni v. [pcli-. likpitox::J-nil 閉じたままにしている uttO，l likpit::J，uni戸

をかれは閉じてわざとつかんでそのままにしていた。

likpicci-ni v. [pclf. likpiCixo-nil 閉じる(何回も )0
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likpi]Ji-ni v. [pclf. likpiduxd-ni] また閉じる(二度め以後の場合)。

likpiptd1Ji J s.びんのせん(栓)。

likpi]Ji-ni 

li1Jokkee-ni v. [perf. lII]ooxo-nil べとべとねばっく(液果が熟して):XO)OO 

li1Jokkeeni. ~、ちごがべとべとする。 / li1Jooxo X句iooべとべとになったいち
ゾ

」。

li1Joo a.ねばついてべとべとの(液果が熟して):dri xojoo lII]oo.このいちごはベ

とベとだ。

lipcee J sとなかいの反すう胃についている肉(臓器，牌臓か)。

lipeesb s. [acc. lipeesbd] パン bread [<ロ JIene山KaJ

liwwee-ni v. [pcli'. liwdxd-nil ぬかる(やちのどろどろしたところで)。

locokkee-lli v. [perf. locooxo-nil 氷にあなをあけてその下のさかな(きうりうお

など)をつる fish 

locoo s. [acc. locokkoOl つりばり fishhook: locoo siiniつりざおー fishing

rod. 

locoocuu s. [acc. locoocukkoOl 氷にあなをあけてさかなをつる場所。

locoOlUee-ni U v. [pclf. locoondoxo-nil 氷穴でさかなをつるために行く。

Loggoonu s.人名(男 Warabainneeniの氏族， 日本名大川モンタロウ)，第二次

大戦後囚われ，シベリアのナリンスクで死去。

loima NG s. [acc. loimmaa Nl 魚の一種。、わなの類 G、おしよろこま N)(海

にいて川にのぼる N，川にいるが海でときにとることがある G)[cf.ニ(カラフ

ト東部) lojmJ: tuuli loima海にいるいわな G/ goodu loima ) 11へ産卵にの

ぼったいわな(産卵後もさけのようには死ななし、) G / loima b:J:Jniおしよろこ

まのえさ，もも色(色名) N 

LoJi1Jgeenu s. [acc. Lo.fi1Jgeenumba) 人名(男，Muigdtt:J氏族)，俗称は
Amunaan昌

lokkee-ni v. [pclf. looxo-ni] か(掛)ける一 hang，棺を上に (uilのおく

kipθfθkki lookkou. (さかなを)火だなへ掛けろ。 N/ xoldoskoo lokkeeni 

棺をかれは立木を切ってそのはえたままの幹の上におく(おく高さは高しリ。 G/

loomusi-ni v.掛けたい/lokkounJi-ni v.掛けさせる。

lokko s. [acc. lokkool かれい(つるつるかれい)(魚)[cf.ニ loqJ

lokkoJi s.小刀の一種 lokkoJi kucigd和人の使うナイフ。

looccee-ni v. [pclf. lootoxo-nil 掛けたままにしている ::Jnno ulllulbi uikki 

loocceeni.かあさんは自分のおびを上へ掛けたままにしている。

loocci-ni v. [pclf. loocixa-l】il 何回も掛ける，たくさん掛ける門

lool]jee-ni v. [pclf. 1001JLloxo-nil 掛けに行く。
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loopso NJ s. [acc. loopsoo N] とけかかった地上のゆき(春の)，とけかかった

ふるゆき(秋の)，水気のある雪 N、あめとまじったふるゆき J 

loosi s. [acc. loossee] 銃床[<ロ JIO派aJ. 

lθkkθNJ s. [acc. 1θHθθN] ふいりあぎらし・くらかけあざらしの満一年までの

もの J

lθ，krθm U adv. 1.目を見開いたさまの形容 isallθkrθlll(またはlθkrθm]i)

I(;)x;)ni 目をばっちりとさせて(まるくして)かの女は見た。/rari nari isalbi 

lθkrθIII ir;)x;)niその人は自分の目をさらにして見た。 2人の通ったあとがのこ

るみちのさまの形容 1θkrθIIIbii doorilllaなん年も歩いて草もはえない道，草

をふんで通ったあとのある道。

lθpθllee.ni v. [pclf. 1θPθ正lθXθーlll] なくなる。

lepelli-ni v. [pclf. 1θ問lix;)-ni] おとしてなくす losc: oksoc.xluu sUJ)dattaa 

lθpθlix;)niとなかいぞりからさかなをかれはおとしてなくした。

Luc，且 s. [acc. Lucc正!a] ロシヤ人 Russian. 

lucadai s. [acc. lucadakkee] ロシヤ風の衣服 (rJtuWJ)(上に着る):lucadai 

r;)rUW;)ロシヤ風の衣服(布製，模様がある，丈はひぎまで，肩にダーツあり，腰
にはなし、)。

lucadairi-ni U v. [pctf. lucadaixa-ni] ロシヤ語で話す (lu白 bSJ_jini

bJn]ini)。

ludul s. [acc. ludulbJ] てんやかわうその(毛皮が)一番いいの(てんは黒いのがー
番いし、)。

ludurree-ni v. [petf. ludur;)xJ-ni] どろなどにぬかる na且kkiludurreeni.土の
なかへかれはぬかる。

Luis;) G s.幌内川のえだ川。

lukki-ni v. [pclf. luux且ーm] うす氷がはる uni lukkini.川はうす氷がはる。/

nalllu lukkini.海はうす氷がはる。

lukpau呼-ni U v. [pctf. lukpaucci-ni] 刺される 伊且l油iki印刷ifigoCi

lukpaucCini.わたしの手に針がまたささった。 /xaunee kiraan]i goci 

lukpaun]i wi うるさいねー，針がまたわたしにささる(じゃないの，しずかにし

てよ)。

lukpee-ni U v. [pclf. lukpaxa-ni] 刺す・ rarinari b;Jgjibi kiraattai 

lukpax且niその人は知らずに自分の足に針を刺した。 /bii b;Jg]ibi sUl)darra 

girapsa]ini (主たはgirapsaraini) luk戸lX昌mbi.ぼくは自分の足にさかなの骨を
刺した。

luksuJ]ee-ni v. rpclf. luksudaxa-nil はらをたててだまっている。

115 Lukrama 

Lukrama s. [acc. Lukrammaa] (多来加湖沿岸の)留久玉(ルクタマ):Lukrama 

xJwJrJni多来加湖。

luktulli-ni NG v. [p巴tf.luktulixJ-ni] あなをあけてつらぬく G，どんな天候・地

形をもおかして行く N

luu s. [acc. luu-wa] うすい凍りはじめの氷。

luula s. [acc. luullaa] ぼろ(きものの)(引越したあとぼろを家屋のあったところ

(dugjal)に残すと cagJuという妖怪になる)。

luummi-ni v. [p巴tf.luumixJ-ni] かぶせる，おお(被)う(小屋の外被用の被い

(guidJ)などで):rJJWWJJ luummini.荷物を(被いで)かれはおおう。/

moowo luummini.まきを(被いで)かれはおおう。

luusima J s.となかいのはなづら(目・鼻・口の部分)。

m 

maa 111t.さあとれ Here， take it: maa dappau.さあとれ。 /maajJwJ 

bθθnwl.さあ，これをおれがくれてやる。

maaji J s.南風 (roIJdomaaji唱 suunJeeから吹く)[cf.ニ(南カラフト) maRI-

laJ : maaj・ixJduni南風 G/ rOIJdo maajiまみなみの風 J/ mokcuu maaji 

南南西の風 J.

maaJ]i-ni v. [petf. maぜixa-ni] あざらしの皮から脂肪をとりはなす。

maalJi-Ci U v. [petf. maalCi-Ci]全滅する・ maalCini.人がみんな死んだ (gJJm

bucCini)o G 

maalta NGJ s. [acc. maaltaa N] 白い海獣(しろいるかカ)-probably beluga. 

maaninJi-ni G v. [p巴tf.maanicCi-ni] 一気に(急いで U)駆けだす nari

maaniniini.ひとが急いで駆けだす(よその家にいてうちになにかことがおきて帰
るとき)0 U 

maanJi s. [acc. maanJee] とりのむれ-flock of birds: gasa maanJini 

sagJeeni.とりのむれが飛ぶ。 /bara maanJi sJbJeeei.たくさんのむれが飛ぶ。

Maariga s. [acc. Maarigamba] 人名(女)[<ロ MapMIJ目

maaSl G s.亙者のもつ神像の一つ(やまの神，つのが一つある，えぞ松製)。

maaru s. [acc. maattoo] あざらしの皮のつな(綱)(となかいをとらえる投げなわ，

あぎらしをとる鉱についたつな)(あぎらしをまるのままらせん状に切ってつくる)

一lasso，strap. 
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I口組tucCi-ni v. [perf. r口組tucixaーnil 投げなわをなげる(何回も)。

m剖 tullee-ni v. [perf. maatulaxaーnil となかいを投げなわでとらえる :gθlθ

ulaaba maatulleeniあばれとなかいをかれは投げなわでとらえる。 /tari nari 

maatuJi maatulleeni.その人はなげなわでとらえる。

maatuwacci-ni G v. [pcrf. maatuwacixa-nil、maatoocci-ni G v. [pcrf. 

maatoocixa-nil 気象現象に関する意味を表す boomaatlIwaCixani朝あかる

くなってから風がつよくなりこうなれば，沖へは行かない/tow:Jsko 

maatooconiは雲が風で動き移ることなどをふくむ意を表すという。

Macipari s人名(男，Torisa氏族か)。俗称はMokCtlll.

madurukki-ni v目 [pclf.madu rukkuxa-nil 縄をな(絢)う madurukkumi 

urpun絢うように縫うこと(アウトラインステッチ，線縫し、)0

maclurukku s. [acc. llladurukkool わらなわ(縄)-straw ropc. 

maglii NGU， mθglee N s.木でつくったくまのあたまやつめ(これは宝物

d且kka)) G: maglii tawaくままつりのときの火(火打ち道具でおこした火をつ
かう) G / maglii ;JnUW;J くまのあたまなどを煮るかま(みなで食べる) N 

m丘iJ s. [acc. maiwal くまのあたまの皮 mai t:Jbpuni星の群(五っか六つの

星からなり，天の川のなかにある，星座か)。

M<lj且aI]gu s. [acc. M司jaal]gumb且l人名(女)。

M且k剖 n s.人名(男，Naiputunneeni氏族)。

makcii s. [acc. II】akciimbal よりもどし件、ぬのくびわとくさりをつなくやかな具)。

mali s，二者一対(たとえば夫婦，くつ，てぶくろ，スキー，スキーのつえのよう

な): 1l1ali biini一対ある。 /1l1alimun昌一対の両方/malimuna biini.一対

の両方ある。 /mali1l1una utta一対の左右のくつ。(ただし，つぎのような語例

では接尾辞といえよう。 geeclamalimambakka一人分の手ぶくろ，geedamali 

utta一足のくつ，deθm:Jli utta二足のくつ。)

malin.Ji-ni v. [pclf. malicci-nil 対になる。

1l1alu s. [acc. malloo] 戸口に対して屋内の火作、ろり)の反対側の座(上座ないし

客座)[cf.朝 maru(板の間)]0

mama s. [acc. mammaa， mamamba] 老婆 old woman. 

Mama NJ s，ろうそく岩(北知床半島舟越から越えた東海岸にある):Mama 

Joloniろうそく岩。

mam剖 cca s. [acc. mamaaccamba] 老婆(この語をきいたことはあるが自身は使

わないという N)。

mambakk且 NJG s. [acc. mambakka且N](w且mb且kk且と言う人もある NG)ふたま

たの厚い手袋一 mittens.
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mam' :Jn/1:J s. [acc. mam' :Jnn:Jmba] ( は百飾の境を示す) おばあさん(祖母)。

1l1ama annaとも言う。

mammee-ni v. [pclf. nwmmaxル/1i] た(食)べる(幼児語)。

Man.Ju NJ s. [acc. Ma/1]οo Nl 満洲人(オルチヤ (M勾bu)人とことなる N，中

国人のことであるというわ Ma/1Ju budani満洲の穀物(これを包んでくびかざ
りにつけた N)。

mannee-ni v. [pclf. manaxa-ni] みなごろしにする，食べつくす，しらみやのみが

体の方々をいっぱい食う，着ふるしてすりきらす gaGm manami waaxani.か

れは(猟で)みんなみなごろしにしてとった。/cbptulllJee manaxaniかれは

食べていて全部食べつくした。 /tGtukk:J:J manneeni.かれはきものを着ふるし

てすりきらせた。

maI]a s. [acc. m丘リambθ1:tawa maI]alll火の神o

maI]昌司 G sなこうど d中人)。

1l1aり丘rree-ni v. [pcrf. maI]ar丘X且-nil 1むこうへはこっちをわるく，こっちへは

むこうをわるく言う(悪い行為とみる N): 2.火の神 (SGw:J)が話す。

maり且uli a.かたい一 hard‘solid [ant. dθjθ1: s. [acc. m且I]aulleel:maI]且uli

ulis:Jかたい肉/ 11100 lllaI]auli.木がかたい。

Mal]bu s. [acc. Maりbool オルチヤ(ウリチヤ)人(満洲人から買った耳輪，

acikta. baldaなどをウイルタに売りに来た)(日本でサンタン(山丹)人と言った

のは大体オルチャ人であるとみられる)-Olcha. 

1l1aI]g且 a.つよい-strong [ant. ugda:Jl. d直段が)たかい-deal司 cxpensivc

[ant.主1川‘ s. [acc. m勾g剖]: adv.非常に-very: 1l1aリganariつよい人/

mal]ga G:Jkねなんでもできる女/talllani nJal]gaその値段はたかい。/

1l1al]ga .Jiktu moο 大変ふとい木。

/1JaI]gaccee-ni U v. [pclf. mal]gatθXθnil がまんする(痛みなどを) ωn nan 
1l1aI]g.θcceeni.その人は痛いのをがまんする。 /tari nari kerθktejJi 

lIlal)gacceeni.その人は歯のいたみをがまんするロ

nJa!)i N U s. [acc. ma!)im加 N] lE者のもつ神像の一つ(えぞ松製 G)。

maJ)iccee-ni v. [pclf. ma!)itaxa-/1Il がまんする havc paticncc: ，1/l[11lud(!J，1 

1l1a!)itaxalllbi.痛くてもおれはがまんした。

l/Japa s. [acc. mappaa、mapamba可 pl.lllaparill 老爺 old mun: naa mapa/Jl 

くま(椀曲表現)。

mapaaccθ s. [acc. 1l1apaaccθa. mapaaccambal じいさん mapaacca am/1W 

祖父。

ηJaripta!)i s. [acc. lllariptaI]I]eel 夏小屋 (kal1l"il)の骨組としてその側面によこに
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meelboonjI-nI 

をかれはさまさせる。

meelboonji-ni U v. [pelf. meelbooCci-nil めをさますようにさせる suu

jawatami PUtt;)8 n】eelbooccisuおまえらさわいで赤ん坊にめをさまさせてし

まった。

meelji-ni v. [pclf. meelci 爪 conv.pClf. meelkaccil めをさます-wake up. 

meenji-ni v. [pelf. m即日i-ni] 差し控える ukkit8mi meenjini.言いたくてもか

の女は差し控える。 N/ lJ;)8jit;Jmi /JJeeccimbi. (天気がわるく)わたしは出よ

うとしたがひかえた。 J/ d8ptuit8mi meemi xojixanI.かれは食べようとした

が中途で辞退してしまった(食べる競争でまけた方が食べきれないで)0 N 

meepθθ (あるいはmiipθθか) J s.となかいの反須胃の一部(複胃の第一胃か第一・

二胃だろう)。たべたものはまずここに入り，そしてまた口へもどり，それから胃

の一部である d剖tjinumis;)に入り ，nuuci numis8へ移るという。

meeta s. [acc. /JJeettaal、meeraska s. [acc. meetaskaal となかいの頭の毛皮

(帽子，座ぶとんをつくる)-reindeer head fur. 

meetakaa s. [acc. meetakaambal となかいの頭の毛皮でつくった帽子。

meewa s. [acc. meewan】bal 心臓 heal1: mini meewa/JJbi n8;)jicceeni.わた

しの心臓が飛び出しそうにどきどき動いている。

meewu a.よこになっているがねむっていなし、 tarinari meewu.その人はまだ

ねむっていない。

meexuracci-ni v. [perf. meexuracixa-ni] 
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機械，

わたした横木。

mafLsseena s. [acc. mafLSSeennaa] 

ロ MawHHaJ

/JJasaafL s. [acc. /JJιsaarreel おの(斧)-ax [<日まさかり]

masi!(.~ci GJ s海岸の砂浜につづく草地 (kungaaもある J)。

/JJasacCi-ni v. [pelt'. /JJasacixa，nij (水を)かける(イ可回も)，すこしずつまく:

mθθWθ nwsaccini.水をかの女はまく。 /mθθJimasaCixani.水をかの女はま

いた。/naatai mθθifi lIlasacc ini 地面へ水をかの女はなんどもまく。

/JJ昌sallee-ni v. [pelf. n】且salaxa-nil (水を)ふりかける(一回)，ふりまく

sprinklc: mθθWθ masalleeni水をかれはかける。 (muumasalleeni水をかれ

はまく(なげる，すてる)0 U) /mθθifi masalleeni.水をかれはかける。(1lJUu]i

masalleeni.水を(ほかの人に)かれはかける。 U)/ naritai m丘四laxani.人に

(水を)かの女はかけた。 /mθθWθ tawataim昌salleeni水を火へかれはかけ

る。 /bootoi masallau.そとへまけ。

masl a.丈夫な，つよい-stout司 strong [ant. Ugd88]: s. [acc. masimbaj: mωi 

nafL丈夫な人 N，元気な人，つよい人件、くら酒をのんでもよわない，いくらは

たらいてもつかれなし、) J/mωi mooかたい木 J/masi busu丈夫な布 N.

adv.非常に-very: mast伺 aja.非常にいい。 /mastω orki大変悪

[< くるま(車)-machine司 vehicle
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mattau s. [acc. mattakkool 

人[?<ア matainuJ

Matunanu s.人名(男，Wa昌leetta氏族，Kωreenuさんの子息)。

maufL s. [acc. maurreel さけ・ますを三枚におろし，caccabiをとったあと背骨

の両側からのこった肉を切りとったもの(なまのは煮て食べるが，やきぐしにさ

し，火だなに掛け，ほして食べる)。

口】丘uriJli-ni G v. [pclf. 1】Jauriuux，ト叫 さかなの川昌UfLをつくる。

maUrfL-nL v. [pclf. maurixa-nil さかなの1】】θuriをつくる(女が):maurree 

maUrfL17l.かの女はmauriをつくる。

mauwa， maukka s. [acc. mauww制 ，maukkaa] 手で引くか，一，二匹のいぬに

引かせて使うそり，はばはせまい，住居付近でまき運びなどに使う sledgc. 

17laxa pal1.か(疑問詞のあとについて不定の意味を加える):nui 17laxaだれか/

。uimaxa ugdaniだれかの舟 /xawasai max且どちらかへ/ nui maxanni 
だれかのもの。

meela s. [acc. l7leelambaj せっけん(石鹸)[<ロ MblJlOJ

/lleelbi-lli v. [pclf. meelbuXiトnl] 目をさまさせる

ロJastaa

何回もひざを折って頭をさげ礼拝す

る。

meexuranji-ni v. [perf. meexuracci-nIl 礼拝する worship: 8j;)X8t8i 

I】Jeexuran]InI神をかれは礼拝する。 /p8mp比k8CCImeexuran]InI.かれは

ひざをまげて頭をさげる。

1Il，lCCee-llI G v. [pclf. llD[;JX;:HJil となかいやかも(烏)がなにか音のしたとき

じっとして警戒する姿勢をとる。人間についてもいう。

lIl;JcCikku G s.ちょうな(ておの)(工作用具，丸木舟をほるのに使う)。

lIl;J;J.lll G s.秋の霧。

/ll，l，lllLbIri-ni U v. jpclf. lIl;J，illLbIx;J-nil 

kコ，ln]illi)ロ

/ll，l，lll，i a.， adv.自分の， 自分で onc s own‘for oncsclf‘ llJ，i;Jllコugdal対自分

のふねを/llJ，l;J日;J~plllleeWl わたしは自分で行く。/ /JJ，l;Jll，l 11l，i8118自分自

分で(めいめい)-cach / /I];J;Jpi自分自身を oncsclf、/ /JJ;J;Jpi panaapull]i 

it;Jx;Jmbiわたしは自分をかがみでみた。 /n】88ninリi(acc.) S.自分のものを，

n】88ninneefL (acc.) S.自分たちのものを 以上の例はすべて N/口J;J;)lllリリi

自分の言語で話す(/JJ;J，ill;Jk;Js;J}Ii 

h
b
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アイヌの婦人，メノコ Kuujimattauniアイヌの婦

PU[[;J，l llJeelbilli こどもの日
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g;Jl;;:[iini 自分のものをかれは返してほしいと言う。 U

n];];)niリl]illee-ni v. [pcIf. m;];]niりりibx;)-ni] 自分のものにする takc posscssion 

of. 

m;J;]t;Jそっくりノ t立カ nari /JJ，1.Jt;J ;)coni bicCini人間にそっくりに似たもの

があった。

/JJ;];]t;Jcci-ni v. [pcIf. /JJ;];)t;)ox;J-ni] なげている，なげる(何回も)。

/JJ;J;]t;]llee-ni v. [pcIf. /JJ;];]t;)bx;]-ni] な(投)げる，す(棄)てる(一回)

throw司 cast，throw away: m;];Jt;]b/JJi bθθrLlllかれは投げてあたえる。/

bujakkaa /JJ;];]t;Jlleeni こわれたものをかれはすでる。

/JJ;];]X;] s. facc. /JJ;J;Jgb;J] ふねのへさき(ここには木幣をつけることがある)。

/JJ;]gd;J S. (その)まま m;Jgd;Jbiini.そのままそれはある。 /m;]gd;]mb;J 

;]kS;JUそのままおけ。 /j;Jdu lmgd;]mb;] ;Jks;]u ここにそのままおけ。/

;]nUW;J (または ;]nukk;J;J) m;]gd;]mb;J ;]ks;]x;)ni.なべをそのまま(煮たものが

入ったまま U)かの女はおいた。 / sini xuldaasi m;Jgd;]mb;J bθθXθmbiおま

えの箱をそのままわたしは与えた。 / ;Jmuw;] /JJ;]gd;Jndu.そのままのゆりかご

M;Jgd;]/JJ;] buw剖 tani (多来加地方の)十三号の島(地名)(種々の烏が六，七月に

産卵する)。

m;JgJi NJ s. [acc. m;)g戸mb;] N] (森のなかの J))11のへり(やや高い): 

口J;JgJikkikaappeel】i川ぶちをかれはのぼる。 N

ll1;)gJig;J s. [acc. /JJ;]gJikk;J;]] 刺繍の刺し方における縫い目の一種(ボタンホール

ステッチ)。

/JJ;)gJikkee-ni v. Ipclt'. /JJ:JgJig;)x;)-ni] m;)gJigコ(刺繍の刺し方における縫い目の

一種)をつくる lll;]gJig:Jllli urpuriボタンホールステッチ。

III弓[iee-ni v. [pcIf. Ill;XbX;]-lJi] 怒って現れる naa illllbillJi 1ll:J1Iee-ni地のばけ

ものがおこって出てくる。//JJθθ ambani/JJ;JJJeeni水のばけものがおこって

出てくる。

m;;Jkk;xl;] s. [acc. m;]kk;xl;Jmb;;J] ふなべり。

m;;Jkpi NJ s. [acc. m;;Jk戸e N] たぱ(束)N -bunch，帯のせなかのまるい結び，

日本人の帯の結んだ部分 J:dθθ m;;Jkpiふた束 N/m丘urim;;Jkpiniさけ・ま

すなどのせなかの切身の干したもののたば N.

nwkpi-ni NU v. [pcIf. lll:Jkpix:J-ni N] (体の)支えをつくる(たとえば，病人の

体がふとんから出ないようにふとんのはじに座ぶとんをはさんで)・ /JJ.Jkpig:Jcci

t .J ~ìSl lJl 病人がふとんでせなかのささえをつくってすわっている。 NU / uttaJi 

lll，ikpiX;)lJiくつでかれは体のささえをつくった(翌日はくくつが寒さで凍らない

7
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ようにねるときくつを敷きぶとんのはじの下に入れたとき )0 NU 

m;)kpillee-ni J v. [pClt'. lmkpibx;J-lJi] ふとんなどをたたんでよりかかる。

m;Jlbi-ni v. [pclf. /JJ;Jlbix;J・1Jl] とりゃあざらしをとるとき音をたてないようにふ

ねのかいや艦がいを水にふかく入れてこぐ ugdaa 1lJ;]lbiniふねをかれはかいを

水に深くさしてこぐ。

Tll;Jli/JJu 0 S 後頭部とうなじの間の箇所。

/JJ;J/JJig;Jco-ni v. [pcIf. /JJ:J/JJig;JCix;J-lJi] つねる(何回も)。

n];]lJli g;J llee-n i守口J;J/JJeellee-ni v. [pclf. IlJ;]Tllig;]bx;]-ni， ll1;J/JJeebx;J-ni] つねる

(一回):pu tt;J;J n】;Jlllig;]lleeni.こどもをかの女は一度つねる。

n];]llli r;J s. [acc. /JJ;Jllli r r:J;J] 花が咲いたあと結んだ実。

m;Jmirree-lll v. [pclf. m;]/JJlr;JX;]-Ill] 結実する grow (白uit):siduxu 

llJ;Jmirreeni こけももの実がみのる。 / xojoo 1ll;JI/]ir;Jx;Jni いちごがみのっ

た。

口];]/JJLt;) OJ s. (さけ，ます，あめます，いとうなどの)脂びれ。

/l];]nJee-ni O. v. [pclf. lll;]njax;J-lJi] 競争する mitt;Ji /l];Jl~Jeeni かれはおれと

競争する。

m;Jリu s. [acc. /JJ;]リumb;J] 銀 silvcr : m;Jl)um;J xun剖 ptu銀製の指輪。

m;Jl)uri a.はいいろ(灰色)の gray: s. [acc. m;]l)urree]: m;]l)uri l)ind且灰

色のいぬ。

m;]rg;J a.かしこ(賢)し、 wise: m出 I剖 m;]rg;]putt;]大変りこうなこどもo

m;]rg;]d;J;J s.けだものの一種。

m;Jrk;] s. facc. m;Jrk;];]] (両歯の)すきぐし(櫛)(めが細かく，しらみもとる)一

fine-toothcd comb. 

Tll;JU S. [acc. llJ;JU lllbコlおど(踊)り-dancc. 

lJJ;Juri-lJi v. [pcrf. Ill;JUXユlll] おど(踊)る dancc: Ill;JUlllb，i llJ;JurilJiかの女

はおどりをおどる o

lllic('i-ni v. [pClt'. llJituxコーlll] は(這)う crccp‘crawl 口JÍc(~i putt;Jはいはい

する子門

llliig;Jcci-ni v. Ipclf. llliig;Jcix，i口i] まよ(迷)う go astray: pllr;Jlllb;J plllillli 

llliig;Jcciniやまを歩いてかれは迷う。

llliijiccee-ni v.切ろうとする，切りたい，切りにかかる。

口uikt;J NJ s. [acc. llliikt;J/JJb.i N] 低木の一種(とげがあり，これに生じる酸い

液果は食べる) N.ばら J: llliikt;J sic/lIx uni低木の一種 (llJiikt;J)の液果 N(な

なかまどの実のように赤い 01

Miikt:JiS;J s. [acc. Miikt:Jiss;J;J1 十二号(多来加湾岸の地点)。
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mllm;Jtt;J 
122 

mllm;Jtt;J s. [acc. miim;Jtt;J;J] つるすまたは結ぶための皮ひも。

mlln;JlCCee-nt v. [perf. mun;Jit;Jx;J-ni] こまかく切ろうとする，こまかく切りた

い，こまかく切りにかかる。

mlln;Jnm-m v.こまかく切りに行く。

mlln;JSl-ni v. [pelf. miin;Jci-ni] くりかえし切っている，こまかく切る cut. 

miinJi-ni GU v. [pelf. m】iμicc“i一mバlのどがつまる(食ベたもので)仁:b削11υ111】η町】1ll必cc“im口】b削t 
おれは食ベたものでのどがつまつた。 G / ulisω吋S;JJi (または叫u山lisβS叩S;J;Jd;J明p戸I印u削JI川加m即n町】]l

m】iicc白ini】万i肉で(または肉を食ベて)かの女はのどがつまつた(肉カが2切カか通たくて)九。 U

m】η】iir;Jmbi-ni v. [perf. miir;Jmbux;J-ni] むこやその母がもらった嫁をつれて行く

(または来る)。

mur;Jmbu.fii-ni v. [pcIf. mIIr;Jmbudux;J-nil 嫁をもらってつれてかえる(むこま
たはそのおやが)。

miir;Jn]i-ni v. [pcIf. mIIr;Jcci-nil とつ(嫁)ぐ bc man1cd to a man 

mllr;JXU s. [acc. ll1llr;JXXθθl よめ入り持参品 ;J;Jkt;J miir;JXUlli女のよめ入り持

参品(となかい，ふねなど)。

mllrt-JJl v. [pcIf. miix;J-nil き(切)る，すこし切る cut: kuCig;Jn.Ji miirini小

万でかれは切る。 /sUI]dattaa miiriniかれはさかなに切りめを入れる。

ll1iis(ik)k;J S・[acc.miis(ik)b;J] 洗面器[<ロ MI1CKaJ(ウイルタはむかしは口に

水をふくんで顔や手を洗ったという)。

Mut;Jri s.人名(男)(Torisa氏族 U). nIJ)1JJaaを上手に演じた。

mllWθθCCl-Ill v. [pcIf. miiwθθoX;J-ni] 切らせる;出産児が死ぬことがくりかえ

しおこるとそとで(産屋で)出産して産児を家のけむり出し (cokko)またはけむ

り出しと戸口の問の箇所 (θltθlθ)から家へ入れる putt;J;J IlJll wθθCCilli.産児

をかの女は死なないようにする(いぬの腸で産屋をとりまくと産児が死なない，あ

るいは老人のひげや髪で九産児のうでをまく)。

miJila J s.‘meJila NU s. [acc. 1】1りillωNl ななかまど。

Mikeeb s.人名(男，Toris且氏族，大野政雄氏の父)[<ロ Ml1Xal1凡J. 

Mlmita U s.幌内川右岸の支流 Mimita ullig.細川ミミタ(メミタ)川。
mind;Jll】;Jco-ni NJ v. [peIf. mind;Jm;Jox;J-ni Nl 棒で打ちあう N.日本の撃剣

をする J:mooJi mind;Jm;Jconi棒でかれらは打ち合う。 N

minJee-ni v. [pcrf. milld;Jx;J・nil 棒でうつ bcat with a stick:正lsibiminJeeni 

かれは妻を打つ。

mlnuutu s.何cc.minuuttool 分 minutc[<ロ MIlHyraJ: xasu minuutuwa 

何分か。 /Joonminuuttoo p;Jrg;Jx;Jmbi. 10分ぼくは考えた。

11】lIJga num. [acc. mlIJgaa] 千ー thousand:Llθθ I111IJga二千 two thousand / 
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xuju miI]ga nada taI]gu jakpundoo ilaa九千七百八十三。

mirree-ni G v. [perf. miraxa-nil 大使をする際ちからを入れて排便する。

missookki s. [acc. missookkee] ふくろ(袋)[<ロ MewoK] • 

mitu.fii-ni v. [perf. mitudux;J-ni] 遺って帰って来る (mitumiissini)。
moecosi-lli NU v. [perf. moecoei-ni] いやがる，いやだ minJeewi (または

mini mamaI]ubi) moecosiniおれの仲間は(または，わしの老妻は)なにかす

ることをいやがってとめる。 N/ I];Jn;Jmi moccosiniかの女は行きたくない。 N

/ x;Jr;Jkt;;mi moccosini.気分が悪い。 N

moecouli a.道理に合わなし、 taraI]aCiund;Jisi moccouli.そのようにきみが言

えば理屈に合わない。

moicca NJ s. [acc. moiccamba N]. meucca GU s. [acc. meuccamba U] 

鉄砲，銃一gun[<満 miyoocan.漢鳥鎗]。

moiccacci-lli v. [perf. moiccacixa-ni] 鉄砲でうつ(何回も)。

moiccallee-lli v. [perf. moiccalaxa-nil 鉄砲で(または鉄砲を)う(撃)つー

shoot (a gun): p;J;Jtt;J;J (またはgassaa) moiccalleeniあざらしを(または烏

を)かれは鉄砲でうつ。 N/ moiccanJi moiccalleeniかれは鉄砲で(または鉄

砲を)うつ。 U

mokci.fiee-ni v. [perf. mokcidaxa-ni] まがる bend， turn: moo mokCidaxani 
木がまがった。 /j;J;J poktokki I];Jn;JmJee tawasai mokcidaxaniかれはこの

道を行ってからあっちへまがった。

mokcilli-ni v. [perf. mokcilixa-nil まげるー bend:s;JII;J;J mokc illini固かれは鉄

をま』アる。

mokCiptai adv.まがった方向へ mokciptaiurpix;Jni.まがった方向へかの女は

縫った。

mokcom adv.前かがみになって。

mokcoroccee-ni v. [perf. mokcorottoxo-ni] かがんだままいる。

mokcuu a.まがった(木，人のからだなどが)~ crooked司 bcnt [ant. tOIJdOl: s. 

[acc. mokcukkoOl 

mokkeellee-ni NJ v. [pcrf. mokkeelaxa-ni N] 腰で手をくむ。

mokkiri s. [acc. mokkirree] もっきり(やちうぐし、)りI[魚)。

molkoI]o G s.おしょろっこ(魚) G (おしよろこまダロウ)。

momokto・momoktomooni海岸の寄り木。

moni s. [acc. monimba] こけももの実・黒ゆりの根・ほしたすじこをふやかした

ものにあざらしの泊をまぜてつぶした食べもの。

monipu s. [acc. monipumba] 調理用のつぶす道具(木製，円盤のまんなかににぎ

い
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mooslpsa 

Waaleetta氏族，

mooslpsa G s.となかいのこすってぬけたつのの毛 slrθmooslpsam野生とな

かいのこすってぬけたつのの毛。

moωo s. [acc. moossoo] はやし(林)，もり(森)-woods‘forcst 

moossi-ni NGU v. [pcrf. moosixa-nil (となかいがつのを)こする(秋につのの

毛や皮をとるために): ulaa mootoi xuj;Jbi 1l1oosixani.となかいが木へ自分の

つのをつけてこすった。 U

moosuu s. [acc. moosukkoo] 銃を入れる袋(毛皮製)。

1l1oosuxa: moosuxa xuj;J春にひとりでにおちたとなかいのつの。

morisku U s. [acc. moriskool 司 murisku G s.がんじ()11・海にいる魚，色

はすこしあかい，外形はへびのよう G) (ぎんぽダロウ)。

moroccee-ni v. [perf. morotoxo-ni] ま(巻)いてそのままにしている:

nirukt;)bi utumuukki morocceeni.自分のかみのけを自分のうなじにかの女は

まいである。

morolisu a.まるいー round: s. [acc. morolissoo]: alukku morolisu.入れもの

がまるい。

morree-ni v. [pclf. moroxo-ml 

かの女はまく。

1l1osin~íJi-ni NU v. [pclf. 1l1osiradux丘-ni Nl 

mosiralJini. (なめした)皮がまたしわになる。 U
mosirree-ni v. [pclf. /l1osiraxa-nil しわがよる bc wlinklcd: 1l10SlranJl 

sagdacc ini.しわがよってかれは年老いた。

Motokolu s. [acc. Motokolu1l1bal 人名(男，

の弟)。

Jllotolina a固まるい(恥丘の形容か)。

Motoroonu s. [acc. Motoroonnool 人名(女)。

mθkcθ[iee-ni v. [pClt". llJθkcθdθxe-ml 腰がまがる(老人になって):tafl 

Jllapaacc a Jllθkcθ正lexθ】Jlあのじいさんは腰がまがってきた。 U

n】θkcθ!)θa.腰のまがった・Jllθkcθ{)θ 幻 W;::J腰のまがった神像。

mθkcθrθnfi-ni v. [pclf. mekcθrθcci-nil 腰がまがっている tan lllil/llil 

lllekcerθccini.あの老婆は腰がまがっていた。 U

IIIθ[θXl NGJ s. [acc. I11θlexi/llb;J、alL/llθlexitt;Ji Nl 棟木 N.高倉の腰なげし

GJ.魚を干す掛け木における二本の柱の上にわたした水平の棒 GJ fcf.朝

m81日(棟)(訓蒙字会II

/J]θmθθ'pinJi-ni NJ v. fpclt'. IIIθIIIθθpicci-ni Nl 

t;J;Jsini しゃがんだ、あとかの女はすわっている。 N

Kiit;Jl);::Jnuさん
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ま(巻)く wind: kup;)/l1b;J morreeni.糸を

しゃがむ :nlθ111θθpikbt 

a
 
I
 
-
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ふたたびしわになる

monJI-m 

IlJOOIJ】υυ

る柄がついた形状をしており ，lttoのなかの料理材料をおしつぶすのに使う)-

small wooden pcstlc. 

monJi-ni v. [pelf. monJixa-ni] も(援)む一 crumple:nattaa monjini.皮をかの

女は探む(やわらかにするために)。

monni-ni v. [pclf. monixa-nil おしつぶす(料理材料を)0

mOJlO s. facc. mOJ!llOol さる(猿)-monkcy. 

mOl]boonJi-ni v. fpclf. mo!)boocCi-nil Jorri-ni (人差しゅびでさす)と同義。

moりgee-nl G v. fpclf. moりgoxO-lll1流木がひっかかって川のひとつ箇所にあっ

まる(木に細い根がついているのでRひっかかる)。

1l101]gO NG s.川のひとつ箇所にひっかかった流木のかたまり。

Mo!)goli s. facc. Mo!)golleel オルチヤ (MaJ]bu)人の居住地の一つ(アムール)11

下流右岸)。

mo!)illee-ni v. [pclf. mo!)ilaxa-nil 

moりo s. [acc. mOl)ombo] くび(頚)-neck. 

mo!)optu s. [acc. mo!)optumbal くびにまくきれ。

mo!)optullee-ni NU v. [pcrf. moりoptulaxa-nil くびに巻く sottoriJi

mo!)optulleeni.タオルをかれはくびに巻く。 u

moo s. facc. moowol 1.き(木)，みき(幹)，棒，材木，

wood‘fircwood: 2トランプの2， 3， 4， 5 

mooccee-lll U v. [pclf. lllootoxo-nil すもうをとる。 (Cf.l]ooccee-ni N.) 

moolimJi s.まきをいつもとっている人・ 11100moolimJiまきをいつもとっている

人。

moolipsa NG s. facc. llloolipsaa NI まきを切ってとったあと。

llloolisi-ni v. [pclf. lllooliCi-nil まきをとっている。

口JOollee-ni v. [pclf. /llooloxo-nil まき(薪)をとりに行く go to gct fircwood 

moolomusi-ni v.まきをとりに行きたい/moollounJi-ni v.まきをとりに行

かせる。

mooloccee-ni v. [perf. /lloolotoxo-ni] 

行って来る U)。

mooloJ1i-ni U v. fperf. mooloduxa-nil まきとりにまた行く。

moοlonjee-ni v. fpcl王 llJoolondoxo-nil ある所からまきとりに出かけるためにそ

こへ行く(ほかの人の家に寄って誘って行くときなど)。

IJ10οllli a声がふとい jildani 1ll00/J】Iかれの声はふとい。 N/bilιlani1110υllli. 

かれののどは(声変わりのあと}声がふとい。 u

s. lacι IllOOIllυυlllbυi たばこのハイブ(木製) .-tnlJacco pipじ

まき(薪)一 trcc句 stick.

まきとりに行って帰って来る(まきとりに
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あぐらをかく。
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mθmθ'piccee-ni 
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mθmθpiccee-ni u v-jPElf-mθmθ'pLtt;JX;J-n il しゃがんでいる tarin丘rt(また
は ;J;}kt;J) mθmθpicceeni.その人(または女の人)はしゃがんでいるn

mθmeplrree-ni U v. [pCIf. mθ1lJθpir;Jx;J-ni] しゃがむ，ひざを立七てかがむ門

mθθ N s. [acc. mθθWθ‘mθθl守口lUU U s. f何acαc.mu山UW;J.m】u山U] みず(水)二

?a剖ter:[言しい、百わしυJdolbo 削 θWθn刷 θlωθI伺θEθC必似C“i;}ks附叩c出削eω1山 n刷丘ω印川na且ι制a 
0町叫t山 n一ar口lp丘ω仰制n問】泊丘却口刷iβi丘ω如n】伽d仇ωcl仰l
をくみにf行7つてきておいておく。水がないと人間のたましいも妖怪も人間の血を
のむんだと。 N

mθθClg;J S. facc. mθeeig;Jmb;J1燃えのこりのまきn

mθθdθs. facc. mθθddθθ] 洪水 flood. 

mθθdθθsk;J NJ. mθθdθθskθN  s. [acc. mθθdθθsk;J;J. mθθdθθskθθN1 かわ
うその(毛)皮。

mθ凶ヴ NO s 何cc.mθθdu此;J;} N] . m削 θθNOJ s 附 mθ帥 θW;J
mθ出 θθWθN] かわうそー ottcr.

my;34Ipdn1θ凶ω -Ill1洪水になる，氾濫する mθ凶θm吋削

mθθ，kkee s水(座者の用語): mθθkkeeb baitt制 baa湖水でよくないことをし
た(者)(亙者のことば)/1ηθθ'kkeeb ;J;Jnd;Jx;J水であやまちをした(者)(亙者のことl;f)。

II】θθ'kkeenneeni N s海の神，水人(現世界の下の世界の人)0
mθθ此 u a.冷めた mθθokkusib冷めた汁。
mθθlisi-ni N v. fperf. mθθlici-nil . r川 lisi-ni U v. [pelf. mUL州ーni1 水くみに千T-:>ている n問問 meθlisini水をかの女はくみに行っている

o N mθθllee-ni N v. fpcrf. 1J】θθlθXθ-nl]、llluullee-ni lJ v. fpcrf. 11】uubx;J-ni1
水をくみにでく go to gct watcl 仰 θWθ(主たは削θ) 仰 θlleewi水をわた
しはくみに千丁く。 N

IIIη1θ伺倒θωlωθ?

一一…

-ni v. fp附 口m仰1θ伺削θelωθIωθ仰X湖脇別砂件刷e-n引川I口】
1J川】η1θθIωθじじeeα1η】Il 水をかの女がくみにいつてくる。

11Jθθlθ[Ji-1Ii v. fpclf. llleθlθcluX;J-IJi1 水くみにまた行く門
meelllUtlI s. facc. 111θeluuttee1 いど(井戸)-wcll. 
H削刷仰叫】り1川 v. f附 口削θ凶凶州必ωσdιl-川-イ引I口1
(湯)がさめ匂。

mθθPじトIII v. fpclf・111θeptux;J-IJi1 枯れてかわく orokto 1/1θeptlL¥;Jni草が枯
れてかわし

mθθrt-IJl v. fpclf. 111θexθーni1 競争してか(勝)つ Wlll: lJari tuksami 
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IIIθθXθni人が競走して勝った。

mθθssi-ni OlJ v. [pclf. mθθsix;J-ni 01 あかがたまる(ふねが):ugdι 

n】θθsSlm.ふねがあかがたまる。 G

IIIθIθs. facc. mθIθmbθl こころかい，きもち{気持)-hCalt司 mind:nooni 

n】θIθnjiniι!Jai!あの人の思ったようでいい。 /merθlu賢い wise/ 

mθIθl(θ) 且naaかんがえなし-stupid 

mθIθcci-ni v. [pclf. IJlθIθcix;J-ni1 おも(恩)う，かんが(考)える十 think: 正司且

n丘rree(ananami) IIIθIθcciniかの女はあの人のことを(好きで)思っている。

mθIθccθθN s. [acc. mθIθccθθmb到、 mθIθcuu 0 s.円筒形の食器入れ

(樺皮のまげものの外側をとなかいのなめし皮でおおってある，装飾に刺繍文様が

ついている，上部にくくる口がある，食器を入れ，移動の際もこれをとなかいに

つけて選ぶ)。

mθIθ1 NU: alukku JJlθrel mθIθ1 biini.茶碗はまるい(形がまるくなっている)。

11I1 

NlJ 

mθrθθs. facc. mθIθθmbθ1 ウイルタの獣皮製長ぐっ(足くびにしばるひも

(Sθθksθ)があり，ひざ下でくっとはばきの二つに分離している，となかいのすね

皮 (taagd且 xoosoや sa丘rtxoosο)を主として用い，それにかわうその皮なども

使い，それらの皮が毛模様をなす，底はあごひげあざらしの皮を使う，上部に毛

皮の細長いかざり (keepir仰がついている， θ口1θrθはない，男子がはく)。

lllerθttu a.かしこ(賢)い wise: s. [acc. IIIθIθtteθ1: IIIθrθttu nari賢い人。

lllucca NO v. [pclf. llluCCaa] はて，終端 N、さかなとりに行く一番川上の地点

0: pokto /lluccani道の終端 N/ naa lllucCani地のはて N.

mucci-ni 0 v. fpclf. /llutuxa-ni1 初潮を迎える J;JJ anaIJnee /llutuxam.こと

しかの女は初潮を迎えた。

lJllldιNJ s.人をおどろかしてたのしませるようなこと，手品 N、芸(とぼけたよ

うなことを言ったりして笑わせるなどの) J [くくロ MO/.laJ: /lludani 1m! !]ga 

n且n 芸の上手な人 j

IIluc/alapacCi-ni v. fpclf. 1Il1ldalιpacixa-ni1 芸(笑わせるなどの)をつぎつぎに

する わa!]ba!] IIllldal.1paccini.ちょいちよし、かれはとぼけたようなことを言

') 0 

mudallee-lJi v. fpelf. nllldalaxa-ni1 人をおどろかしてたのしませるようなことを

する。

llluddaalJji NlJ: 1JJ1Id.正laanjipulicini 日帰りでかれは行って来た。 NlJ.行ってす

く市道れは帰ってきた。 u

mud正laanji-ni v. [pclf. muddaacci-IJi1 往復する。
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muddaappacci田ni
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muddaappacci-ni v. [perf. muddaappaCixa-ni] なんども(目的地まで)往復す
る。

mugd.Ja s・[acc.mugdaamba] 切ったあとの木のかぶ 11100 mugci;x!JJi木のか

ぶ N/丘isimall1ugciaa女がよめに行くとき騎乗の際足をかけるもの(木の

ねっこ) N/ ciaδ!Ji mugc[aaわなの仕掛けにおけるわながつく台木 J/ nuuci 
lllugcia.Jわなのかぎのつく台木 J

Muig;:， s. [acc. Muikba] 幌内川上流左岸の支流。

Muig.Jtta s.ウイルタ族の氏族の一つ， 日本姓は小沢 clan namc. 

mU!gl s. [acc. mU!gg，旬、 all.muigitai] へぴ-snakc. 

muikta s・[acc.muiktaa] (ciaataからわかれた)ほそいね(根)(kurbなどをつ

くるときこれを裂いてしんを糸の代わりに使う)ー root.

mUlr.J s. [acc. muirraa] かた(肩)-shoulder. 

m叩l-n! v. [perf. mud.Jx.J-ni] (まえ歯で)かじる-gnaw: IJinda muffini.いぬ
がカ通じる。

mukcee-ni v. [perf. muktaxa-ni] (人聞が)のぼる← climb:mootoi mukceeni. 

かれは木にのぼる。 N/ mookki mukceeniかれは木をのぼる。 G/

tookpukki mukceeniかれははしごをのぼる。 N/ xurigakki n】ukceeni.か
れは山へのぼる。 N

mukpi-ni U v. [pclf. mukpuxa-ni. conv. pelf. mukpuwacCi、mukpoocCi] た

たむ (namba.pul旬、毛布などを)，そでをおりかえすー wask.Jamukpux正wiそ
でをかの女はおりかえした。

mukpucCi-ni LJ v. Ipclf. IllukpuCixa-ni] たたむ(何回も):t;:，tuw;:，bi (または

bllssooまたはnattam Illukpuccini 自分のきものを(布を，皮を)かの女はいく
えにもたたんでいる。

Illllktaccee-lli v. Ipclf田 Illllktataxa-ni] のぼってしまっている η

Illllktakku s. lacc. llJuktakkoo] はしご(二本俸のはしごはウイルタにはなしり←
laddcr. 

Illukta戸lco-nI v. [pclf. muktapaoxa-ni] なんどものぼったりおりたりする(同

じ木または異なる木を)・ I/lOotoiIlluktapaccini.木をかれはのぼったりおりたり
する。

Illuktuli s. facc. /lJuktullee] もくら。

Illuli NGJ s. f acc. ll1ulill1ba N] がん・かもの一種(食用 G)。

I/lultall1a <l.つののない(となかいについていう L

ll1ultu_lJee-ni GLJ v. Ipclf. lIlultucbx，1-ni LJI はずれる(はじにおいたものがずれ
て落ちるときのように)。

129 munali 

munali a.お(惜)しい(この語は述語として使う):munali asiwi bθθrθ 惜し

い，おれはやらない。 /mun昌lee.惜しいな一。

munalisi-ni v. [pelf. munaliCi-ni] お(惜)しがるー beglUdge.

munaluuli a.お(惜)しい munaluuli ulaa惜しいとなかい。

mun.Ji GJ s.かもの一種(食用) G 

mun;Jska s. [acc. mun;Jskaa] スキー (kumult.J)のうらににかわ (kamciu)では

りつけたあざらしのぶIwui.geuksa)の皮やとなかいの皮 (XOOSO)。

munJee NGJ: munJee tuwamJi通常の北風からすこしそれる北風 NJ，西風 G.

mUlJgJ NGJ s. facc. lIlUl]gJJ N] 大きし、川へ岸が突出した箇所にある川原(砂，

石がある):u11i I11UりIpniJl1につきでた川原 N.

mUJ]gi J S.: mUIJgi sUIlluni足の腿。

III U IJnaa/~Jí -n i LJ v. [pclf. III uリ11ぷICCi-11i] いじめる(たとえば嫁を):irgambi 

ll1 Uりnaa~Ji11i かの女は自分の嫁をいじめる。

n】uppl-m v. [pclf. muppuxa-ni] たたむ-fold: tJtuwJbi ll1uppini自分のきも

のをかの女はたたむ。

n】urgigacci-ni N v. [pcrf. ll1urgig.θcixa-ni] . lIlurgeecCi-ni NJ v. [perf. 
murgeecixa-ni N] 戯談を言ったり，とぼけたことを言ったり，ふざけて人を笑

わせる。

ll1uri s. facc. lJJurimb且l うま(馬)一 horsc

muriccee-ni v. [pelf. llluritax昌一lll] ねじってそのままにしている。

n】uriplJJ]i-ni v. [pclf. muriJ万cci-ni] ちょっとねじる(たとえばねじを)。

llluriptal]i s. [acc. muriptθ1]I]ee] ねじつであるもの siigJ muriptal]ini耳かざ

りのらせん状の部分。

1l111rree-nl v. Ipclf. lIIuraxa-ni] どなる，さけぶ-shout 

Illurri-ni v [pclf. lJJurixa-ni] ねじる-twist: SJlbJ 1l111rrini鉄をかれがねじ

る門 /1リ伊別}ド川iιi凶i丘111仏1，ι山ωiμωtμ川iυIII1川1日川l[川lIr口n川t
川 U山r司'1μiυIII 才ね4じでで、カか為れが才ね」じる。

lllusi 1 s. facc. lJJusimbal うろこをとったさけ・ます・あめます・よあかしいい

とう G)などの皮を煮てつぶし，これとほした魚の白子をふやかして煮たのやあ

ざらしのとけた油をまぜ，それが冷えて固まった食べもの。

Il1US12 NU: llJUSl llJusi inaslJJiこらえながらフフと笑う。

Musibi s. facc.んl!Lsibbeel 地名(正iawaitu)、(北知床半島の)舟越(北舟越)0

musinJi-ni LJ v. fpclf. Illusicci-nil llJusiをつくる(調理する)。

lI1uskコfl S. lacc. 1Il山kJrreel 樹木の一種(どろゃなぎ J)(丸木舟をつくる N)。

川 USp，1 NLJ s. [acじ nlLlsp.J，1 Nl 住家のまえの場所(海，川，湖水の岸，そこに舟
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を干しい、てあM州る釦):mL刷1u山叩Iβsp戸dk此kiハl刷 a制auj加:

mu山ss幻Iト-nL NU v. [pclf. musix;J-ni N] ぬく，とる oroktoomussini草をかれ

はぬく。 N/ ulaa sinaktaani mussiniとなかいの毛をかれはぬく。 u

musun s. [acc. musurree， all. musuritai] むしろ(薦)[<日むしろ]。

muttasl s. [acc. muttassee] いぬぞりの滑り木(台木)のうらがね(となかいぞり
の滑り木にはなし、)。

mutuduiccee-ni v. [pclf. mutuduitax司-ni1 ひきかえしたい。

mutu，[Ji-ni v. [pclf. mutuduxa-ni1 途中からひきかえす lllutuddu.ひきかえせn

mutupacCi-ni NU v. [pclf. mutu戸山a-m1 途中まで行ったりもど、ったりくりふ
えす。

mutuxI a.できるまでやりとおす mutuxi n且n最後までやりぬく人。

muuJI そばに人がし、なくて用をしてもらえず不便，不つごうな場合に言うが，年寄
りしか言わない。

mu 切UJJI-一一1 J v. [防恥p戸cぱ mu山ujiばX;Jι;J-n引n川】

III】η】uupc引I-m U v. [pclf. llluuptuxa-ni1 まくれる t;JtUW;Jt;Jdni muuptuxal】iき
もののすそがまくれた(風で)0 N 

mUUfL-1lL v. [pclf. muux丘ーni] まく(捲)る t;Jtukki muuwacL~i giL~cini 自分の
きものをまくってかれは歩く。

muxa s. [acc. llluxambθl 腹部がふくれる病気のときのおまもりの偶像。

muxakku s.腹がいたむ病気 (muxaの偶像をつくればなおる)。

muxali s. [acc. muxallee1 銃弾一 bullct

muxdnd s・[acc.mux;Jnn;J;J1 金属製口琴(まさかりに当ててさきを口にはさむ G)
-Jcw' s-hal'p (madc of iron) 

lllux;Jnnee-m v. [pclf. 1】JUx;JnOX;J-l】11 金属製口琴を奏でる play a Jcw' s-hal'p 
(madc of iron) . 

muxub GJU s.海岸の高いところの砂地。

lllUXUIW!L S. [，1CC. lIJuxulllakkee] ほっき貝。

n 

nail s. [acc. naawil1 っち(土)，土地，地，陸， くに(国)-soil‘cal1h. land. 

counlly: bal[ixilmbl口市I生地，故郷 nalivc land / Sisa nililni日本の国/

naawa xuLLeeni.土をかれは掘る。/;Jri naa gU]';Jiこの土地は広い。

131 naada 

naada s. [acc. naadd回] 入用[くくロ Ha，qoJ・naadalaanaa.っかいみちがな

い，用にたたない。 NJ/ dri x丘idunaadaa.これがなにに入用か。 N

naadakta s. [acc. naadakt却、 pl.naad昌il] ある女子に対して，生まれた氏族(父

系)内の傍系男子(ただし年令はその女子ぐらいまたはそれ以下)- (for a 

fcmalc) brothcr， cousin (malc)ー ncphcw.

naajicci-ni v. [pclf. naajiCixa-nil くさらしている sU1Jdattaa naajiccini.さか

なをかの女はくさらしている。 U

naajji-ni v. [pelf. na且Ijixa-ni] くさらす sUIJd丘町制 naajjini.さかなをかの女は

くさらす。

naajJee-ni v. [pclf. naadax且1】i] い(要)る nccd: xai wa n且aJ]eeseeなにをお

まえは必要とするのか。

n剖 ksaN s. [acc. nωks柑] はな(演)， うみ(膿)-snot司 pus:isal naaksani 

めやに NJ

Naaks且una s.人名(男，Wara加inneeni氏族)。

naaktu s. [acc. naaktoo] がんベ，できもの，ふきでもの。

naalboo s.樹木の表面に waxiが生じ (ba(Ji)てそれが土をかぶったもの(樹上の

表面に士が生じたもの (mooojokkeeni n制 baifixani) G). 

naaluu a.なまの(さかな，肉が)一 raw:naaluu sUIJdattaなまのさかな s.

[acc. naalukkoo] 

naama NU s.両手でかかえる太さ geeda naamandu bii mooひとかかえある

木。 U

naamaccee-ni G v. [pclf. naamattax且ーnil だいて(そのまま)し、る。

naam昌lli-niNU v. [pcrf. naam且lixa-nil 抱く NU，ふたりのおとなが互いにだき

あう(アイヌは挨拶にこうする) N: putt;);J naamalliniこどもをちょっとかの女

は抱く。 U (I】制lllanjiniは長く抱く)/ llliirocCi patala!Jubi naalllalixani 

嫁に行った自分のむすめを(里帰りしたので)かの女は抱きかかえた。 u

naaman戸niv. [pclf. naamacci-nil だ(抱)く cmbracc:puttσbi 

naamanjini.naamanji-ni v. [pclf. naamacci-ni1 だ(抱)く cmbracc:

putt;Jbi 1】却manjini 自分のこどもをかの女はだく。

naammee-ni v. [pelf. naamaxa-ni] (病気が原因で)手足や体が動かなくなる。

naanneeni s. [acc. naanneepani] 土地の人，この土地の者 drinaanneeniこの

土地の人/goi naanneeniよその土地の人。

naanullee-ni N v. [pcrf. naanulaxa-ni1 ， n丘anuullee-niG v. [pcrf. 

naanuulaxa-nil となかいが別のとなかいに追いつく (xaakpanjini) N，走る 2頭

のとなかいがあたまをならべる G



naal)bi-ni 
132 

llaal]bi-lli NJ v. fpclf. 11川 !)buxaーn1] あたる(銃弾など、が)，命中する nJOic(.~a 
nWl1]bini鉄砲があたる。 N/ Il10icca n】uxalininぷl1]bini鉄砲のたまが命中
する。 N/ naal]boonjini当てさせる N

n制。'gl-lll v. fpclf. naal)guxa-ni] おとし(猟具)を仕掛ける。
口昌且l]gU NJ s. f町 1刷。goo N] 猟具の一つ，おとし(てんやきつねをとる)。
口昌ar(lt)ta s. facc. n丘町(it)taa] はば広く，たけが高いとなかいぞり，二頭のとな

かいが左右にならんで引く，ヤクート人から伝来したものー rci耐 crsledge [」
ロ HapTa.ヤ HaaPTaJ

n町一1ll v. [pelf. naaxa-ni] くさ(腐)る rot: na机 1SU/]datti.lくさったさか
な。

口昌丘ta s.何cc.n丘且ttω1 くまの皮 (bejθskθ)。

naatanll s. [acc. n丘atammee] 敷きぶとん(となかい皮)一 furcushion. 

nωWl S.何cc.n剖 Wwee] さけやますを刺してとるやす(枚)(あざらしの皮ひもが
ついている)。

naawu s. facc. naaWUll】ba] やもめ，未亡人-widow. 

n丘且wunji-ni v. [pcrf. naawucCi-ni] 未亡人になるー losconc' s husband. 

口昌ぬ num.[acc. nadamb丘] 七，ななつ scven: nal1ee-ni七か月め(妊娠や生後
の月数)-sev巴nthmonth / nadalta adv.七回-s巴ventimes / n丘dattunぉa

num 七つ全部 以土はすべて N/ nada saIJgaやつめうなぎ，焼いて食用 Gf

nad昌ndoo num. [acc. nad丘ndoowoJ 七十一 scventy.

n丘daragd丘 num.facc. nadar丘gda丘) トランプの7

nadasa NJ s. [acc・nadassaa] ななつぽしはヒ斗七星九大熊座 (Nによればnada

xosiktaとも言うが， Jによればこのようには言わない。また Nによれば，その星

の数は人により七っとも，八っともいう，あるいは六つという人もあるよし 干

れがたくさんにみえると裕福になるの'~Ji!1~かという)。
naLCCee-nl U v. Ipclt'. naitaxa-lIi] うたがう(金をぬすんだとか)ロ

Naiputu s・[acc.Naipl1ttoo] 多蘭(タラン)(じ目eHllePe'IHぽ): Naiputu n;)，111i多
蘭川。

Naiputl1nneeni s.ウイルタ族の氏族の一つ，ほかの氏族の人はこの氏族がサウハ

ルジ (s，ll1xa(ji)という鳥から生じたと悪口を言う， 日本姓は小川 clan namc. 

lwkku s. facc. llakkoο] ，こわとりー hcn司 cock

nalduma s. f acc. naldl11JJlll川 lいとう(魚)。

na 11llaa s. f acc. n丘11llaamba] 作業用上着(なめし皮(となかいの皮 G)製，男が
夏着る)ロ

nallllakta s. facc. nalmaktaa] か(蚊)-mosquito. 

1

1

 

1
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n且lta

nalta J a.たいらな 口altaxureeたいらな山(一段とひくい山)。

naltakta J s山の高いところの下の木のない地。

lIaluu NG s. facc. nalukkoo Nl からふとます(はながふくろう (uksannのよ

うにまがっている G)Lcf.ニJlalχ]

lJalll(l) GLI: 1JaJlJ n<llllじようずに LI / nam lJalll(i) l1wllini上手に(たくみに)

かれはできる (pakcinariのやりかた )0 G / nalll nalll k;x:l/J.fini (または
uilleeni) 上手にかれは話す(主たは仕事する )0 II 

nallla a.あったかい(この語は述語として使う) : nama ;lIJee 1I，1mbJあったか

い， (かけぶとんを)かけるな。 / namaa.あったかいな一。/;)JJ;)_uee nilmail 

ずいぶんあったかいな一。

namagda s. facc. n<lmagdalllbal ゆりかごにねかせた幼児にかける布。

nalllasi-ni v. fpclf. n<lmaci-ni いnam<lSuという命令形はない)] あTこTこかい: ;)SlllJりt

namasini.今日はあたたかいσ

namaska s. [acc. namask且a] めすのとなかいの皮。

namauli a.あたたかい warm: s. [acc. namaulleel: namauli in;Jl)iあたたか

し、目。

namba s. [acc. n丘mba丘l となかいの胴に振分けにつける荷。

nambee-ni v. [pcrf. nambaxa・nil となかいの胴に振分けに荷をつける ulaakki

nambeeni.となかいにかれは振分けに荷をつける。

n丘mi s. [acc. nammee， pl. n丘m<ls丘1] (となかいの)めす-fcmalc (reind巴巴1")・

nami ulaaめすとなかい。

namu s. [acc. nammoo] うみ(海)-sca 

n丘multa s. [acc. namultaaJ (湿地の)こけ(苔)一 moss.

na日JUu S.何cc.lJan】ukkool 月経のときの下ばき (p;Jruu)に入れる saufL(低木の

茎のやわらかい内部(髄)をけずったものでちり紙の用をする)。

nβI1luullee-ni v. [pelf. namuul<lxa-nil namuuをつかうロ

lJal】JUwa NG s. lacc. namukk<la Nl となかいの当歳のめす N，となかいの幼い

めす G:nan】00 (または namuwa) soondooとなかいの一歳(春生まれて翌年春

まで)のめす J

nanusl s. [acc. n<lnusseel 海の神 (t;XJ1JlUnneeIJl)にささげる木幣(ふねの木幣)。

nal)da s. [acc. nal]daa] 借り(金ばかりでなく，買って未払いのとなかいなど)。

lJa ~)da(.~ci-ni U v. fpclt'. lwl)daCixa-nil {昔りるけ可回も)， {昔りている。

n<l!)dam<lsi-ni v. [pclf. lJal]dam<lci-ni] 借りを返すようもとめている n;J;J 

nal]damasiniすぐ借金を払ってくれとかれは言っている。

na~)daunJi-ni v. [pclf. nal]daucci-nil 貸す。

111 
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na.glsa s. [acc. na.gissaa] (からだの)あか(垢)ー dirt，grime: nari na.gisani 
となかいやいぬ(人間のあかとみる)。

na.gLta s. [acc. na.gittaa] 松かさ (bookto)のなかの種子。

na昨日iv. [pe正 na抑 xa-ni] か(借)りる(粉，米，かねを)-bOITOW 
na.gdaun]i-ni v. [perf. na.gdaucci-ni] か(貸)す lend.

na.gmalJi-ni NG v. [perf. na.gmaduxa-nil いい天気になる・ boona.gmaduxani. 

天気がよくなった。 NG/ gri boo na.gmadutaa.この天気はよくなってきた。 N

na.gmee-nt U v.: gsin;J.gi boo na.gmeeni.きょうは天気がよくなる(よい)。
na.gna s. [acc. na.gnaa]: boo na.gnani天。

nap句 ga aすばhこい(ひとについていう)，なにをやっても手の帥い(よい意
味で言う):napci.gga nari (またはg;;Jkt;;J)仕事がはやくできる人(または女)。

Napka s・[acc.Napkamba] 佐藤チヨさんのウイルタ名。 1910年ごろLuktamaに

生まれ，成長してKorreegaに行き，北知床半島に 3年いたあと，Naiputuに居
住した。 1947年北海道に移住， 1985年死去。

nan s・[acc.narree. pl. naril， narisal] ひと(人)，おとこ(男)，おとな，ほかの

人(他今よその人)-person， man. ad山 tarinariその人，その男，そのお

とな/caa ;;J;;Jktgg nari gaccicinda.その婦人をよそがよめにもらったそうだ

(戸守の氏族とは別の氏族の人 (goia.gdainn聞がの意)。

naf?且 N s. [acc. narigamba] ひとみ(瞳) 勾epupil: i同 lnarigani NJ， 
lsal nareem Jひとみ。

nariga 2 J s.さかなにつくむし。

nan.g.gl s. [acc. nari.g.gee] よその人のもの tarinari.g.giその人のもの/tari 
narisal.giその人たちのもの。

naru NJ a.: naru naa林のなかのひろいたいらな場所(やちでない，小さい木が

ところどころにあり，こけももの実も多い) N. 

Naru.ggeenu s・[acc.Naru.ggeenumbal むかしぱなしに出る人物(男)，カルジヤ

メという大男の怪物を負かして宝ものを得た (SθθIktθxalaniはNaru.ggeenuか
ら出た G)。

Nataaska s・[acc.Nataaskambal 人名(女，佐藤チヨさんの母)
[<ロ HaTallIKaJ. 

natalboori NJ s・[acc.natalboorree Nl ひとで(練皮動物)。

natta s. [acc. nattaal (けものの)かわ(皮)，けがわ(毛皮)(nattaは季節により

かわり， 11， 12月のがよい)ー hide，fur: nattama， nattami皮製の/nattama 
guid;;J皮のおおい(家屋の)。

naudakta J s.草の一種(やけどにつけるくすりとして用いる)。

135 naukta 

naukta s. [acc. naukta丘1きれくさ(草)(干したものもこの名でよぶ，保温用にく

つに入れて足をつつむ)-spccics of grass lIsed for padding (wanningJ 

boots: naa nauktani陸のきれ草(色は S;J;Jgcb)/ nalllu nauktani海のきれ草

(海岸の siriにある，色はtaagda)/ utta nauktaniくつに入れた保温用のきれ

くさ。

/lauram]i s. [acc. naurall~ieel そりを引く先導犬。

/laurree-/li v. [pelf. /lauraxa-ni] 先導する(ひとが)。

/leekta s. [acc. neektaa] 固形の脂肪がとけて液体の油となったときののこりかす。

(bukpaaとneektaを一緒に食べるとおいしいとむかし老婆たちが言ったという。)

/l;JcCi-ni v. [perf. nJtuxJ-ni] 皮を(のばしたりもんだりして)なめす。

n;Jokku NJ s. [acc. /l;J(~品:kθθN] 食べたあとむねがきもち悪く，やけること・

口Jcikkθθsaansllむねやけることあんたわかるか(やけたことあるかないか)。

NU 

/l;JCisi-ni NG v. [pelf. ll;Jcici-lJi] 食べたあとむねがきもち悪く，やける bii 

口;Jcisiwi.おれはむねがやける。 J

/l;J;) I NJ s. [acc. /lJJWJ Nl 海に入る大きな川|の河口近い部分:da且IjillJJ海に

流れこむ大きな川の河口近い部分 N/Sθθktθ/lJ;J/liポロナイ川の河口近い部分

N / Kuuji /l;J;JlJiタライカ川(タライカ湖から海に至る) NJ 

lla;) 2 adv.すぐ (Cf.nal]damasi-lJiの条)

llJJCigJ s. [acc. llJJCig;;Jmba] ことりがl、鳥)-small bird: ulaa llJ;JcigJlli小

鳥の一種(つめながせきれし、か)(飼育となかいのところにおりてその毛をとり巣を

つくる)G. 

/lJ;;Jcik;;J S.ことり(/l;;JJcigJの幼児語)。
n;;J;;Jjiccee-/li v.出ようとする。

/l;JJ~日-lJ i v. [pelf. /lJJduxg-lJi] 出てもどる bootoi Il;;JJ]JilJiそとへかれは出て

もどる。 /utJkki lJ.JJ.ITilli.戸口からかれは出てもどる。

N J;JksilllJJ S人名(女，sθθktθの氏族の生まれ，lljaalluさんの妻)• 11l1]lJlaaを

上手に演じた。

llJ;Jp.1cci-lli v. [peJt'. lJ;J;Jp:JciX;J-lJil なんども出たり入ったりする bootoi 

1lコ;)p.Jccini. (うちの中から)そとへかれは出たり入ったりする。

lJ;J;'1[l-lll v. [pclf. lJ;):JX;J-llil で(出)る-go Ollt: bootoi 1l;);)rilliそとへかれは

出る。/SJ;JkSJ 1l:J.1rilli血が出る。

lJJ;)WWl-lll v. [pclf. lJ;):Jwux;)-lJil だ(出)す(家から)-put out. 

口;Jkt;J a.ひく(低)いー low:ll;Jkt;J llaa低い土地/tari llari /l;Jkt;J.その人は

(背が)低い s.[acc. /l;JktJJl 

|!ljl 

Jill 
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n;Jkt;mk;J a.ひどく低い s.[acc. n;Jkt;mk;Jmb;J]; b;Jj・;Jninaktaub ]iktoo 

nari体がうんと低くてふとい人。

ndlCiri J a.春の sその年の春に生まれたくまの子(おすにもめすにもいう)
ndleiri seepoo生まれた翌年の春のとなかい。

ndld;J s. [acc. n;Jlddal 土から露出している木のねっこ(細い根がついている)・

moo n;Jldani地上に露出している木の根。

n;JliX;J s. racc. n;Jlixx;J;Jl きやはん (g，ιru)のおもてにぬいつけたきれ(文様がつ

いている)。

n;Jmbee-ni v. [pelf. n;Jmb;Jx;J-nil (ねている人のからだに)かける。

n;Jmb;J s. racc. n;Jmb;J;Jl ねている人のからだにかけるもの(夜でも昼間でも)(ふ

とんや寝るときかけるものはなんでもいう U)。

n;Jm正i;J a.ほそ(細)い thin; n;Jm(/;] kup;J細い糸 s.racc. n;JllJd;J;Jl 

11dllJd;Juka a.ひどく細し、 n;Jmdauk;Jbeeほそっこい月，三日月。

N;Jmd;Juk;J s人名(男)，俗称(本名は Ceexara)。

namibtt;) a.うす(薄)い thin; 11amibtt;J busuうすい布‘ s.[acc. 

11;Jmibtt;J;Jl . 

n;J11】uu s. racc. lldllJukkθθl 固形の脂肪(あざらしやくまの)(溶かして食べる U)
-tallow. 

n;JI]n;J adv.はる(春)に一 IIIspnng・;JSln;JI]nσこの春/ DdI]n;Jd;Jb(;J) 春までo

n;JI]n;Jdd s. racc. ndI]n;Jdd;Jd， n;JI]n;Jd;Jmb;Jl春の居住地(浜辺，以前はaundau

のちにはp且laacikkaをつくる，あざらしや魚をとる)。

n;JI]n;JJJl-m U v. rpclf. 11;JI]n;Jdux;J-ni NUl 春になる。

口;JI]ndm s. racc. 11aI]11Jnl1eel はる(春)-spring; ja;J n;J~)n;J/Jnee この春に/

nJりnaniduunibiini.昨年の春からかれはいる。

口aI]11;Jri a春の 11al]nari 11atta春の獣皮。

I1;JS;Jm adv.; I1;JS;J1lJ bii l1aaたいらになっている土地。

nau s. [acc. l1aUW;J、pl.JJanill 弟妹(またはひろく同世代で年下の傍系者)

youngcr brothcl司 youngcrSIStCl・XUS;Jn;Jumおとうと-youngcr brothcr / 

aJkt;J n;Ju11iいもうと youngcr sistcr / n;Jumun;J兄弟，姉妹。

n;JuI];Jsa s. [acc. n;JuI];Jss;J;J， pl. n;JuI]dS;Jl] 死んだ弟・妹 deccascd yo叩 gcr

brother or sister. 

n;Jureepu s. [acc. n;JureepUmbd] はた(旗)-flag. 

mccee-m v. [peげ.nit，且X且-ni] (しらみを)つぶす(何回も);xosiktaffi niceeeni. 
かの女は自分のつめでつぶす。

niieeee-ni v. [perf. niit;Jx;J-ni] あ(開)けておく。
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niipsi-ni v. [perf. niipsix;J-ni] 目をつぶる isalbi niipsini.目をかれはつぶる。

niipsiecee-ni v. [perf. niipsit;Jx;J-nil 目をつぶっている。

niiri-ni v. [perf. niix;J-nil ひら(開)く，あ(開)ける open; isalbi niiriniか

れは目を開く。 /utta;J niirini.戸をかれはあける。 /kuptambani niiriniーそ

のふたをかれはあける。

nik;J;J J s. [acc. nik;J;Jw;Jl となかい， じゃこうしか， うさぎ，またはきつねが歩

きまわって地や雪を踏んであるところ。

Niko/aanu s.人名(男， Sθθ，ktθの氏族)[<ロ HlfKOJIaH] . 

niktaI]a a.ひくい(鼻が);xurigani niktaI]a.かれの鼻はぺちゃんこだ。

nilami a.声がほそい。 (Cf.moomi.) 

nilau a.はだかの(きものを着ていない，または，毛のなし、)-nakcd， bare， 

furless : s. [acc. nilaumbal; nilau nari毛のない人間(けだものに対して)/

bdgJini nilau.かれの足ははだしだ。
nim;J s.何cc.nimdmb;J， nimmd;J] 近所，となり neighbourhood; nim;Jnneeni 

近所の人 neighbour / nim;J]]eeとなり(の方)。

nim;Jriccee-ni v. [pclf. nimaritJx;J-nil よその家にあそびに行きそこからもど、つ

て来る(帰って来る舟かとなかいを見れば言う)。

nim;Jrri-ni v. [perf. nim;Jrix;J-ni] よその家へあそびに行く，客に行く。

nim;Jt;J;Jli a.近所の， s.; nim;Jt;J;Jli duxuとなりの家/ tari narisal 

nim;Jt;Jdlin]i biiei.その人らは近所にいる。

n immaa adv.まだ still， yct; mmm却 biiniまだかれはいる。

nin]i-ni U v. [pcrf. nindux;J-ni] 苦しくてうなる・ ;Jnusinari nin]ini目病人がう

なる。

niI]i s.ゆびのよこはば(長さの尺度);θmθ niI]ib biini.それは指一本の横巾の長

さがある。 /dθθ niI]ibbiini.それは指二本の横の巾の長さがある。 /mini

dθθ niI]ibiおれの指二本の横の巾。

niI]m且a s. [acc. niI]m伺 mbal 語りもの(部分的に朗吟される，ウイルタ族の口頭

文芸のジャンルの一つ)-recited story. 

niI]maala a.， s.語り物 (mI]maa)を語るのが巧みな(人);niI]maala nari語り

物を語るのが上手な人 (p且kCinari G)。

niI]maan]i-ni v. [pcrf. niI]m且acCi-ni] 語り物や架空物語を語る gaajim加

niI]ma且nuからすのお話をしてちょうだい。

nirakka s. [acc. nirakka且] ふいりあざらしの二歳のもの。

nirikta s. [acc. niriktaa] せぽね(背骨)。
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n町一1 v. [perf・nirixa-ni] (動物の)ほねとほねを関節ではずす glrapsaa
nzrrznzほねをかれははずす。 /niriktaa nirrini.せぽねをかれはこまかく分け

naa nossuuljasseenz一番はじめ地ができたときに。

nθgθ'ni s. [acc. nθgθ'nimb;:J] 子(自分の男の子，女の子をさして言う)。

nθljmθL s.けものの一種。

NθθWθs. [acc. N，θθHθθ] (多来加湾沿岸の)野頃(ノコロ):N，θθWθ unznz野

頃川/NθθWθnneenz野頃の人(ここのことばには他の地方とちがう点があると

る。

nzru1Jee-nz 

いる)。

nirukt;:J NOJ s. [acc. nirukt;:J;J 

taagda nirukt;:J しらが O.

nitaLLi-ni NU v・[perf.nitaLixa-ni N] つぶす(一回):cikt;J;J nitaLLini.しらみを

かの女はつぶすo U / xosiktajJi nitaLLini.自分のつめでかの女はつぶす。 u
nogdoljo 1 NJ s. [acc. n即ogdo抑

xurz穆g;:J (またはxure印'eJ心) nogdoljoni峰と峰の間の低いところ N1.. 
nogdoljo 2 GJ a.からだがうしろにそっている nogdoljon昌ri体がうしろに
そっている人 OJ

nokci-ni NJ v. [perf.・nokcixa-niN] 雪がとけかかって半分水になる，天気のよ

いとき雪の表面がとける simattanokCiniゆきがとけかかって水気をおびる。

N/nヤn;:J蹴ぬ puLipuri春に雪がとけはじめる時期にあるくこと(人につ
いていつ)N. 

nomoxo a.おとなしい(となかいが)。

nOljocCi-ni v・[perf.nOljocix昌司i] くすりをつける (cipθθ(みつば)の根や

wapa昌(ミのこの一種)やgusi(わし)の骨をこなにして骨の痛むところへこす

そ(x;:J;:Jr川つける)(この語は聞いたことがあるが自身は使わないという N)。
nOOJI U a.きれいな busu (またはaLukku)nooji.布(または容器)がきれいだ。

U/m昌staanooji irga.大変すばらしい文様です。 O/n∞'.liL昌mbani.それの
きれいなことね。 u

noo-nz pron. [acc. noombo-ni] かれ，かの女(文脈におけるある名詞がさす他の人

物と区別しである人物をさす)一 he，she {in contrast with a substantive 

d叫刷ngano伽 personor 0伽 persons in t恥h恥ec∞O叩n附t舵肌刷E目X川耽t

noωO一bω?ヤ勾]かれら(止上と同義) 的 (in the same u制 no句i-ni.nooniIji 
no中Iljl-nzかれのもの U/ noolji-Ci. nooCilji. nooCilji-ciかれらのもの U v 
nooljg川 v.[p戸• nooljguxa-ni] }IIが一番はじめに凍るとき水に氷がまじった状

態になる uninoo1Jgini川が凍りはじめ水に氷がまじってどろどろになるn

nootono NGJ s. [acc. nootonnoo N] となかいの四歳のおす GJ M 

nopoLLi-ni NU v. [perf・nopoLi湖沼1] つぶす:抑・okkoonopoLix如 i.たまごを
かの女はつぶした。 N

nossuurz-nz v. [perf. nossuuxa-ni] 

いう)。

nθttθs.毛のよいてんやかわうその毛皮 n倒的 nattanz毛のよいてんかかわうそ

お(折)れる(木が，おれでもまだつながって

s.かみのけ(人間の)-hair: K 

v. [perf. nirudaxa-ni] 

N] . nurikt;:J 

の毛皮。

a.ちっちゃい，小さい。

a.ちっちゃい，小さい nuciik;:Junigamba It;:Jx;Jmbi.ちっちゃい}IIを

nucaika 

nuCiik;J n 
おれは見た。

nuda s. [acc. nuddaa] 平手打ち(この語はいまはほとんど使わないという)。

nudaa s. [acc. nudakkaa] かもの一種(食用 0)。

nukkθθnθθs. voc.弟妹や自分より年下の者を呼ぶとき言う(歌謡のなかで使われ

る語)。

nuksa s. [acc. nuksaa] 渓谷(小さい山の間にある)(さわ(沢)J)ー valley.

nuLji s.引越し(やうつり):mini nuLjibiわしの引越し。

nu伊-ni v. [perf. nuLjix;J-ni] 引越す，転居する(季節的にたとえば冬の住居へ)一

move (change one' s dwelling) . 

nuLjiJJi-ni v. [perf. nuLJidux;J-ni] 自分の家へうつる duwari(またはtuw;:Jri)
duxutakki nuLjidux;Jni.夏の(または冬の)自分の家へかれはうつってもどった。

nuLjip;:JcCi-ni v. [perf. nuLjip;:JCix;J却] あちこち転居する。

nuLli-ni v. [perf. nuLux;J-ni] 毛がぬける，脱毛する(けだものの毛についていう):

n昌ttanuLLInI.毛皮の毛がぬける。

numIs;:J N s. [acc. numiss;:J;:J] (となかいの)反須胃(複胃)の一部 d伺IjI

numis;). nuuci numis;)両者どちらも，となかいの反須胃の一部。食べたものは

前者から後者へ行くという。 J(前者が第三胃，後者が第四胃だろう。)

nuna s. [acc. nunn昌昌] うにの類(赫皮動物)[<ア nonaJ

nunee s. VOC.弟妹や同じ氏族の年下の者を呼ぶとき言う。

nUljbee-nI v. [perf. nUljb;)x;)-ni] のみこむ，のみくだす-swallow. 

nU1J;) s. [acc. nUlj;)mb;J] (飼育ならびに野生の)となかいのなかで先頭に立つもの

(危険を一番さきに気づき，これがにげればほかのものもにげ，これがとまればほ

かのものもとまる。通常，人間については言わないが，人間なら，人間の一番さ

きに立つもの，女なら一番ものがわかるものという。語り物に nUlj;););)kt;J 

番わかる女)の語があらわれるという):nUlj;) uLaa先頭に立つとなかい。

、
内
長
許
庁
議
袋
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天や地ができる，天地が創造される t;Jn;);J



nUJplgsi-ni 
140 

nUJplgsi-ni NU v. [perf. nUJplgCi-ni N) 相談して指図(許可)をもとめる・

lpngbuffi (またはgabuffi)nUJplgsini行っていいか(または買っていいか)かの

女は許可をもとめる。 U/ amitt丘kkinUJplgsini.父親にかれは相談して指示を

もとめる。 U

nUJpllee-ni U v. [perf. nUJplgx;:J-ni) 相談しに行く たetakkinUJplleeni.自分

の連れに(やまへ行くかどうかについて)かれは相談に行く。

nUJprggdg num. [acc. nUJprggd;:Jg) トランプの6.

nuIJJi a.さむい(この語は述語として使う):nuIJJi gffee ~pnngg. さむいから行く
な。 /nuIJJee.さむいなー。

nuIJJicCi-ni v. [pcrf. nuIJJiCixg-ni) ゆびや手でさし示している-pomt to・

nUJJJiCimi aldurixaniかれは指をさして知らせた。/臼wasainuIJiicCini.あ
ちらへかれは指をさしている。

nuIJJika s.寒さ 且tjaanuIJJuuli nuIJiika大変寒い寒さ。
nuIJJikku s.氏族同la)のむかし一番さきに死んだひとりの人(それは男 G，その

名は知られている)。

nuIJJilli-ni v. [perf. nuIJiilu湖 -ni) 寒くなる bolodumi nuIJiillini秋になって寒
くなる。 U

nUJifi-ni v. [perf. nuIJJixg-ni) さ(指)す，ゆびでさし示す point to:死者に先祖

のいる行き先を示す(樺皮で、つくった人の形を死人のつえのさきにつけてそれをも

ち棺の足さきの方でまさかりの上へあがって人がその氏族の一番さきに死んだ人

の名(わからなければ死者の父の名でよい G)をよんでそこへ行けという): 

tawasai nuIJiiniあっちへかれはゆびさす。 /buccinneepg nuIJJini.死者に先
祖のいる行き先を示す。 /nuIJJimi aldurixani.かれはゆびさして知らせた。

nuIJJisi-ni v. [perf. nuIJ]ici-ni， conv. pc託 nuIJ]igacci] さむ(寒)く感じるー feel

cold: nUJifisiwi.おれはさむい。

nUJifuuli a.さむ(寒)い-cold: nuIJJuuli ingI]iさむい日。

nUJ]mgn]i-ni NG. v. [perf. nUI]mgcci-ni) 恐怖によってたじろがす G，oI]do (妖

怪の一つ)が人間に妖術をおこなう(それによりその人聞は病気のように体が衰え

て死ぬ)N: amba narree nUI]lI】gn]ini.人を食う妖怪 (amba)がこれに出会っ

た人閣を恐怖でたじろがす(その人は，かおがあおくなったり，ふるえたりし，こ

うなった人はたすからないという )0 G / amba narree nUI]mgccini.ばけもの
が人に妖術をおこなった。 N

nUI]na s. [acc. nUI]naal がん(鳥)の一種(ひしくい，食用 G)- a spccies of 

wild goose. 

nUI]u num. [acc. nUI]umbgl 六，むつつ-six: nUI]gee-ni六か月め(妊娠や生後
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の月数)-sixth month / nUI]ultg adv.六回-six timcs. 

nunundoo num. [acc. nUI]undoowol 六十-sixty. 

n…mdoori-ci J v. [perf. nUI]undooxo-Ci) トランプの遊び方の一つをする(こ
ら遊び方は六人または四人または二人でおこなう):1叫 undooriwiぼくはトラ

ンプの上記の遊び方をする。

nuricCi-ni v. [pcrf. nuricix且ーnil どこにでも書く。

nuriIJi-ni v. [perf. nuriduxa-ni) 書き直す。
nurikku s. [acc. nurikkoo] 鉛筆，べン，ふで(筆)-pcncil， pen， writing brush. 

nurim]i J s.木材伐採の請負師などの帳場の者。

nurin]ee-ni v.書きに行く。

nuripin]i-ni v. [perf. nuripicci-ni) ちょっと書く。

nurri-ni v. [perf. nurixa-ni] か(書)く-write. 
nuruwa s. tuuruwaの小さいの(踊るとき illauをつけたこれをつかんで踊る)。

nusku s. [acc. nuskθθ， all. nuskutgil いぬやとなかいがそりを引くつな。

nussi-ni v. [perf. nusuxa-ni] ひっぱってぬく，むしりとる niruktggninussini. 

かれのかみの毛をかの女がひっぱってぬく。 /sinaktaa nussini.毛をかれは

ひっぱってぬく。 /oroktoo nussini.草をかれはむしる。

nuuci a.ちい(小)さい← small，little: s. [acc. nuuccee， all. nuucit;:Jil: minji 

ila昌昌nanijinuuci. (かの女は)わたしより 3歳小さい。

nuuksg s. [acc. nuuksgg] すす(煤)-soot : nuuksggmgliすすだらけの。

nuupi5i-ni v. [perf. nuuptuxg-nil すす(煤)ける nu叩un煤けること。
nuuppi-ni v. [perf. nuupuxg-nil 皮を火の上にかけてそのけむりでいぶす。

nuupuccee-ni v. [perf. nuuputgx;:JイJIl 皮をいぶす小屋で十日かひと月火に掛けし、

ぶしておく nimmaanuupucceeni.まだかれはいぶしている。

nuupucci-ni v. [pcrf. nuupucixg-nil いぶしている。

叫 p山
nuupu叩1汀wjeeι-niv. [伊pcr丘f壬.nu山11川upu叩wdgxg-niι] いぶしに行く(来る)九。

Nuura s.人名(男，Muiggttg氏族)。

nuurakta J s.水たまりのあおみどろ。

nuutg s. [acc. nuutt;:Jgl ゃに，木のやに。

nuutgn]ee-ni NG v. [perf. nuutgndgxg-nil ゃにをつける。

nuxθθs. voc.女が年下の女を呼ぶとき言う，妹・嫁には使わない (Nはこの語は祖

母が使ったが自分は使わないという)。

劃
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p 

P且alb且 J s.ブリキ板にの語は敷香で使われるという J)ロ

f1oogdo aきいろい NU，みどりの K，あおい J-yellow， grccn or blue; s. [acc. 
f1oogdombo] . 

f1oogdonJi-ni v. [p巴rf・f1oogdocci-ni] あおくなる(顔色が):剖limi

f1oogdoccini.つかれてかれはあおくなった。

f1oogdoo s. [acc. f1oogdoombo] 樹木の一種(カラフトヤナギ)0

Jlookko s.人名(男)。

f100m adv・今おく (f1oogdoの色):f100m osiniそれがあおくなる。 /bocconi 

f100m occmi.かれの顔があおくなった。 /f100m biini.こけももの実があおく
なっている。 /f100m f1oogdo濃いあお色の。

f10ruu NU a.あおい(あおい果実はまだ熟していない，まだかたい)(草について

も言うが，木についてはあまり言わないようだ)， s.: Jloruu oroktoあおい草 U

/ orokto f10ruuni草のあおいの U

9 
。昌昌dd且u J s.潮の干満のおさまった状態。

。aadd且uri-ni JU v. [p巴rf.I]昌昌ddauxa-ni Ul 潮の干満がおさまる Wddnu 

I]且add且unmみちしおがおわる。 JU

I]aala s. [acc・I]aallaa]，I]aali s. [acc・9且allee] て(手)， うで(腕)-hand 
arm. 

I]aalikku G s.手さげ(かぱん)。

I]aaliptu G s.てっこう(手甲)(ゆぴやてのひらにあたる部分がない)。

。却lisi-ni v. [perf.・I]aalici-nil 手にさげであるいている :I]且alimig，且i]Jini.かの女
は手にさげてもって来る。

。昌ar切L-Dl U v. [perf. I]aaridux且ーni] 呼び出す。

。aarree-m v. [p巴rf・9且araxa-ni] くままつりの客を迎えに行く narree

。剖rreeni.くままつりがおこなわれるので人をかれはよびに行く。
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。剖rri-ni v. [p巴rf.I]卸 rix昌司i] こちらへ来るように呼ぶ，こちらへ来い (dWdSdL

sindaroo)と言って呼ぶ.。昌昌rnWL.おれはこっちへ来るように呼ぶ。 G/

n且rreeI]昌昌rrini.人をこちらへ来るようにかれは呼ぶ。 N

IJaJari s.人名(男， Daaxinneeni氏族，北川五郎氏の兄)0

9且ruuri s. [acc. I]且ruurreel ごまふあざらしの三歳のもの。

I]atuku s.手 (I]aala)(幼児語)。

I]ddgdd a.あかるし、-bright， light [ant. pakcirauli]; s. [acc. I]ddgddmbdl : 

I]ddgdd ddtU木のないゃちほ且daddtu) J 

I]ddgddnJi-ni v. [perf. I]ddgddcci-nil あかるくなる。

I]ddb s. [acc. I]ddlldd] けものの一種(おおかみか)-wolf (ワ). 

I]ddbdSU a.臆病な-cowardly ; s. [acc. I]ddlddssθθ1・I]ddbdSUnari臆病な

人。

I]ddldJ]i-ni U v. [perf. I]ddldduxd-nil 恐ろしがる 0

I]ddldpsi a.おそ(恐)ろしい。

I]ddldpsuuli a.おそ(恐)ろしい-dreadful; s. [acc. I]ddldpsuulleel : 

I]ddbpsuuli I]indaおそろしいいぬ。

I]ddllee-ni v. [perf. I]ddldxd-nil こわがる たar:I]indaJi I]ddlleeni.かれはいぬ

をこわがる0

I]ddlbucci-ni U v. [perf. I]ddlbucixd-nil おどかしている。

I]ddnd NGJ s. [acc. I]ddnndd Nl 落葉松の群生しているところ GJ，林(ここには

木は密生していないがこけももや食用きのこがある) N. 

I]dmuri~・Ti-ni U v. [p巴rf.I]dmuricci-ni] もがもが口のなかで言う。

I]dndlli-ni v. [pcrf. I]dndluxd-ni] :{子くことをはじめる I]dndluwdccixaiwa 

xairisiga.きみは行くと言って何をしているのか。

I]dndpCi-ni v. [perf. I]dndptuxd-nil 行くことができる，行ける jd比i
I]dndpcinii.ここを通って行けるか。 /caa poktokki I]dndpcini目その道を通っ

て行ける。 / I]dnditdxdndd cii dsini I]dDdptd.行きたくてもなかなか行けない
(自分が)。

I]dndptdI]i s. [acc. I]dndptdI]I]eel のりもの(行くのに使うもの，となかい，馬，

そり，ふねなど)0

I]dnnee-ni v. [perf. I]dndxd-nil い(行)く go: purdttdi I]dnneeni.かれはやま

へ(猟に)行く。 /I]dndmusi-ni v. [p巴rf.I]dndmuCi-nil 行きたい-want to 

go / I]dnndunJi-ni v. [p巴rf・I]dnnducCi-nil 行かせるー makeone go. 

I]dnni-ni v. [p巴rf.I]dnuxd-nil かえ(帰)る一向tum，come back: I]dnumusi-ni 

v.帰りたい/ I]dnnθθ'nJi-ni v. [perf. I]dnnθθcCi-nil 帰らせる。



I];Jskui k;J;Jl;J 
144 

I}Jskui k;J;Jl;J J ごまふあざらしの四歳のもの。

。llSUW;J S. [ヂc・I]iisuw;Jmb;J] 氷にあけた穴からさかなをつるための短いつりざ
お(きうりフお・かんかいをとるときは穴二つ両手に一本ずつ，よあかしをとると

きは穴一つで一本をつかう)。

I]iisuW;Jcci-ni v. [pcrf. I]iisuw;JCix;J-ni] 氷の穴からさかなをつるつりざおをあげ

たりさげたりあやつる(魚の体にかぎがかかる)。

。iiw;Jlt;J N S. [acc・I]iiW;Jlt;J;J]・ I]iiW;Jkt;J J s.となかいのくびの下の長い毛:
ulaa I]iiw;Jkt;Jniとなかいのくびの下の長い毛 U.

。tn伺 s. [acc・I]inaamba] いぬの子(生まれてから満 1年までのいぬ J)- puppy. 
山aka，I]制御 sいぬの子(仰aの幼児語)-pu附。inda s. [acc・I]indaa，pl. I]inJil] いぬ(犬)-dog 
I]indaska s.何cc.I]indaskaa] いぬの皮。

。ind千ci-niu v. fpcrf. I]indaucixa-ni] おこって気にさわるようなことばかり
百フ:ー1mbeexaimi I]indau花田C おれにどうしておまえは気にさわることば
かり言フのか。

I]ojokko s. [acc. I]ojokkoo] (烏の)たまご-cgg:たまごの形のこどもの木製の

おまもり(ゆりかごにつける，こどもが乳ものまずにはらがふくれる病気のとき
に)。

IJQj'okkolosi-IH.V・fperf，・ I]ojokkoloCi-ni] (烏のたまごを)とる(たとえば十三号

?島で):抑okkool]ojokkolosini鳥のたまごをかれはとる。 'J

I]O)OO s. [acc・りのiokkoo] まるきぶねのかい(擢)がとりつけられるふなべりのた
かま(だぽ)。

。okki a.くさし、(この語は述語として使う):I]okki m;J;Jt;Jlbu くさし、からすて
ろ。 / I]okkee.くさいなー。 /I]okkee sUI]dattaくさいさかな《

。okkisi-ni v. [pcrf. I]okkici-ni] くさい，におう-smell: sUI]d…puuni 。okkisini， さかなのにおいがする。
。okkuuli a.くさい-stinking: s・[acc・I]okkuullee]:I]okkuuli sUI]dattaくさ
いさかな/I]o此 uulleem;J;Jt;Jl;Jx;Jni.くさいのをかれはすでた内

。佃山 J a長い(抑lmlより長い):mastaa I]∞i凶ひどく長いなー《
。ωlml aなが働い long 同日t.xurumi]: s何cc.I]onimmee] 
9∞中lpt加al ad伽v.たて(雌縦)に le叩nゆ1

てに(戸口と上座を結ぶ線に平行して)かれはねる。 / I]oniptai unig;JeCini.長
さをたてにかれは合せている。

I]ooccee-m NJ v. [perf・I]ootoxo-ni] すもう(相撲)をとる。

I]oosl-m v. [perf. I]ooCi-nil か(喚)いでいる(くま，いぬが)-smell: bejθ 
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I]oosini くまが嘆いでいる。 /I]inda I]oosiniいぬが嘆いでいる。

。oowu NJ s.海または川に近いところ，まえの方 fant. duuwu]: I]ωwu duxu 
川に近い家/ I]oowu nari人が集まっているなかでまえの人。

。ooxicci-ni v. [perf. I]ooxiCixa-ni] か(嘆)いでいる(人が)-smell: tari nari 
I]ooxicciniその人は嘆いでいる。。ooxillee-niv. [perf. I]ooxilaxa-nil か(嘆)ぐ(人，くまが，一回)-smell. 
。owwee s. facc. I]owweep，且]川や海の方 fant. duwwee]: I]oisai川や海の方
J、、

I]Ul pron. facc. I]UlW;J] だれ-who: tari nari I]uig;J;J，あの人はだれか。/

I]uidd;J bIl];Jtt;J.だれでもいい。

I]ussaa NA adv.さあどうかしら I]ussaabii ;Jsiw(i) saara.さあわたし知らな

いわ。 NA

。
occii s. facc. occikkee] (日本の)膳，盆 tray [<ア otcik，巴く日をしき]。

ocCi-ni U v. [perf. otuxa-ni] なおる uliI]ga otuxani.かれはよくなった。 N

occoi s. [acc. occokkee] 月経 mcnscs 

oddoucci-ni v. [perf. oddoucixaーm] 蓄える(金などを)-sto陀， save up: 

oddoucimi bajacciniかれは財産を蓄えて裕福になった。

odoo G S.: mθθ odooni， uni odooni )11の増水(水が川のまがった箇所を越えて

まっすぐ流れる)。

oi a.すこしのー few，little: s. [acc.明記]:oi nariすこしの人/goCi ojjee 

g;Jlleewi.もうすこしぼくはほしい。

oi-ni v. fX pcrf. occi-nけする do: guppθθ taraI]aCi oiniいつもそういうふう

にかれはしている。 / utt;J;J niirr;J;J somirraa oini.戸をかれはあけたりしめた

りしている。 /sindamiddaa oill回.かれは来るかもしれない。

。iccee-ni v. [pcrf. oitaxa-ni] 移ってきたところに居たい jgdu oiととeeni.ここに
かれはいたい。

oi皿il s. [acc. oi回 ilba] 嫁いだ女の実家のひとびと。

正リuee s.何cc句ueepal おもてがわ surface [ant. dookkeel . 

0)0 s何cc.ojjOO] おもて，表面，外面 outside， extclIor [ant. dokko]: n制

のuoonigiccini.地上をかれは歩く。 /duxu ojoni屋根。

11: 
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句iosko s. [acc. ojoskombol 移動の際そりゃふねにつむためにまとめた家財(きも

の・ふとんなど)のにもつ。

句iotooli a.重ねた.s.:旬。toolialukku重ねたちゃわん/buda taarraani 

ojotoolinji ;;Jks;;Jx;;Jni米だわらを重ねてかれは置いた。

ojuuka a.すこしのー few，little: s. [acc. ojuukamba]: ojuuka mθθ すこしの水

/句iuukabiini.すこしある。 /ojuukamba bθθruすこしくれ。

ojii s.何cc.ojikkeel あごひげあざらしの三歳のもの(あごひげあざらし・くらか

けあざらしの三歳のものの。

offi-ni v. [perf. oduxa-ni] くりかえしてする taraI]acioduxaniそういうよう

にかれはくりかえしする。

ojoccura s. [acc. ojoecurraa] 植物の一種(樹木 GJ)。

ojomi G s.かもの一種(食用)。

okci-ni v. [perf. okCixa-nil くすりをつける pujj;);;JokCixani.傷にかれはくす
りをつけた。

okcicci-ni v. [perf. okcicixa-ni] くすりをつけている，治療している。

okkee-I】iv. [perf. okkoxo-nil となかいがこけ (0位。)を食う。

okko s. [acc. okkoo] とけの一種(となかいの食べもの)，それがある場所。

okkoorri-Ci J v. [perf. okkoorixa-Ci] トランプの遊び方の一つをするにの遊び

方は二人以上七人まで何人によってもできる)。

okkorosi NJ s. [acc. okkorossee N] さめの一種(魚)。

oksoo s. [acc. oksokkoOl となかし、ぞり(となかい一頭で引く，ウイルタの昔から

のそり)-reindeer sledge. 

okto s. [acc. oktoo] くすり，火薬-medicinc， gunpowder: suli oktoniきつね

をとる毒薬 (strychinine)。

oktokku s. [acc. oktokkoOl 病気(たとえばちぶさの腫れ)をなおすおまもり。

OktoI]gu s.人名(男，Waaleetta氏族)。

oLbinji-ni v. [perf. oLbicci-nil もって(つれて)いく (orogJiniと同義)。

oLi NGJ s. [acc. ollee Nl からすの類の一種(色はsaari.大きく，くちばしが太

い)(食用 G)。

oLii s. [acc. oLikkee] 飼育するくまにえさを与える器具(木製)。

oLjiga N s. [acc. o(Jikkaa] ，0Ljee J s.炉かぎ，たき火になべをかけるかぎが

先にある棒(鉄製や木製) N. 

o(Jigacci-I】iv. [perf. oLjigaCixa-I】il ひっかける (O(Jigaなどで)(何回も)。

o(Jigallee-ni v. [perf. o(Jigalaxa-nil ひっかける (o(Jig.且などで)(一回):x;;Jjjee 

moowo oLjigaLaxani田川を流れている木をかれはひっかけてとった。/
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taasumaji oLjigaLaxani.さかなをとるかぎでかれはひっかけた。

ollee-ni v. [perf. oLoxo-nil おどろく(人，となかいが)ー bestartled， be 

astonished. 

ollooei s. [acc. ollooeceel 廃物のくつ(靴)。

oLonosi-ni v. [perf. oLonoei-nil なんどもおどろいている。

ommee-ni JU v. [perf. omoxo-ni U] ひとつところにかたまる，あつまる(けだ

もの，人聞が):omopissaa自分らがあつまったら(そのときに) U / sUI]datta 

ommeeni.さかながーっところにかたまる。 U/ nari ommeeni.ひとが一笛所

にあつまる。 U

omo s. [acc. ommool す(巣)(とり，きつねの)-nest: sirukt;;J omoni蟻塚 G

omoo s. [acc. omoombol 小さい湖一 lake.

onnee-ni NG v. [perf. onoxo-ni] 水のなか(の浅いところ)をあるく(たとえば，

さかなをとりながら，または舟からおかにあがるとき)，水のなかをあるいてわた

る onomiunnee daurini.水のなかを歩いて川をかれはわたる。 N

onni-ni v. [perf. onixa-nil な(成)りに行く，し(為)に行く taraI]aCionixani. 

かれはそういうようにしに行った。

ono s. [acc. onnool あざらしの毛の模様。

oI]bee-ni v. [perf. oI]boxo-nil わすれる-forget. 

oI]bo s. [acc. oI]bool (となかい，けだものの)しり(尻)(この語は老人が使い，

若い人は使わないという)。

oI]boffi-ni U v. [perf. OI]boduxa-nil また忘れる gocioI]bodux抑制またお

れはわすれてしまった。

oI]do s. [acc. oI]dombol 妖怪の一つ。

oI]doocCi-ni NG v. [perf. oI]doocixa-nil 妖怪の一つの oI]doに出会う.oI]doが

ばけて出る N，やまのなかに野宿するときなにかambaが来ないかと心配する

(X;;JI]I]θθ'nisini) G: bii oIJdooCixambi.おれは妖怪のオンドに出会った。 N/

oI]do oI]dooccini妖怪のオンドがぱけて出る。 N

oI]goLo s. [acc. oI]goLLoOl かけす(烏)。

oI]goLosu U s.恐がる人(おとなまたはこども)。

00 s. [acc. oombol 1.すみ(隅)，かど(角)-corner: xuLda ooni箱のすみ，か

ど/ooLu a.しかく(四角)い-square: 2.となかいの前後の足の上腿(人間の

cuujiに当たる)(となかいの前後足の上腿 (daana)の上部 J):duLuu (または

xamaruu) b;;JgJi∞m 前(または後)足の上勝 N.
oondo s. [acc. oondombol 湾，川の湾曲部 bay， bend in a river. 

oondoi adv.あおむけに [ant. xumus;;Jil: oondoi aurini.おあむけになってかれ
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はねむっている。

ooronnee adv.さっき，ちょっとまえに・ ooronneebicCini.すこしまえにかれは
いた。

ooro〆Iaさっきの s.[acc. ooropi5ee]: ooro〆eeg;JbIJini.さっきのものを
かれはかえしてもらいたがっている。

Oosai Nikolai s.人名(男，Muiggtt;J氏族)。

OOSSI-l1l v. [perf. oosixa-nil のける，かたつける moowooossini木をかれは

のける。 /oroktoo oossini.草をかれはのける。 /dugba andubuJ1i naawa 
oossini.家をつくるために土をかれはのける。 /t昌wweep昌oossuそこらをか

たつけろ。

OOSU-l1l S.似ているもの・ ;Jritari oosuni.これはそれに似ている。 /tari nari 

gnimbi oosuniその人は自分の母親に似ている。

。〆i-ni v.いられる・ j;Jdu0〆ini.ここにいていい(いられる)。
opoonJi-ni v. [perf. opoocci-ni] ならせる(なるようにさせる)，おも(思)う:

sini ula昌siopoonJiwi.あんたのとなかいだとわしはおもう。 / ;Jri siniIJi 

opoonjiwiこれはあんたのものとわたしはおもう。 U

oppoun-l1l v. [perf. oppoux昌一ni] あつめる，あつまる-collect， gather、

assemble: n昌rioppouriCi.人があつまる。 /n昌rreeoppourini.かれは人をあ
つめる。

opto G s.川の岸が陸の方へ深く入りこんだところ(水がよどみ，深く，魚品川、

る)。

Opto S.: Opto unini多来加(タライカ)湖に入る川。

orgee s. [acc. orgeemba] ぶた(豚)-pig 

orgolisi-ni v. [perf. orgoliCi-ni] うらやむ-envy: mimbee orgolisiniおれを

かれはうらやむ。 /bajanjiwani orgolisini.人が裕福なのをかれはうらやむ。

orki a.わる(悪)い [ant.昌tja，uliIJga] -bad: s・[acc.orkimba]: bokkombi 

orkee.むなくそがわるい(おれのはらがわるし、)。

orkikta s. [acc. orkiktaal 歩くのに悪い場所。

orkissi-ni v. [petf. orkisix，トni] 悪くおもう tari nari noottoini orkissini.そ
の人はあの人を悪く，思っている。

orogJi-ni v. [pelf. orokCi-nil もって(つれて)いく take someone 

(somcthing): narree (またはputt;J;J) orogJini.かれは人を(またはこどもを)つ

れて行く。 /kUl11ult;Jbi orogJiniかれは自分のスキーを手でもってしぺ。/

ulaabi orogjini となかし、をかれは手綱を引いてつれて行く。 /orogduu (また

はorokkoeCi)m;J;Jtgl;Jx;Jni.かれはもって行ってすてた。
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orokkicとee-ni v. [petf. orokkitaxa-ni] つれて行きたいとおもう とaaputtgg 

orokkicceeni.そのこどもをかれは連れて行きたい。 /ul制 baorokkicceeni 

となかいをかれは連れて行きたいと言っている。

orokpocCi-ni v. [petf. orokpocixa-nil もって歩きまわるロ

orokto s. [acc. oroktoo] くさ(草)-grass. 

oromucca s. [acc. oromuccaa] 大きい釜(ウイルタは使わなし、)。

osi-ni v. [X petf. ocCi-nil なる，あらたにいることになる become: daaji osini. 

(こどもが)大きくなる。/tXJ dugdu occimbiこの家にぼくは入居した。/

OIJlUSI-l1l v.なりたい。

Oso s. [acc. Ossoo] (多来加湖東岸の)尾曽(オソ):Oso unini尾曽川。

ostooli s. [acc. ostoolleel 食卓ー table[くロ CTO凡] • 

osuundu NJ s. [acc. osuundoo、al1.osuundutai N] 大波 (da昌tjilaata) .うねり

(海の)。

otokoo adv.あとで-afterwards: otokoo lpnneewiあとでわたしは行く。

otoo G s.こけももの実の類の一種。

Otopei s.人名(男，Naiputunneeni氏族か，あるいは Tori崎氏族かもしれな

し、)。

otuIJi-ni v. [perf. otudux昌-nil なおる uliIJ伊 otuIJiniかれはよくなった。

oxoliIJ昌 a.つの(角)のない(の意か不詳)。

oxuma G s.樺皮でつくった小さい容器(昌ndum昌のような)(人が死んだときこれ

に食べものを入れて海神 (taixunJi)，死者に供えるに oxuma ugda様皮製の神

のふね(上記の容器のような形をしている)。

θ 

θ，kkθi G s.あび(水鳥)(食用)。
θkθnθθSl s. [acc.θkθnθθsimbg] 人名(男.sθθHθの氏族)。
θksθm adv.もりあがって高く .θ，ksθmurixaniやまもりにかれは盛った。

θlθiccee-ni v. [perf.θlθit;Jx;J-ni] 炊こうとする :θlθicceewiおれが炊く(ほか

の人がするのをみかねて言う)。

θlelli-ni v. [pcrf.θlelux;J-ni] 炊きはじめる。

θlθlθNJ s. [accθlθlθmbθN] 上あご，口蓋 uwweeθlθlθ 上あご J/

p;Jiieeθlθlθ 下あご(舌の下)J 
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θlθmji NG s.めし炊き(炊事人) G，炊事ばかりしている者(やまへ猟に行ったと

き自分はなにもとることができないのでえものをはこんだり，炊事したりしてい

る者)N 

θlθnni-ni v. [perf.θlθ>niXd-ni] に(煮)に行く。

θlθIpCi-ni v. [perf.θω'ptuxd-ni] 炊ける dTI budaθlθ〆iniこの米は炊ける。
θlθsi-ni v. [perf.θlθCi-ni] に(煮)る，た(炊)く，ゆでる-boil， cook: 

sUl]datta昌θlθsiniさかなをかの女は煮る。 / ulisSddθlθSllll肉をかの女は煮

る。 /buddaaθlθSllllめしをかの女はたく。 /aasseeθlθSllllふきをかの女

はゆでる。 /l]ojokkooθlθsini.たまごをかの女はゆでる。 /θlθ'illusi-ni v. 

に(煮)たい/θlθpθθnji-ni v.に(煮)させる。

θltθs. [acc.θltθmbθl 衣服の胸もとあたりの部分(まええり J)，ふところ・

θltθHi gidalleeni.かれは(自分の)ふところへ入れる。
θltθlθ s. [acc.θltθlθmbθ] 円錐形家屋の戸口とけむり出しの聞の箇所(そとをのぞ
ける J)。

θltθ'Ptu s. r acc.θltθ'PtUI】lbd] まえカ刊す apron. 

θmmθIn}θθr num.一つ二つ(数をかぞえるとき唱えることば，物語にあらわれる)。

θ'mθθkθadv.ひとりで alone. 

θmθrθ s. [acc.θmθrrθθ] 長ぐっ (utta)の上のふち，下ば(穿)き (PdruU)の上

はじ，たばこ入れの袋 (p且du)のしめて結ぶところ，しめて結ぶひも。

θmθrθgdθG  num.一匹だけでいるとなかい(本来はエウエンキー人のことば)
[<エ umurugduJ

θmθrθθHd S.人名(女，Araklainuさんの母)。

θmθrree-lll v. [pclf.θmθrθXθーnil ちぢまる PdruUθmθrreeni.皮のズボンが
ちぢまる。 U

θmθttθa.おなじ-samc， equal: tariθmθttθ剖 puそれとおなじ帽子/ dri 
tanθmθttθ.これはそれとおなじだ。

θθNKJ s. [acc.θθWθN] ，θθWθJ S.， uu U s.ふきでもの(同時にたくさ

んできる)，発疹 NK，皮癖 J:mini θθbiおれのふきでもの N/θθ nddriniふ
きでものが出る(はしかのときも言う )0 N 

θθccee-ni v. [perf.θθIθXθ-ni] せなかにおぶう puttdbiθθIθ'illi I]dnneeni.か
の女は自分のこどもをおぶって行く。

θθlu s.人名(男，Muigdttd氏族)。

θθrθ s. [acc.θθrrθθl ます(鱒) 汀out.

θθrθ'skθs. [acc.θθrθ>skθθ] ますの皮 :θθrθ'skθmθa.ますの皮でつくった。

θθIθ'pinji-ni NU v. [perf.θθIθ'PicCi-ni Nl ちょっと背負う U，こどもを背中に
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おぶう(はじめておぶう) N: puttdbiθθIθp比kdcciI]dnneeni.自分のこどもを

おぶってかの女は行く。 N

θIpuktd s. [acc.θ'PUktdd] 羽毛 feather. 

θIθNJ s. [acc.θttθθNl 海藻の一種(海岸に打寄せられる，食用)。

θtuu a.一番の :θtuuaagbiわたくしの長兄/θtuundudumd末弟。

p 

paacCi-ni v. [perf. p，且且Cix且-ni] たたく， うつ-strike， beat， hit， knock: mooJi 
p剖 cixani目棒でかれはたたいた。/1]且alaIiip却とixani.手でかれはたたいた。

pa且ごiiccee-ni v. [perf. paaCiit且X且ーni] たたこうとする。

paaCiIii-ni G v. [pcrf. paacidux且-ni] 干したふとんなどをたたく。

pa昌cillee-ni v. [perf. paaCil且X昌司i] たたく， うつ(一回)-strike， beat、hit，

knock: n且rreepaaCilleeni.人をかれはたたく。/moowo paaCilleeni.木を

かれはたたく。 /mooJi paaCilaxani.棒でかれはたたいた。/1]制l昌i戸
p且acilax丘I】l.手でかれはたたいた。

pa且d且cci-ni v. [pelf. p.昌丘d且cix丘ーnil 屋外であざらしのなま皮をほす(何枚も)。

P且且Ijia.あさ(浅)い-shallow: uni p.且aji.川が浅い。

P丘ajikta G s. )11の浅いところ。

p副長 NU adv.分離して，別れ離れて biiP制i]ibiiwi.わたしは別れて暮らして

います。 N/puttdni p却i]ibiini.かの女のむすこは別に暮らしている。 U
paaIiee-ni v. [perf. p.且且d且X昌司i]屋外であざらしのなま皮をほす(一枚の皮を地面

にいくつもの棒を立てこれに張って)。

pa丘kta NJ s. [acc. paakt制 N] (やちのなかの1))11のへり(高く，そこにはこ

けもも (siduxu)，いちご (xoJOO)，こけの実 (p剖 m且)，くろまめの木 (dθsiktd)

がある)。

Paakt丘 s.人名(男， sθθ>ktθの氏族)。

P制lda NJ a.海，沼，川が風や波がなくておだやかな，なぎの。

paaldalduu GJ s.小鳥(すずめの類の一種)。

P剖 lJee-ni J v. [pcrf. paald且X昌一m] な(凪)ぐ n且mup.且丘lJeeni海がなぐ。/

Ulll P丘丘lJeeni大河がなぐ。

P剖 lli-ni v. [perf. paalix且-ni] しか(叱)る-scold: puttdbi paallini.かれは自

分の子を叱る。
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P剖 ma NJ s. [acc. paamm剖 N] こけの実，岩高蘭(実の色はくろい，食用)(こ

の語はこの植物の全体または実をさして言う J):p.且amasiini岩高蘭の茎 J
Paamaitu s.地名(幌内川下流の岸)。

P且且malduu NGJ s. [acc. paamaldukkoo， paam丘lduuwa N] しぎの一種

(paamaを食う N，食用 G)。

P伺nJi-ni v. [perf. p.制ごとi-ni] 1のどがつまって息ができなくなる PUttd
sOl)omi pa且nJini.こどもが泣いて息ができなくなる。 2目はらをたてる(怒る)，

pωI]mi s. [acc. p制。mee] 腹痛のときっくりおまもりにする偶像。

paaI]I]ee-ni v. [perf. paaI]丘X丘-m] 気絶する(血を見るなどして)(血をみてめまい

する J，息苦しくなる，息ができなくなる U)。

p且appacci-ni v. [perf. p且且ppaCix且-ni] なんども息、がとまる putt;;， P且且pp且cimi

sOl)l)eeni.こどもがなんども息ができなくなって泣く。

P丘丘psee U a.めんどうくさいな-(たとえば，ものをなんどもとりに行く場合)。

paapullee-ni v. [perf. paapulaxa-ni] 禁止する-prohibit: JaI]gee doromosi wa 

paapulleeni.役人は盗むことを禁ずる。

pωra s.二頭立て(二頭立て用となかいぞり (n却 rta)に2頭のとなかいを左右に

ならべてつける)[くロ napaJ: paara ulaaJi sinJee-ni.二頭立てのとなかいで

かれは来る。

pωri-ni v. [perf. pa且xa-ni] ひ(干)る(水が):mθθp制rini.水がひる。 /uni

paarini川が干る。 /n且amθθnipaaxani.土の水が干た。

Paasa s. [acc. p，且asamb丘] 人名(男，N，且iputunneeni氏族)， nil)ma且の上手な演

者。

paawa s. [acc. pa且wwa丘] まど(窓)，ガラス window， glass 

paωvulli-ni U v. [perf. p丘出vulixa-ni] くどくことをおこなう(たとえば，にもつ

をつくるのになんどもっくり直す，同じことをなんどもたずねる):tari nari 

P丘awulliniあの人はくどくやる。 /xaiw丘P伺wullisee.なにをあんたくどく

するの。

pa且wura s. [acc. p.且awurraa] 木材のかたい木質部(弓をつくる)，そりの雪上を
すベる台木 sisipaawurani落葉松の木質部/oksoopaawuraniとなかいぞ

りの台木。

paaxa s. [acc. paagba， paaxxaa] 肝臓ー liver:da且rjipaaxa， nuuCi paaxaどち

らも， となかいの内臓 J.

Pa且xaomoo s. 十一号(地名)。

paCiccee-ni v. [perf， pacitaxa-ni] 髪を編んで縛髪にする・ niruktd;Jni

pacicceeni.別の人の髪をかの女は鱗髪に編む。

， 
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pacii 

P丘Ciis. [acc. pacikkeel (魚の)お(尾)，尾ひれ caudal fin. 

P丘cita s. [acc. paCittaal 縛髪，髪を 1本に編んでまたはたばねてせなかに垂らす
結い方。オルチャ人 (M勾bu)，カラフトのニブFフ(ニクブン)がする。ウイルタ

の男は普通しないが，ウイルタのむすめは 1本に編んでする。

P丘du s. [acc. paddoo] たばこ入れの袋(きんちゃく状，となかいのなめし皮製，

くびにかける)-tobacco-pouch. 

P丘gjiga N s. [acc. pagJikk同]司 pagJa U s. [acc. pag陶且1足のうらー

阿 ig，且nimasi (またはkusutω) かれの足は強い(または力がある)(雪ーの
スキーはumult;J)のあとをみてそれをはいて通った人の足の力を推測して言フ)。

N 

pakCi a.じようず(上手)な-skilful [ant. w;J;Jg;Jl: s・[acc.pakcimb且1: 

pakci nari上手な人/ki刷且山nipakciはりしごと干上手。 /mθrθm

pakci.かれはあたまがよくはたらく。 /pakcinji丘ndusini.かの女は上手につ

くる。

P丘kCim adv， ~音く o
p丘kcira a.暗い(この語は述語として使う):p丘kcira;J)]ee 1)d/ln;;';J 暗い，行く

なロ

pakciraJ]，山 v.[pelf 凶Ciraduxa-nil くらくなる， (目的暮れる grow dark: 

boo pakCira]jini.日がおちてくらくなる。
P丘kCirasi-ni v. [perf. pakciraci-叫暗い(夜明けまえの暗さについてぞいう)，

pakCirauli a.くら(暗)い-dark: pakcirωli dolboni暗い夜/pakcirωli 

s;;，ks;]ni暗い晩/nimm剖 pakcirauliまだ暗い(夜明け時に言う)，

pakcirr田ーni v. [perf. pakcir丘X丘-nil 暗くなる boopakcirreeni.天がひるまく

らくなる(日食 (suunbuJini)のとき)。

pakka: pak却 pakkabiiまつ黒である。

P且kkam adv.まつくろ(真黒)に :p丘kkamsaariまつくろくろ/pakkam 

osini.それはまっくろになる。
p此kee adv.だんだん gradually: pakkee daaji osini.それはだんだん大きくな

る。 /p丘kkeep且kkeeuliI]ga osini.それはだんだんよくなる。

pakparau GJ s.わなや仕掛け弓のかぎ。

pal丘acikk丘 s.[acc. pal制Cikk伺]天幕，テント(白いてんじく木綿の外被をつか

う)-tent [<ロ naJIaTKaJ

palturi s・[acc.palturimbal そりのはしらの木がつく横木(白樺をつかう)，

paltuska s. [acc. paltuska丘lかたまった血。

palukkaunji-ni v. [perf. palukkaucci-ni] っちで打たせる。

11I 
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palukkee-ni v. [p巴rf.paluwaxa-ni] っちゃ棒でうつ。

paluwa N s. [acc. palukkaa]、palooU s.っち(槌) N，げんのう U

hammer. 

pana 1 NJ s. [acc. pannaa NJ てのひら，あしのうら-palm， sol巴 kotoo

panam手足のゆびのつめのうらにあたる部分 J:てのひらのよこはばの長さ(長

さの尺度)N: geeda panala biiniそれはてのひら一つの横幅の長さがある。 N

/dθθpanala biiniそれはてのひらの横幅二つの長さがある。 N

pana 2 s. facc. panamba] たましい， (かがみ・水にうつる)映像(影)-soul、

r巴fl巴x，shadow: nari panani人のたましい/bucc innee pan且ni死者のたまし

い(死者の霊は三年間生前あるいたところをみなあるいたあと，buniへ行く，ま

た死者を葬ったところには三年間食べものをそなえる，夫が死んだ妻は三年間再

婚しなし、)。

pana且 J s. [acc. panaambaJ 手足のゆびのさきの内側(つめの反対側)。

panaacci-ni v. [p巴rf.panaacixa-ni] うつ(映)してみている pan且apunJi

panaacixani.かがみでかの女はうつしてみていた。 /mθθ，kkipanaaccini.水

にかの女はうつしてみている。 /mθθtθipan且accini.水へかの女はうつしてみ

ている。

P且naapu s. [acc. panaapumb且]かがみ-mllTor. 

par】且i]Jee-ni v. [p巴rf.panad且xa-ni] ひらて(平手)でうつ-strike with the open 

hand: putt~bi panadaxani.自分の子をかれは平手うちした。

pancu s. [acc. pancooJ おの(斧)。

panunm-m v. [p巴rf.panunixa-niJ たずねに(質問に)行く。

P且nusi-ni v. [perf. panuci-ni] たずねる(質問する)-question， ask: sitt~i 

poktoo panusini.おまえに道をかれはたずねている。

paI] N， pOI] U: paI] paI] N， pOI] pOI] U 先がとがっていない(さまの形容)/

paI] paI] uCciとがっていない N/ paI] p且I]biiniそれは先がとがっていない。
N / pOI] POI] ocCi moo先がとがっていない棒(とがっているのはsuluktu) U 

paI]gacCi-ni v. [pcrf. paI]gaCixa-niJ つるした偶像が動く (tucci)ことでうらな

う s~w~nJi paI]gaccuri偶像で占うこと/paI]gaCila mama占いの上手な老
婆。

paI]gaucuu NG s.ひざがしら，膝葦骨 minipaI]gaucuubiおれのひざ小僧 NG

/ m~~n~ paI]gaucuubi自分のひざかぶを N.

paI]n且 s. facc. paI]n且aJ 生殖器(男女の)。

paI]nakki-ni v. [perf. paI]nauxa-ni] 性交する一 havcsexual intercourse. 

para G s.猟具の一部(先端は鋭く，後部はふたまた)(仕掛け弓の一部，骨や鉄で
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つくるわ。

parakka NGJ s. [parakkaa N] ロツペン鳥(食用 G)。

parganau s. [acc. parganau-waJ ぶたばこ，牢屋。

parakka 

parraaji s. [acc. parraajjeeJ だに。
pasi s.くびっり，総死 pasinJibulkit~x~ni. くびつりでかれは死のうとした。
oasoollee-ni U v. [perf. pasoolaxa-ni] 上からつかむ。
ムssぽ v. [阿 pas叫 ni] 絞殺する，くびをつる，総死する I]indaapassini 

いぬをかれはくびにつなをつけて足をひばって殺す。 /pasimi bucCini.くびを

つってかれは死んだ。

passi-ni 2 V. [p巴rf.pasuxa-niJ 手でつまむ-pick: sUI]datta xeltθθ'ni pasumi 

d~ocini. さかなのみ(身)をかれは手でつまんでたべる。

oas…llee-ni v. [perf. pasuw抑制-niJ すく(掬)う-scoop: kur~kki 
r siduxuInb3pastIW且lleeni.自分のしらかばの皮のかごのなかからこけももの実

をかの女がすくう。

patala s. [acc. p且臼lla且] むすめ(未婚の若い女)-girl. 

Patala s.人名(女，3s~~nd~ の妻)。
patalammee-ni v. [perf. patalamaxa-ni] よばい(夜道)に行く(男が，または女

が): xus~nnee patalammeeni男がよぱいに行く。 /patala patalammeeni. 
むすめが男のところへよぱいに行く。 /xosikta patalammeeni.ほしがながれ

る(流れ星)0J -A star shoots. 

pataI]i s. [acc. pataI]I]ee]下げ髪，髪を2本に編んでかおの両側に垂らす結い方

(こどもがする)。

pataxa U s.木偶の一種(板でできている)。

patta s. [acc. pattaa]海岸に波でうちあげられた木のねっこ。

pattanee NU a. 息 (~rg~) が苦しいなー。

pattanisi-ni U v. [p巴rf.pattanici-niJ 息苦しい(たとえば，けむりのなかで，ま

たはふとんをかぶってねて)。

pau NG s. [acc. p且uwa] 大砲[<漢砲]。

paucci-ni v. [perf. paucixa-ni] 大砲をうっている。

pau山 Ji v. [perf. p且urixa-ni] (さかな，とり，人聞が)およぐ swim 

pee s. [acc. peewa] しらかば(白樺)-whit巴 birch.
戸eccillee-ni v. [perf・戸ecCilaxa-ni] よりかかる・ mootoi戸eccilleeni.木へ

かれはよりかかる。

戸egda且 NGJ s・[acc・戸egd剖 mbaN] 樹木の一種(しらかば(戸e)に似る，太
くない，樹皮がうすくて小さい模様がついている) N，戸eの若木 GJ(白い G)・
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peegda(a)n]i G S.， peegdan]i J s.しろふくろう(羽角はない，白色春いろが

かわる，食用 G)。

戸ekca s. [acc.戸ekCaa] けだものの足のうら。

Peeku s. [acc. Peekumba] 人名(男)。

戸el]i-niNU v. [perf.戸elci-niNU， conv. perf.戸elkacCiU] 極寒のときかな

もの・容器やつるつるの氷 (b;;Jlu)が手にねばりつく miniI]aalabi peel]iniお
れの手がねばりつく。 u

戸emuraG:戸emuraulaa口のまわりに模様のあるとなかい。

戸epu s. [acc.戸epumba] しらかばの皮に穴をあけてそれを棒に通した携帯用の
たいまつー lorch.

戸epulacci-niv. [perf.戸epulaCixa-nil あかりをつけている :calu]i 

peepulaccini.しらかばの皮でかれはあかりをともしている。

peepullee-ni v.しらかばの皮に火をつけてあかりをともす。

戸en NJ s. [acc.戸erree，all.戸eritaiNl 樹木の一種(戸eに似ている N，い
れまき(まゆみか) J)。

戸en-m v. [pcrf.戸exa-ni] 舌を出して呼吸するけ、ぬ，となかいが):I]inda (ま

たはulaa)戸enmいぬ(またはとなかし、)が舌を出していきをする(走ったあと
など)。

戸ensa J， peensi G s.こしょう(胡椴)[<ロ nepe凶ー

戸ski-ni v. [perf.・戸skixa-ni] からだの発熱をひやす(つめたいタオルなどで)(産

後の女が発熱したときは冷たいびんをわきの下に入れてひやす，水をつかつては

いけない)(体温や体感温度を調節する意だろう)・ polombopeskini.発熱をかれ

がひやす。 /bokkombi (またはdalabi)peskini. (出産後)かの女は自分のおな
かを(または自分の関節を)ひやす。

peskicci-ni U v. [perf. peskiCixa-ni]体のうしろ側を火にあててあたためる:

Cawatai atcambi peskiccu. (寒し、から)たき火に自分のせなかをあててあたた
めろ。

peu s.へ(屈)-crcpitus. 

戸umsl-m v. [perf.戸uniCi-ni] 何度も放屈する。

戸 un]i-ni v. [perf・戸ucCi却、 conv.perf.戸U比 accil 放屈する(音をたてて)

break wind:戸umburi放鹿すること。

p;Jd;;Jn]i-I】lU v. [pcrf. p;Jd;;Jco-ni] 力をふりしぼってことにあたり，よくそれに

耐える(雇人が神託を告げるときれ p;Jd;;Jnθθ pdd;Jnθθ がんばってがんばって

(亙人が神に対するときこのように声援しなければ亙人は倒れてしまうという)，

p;;Jduu s. [acc・p;;Jdukk伺] 下 :θCuup;Jduu C;;Jw;Jsk;J一番下の雲/p;;Jdukk伺
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dap戸emかれは下の方をつかむ。

p;J;;Jj;;J s. [acc. pd;;Jjj;J;;J] ひたい(額)-forehead 

P;;J;Jj;;JIJgu s. [acc. P;;J;Jj;;JI]gumb;;J] 人名(女)。

p;J;;J j;Jptu J s.わなの仕掛けのうちわなの上につく横棒 (UUWUp;;J;Jj:Jpcuと

p:Jduu p:J~りi;;Jpcu の上下二本がある)。

p;;J;;J)d 

p;J:Jju J s.えぞまつ・とどまつばかりのところはasiI]i)が二箇所あるところのそ

の聞の土地 unip;J:Jjuni川辺のたいらな地 (orokto司 CUI]d;J， karka， sol]ikca 

がはえている)G. 

p;J;Jkcir;Jco-ni v. [pcrf. p;J;;JkCir;Jox;J-ni] ま(撤)きつづける。

p;J:Jkcirree-ni v. [pcrf・p;J:JkCir;;Jx:J-nil (こななどを)ま(撤)く，まぶす。

pd:Jt:J S・[acc・p;J;Jtt:J;J] あざらし seal: p;J;Jt:J cupiniくらげ-jellyfish. 

pd:Jt;Jsk;J s. [acc・p;;J:JC;;Jsk;;J:J] あざらしの皮 scalskin. 

pdgbir;J s. [acc. p;;Jgbirr;J;;Jl スキーのつえ(さきに輸がつく)-ski-sticks. 

p:JJ]ee s. [acc・p;JJ]eepgl 下の方ー thelower part: p:Jis:Ji下へー down.

p:Jkk:Jm adv.しゃくにさわって，かっとして p:Jkk:Jmpaamiしゃくにさわって

怒って。

p;;Jkki-ni GJ v. [perf.・p;JUX;J-llll なわやつなの両はじをふたりのこどもにもたせ，

なわとびをする J:p;Jkkuriなわとびをすること J.

pgkp:JnJi-ni v. [perf. p:Jkp:Jcci-ni] たおれる，動けなくなる(つかれきって)(語

り物 (niIJmaa)に，勝った方はつかれはて口からあわをふいてむせび

(p;Jkp;Jkk;Jcci xoisa]i bkp;Jn]ini)，敗けた方はつかれはてて血をはいでむせぶ

(p;Jkp;J比 ;Jccis;J;Jks;JJi bkp;JnJini)とあるという):cuksami p;JkpgnJini.走っ

てかれはいきがつまりそうになる。

p;Jkpi-ni v. [perf. p:Jkpux:J-ni] くだく，こまかくする，こなにする crush. 

rcduce 10 picces: dukk;J:J pgkpiniかれは氷をくだいてこまかくする。/

mind;Jmi p;;Jkpini.かれは棒でたたいてこまかくする。 /bukpakkaa p:Jkpini. 

かの女はさけのやきぼしをこまかくしてこなにする。

p:Jkt;J p;;Jkcu adv.となかいの群が行くさま。

pgktu s. [acc. p:Jktumb:J] 魚のむれ-school of fish: suIJdatta pgktuni魚のむ
れ/sUI]datta p;Jktu p;Jktu sinjeeni.さかなが群をなしてくる。

pglin]i-ni v. [perf・pglicci-ni] いそぐ一 hasten.hu口'Y:pglimi I];Jlldx;;Jni.かれは

いそいで行った。

pgmikt:J s・[acc.p;Jmikt:J;J] 小さい蚊(ぬか蚊)，ぶゆ。-

p:Jmu s. [acc・p;Jmumb;;J] くちびる lip: uwwee pgmu上くちびる J/戸ifjee

p;;Jmu下くちびる I

!III 
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p::m:J s. [acc. p;m:Jmb:J]ひざ(膝)-kn∞. 
p8n:Jpiccee-ni NJ v. [pelf. p8n8pitt8x8-ni N] ひざを折って正座のようにす

わってそのままでいる。

p81】8pinji-niNGJ v. [pclf. P81l8picci-ni NG] ひざをつけて立つ，ひざまづく

G，ひざを折って王座のようにすわる(このようにすわるまでの動作をいう) NJ 

p8nlli-ni NU v. [pclf. P81lux;J-ni] 筋肉がびくびく動く(産筆する)(筋肉がびくび

くすると，人が来たり，雪や雨がふり，風がふくという N):isal p;:)I]lliniまぶ

たがびくびくする。 NU/[言い習わしJisal p81lUut81l11ee anclaxa sinjeeni 

目がびくびくしたら客が来る。 u/[言い習わしJxoppokto p81lUut8nnee 

gossun.まつげがびくびくしたら(人を)にくむ気持ちが(自分に)おこる。 U/

〔言い習わしJa.gma p;;muut;Jnnee xaiwaclclaa waagaccee[i issici 口がぴく

びくしたらなにかえものをとって猟からかれらは帰ってくる。 U

pd.g adv.ぷつんと(一回に切るさまれ a.: pG.g p:J.g cigassini.きれぎれにかれは

切る。 /kalixi p8IJ p;JIJ biini傷あとがたくさんある。 /p;J.g p:J.g kalixi一面

にたくさんある傷あと。

p;Jp8 J sかき(軟体動物)[<ア pipaか]。

p;J[;J s. [acc. p;J[;Jgb8] そこ(底)ー bottom:alukku p:J[;Jり1lL容器の底/ugcla 

P8[;Jり1lL舟の底1ll;);Jn;Jp;JT;Jgji tuksaxani全力を出してかれは走った。

p;JT;)kcee-ni J v. [pclf. p;J[;Jkt8X;J-ni] ひきしおが一杯にひく(底をつく)

kaa[u p;J[;Jkt;JX81li.ひきしおが一杯にひいた。

p;J[gee-l】iv. [pclf. P8[g;JX8-ni] こころみる，かんが(考)えるー tly司 think:

cl8ptum P8[g;JUたべてみろ。 /beJembθW似lbulJip;J[geeniかれはくまを

とろうとかんがえた。

p8[g;J811i-ni NU v. [pclf. p;Jrg;J:Jlix:J-lli ] 相談する p;J:Jtt:J:Jwi!alJdabu.UI 

p:J [g;J8 llill i.あざらしをとりに行くためにかれは相談する。 /dθθnllee

p:Jrg:J;Jli!ppt;J ふたりで相談しよう。/caa llarillLloo p8rg:J，111iciその人と

ともにかれらは相談する。

p:Jrg:Jp:Jco-ni v. [pclf. p:Jrg~1p"cixコーllL l あれやこれや考える。 p"rg:Jp，1i'ig，1Ci'i

リコn8x8111.あれこれ考えたすえかれは行った。

p:Jrilll:J I a.: p:Jrilll:J utt:J屋内用のくつ (wapucika)。

p;Jrisk:J s. [acc. p;Jrisb;J] くつ (uWl)の底(あごひげあざらしの皮を用いる，硬

いのでぬらして縫う)。

p8ruu s. [acc. p8[ukkθθl ももひき N，下ば(穿)き U-undcr-trouscrs. 

P:Jruuptullee-ni v. [pclf. p;J[Uuptu!.Jx;J-nil しっぽをまたに入れる(いぬがこわ

がって G)。

? 
p8SL 
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pお訓is. [acc. pお川訓LI帥1
p，Jskee-l口lI v. [仰pCIば.f.pJおskJXJ-l口1川l什1たまげる，おどろく(めずらしいものがあつたと

きなど):p:Jsbmi it;Jccilliめずらしがってかれは見ている。

p;Jsbpsi aふしぎだ(この語は述語として使う):p:Jsk;Jpseeふしぎだ，たまげた

なー(めずらしいものを見たとき，自分がなにかなくしたときなど)。

p;Jsk;)psuuli a.めずらしい，ふしぎな← rarc、unusual， mystcJ10US・p8sk;Jpsuuli

alaたいした(大変)きれいだ。
P3-cd-I】iv. [川 Pコω ぷx;J.Llil はねる(たとえば水が)(何回も )0

p:Jt8;Jnji-ni v. [pCI王P，Jt;J;)cCi-nil はねる(ものが):nlOOWO (または口100)

xooricluni nlOO p8t;):Jccini木をかれが切るとき木(のえだ)がはねた。/

kitaa tawasai p;)t8:Jnjilli針がそちらへはねる(手から落ちて)。

P:Jt:J.gg;Jucl:J S・[acc.P;Jt;J.gg;Jucl8mb81 中川ナミ子さん (Sθθktθの氏族)のウイ

ルタ名。

p;Jukt;J S・[acc.p;Jukt:J;Jl ~、ほ:- waI1. 
p:Jub s・[acc・p:Ju!.Jmb;J] 四本の柱の上に棒をわたし，その上に樹皮を敷いて魚

(千した切身などし肉やまるのままのあざらしなどを置いて保存する物置場(屋根

はなしおおいをかける):星の群のーっけによれば，北斗七星のますに当る部分

の星。これを前記のp;Jubに見立て，柄に当る部分の星をそれに上がるはしごに

見立てて p:Jul:Jtookpuniとよぴ，あるいはp8ul:Jxucluni (p;Jul:Jの尾)とよ

ぶ。しかし， Gによれば，四つの星であるが，北斗七星とは別の星)。

picθpicθs.何cc.picθpiccθθ1 海の動物の一種。
PL凶gaNJ s. [acc. pi仰 I伽 N] きのこの一種(なま木に生じる，tpt::..~\ 二
をおこすほぐちにする):pee piiciganiしらかばのきのこ N/sisi pμcLgalll山

葉松のきのこ N.

uiicikka s. [acc. piicikkaal マッチ十 match[<ロ Cnll可KaJ ー

LiCiKMIceni vIPC1f ptiCikkalnM マソチを擦る，マッチで火悼式

マッチで火をつける taww且aiwambulJi piicik.kalleeni火をたくためにかれ

はマッチをする。 U

piikt:J S・[acc.piikt;);J] かいぐさ GJ(エソ、イラクサ)，あさ(麻)Nーflax.

piil s・[acc.piilb:J] 皮膚にできたまるいかたい乾いたかたまり(一つだけ生ずる)，

うおのめ moo piilni皮膚にささったとげ I

piibps;J U s・[acc.piibpS88] けずりくず(木から神像などをつくったときの)

(gees且psaは大きく ，piil8PS;)は小さい)。
piim;);Jpu J s.仕掛け弓 (cl;J:Jl]gur;J)やはさみ (kapirωの部分(仕掛け弓の引き

がねを台木につなぐひも G)。
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piiPS8 J s.のこぎりやきりの木くず。

piipu s. [acc. piipumb;J] きり(錐)(木工用の)-dlill. 

piipucci-ni v. [pclf. piipucix;J-nil きり (piipu)であなをあけている。

piipusin]i-ni U v. [pclf. piipusicCi一nil たづな (silll1a)をつくるとき二つのあざ

らし皮のひもは88X8)のはじにきり (piipu)であなをあげて互いに通してつな

ぐ。

piir;J J s.交尾期中のあざらしのaawui，kOlJgori)のおすやとなかいのおすの肉。

piirikt;J s. [acc， piirikt881 氷の亀裂のわれめ。

piisullee-ni G v.鳥がえものに向ってまっすぐに飛ぶ。

piituu NG s. [acc， piitukkoo Nl ひも(なめし皮製)(長はばき (garu)を腰のま

わりにpiituuでからげる G)。

pLLWJ s， [acc. pLLww881 といし(砥石)。

piiw811ee-ni v. [pelf. piiw8bx8-nil 砥石にする(用立てる):bii caa ]olo.Ji 
piiw;Jlleewiおれはその石を砥石につかう。 u

piiwwee-ni v. [pclf. puw8x;J-nil と(研)ぐ-whct (sharpcn): kuCig81l1bi 

PLL WWeellL.自分の小万をかれはとぐ。 /xuraktall1i]i piiwweeni砥石でかれ

はとぐ。

pikpi J a.きつい(小さいものに大きいものを入れたとき)，声が小さい [ant. 

x81Jb8]: bS8ni pikpiかれのことばは声が小さい。 /xaixakka bS8ni 

pikpil8ni.どうしたか，かれのことばは声が小さいな。

pikpikt;J s. [acc. pikpikt881 川のはばがせまいところ。

piksee U a，たいくつだ、なー。

piksisi-ni U v. [perf. piksiCi-ni. conv. pClf. piksig8cCil退屈する piksipcci

niIJJ8rix8ni.退屈してかれはよその家へあそびに行った。

piksuuli LI aたいくつな。

piktalee LI a.待ちきれないなー(人をf寺っているといらだっな一九

piktalisi-ni NU v. [pclf. piktalii'i-nil 言いたいことを言わずにいてくるしい N，

人を待っていていらいらする U:maりitamipiktalisini.かれはが主んして言わ

ずにいてくるしい。 N/ bokkοll1bi piktalisiniし、つばい食べて腹がくるしいc

u 

piktaluuli U a.待ちきれない(人を待っていていらだたししり piktalllllli 

baarllni.待ちきれない。 /tari nari bala bala ，isini sindaa， piktalllllli， あの

人ははやく来ない。待ちきれない。

pil.Ji NU a.かたい，つよい (I1WSI) N，便秘する U:pil.Ji mooかたい木 N/

dooni pil.Jiかれのしんはつよい(豪胆である)(meeWallL maSlのことという )0 N 
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pina s. [acc. pllln3且l背負うにもつ(狩猟のとき)。

pln且ごとi-ni v. [pelf. plnatuxルnil しょ(背負)って来る(自分の家へ)0

pinakkll G s，しよいこ(荷物を背負うとき使う)(lIr;J/1l8)・

pinallee-ni v. [pelf. pil1alaxaーnil しょ(背負)う-bcar 011 one' s back: /1l00WO 

pinalleeniまきをかれはしよう。
oinasi-ni v. [pclf. plllβ出ーnil しよっている，何度もしよっている(たとえば毎日 )0

pinmlll s何cc.pinmlllb81ふたまたの矢じり(鉄製)(仕掛け弓で、使用し かわう

そ，てんをとるJ)。

pinu s. [acc. pinneel えぞやまどり，蝦夷雷鳥-aspccm ofwild EIO附

piIJJicci-ni LI v. [pcr王piIllicixa-nil 便秘する・ tannβri piIllicciniその人は

便秘している。

Piron.Jool1l1 s，人名(男，Naiplltunneeni氏族)。

pisa NGJ s. [acc・pisagbaNl 肩甲骨 (bnd8)・

piskii G s，なきうさぎ。

oistoo s. [acc. pistoombol 銃の雷管[くロ flllCTOHJ. 

pogjll G s. (木の)こぶ，ふし Il100 pogjllni木のこぶ，ふし。

pojolli-ni v. [pelf. pojolixa-nil 水がうずまく pojolimix;Jjjeeni水がうずまい

て流れる。

pokto s. [acc. poktoOl 1あと(跡)，あしあと(足跡)，みち(道)-tracc‘path， 

ay:りaalapoktoni手のあと(人間のい 2女子服(晴着といえよう，中国(満

洲)服の系統のもの，えりから上前はじに沿ってすそにかけ，細い長いきれを縫い

つけたふちどり (keepinりがあり，すそまわりには小さい金属片がならんでつい

ている)九。

pυ仙l<υ) S. [川acα仁 p炉υd山山川川loω(υω川y刀川川Iη1州 (ωカか通らだ削の)熱 (け体本料j温昆勧)， (病気の)熱 b加J(川o叫)
fcv刊CI 体j温昆が平熱なら poloωllln】μ1<1ωi口1ηm】ηJallli，病気で高熱なら p】ol刈loωI口】Jixlllωdllllとい7
polωokpi山nllL-llL v. [pclf. polokpinixa-nil 暖めに行く plltt8Jpolokpinniniこど
も(の体)をかの女はあたために行く。

polokpisi-ni v. [perf. polokpici-nil (体などを)あたた(暖)める warm: 

pllttJbi 1J剖 II且anipolokpisini自分の子の手をかの女はあたためる。

polopei-ni v. [pcrf. poloptuxa-nLl 暖まる biipoloptux抑制わたしはあたた

まった。

pοlοptlll~iee-ni v. [pelf. pοlοptum/axa-nil a愛まりに行く行
pοndoυNG s. [acc， pomlokkoo Nl 魚皮(さけやいとうの皮)でつくったくつ

(短く，先端が上へ主がる)G (キーリン人から uttaが入るまえに用いられていた

ろうとし、う N)ヮ
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Pondoonu s.人名(男，Nβlputunneem氏族，Wassuukaさんの弟}。

poo I NG s. [acc. pOOWO N] 個体，箇所 geeda poo一個 N/dθθ poo二個

N / ilaa poo三個 N/ geeda poo kupJひとかなの糸 N/dθθ pooojosko 

二個の荷物 N/ geeda poowo lplleewi.一個ぼくがほしい。 N/ geeda 

poodu cii biconi.一箇所にずーっとかれはいた。 G

poo 2 S. [acc. POOWO] 残余・ taribusu pooniそのぬのぎれののこり N/ tari 

I】θripooniその人の遠い傍系卑属 N/ s;:XJkS;J pooni血をひいたもの(遠い傍

系卑属) N / pooCiのこりの人 G/ pooninneeniのこ ηの人，ほかの人 NG

pOl)goli S. [acc. pOl)gollee] まるめたもの(たとえば雪をまるめたものやおにぎ

η); buda pOl)goliniにぎりめし。

pOl)golli-ni V. [pclf. poIJgolixa-ni] まるめる(にぎりめしにも言う)。

poojipei-ni v. [pelf. poojiptuxa-ni] ま(混)ざる，ま(混)じる mix (vi.) 

po句作lJl v. [pclf. poojixa-ni] た(足)す，まぜる add. minglc， mix 

somcthing: POOjiptal)i S. [acc. poojipta~月ee] おかず(日本人の食事の副食)

-subsidiary food / dJppee pO叫ini. (いろいろな)たべものをかれはまぜる。

/ abulixambani poojjini.かれはたりなかったところを足す。

POOJOl s. [acc. poのiokkee.pl. poojoil] ある女子に対して，夫の傍系男子の妻

(年令はその女子とあまりはなれていなし、)。

pOOS U adv 一気に poospeundakka.一気にかれはおならをしている。

pooto s. [acc. poottoo] おむつ(ぬのぎれ，古くは魚皮でつくり，木の木質部のこ

なになったものはuutJ)や乾いたこけ (namulta)や低木の茎のやわらかい内部

(saun)を入れた)。

poowo s.何cc.poowombo] 水をくむのに使うもの(ひしゃく，缶詰の空き缶)0

poro I NGJ s. [acc. porroo N] やま七面鳥(大雷鳥) GJ: d1l1りiporo大きいや

ま七面鳥 J/ nuuCI poro小さいやま七面鳥 J

poro C s. lacc. pOfOll1bOl Iあたまや山の)いただきー top.Sllml111t‘つむじ

whirl of hair 011 the hcad・.filiporυIIIあたまのいただき/xurip porυIII山
の頂上/xaikki poroluwa どこに(どこから)つむじがあるか。

poroxootu s. [acc. poroxoottoO] 汽船[<ロ rrapoxo.月]. 

posicci-ni v. [pcrf. posicixa-ni] 火(火の粉)がくりかえしはねる tawa 

posiccini火がくりかえしはねている。

posinji-ni U v. [pcrf. posicci-ni] 火(火の粉，火の中のまき)がはねる・ tawa

posin.fini火がはねる。 /posikkacci dJgd;JxJni.火がはねてもえた。
posseekta s. [acc. posseektaa] 火の粉(火をたいたとき出る)。

pυsseektaacCi-lli v. [pclf. posseektaacixa-ni] 火の粉がたくさん出つづける
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DosseektaacCi moo火の粉がたくさん出つづけているまき。

po 一一…E白ek仰 l}ポ和卯J戸μhμl-l川F寸引1口lI v. [ 凶 p】os“附印s臼附Eぽ叫εek幻ktaμω仰a
pθccee-ni v. [印pCIぱf.Pθ(:cθXθ一niれ1 は(j!，j闘跳Eわ)ねる ctたことえば， のみ， うさぎが)←

jump: ugdac/uu pθ(:ceeni ふねからかれはとぴおりる。

Pθ(:(:θ1 s. [acc. pθccθkkee] しおむし，ょこのみ(多足類の虫)(海岸の砂のなかに

いる，足が何十本もある，はねる)。

PθccθnθSl-m v. [pclf. Pθccθnθci-ni] なんどもは(倒的ねる o

pθkkθs. [acc. pθ，kkθθl てぬぐい。
Pθkkθllee-ni v. [pcrf. PθHθlθXθ-m] ほおかぶりをする(てぬぐい (pθkkθ)で):

Pθkke]i pekkθlleeni.てぬぐし、でかれはほおかぶりをする。

pθθqθrθs. [何ac凹C.Pθθq伊θmθ剖l いれずみ(アイヌ人の)一刷O
F戸熔θ叩ri-ni v. [防perf.pθθXθ-1Jl什l しぴれる一 be伐C∞om巴 numb:bJgJiめbipθθxθni.わた

しの足がしびれた。

PθθriptJIJi s. [acc. PθθriptJIJl)ee] 衣服 (pokto.xθktθ、ulbaaxuのような)のす

そうら isalpθθriptJIJiniふたえまぶた。

Pθθrisi-ni NJ v. [pclf. PθθriCi-nil すそうらをつけるけらのついていない衣服

に)・ pθθnptJリリeepθθrisini.衣服のすそうらをかの女はつける。 j

pθrθs. [acc. pθrθmbθ1 (手足の)おやゆぴ← thumb.

Pθssθθlli-ni v・[pclf.PθssθθliX;J-nil かまやなべがにえたって湯があふれる(さか
なを煮るとき，めしをたくとき煮えこぼれる U)・Jnuw;:lpθssθθlix;mi.釜がに

えたってあふれた。

Pθttθθktθs・[acc.p倒的θ，ktθθl 低木の一種(くきに赤味 (sJ;:lgdのがある，小さ

い実がなるが食べない)。

puccee-ni v・[p巴rf.putaxa-ni] わなをかける puttaapucceeniかれはわなをか

ける。

puc/ali NG s. [acc. pudalimba N] )11のよどんでいるところ。 暗

pudJn]i-ni v. [pcrf. pudJcci-nil ひかる-shinc: aja boodu suun pudJn]ini.晴

れた空に太陽が輝く(まぶしく )0 N/ geew且pudJn]ini.明星がひかる。 N/

suun pu(bn]ini朝やけする。 j
puijuuri-ni v. [pCJf. puリUUX;J-lll] わ(沸)かすー boil:凸lwapuijuurini.茶を

かの女がわかす

pu illlll 1 NG s一物の一種(竜蛇か)I湖にいて，人を殺す，これがいると湖が白い

G、
P山山川 v. [pClf. plllpllxa・111] うらがえす I臼J叫 tげ巾p仰仰I
ものをうらがえす。 /siloll1bo pllippiniかの女はやいているくしさしのさかな

j

1

1

1

1
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をうらがえす。

pWpUCじl-nL NG v. [pclf. puipucixa-ni] 

でさかなの焼けた面を)。

たくさんうらがえす(たとえば，火の上

pWfl-nL v. [pclf. puixJ-ni] 獣皮をはぐ-skin: p8Jtt8J puirini.あざらし(の皮)

をかれははぐ。 /sirθ口lbθ pUlfl/Jl 山となかい(の皮)をかれははぐ。

pUlSl-m v. [pclf. puici-nil にえたつ，わ(沸)く boil N: (天気が)荒れる，

風，雪がふきすさぶ N‘むらがっている 1・8nUWJpuisiniかまが沸いている。

N / boo puisini.天気が荒れている(風がつよくふいている，雪がはげしくふぶ

いている )0 N / x8du puisini風がひどくふいている。 N/ Xaillli puisinee 

t8;)mU どうして荒れるのか，海が。 J/ nari (またはsUJ]dattaまたはn且且 b句Ieni)

pUlSlnL 人(または魚または陸のけだもの(となかいまたはきつねまたはくま))が
むらがっている。 J

pu)alJgu NG s.末子(男女の)(この語は老人が使う N‘オルチャ人 (MalJbu)の
ことばだという G)。

puj8 I s. [acc. pujjJ;)] きず-wound. 

puj82 G s.枝川I(分流)。

pU)dCCl-nL J v. [pclf. pujJox8-nil わかれる tarinari puj;)Cimi lpnux;)ni. 

その人はわかれて帰った(一緒に行った帰りに)0 U 

puj;)Cig811i-ni v. [pclf. puj8Cig8lixJ-nil わか(別)れる(歩いたりあるし、はとな

かいに乗ったりして行くとき同行した人が)← scparatc:cadu puj;)Cig;)llini.そ
こでかれはわかれる。

PuplJl-nl G v. [pcrf. puj8duX8イlIj またわかれる，川がふたまたにわかれる・

minduu puj;)dumi lpnUX8ni一緒になって行った人がおれとまた別れて帰っ
た。

pujσ/ GJ s四歳のくま(越冬後春おやとわかれてpuj81となる)。

pu))ee-1Jl NJ v. [pclf. pujJx;)-nij わかれる，よける Jeennee ~pll.lllli 

geedannee puj;)x;)ni二人で、行って一人は別れた。 J/ cakki PUj.l瓦;]pu. (二人

で行って}そこからわれわれは別れた。 N/ puktυo pujjeeni.かれはみちのわき

へよける。 N/ nari poktuo puj;)x;)ni.人が一つのみちから別のみちへうつつ
た。 N

PUll;)Ufl-lll v. [pclf. pujj引lX8-lJ1j結婚の際むこがよめの家に行ってしばらくはた

らいてい Cからよめを連れてもどるとき妻を実家からわかれさすー asibi

pujj;)ux<Jni.自分の妻を実家からかれはわかれさせた。

puji NG s. [acc. pujimba Nj 婦人 (;;}<Jkt;))(この語はウイルタは日常使わない)

N，未婚の若い女 (pata/a)(この語はオルチャ人 (MalJbu)のことばだという) G 
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[<満 fujinJ

pukci-ni v. [pclf. pUkcixJ-nil (けだものが)走る， (となかいが)かけ足で走る

(左右の足を同時に出して走る G):caa dllXllkki tuksa pllkcix;:llliその家の外

側をうさぎが走って行った。

pukciCi':ee-ni v. [pClf. pukcit;]x，l-nil 立ち向って行く，かかって行く(人間ゃいぬ

が)。

pukcipin]i-ni G V. [pCI王pllkcipicci-nil 一気に走るo

pukcit;)lidusi-ni G v.いぬがなんどもかかっていく。

pukcθθnJi-ni v.走らせる u/剖加 pukcθθnJini.となかいをかれは走らせる。

pukkannee-ni v. [pclf. pukkana却 -nil 手足にまめができる b<JgJibi

pukkanax且lJl おれの足はまめができた。

pukkee-ni NJ v. [p巴rf.puwaxa-nil ， puwwee-ni J v.しりをふく(排便後)0

pukki-ni NJ v， [p巴rf.pUkkix;;}-nil 亙事の際に亙人のからだや神像をいそつつじ

(s;)8kkur8)やえぞまつの枝葉でくゆらす(くゆらして生じたかおりが亙人に入っ

て神が亙人に入る G)・pukkuri亙事においていそっつじなどでくゆらすこと/

samamba pukkini. A人のからだをかれはいそつつじゃえぞまつの枝葉でくゆら

す。 J

pukkicci-ni U v. [pclf. pukkicixJ-nij くゆ(爆)らしている 日 W8111b;)

pukkiccini神像にかれはけむりをかけている。

puksi-ni v. [pclf. pUksixJ-nij 音がなく放庇する

を立てずに放庇する。

tari nari puksiniその人が音

pukta且 s.[acc. puktaambal (屋内の)ほこり(挨)，ちり(塵)-dust. 

puktaanji-ni v， [pclf. pukt且且Ci':i-nij ほこりをたてる naripukta且nJini人がほ

こりをたてる。

puktu s. [acc. puktumb81 つなでつながれてそりを引くいぬの列とそりの全体。

puktuup~lCi': i-ni v. [pclf. puktuupJCix;:J-nil し、ぬがくわえであるきまわる。
puktuuri-ni v. [pclf. pU!正tuux;:J-llll さらって行く， (し、ぬが)くわえて立去る。

pu/akkaari NG adv.はじめて pu/akkaari icceewiはじめておれは見る。 N/

pulakkaari it;:JX，l/llbi nariはじめてわたしが見た人 N.

pu/axxi-lli J v. [pclf. plllaxixa-nil どなるつ

plllci s. [aω. pu/ci/llbaj ほお(ほほ)(頬) - chcck. 

Pllldula NG ，かざり(そりを引くいぬのくびわ1])(i)内

pllb，l aあまりの， s. [acc. pllbkk，l，ll 余分，あまり，のこり surplus: pllb，l 

lllaa bara biilllあまったとなかいがたくさんいる。 /busu pllb，llli布のきれ

はし/llatta pu[，J;)lli毛皮のきれはし。
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puliccee-ni v. [pelf. pulit:Jx:J-nil 行って帰って来る gitumi pulicceeniかれは

歩いて行って来る。 /ugdaJi (または ulaaji)pulicceeni.ふねで(またはとなか

いで)かれは行って来る。 /X昌wasaipulit:Jx;Jneeどこへかれは行って来たか。

/ tawasai pulit:Jx:Jniあそこへかれは行って来た。

pulicci-ni v. fpeげ.pulicix丘ーnil (火に)あぶる-expose 10 fire: I]aalabi 

pulicCini自分の手をかれはあぶる。 /moowo tawatai puliccilliかれは木を

火にあぶる(木をまげるために)0 / t:Jtuw:Jbi pulicCini 自分のきものをかれは

火にあぶる(ぬれたのをかわかすのに)。

pulim:J:Jpu s. [acc. pulim:J:Jpumb:Jl 毛抜き(白いまつげが人により目のなかには

えることがあり，それをこれで抜くという)。

pulip:Jcci-ni v. [pelf. pulip:JCix:J-nil あちこちあるきまわる。

puli伊 θcci-lli v. fpelf. puli伊ぱiX:J-llil うごかす moowopulip抽出ni小さ

い立木をかれはうごかす(幹をつかんで問。

pu lipt:JI]i J s.乗ってあるくもの(となかい.ふね)。

pulisi-ni v. fpelf. puliCi-ni. conv. pelf. pulipcCil 1あるいている(足であるく

ほか，のりものでもいう).旅行する wall七 travcl:pulipuri旅行 journcy / 

pur:Jmb:J pulisiniやまをかれは(猟をして)あるいている。 /poktokki 

pulisiniみちをかれはあるいている。 /pulisillllee s. facc. pulisillneepdl 旅

行者/poktoo pulisinllee方々歩く人 2.動く(たとえば魚が)。

pullee-ni I v. [pclf. pulaxa-nil 亙者に亙事をおこなってもらった礼をあげる・

samattai pulleeni.亙者にかれは亙事の礼をわたす。 /sama jaax佃 dulani

(jaaはjaβj丘の採録時の書き誤りとj且われる )pulleelli.亙者が亙事をおこなったことでか

れは礼をする。

pullee-lli 2 v. fpclf. pubxコーI】l] あま(余)る bc lcft ovcr. bc in CXCCSS: cbppi 

pllbx:Jl】tたべものがあまった。 /geeda bee pubmee一月あまり。

pulbllpci・lli U v. fpclf. pUlbUptllxコ-1l11 あまる。

pulhJuri-lli v. fpclt'. pull，lux:J-llil のこ(残)すー lcavc:uliss，l:J pllll，lUX:Jl】i肉

をかれは食べ残した。

pulm:Jkt;J s. [a“ • PUllll:Jkt:J:Jl 低木の一種(とげがある，茎の髄を取り出して使
フ)。

pulta s. facc. pultaal 掛けぶとん-quilt. 

pulu s. facc. pulloo、all.pulutail 樹木の一種(カラフトヤ7 ナラシ)(あおだ、も

J)。

pun嗣 da 0 adv.けむりがでている様子 pun却 dabiiniけむりがでている。

pundadu s. facc. pundaddoo、pl.pun]ii1l ある男子に対して，同じ氏族(父系)
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内の傍系女子。ある女子に対して，夫の傍系女子 (for a male and his wife) 

aunt‘sistcr司 cousin (fcmalc). niccc. 

pUllJkt:J s. facc. plll】:Jkt:Jlllb:Jlはし、(灰)-ash. 

puびla NJ s. facc. pllnd<la Nl はん(榛)。

pU~Jd<l i s. facc. plll]dakkeel かび mould、mildcw

pU~Jdan]i，ni v. [pclf. pUl]daN5I-nIl かびがはえる。
pUl]g:JIII-nI v. fpclf. plll]g:Jlix:J-nIl ころがるー roll:k:JrgigJ pllリg:Jllilli.遊戯の

輪がころがる。

pU~Jnee-lli NG v. fpclf. Plll]l】JX:J-llil 追いたてる，か(駆)る taflll<lfl 
b句θn的 P叩 eeniその人がけだものを(大きな声を出すなどしておどろかト)

駆り出す(一方に別の人がいてそのけだものをねらう )0 N / ulaabi pUI]neel1l 

自分のとなかいをかれはむち打つてはしらせる。 N/ sUI]dattaa pllりneeni.さか

なをかれは追いたてる。 0/keuwimi puりneeniかれは川しもでさかなを網で

とるために川の氷にあなをあけて棒を入れ水をついてさかなを追いたてる。 0/

asibi puリI】:JX:Jlll.自分の妻をかれは追い出した。 N

pUI]lldJ]i-lli u v. [pelf. PUl]1】:Jdux:J-lll] 追いかえす tari clul]lleel】1andaxxaa 

pUl]ll:Jdux:Jni.その家の人は客を(なにもしないでごろごろしているので)追し、か

えした。

Plll]ll:JpU S.何cc.puリll:Jpumb:Jlとなかいに乗る者が手にもつ操縦棒-stick for 

riding a reindccr 

Duree illtとまれ(そりを引くいぬへとまらせるとき言う):pu附 pureeとまれ。

pUf:J S 何cc.pur:J山 1やま(住居のある場所に対して生活資料をうる山野)。

pllr:Ji s こまかい雨。
pllrigacci-lli NlI v. fpclt'. puriga(:ixa-llil もぐる(何回も):lla n pau rllm 

purigaccilli人がおよぎながらなんどももぐる。
purig:J a.わか(若)い young‘ s. [acc. pung:Jll】b，").purigg:JJ1: pung:J nafl 

若い人/purig，，，)llllee s何cc.pung，111lleep，11 若者 young man. 

pllrig;}ccI-lli v. [pClt'. pllrig:Jcix，l-llil 子をたくさんつくる putt，")Jpung，lじ山口t

かの女はこどもをたくさん生む。 /purig，")cci J:Jkt:Jこどもをたくさん生む女/

purig:Jcci llariこどもをたくさんつくる人/purig;Jcci b句θ何回も子を生ん

でいるくま。

purig:Jm]i s・[acc・purig:Jmjee.pl. purig;Jmjill ある男子に対して，閉じ氏族内

の閉じか下の世代の年下の傍系男子。ある女子に対して，夫の氏族内の夫と同じ

か下の世代の年下の傍系男子。

purpdJ]ee-lli NU v. [peげ.purp;Jd:Jx:J-nil やぶれる(あながあいたり，またたと
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えばあぶら入れのふくろ (keuri)がさけたりして):suumk.J pUrp;JJ]eel】t銃弾

入れがやぶける。 u

purp;Jllee-ni NU v. [pclf. purp;Jbx.J-nil ~、っぺんにやぶれる ilda keurini 

pUrp;JbX8ni油のふくろがし、っぺんにやぶけた。 u

purp.Jr;Jm NU， purp.Jr.Jmji N adv.ポツンと突然あながあくさま keuri

purp;Jr;JlJJ put.Jd;Jx;Jni.油入れの袋が急にポツンとあながあいた。 NU

purree-ni v. [pclf. pur.Jx.J-nil かみの毛のなかをさがす(たとえばしらみを)

cikt;J.J purreeni.かの女はかみの毛のなかのしらみをさがす。

purri-ni I v. [pclf. purixa-nil 水中にもぐる divc into: gasa pu rixani.鳥が水

にもぐった。

purri-ni 2 v. [pclf. purix;J-nil 

もをたくさん生む。

子をたくさん生む:puttコ;JpUrfllJl かの女はこど

pUS;Jll]i-lli v. [pclf. pUS.JCCトlJllふえる(動物が繁殖する)- (a population) 

incrcasc: llari pus.JIUini人がふえる。

pusiccee-ni v. [pclf. pusitaxa-ni] あたまの毛を刈つである。

puskucci-ni U v. [perf. puSkucix;J-ni] ほらをふく，自慢ばなしをする。

puskuJ]ee-ni U v. [perf. puskud8X8-ni] ふくれつらする，むくれる。

puskum U adv.ふくれつらして。

pussi-ni v. [perf. pusixa-ni] 1か(刈)る，そ(剃)る mow，cut， shave: 

oroktoo pusikkuかま(鎌)-sickle / oroktoo pussini.草をかれは刈る。/

jillee pussiniあたまをかれは刈る。 /d.Jr.Jlbi pussini.かれは自分のかおを剃

る。 2たばこをふかす saI]nambapussiniたばこをかれはふかす。

puta s. [acc. puttωl わな(民)(沼のほか木ねずみなどもとる)ー trap:puta 

beeni十月 Octobcr. 

putaccee-ni v. [pclf. putataxa-nil わなをかけておく。

pl1tacci-ni v. [pclf. putacix，ト日l] わなをかけている。
put且muu s. [acc. putamukkoo] 夜光(うろこなどの，また夜，舟でかいをかくと

水のあわとともに光がある，ねこ，わしの目も夜光る)。

putan]ee-ni v. [pclf. putandaxa-ni] わなをかけに行く。

put.JJ]ee-ni v. [perf. put8d8x.J-ni] あながあく(破裂して)。

put;;Jlli-ni v. [perf. put8Iix8-ni] あなをあける(一回):dukk.J.J put811ini.氷にか

れはあなをあける。

put.Jssi-ni v. [perf. put;Jsux.J-ni] あなをあける(いくつも)。

putt;J s. [acc. putt;J;J、putt;JW.J， putt;Jb;J-ni， pl. puril、acc.purilb;Jl こども，直

系卑属(こ，まご)-child: XUS;J pl1tt;J男のこども，少年一 malcchild‘boy/ 

16り
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;J;Jkt;J putt;J女のこども，少女 fcmalc child. girl/ XUS;J putt;Jniかれのむす

こ his son / ;J.Jkt.l putt;Jniかれのむすめ-his daughtcr / putt.Jni putt;J日i

かれの孫 his grandson. his granddaughtcr / putt;Jmun;J子持ち/mini

putt;Jbi dθθ XUS;;J putt.J biiniおれにはふたりの男の子がある。 /putt;Jnnee 

s.こども/putt;Jnnee owocci xaiwa k;J;Jn]isig;;J. こどものくせに何をおまえ

は言うか。

putt;J~pS .J S田 [acc.puttコり.JSS;J;J、pl.pl1 tt.J ~pS;J Il 死んだ子-dcccascd child. 

puttコリりiJ s.高年齢のめすとなかいについて年齢をあらわすのにいう ilaalta 

puttコり~)l (naIJJl) 五歳のめすとなかい/Jiilt;J puttコリりL (Ilan】1) 六歳のめすと

なかい/tunclalta puttコリリi(/WlJli) 七歳のめすとなかい/口IIりult;Jputt;Jりが

υJaIJl1) 八歳のめすとなかい/lladalta putt;Jりり1 (nilIJJl) 九歳のめすとなかし、/

主!kpultaputtコりりi(IJaIJJi) 十歳のめすとなかい。

putt;Jr;J s. [acc. putt;Jr;;Jlllb;J] ままこ，継子 stcpson. stcpdaughtcI 

puttθθktu J s.樹木の一種(ゃなぎの類，ほそく，あかしり。 (Cf.Pθttθθktθ・)

put~íJee-ni v. [pc正 putuclaxa-nil 捻挫する b;JgJini pl1tudaxaniかれの足が捻

挫した。

putul(ik)ka s. [acc. putul(ik)kaa] びん bottlc [cf.ロ 6yTblJlKaJ

putuu s. [acc. putukkoo， all. putuutωl 獣皮や魚皮でつくった入れもの(昔のも

の， Nははなしに聞いただけで，見たことはないという)。

puujin]i-ni v. [pclf. puujicci-ni] かぜがつよくなる X;Jclu puujin]iniかぜがつ

よくなる。 /boo puujiccini.あめかぜがつよくなってきた。

puujji-ni v. [pclf. puujix;J-nil ふくれる swcll: sU/]datta puujjini.さかながふ

くれる(くさって )0 / silocciduni sU/]datta pu~iix ;Jni かれがくし焼きにして

いるときにさかながふくれた。

pUl1J88nJi-lll v. [pclf. Pl1l1J8θeci-nil ふくらませる。

pU111 NU s. [acc. pl1111ba Nl 唱 p8θ1J s. I acじ.p8θlbθl 

顔に一つだけある大きいできもの U，こぶ j

(顔の)ほくろか N，

pUllla s. [acc. puulall】ba] つりいと(釣糸川木綿糸)-fishing-linc 

puulbi-ni v. [pclf. pUlllbix;J-nil においが生じる，くさくなる(くさってきてト

suリdatta (または ulis.J) puulbilliさかな(または肉}がくさくなる。

puullee-ni v. [pcrf. puubx8-nil 蔽をおこなう，亙者が踊りかつ歌いながら病人の

体中を木弊でさわって械をする pllulbllriillau. puubpt.JI]i illauおはらいの

削り花(柄はなし、)。

puun s. [acc. puumb;Jl におい smell. 
puund;J NJ s. [acc. pUUnd;J8] 地上の雪 (simatta)が風でとぶこと，地ふぶき。
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puunjee-ni NG v. [peIf. puund;;Jx;;J-ni N] 地上の雪が風でとぶ。

puuntu s. [acc. puuntθθ， all. puuntutJi] はかり(秤)-balancc [くロ φYHTJ

puuntullee-ni v. [pclf. puuntubxJ-ni] はか(量)る。

puuIJlee-ni NG v.まきをきりに行く。

puupinji-ni v. [pclf. puupi(.~ci-ni] プッと(一気に)吹く。

puupooじごi-niNJU v. [pclf. puupoooxa-ni Nl 吹いて鳴らしている(ハーモニ

カを)，汽笛を鳴らす(何回も):nari puupooccini.人が吹いて鳴らしている。 N

/ dolbo poroxootu puupoocixani夜，汽船が汽笛を鳴らしていた(霧の中

で)0 N 

puupoollee-ni NU v. [pcIf. puupoolaxa-ni Nl， puupuwallee-ni N v. [peIf. 

puupuwalaxa-ni] ふえを吹いて鳴らす，汽笛を鳴らす(一回)。

puupooptu J s.ハーモニカ，ラッパ。

puupsa s. [~cc. puupsaa] のこぎりくず。

puupu s. [~cc. puupulllbal のこぎり-saw. 

puupullee-ni v. [pclf. puupulaxiトnil のこぎりですこし切る(しるしをつけるた

めに切る U)。

puupuwa NJ s. [~cc. puupuwamba Nl， puupoo U s.ふえ(笛)(so(fiktaや

aasiなどの茎でつくる)，尺八，ハーモニカ NJU-flutc司 pipc‘汽笛 J

puurau N s. [acc. puurakkool ，puurrau J s.とりの一種(名前しか知らない

J，ものがたりに出る N)。

puuri-ni I v. [pClf. puuxa-ni] のこぎりでたくさん(またはしまいまで)切る。

puuri-ni 2 v. [pcIf. puuxJ-nil (口で)ふ(吹)く blow / tawwaa puurini.火
をかれは吹く。

puuωa s. [acc. puutaambal ふくろ(袋)ー bag，sack/ Up昌puutaam粉の袋
(布製)。

puwaptaりiJ s. (排便後)しりをふくもの，落とし紙。

pUXl G s.腹部の臓器 (Manbuのことばであるという)。

S 

saa int.どれ saa ltt;)UnUどれ見せろ。/saa bii icceett;)どれわしが見る。/

saa xaidu biinig;)どれどこにあるか。

saaccee-ni v. [pclf. saataxa-nil 知っている，わかっている saatamibiiniかれ
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は知っている(わかっている)。

snnk G ~dv. 気ままに，自由に lll;}JnJ snak tuccini.自分で気ままに(くまが)

うごく O

saajJi-ni v. [pelf. saaduxa-nil 意識をとりもどす，われにかえる，きづく，きがつ

くー bccomcconscious (of): aun~fee saaduxambiねていておれは気がついた

(酒をのんでそとにでもねていて)0 / oljboxombi sa4iJiniかれは忘れたことに
気がつく。

saakari s. [acc. saakarreel 角砂糖[くロじaxapJ

saakpinji-ni A v. [pclf. saakJ万cCi-nil のどがつかえて食べたものを吐き出す。

sanksa s. [acc. saaksaal しも(霜)。

saaksisi-ni v. [pClf. saaksici-nil たずねる，聞き出す caanaritai saaksicini. 

その人にかれはたずねた。 /anda 

ずねている。

saalda s.何cc.saaldaal 1.また(股)-crotch: (言い習わしJputt;J saal正faakki

kargaajini goci JSJrJilfini.幼児が自分のまたの聞からながめる(まためがねを

する)とまた妊娠する。 2.となかいぞりの左右の台木の前方の上へ反った部分の穴

に通したあざらしの皮のつな(これがとなかいについたつな (nusku)につなが

る)。

saali s. [acc. saalleel かくまき(角巻)。

saamji-ni v. [pclf. saamjixa-nil 知らせに行く nari bucCimbJni saalllJini人

の死んだことをかれが知らせに行く。

saamugda J s.しるし。

saamugJee-ni J v. [pelf. saamugdaxa-nil しるしをつける。

saan NU s. [acc. saambal 魚 (caccabiや mauri)を干す掛け木の設備，棒(凹

本の棒 U)を立ててその二本ずつに棒を渡し，その上に横木を渡しである，一段

のも，二段以上のもある。

saaJ~fi-ni I v. [pclf. saacci-nil のびる strctch (vi.): natta saaccini.獣皮がの

ぴたo

saanji-ni 2 v. [pclf. ，~aanJixa-nil のばす-strctch (Vt.): X;)Jgb;) saanJini.皮ひ

もをかれがのばす(木と木の間に張ってひっぱって)0 / natraa siwlljini獣皮を

かの女はのばす。

saalJeeri-ni v. [pclf. saal)eexa-llll 霜がおりる。

saar adv.あたり一面に一度にひろがって buddaasaar xθθlcini.米をあたりー

面にザーッとかの女はこぼした。

saari a.くろ(黒)いー black:s. [acc. saarimbal: saarinnee U s.黒い人，く
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ま。

saarikta s. [acc. saariktaa] うさぎのみみの一番さきの黒い毛 isal saariktani 

くろめ(眼球のなかの虹彩) J. 

saari-ni v. [perf. sa昌xa-ni] 知る，知っている，わかる-know. understand: 

saagasii.わかったか。 /saarilasi.おまえはわかるだろう (fおぼえていろ」に

あたる怒りの文句)0/ kddnJiw;mi gddm saarini.かれの言うことがすべてかの

女はわかる。

saarukki-ni G v. [peげ'.saaruxa-ni (sic)] となかいがくしゃみをする(鼻からあ

ぶが出る):ulaa saarukkini目となかいがくしゃみする。

saawoocci-ni U v. [perf. saawooCixa-ni] 知らせている。

sabJee-ni v. [perf. sabdaxa-ni] したた(滴)る-drip: Sddksd tddP tddP 

sabJeeni.血がぽたぽたしたたる。

sabuu s. [acc. sabukkoo] 食事のはし(箸)(女はつかわないという)

chopsticks: tawa sabuuni火ばし。

sabuullee-ni v. [perf. sabuulaxa-ni] はし(箸)をつかう，はしではさむ。

saciga N s. [acc. sacigamba] ，sacee J s.となかいの二歳のめす N，春生まれ

て翌年の秋がきたとなかいのめす J.

SaCigari N， Saceeri K s.佐知(サチ)(敷香の市街の対岸)(0.旧泊晶画)

sagdai s. [acc. sagd北kee] ふな a kind of fish. 

sagdanJi-ni v. [perf. sagdacci-ni] としよりになる 〔言い習わし1xoJimi 

sagdap戸 exoldokki xunulu osininda.ひどくとしよりになると横側にへそが

あるようになるんだと。

sagdari a.老いた s且gdarimoo老木(立木)。

sagJi a.とし(年)とった old， aged [ant. purigd]‘s. [acc. sagJee] 年寄り・

S昌gJibeeni十一月 N-November，一月 J-January / sagJinnee s. [acc. 
sagJinneepa] としよ(年寄)り，老人 N-old man. 

sagJima G s.八歳のくま。

sagJimJi s. [acc. sagJimJee， pl. saεJimJil] ある男子に対して，同じ氏族内にあっ
て上の世代に属さぬ年上の傍系男子。

sai s. [acc. saiwa1 しるし， 目印(原野などで迷わぬために木に苔やてぬぐいをか

けるなどしてしるしをつける)-slgn 

sain昌u s. [acc. sainakkoo] いつもしるしをつけるところ。

sairi s. [acc. sairree] saanにおけるさかなをかけて干す横木[<ア sakirJ. 

sairikku U s. [acc. sairikkoo] 物差し。

四 irri-ni v. [perf. sairixa-ni] はか(測)る bussoosairrini， きれ(の長さ)をか
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の女が測る o

:sajaa NJ s， [acc.日jaUa，1 N1 手足の指のまた。
叫jaapillee-lli v. [pcIt'. :sajaapilaxa-lli1 指の間(中指と人指し指の間)にはさむ:

saリllambasajaapilleelliたばこをかれは指の聞にはさむ。

sa111-/】iv. [pclf. saixa-lli1 しるしをつける，生まれた女の幼児を大きくなってから

よめにもらう同意をえておく。

saldaa s. [acc. saldaawa1 兵士.兵隊 soldicr [くロ ω凡川TJ: saldaa 

主IngeellL士官 officcr. 

salipacci-ni U v. [pclf. salipacixa-ni1 知らんふりしている，いばる。

salkai s. [acc. salkaiwal かれいの一種， 目のない側にきいろの色あり。

持 lleeri-ni v. [pclf. salleexa-ni] やまのなかを行くとき途中でひるの食事をする。

Sβlli-ni NJ v. [pcげ.salixa-ni N1 いばる，自慢する salimi pulisiniいばって

(人に挨拶もせず)かれは歩いている。 N/bθJθmbθ waagaccisallini くまを

とってかれはいばる。 J/ lllddpi salliniかれは自慢する。 N

sal/]a U a.欠けている kθrθktθ川崎lnanari歯の欠けている人。

salpi s.何cc.sal戸e1 あみばり(漁網を編む)。

日ma s. [acc. samamba1 亙人(，¥lh者)，かんなぎ，シャマン-shaman. 

samalaccee-ni v. [perf. samal且taxa-ni] 亙人をよんでくる。

同 mallee-niv. [peげ samalaxa-ni1 亙者をむかえに行く。

samambi-ni v. [pelf. s且mambiX<L-ni1 亙者になる。

samannee s. [acc. samanneepa1 亙人(亙者の用語という)[ant. so(Jinnee1 ' 

Santaari G S.: Santaari buwataniシャンタル島 (lllaHTapcKHeOCTpOBa) 

(くまやてんが生息，満月のとき潮が強く，キーリン人 (Kiill;x.l)が行って多くの

死者が出たという)。

sa/]a s. [acc. saり~)aa1 あな(穴)-hole: xuriga saりam鼻孔ー noslIil/seen 
sa/]丘町耳孔，耳輸を通すためにあけた耳たぶの穴。

sa/]aIIee-ni v. [pclf. saり丘dβxa-ni1 あながあく ;)/】UWJ:sanaiJeem.なべにあな

があく。

saりalli-ni v. [pClt'， silIJalixa-llil あなをあける oksoο コbll(b，lllisaりallini.とな

かいぞりの一番前の横木にかれはあなをあける。

sanalta N s. [acc. saりaltamba1. sanaltu J s.寛骨。

Sanaltu NJ s・[acc.Sa/]altoo Nl ふたつ岩 J(のあるところ N)(北知床半島の先

端)。

saりillau JU s. [acc. saりinakkooJ1 ゃまに入るときあとから来る人に連絡するた

めの木のえだを折るなどのしるし。
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sagm且UCCl-m U v. [perf. saginauCixa-nil しるしをいくつもつけている moo

sagln昌uccini.木にかれはしるしをいくつもつける。 /poktoo saginauccini. 
みちにかれはしるしをずーっとつけている。

sagmaun-m U v. [pclf. saginauxa-ni] 木のえだを折るなどしてしるしをのこす

ugdaa andumi saリII】且unlll舟をつくるときかれは(まさかりで木にきずをつけ

たりして)しるしをつけている。

sagna s. f acc. sal]namba] たばこ tobacco: M agbu sagnani葉たばこo

sal]naa a.けむいなー。

S且l)naka s. [acc. saJ)lJakkaal けむり-smokc 

Sal)nal)l NJ s. [acc. sal)nal)l)ee N] 立ちのぼったけむり。

sal]nasl-lll v. [pcrf. sal]n昌Ci-ni] (火が)けむっている，けむし、;ωwasannasini. 
たき火がけむたい。 u/印wa叫 nasikka火がくすぶっていてけむたいo U 

S昌l)nauli U a.けむい，けむたい tawas且gnauliたき火がけむい。

sal]gl-lll U v. fpclf. sal)ixa-ni] しるしをつける(一度だけ)(木に小万できずをつ

けたり，てぬぐいをさいてしばったりして，また木で神像をつくるとき木の東

(suun agbinjeeni)の面が顔 (d:Jr:Jl)になるようにあらかじめ木にしるしをつけ

ておく):poktoo saIJixan】bi.道におれはしるしをつけた。

sal)u aすずしい(暑いときの日かげなどが)ー cool:sagu in:Jgiすずしい日/

sagun]eeすずしいところ，すずしい方。

Sθ〆igallee-ni v. [pCIf.・叫がigalaxa-ni] (ゃなぎの枝ゃあざらしの皮のひもで)
むちうつ(一回)。

sa〆ikkee-ni v. fpcrf. sapeigaxa-ni] むちうつ(何回も): ur:Jkt;J_戸 saJX~ikkeeni
ゃなぎの枝でかれはむちうってし唱。/x:J:Jgji sapeikkeeniあざらし皮のひも
でかれはむちうっている。

saram adv.あおむけに手足をひろげて saran】bicCini.かれはあおむけになって
手足をひろげていた。

sari I S 附 sarimba] まるきぶねの中に横に板をわたしてとりつけたこしかけc

san C N pwn どちら sari kusalka どれが速いか。 N/ .saaga N どれか/

sala NJどこへ/sala g.1/11leesig:J きみはなんというところ人行くのか。 N/
salaaどこまで J

.sarpl-lll U v. fpclf. sarpixa-nil トランプをきる(まぜる):kaartaa .sarpixani 
トランプをかれはきる。

sarn-nl v. [pclf. saruxa-nil 円錐形の小屋を棒を組んでつくる aundakkoo 

sar rini.円錐形の小屋をかれは俸を組んでつくる(夏の小屋をつくるなら

kauramb昌 andu.sini と言うとし、う )0 / seesII)i]i sarrini.俸でかれは円錐形の

175 
sarukki 

小屋の骨組みをつくる。

sarukki NJ s. [acc.岨 rukkee N]、sirukkiK s.にしん [cf.ア heroki.(タ

ライカ) herokki，ニ(南カラフト) χ巴iukJ • 

組 tana s. [acc. satann昌昌1人聞を死ぬようにし(死んだ人の行くところへのあなを

あけて)，また植物の液果のような下にみのるものも食べるようにさせた者[くロ

caTaHaJ 

satu s. [acc. sattoo] 砂糖 sugar [く日さとう]。

S昌u NG s.塩水 saumθθIII しおみず NG / namu sauni海のしおみず N 

Saud昌anu s新聞(ニイトイ)(HOBOe) 

saulli-ni NU v. [pcrf.却 ulux且-nil のろう， うらんで悪くなれと言う mimbee 

s却au叫Iバlu

かげで-言つた)九。 J

saulu J s. [acc. saulumba] 婚礼の御馳走。

saunaa s.あざらしの足(二つある):p;XJtg s且un且alllあざらしの足。

sauri s. [acc. saurree] 低木のpulm:Jkt:J， miikt:Jや s:Jg:Jttur:Jの皮をとって茎の

やわらかい内部をけずったもの(はな紙，落とし紙のように使われるが，年寄りし

か使わなくなった，また，ゆりかごなどの便器に入れたり，そのけずりくずを嬰

児の肌用にしたりする)。

S昌urri-ni v. [perf. saurix丘一ni] 低木のmiikねなどの皮をとって内部をけずりと

る。

sauxalji s. [acc. sauxaljee] とりの一種(言い伝えの烏か)(妖怪 (amba)，羽のあ

る人 (xasalunari) J): sauxalji xalaniナイプト衆の氏族 (Naiputunneelll

xalani)のこと(この氏族のもと (t:Jkb)はこの鳥であるという)(この氏族をの

のしるとき言う1)/(言い伝え1goropcidu uilta pundadumuna 

biccicind:J むかしウイルタが同じ氏族の女といたんだと。 pundaduni

bagduxuwaacci g:Jn:Jx:Jnindョその女は身支度して行ったんだと(よそへ夫を

さがしもとめて)0 ggn:Jg;Jcci mutuduxaninda.行ってもどって来たんだとゆIJ

の女にかわって)0 mutuduwacci naadaktalJi gjilgxgnind:J もどって来て自分
の氏族の男を夫にしたんだと。 puttggba昌xaninda子をうんだと。 naadaktani

putt:Jbi bggjiduni d昌parraa pee mootoini iddg:Jni jaal paaCilaxaninda.そ

の男は(同じ氏族の女とわかって)自分の子の足をつかむと白樺の木へ子の脳がこ

なみじんになるほどたたきつけたんだと。 tamaccuutari puttg ]ilini sauxalji 

owocci s:Jbd;]xgnind:J それからその子のあたまはサウハルジのとりになって飛

んで行ったと。 NaiputunneenibalJigaci t:Jkk:Jcci taragaci bal]igacind且.ナ

イプトのひとたちが生まれたもとはこの様にして生じたと。
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saweellee-ni 0 v. [pclf. saweelaxLト1111 飼養となかいの耳のさきの部分にしるし

をつける(しるしは氏族によって異なる，三つに裂いたの，さきを切りとったの，

きずをつけたのなどある)。

sawLg.且 s.[acc. s且wigamb且] 所有主のしるし(飼養となかいの耳を小刀でさく，
しるしは氏族により異なる)-mark (of owncrship) 

sawillee-ni v. [pcげ.sawilax且-nil となかいにしるしをつける :ulaaba 

sa willeeni.となかいにかれはしるしをつける。

S丘xun s. [acc. saxurreel 物語，おとぎぱなし(ウイルタ族の口頭文芸のジャンル

の一つ，これは架空の作り話と考えられている)← story，faiI)' tale. 

Sβxurn-llL v. [pclf.同xurixa-nil おとぎぱなしをする。

seecci-ni v. fpclf. seecixa-nil 樺皮を何回も歯でかんでかんだへこみて、文様をつけ

る tallooseeccini.樺皮にかの女は歯でかんで文様をつける。

seega NO s. [acc. seegamba Nl 胸につけるかざり(耳かざりにもつける) N， 

耳輪ゃくびかざりにつける火打石 (burakta)のような石 O.

seegaciga， seegacee s. facc. seeg，司cigalllba.seegaceembal 耳かざりの小さし、

石(輸の形の):siig;J seegacigani耳かざりの小さい石。

seりui-lll v. fpclf. seejixa-nil かぜをひいてなおらないでいるo

seela I J s.やち(ぬま地)がかんかんに凍ること。

seela 2 0 s.: namu seelani陸から見て海のはるかかなた。

seelanji-ni OJ v. [pclf. seelacci-nil 地がJ東ってかたくなる naa seelanJini.地

が凍ってかたくなる。 0/c/;nu seelanjiniやちがかんかんにかたく凍る。 J

seelci-ni v. fpclf. seeltuxa-nil 炭を焼く seelt剖 seelcini炭をかれはやく。

seelta s. [acc. seeltaal すみ(炭)-charcoal 

seen I s. [acc. seembal みみ(耳)-car: seen kθrθ，ktθni (seen koroktoni J) 

耳殻0

seen 2 G nUITI. .Jaxuの上の数の位どり。

seenjee-ni v. [pClt'. seenclaxa-nil きこえる η

seeptu s. facc. seeptuJlJbal 耳おおい(耳あて)。

seepuwa 0 s.. seepoo J s.となかし、の一歳のめす 0，生まれて翌年の春に

なったとなかい wlaa.sinl)のおす・めす J

seen-ni v. [pclf. seexa-ni] (歯で)かむ chcw: nari cl;Jppee seerini人がた

べものをかむ。 /sura (または (:ikt;J) seeriniのみ(またはしらみ)が食いつく。

seeroo s. facc. seeroo11lbol:且K戸seeroolll虫 (kol早川の一種(その色は

saari，長いxujコがある)(かみきりむしかこれに似た虫 J)，にじ(虹)-rainb仁川

/ boo seerooniにじ rainbow / xθktθseerooni衣服の一種Xθktflの肩の部
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分の模様。

seeroonJi-ni v. [pcrf. seerooCci-ni] にじ(虹)がかかる agJiseeroonJini.にじ

がかかる。

seesil)i 1 s. [acc. seesil)imbal おと-sound. 

seesil)i 2 s. [acc. seesil)l)ee司 all.seesil)itai] 円錐形小屋のおもな骨組となる先端

をたぱねた三本の柱にたてかけるか，または夏小屋の棟木などにたてかけて骨組

とする多くの棒。

seesil)injI-ni v. [pcげ• seesil)icCi-nil 音がする nari giccini seesil)injini人が

歩く音がきこえる。

seetopu 0 s.川でさけやますをひっかけてとる道具 (oljee)。

seetopullee-ni 0 v. [peげ.seetopul且X且イli] seetopu (漁具)でひっかけてさかな

をとる。

seetosI-nI NOU v. [peげ.seetoCi-ni NOl 魚がばたばたしてあばれる(水からあ

げたとき)N，となかいがあばれる OU.

seetta s. [acc. seettamba] なべややかんのつる。

seexa s. [acc. seegba， seexx且丘1かぜ(風邪)-cold: seex且LLX;JllL.かぜをひい

7こo

s:Jbcl:J a.いくらかよい 日bcl:Joccini. (病気の)かれはすこしよくなった。/

s;Jbd:Jb;J otuxalllし、くらか(だいぶ U)(病気の)かれはよくなった。

S;Jbcl;Jnisi-ni v. [pclf. s:Jbcl;}1]ici-nil おもしろがる，たのしい(と思う)，

s;]bd;]n]i-ni v. [pclf. s:Jbcl;Jcci-nIl おもしろがる。

s;]bd;]nuuli a.おもしろい intcrcsting: s. [acc. s8bd;]nuulleel . 

s8d;;Jxi s. [acc. S;;Jd;]ximb;]] ゆか(床)(日本家屋の)-floor. 

s;;J;;Jgd;;J a.あか(赤)し、-red: s. [acc. s;;J;]gd;]mb;;J] 

s;];;Jgd;;Jn]i-ni v. [perf. s8;;Jgd;;JccI-nij 赤くなる。

s;];] gcl uu J s.となかいの反須胃の部分。

s;J;]kkur;J NJ s. facc. s;];Jkkurr;];J Nl、S:J;]kUD 0 s.カパフトイソツツジ，

いそっつじ(亙事にこれをくゆらす)。

s;];Jks;] s. [acc. s:J;Jk日;Jlち(血)← blood:xung<l (またはxureeJ) s;];]ks;]/lL 

鼻血 NJ / S;J:Jks;]ni xolclocluxa Ill<lIll<l血が干たばば(閉経の婦人) N 

S;];]Ill adv.まっか(真赤)に S;]:JmS;];]gc/;]まつかっか/臼;]Illbiiniそれは

まっかになっている。

S;]:Jn s・lacc.S:J，lIllb:Jl 1湿地につき出した森のある地:工針の目。 SisaS，l ;Jl~jini 
S;]:Jlu kitaa日本式の針の目(まるい針の目)のあるはり N/ Luca s;J;]nJini 

s;];;Jlu kit且且ロシア式の針の目(ほそながし、針の目)のあるはり N/mas且an

Hi 
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S;J8nlおのの柄をさすあな J

S;J;JfX' s. [acc. S;J;Jpp;J;J] てん(怒)-marten弓 sable.

S8;JfX'sb s. [acc. S8;JfX'sb8] てんの(毛)皮。

S88ri NJ s. [acc. S88rree] 魚のせぽね NJ，(肉をきりとったあとの)さかなの骨

(干していぬの飼料にする) N、腰 (darama)J， (丸太組みの家屋の)棟木 J.

S88rikku s. facc. s;J;Jrikkθθl 大きいふくろ(皮製，口はきんちゃくのようにくく

る皮ひも (θmθrθ)がある，衣類，食糧を入れ，となかいやそりにもつける)。

s8gd8p;JcCi-ni v. [pcrf. s;Jgd8p8ox;J-ni1 巣のあるあたりで飛び立ったりおりたり

何度となくする。

s8g]ee-ni v. fpelf. s;Jg(bx;J・nil と(飛)ぶ fly:伊却 s;JgJeeni.烏が飛ぶ。

s8ikt;J s. facc. s;Jikt;J;J1 針葉のついた小枝 walJitβs8ikt8niとど松の枝葉/

s8ikt;J 8ccini針葉と同じ色。

S;Jill;J NJ s. f acc. s8il1l];);J Nl となかいの腸や胃についているあぶら N，

いの腸の一部 (ll;Jmd;Jsilokta)のあぶら J

となか

s8iri-ni v. [pelf. s8ix;J-nil し(敷)く beewa s;Jikt8]i s8irilli.座席に針葉のつ

いた小枝をかれは敷く。

S8]8 NO s. [acc. s8];Jmb8 N] 機械 (0はこれはmansseenaのことで，オルチャ

人 (MalJbu)のことばだという。 Nは見たことがなくわからないが，機械かと言

い，つぎの例文をあげた。 S8]8の意味には車もふくまれるとみられよう。)[<満

sejen (車)J:S8]8n]i pulisini.車でかれはあるいている。 N

S8kS;J adv.よい(宵)，晩 in thc cvcning: 8si s8k日今晩 this cvcning / 

S8kS;J;J晩おそく /s8ks88 isuxambi晩おそくにぼくは帰って来た。

S;JkS;J;J J s. (天にあるという架空の)llib;J (となかいなどが歩きまわって地や雪

が踏んであるところ):u]ee S;JkS;J;Jlli星の群(南天の銀河の近くにある)。

S;Jks;J[ii-ni v. I pClf. s;Jks;Jdux;J-nil 晩になる S;JkS;Jc/ut;J;J.晩になった。/

S;Jks，x[umi nimlWWり;J;Jg(b.晩になってもまだあかるいn
S;JkS;Jlli s.よい(宵)，晩 cvcnll1g :日kS;Jnis;Jks;)J]i毎晩-cvcry cvcnll1g 

S;JkS;JU S. f acc. s;Jks;Jumb;J 1 夕食(一日のうちのおもな食事)ー thccvcning 

mcal: s8ks;Jumb;Jri d8poci自分たちの夕食をかれらはたべる。

S;Jkt8 s. facc. s8kt;Jmb;J1 そりのにもつの外被(獣皮または魚皮)(そりに敷いてそ

の上ににもつを置いてつつむ)。

S8/;) s. [acc. S;J!l88] 鉄，金属一 iron，metal: moicca s;Jl;Jni銃身/xai s;Jl;Jjini 

昌ndupulaijuu.なんのかねでつくってあるのだろうか。

S;Jlgeer;J S 人名(男，Seekteの氏族)，俗称Xoto

日ltJ s. lacc. 5，'Jlt;J;J1 くびにかけてむねに垂らすかざり(金属製)。

17り

S;Jmb88ri-ni 0 v. [pclf. SJmb8;JX;J-lli1 いたずらする(こどもが)0

S811111J8811U S.人名(男，Warabainneeni氏族，大川三郎氏の父)0

S;Jn8 S. facc， 5;Jnn8;J1えら(偲)-gills. 

s8mb88ri-ni 

日nneektJ s. [acc. S;J1JJleekt;J;J1 くさそてつ(こごみ)(たべられるわ。

S;Jlpttur8 

がある)。

s. facc. S;Jlptturr;J81 木の一種(太くも，高くもない，髄 (xumalda)

S;Jl]g;Jf;] NOK s. [acc. s;Jl]g;Jrr;J;J N1 ねずみ(ものを食べられたりしてはらをた

てたときののしって言う N)(0はこれはオルチャ人ゆねりbu)から入った語だと

いう)。

S8l]prree-ni NJ v. [pclf. s;Jl]g8r8x;J-ni1 し、じめる nβrrees81]g8rreelll.ひと

をかれはいじめる。 N

S;JlJgi s. [acc， S8りg町、 pl.S;Jリgisil1 直系卑属(こ，まご)の配偶者の直系尊属と

(同世代以上の)傍系男子。男子に対して.傍系者の夫，傍系者の夫・妻の直系尊

属・(同世代以上の)傍系男子，妻の(同世代以上の)傍系男子，傍系女子の夫←

rclative by maniage. 

S8pCi-ni v. [pclf. s8ptuX;J-ni1 さびる。

S;JjXJree a.ちくちくするなー(針やとげがささったりして痛むとき)。

日p8山ーlli v. [pclfロp;Jriぷ-JlL1針やとげがささったりしてちくちく痛い。

日ptus. [acc. S8ptθθl さび(錆)ー rust.
日rruucci-ni v. fpcr王S;Jrruuox;J-ni1 目をさまさせる， (ねむっているのを)おこ

す({可回も U):auriwani s8rruuccini.かれがねむっているのをかの女がおこ

す。 /aurakka. s;Jrruuccu.かれはねむっている。目をさまさせろ。

S;Jrruuri-ni U v. fpClf. s;Jrruux8-ni1 目をさまさせる， (ねむっているのを)おこ

す(一四九

日si s. facc. s;Jsimb;J1 野生となかいのむれ-group of wild rcindccr: Slrθ 

S;Jsini野生となかいのむれ。
S8ssi-ni v. fpClf・S8SUX;J-lli1 たのむ ask司 requcst/ naritai S8SS1JJl.人にかれは

たのむ。/uttaa s;Jssiniくつを(つくることを)かれはたのむ。

S8S刈 -ni v. [pclf. S;JS凶砂川たのんでいる caa naritai s8succiniその人

にかれはたのんでいる。 /mθθWθgβannoomis;Jsuccini.水をとりに行くよう

にかの女はたのんでいる。

S;Jtt;J NA a.気のはやる人，はやく歩くとなかい。

日ul s. [acc. s8ulb;J1 まるきぶねのともで使うかじ(舵)のかいo

S;Ju!li-l】iv. [pclf. s;Julix8-ni1 舟でともがし、をつかう。

日ur;J s 何cc.s;Jurr;J81 絹織物，絹布，にしき(錦)(むかしはこれを解いた糸で刺
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繍をした)-silk cloth: S;JULJ kUJXlni絹糸/xalada S8Ur;J(lU) 清の朝廷が姓

長(族長)に賞賜した絹織物/gasa日正las;JuLJ(ni) 清の朝廷が郷長に賞賜した絹

織物。

日 urisi-ni v. [pclf. s;Jurici-nil さびしい(さびしく感ずる)ー fcclloncly 

。meekebimi s::wrisini.かの女はひと町でいてさびしいロ
seluruuli aさびしい loncly 

S;JW;J s. [acc. s;Jw;Jmb;Jl木偶の神像(屋内でseeSlりtに掛けておく)-idol: 

darama日 W;JIll腰の神像(さめの椎骨で，腰痛のお守り)/ bokko s;Jw;Jni腹

の神像(小児の腹部がはれる病気のお守り)。

SelWelkku s.病気のおまもり(魚皮やぬので、て、きている)。

siduli s. [acc. sidullee‘all. sidulit;Jil あいぬねぎ，行者にんにく i食用)

csculcnt plant. 

siduxu NU s. [acc. siduxumbel NU. siduxxθθUl こけももの実(液果):

s;J8gd;J siduxuマスフレップ J/ siduxum(b;J) gatapuri bee N (siduXUIJl 

gatapu beeni J) 九月 Scptcmbcr. 

sigbalIee-ni v. [pcrf. sigbadaxa一川 かおをしかめる倍、ったときや入をけなすと

きなどに):tari narI sigbadaxaniその入はかおをしかめた。 / bo記oni

sigbajJeeniかれのかおがしかめつつらになる。

sigbaI]且 s.しカミめつつら。

sigb;Jrel NU s. facc. sigbelrr;J;J]木のなかを食う白い嬬動する虫o

sigc[;J NJ s. (魚の)背ぴれ。

sigJi-ni v. [pclf. sigjixa-nil 髪をとかす。

sigjipu s. facc. sigJipumbal (片歯の)くし(櫛)-comb. 

sii s. faじじ.siiw;Jl くき(茎)-stalk. stcm・ oroktosiini草の茎/kurb siini 

手さげかごの取手の柄(曲がったえだを使う )η

sii 2 pron. [acc. simbee‘ all. s!ttall おまえ，きみ.あなた yOll: SllllIJり1N. 

sinIIJl U pron. I acc. sinII]IJee N Ul きみのもの/sinjee biiniあんたの方に

それはある。

Sii JU s.: Sii unini敷香川 JU / S ii tu w8mfini敷香川をオタス，敷香の方へ

まっすぐ吹いてくる風(西風と北風の聞の風) J 

siiCi5i-ni v. [pclf. siicix;J-nil うなっている(し、ぬが)。

siig;J s. [acc. siig8mb;Jl 耳輪(銀製，女がつける，ウイルタの男はっけなし、)ー

carring: xurigakki siigコlu右の鼻翼にあけたあなから右の鼻孔に通した鼻輪

(銀製，ゆびわより小さしりをつけている(女が}。

siig，Jllee-ni NlI v. [pclf. siIg，Jl，Jxa-ni N] 耳輪または鼻輸をつける
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mllWθθcimi xuri伊kkiSUg;J18X;JIU.新生児が無事そだつように自分の鼻へかの

女は鼻輸をつけた。 N

Suk且 s.人名(男， Sθθktθの氏族， Kθθnθ さんの弟)。

siib G s.漁網を縫う糸(たな)，漁網の引きづな adulisiibl】i網をぬう糸。

siikpi s.せき(咳)-cough: sIIkpini xooxoniかれのせきはなおった。

siikpilli-ni v. [pclf. siikpilux;J-n!l せ(咳)きはじめる。

siikpipinji-ni v 一度せきをする，いまはじめてせきをする。

siikpisi-ni v. [pclf. siikpici-ni. conv. pClf. siikpigaccil せきをしている，せきを

何回もする cough 

siibkta J s・[acc.siibktaa] 藻の一種 naIJlu siibkt;Jni海の上記の藻 J/uni 

siibktani川の上記の藻 J

siilta s.何cc.siilt;J;J] 胆嚢: bθ~e siiltaniくまのい(胆嚢)。
sIImbi-ni G v. [pCI王siimbuxaーI】II 死人をあおむけにねかす(葬るまえに)。

siiIJl;Jkta s. [acc. sum;Jktelal はまなす(の類)の木(ばら J)，はまなすなどのとげ

thom. 

siin s. [acc. siimbal 氷の下のさかなをつるために川に張った氷にあけた穴。

siin;Jui-ni v. [pcrf. sIIn;J]ix;J-nil 苦労する，くるしむ suffcr・ ;JnUIJllSllIl;JIJlIll 

病気してかれはくるしむ。 /]obbee bimi siineljJini貧乏してかれはくるしむo

sIInn;Julli-ni U v. [pelf. siinmulix;J-nil くるしめる caanarree anuu 

sIInIJ;Ju lliniその人を病気がながいあいだ苦しめている。

siir adv.はや(早)く-carly: Cimai siir t;Jelriwi.わたしは朝はやくおきる。

siiri-ni v. [pClt'. siixel-nil 1.とお(通)る(通過する)-pass: cakki siimi 

口;Jn;JX;JIllそこを通ってかれは行った。 /caa dugba siiIJli suu lJ81J;JX;JIll.そ

ら家を通り過ぎて(寄らないで)まっすく、かれは行った。/

s幻iiばXeln山】ηiあの人が帰つて来る(はずの)時が過ぎた。 2.(火を)けす(水をかけて)

-put out (a firc): tawwaa siirini.火をかれは消す。 /mθθJisiirini水で

かれは消す。

siis;Jkkee-ni v. [pelf. siis;J8X;J-nI] じっとしているときにからだの一部を動かして

いる(たとえば，話をしながら足を動かしている):siiS8;Jmi t8;Jsini.からだの一

部を動かしながらかれはすわっている。

siisullee-ni NG v. [pclf. siisubXel-nil 男が女にひかれて愛撫する:patala 

丘Ijatainisiisulleeni美しいむすめにかれはひかれて愛撫する。
siiweesi-ni v. [pclf. siiweeci-ni， conv. pClf. siiweeg;JcCil 付着物をとってきれ

いにする:kθrθktθbi siiweesini自分の歯をかれはきれいにする(歯をみがく)。

/ seembi siiweesini.自分の耳をかれはきれいにする(耳あかをとる)。
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siiwi NGJ s. [acc. siiwwee. al1. siiwit:u Nl 一番下のあばらぽね(人間，くま，

となかいなどの):siiwini girapsaniかれの一番下の肋骨 N

siiwiptoJI]i NG s.何cc.siiwipt;JIJI]ee Nl (さかなを)っき通すもの(細し、棒，若

い枝 (uraktoJ))(一本へなん匹もえらから口へ通す)。

siiwura s. [acc. siiwurra;J) 亙人がもっている神像(屋内の上座のすみにおく，つ

るさなし、)。

siiwwi-ni NG v. [pCI王siiwixoJ-nil っきとお(通)す，っきさす:toxxoo 

kupgnJi siiwwiniぼたんに糸をかの女がとおす。 N/ suuraktaa siiwwini.玉

にかの女は糸をさしこむ。 N/suリdattaasiiwwini さかなにかれは榛をとおす。

N / sUl)dattaaリaalatakkisiiwwini.さかなを自分の手の各ゆびにかれはさす

(一度になん匹も運ぶために)0 N 

siix:J s. [acc. siigb;Jl漁網についているつな (xorko):aduli siiリJll綱のつなの

(Cf. siib G.) 

siJi s.さめの一種か siJiniriktaniこの動物の椎骨(お守りとする)0

Sl戸kta s. [acc. siJikt却 l あぶ(虫)。

si1Jigakku s. [acc. sij]igakkoo) 銃架。
sikbltoJ sーやみ夜， a.: oJsi dolbo (主たはsoJksoJ) sikkoJltoJ 今夜(または今晩)は

やみ夜だ。 N/ sikbltoJ boo月や星のない空，くもってやみの空 (toJwweexoJ 

伐氾t) J. 

sikkoJU G: sikkoJU bee(ni) 満月のあとのかけた月(下弦)(月の出もおそくなる)。

sikk;mri-ni v. [perf. sikkoJuxoJ-ni] (月が)かける beesikkoJuxoJni月がかけ

た。

sikpu I A a神経がいらだ、って眠れない，眠らなし、 mastθasikpuあそんでい

てひどくおそくまでねないなー(眠らないこどもをみて言う): NG s.よる眠って

いてもなにかあればすぐ目をさます人 N，眠くない人 (;J訂正!alllaSInarl) G: 。indasikpuniいぬのすぐ目をさますの N
sikpu 2 s. facc. sikpθθ1 けずり花 (illau)のなかのふたご(双子)(adau)の巣

(On】0) (ふたごが死ぬと神像を木でつくってそれをあたまのある木幣 (ebuski

sildun]i-ni v. [pclf. silducci-ni. conv. pelf. sildukbcCil ふるえる(寒くて体が}

shiver. trcmblc: nUlliimi sildun]iniかれは寒くてふるえている。

sib s. [acc. silbal しる(汁)-soup: sUI]datta sibniさかなを煮た汁。

sibpci-ni NG v. [pclf. sibptuxoJ-nil (鉄が)火で熱せられてあかくなる:s;Jb 

sibpe川鉄が火で熱せられてあかくなる。 NG

sibsb s. facc. sibsbJl つゆ(露)-dew. 

sibun:J s. facc. sibunna;Jlかゆ(粥)-gll.lcl: sibuna budaかゆ。

siliccee-ni v. fpctf. silitaxa-nil あ(編)む(たとえば髪を)一 knit:silitami 

urpuri編んで縫うこと/illaumba silicceeni.削りかけをかれは編む(病魔を

はらうはち巻きの oJ;Jriptuや胴巻きのk制 n】iをつくるのに)。

siliitu s. [acc. siliittoo. siliit印刷布製のひも(女のgaruをしめるのに使われる)

(Maリbuにあったという)。

siliktJ s. [acc. silikt;J;J] みみず，さなだむし bokkosiliktoJni回虫。

silita s.何cc.silittaal 髪を長く二本に編む髪の結い方。

sill昌司 s. [acc. sillaambθl はな(花)-flowcr: sill丘丘nbeeni六月(この月を

d剖 Ijisillω ともし、う)-June. 

illaunI)のけずり花に入れてもっている)。

月illaan]i-ni v. [pctf. sillaacci-nil さ(咲)く一 bloom:o[Okto sill且aniini.草が

花をひらく o

sillee-ni I JU v. [pclf. silaxa-ni Ul 件、ろ)あせる， くすむ :busu silleeni.布

が色あせる。 JU/ o[Okto silleeni草が色あせる。 1

sillee-ni 1 v. [pCtf. siloxo-nil さかなをくしにさしてやく sUJ]dattaasilleeni.や

きぽし (bukp.且a)をつくるためにさかなをかの女はやく。
silli-ni v. [pcげ.silixoJ-ni] ほ(干)す， 日光にさらす bookki silliniそとにかの

女はほす。

silllla s. [acc. silIIlaal たづプよ(手綱)(人が手にするつなとこれが結びついている

となかいの頭・鼻に巻いたつな)-rCllls 

silIIlasi-ni v. [pCIず.sillllaci-nil えら(選)ぶ-choosc‘sclcct: kUJ】:Jlllb~l

sillllasini糸(の種類)をかの女は選ぶ。

silo s. facc. silolllbol くしt完きのさかな (silυcipula五undatta)。
silocci-ni v. [pclf. silocixa-nil さかななどをくしにさして焼いている(すぐ食べ

るのに)， くし焼きにする Slll/tlallaa (または Illiss:J:J) silocciniさかなを(また

は肉を)かの女はくし焼きにしている c

silci-ni v. [pCtf. siltllxa-nil あら(洗)う wash:正broJlbisilcini.かれはかおを

洗う。/tJtukkoJoJ silcini.きものをかの女は洗う。 /slll)dattaa silと1m さかな

をかの女は洗う。 /siltumusi-ni v.あら(洗)いたい/siltoonJi-ni v.あら

(洗)わせるロ

silとiskJ s. [acc. silciskoJoJ) 木(かば GJ)に生ずる菌類の一種，ほぐち a kind 

of fungi、tinder.

siloi aあまり濃くない色のつ

silokta s. [acc. silοktaal (人間，けもの，烏の)腸-intcstinc: xakJ】isilokta. 

iiktu silokta， n:JlllL/;) siloktaとなかいの腸の部分の名称 1
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silopu s. [acc. silopumbal さかなや肉を焼くくし。

silopullee-ni v. [pclf. silopulaxa-nil 焼きぐしにさす silopun]i silopulleeni 

かの女は焼きぐしでくしさしにする。

silpi-ni v. [pclf. silpixa-nil はさんでさげる(たとえばおびに)。

silpima s. [acc. silpimlllaal ござ-straw mat 

siltukku s. [acc. siltukkοοl たらいの

siltLl1uee-ni v. [pclf. siltundaxiトnl] あら(洗)いに行く o

siltupi/~fi-ni v. [pclf. siltupicci-nil ちょっとゆすぐ。

siltuu G s. [acc. siltukkθθl こしにさげるふたのついたもの入れ(樺皮製，通常火

打ち道具を入れる)。

silllana s. [acc. Silllannaal ゆき(ふっている雪)-falling snow. 

simanalli-I】iv. [pclf. simanaluxa-nil ゆきがふりはじめる。

simannee-ni v. [perf. simanaxa-ni] 雪がふる siman且simanneeni.雪がふる。

/ boo simanneeni.雪がふる。 /simanneellaa雪がふるぞ(空模様がわるく

なると言う )0 / simana simanneelini.雪がふりそうだ。

simatta s. [acc. simattaa] ゆき(つもった雪)-accumulated snow. 

slmattal]1)1 J sいぬについて年齢をあらわすのにいう geedasimattal)リt二歳

のいぬ/dθθrθ silllattaI]I]i三歳のいぬ/il伺 ltasilllattal)リi四歳のいぬ/

slmmθθcci-ni v. [perf. simlllθθcix;:J-ni] ささやく(小声で言う):seenjeella且

(またはdooljilla且) simmθθccu.きこえるから(またはほかの人が聞くから)小声

で言え。

simuks;:J s. [acc. simuks;:J;:J] あぶら(油)(この語はあまり使わず，油については普

通ildaの語を使うという)。

simur;:J s. [acc. simur;;Jmb;:J] となかいの骨や鍵をとろ火で煮てとるあぶら(食べ

る)(あざらしについてはいわない)。

sin且 NG s. [acc. sinamba N] はい松のかげ(陰) N，はい松のわき (xo!dO) G 

boita sin且Jllはい松のかげ N

sinakta s. [acc. sin且kta且] け(毛)(かみのけ，ひげを除く人間の体毛，けだものの

毛)-hair， fur: sinakta busuni毛織物。

sinasa s. [acc. sinassaa] なめし皮製きやはんはaraps且mlg.且ru)や下ぱき

(P8ruU)にとなかいのくびの下の毛 (I)iiw81t8)を腿 (sumu)やより糸 (tokpo)

で縫いつけたもの。

]oolto simattal)I]i十一歳のいぬ。

SLn且S且llee-ni v. [acc. sinasalaxa-ni] 夫の死んだ妻が髪を編まずに垂らす。

sinask且 s. [acc. sinask且且} ゃなぎなどの樹木の内皮(樹皮の内側の皮)。

sinasuu s. [acc. sinasukkoo] 細く長いほうちょう(小川(さかなを切って切身に

する，またとなかい・あざらしの肉を切る，sauriをつくるためにmiikt8などの

低木をけずるのにも使う， (刃が左側にあり JU)ウイルタが鍛冶してつくったとい

っ)。

sin8kt;:J NG s. [acc. sin;:Jkt88 N] s;:JI];:Jttur8 (木)の実 G，木に生ずる液果の一種

N 

sin8kt81duu G s.小さい黒い烏 (S8I]8ttur;:Jの実(黒し、)を食う)。

sin8bsi-ni v. [peば'.sin818Ci-I】1] (液果を)とっている(人聞は普通gatasllllとい

う):Sin8kt88 sin818sini. (ねずみが)液果をとっている。

simllee-ni v. [peば'.sin818x;;J-ni] 液果をとりに行く(人間以外のねずみなどが)。

simlli-ni v. [peば'.sin;:Jlix8-ni] は(剥)ぐ(一回)-pecl off:臼1100sin811ini. 

しらかばの皮をかれははぐ。 /kumult8 mUn;;JSb8ni sin811ini.スキーのうらに

はりつけてある毛皮をかれははぐ。

sini s. [acc. sinnee， all. sinit;:Ji] えり(襟)-collar: nattam且sini皮製のえり/

busum且sini布製のえり。

sin]au NJ s. [acc. sin]aumba N] とうがらし(この語を知っているが自分は使わ

simboJ)ee-ni u v. [pcば• simbodoxo-ni] 脱げる(くつ， くつしたが):uttabi 

simbodoxoni.ぼくのくつが脱げた。

simbolli-ni u v. [pclf. simbolixa-ni] 脱ぐ(一回}・ tarinari p;:Jruubi 

simbolixaniその人はパンツを脱いだ。 / I)incla xalabi silllbolixaniいぬが

自分のくび輸をはずした。

sln】bossi-ni 1I v. [pClt'. simbosuxa-nil 脱ぐ d可回も): ~Ji llLla xallaa 

simbossiniいぬがくび輸をなん度もはずす。

simicci-ni v. [pclf. simiCixa-ni] す(吸)う suck:su I)dattθiddooni 

simicciniさかなの脳みそをかれはすう(食べるとき)。

simiktu NG s. [acc. simiktoo， all. simiktutai N] ふくろうの一種(羽角はない

G) - owl: xur配(またはxurig;:J) simiktuふくろうの一種(小さし、) G. 

出lIJ】lptu J s，みみずく owl. 

silllmi-ni v. [pcIf. Silllixiト1111 す(吸)う suck: kθθmbθ Slllllllllll幼児がちち

を吸う。/xUlllalllba simmini幼児が(ちちの代わりに)骨髄を吸う。

silllmoon]i-ni v. [pclf. simmoocCi-ni，じonv.pClf. simmookkaccil けんべきを

とらせる(血を口ですって)。

ないという NJ，老人が使う N)。

sin]ee-ni v， [pcrf， sindaxa-ni] く(来)る come: andaxa sin]eeni.客が来る。

sinnee-ni v， [perf， sin;:Jx;:J-ni] は(剥)ぐ(何回もたくさん)-peel off: sinぉkaa
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swneem.ゃなぎなどの木の内側の皮をかれははぐ。

sinni-ni v. [perf. sinux;;J-ni] (ほっちゃりますなどの)生の魚皮をはぐ(これを利

用するためではない):sugboo sinnini.さかなの皮をかれははぐ。

sinu s. [acc. sinnθθ] した(舌)一 tongue.

siIJdaIJa a. (鼻が)つぶれている xurigan(i)siIJdaIJa.あの人の鼻はつぶれてし、

る(あの人は鼻つぶれだ)(ばかにして言う)。

si IJji a.くさいにの語は述語として使う):S i IJji m;;J;;Jt;;Jl!;;JU. くさい，すてろ。/

siIJji dappauくさい，っかまえろ。 /siIJjee.くさいなー。

siIJjisi-ni NU v. [perf. siIJjici-ni， conv. perf. siIJjigacci N] くさい(動物の

体のにおい，よいにおいでない U):koliga siIJjisini虫の体のにおいがくさい。

U 

siIJjuuli 1 NU a.くさい siIJ1uulikolig，且くさい虫 N
siIJjuuli 2 s. [acc. siIJjuull旬、 all.siIJjuu!it;;Ji] 虫の一種(げじげじか，くさい)

(人が以前住んで‘いたところにいる G)。

siparri-ni v. [pcrf. siparixa-ni] いざる(尻を地につけながら進む):uralJi 

siparrini.かれは(自分の)しりでいざる。 J

sipirri-ni v. [perf， sipirixa-ni] しぼる(ぬれたものを)-wnng out: 

ごikpaxambasipirriniぬれたのをかの女はしぼる。

sipsii s. [acc. sipsiiwa] 昆虫の一種(直麹類)。

siracci-ni v. [perf. siracix昌-ni] 継ぎたす(何回も)，継ぎたしている x;;J;Jgb;J

sir昌ごとlmあざらしの皮のひもをかれはつぎたす。 /tokpoo siracixani.糸を

かの女はつぎたした。

sir;;J G1 s.仕掛け弓のかぎから張られたひも(これにかわうそなどねらうけものが

接触してひっぱると矢が発射される)。

sir;;Jd;;J;;J NU adv.げらげら(笑うさま):sir;;Jd;J;;J in;;Jsini. (ばかにして)げらげら

かれ(おとな)は笑う。 U

sir;Jkt;;J s. [acc. sir;Jkt;J;J] 布の毛ばだった繊維 bususir;;Jkt;;Jni布の毛ばだった

繊維。

siri s. [acc. sirimba] 海辺の土地，草 (orokto)もあるが，地は砂 (xonokto)で

あるところ。

siriccee-ni v. [perf. sirit昌xa-ni] かくしたままにしている。

sirik昌acci-niv. [perf. sirik昌昌cix昌一m] かくれんぼをしてあそぶ。

sirimi N1 s. facc. sirimmee N] まえうでの骨(人間ゃあざらしの) N，てくび

1: IJaala siriminiまえうでの骨 N.

sirki-ni v. [perf. sirkixa-ni] せなかがかゆいときなどにほかのものにこする:

187 sirolonji-ni 

b;;Jj;;Jbi sirkini. (かゆいとき柱に)自分のからだをかれはこする。 U/mootoi 

sirkini.木へかれはこする。 u

sirolonji-ni v. [perf. sirolocCi-ni] 烏が交尾する gasa sirolonjini烏が交尾す

る。

siromusi-ni NG v.何cc.siromuci-ni N] いぬ(めす G)が発情している。

slr∞ s. [acc. siroombo] くまの子 bear cub. 
slrθ1 s. [acc. sirrθθ] やすり-file. 

slrθ2 s. [acc. sirθmbθ] 野生となかい-wild reindc巴r.

slrθIgbi s. [acc. sirθgbee] おやゆびと人さしゅびとの聞をいっぱいにひろげた長

さ(長さの尺度)。

sirθskθs. [acc. sirθskθθ] 野生となかいの皮。

sirpau s.仕事がなにもできない人(女なら針仕事もできない女)。

sirree-ni 1 v. [perf. siraxa-ni] つ(接)ぎたす picce together: kup;;Jmb;;J 

slrreem.糸をかの女はつぎたす。 /tokpoo siraxaniひもをかれはつぎたし

た。

sirree-ni 2 v. [perf. siroxo-ni] 交尾する，姦通する IJind昌sirreeni.いぬが交尾
する。 /sir ree nari.不義をおこなう人。

sirree-ni 3 v. [perf. sirθXθーni] やすりです(擦)る kucig;;Jmb;JsirθXθm.小刀

をかれはやすりで擦った。

sirri-ni 1 v. [perf. sirixa-ni] 1.かく(隠)れる hid巴 oneself:nari sirrini人が

隠れる。 2.つ(注)ぐ-pour: arakkee sirrini.酒をかれはつぐ。/ゐiwa
白askataisirrini.茶を茶碗へかの女は注ぐ。

sirri-ni 2 v. [pcrf. sirux;;J-ni] さ(裂)く-tear: bussoo sirrini.きれをかの女は

裂く。

siru s. [acc. sirumb;J] いぬのしらみ IJindasiruniいぬのしらみ。

sirucci-ni v. [perf. sirucix;;J-ni] さ(裂)く(何回も)，めちゃくちゃに裂く:

sirucig;;Jcci m;;J;;Jt;;Jl;;Jx;;Jni目かれは裂いてすてた。

sirui 1 a.あばれる siruiulaaあばれるとなかい。

sirukt;J s. [acc. sirukt;;J;;J] あり(蟻)-ant. 

sirumukta s. [acc. sirumukta昌] まつげ(陵)-cyclash. 

sirupinji-ni v. [perf. sirupicci-ni ] ちょっと裂く。

Sis昌 s. [acc. Sis昌mb昌] 日本人，和人一1apanes巴[<ア sisamJ目

sisammee-ni U v. [perf. sisamaxa-ni] 日本人の庖へ買物に行く。

sis昌ndairi-niU v. [perf. sisandaixa-ni] 日本語をつかう， 日本語を話す。

sisi s. [acc. sissee， all. sisitai] らくよう(落葉)松，グイまつ，からまっ一 larch.
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SISθnji-ni v. [perf. sisθcci-ni， conv. perf. sisθkkθぬ l足をのばす b;;Jj;;Jbi

SISθnjini.自分の足をかれはのばす。

SISθθcci-ni v. [perf. sisθθCix;;J-ni] ずーっとすべりおりる。

sisθθllee-ni v. [perf. sisθθlθXθ心i] すベりおりる(一回):白kkisisθθlleeniそ

こからかれは一度すべりおりる。

SISθθnJi-ni v. fp巴rf.sisθθcci-ni， conv. perf. sisθθIkkθcCi] すべりおりる(そり

やスキーで高いところから)。

sit;;Jri a.あたらしし、 sit;;Jrimooわか木。

sit;JU a.あたらしい-new [ant. goro〆i]: s. [acc. sit;;Jkk朗、 sit;Jumb;J]• 

sittoo s. [acc. sittokkoo] (日本の)たる(樽)-baπ巴1[くア sintokoJ

siwakta s. [acc. siw，且ktaa] 草の一種(海岸にある)。

Soddoi N s. [acc. Soddoiw，昌]， Sodoi G s.初問(ショドイ)(初問川沿岸): 

Soddoi unini初問川(幌内川下流右岸の支流)。

soddooki s. [acc. soddookkee] 食器を入れるはこ[くロ cy河OKJ. 

sokcee-ni v. [pcrf. soktoxo-ni] よ(酔)う getdrunk: soktoxonnee s. [acc. 

soktoxonneepa] 酔つばらし、 (soktoxon且ri)。

sokkina NU s. [acc. sokkinna且 N] 布製の外套 N，チョッキ(そでなし) U [< 

ロ CyKHO (ラシヤ)J。

soktoccee-ni v. [pelf. soktotoxo-ni] ょっぱらっている。

soktoonJi-ni v. [peぽ.soktoocCi-ni] にご(濁)る(水がどろで)-bccome 

muddy: mθθ soktoonJini.水がにごる。

solgeexa s. [acc. solgeexx且且] 布の一種(厚く，めがあらい)。

soli s. [acc. solimb且l こけももの実，黒ゆりの根，すじこ(干したのをまた水にひ

たしてつぶしたのh こまかくした魚のやきぼし (bukp且且)ゃあざらしの油をまぜ

てつくった食べもの。

soljikta NJ s. [acc. soljiktaa N] 草の一種(大きい川の岸にある N，茎をかわを

むいて食べる GU，くまが好む G)。

soljinnee s.俗人(亙人でない人)(亙者の用語という)。

sollee s. [acc. solleep且] かわかみ(川上)の方 the upper part of a river [ant. 

x;JlJee]: soloi )11上へー upstream.

sollee-ni v. [pcrf. soloxo-nil )11上へのぼる-go up-strcam: ugd且unnee

solleeniふねが川をのぼる。

sololJi-ni G v. [perf. soloduxa-ni] )11上へのぼる。

soluu s.川上 [ant. x;;}duu]: soluu duxu川上の家/soluu omoo川上の湖/

soluu unig，且川上の小さい川。

189 somicとee-ni

somiccee-ni v. [perf. somit且xa-ni] し(閉)めておく utt;;J;Jsomicceenii.戸を

かれはしめであるか。

somicci-ni v. [perf. somiとixa-ni] し(閉)める(何回も)，しばらくの間しめてい

る。

somilbi-ni v. [perf. somilbixa-ni] すわるとき下着のすそをととのえる。

somilbicci-ni v. [perf. somilbicixa-ni] すわるとき衣服のすそを足にまとわせる

(何回も):ulb且且xubisomilbicciniかの女は自分の下着のすその乱れをなんども

なおす。

sominjee-ni v. [perf. somindax且ーni] し(閉)めに行く。

sommi-ni v. [perf. somixa-ni] し(閉)める-close， shut: utt;J;J sommu.戸を

しめろ。 /somimusi-ni v.し(閉)めたい/sommoonji-ni v. [perr. 

sommoocci-ni] し(閉)めさせる。

sommoonni-ni v.し(閉)めさせに行く。

soo NK s.はし(端):xotto soom町はずれ K/ isal sooni目じり N/isalbi 

s∞'.lini icceeni.横目でかれは見る。 N

sOI]I]ee-ni v. [perf. sOI]oxo-ni] な(泣)く-cry， weep. 

sOI]omoo a.泣きたいよー。

sOI]opinji-ni G v. [perf. sOI]opicci-ni] わっと泣く。

soogdo a.だいだいいろの N，きいろい JK，みどりの K-orange or yellow: s. 

[acc. soogdombo] . 

soogdonJi-ni v. [perf. soogdocCi-ni] soogdo (きし、ろ)になる。

sook・sooksook I]oosini.くんくんそれ(くま，いぬ)が嘆いでいる。

soollee-ni J v. [perf. sooloxo-ni] 水をくむ(一回)。

soondoo NJ s. [acc. soondoombo N] となかいの一歳のおす(歩くようになっ

てからのものをいう) G，となかいの当歳のおす，めす N，となかいの一歳(春生

まれて翌年の春まで)のおす，めす J-fawn. 

soono s. [acc. soonnoo] 戸口 (ut;;J)のつく柱 NG (円錐形家屋に柱は3本あるが，

1によれば2本か3本あり，このすべてを soonoという)-pillar. 

Soopig，且 s.人名(女)[くロ CoφMIJ

sooppo NJ s. [acc. sooppombo N] 鼻のあな (xurigas且Q如 i):sooppo 

且とikta鼻のあなのようなあなのあいた金属小片のすそかざり N

soopu s. [acc. soopumb且] ふねのあかくみ。

s∞ri-ni v. [perf. s∞'xo-ni] く(汲)む-sc∞p (water): mθθ(wθ) s∞[1m.水を
かれは汲む。 / ;;Jr;;}I];JCi soowuriこういうように汲むんだ(教えるとき言う)。

soorri-ni v. [perr. soorixa-ni] おやからはなれたとなかいのsoondooがおやをさ
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がす。

sorila NU a.いつもけんかをする噌 s.いつもけんかする人 sorilanariいつも

けんかする人 U/ tari nari sorilaあの人はいつもけんかするロ u

sorilli-ni v. [perf. soriluxa-ni] けんかをはじめる asitakkisoriluxani.自分の

妻とかれはけんかをはじめた。

sorimacci-ni v. [perf. sorimacixa-ni] 互いにけんかする sorimacCiciかれら

は互いにけんかをする。

sorimusi-ni v. [perf. sorimuci-ni] けんかをしたいロ

sorkee-ni v. [perf. sorkoxo-ni] sorko (刺し方の縫い目の一種)をつくる:

sorkomi urpuriクロスヘリンボンステッチ。

sorko s. [acc. sorkoo] 刺繍の刺し方の縫い目の一種(クロスヘリンボンステッ

チ)。

sorojee a.はじめてか久しぶりに会った人への挨拶のことば(述語としてつかわれ

る)-How do you do?: sorojee nariwaa.はじめまして。お久しぶり。/

sorojee putt;;J;;J.おめでとう(生まれた子へ言う)ロ

sorojisi-ni v. [perf. sorojici-ni] sorojeeと挨拶する grcct. 

sorojuuli a.めでたい putt;Jbaljini sorojuuli.こどもが生まれるのはおめでた

し、

sorpo s. [acc. sorpoo] (Nはjorpo s. [acc. jorpombo (あ引、はjorpooか)1と

いう語形を示したこともある)食物を入れる手さげ容器(樺皮製，容器の外側には

樺皮の表面を出し，内側に樺皮の裏面を向ける，模様はっけない，kurk;Jより大

きい，さかな・肉などを入れる)。

sorri-ni v. [perf. sorixa-ni] けんかする-quaπcl: sorruriけんか quaπel/ 

asitakki sorrini.かれは妻とけんかするロ

soso s. [acc. sosombo] 下痢 diarrhoea: soso oktoni下痢のくすり N/

mimbee soso waarini.わたしは下痢でまいる。 U

sosoi a.いつも下痢している s.[acc. sosoimba， sosokkee]: tari putt;;J sosoi. 

そのこどもはいつも下痢している。

sossee-ni v. [perf. sosoxo-ni] 下痢する。

sotori N s. [acc. sotorree] ，sottori OJ s.タオル。

Sθ'gdθdθθadv.けむりが出ているさま sθgdθdθθ biiniけむりが出ている。

Sθksθθnu NO s. [acc. Sθ，ksθθnumb;;J N] 昔話に出る強い視力をもっ人物(男)

(母が妊娠中たかの目を食べて生まれた)。

Sθmmee-ni NU， summee-ni U v. [perf. sθmθXθ-ni NU， sumux;J-ni Ul (あ

ぷらを)つける，ぬる(皮がかたくなったときや鉄砲のさび止めに) NU，色をつけ
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る(布や糸に木の皮で) U: ildaji sθ'mm田 m.あぶらをかれはぬる。 N/bussoo 

(またはkUjX}mb;;J) sθ'mmeem.布(または糸)にかの女は色をつける。 U

Sθmmθθ，ki s. [acc. sθmmθθ'kkee] 銃の遊底[くロ 3aMoKJ

SθθIksθs. [acc. sθθ'ksθθ] しめて結ぶ皮ひも kumult;JsθθIksθmスキーの上に足

をくくりつける皮ひも/ utta sθθ，ksθm長ぐっのあしくび (kig;;Jli)をしばる皮ひ

も。

Sθθ，kt;;J J s.草の一種(とくさ)。

S創業1θs.[acc. S従来Iθmbθ1]:S従来Iθxαtoni敷香町 (IIo{Xl岨scK)一Poronaisk/

S伺 I](t，θ凹凶i幌内川(正しくは敷香川か)/ Daaji S縦攻tθ ウイルタ族の氏族の一

つである Warabainneeni-c1an name / Nuuci S創期θウイルタ族の氏族の一つ，

この氏族は野生となかい (sir，θ)から生まれたという，日本姓は中)11(ただし， Jに

よれば，この氏族を TaldaawuS創業fθとよび，Nuuci S創期θはNaiputum間 :ntを

さすという)-clan name. 

Sθθ'n s. [acc. sθθmbθl 外套(となかいの毛皮製，男子用)ー furovercoat. 

SθθnθNJ s. [acc. sθθ'nnθθl 足のかかとの上の箇所。

Sθθrisi-ni v. [perf. sθθrici-ni] 冷える，すずしい(秋さむくなるまえ)-get coo1. 

Sθθruuli a.すずしい(秋になって)-cool. 

Sθssθucci-ni v. [perf. sθssθucix;;J-ni] 見送る-see off ・{];JnneeW;;Jm

Sθssθuccini.かれはほかの人が行くのを見送るロ

succi-ni NU v. [perf. sutux;;J-ni] つつつく，つつつかれる aciraiisaltai 

iig;JCCi succini.ごみが目に入ってちくちくさす。 U/ isal succini. (ごみが

入って)目がちくちくする。 u

suci a.妊娠しているはなかいが)-pregnant (reindeer): suci ulaa妊娠して

いるとなかい。

sucipi J s.となかいぞりの台木の最後部(左右の台木はそれぞれ一本の木でできて

いる)。

suduW;J 0 s.山地の平地への突出部。

sugbi s. [acc. sugbimb;J1蒸気，けむり-smoke、steam，vapour: tawa sugbini 

火のけむり N/ ;JnUW;;J sugbiniなべの湯気 N/ simatta sugbiniそりの走る

ときおこすゆきけむり J

sugbinji-ni v. [perf. sugbicci-ni] 湯気をたてる，けむりを出す(くすぶる)

steam (evaporate)， smolder ・caanikkasugbinjiniやかんが湯気をたてる。

/ naa sugbinjini.地がかげろうをたてるロ /tawa sugbinjiniたきびがくすぶ

る。

sugbu s. [acc. sugboo， al1. sugbutai] さかなのかわ(皮)-fish skin: sugbuma 
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a.魚皮製の。

sugJi-ni v. [perr. sugJix;J-ni] 死者に供える(家のなかや墓で):d;Jg戸 esugJini目

たべものをかの女は供える。 M

sugJicci-ni NU v. [perr. sugJiCix;J-ni N] 死者に供えている。

suiX;J S.海獣の一種(せいうち G)，そのきばを得れば幸運のさずかりもの

(baij且akki)。

suJi J s.目じり isalsuJini目じり。

suksu NJ s. [acc. suksθθ、all.suksut;Ji N] 司 Sθ，ksθGs.たか(鷹) NJ，はや

ぶさ，くまたか G.

sukt.且 a.ふか(深)い(水 (mθθ)や雪が)-dcep [ant. paaji]: s. [acc. suktaa] : 

simatta sukta.雪が深い。

sula: sula sulaやっと/sula昌やっとこさ/sul制 Jobomiisuxambiやっとの

ことでおれは苦労して帰って来た。

sulcikt;J s. [acc. sulCikt;J;J] 耳輪についている円筒形の石。

suli s. [acc. sullee， all. sulitai] きつねー fox，むかしぱなし (t;J;JluI]u)によると

きつねは化ける(化けても尾と小指はそのままのこる G)。

suliska s. [acc. suliskaal きつねの(毛)皮。

sulli-ni NG v. [p巴rr.sulix;J-nil とがらす moosullini.棒をかれはけずってとが

らす。 G

suluktu a.とがった-shaJTl-pointed. 

suluI] adv.とがったさま:Jilini suluI] suluI] occi.それのあたまはとがっているo

sumala s. [acc. sum昌lamb昌] ふくろ(南京袋)[く満 sumalaJにの語は母や老人

が使うが自分は使わずかわりにmissookkiという N)。

summi-ni v. [p巴rr.sumuxa-ni] (魚が)はねる。

sumnee-ni v. [p巴rr.sumnax昌ーni] ふねを川のながれでながれないようにつなぐ

(木につなげokpo，X;J;JX;J)でしばりつける):sumnauri tokpoふねをつなぐつ

な/ugdaa sumneeniふねをかれはつなぐ。

sumu s. [acc. summθθl 腫-tendon. 

sumucci-ni U v. [p巴rr.sumuCix;J-ni] (あぶらを)つ(付)けている，ぬってい

る(たとえば鉄砲に):ildaJi sumuCix;Jni目あぷらをかれはぬっていた。

sumulta s. [acc. sumultaa] スキー(うらに毛皮をはつである)-ski 

sumun昌si-niv. [p巴rr.sumun且Ci-ni] (魚が)なんどもはねる geed昌sUI]datta

sumunasini回一匹の魚が何度もはねる。 /bara sUI]datta sumunasini.たくさ

んの魚がはねる。

suna昌 s. [acc. sun昌丘mba] いぬのくびにつけて引くつな，いぬのくび輪 (xala)と
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いぬがそりを引く別のつな (nuksu)をつなぐつな。

sunaambi-ni v. [perr. sun制mbix昌ーni] つな (sun制)をいぬのくびにつける。

sUI]d昌mmee-niG v. [perr. sUI]d昌m昌X昌-ni] かぎ(t昌昌suma)を使つてのさかな

とりに行くロ

sUI]d昌tta s. [acc. sUI]dattaa] さかな， うお(魚) 日sh.

sUI]nee a.ぱちがあたるぞー，あとがたた(崇)るぞー。

sUI]ni NU s. [acc. sUI]nigb昌 N] ばちのあたること N，縁起のわるいこと U

sUI]nigbani ;JJ]ee b;Jnd;J ばちのあたることをしゃべるな(死んだ人のことを)ロ

N 

sUI]nisi-ni NU v. [pcrr. sUI]nici-ni U] ぱちがあたるおそれがある sUI]nimi 

xoJixani固かれはばちがあたるからやめた。 N

sUI]nuuli NU a. fまちがあたる(死んだ人，非常に高齢の人 (xoJimisagdandux昌

nari)やA者の名を言うとばちがあたるという) N，縁起がわるい U:(言い習わ

し1buccinnee g;Jlbθθ'ni ug戸esUI]nuuli.死んだ人の名を言ったら縁起がわる

し¥0 U 

sUI]ucci-ni NU v. [perr. sUI]uCix;J-ni N] うなされる U 昌umisUI]ucCini.ねて

いてかの女はうなされる。 U

sUI]unJi-ni v. [perr. sUI]ucci-ni、conv.p巴rr.sUI]ukbcci] こお(凍)る，凍える

-freeze: SUI]dβtt且sUI]unJiniさかなが凍る。 N/ uni sUI]unJini. )11がこおる。

N / nari sUI]und;Jkk;J.人が凍えている(体全体が)0 U 

sup adv.: kucig;J puj;Jni sup biini.小万のきずが長くある(長いきずあとのある

さま)。

sura s. [acc. surr制] のみ(蚤)-flea. 

surpakta GJ s.うまの尾の毛(てんのわなのいとに用いる)(ロシヤ人から入手し

た G)。

surri-ni NGU v. [perr. suruxa-ni] 水がしみる t;JtUW;J surux昌nt.着物が水がし

みてびっしょりになった。 u

surunnee-ni v. [p巴rr.surunax且-nt] ふるえる(体が自然に)-shiver句 tremble:

S昌m昌surunneem.亙者の体がふるえる(うたう U伺!JJ白)とき)。
sutt昌 s. [acc. sutt昌昌] きぱ(牙)(とどやくまにあるの fang， tusk. 

SUU I pron. [acc. sumbeep;J] おまえたち，きみたち，あなたがた-you [pl.]: 

sunuI]I]i N， sunuI]i U pron. [acc. sunuI]I]ee NU] きみたちのもの。

SUU 2 NJ s.何cc.suu-W昌 N] 身長 J，成人 N:nari suuniおとなのせい(身のた

け) J / nari suuwani aaptuxani成人にかれは達した。 N

SUU 3 adv.立ち寄らずにまっすぐ通りすぎて(行くさま):suu I];Jnneeni.まっすぐ
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立ち寄らずにかれは行く。 /jdkki suu I)dndXdni.ここをまっすぐ通りすぎてか

れは行った。 /jdkki suu I)dnndU.ここをまっすぐ通って行け。

Suu S.: SUU naani南の地方(南樺太)/ SagJi Suu G1， SagJi Suu unini G， 

Daaji SagJi Suu N幌内)11 (この川は女性 (ddktd) G) -Poronai river. 

Suud;Jri s人名(男，Waaleetta氏族)， ml)maaを上手に演じた。

suuji J s.つむじかぜ，たつまき suujix;Jduni突風 N，たつまき J

suuk suukすすり泣きの音 suuksuuk sOl)l)eeniすすりながらかの女は泣く。

suukkucci-ni v. [perf. suukkuCixa-ni] はなみずをすする(何回も)。

suukkullee-ni v. [perf. suukkulaxa-ni] はなみずをすする(一回)。

suukkurucci-ni v. [perf. suukkurucixa-ni， conv. perf. suukkurucigacCi] すす

り泣く。

suukpi-ni v. [perf. suukpixd-ni] (さけ・ます・あめますなどのあたまをとって干

したものから)魚皮をはぐ(これを利用するために)。

suukpicci-ni v. [perf. suukpicixd-ni] はじいてのける(なにかの先で)(何回も)。

suukpillee-ni N v. [perf. suukpildxd-ni] ，suukpdllee-ni U v. [perf. 

su此戸ldxd-ni] はじいてのける(一回):mooJi su此pill田 m.棒で(きたないも

のを)かの女ははじいてのける。 N

suuli J s.となかいの背。

suullee-ni v. [perf. suul;Jx;J-ni] くさりのように縫う suuldmiurpuriチェーン

ステッチ(鎖縫し、)。

suulli-ni NG v. [perf. suulixd-ni] かきまわす N，魚のおすが精子を卵子にまぜ合

わせる G:solimba suullini. soli (料理の一種)をかの女はかきまわしてつくる。

N 

suum(uk)b s. [acc. suum(uk)bd] 銃弾を入れる肩かけカバン(となかいのすねの

毛皮となめし皮でつくる)[<ロ cyMKaJ

suun s. [acc. suumbdl 太陽 sun: suunJee s. [acc. suunJee戸]ひがし(東)

(日の出る方) N -east，みなみ(南) J - south / suun agbinJeeni東 J- east/ 

suun buJini太陽が死ぬ(日食がおこるの意)0N/ (言い伝えJgoropeidu 

suun buJiduni dθθ masaari Cinimbdni paacimi xuriccinindaa.むかしは日

食がおこると二つのまさかりの刃の背と背を打ってたすけている(のだった)とい

う。 N

suund s. [acc. suunndd] 日光-sunshine: suund indl)iはれの臼 N/suund 

suunnd;Jkkd.日が照っていい天気だ。 N/ SUUDd xuw;JlinduJ]ini.日がくれる。

U / suund maI]ga.晴天で暑い，または暖かい。 G/ suund mal)gaanii.晴天で

暑い(または暖かい)な一。 G
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suunJi-ni NJ v. [perf. suucCi-ni司 conv.perf. suukkaccil 気をうしなう。

suunnee-ni v. [pelf. suundXd-ni] て(照)る(太陽が)-shine: suun 

suunneem.日が照る。 /suund suunneeni.日光が輝く。

suuppacci-ni NJ v. [perf. suuppacixa-ni] てんかんの発作をときどきおこす・

suuppacci NJ s. [acc. suuppacCiw且 N] てんかんもち。

suuppi-ni v. [perf. suupuxa-ni] スープ (SUUPU)をつくる。

suupu s. [acc. suuppoo] 米すこしに(とり，野生となかい，さかななどの)肉を入

れて煮たどろどろしたかゅのような食べもの，スープ[くロ cynJ:gasa 

suupuniとり肉スープ/tuksa suupuniうさぎ肉スープ/suuppoo umixani 

(ddptuxdni U) .スープをかれはのんだ(たべた U)。

suurakta s. [acc. suuraktaa] 装身具についている球形の石，玉。

suur;J a.運のいい SUUTdnari運のいいひと(野生となかいにばったり出会って

捕ったような人問。

suuri-ni v. [perf. suuxa-ni] しばる， しばりつけるー bind:;JmUWd suuptal)ini 

ゆりかごに幼子を入れてしばりつけるもの(となかいのなめし皮のひも)/

puttdbi dmuWdkki suurini.自分のこどもをゆりかごにかれはくくりつける。/

oksootoi suu rini. (にもつを)そりにかれはしばりつける。

suwagd且 s.[acc. suwagd制] 樹木の一種。

suwaiba s. [acc. suwaibbaa] 婚礼の御馳走-wedding dinn巴r[<ロ CBa耳h6aJ. 

Suwaikka s.人名(女， Wasilaiさんの後妻)。

suwakta s. [acc. suwaktaa] 海辺の土地 (siri)にはえる草(よもぎの一種 1)。

suwal NU s. [acc. suwalba] や(くさび) U，のみ(工具) N -chisel. 

SUWd I s. [acc. suw;Jmb;J] (木，えだ，くさの)さき(先端)-point， tip. 

SUWd 2 NG s. [acc. suwdmbd， SUkkd;J N] となかいの当歳のおす N，となかい

の幼いおす G:SUWd soondooとなかいの一歳(春生まれて翌年春まで)のおす

suwdrikku NJ s. [acc. suwdTIkkθθN] 火かき棒(デレッキ):tawa 

suwdrikkuni火かき棒 N

suwdrri-ni v. [perf. suwdTIxd-ni] 火をかきまわす tawwaasuwdrrini.火をか

れはかきまわす。
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taa adv.: taa xaI]I]ee osuそこをよけなさい。

taaccee-ni v. [pelf. taataxa-nil ひっかかっている moolotaacceeniそれは木

にひっかかっている。 /j;;Jkki taacceeniそれはここへひっかかっている。

taagda a.しろ(白)い-white司 s.[acc. taagdamb且l

taagdakta s. [acc. taagdaktaal かぎ (taasum且)で魚をとるとき水底におく白し、

もの・ isaltaagd且ktaniしろめ(白目)(眼球の白い部分)NJ 

ta且rji s. [acc. ta且kkee，pl. taajil G， taajinill ある女子に対して，生まれた氏族

(父系)内の傍系の女子一 (fora female) aunt， sister， cousin (female)， niece. 

M且rjji-ni v. [perf. taajixa-nil かじる(人間についてこの語は使わない): I]inda 

t却Ijjiniいぬがかじる(骨などかたいものをかじって食う)。

t且丘k G adv.気ままに，自由に m;J;Jn;Jtaak tuccini.自分で気ままに(くまが)

うごく。

taakpisi-ni v. [perf. taakpici-nil いつかみたことがあるとおもう，知っていたこ

とを思い出してあらためて知る とaanarree t剖kpisini.その人をかれはいつか

みたことがあるようにおもう。

taalcee-ni U v. [perf. taaltaxa-nil 熱した鉄をうってきたえる(鍛冶):s;Jll;J;J 

taalとeeni. (熱し、)鉄をかれはうっ。

taan(i) pa比でしょう，だろう 'pnneentaani.かれは行くでしょう。 / I];Jn;Jx;Jn 

taani固かれは行ったんだろう。 /sini uttasi taani.おまえのくつだべ。 / ;Jri 

taani.これでしょう。 /xud;Juli ta且m.重いでしょう(重いものをもっている人

に言う)，重いだろう。 /tari nari waaril taani.その人は(えものを)とるだろ

う。 /sinJeenidda taani.かれは来るかもしれない。

taanJi-ni v. [perf. taacci-nil ふ(踏)む，なにかの上にあがってあるく，立ってあ

るく(はっていたこどもがはじめて)。

taap.且 s. [acc. taap且mbal つめ(爪)(わしやふくろうなどの)ー talon.

taapacci-ni v. [pcrf. taapaCixa-nil つめでっかむ(何回も)。

t且且p且llee-niv. [perf. taapalax且-nil つめでっかむ(わし (gusl)などが)。

t剖pu s. [acc. taapumbal スキー (kumult;J) のおもて中央に樺皮をにかわ

(kamdu)ではりつけた足をおくところ。

taapucika U s. [acc. taapuCikk剖]屋内ではくくっ (MaI]bu人から入ったもの
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G) [<ロ TarrOlJ:KaJ. 

taara s. [acc. taarraal たわら(俵)[<日たわらJ:buda taaraniこめだわら。

taari-ni v. [perf. taaxa-nil 1.ひっかかる narimootoi taaxani人が木にひっか

かった(きものがひっかかった)0 N / utta sθθ，ksθni taarini くつのひもが木か

草にひっかかる。 U:2いぬが交尾する I]indataaxaniいぬが交尾した。 N

taassi-ni v. [perf. taasuxa-nil ふ(踏)む，足をかける(のせる)(何回も)。

taasuma s. [acc. taasumma且]魚をとる金属製のかぎ(鈎)，またはこのかぎがさ

きについている棒をあわせた総体(マレップ G)(かぎにはあざらしの皮ひもがつ

いており，水底に木でつくった白いものをおいてその上に来た魚をそのひもを引

いてとる)一 fishhook.

taatari pron. [acc. taatawal あれ(遠くの)，あのー that:taataduあそこに一

over there / taatari n且nあの人。

taatawwee s. [acc. taatawweepal ずっと遠いあそこ that way: taatawasai 

ずっとあちらへ there (thither) 

I且且woonJi-niU v. [perf. taawoocCi-nil ひっかける ugdaa taawooccimbi舟

をおれはひっかけた(浅いところへ行ってひっかかった)0 / tari nari locokkoo 

taawoocciniその人はつりばりをひっかけた(魚をつっているうちに木にひっか

かった)。

taawulli-ni v. [perf. taawulixa-nil (火が)つく， (火を)つける light， kindle: 

tawa ta且wulix且I】i火がついた。 /taluJi tawwaa taawullini.しらかばの皮で

火をかれはつける。

taawwi-ni v. [pclf. taawuxa-nil (ボタンや皮ひも (Sθθ'ksθ)を)つける，点火す

る toxxoo taawwuボタンをつけろ。 /saJ]namba taawwini.たばこにかれ

は火をつける。 /iX;J[r;xJ taawwiniかの女はあかりをつける。

taccee-ni v. [pclf. tatax，トnil は(張)る palaacikkaasθeks々Jitacceeni.天幕
を皮ひもでかれはひっぱる。 u

taco-ni v. [perf. tacixa-nil 習慣になる，な(慣)れる，なら(習)う become 

accustomed to司 learn:uibkkθθ taCixani仕事にかれは慣れた。/

nim;JrimJee taCix且I】iあそびに行っていてかれは(あそびに行くことが)くせに

なった。 /biCixx;J;J taccini.字をかれは習う。

taccoonJi-ni NU v. [perf. taccooco-ni Ul 習わせる。

tada s. [acc. taddaal やじり。

tagdaccee-ni v. [perf. tagdatax且-ml ~、つまでも怒っている。

tagdanasi-ni v. [perf. tagdanaごi-nil 怒っている。

I且gJee-ni v. [perf. t且gdaxa-nil おこ(怒)る N -get angry;勃起する (tutuu
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tagJeeni) G 

tagJinJi-ni v. [perf. tagJicci-nil ひっぱってさく narreetagJinJini.ひとの着て
いるものをかれはひっぱってさく(けんかのときに)0 NU 

ωik G adv.がやがや(さわいでいるさま)。
taiJi s. [acc. taiJimb昌1 (なにかをひっかけてとる)かぎ(とぴぐちのかぎのよう

な)。

taixunJi s. [acc. taixunJeel 海神(魚や海獣をつくった):[言い伝え〕臼ixunJiduu

sUI]datta sinJeeni.魚は海神から来る(といわれる)。

tak: uil::JmJee tak tak occiniかれははたらいていて(仕事に)なれた。

takk且acci-ni v. [perf. takk且acixιnil お手玉をしてあそぶ。

takk伺 ptu s. [acc. takkaaptumbal お手玉(石や木でつくる)ロ

takkura1Ji-ni U v. [perf. takkuraduxa-nil まえに仕事をやめた人をまた使う。

takk附 mJi s. [a此 takkuramJeel 使用人 employ民…nt.

takkurree-ni v. [perf. takkur昌xa-nil っか(使)う -u旬、 employ:n昌rree

takkurreeni.人を(若い人を U)かれはつかう。 N/昌lukkootakkurreeni 

入れものをかの女は(大事に U)っかう。 N/向丘mmeetakkurr初回茶碗をつか

え。 U/ xaJunJi takkurreeni道具をかれはつかう。 N/xaJumbi 

takkurreeni.自分の道具をかれはつかう。 u

taktoocci-ni v. [perf. taktooCix且ーnil 棒を手のうらおもてにのせかえてあそぶo

taktoopu s. [acc. taktoopumbal 手のひら，手の甲にのせかえてあそぶ棒。

taktukki-ni v. [perf. taktuuxa-nil くちごたえをする。

taktuumacci-ni NG v. [perf. taktuumacix丘一nil くちげんかをする。

I且匂且 s. [acc. talakk昌昌] さかな，獣肉のさしみ-slice of raw fish or meat. 

印刷pdiNJ s.となかいのふくらはぎの肉(さしみにして食べる) N: talaa〆i
ulis::Jniとなかいのこむらの肉 (d且j叩tU) J. 

talakkaunJi-ni U v. [perf. talakkaucci-nil さしみにつくらせる。

talakkee-ni U v. [perf. talaaxa-nil さしみにする sUI]datt剖 (またはJimdaa)

talakkee-ni.さかなを(またはうぐいを)かれはさしみにする。

tald昌昌 s. [acc. taldaamb昌] まんなか-middle: tald昌昌kkiumulu n昌n自分の

(体の)まんなかにおびをしめている人(現世界の人間，まんなかの国のひとだか

らまんなかにしめる)。

I昌ld昌awu aまんなかの， s. [acc. taldaakkool なかゆぴ middle finger 

tald昌awuna昌まんなかの国(現世界)/ talda昌WU1】昌nまんなかの国のひと

(現世界の人間)/ talda且wunnee s.兄弟の三番目。

I且lJee s. [acc. talJee-pa， talJip-pa， dat. t且lJi-nu，loc. talJee一旬、 talJi-la， prol 
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talJee-kki， talJi-kkil 沖 namutalJeeni海の沖/j::J::J ta伊nubiiniこの沖にそ

れはある。 /j::J::J talJeepa pulisini この沖を(あざらしや舟が)行く。/

talJipp且pulisini.沖をそれが行く。 /taisai沖の方へ/tari nari taisai 

k且rgeeni.その人は沖の方をのぞむ。

talli-ni v. [perf. talix且-nil:agJi talliniいなびかりがする。一 Lightningflashes. 

talu s. [acc. tallool しらかばの樹皮 birch bark. 

t昌m昌 s.[acc. tamamb且]ねだん pnce 

tam且ciga a.そのような-such : s. [acc. tam且cikka且1.

tama1Ji-ni v. [perf. tamaduxa-nil 支払う(金，食料を)，支払ってかえす

n昌I]dax昌mbitam丘tjJini.自分が借りたものをかれは返済する。

tam昌m昌Sl-m v. [perf. tamamaci-nil 支払ってほしい n丘9白llitarr】昌masini.借

り(借りたもの)をかれは返済してほしいと望む。

t昌mmee-ni v， [perf. tamax且-nil 支払う-pay: n丘I]d昌bitammeeni.借りをかれ

が支払う。 /gaccimbi tammeeni.自分の買ったものの代金をかれは支払う。

/ gumask且IJitammeeni.かれはかねで払う。

tamna s. [acc. tamn剖] きり(霧)，濃霧-fog. 

tamnaIJi J s うすい霧。

tarm】昌sk昌 NJ s. [acc. tarm】昌法制 Nl 霧のけむり，きれぎれの霧 NJ，火のけむ

り(taw且I且mnask且I】I) N. 

tamnee-ni U v. [pcrf. tamnax丘ーnil ガス(霧)がかかる bootamneeni.ガスが

かかる。

tan且 s.ボタン <tOXO)(のことだという)[<満 tana (真珠)J。

tananJi-ni v. [perf. t且nacci-nil うば(奪)う rob: na riIJIJee t昌国nJini.他人の

ものをかれは奪う。

taI]g且daccee-ni v. [perf. taIJg且d且t且X丘町nil こまっている。

taIJg且i]Jee-ni v. [perf. taIJg，丘d昌X丘-ml こま(困)る-be troubled. 

taI]gamJi， taI]gam adv.こまっているさま taI]gamJoboxoni.かれは苦労して

困った。 U/臼I]g且mtaI]gad昌xani.ひどくかれは困ってしまった。 N/

X且ijitamiddataI]g且mJi どうしたらいいか闘った。 NU/ tari nari gsi cadu 

M掠al呼あの人がいまそこで困っている。 NU

taI]gu num. [acc. taI]gool 百 hundl吋: 伊 eda) 町gugeed且百一一 one

hundred and one / <geed且) t勾gudθθ 百二一 onehundrcd and two / 

<geeda) taIJgu ila且百三 one hundred and three / <geeda) t勾guJoon百

十一 onehundred and ten / <geeda) 臼IJgu]<∞n geeda百十一一 one

hundred and eleven / (geed且) taI]gu Joon dθθ 百十二 one hundred and 
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twelve / <geeda) taIJgu xori百二十 one hundred and tw巴nty/ (geeda) 

taIJgu ilaandoo百三十一 onehundred and thirty / dθθ taIJgu二百 two 

hundred. 

taIJicCi-ni v. [perf. taIJiCixa引 il かたきうちをする uiltakuu_uee taIJicimi 
waaxaniウイルタはアイヌをかたきうちして殺した。

taIJmee-ni NU v. [perf. taIJmaxa-ni Nl 体の一部がおもうように動かなくなる

(たとえば，すわったままいて立てなくなる，体をよこむきにしてねていて起きら

れなくなる):b8gJibi taIJmaxani.おれの足がおもうように動かなくなった。 NU

tap adv.かすめて(矢や銃弾がかすって，少しきずつけて):xasakkeeni tap 

IJ8n8X;Jni目それの羽をかすめて(胴体をそれて)たまが通り過ぎた。

tapicCi-ni NU v. [perf. tapiCix且ーni] 鍛冶をおこなう N，鍛冶の際赤い鉄を水に

入れる U-forge. 

tapil NJ s. [acc. tapilba N) ほや(海の動物)。

taps且ia.うるさい(わずらわしい，たとえば，酔った人が) 臼psajeeうるさい

なー。 /8rinalm且ktaltaps且Ijee この蚊どもはうるさいなー。

tapsaisi-ni U v. [perf. tapsaiCi-ni) うるさし、(うるさく感じられる):pUtt8 

tapsaisiniこどもがうるさし、(親が言う )0 / IJinda tapsaisini. ~、ぬ(のなきど

え)がうるさい。

tapsaiwuli a.うるさい(わずらわしい，面倒な)-annoying: tapsaiwuli nariう

るさい人(あーだこーだ言ったり，人と争ったりする)。

taptaIト ni v. [perf. taptacci-ni) (とりが)はばたく。

taralisi-ni v. [perf. taraliCi-ni) まぶしく感じるー bedazzled. 

taraluuli a.まぶしい dazzling: suun taraluuli.太陽がまぶしい。

taraIJ且ci adv.そのように like that: taraIJaci andusu.そういう様につくれ。

tarb且ki s何cc.tarbakkee) となかいのなめし皮製の五本ゆびの手袋。

targ且 s.[acc. targ剖}おっとせい一 furseal. 

tari pron. [acc. cawa) それ，そのー it，that [pl. taril. acc. tarilba. calba. pl. 

tarisal， acc. taris且lbaその人たち，かれらー they):caduそこに N-there/ 

caIJ且ssee adv.そのとき (t881i) G / tarinnee s. [acc. tarinneepa. 

canneepa] その人，かれ-he [pl. tarinneel司 acc.tarinneelbaその人たち，

かれら一 they). 

tarpi N S.， talpi U s. [acc. tal.戸e) 上脚の外側(ももの外側)(むかし右の tarpl

にはさやに入れた小刀をさげていた N)。

tarri-ni v. [perf. tarixa-ni) と(溶)かす(なべに入れたりして):ild剖 tarrini.

あぷらをかの女はとかす。
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tasufl G s. (アイヌの)なた(錠)[<ア tasiroJ

Tataari s.人名(男， sθθIktθ の氏族)。

tataccee-ni v. [perf. tatataxa-ni] 張って(または吊って)そのままにしている

tokpoji tataccee-niひもでかの女は張ったままにしている(干しものを)0 U 

tatacci-ni v. [perf. tataCixa-nil 長い間張っている x;"x:JgJi(またはtokpoji)

tatacCini となかいの皮ひもを(または糸を)かれは張っている。 N/ natta昌

臼tacCini皮をかれは張っている(なま皮を張つてのばす (t811eeni)とき)0 U 

tattuucci-ni v. [perf. tattuucix且ーni) 慣らしている，教えている，習わせている

accustom one to: bicixX8;J tattuuccuri duxu学校 school/ ul却 ba

tattuucCini となかいをかれは慣らしている(そりにはじめてつけるのに)0 / 

t且ttuuccinari先生(老人しか言わなし、)。

tattuufl-m v. [perf. tattuuxa-ni) おし(教)える ulaabatattuuriniとなかいに

かれは教える。

Tau s.北知床(この地名は taummeeniの語に由来するという G):T.且unaam 北

知床半島/T.且uduw8ni北知床岬 Cap巴 Patience.

taubu s.布の一種(厚く，めがあらし、)。

t且ucci-ni v. [perf. taucixa-r】i) 修繕する-mend， repair: saIJIJ却 tauccini.あな

をかの女は直す(針仕事で)0 / oksoobi taucCini.自分のそりをかれはなおす。

tauffi-ni v. [perf. tauduxa-ni) なおす t8tukk88tauffini.きものをかの女はなお

す(きものをへたに縫ったのをなおす，大きければちぢめる)。

taulli-ni v. [perf. tauluxa-ni) 火事になる。

taulloonji-ni U v. [perf. taulloocci-ni) 火事をおこす。

taulu s. [acc. taulloo) 火事-fire (conflagration). 

taummee-ni G v.あざらしをとりに行く。

taun s. [acc. taumba] 勘定(計算):nari tauni皆 G/ nari taumb加 i

k88njini.皆の人のことをかれは話す。 N

taundaccee-ni v. [perf. taund且tax且-ni] 修繕しに行って来る。

ωuniccee-ni v. [perf. taunitaxa-ni] 勘定しに行って来る tarinari 
taunicceeni.その人は勘定しに行って途中まで帰って来ている。

taunji-ni v. [perf. taucCi-ni] かぞ(数)える，よ(読)む-count， [1巴ad:bicixX88 

taunjini.手紙をかれは読む。

I且u1】ni-ni v.勘定しに行く。

tauIJ adv.ドン(太鼓 (d伺 li) のおと):t且uIJtaulJドンドン。

t且W且 s. [acc. ta wwa且]火，たきび(囲炉裏火)(家のたきびの世話は嫁に行った人

やほかの氏族の人がしてはならない U)-fire. 
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tawal s. [acc. tawalba] おやゆびとなかゆびとの聞をいっぱいにひろげた長さ(長

さの尺度)。

tawalamJi s. [acc. tawalamJee] 蛾(夜たきびに来る)-mo出.

tawalli-ni v. [perf. tawalixa-ni] おやゆびとなかゆびの聞の長さではかる。

tawannee-ni NG v. [perf. tawanaxa-ni] (目や口から)火が出る。

tawanneeni S.: geed且tawanneeni一つかまどの人，同ーの家 (duxu)から生ま

れた人，同一氏族 (xala)の人/daaji tawanneeni大きい火の人，nuuci 

tawanneeni小さい火の人。この二者は同一氏族のなかの区分，両者の間では婚

姻はおこなわれない。

taw且ptu s.たき火 (tawa)(亙者の用語)。

tawwee s. [acc. tawweepa] そちらの方一山atway: tawwee nariそちらの人/

tamaccuuそこから，それから from there， then / tawasaiそこへ，そちらへ

-that way， there (thither) / taukkiずっと遠く / taukki biini.むこうにそれ

はいる。 /nimma且 taukki.まだ遠くだ。

taxakka s. [acc. taxakkaa] かに-crab. 

tgcci-ni v. [perf. totuxo-ni] き(着)る，はく(くつを)-wear， put on: caa 

Sθθmbθtgttu.その外套を着ろ。 /bggJikki uttabi totuxoni.足に自分のくつ

をかれははいた。

tgdo a.ほんとう(本当)のー true:s. [acc. tgddgg]: tgdo kgsgうそでないこと

ば/ toddgo bgnJini.本当のことをかれは話す。 /tgddgg本当だ，本当に-

truly / tgddog daaji.ほんとうに大きい。 /tgdoddogまたはねddggddgg本当

だ。

tgdgssi-ni v. [perf. tgdgsixg-ni] 信ずるー believe:kggnJiwgni tgdgsixgni他の

人が言うことをかれは信じた。 /tgdosimi doolJixani.かれは本当だと思って聞‘

いた。

tgdunJi-ni NG v. [perf. toducCi-ni] くまの皮をはぐ-skin (a bear): bejθmbe 

tgdunJini.くま(の皮)をかれははぐ。 N

tookku s. [acc. togkkθθ] すわるところ，すわるもの(ざぶとん，こしかけ)-

seat， chair. 

togkkullee-ni v. [perf. tggkkubxg-ni] こしかける，ざぶとんにすわる。

tggli adv.そのとき tggli tara1Jaci uccini.そのときそのようにかれは言った。

/ sii tggli taral)aci uttgsee.おまえはそのときそのように言ったよ。

tgglli-ni v. [perf. tggluxg-ni] すわりはじめる。

tgglul)l)i-ni NU v. [perf. toolul)uxo-ni N] むかしぱなし (tgOlUl]U)を語る(ま

たは，語れる)，過去にあったこと(言い伝え，昔のこと，自分の経験など)を語

203 tgglul)u 

る。

tgolul)u s. [acc. tgglulJl)θθl むかしぱなし，伝説，言い伝え(ウイルタ族の口頭文

芸のジャンルの一つ，これは実話と考えられている)-tradition， legend， 

tgolul)ucci-ni v， [perf. toglul)ucixg-ni] むかしぱなしをいろいろ語る。

Tggmo G S.: Tggmg四国テイミ<1印刷 )11(この川は男性(沼田)であるとし、う)。

toomJu a.おとなしい(人):togmJu nariおとなしい人。

toomu NJ s.海， )11 (亙者の用語という) J，水の主 (mθθ odoni) N: tgomuttgi 

waarini.水のぬしにはなかいを)かれは殺してささげる(病気をなおすために)。

tggmunneem G s，海の神(水のなかにいる， mθθ，kkeenneeniともいう，

tggmunneemは亙人の用語)。

tggn s， [acc. tggmbg] すそ，衣服の下はじ totuwotooniきもののすそ/

xurigo tggni山のすそ。

togngnJi s. [acc. tggngnJee] くも(蜘妹)-spider. 

tgOP adv.水のしたたる音 tggptOgp sabJeeni.ぼちぼちそれはしたたる。

togpi5i-ni v. [perf. tggptuxg-ni] すわ(坐)れる， (たとえば亙者が大亙者 (daりi
sama)となって)おさまる。

tgori-ni v. [perf. tooxo-ni] すわる，こしかける，おきる sit， sit down， sit up 

(in bed): moo mugdoonduni tgorini.木のかぶにかれはこしかける。/

illeepimi miirokkgcci bultai tooxoni.三固めによめに行って(三度めの結婚

で)かの女はおちついた。 /apaacigacci tooxoni (またはtooduxoni).かれは

よこになっていておきた。

toosi-ni v. [perf. tgoci-ni] すわっている Slt. 

toowo s. [acc. tgOWWgg] にもつ(荷物):oksoo tgowgniとなかいぞりの荷物/

ugda tggwgniふねの荷物。

togwolbg-ni v. [perf. tggwglgxo-ni] にもつをつむ oksootgOWWgg 

tggwglgxgni.となかいぞりがにもつをつんだ。

tggwwi-ni v. [perf. tOgwuxg-ni] お(起)こす raise up: puttgbi tgowuxgni 

自分のこどもをかれは起こした。 /auriwani tggwwini.ほかの人がねているの

をかれがおこす。 /tuuxgmbgni togwwini.ほかの人がころんだのをかれがおこ

す。

tggXg NGJ: tggXg xgduni風名 N，北からの風 G，あいやませ(北風 (tu附 I呼)

とやませ (tol)dokOl)gori)の中間の方向からの風，オタスヘタライカの方から

吹く)1. 

togdgonJi-ni v. [perf. tggdggcci-ni] 一心不乱におこなう togdggmiuilleeniか
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れは一生懸命に働く。

t;Jiccee-ni U v. [perf. t;Jit;Jx;J-ni] 着て(しまって)し、る，着用している:

t;Jtukk;J;J t;Jicceeni服をかれは着ている。 / uttaa t;Jit;Jx;Jni.くつをかれはは

いていた。

t;Ji1Ji-ni v. [perf. t;Jidux;J-ni] き(着)る，はく(くつを)-wear， put on : 

t;Jtukki t;Ji1Jini.かれは自分のきものを着る。 /utt.且bit;Ji1Jini.かれは自分のく

つをはく。

t;Jil;J NG s.両手でかかえるふとさ(ふとさの尺度):dθθ tJibl]Jcee bii moowo 

baaxambi.ふたかかえほどある木をぼくはみつけた。 G

t;J1Jee-ni v. [perf. t;JdJx;J-nil 信用する，本当とおもう samamba ;JsiCi t;Jdd;J;J. 

亙者をかれらは信用しない。 /bJnJiwJni t;Jd;Jx;Jni.かれの話すことをかの女

は信用した。 /t;Jd;Jmi doolJini.本当とおもってかれはきく。

t;Jkk;J s. [acc. t;Jkk;Jmb;J] 1. (土中の)ね(根)，ねっこー root:pokto t;J.此 ;Jni道

のはじまるもと/句研xanit;Jkk;Jniかれの出自(氏族):2.みち (pokto)(頻繁

に行き来して通る地面 G)。

t;Jkk;Jr;J s. [acc. t;Jkk;JrF;J;J) 弦楽器(馬の毛 1本の 1弦，弓でひく G)(ニブPフの

もの，ウイルタにはなし、)0[<ニ<満 tcnggcril

t;Jkt;Jkku s. [acc. tJktJkkθθl はし(橋)-bJidgc 

tJkt;JS adv.ぷっつり tJkt;JScigalixani.ぷっつりかれは切った。

t;Jlb;J;Jni a.きたない(よごれて)(この語は述語として使う):tJlbJJni m;J;Jt;Jll;Ju目

きたない，すてろ。/臼lb;J;Jnee.きたないなー。

t;Jlb;JJnisi-ni NU v. [perf. tJlbJ;JniCi-ni U] よごれてきたなし、 nari

t;Jlb;JJnisini. (ある)ひとがきたない。 N/ mooJi t;Jlb;JJllimi suukpilleeni 

棒でかの女はきたないと恩つてはじいてのける。 N

t;JlbJJnuuli a.きたない一 dirty:t;Jlb;J;Jnuuli busuきたない布。

t;Jld;JU G S.: b句θt;Jld;Juniくまがさかなを食う場所。

t;Jbpu s. [acc. t;JbpumbJ) 獣皮を張る木のわく(なまの獣皮をかわかし，のばす

ために張る)。

t;Jli s. [acc. t;Jllee) さかなの切身(なまのもほしたのもいう)(caccabi. j昌昌WU，

m昌uri、bukpaaなどをまとめていう)。

t;JlJee-ni v. [perf. tJld;Jx;J-nil さかなのはらをさいて臓物をとりのぞく。

t;Jllee-ni v. [perf. tJl;Jx;J-ni) なまの獣皮をわくに張つてのばす-stretch raw hide 

in a frame: nattaa t;Jlleeni.皮をかれは張つてのばす。

t;Jlli-ni v. [perf. t;Jlix;J-ni) さかなをさ(裂)く(白印刷、 mauri，kθ〆θθnuをつ
くるために)， t;J/iをつくる sUl]dattaat;Jlliniさかなをかれは裂く。 /tJlluri 
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beeさかなを裂く月 (tuulim;Jnbeeniと同じ月をさす)。

t;Jmbukt;J s. [acc. t;Jmbukt;J;J] みみたぶ-ear-Iobe.まぶた-eyelid: seen 

t;Jmbukt;Jni耳たぶ-ear-lobe / isal t;Jmbukt;Jniまぶた-eyelid. 

t;Jmirri-ni NU v. [perf. t;Jmirix;J-ni] さわ(触)る xus;Jnnee;J;Jkt;JnneejXJ 

t;Jmirix;Jni.男が女の体にさわった。 u

t;Jmm;J S. [acc. t;Jmm;J;J] j松の実の肉:2はしけ，伝馬船(かいでこぐ小さいふ

ね，大きなふねから上陸するとき使う)[<日てんま(伝馬)J。

t;Jn;J;J adv.一番，もっとも-most，一番さきに t四回 ulil]ga一番し、ぃ-best/ 

t;Jn;J;J orki一番わるい-worst / putt;J ;Jsi t;Jll;J;J balJini.こどもがいますぐ生

まれる。 /t;Jn;J;J dull;J;J一番さきに。

t;Jni s. [acc. t;Jnnee] 敷皮(となかいの頭の毛皮などでつくる，屋内で敷いてすわ

るのに使うほか，となかいの鞍に敷く)。

t;J1] adv.まっすぐに:j;Jkki t;J1] l];Jnn;Ju.ここをまっすぐ行け。

t;Jl]bee-ni J v. [perf. t;Jl]b;Jx;J-ni] 両手で水か油の容器をさげる。

t;Jl]g;Jm adv.あらわれているさま uil;Jt;Jl]g;Jm biini.上にぽかっとそれは出てい
る。

t;Jl]gJI];J NJU a.長い(くびが):mOl]oni t;Jl]g;JI]J. (とりの)くびが長い。 NU/

t;Jl]g;Jl];J apeiくびが長いかも(鳥)町.

t;JI]I];J;Jただ(の)，たった(の):t;J1] 1];J;J geedaただ一つ/t;JI]I]J;J geeda nari 

たったひとりの人。

tJp;JmJi G， t;J(p)p;Jm N adv.無事に(事なく):tJ(p)p;JmJi gaduroo うまく

持っていけよ(たとえば茶碗をこぼさないように)0 G / t;Jpdm biini.ひとが無事

元気でいる。 N/ tJp;Jd;J;J gituttaari.ちゃんと(まわりのものをこわさないよう

に)歩け。 N

t;JpJU a.わるい (orki). S.: t;Jpdu nariろくでない人，わるい人/xai t;Jp;JUI】i

(nari) biil;Jkk;J.なんだかわるい，あまりいい人でないな。 / t;JpdunJi ;Jpsi1Jini. 

粗末にかれ(ら)は葬る。

tJp戸e-ni v. [perf. t;Jpdx;J-ni] きらう (gallini):xaimi tJp戸enig;J.どうしてか

れはきらうか。

t;Jr;Jl(ik)h s. [acc. t;Jr;Jl(ik)kJ;J] 大きいさら(皿)-plate [<ロ司pe江KaJ. 

t;Jrk;J s. [acc. tJrk;J;J] 板製の舟(ニプフ人がつくって使う)-boat. 

t;Jrkicci-ni NG v. [perf. t;JrkiCixJ-ni] まさかりの背で (masaariCininJini)木

の幹を打つ(木がうつろはθθQθ)かどうかみるために)。

t;Jru s.おないどしの人，同年者 minitJrumbi nariわたしと同じとしの人。

t;JS adv.ぷっつりと(切断されるさま):t;JS x;Jtud;Jx;Jniぷっつりそれはきれた。
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t;;Jsbkt;;J s. [acc. t;;Jsbkt;;J;;J] 手くびの突起，足くびの突起(くるぶし)-ankle. 

t;;Jsusi-ni v. [perf. tgsuCi-ni] ひろ(拾)いあつめる，拾う-gather， pick up : 

Xθθ!とimbitgsusini 自分がこぼしたのをかれは拾いあつめるのudaあるいは

siduxuを)。

tgtgnji-ni NU v. [perf. tgtgcci-ni N] いくらしでもできない，できなくてやめ

る dapaitamitgtgnjini.いくらつかもうとしてもかれはつかめない。 N/

allaumi t;;Jt;;Jnjini.教えてもわからなくかれはあきらめる。 N/ IJootomi 

tgtgnjiniいくらすもうをとってもかれは敗けてやめる。 N/guriitgm 

tgtgccini.いくらもちあげようとしてもかれはあげられなかった。 U

tgtgptgIJi G s.からげであるもの(仕掛け弓の矢につけてあるひもの一方の末端が

台木がとりつけてある棒にからげである部分)。

tgtt伺 nji-ni v. [perf. tgttθecCi-ni] 着させる。

tgttuucci-ni v. [perf. tgttuuCix;;J-ni] 着せている。

tgttuuri-ni v. [perf. tgttuuxg-ni] 着せる(人に，嫁に行く人に，死人に)。

tgtuccee-ni v. [perf. tgtut;;Jx;;J-ni] 着てそのまま着ている tgtuwgcci

tgtucceeni.着てかの女はそのまま着ている。 /tgtutgxgni.かの女は着ていた

(すでにぬいだが着ていたあとがあるときなどに言う)。

tgtUWg N s. [acc. tgtukkgg] . tgtθθU s.きもの← clothing、clothes.

tguktg NGJU s. [acc. tguktgg Nl 水たまり(やち (dgtu)，小さいやち (dθtθθ)，

森 (mooso)にあり，水が湧いている N，水は湧いていない U，雨水がたまって

いる G)。

tgulJJee-ni v. [perf. tguIJdgxg-ni] 積みに行く。

tguri-ni v. [perf. tgUXg一m] つ(詰)める，つ(積)む puutaattaitgurini.ふく

ろへかれはつめる。/tggWWgg oksootoi tgurini.にもつをそりへかれはつむ。

/ mux且lleetgurini.かれはたまをつめる。 /moicc且mbitgurini.自分の銃に

かれは(たまを)こめる。

tguru s. [acc. t;;Jurumbg] たきびのなかのはい(灰):tawa tguruniたき火のなか

の灰。

t;;JUSI NGJ s.白い金属(ニッケルか)。

tgwgskg s. [acc. tgwgskggJ くも(雲)-cloud. 

tgwweeggcci-ni G v. [perf. tgwweeggCixg-niJ くもったり晴れたりする。

tgwweeri-ni v. [perf. tgwweexg-niJ くも(曇)るー becomecloudy: boo 

tgwweerini.そらが曇る。

toikta s. [acc. toiktaaJ (海の)巻貝(食用)。

toi-ni NGJ v. [perf. tocCi-ni N] 1. (なにか)する 2.性交をする・ jgWgtoini 
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これをかれはする。 N/ taraIJaCi toini.そういう風にかれはする。 N/xaiwa 

toiniga.なにをかれはやっているのだろうか(またはなにをかれはたずねている

か)。この間いに対するこたえはたとえばpggbirgbiggbffini. (自分のスキーの

つえをかれは探している。)またはpoktoopanusini. (道をかれはたずねている。)

N / xoon toiwiga.どうすればいし、か(こまったときの自問)0 N / xoon 

towwunga.どうするか(こまったとき言う )0 N / xamarreela gabuJ]i 

toiL且ml.あとで買おうかな。 G/ gsini too.かれはしない。 N

Tokcipu s. [acc. TokCipumbaJ 十号(野頃と尾曽の聞の地点，番屋があった)。

tokkee-ni v. [perf. tokkoxo-ni] )11の氷にあなをあけてふくろのついたあみを入

れ，さかなをとる。

tokko s. [acc. tokkooJ 川の氷にあなをあけて入れる漁網(ふくろがついている，

川上に氷のあなをたくさんあけて棒でついて，さかな(よあかし，ふな，もっき

り)を追い立ててとる)。

tokojooCi a.ちぢれている niruktgni tokojoociかの女の髪はちぢれている。

tok戸e-ni v. [perf. tokpoxo-niJ よ(経)る(動物の腿や麻を)(皮を縫うために)・

な(絢)う(縄を):tokpomi urpuri撚るように縫うこと(アウトラインステッ

チ，線縫い)/ tokpomusi-ni v.よ(経)りたい/tokpounji-ni v.よ(緩)ら

せる。

tokpo s・[acc.tokpooJ いと(糸)(よ(撚)つである)，ひも，つな(な(絢)つであ

る)-string， cord， twine. 

tokponjee-ni v. [perf. tokpondoxo-niJ よ(綾)りに行く。

tok戸tu U s. [acc. tokpottooJ 魚網のし、と。

toktodoo adv.片目で toktodookargeeni.かれは片目でみわたす。

toktoffee-ni v. [perf. toktodoxo-niJ 目がつぶれる isaltoktodoxoni.目がつぶ

れた。

toktoo a.片方の目がない(みえない，つぶれたに s. [acc. toktokkooJ 片目の人:

toktoo nari片目の人/isaL toktoo.目が片方みえない。

toktoumacCi-ni v. [perf. toktoumaCixa-niJ 約束する-promise. 

toktouri-ni v. [perf. toktou却 nil きめる-decide: ugd剖 gabuffitoktouxani 

ふねを買うことにかれはきめた。 /ggktgg gabuJ]i toktouxani.よめをもらうこ

とにかれはきめた。

toLci s. [acc. tolとimb且] ゆめ-d陀創n.

tolとicCi-ni v. [perf. tolciCixa-niJ ゆめをみる-dream: toLCimba tolとicixani.

かれはゆめをみた。

tolとinji-ni v. [perf. tolcicCi-ni] ゆめをみる(この語は亙人についてしか使わな

1 :1 
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し、)。

toldokpinJi-ni v. [perf. toldokpicci-ni， conv.perf， toldokpikkacci] つまづ、く

toldokpimi tuux;;mi.つまづいてかれはころんだ。

toli s. [acc， tolimba] 金属製の円形物(おもてはたいら， うらは虫・魔物 (amba)

のような文様があり，つまみがついていて.MaIJbuのものという，これは

X丘dd且u神が射た (garpaxani)ものとし、ぃ，また，亙者が口から吐いた

(xussee)ものが固まったものという，本来，鏡であろう)[<蒙 toli(fi)(鏡).満

toliJ。

tolimuu s. [acc. tolimukkoo] 骨のさきのまるい部分。

tolo s. [acc. tolombo] かえるのたまご ud丘l丘toloniかえるのたまごロ

tombollee-ni u v. [perf. tomboloxo-ni] 水中に(海，川のなかに)おちる(たと

えば舟から)。

too int.はしれ(そりを引くいぬへはしらせるとき言う):too tooはしれ。

tOI]do a.まっすぐな，ただ(正)しい，正直な straight， right喝 honest:tOlJdo 

mooまっすぐな木/tOIJdo nari正直な人/ tOlJdoJi I];JnmUまっすぐ行け。

/ xaawu toI]doijuu どちらが正しいだろうか。 /tOlJdo ulaa， ulaa tOlJdoni 

まちがえずまっすぐ行くとなかい。

tOI]dokto J s. )11のまっすぐな箇所。

tOI]doo s. [acc. tOI]dokkoo] くぼみ一 hollow:na丘tOI]dooni地のくぼみ。

tOI]gil: isal tOI]gil tOIJgil.目のたまがきょろきょろ動いている。

TOI]gilJi s.人名(女.Warabainneeni氏族の生まれ U)。

toogJi-ni v. [perf. tookci-ni] (きねずみ，くまが)木へのぼる-climb: tookpula 

pokto biini.のぼったあとがある。

tookku NU s. [acc. tookkoo N] いぬをつなぐところ (比kuci) でいぬがねるの

に敷いてある草や木のえだ N.草や木のえだを敷いたいぬのねどこ U.

tookpu s. [acc. tookpumba] 高倉などの(一本の丸太に段のきざみをつけた)はし

ご(階段)-notched-log ladder 

toondulJi-ni v. [perf. toonduduxa-ni， toonduxa-ni] (自分のなわを，あるいは自
分のものなどを)ひっぱる mθθtθituux;Jmb;:mi toonduduxani.水へ落ちたひ

とをかれはひっぱりあげた。 /mθθlθ toonduxani目水からかれはひきあげた

(舟を)。

tooniccee-ni v. [perf. toonitaxa-ni] 引き網を引きに行って来る。

toonisi-ni v. [perf. tooniCi-nil 何度もひっぱる-pull. 

toonJi-ni NU v. [perf. tooeci-ni] 1ひっぱる，引き抜く N -pull， draw: 

kUjX}mb;J toonJini.糸をかれはひっぱる。 N/ x;J;Jgb;J toonJini.つなをかれは

209 toonJ】トnz

ひっぱる。 N/ kucig;Jmbi kuptukkeeni toonJini.自分の小万をそのさやから

かれは引き抜く。 N:2.一気に飲む U:m丘staatoonJini固かれは飲みっぷりがい

し、。 U

toonni-ni v. [perf. toonixa-ni] ひっぱりに行く。

toopto J s.草の一種。

toora s. [acc. toorra且] (トランプの)クラブ[<ヤ τ)'opa(クラブ)J。

tootopinJi-ni v. [perf. tootopicci-ni司 conv.perf. tootopikkacci] (大使をする際

のような姿勢をとって)しゃがむ(こどもについても言う):tootopikkacCi 

丘muccini.しゃがんでかれは大使をする。

tootori pron. [acc. tootowo] すこし遠いあれ，あのー that:tootoduあそこに一

over there / tootori mooあの木。

tootowwee s. [acc. tootowweep.且lすこし遠いあそこ that way: tootowosoi 
あちらへー there (thither). 

toowo 1 s. [acc. toowwoo] しかの一種(となかいより大きい J. カラフトにはい

ない，大陸にいる)。

toowo 2 NJ s. [acc. toowombo N] 倒れて川にまたがった木(橋のかわりにな

り，その上にわな (puta)を仕掛けることもある)-tree fallen across a stream 

enabling crossing. 

toporo s. [acc. toporroo] おの(この語は老人がつかう)-ax [<ロ TOnopJ. 

toptomJi U adv.みんな，すっかり gum丘anikk丘I]ubitoptomJi w;J;Jd;Jx;Jmbi. 

自分の財布ごとみんなぼくはなくした。

toptor点がポツポツとある toptorirgalaポツポツ点点の模様がある。

torgo s. [acc. torgoo] 女用の絹の衣服(烏や妖怪の模様がある.MaIJbu人から

買ったもの，女が嫁入りの際着用する)[<蒙 torgonJ. 

ton s. [acc. torree] 結納。

Torisa s.ウイルタ族の氏族の一つ， 日本姓は大野-clan name. 

toro a.なぎ(凪)である toro in;JI]i天気がおだやかな日 (torooin;JI]iとも言

う)/ namu toro.海はなぎだ(風または雨，雪がやんで)。

toronJi-ni v. [perf. torocCi-ni] (風雨雪が)やむ，おさまる x;JdutorocCini. 

かぜがやんだ。 /boo torocCini.天気がよくなった。

torooeCi-ni v. [perf. torooeixa-ni] あおむけになっている。

toroopinJi-ni v. [perf. toroopicCi-ni] あおむけになる。

torri-ni v. [perf. torixa-ni] 結納(たからものなど)をわたす ;J;Jkt;Jl;Jtor rini. 

女の実家にかれは結納をわたす。

toxo s. [acc. toxxoo] ボタン田 toxxooujjiniボタンをかれはかける。 U/
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toxxoo taawwini.ボタンをかの女はつける。 N

t切白羽iv. [perf. t句θXθ-ni] 御馳走する，もてなす entertain (a guest) 

却 daxataiゐiwatejjeeni.客に茶をかれはふるまう。

t句ieeci-ni v. [perf. tθjθCix~-ni] 御馳走する(何回も):t句回記imJeeanaa occini 

御馳走していてそれはなくなった。

tθ，kkθrθNU s. [acc. tθ>kkθrrθθN] びん，かめ(液体の容器)(putulikkaより
大きい):eipaami tθ，kkθrθ 泥土でつくったびん(陶器か素焼きか)[cf.日とっ

くり]。

tθ，ktθqθNGJ s. [acc. tθ，ktθ1]1]θθ， tθ>ktθqθmbθN] しぎ(食用 G)。
Iθ1]g'θs. [acc， tθ1]g'θθ] どんぶり。

Tθ1]θ'peel~ s.人名(男， sθθktθの氏族)，俗称はBanJai.

Iθθ，ks~ NGJ s， [acc. tθθ，kS~d N]， tUukSd U [acc. tuUks~d] (dθSiktd， 

dθSSθθktθ、 s~~gd~ siduxuなどの)液果のしる(汁):siduxu tθθ，ks~ni こけも

もの実のしる J / tuuks~~ ummini.液果のしるをかの女はのむ。 U

Tθθ，ksθθs， [acc， T，θθ，ksθθmbθ] 南カラフトの内陸の一地方(地名)。

tθθtθθtu s. [acc. tθθtθθtt，θθ， all. tθθtθθtUt~l] 烏の一種(ゃまにいて，浜近くに

いない，k~u に似る ， tθθtθθtθθtθθ と鳴く，つつどりだろう)。

tθθIθ'pinJi-ni U v. [p巴rf.tθθIθ'PiCei-ni， conv.perf， tθθtθ'pikbcci] しゃがむ(大

便をする際の姿勢)0 (Cf. tootopinJi-ni N.) 

tθrθs. [acc. tθrrθθl はしらとともに間に戸口をつくるもう一本の棒 (seesi1]i)。

Tθrθldθθnu s.人名(男，Naiputunneeniか，Torisaの氏族)。

Iθrθ1]θcci-ni v. [perf. tθrθQθcix~-ni] ふみつける(何回も)-tread: nari 

mama1]ubi tθrθQθccini. (夫婦げんかで)男が自分の老妻をふみつけている。

tθrθqθllee-ni v. [p巴rf.tθrθ1]elθXθ-ni] ふみつける(一回)一 tread.

tθrrθuri-ni v. [perf. tθrrθux~-ni] と(止)める stop: ulaaba tθrrθunm.と

なかいをかれはとめる。 /oksokkootθrrθuriniそりをかれはとめる。/

1]indabi tθrrθurini.かれは自分のいぬをとめる(走るのを)。

tθttθs. [acc. tθttθmbθ] 獣皮なめし道具 r 
(xarapsa， xoosoをつくるために獣皮をのば 『

したり，やわらかにする，のこぎりの歯の様

なきざみがついた輪形の鉄片に木の柄がつい

ている)-tanning tool. (写真は Iθttθの持

ち方を示す。) tette 

trubukka s. [acc. trubukkaa] たばこのパイプ (moomoo)[くロ TPy6KaJ

ttt(歯茎と舌端との舌打ち音の連続) int.となかいを走らせるとき発する音。
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tueeee-ni v. [p巴rf.tutaxa-ni] にげる run away: tutami 1]~nneeni. かれはにげ

て行く。

tucCi-ni 1 v. [perf. tutuxa-ni] 魚があみにかかる，けだものがわなにかかる，鉄砲

のたまや矢にあたる・ adulilasU1]datta tutuxaniあみにさかながかかった。/

s~~p~ putala tutuxaniてんがわなにかかった。 /tuksa tutuxani.うさぎがか

かった。

tueei-ni 2 v. [perf. tuttuxd-ni] うごく， うごかす move: ~ri 1]inda tucciniこ

の犬はうごく(生きている)0 / n伺 tuccini地が動く(地震-earthquake)o / 

jd~ moowo bii tuttux:Jmbiこの木をおれはうごかした。

tuei s. [acc. tuecee， all. tueitai] いぬぞり-dog sledge. 

tuda s. [acc. tuddaa] なまり(鉛)-lead. 

tudacCi-ni v. [perf. tudaCixa-ni] つつばらせる(何箇所も):ugda 

m~kk:Jddmb:Jni (またはxulceeni) tudaccini丸木舟のふちを(または両舷の聞

の横木を)かれはつつばらせる。

tuddauccee-ni v. [perf. tuddautaxa-ni] つっかい棒をして(そのままにして)し、

る dugba mooJi tuddaueeeeni家を棒で(家人が)つっかい棒をしてある。

tuddauri-ni v. [perf. tuddauxa-ni] つっかい棒をする saambatuddaurini.さ

かなを干す掛け木にかれはつっかい棒をする。

tudd G s.くままつりの際に立てる二本のふとい長いはしら(くまのあたまとしり

をこの二本に結びつける)。

tugbi-ni v. [perf. tugbux~-ni] おと(落)す，おろす，う(生)む(人間については

いわなし、)，ほ(彫)る drop， breed， carve: n却 taimambakkabi tugbini.地

へ自分のふたまた手袋をかれは落す。 / looxombi tugbini.自分の掛けたものを

かの女はおろす。 /tamambani tugbiniかれ(売る人)はその値段をさげる。

/ moowo tugbini.立木をかれはたおす。 / 1]ojokkoo tugbini.たまごをそれ

は生む。 /gasa tugbini.烏が生む。 / iw~b tugbini.めす犬が生む。/

sabukkoo tugbumi andusiniかれは(食事の)はしを彫ってつくる。

tugbθθ'nJi-ni v. [perf. tugbθθcci-ni] 売り手にねだんをさげさせる gaJi nari 

tugbθθnJini.買い手が(売り手に)値をまけさせる。 U

tugbu s. [acc. tugbθθ] 彫ってつくった食事のはし (sabuu) のくさり。

tugbuccee-ni v. [perf. tugbut~x:J-ni] おとして(またはおろして) (そのままにし

て)いる tarinari maurree tugbueeeeni目その人は(高いところへ干しておい

た)さけの背の肉片をおろしである。

tugbucCi-ni v. [perf. tugbucix:J-ni] 値切っている tamambanitugbuceini.そ

のねだんをかれは値切っている。
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tugbujJi-ni NU v. [perf. tugbudux;J-ni Nl おろす，さげる t;Jtukki

tugbujJini. (掛けて干してあった)自分のきものをかの女はおろす。 NU

tugbulisi-ni v. [perf. tugbulici-nil 何度もおろす uikki looxombi tugbulisini. 

上へ自分が掛けておいたもの(たとえばたくさんのmauri)をかれは何度にもお

ろす。

tugbulli-ni v. [perf. tugbulux;J-ni] おとしはじめる。

tugd;J 1 s. [acc. tugd881 あめ(雨)-rain. 

tugd;J 2 NGJ s. [acc. tugd;J;J N] やまねこ(野生となかいやじゃこうしかを食う)

OJ 

tugd;Jlli-ni v. [perf. tugd;Jlux8-ni] あめがふりはじめる。

tugd;Jucikku s. [acc. tUgd8ucikkθθ1 ，tugd;JUCUU S.かさ(傘)-umbrella. 

tugdub s. [acc. tugdubmb;J] まるきばし(丸木橋)一 logbridg巴.

tugJee-ni v. [perf. tugd;Jx;:J-nil あめがふるー rain:tugd;:J tugJeeni.あめがふる。

/ boo tugJeeniあめがふる。

tu1J白-ni v. [perf. tudaxa-nil (聞になにかをはさんで)つつばらせる(ー箇所を)
ugda xulceeni tUJ]eeni.丸木舟の両舷の聞の横木をかれはつつばらせる。

tukk;:J s. [acc. tukk;Jmb;:J] くままつりの際女がたたいて鳴らす生木(切りたての

木):tukk8mb8 lokkeeni くままつりでたたく木を人がつるす。 / tukk8mb8 

duxinJiniくままつりで木をかの女はたたく。

tukki-ni v. [perf. tuux;:J-ni] お(落)ちる，たお(倒)れる，ころぶー fall，fall 

down: uiccuu tukkini.上からそれは落ちる。 /kθrθ，ktθbitukkiniおれの歯

がぬける。 /moo tukkini.木がたおれるロ /nari tukkini.人がころぶ。

tukkθθJ s.たき(滝)。

tukpa 0 s.いつも通るみち・ ulaatukpaniとなかいのいつも通るみち。

tukp;J s. [acc. tukp8mb;J] くぎ(釘)一 nail.

tukp;JnJi-ni v. [p巴rf.tukp8cci-ni] 1.打ちこむ(くぎをっちで)，くぎをうつ-

nail: tukp8nJi tukp8nJini.くぎをかれはうっ。 2.芽を出す orokto (または

orokto t;:Jkk8ni) 此戸nJini.草が(または草の根が)芽を出す。

tuksa s. [acc. tuksaa] うさぎ一 har，巴 tuksa putt;J私生児。

tuksakcee-ni U v. [perf. tuks且ktaxa-ni] はしりまわる。

tuksaska s. [acc. tuksaskaa] うさぎの(毛)皮。

tuksaujJi-ni v. [perf. tuksauduxa-ni] 自分の家へ走らせる。

tuksauri-ni v. [p巴rf.tuksauxa-ni] 走らせる(たとえば，となかいを走らせる，た

だしそりはそれだけでは走らないからそりを tuksauriniとは言わないという)

ulaaJi tuksaurini. (競走で)となかいをかれは走らせる。 /tari nari ulaaJi 
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tuksauriniその人は(競走の際大変はやく)となかいを走らせる。

tuksee-ni v. [pelf. tuksaxιI】il はし(走)る(人聞が，また，そりをつけたとなか

いが) N -run: となかいが左右の足を交互に出してはやくはしる 0:nari 

tukseeni.人が走る。 N

tuk幻 s.[acc. tuks;J;Jl通訳-interprcter. 

tuks;J r8_ii u s他人の悪口を言いふらす人。

tulci-ni NO v. [pcd'. tulCixa-nil わけのわからないことを言う(死にかけている人

や酒によった人が)(また妖怪(司mba)が入った人が 0):soktowocci tulcini. 

かれは酔ってわけのわからないことを言う。 N

tubcci-ni v. [pcrf. tubCix;J-nil とりつけている 丘dulleetul8ccini. (さかなを

とる)あみをかれは入れている(とりつけている)。

tubcIj]i-ni v. [perf. tul;:Jcidux;:J-nil とりつけをくりかえしてなおす。

tul8gd;J s.刺し網漁(川や湖でさけ・ます・よあかし・ふな・うぐいをとる)

tubgd8 aduli刺し網。

tubjJi-ni v. [perf. tul;:Jdux;:J-nil とりつけてもと通りにする adulibi tubjJini自
分の(さかなをとる)あみをかれはとりつけてもと通りにする。

tullee s. [acc. tulleepgl そと ut8 tulleeni戸口のそと。

tullee-ni v. [pcrf. tubx;J-nil とりつける xulcee tulleeniふねの横木をかれは

とりつける。 /adullee tulleeniあみをかれは入れる(刺し網をする)。

tulpi s. [acc. tulpimbal うたの発声 tulpiniajaかれのうたの発声はいし、(うた

のことばがはっきり聞こえる)。

tulukpin]i-ni JU v. [perf. tulukpicCi-nil 片足とびをする(こどものあそび)。

tuma s. [acc. tumambal ラオ(きせるやたばこパイプ (moomoo)の中間部の管)。

tum:-J num. [acc. tUll1ll1;:J;:Jl 万 ten thousand: dθθ tunw二万 twcnty 

thousand /‘iOUlI tUllW十万 hundrcd thousand. 

tUll1nJl-lll v. [pclf. tUlllux;J-nil たたむなどしてかたづける ac/ulibi tumminiか

れは自分の魚網を乾いたあとたたんでかたづける。

tumuJJi-ni v. [pclf. tUll1udux:-J-nil たたむなどしてもとの状態にする。

tund丘 num.[acc. tundaal 五，いつつ-fivc: tund丘tunda]ibθθXθnl.いつつず

つかれはくれた。 / tun]ee-ni五か月め(妊娠や生後の月数)一 fifthmonth / 

tundalta adv.五回← fivetimes / tundattUJ)asa num.五つ全部。

tundaduo num. (acc. tUlld丘doowo] 五十 fifty: tundadoowo bθθru.五十個く

れ。

tUJ】inJi-ni 0 v. [pclf. tunicci-nil 手をつく(すわっていて立っときとか疲れたと

き)。
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tUI]a s. [acc. tUI]I]aa] くわ(鍬)-hoe [(<ア tonka)<日とうぐわ(唐鍬)J。

tUI]dJ NJ s. [acc. tUI]dJJ N] ゃなぎ。

tUI]J s. [acc. tUI]JmbJ] むね(胸)-chest (breast). 

TUI]gukkd s.人名(男，Naiputunneeni氏族，大川三郎氏の父)，

tupi s. [acc. tupimba] つば(唾)-spit (spittle). 

tupicCi-ni v. [perf. tupiCixa-ni] つばをはく， (人へ)かける(何回も)。

tupinJi-ni v. [perf. tupicCi-ni， conv. pば tupikkacci] つばをはく-spit. 

tuppa U s. [acc. tuppaa] (日本の)はなふだ。

tujJ，戸e-nL U v. [perf. tuppaxa-ni] (日本の)はなふだで遊戯する tup戸田u.は

なあわせをしよう。

tupuliffi-ni v. [perf. tupuliduXJ却] 引き抜いてもどす。

tupulli-ni v. [perf. tupulixJ-ni] ぬ(抜)くー drawout， pull out: kucigJmbi 

tupulixJni.かれは自分の小万をぬいた(さやから)， / I]aalikki tupullini.かの

女は自分の手からはずす(指輪を)， / illuuxambi tupullini.かれは自分が立て

たものを引き抜く。

turaccee-ni v. [perf. turataxa-ni] あけて(開いて)おく saaldabituracceeni. 

かれは股聞をあけたままいる。

turacci-ni v. [perf. turaCixa-ni] あ(開)けている(何回も)。

turJskJ s. [acc. turJskJJ] 長ぐつの胴(ごまふあざらしの当歳のものの皮を用い

る)。

tun s. [acc. turree， all. turitJi] まめ(豆)-bean. 

turpanJi-ni v. [perf. turpacci-ni] なかまで入らず外側でとまる・ moicca

muxalini turpanJini鉄砲のたまが表面でとまりなかへ入らない。

turree-nL v. [perf. turaxa-ni] (聞を)あ(開)けるー open:isalbi turreeni.か

れは目を大きく開ける。 /puut姐 mbaturreeni.かれはふくろをあける。

tUSlgJ N s. [acc. tusigJmbJ] ，tusee J s.みさき(岬)(海，川，湖の)-cape. 

tuttaun-nL v. [perf. tutt昌ux昌ーni] にがす ulaabituttaurini固かれは自分のとなか

いをにがす(そりから落ち，となかいがそりを引いて行ってしまうようなとき)。

/ I]ind昌bituttaurini.かれは自分のいぬをのがす(いぬがあばれて手からはず
れ)。

tuttuiccee-ni v. [perf. tuttuitJxJ-ni] 動きたい(たとえばねている病人が)。

tutuu s. [acc. tutukkθθ， all. tutuutJi] 陰茎 pems. 

tuucCi-ni v. [perf. tuuCixJ-ni] くまなどが出るのを待っている，けだものを待ち
ぶせている。

tuuffi-ni v. [perf. tuudux;J-ni] おりる.(日，月が)おちる-come down， 
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descend， (the sun， moon) set: jX}isJi tuuffiniかれは(山から)下へおりる。

/ suun tuuJ]ini.日がおちる。 /suun tuuJ]IJ]eeni日の入る方，西。

tuulci s. [acc. tuulcee， all. tuulcitai， tuulCitJi] ゆりかごや嬰児篭のあたまのと

ころのほろのわく(アーチ状，ゃなぎやわかい白樺などの枝でつくる，これにきれ

をかける)。

tuulJ S.そと utJ tuubni戸口のそと。

tuuli GJ s.さけやますの海にいるもの GJ.産卵のため川に入ったばかりのもの

(若いもの) J (卵をもったままの魚 (xairimJgdJ SUI]d.且tta)G): tuuli伺 rθ 上

記時期のます NJ/ tuuli dawa (またはnaldumaまたは X句θ) 上記時期のさけ(ま

たはいとうまたはあめます)J. 

tuumJ G s.ベにます tuumJθθrθ さくらます(歯が長し、) N. 

tuunJsi-ni v. [perf. tuunJci-ni] なんどもころぶ tuunJpub poktoなんどもこ

ろんだみち。

Tuuni s.人名(男.Naiputunneeni氏族，中川カヨさんの兄)。

tuur;J s. [acc. tuurr;JJ] となかいや他のけだものの頭がつくくびの骨。

tuuTIcci-ni NU v. [perf. tuuricixJ-ni N] ねらっている moiccambi

anapoocimi tuuricCini.自分の鉄砲をためしうちしてかれはねらっている。 N/

gass制 tuuriccini目とりをかれはねらっている。 N

tuurn-nL v. [perf. tuurix;-J-ni] ねらう aim: g昌ssaamoiccanJi tuurrini.鳥を

鉄砲でかれがねらう。

tuuru s. [acc. tuurrω， all. tuurutai] 神柱(亙事のため戸外に立てた柱，落葉松，

えぞ松を使い，人間の顔を東面 (suunjee)に彫り，その上に頭のある木弊

(ebuski illau)をつける，顔の下の枝は手にっくり，これに木弊をつける，これ

らの上の枝葉はそのまま，手から下は樹皮をとる，はじめて亙者となるとき立て

るが，病人のある家のまえにも立てる，飛んであるく妖怪(昌mba)や渡り鳥が人

体に止まってやすむと病気になるのでこれに止まらせる)ー ritualpillar outside 

the house. 

tuuruw呂 s.何cc.tuuruwamba] 頭のある木幣 (ebuskiillau)にそえる若木の棒

(神像のつえであるという)。

tuusi s. [acc. tuusimbJ] (トランプの)ふだ番号の 1[<ロ τ')'3J. 

tuussi-ni v. [perf. tuusixJ-ni] 小万と小万をすってとぐ-sharpen 

tuw昌 s. [acc. tukk制]渡り鳥のからす(三月ごろ来て九・十月ごろ去る J)(karr 

k昌rrのように鳴く)-a specics of crow (migratory): tuwa beeni三月一

March. 

tuWJ 1 s. [acc. tuw;-Jmb;J， pl. tUW;Jil] ある人に対して，母の姉妹の子(その人と
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~pnneem 舟でかれは行く。

ugd;];] a.よわ(弱)い weak， s. facc. ugd;]kk;];]]: ugd;];] nariよわい人間(人

にまけるような，あるいは，はたらきたくないようなん

uiccee-ni v. [perf. uit;]x;]-ni] しぼっておく uitt;]uriillauしばっておくけずり

花。

uicci-ni v. [perf. uiCix;]-ni] 多くの箇所をしばる。

uiJ]叩 iv. [perf. uidux;]-ni] おく(送)る(人にもたせて)-send: d;]p戸e

uilJiniたべものをかれは送る。 / tari nari ;]ipJini uidduその人の姉さんに
もたせてやれ。

uibkku s. [acc. uil;]k印刷しごと(仕事)-work. job. 

uibnJee-ni v. fperf. uil;]nd;]x;]-ni] はたらきに行く。

uillee-ni v. [perf. uil;]x;]-ni] はたらく，しごとをする(自分の漁労，狩猟は uillee

といわない)-work: sisamba uilleeniかれは和人のしごとをする。/

uibkkθθ uilleeni目かれはしごとをしている。

Uilta s. [acc. Uiltaム Uilt且mba] ウイルタ人(オロツコ人)-Uilta (Orok). 

uiltadairi-ni U v. [perf. uiltadaixa-ni] ウイルタ請で話す (uiltabs;]Jini 

b;]nJini)。

uin;] 1 aつないである uin;]IJindaa CiinJini.つないであるいぬをかれはといて

はなす。 / tari I]inda uin;].そのいぬはつないである。

uin;] 2 s. [acc. uinn;];]] たば(束)(干したさかな (bukpaa、m且uri)などの): 

saI]na uin;]ni葉たばこをたくさんしばったの。

uin;]u s. [acc. uin;]此θθ] いぬを(一匹)つないでおくところ I]indauimuni ~、

ぬのつなぎ場。

uipt;]I]i U s.なわかひもでしっかりしばったもの。

uiru NJ s. facc. uirrθθ， all. uirut;]i N] 海岸の林とさらにその背後の林との開

の土地。

uisi-ni v. [peげ.uiei-ni] 音がしている，な(鳴)る-ring: kOI]gokto uisini.すず

が鳴っている。 / cooraa uisini.となかいのくびのすずが鳴る。

uit;] s. [acc. uit;]mb;]] ひじ(肱)-elbow. 

uit;]llee-ni NG v. [perf. uit;]bx;]-ni] ひじで突く xauneeuit;]ll;]ukkit;]mi.う

るさいな，ひじでついてやるぞ。 U

uztur;] s. facc. uztUrF;];]] ことづけてやるおくりもの(たばこや麦粉など，たとえ

ば離れて住む親におくる)。

ujalli-ni v. [peげ ujalixa-ni] いじる alukkubi ujallini.自分の茶碗をかれはい

じる。 /ojoskombiujallini.自分の荷物をかれはいじる。
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tuW;] 

u 

ubuu s. [acc. ubuumb;]] わけまえ(たとえば食べものの)-share: mini 

ubuumbiおれのわけまえ/ tarinnee ubuuniその人のわけまえ。

udala s. [acc. udalamba， udallaa] かえる(蛙)-frog. 

udama a初産の; s. [acc. udamm剖]: udama ;];]kt;]お産がはじめての女/

udam且 putt:mi初産の(男または女の)子。

udd;];]I]g;] G s.頭脳がよい m出 taaUdd;];]I]g;] nari大変あたまのいい人。

ud;]-ni s. [acc. udd;];]-ni] (ある場所の)あたり，近辺 xulda biini ud;]ni箱の

あるあたり /moo taldaani ud;]ni木のまんなか辺 /xai udd;];]ni 

I];]nnθθsee. (けさ出立した人が)どの辺をいま帰っているところかしら。

ugda s. [acc. ugd剖] まるきぶね，ふね(少なくともかつてはウイルタ自身はつく

らなかったという)-dugout.加at.ship: Gil;];]Ji ugdaニブ、フ人がつくったの

を買入れた舟/KuujiJi ugdaアイヌ人がつくったのを買入れた舟/ ugdaJi 

同世代の)-cousin. 

tuW;] 2 adv.ふゆ(冬)一 inwinter: tuW;]d;]b;] biini.冬までかれはいる。

tuw;]d;] s. [acc. tuwddd;];]] 冬の居住地(円錐形家屋があり，狩猟をおこなう)。

tuwdd;]kku s. [acc. tuW;]d;]kkθθ] 冬の居住地。

tuw;]lJee-ni v. [perf. tuW;]d;]x;]-ni] 越冬する tan nan白dutuw;]J]eeniその

人はそこで冬を越す。 U

tuw;]lJi-ni v. [perf. tuW;]dux;]-ni] 冬がめぐって来る。
tuw;]mJi s. [acc. tuW;]mJee] 北風(北西風 G，北風 (toI]dotuw;]mJi) J)，やまか

ら海岸へ吹く風-north wind: tOI]do tuw;]mJi北風 (doroJ]eeから吹く) J/ 

mokeuu tuw;]mJiややそれた北風(これはまれにしか吹かないという) J. 

tuw;]ni s. [acc. tuW;]nnee] ふゆ(冬)-winter: bii j;];] tuW;]nnee 白du

bieeimbi.わたしはこの冬そこにいた。

tuW;]FI a.冬の tuw;]riduxu冬の家/ tuw;]ri natta冬の毛皮。

tuwweekk;] G s.しぎの一種 (tuwweetuwweeと鳴く，食用)(tuwweetuと同

じ烏， Gはこの語を使わず，tuwweekk;]と言うという)。

tuwweetu NJ s. [acc. tuwweenθθN] しぎの一種。

tuX;] s. [acc. tuXX;];]] あざ(目の下の tUX;]はいつも泣く(不幸)という)ー

birthmark. 
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町ji-ni v. [perf. uixo-ni] しばる，むすぶ，つな(繋)ぐ tie， fasten， bind 

ulaaba uix~ni となかいをかれはつないだ。 /puutaa al]maani ujjini.ふくろ

の口をかれはくくる。 /umulbi uixoniかれはおびをしめた。 /uttabi 

Sθθ，ksθθ'ni ujjini.自分のくつのひもをかれはしばる。 /mOl]okkeeni illaunJi 

ujjini. (病人の)くびを削りかけでかれはしばる。 / uipull~o atuxani.結ばれ

ているのをかれはほどいた。

ujuu a.生きている-alive: s. [acc. ujukkθθ， ujuumbo] :旬uunbiini.かれは生

きている。 / ujukkθθ g~lleewi. わたしは生きているのをほしいロ

uJoo N s. [acc. uJ~kk~~] ， uJ~go G S.， uJee J s.じゃこうしかー muskdeer. 

u]Ji-ni v. [perf. uJíx~-ni] ゃしな(養)う，そだ(育)てる，飼養する一 feed， bring 

up， raise， rear: puttobi u]Jini自分の子をかれはそだてる。 / ulaaba (または

。indaaまたはbsbo) ujjini.となかいを(またはいぬをまたはねこをけれは飼
ヲ。

ukとis. [acc. ukcee， all. ukcít~i] かかと heel: b~gJi ukCini足のかかと/ utta 

ukciniくつのかかと。

ukkiccee-ni v. [perf. ukkit~x~-nil 言おうとする(たとえば，吃音者が，またはい

ま言おうか言うまいかと思案の末言う人が)。

uksara NGJ s. [acc. uksarraa N] しまふくろう(食用，羽角(みみ)がある) G 

-owl. 

uksi NJ s. [acc. uksimb~ N] はれもの，できもの(ひとつだけ大きくできる，目

にもできる)。

uksi-ni v. [perf. uksixo-ni] しめ(湿)るー becomedamp: uksíx~ upa湿った粉

/ t~tuw~ uksini.きものが湿る(湿ってかびくさくなる u)。

Uktai G s.幌内川下流右岸の水系のー支流。

ukt~ s. [acc. ukto~] 陰部(男女の)。

uktulli-ni v. [perf. uktulixa-ni] ぶつかる，ぶつける，ふ(触)れる-collide， 

bump against， touch: mootoi uktulixambi.おれは木にぶつかった。 /Jilibi

uktulixaniかれはあたまをぷっつけた。 /naritai uktullini.人にかれはさわる

(またはぶつかる)ロ

uktussi-ni v. fperf. uktusuxa-nil ぶつかる，ぶつける(何回も):uktusumi 

s~rruuccíní なんどもぶつかってかれは目をさまさせている。

ulaa s. [acc. ulaaba， pl. ulaal] 飼育のとなかい-domestic reindeer: ulaakki 

biini となかいの背にかれはのっている。 /ulaaluとなかいを所有する。

ulaaska s. [acc. ulaaskaa] 飼育のとなかし、の皮。

ulaatta s. [acc. ulaattaa] 飼育のとなかいの皮。
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ulacci-ni v. [perf. ulaCixa-ni] 水にひたしている mθθIθi ulaccini.水にかの女

はひたしている(凍ったものやかわいたものを)0/ sUl]ucci sUl]dattaa 

ulaccini.凍ったさかなをかの女は水につけている。

ulakta G s.氷のはった川のまだ氷のはっていないところ(あな)(流れのはやいと

ころ)。

ulaktalduu GJ s.かわがらす。

ulaptau G s.かわがらすロ (ulaktalduuとも言うとしづロ)

ulaptuccee-ni G v. [perf. ulaptutaxa-ni] 水へあたまだけ入れているロ

ulbaaxu s. [acc. ulbaaxxoo] 下着，シャツ(男子用と女子用とある)-shirt [< 

ロ py6axaJ. 

ulda s.: ulda ura-ni [acc. urraa-ni] こけももの (siduxu)類の一種(低木)，そ

の実。

uld;mJi-ni v. [perf. uld~cci-ni] ぬ(縫)う(運針縫い)-sew. 

ulduni s. [acc. uldunnee， all. uldunitai] ゆりかごをつるすつな(あざらしの皮

製)。

uldura s. facc. uldurraa] いちごの一種，エゾイチゴ(はまいちごJ)。

ul~kt~ s. [acc. uloktoo] (魚の)腸。

ulil]g，且 a. ~、し、- good， s. [acc. ulil]gaa]: ori totuw~ (またはbusu) ulil]g，且.こ

のきもの(または布)はいい。 /ulil]ga biiniいいのがある。 / ulil]ga osini 

よくなる(たとえば病気が)0 / ulil]gaJiよく /ulil]gaJi buu(su). (皆さん)お

達者で(旅立つ人が言う )0 / ulil]gaJi l]~nn~u. 御無事で(旅立つ人へ言う)。

ulil]g，丘ktau s.よいもの，いきのよいもの po~t~ ulisoni ulil]gaktaniあざらし

の肉のいきのいいのロ

u lis~ s. f acc. u líss~o] にく(肉)一 flesh ， meat 

ullee-ni v. [perf. ulaxa-ni] ひた(浸)す soak something: mθθ'kki ulleeni.水

へかれはひたす。

ulli-ni v. [perf. ulixo-ni] (なにか振ったりして)あいず(合図)する ugdaa 

ullini.ふねにかれは合図する。 /pθIkkeJiulliniてぬぐいでかれは合図するロ

/ l]aali]Ji narree ullini.かれは自分の手で人に合図するロ

umbθθ，kkiccee-ni v. [perf. umbθθ，kkit~x~-ni] 言わせようとする。

umigacci-ni v. [perf. umigaCixa-ni] 茶をのみながらなにかをする:

umigacimari t~olu l]uccici 茶をのみながらかれらはむかしぱなしをしている。

uminacci-ni u v. [perf. uminaCixa-ni] 飲みつづけるロおかわりして飲む。

ummi-ni v. [perf. umixa-ni] の(飲)む drink: ummu.飲め(酒を)0/

mθθWθ ummznt.水をかれはのむ。 /sal]namba ummini.たばこをかれはの
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む。 / oktoo ummini.くすりをかれはのむ(錠剤でもいう)。

ummoocci-ni U v. [perf. ummoocixa-ni) 飲まされる(何回も)0

ummoon]i-ni NU v. [perf. ummoocci-ni) 飲ませる，飲まされる。

umul s. [acc. umulb昌lおぴ(帯)-belt， girdle. 

umulbi臼 NJ s. [acc. umulbitta昌 N] おびをしめる体の箇所(胴のまわり)

(XJI]gJ)Jをさす U)。

umullee-ni NG v. [perf. umulax昌司1] おびをしめる。

unJ s. [acc. unnJJ) 風よけ(むしろ (musuri)，古くは魚皮に棒がついたもので，

これを家屋の煙出しの風上側に立てかけて風の吹きこむのを防ぐ，その棒を動か

して置く位置をかえる)。

uni s. [acc. unnee， all. unitai) かわり11)一river:Daaji uni幌内川 J

umg.且 N s.何cc.unigamba) ，unee J s. [acc. uneemb昌l小さい川，大きな川
に流れこむ小さしリ11-st陀am，brook: unee d剖m 大きな川や湖に入る小さい川

の口 J.

Unigara s. [acc. Unigaramba] 小川明氏のウイルタ名。 1958年北海道に移住。

unigJcCi-ni v. [perf. unigJCixJ-ni) 二つを合わせてくらべ大小などをみる

conform， compare: jJIJJ unigJcimi如 dupumi]okkini.これにあわせてつく

ればそれは合う。 /bJjjJJri unigJCigJCiかれらは自分たちのからだ(の大き

さ)をくらべた。

unigJllee-ni v. [perf. unigJbxJ-ni) 二つを合わせてくらべ大小などをみるー

conform， compare: I]oniptai unigJlleeniたてにかれはあわせる。

umgJn N s. [acc. umgJrree) ，uneen J s.ほし(星)-star [cf.ニ yHby刊.

un]i-ni v. [perf. ucci-ni， conv. perf. ukbcci) い(言)う-say: narree uccini 

人のことをかれは言っていた。 /K昌miOboro umbu ri n剖上尾幌というとこ

ろ/ umusi-ni v.言いたい/umbθθn]i-ni v.言わせる。

unnee-ni v. [perf. unJxJ-ni) 鳥や野生となかいが音ゃにおいなどで気づく:

kumultJ seesiI]in]ini unneeniスキーのおとでそれは気づく。

unni-ni v. [perf. unixJ-ni) 言いに行く。

uI]duJ]ee-ni v. [perf. uI]dud昌X昌-m] 打撲傷をうける， うちみになる tuumi

uI]dudaxaniころんでかれはうちみになった。 /bJgJibi uI]dud昌xani.おれの

足が打撲傷をうけた。

uI]dulli-ni v. [perf. uI]dulix昌司i] うつ(うちみになる)・ tuumiuI]dulliniころん

でかれはうちみになる。 /tari nari bJg]ibi uI]dulixaniその人は自分の足を

うった(うちみになった)。

UI]JjJJ s. [acc. uI]JjJJmbJ): xotto uりのIJJmまちのおもだ、った人(えらい人，い
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い人)。

uI]n昌lJ]ee-ni v. [perf. uI]n昌d昌X昌司1) いき(鮮度)がわるくなる sUI]datta

uI]n昌d昌X昌ni.さかながいきがわるくなった。

uI]n昌lli-ni v. [perf. uI]nalixa-ni) いき(鮮度)をわるくする sUI]datta昌

uI]nalix昌m さかなをかれは(ほっておいて)いきをわるくさせた。

U I]I]aikka s.人名(女，Wa昌leetta氏族の生まれ)。

upa s. [acc. upamba) むぎこ(麦粉)-flour 

upei-ni v. [perf. uptuxJ-ni) 言われる，言える・ tJddJJuptuxJni言わないつも

りでいたことをとうとう本当に言ってしまった。/却iddaacipal upCini.なん
でもみんな言える。

upp.且kta G s.木の上につもった雪:封印JI]iuppaktani maI]ga Jsiw I]JnnJJ. 
きょうは木につもった雪がひどく，わしは行かない。

ura s. [acc. urraa) しり(尻)-buttock，ふねのとも ugd.且 uramふねのとも。

urai U s.ゃな(梁)[<ア urayJ 目

urJktJ s. [acc. urJktJJ) ゃなぎの若い木，若いえだ。

urJmJ s. [acc. urJmmJJ) ものを背負う用具，しよいこ(細い棒を皮ひもで結わ

えたものや板をつかったものがある，これににもつをつけて背負う)。

urJndJ JU s. [acc. urJndJJ U) 脊髄(魚のsJJriやとなかい・あざらしの

niriktaのなかの)。

uri NGJ s. [acc. urree N) 烏の一種(うぬんどり，くぴが長く，色はS丘町i，

nUI]n昌に似る N. ひめう食用 G)-cormorant [<ア urirJ. 

uriski U s. [acc. uriskee) ほしいし、(干飯)(水にひたして食べる):uriskee 

dJptuXJpu.ほしいいをぼくたちは食べた。

urittJ NGJ s. [acc. urittJJ N) 魚のはらの部分(白し、)。

urpi-l】iN v. [perf. urpixJ-ni) . ulpi-ni U v.ぬ(縫)う-sew: urpuri裁縫

N -scwing / ki臼an]iurpuri裁縫，針仕事 N-sewing， nccdlcwork / 

bussoo urpini.きれをかれは縫う。 N/n昌tt昌昌 urpini.皮をかれは縫う。 N

urpitJ s. [acc. urpittJJ) 縫ったあと(縫ったいとのめ)。

urree-ni v. [perf. urJxJ-ni) 発育する (daajiosini) -grow: puttJ urreeni.こ

どもが育つ。 /oroktourreeni草が生長する。

urri-ni v. [perf. urix昌司i) もる(食べものを容器へ):budda昌昌lukkutaiurrini. 

めしをちゃわんにかの女はもる。 /JnukkJJ urriniなべからかの女はもる。

urruusi-ni NU v. [perf. urruuci-ni N) あつめて(まとめて)おいている:

sUI]datt昌asaan pJJjeeni urruusiniさかなをさかな干しの掛け木 (sa昌n)下に

かれはまとめておいている。 U/ moo gellθθIkkudu urruusini.まきをまき置き
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場にかれはあつめておいている。 u

ur四峰山 s.[蹴.ur四(此)kdd] コップ，グラス，さかずき-g胤叩"l:C叩[<ロ

plO雌aJ.

usi s. [acc. usimba] はたけ(畑)(ウイルタにはない)-fi巴ld(farm) . 

usinJee-ni J v. (くまを)さがしに行く:bθjθmbθusinJeewi.くまをおれはさが

しに行く。

usku s. [acc. uskun】b且] 玄関(丸太組み家屋の)。

ussi-ni NJ v. [perf. usixa-ni] 1たがやす N-cultivate， till司 2.くまをさがす J.

ussiiri-ni v. [perf. ussiix;J-ni] たづなをつける(となかいの頭部に):ul且且ba

ussllnm.となかいにかれはたづなをつける。

ut却 NGJ s. [acc. ut剖 mbaN] (魚の)胸びれ G

utaaptu s. [acc. uta且ptumba] くつのなかご(くつのなかにはく，布製または毛皮

製)。

utaripu s. [acc. utaripumba] はまなすの実。

【JtasiJ s.オタス(敷香の)(地名)。

ut;J s. [acc. utt;J;J] とぐち(戸口)，家の出入口，と(戸)，とびら(布，なめし皮，

むかしは魚皮でつくる)-doorway， door. 

ut;Jllee-ni G v. [perf. ut;Jbx;J-ni] 戸をつける。

utta s. [acc. utta且]獣皮製長ぐっ，くつ(靴)-boots， shoes 

utulli-ni v. [perf. utulixa-ni] わかる，できる-understand， can: x且lW且ddaa

とipalg;J;Jm utullini.なんでもみんな全部かれはわかる，できる。/

瓦且iwaddaaandumi utulliniなんでもかれはつくれる。 /Sisa k;Jss;J;Jni 

utullisii.日本語がきみはわかるか。

utumuu s. [acc. utumukkθθ] うなじ(えりくび)。

uu adv.ほおずりするさま ;Jnn;Jmb;Juu.お母さんにほおずりして (kθmmθU)

にどもへ言う )0 / uu osu.ほおずりして (kθ'mmθU)(こどもへ言う)。

uuccee-ni v. [perf. uutax且-ni] 乗っている ula且du (またはugd且du)uucceeni. 

となかいに(または舟に)かれは乗っている。

UUJ;Jd G s.人名(男)。

uuffi-ni v. [perf. uuduxa-川それまで乗っていたふねやそりにまた乗る。

uulasi-ni NU v. [perf. uulaCi-ni Nl 立木から樹皮 (xur丘kta)をは(剥)いでい

る talloouulasini.樺皮をかれははいでいる。 N

uullee-ni NU v. [perf. uul且X且ーniN] 立木の樹皮をはぎに行く。

uundaffi-ni G v. [perf. uundaJixa-ni] たとえば仲間がおきわすれて行ったものを

やらずにほっておく。

uunJi-ni 1 v. [perf. uucci-ni、conv.perf. uukbcci] と(溶)けるー m巴lt:

slm且tt且uunJini.雪がとける。 /dausu uucCini.塩がとけた。

uunJi-ni 2 J v. [perf. uunJix;J-ni] と(溶)かす dukk;J;JuunJix;Jni.氷をかれは

とかした。

uUI]ginni-ni v. [perf. uUI]ginix;J-ni] 火にあたりに行く。

uUlJgisi-ni v. [perf. uUI]gici-ni， conv. perf. uUI]gig;Jごとi] あたたまっている，か

らだをあたためている:臼wataiuUI]gisini.かれは火にあたってからだをあたた

めている。

uun/ee-ni v. [pcrf. uUI]daxa-ni] 乗りに行く。
uふと乱niJ v. [perf. uupaCixa-ni] ふねになんども乗ったりおりたりする

laat且uup.且ccini.波が舟になんどもかぶさってくる。
uuri-ni v. [pcrf. uux且-ni] の(乗)る-ride， mount: ulaatai uuriniとなかいへ

かれは乗る。 /oksootoi uuriniとなかいぞりへかれは乗る。 /ugdat出

uuriniふねへかれは乗る。 /uumusi-ni v.乗りたい/uuwoonJi-ni v.乗ら

せる。

uut;J;Jmi G s.えぞ松や落葉松の樹皮でまわりを張った丸小屋(円錐形家屋)。

uuwu s. [acc. uukkθθ] 上 [ant・p;Jduu]:θtuu uuwu一番上/uukkθθ 

dap戸emかれは上の方をとる。

uuwwi-ni v. [perf. uuwuxa-ni] 乗せる。
uwwee s. [acc. uwweepd] 上の方一 upside [ant・p;Jffee]:uis;Ji上へー up.

w 

W且 int.わっ(ころんだときなどに言う):附 ollounJiwani目わっ，びっくりさせる

こと。

wa昌tjiccee-niv. [perf. w且且Ijitaxιml (獲物を)とりにかかっている。

waaiJee-ni v. [perf. w剖 d且xa-ni] ねだる ;Jnimbiwa且iffeeni.自分の母親にかの

女は(買ってくれと)ねだる。 /w且制且d白且抑mlg;Jμ;Jlle白e叩I
W昌且kku s. [何ac∞c.w昌昌kkoo叫] (猟で)いきものをとる場所。

Waald且 S 人名(男，Muig;Jtt;J氏族)。

W且且li s. [acc. waallee] えもの(獲物)(けだものや魚)-gam巴 w且且llee

W且arini.えものをかれはとる。

W剖 limacci-niU v. [perf. w剖 limaCixa-l】i] 互いに戦争する。
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Waa(l)leetta s.ウイルタ族の氏族の一つ， 日本姓は山川 clan name. 

waalli s. [acc. waallee] 戦争一 battle，war: waalli poroxootu(ni) 軍艦一

warship. 

waalli-ni v. [perf. waalixa-ni] 戦争する fight 

waand丘kku s. [acc. waand且kkool かつぎ、棒 waand且kkumooかつぎ棒。

waanJee-ni v. [perf. waandaxa-nil かつぎ、棒で肩にかつぐ(ふたりが一本の棒で

かつぐ):mooJi waanJeeni.棒でかれはかつぐ(自分の肩にmuir;;!J]i

waan)eem)。

waannau1fi-ni v. [perf. waannauduxa-ni] もとのようにつるす(この語は伝承さ

れた即興歌 (X;J;Jg;J)にある)。

waannauri-ni v. [perf. waannauxa-nil つるすにの語は伝承された即興歌

(X;J;Jg;J)にあらわれるという):mookki waannaurini木にかれはつるす。

waa在Jee-niU v. [perf. waaI]ぬxa-ni] 猟に行く p;J;Jtt;J;J waa1Jfeeniかれはあ
ざらしをとりに行く。

waapCi-ni v. [p巴rf.waaptuxa-ni] (獲物が)とれる w，却ptainiaj却.それがと

れるといいな。

waapiccee-ni NU v. [perf. waapittaxa-nil かついでいるロ

waapinJi-ni v. [perf. waapicCi-ni] 肩にかつぐ-shoulder. 

waari-ni v. [perf. waaxa-nil 1ころ(殺)す， とる(けだものやさかなを);2けが

をする-kill弓 catch (beast， fish); get hurt: naatai waarini地(の神)へかれ

は(となかいを)殺してささげる(病気をなおすため)0 J /以下の例はすべて N caa 

narree waariniその人をかれは殺す。 /sUI]dattaa waarini.さかなをかれは

とる。 /m;J;Jpi waarini (かれが)自殺する/m;J;Jpi waawuri自殺 suicide 

/ bii waaxambi.おれはけがをした。 / I]aalibi waaxaniかれは手にけがをし

た。

Waasi G s.カラフト対岸の地名(間宮林蔵『東縫地方紀行』にワーシとあるア

ムール)11 i可口右岸の地点だろう)。

Waaska s.人名(男，Muiptt;J氏族，亙者)。

waatu G s.くまをとるとき使う猟具(仕掛け弓の一部 J)。

waawoonJi-ni v. [p巴rf.waawooeCi-nil 殺される，殺させる be killed， make 

one kill: caa narree waawoonJini.その人を(またはその人に)かれは殺させ

る。 / caa narree j;J;J narree waawoonJini.その人にこの人をかれは殺させ

る。 / ;Jri nari caa naridu waawoonJini.この人がその人に殺される。

waごとi-ni v. [perf. w丘ccixa-ni] けんかする。

wakkallee-ni JU v. [perf. wakkal且xa-ni Ul ひねくれる(たとえば，ものをやっ
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ても受けとらない):wakkalam I];Jnux;Jni.ひねくれてかれは帰った。 U/

sUI]dattaa ;Jccimbi bθθrθ beejini w丘kkalaxani.さかなをおれがくれてやらな

かったら(やらなかったので)かれはひねくれた。 U

waI]gai s. [acc. waI]gaiwa， waI]gakkee] となかいの不妊のめす(ふとっていて肉

がおいしし、)。

W且I]ita s. [acc. waI]ittaa] とどまっ← whitefir. 

W且p丘a NGJ s. [acc. wapakkaa N] きのこ (piiCiga)の一種(とんぶし J)(落葉

松に生じる，薬用，きずぐすりとなる J，また腹痛のとき服用し，下痢などにきく

N)。

Warabainneeni s.ウイルタ族の氏族の一つ (DaajiSθθ，ktθともいう)，この氏族

は虎 (duusめから生まれたという， 日本姓は大川 clan name. 

warinaakka s. [acc. warinaakkaal 脱走囚[<ロ BapHaKJ

warkimacci-ni NU v. [perf. warkimaCixa-ni Ul 二人がことをきめるとき，も

のを買うときなどにひとりがこう言えばもうひとりはああ言いなかなかきまらな

いでいる。

wasaa NJ s. [acc. wasakkaa] とりの一種(つる(鶴)より小さいが似ている，足

が長い J，渉禽類だろう)(おおさぎ G)。

Wasiiri s.人名(男，Sθθ，ktθの氏族，TθI]θ'peebさんの子)[<ロ BaCHJU磁力].

Wasilai s.人名(男，TaldaawuS嗣 Iktθ氏族，中川和四郎氏の父のロシヤ名)[<ロ

Bacl1Jleii. J 

Wasilaika s.人名(男，Daaxinneeni氏族，北川源太郎氏の父)。

Wassuuka s.人名(男，Naiputunneeni氏族) • niI]maaを上手に演じた。

wauワン(し、ぬのほえるこえ): I]inda wau wau guwweeni.いぬがワンワンほえ

る。

waxl s.何cc.waxxee] こけの一種(朽ちた蝦夷松・落葉松や焼けあとの地面に生

ずる)ロ

weega s. [acc. weega口lba] うずまき状曲線(刺繍文様の基本的

な型の一つ)。図 (Napka画)参照。 ~) 
Weera s.人名(女)，ウイルタ名はlambukka[<ロ BepaJ. weega 

weeri-ni v. [perf. weexa-ni] ま(曲)げる k;Jrgig;Jmb;JweerinI遊戯用の輸を

(つくるとき)かれはまげる。

wel adv.やわらかくてこわれやすいさま・ welwel occiやわらかくてこわれそう

な(たとえば，ほっちゃりのようなさかなのくさりかけたの)。

w;Jcb s.めすいぬ(おとなもこの語をつかう)。

w;J;Jd;J1fi-ni v. [perf. w;J;Jd;Jdux;J-ni] 帰るときくれて行く :bθθml 
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W;J;Jd;Jdux;;Jniかれはくれて行った。 U

W;J;Jd;JpCi-ni v. [perf. W;J;Jd;Jptux;;J-ni] なくなる一 belost， disappear: mini 

mambakkabi w;J;;Jd;Jptux;Jni.わたしのふたまた手袋がなくなった。

W;J;:Jg;J a.へた(下手)な unskilful: tari ;J;Jkt;J andusini W;;J;Jg;;J.あの女はつく

ること(針しごと)がへただ。

W;J;:Jffee-ni v. [perf. w;J;Jd;;Jx;J-ni] なくす N、わすれておいて行く u.立ち去ると
きおいて行く N-lose， leave behind: m;;J;Jn;:J mambakk且biw;;J;;Jd;;Jx;;Jniかれ

は自分のてぶくろをなくした。 N/ kucig;;Jmbi w;;J;;Jd;Jx;Jni.自分の小刀を(ゃま

に)おきわすれて来た。 u/ m;J;;Jn;J b;JldunJi w;J;Jffeeni.かれは自分のかわりに

おいて行く。 N/ putt;Jbi w;;J;Jd;Jmi I];;Jn;;Jx;;Jni.かの女は自分のこどもをおいて

行った(結婚したむすめが実家に同居していて遠方へわかれて行くときに)0 u/ 

asibi w;J;:Jffeeniかれは自分の妻とわかれる(離婚)0 N / ;;JJibi w;;J;;Jffeeni.かの

女は自分の夫とわかれる(離婚)0 N 

W;J;;Jn;J s. [acc. w;J;Jnn;J;Jl たば(束)一 bunch:bukpa且 w;J;:Jn;Jni魚のやきぽしの

たば (sinぉkaでしばる) N，やきぼしをかますに入れてしばったもの U

w;J;;Jnni-ni v. [perf. w;J;Jnux;J-ni] あげしお(満潮)になる。

W;J;;Jnu NJ s.何cc.w;:J;JnnθθNl あげしお(満潮): W;J;;Jnu x;Jj;Jniみちしお N

W;J;;Jnu)]i-ni v. [perf. w;J;Jnudux;J-ni) しお(潮)があげてくる namu (または

uni) w;J;;Jnuffini海(または)11)が満潮になってくる。

W;;J;;Jr;:J s. [acc. W;J;JH;J;J]嬬動する虫(毛虫もいう)-cate中illar:sinaktalu 

W;J;;Jr;;J毛虫。

W;J;Js;J;Jcci-ni U v. [perf. W;;J;;Js;;J;;Jcix;;J-nil 千鳥足であるく。

W;J;Jsips;;J s. [acc. w;;J;Jsips;;J;;J] スキー (kumult;;J)の上に足をくくりつける皮ひも。

W;;Jlt;;Jli G s.魚皮製のきもの(むかしの)。

W;;Jsk;;J s. [acc. w;;Jsk;J;:J] そで(きものの)。

W;;Jsku NJ s. [acc. w;;JskθθN] 木製のっち(たとえば家屋の外被にする魚皮を打

つ，打ってうろこをとる G)(このっちはこどものころはあったがその後なく，こ

の語も使わない N)。

winCiis;Jri s.薬葵をいくつも入れる銃(ウインチェスター式連発銃)-Winchester 

rifle. 
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X 

X且agbi-ni v. [perf. xaagbuxa-nil (やかんやなべを火から，ふねやそりからにも

つを)おろす t;;J;;JWW;J;J xa且gbini.にもつをかれはおろす。

X且agbucci-ni v. [perf. x四 gbuCixa-ni] 陸へあげる(何回も)。

xaagbuJ]i-ni v. [perf. xaagbudux且ーni] (なべを火から)まだにえぬのにすぐおろ

す。

xaagduJ]i-ni v. [perf. xaagduxa-ni. xaagduduxa-ni (この二形は意味が多少異

なるようである)] ふねが帰って着く，ふねから上陸して帰る。

xa且gjuu NG s.舟がいつも着くところ NG，かわうそがいつも水からあがるところ

G. 

xaagJee G S.， xaaffee NJ s.おか(陸)の方 [ant. talJeel: ugda xaaJ]eeni 

(海上にある)舟の陸の側(そちらにあざらしが現れたような場合に言う) N. 

xaagJi-ni v. [perf. xa止とi川 崎が)つ(着)く， (人的舟からおりる reach 

land， get out of a boat: ugda xaakCini.ふねが着いた。 /bjuw;;J xaakCini. 

貝が浜によった。 /tari nari j;;Jkki xaagJini.その人はここからふねをおりる。

/ xaaI]musi-ni v.着岸したい/xaagboonJi-ni v.着岸させる。

xaakcee-ni v. [perf. x且aktaxa-ni] ふねが着岸してまたすぐ沖にもどる:j;;Jkki 

ugda xaakceeni.ここへふねがちょっと着岸して沖へもどる。

xaakkiccee-ni v. [perf. xaakkit且xa-ni] (舟が)着こうとしている(舟を岸に着け

ょうとその作業をしているとき):ugda xaakkicceeniふねが着こうとしてい

る。

xaakpanJi-ni v. [perf. xaakpacCi-ni] 追いつくー overtak巴 aagbixaakpanJini 

自分の兄にかれは追いつく。 /tuksami xaakpaccini.かれは走って追いついた。

xaakpei-ni v. [perf. xaakptuxa-ni) 着岸できる t;;J;JW;;J xaakpeini.荷物はおか

にあげられる。

xaal U: xaal xaal owocci前後わきまえずに/xaal x且alowocci xaiwa 

b;JnJinee前後わからずなにをかれは話しているのか。 /xaal xaal xaw且sai

I];;Jn;Jiとごeesee.前後わからずど、っちへおまえは行こうとするのか。

xaalanda adv.ずっとまえに。

xa拍 pCiG a以前の xa且匂〆iuni以前の川。

xaalcee-ni v. [perf. x且altaxa-ni] まちがえる make a mistak巴 uil;;Jmi
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X昌昌ltax昌m.かれは仕事をしていてまちがえた。

X剖li adv.いつ when: xa且lidd.剖またはX剖lidd;J;Jいつか some day / 

X昌昌lidd剖 b且aliIJ且ptaいつか会おう。

X剖li〆ia.いつの x剖lipeinat闘いつの皮か。
X剖lji-niG v. [perf. x剖ldux且-ni] 大水のあと水がひく mθθX剖lduxani水が

大水のあと少なくなった。 /na且xa丘lduxani.地は大水のあと水がひいた。

xaan G s.: xaan dUIJni昔話に出る大男 (kaljami)の家/xaan dm四 suniカル

ジャメ (kaljami)の家。

X剖IJni-ni v. [perf. xaaIJnixa-ni] 下船しに行く。

X昌apsaanji NGJ s妖怪の一種(飛んであるく NJ，人をさらう N司女にばける i

人間のあたまに入る G)。

X昌awu N pron. [acc. xa且kkoo]， x昌uwuJ pron.どれ， どちら-which・)88

il且andulaxaawu且Ijaa.この三つのうちどれがいいか。 N/caa dθθlθX昌awu

maIJgaaその二つのうちどちらがつよいか。 N/X昌akkoog811eesig;J どちら

をきみはほしいか。 N/X昌昌wunariga.どの人か。 N

X剖wuffi-ni v. [perf. xa且wuduxa-ni] 沖に出てのあざらし猟からかえる，遠いと

ころからかえる joosondotomorix剖wuJ1iciかれらは沖へあざらしとりに
行って来てかえって来る。

xababi s. [acc. xababbee] はい(肺)(人間，けだもの，烏の)一 lung

xabjil G a.はばひろい。

xacCi: xacCi xacci a.いろいろな; s. [acc. xaごとixacCimba]: x昌ごとixacCi 

bussoo it;JX8mbiいろいろな布をわたしはみた。 /xacci xacCimba 

jiimagacci isuxambi.わたしはいろいろなものを御馳走になってかえって来た。

xacCi-ni v. [perf. xatuxa-ni] かぎ (taasuma)で魚をひっかける。

xacuwa s.水を入れる器。

xaddau s. [acc. xaddakkoo] 人間，土地すべてのものを創造した神o

Xagja s.地名(幌内川川上)。

xagJicci-ni v. [perf.却gJicixa-ni] 長い間食べないでいる。
X且gJi-ni v. [perf. xagJixa-nil 食べないでいる。

xagJu NK s. [acc. xagJumba N]， xagdu J s熊の穴，カラフトアイヌの冬の
竪穴住居。

xai 1 pron. [acc. xaiwa] なに(何)-what: xaiduどこに wherc / xaikki 

puliCisig8.どういうところをきみはあるいたか。 /x昌idd却なにか-any出mg，

something，なんでも-evcrything / xaiddaa biini.なにかある。なんでもある。

/ j;J;J naadu xaiddaa biini bi1l88.この土地にはなにか(の妖怪)がいるだろ
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う。 /x昌idda昌n昌nなにかの人/x昌lW昌dda且unu.なにか言え。 /xaidd且a

Cipal (またはg8;Jm) biini.なんでもみなある。 /xaidd剖印刷.なんにもない。

/ xaijidd.剖 d剖~i なによりも大きい。

X昌i2 s. [acc. xaiw昌]人間ののどぼとけの下の箇所 silmaxainiとなかいのたづ

なのくびにまわした部分 (cooraaやk制。昌ld昌がつく箇所)。

X且ijiccee-ni v. [perf. xaijitaxa-ni] 何しようとしている(たとえば，うろうろして

いる人へ言う)。

X且iffi-ni G v. [perf.湖 idux昌司i] 何をまねしてする x昌iduxanee.なにまねした

のか(こどもがおとなのなにかをまねするとき言う)。

xairi s. [acc. xairree] さかなのたまご，すじこ-roc. 

xairi-ni v. [perf. xaix且-ni] なに(何)をする xaimiなぜ-why/ xaiwa 

X昌irinig且.なにをかれはしているか。 /x昌lW昌dda;Jsini xaira.なにもかれはし

ていない。 /xaiwaijuu xairakka.なにかかれは仕事している。 /xaimiddaa 

sinjeellaa.きっとかれは来るだろう。以上の例はすべて N/ xaimi ;Jsisi d8pt;J;J. ど

うしておまえは食べないか。 u

xaiska pron.どんな動物の皮 x昌isk剖.なにの皮か/x制球amiutt却なにの皮

のくつか。

X且~am NU， xajamji U adv.だいぶ，ずーっと，すっかり xaJam (または

却~amji) d8r;Jjix8ni.ずーっと(またはだいぶ)かれはおくれた(一緒に歩いてい

て)0 NU / xajam oIJboxombee.すっかりぼくは忘れた一。 u

xa]i且 s.[acc. xajamba] はさみ-scissors. 

xajallee-ni v. [perf. xajalaxa-ni] はさみで切る。

X且i]ji-ni v. [perf.却duxa-ni] (使い古され)へ(減)る oksoopaawurani 

xaffini.そりの底のすべる木がへる。

X且i]u s. [acc. xajumba] 道具 t∞1，男の性器 pulipurixaju乗りもの(舟・そ
り・となかいなど)。

xakcee-ni v. [perf. x昌ktaxa-ni] 去勢する castrate. 

xakpil s. [acc. xakpilba] へや(日本家屋の)一 r∞m.
xakpina NG s. [acc. xakpinnaa N] 胸と腹の聞の(みずおちの G)部分。

X丘kta s. [acc. xaktaa] (となかいの)おす(去勢されたものもされぬものも言う)

N -male (reindeer)，去勢されたとなかいのおす G-castratcd rcindeer male. 

xala 1 NJ s. [acc. xall剖 N] いぬのくび輪， となかいのくびに巻いたつな(これ

らについたつながそりを引くつな (nusku)につづく)。

xala 2 s. [acc. xalamba] 氏族(父系外婚制)-clan， sib: xalal氏族の人々。

xala 3 xala xalaいろいろなー various:xala xala jakka種々の宝物。
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xalacci-ni v. [perf. xalaCixa-ni] ま(待)つ wait:putt;Jbi urreew;Jni 

xalaccini.自分の子が成長するのをかの女は待つ。

xalbirakta NJ s. [acc. xalbiraktaa] 草の一種(すげ1)(アイヌ人はこれでござを

つくる N)。

Xalbu s.人名(男)，俗称(本名はTUI]gukkd)。

xalda NJ s. [acc. xaldaa] 腹の肉(けだものやあざらしの，鳥については言わない

N)。

xaldu G s.すずがも(食用)。

xalisi-ni NU v. [perf. xalici-ni N] 死ぬときにいぬが苦しがり，よわい息をす

る，魚がばたばたする U: I]inda xalisini.死ぬいぬがよわい呼吸をする。 U/

sUI]datta xalisini.死ぬ魚がばたばたする。 U/ bulmi xalisini死にながら息を

たえだえにする。 N

xaljeeri-ni v. [perf. xaljeexa-ni] はじ(恥)をかく narixaljeerinι人がはじを

かく。

xalji-ni v. [perf. xalJixa-ni] けず(削)る(おのなどで)-shave (a piece of 

wood， etc.): moowo masaariji xaljini.木をまさかりでかれは削る。

xaljipsa s. [acc. xaljipsaal (手まさかりで削った)木のくず，こっば。

xalleeri-ni v. [perf. xalleexa-ni] そりにいぬまたはとなかいをつける I]indaa

xalleerini.いぬをかれはそりにつける。 / ulaaba xalleerini となかいをかれ
はそりにつける。

xalluunji-ni NGJU v. [perf. xalluucci-ni NUl よこをむ(向)く N，くびをまげ

てよこをむく GJU-turn sideways， turn one' s head: tawasai xalluunjini 

そっちへかれは向く。

xalluurri-ni GU v. fper王xalluurixa-niU] くびをまげて左右に向く。

xalpicCi-ni GU v. [pcrf. xalpic問一川刺して引いて切る(何回も)(小万であざ
らしなどを)。

xalpinji-ni v. [pcrf. xalpicci-ni] きりさく kucig;Jnjixalpinjini.小刀でかれは

(小万は自分の方ヘヲ|し、て一気に U)切りさく。 /taarraa xalpikkacci 

doromociniかれはたわらを切りさいてぬすんだ。

xalukta s. [acc. xaluktaal (頭などの皮膚から出る)ふけ dandruff. 

xamaciga a どんな-what kind of: xamaCiga busuwa どんな布か。

xamarree s. [acc. xamarreepa] 後方，うしろ，あと back， thc timc aftcr: 

xamarreela I];Jnneeni.かれはあとで行く。 /xamasaiあとへ/

xamarakkeeniそのあとに。

xamarn-ni v. [pcrf. xamarixa-ni] おくれる，間に合わな~¥: ulaa guusinjiwani 
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k;Jt;J;Jtt;J;J xamarixambi となかいが駆け出すのにもうすこしでおれはおくれる

ところだった。

xamaruu s.うしろ xamaruu oksoo (連続するそりのなかの)あとのそり。

xamatana NGJ s. [acc. xamatannaa N] となかいの五歳のおす 01.

xamdatta s. facc. xamdattaa] は(葉)一 leaf.

xana s. [acc. xannaa] けんぺき(肩のこり):xannaa simminiけんぺきをかれは

とる(血を口ですってとる)。

X且nallee-niG v. [pclf. xanalaxa-nil けんぺきになる。

xanigacci-ni NG v. [perf. xanigacixa-nil 本腰を入れずに行動している(たとえ

ぱ，他人のはなしをきかずによそみしている，仕事をせずによそみしている)N， 

うさぎ，きつね，かわうそなどがいるかいなし、かをみであるく G:nari 

xanigacCini人が仕事をせずよそみしている。 N/ ;Jm uill;J;J xanigaccini.か

れははたらかずにぶらぶらしている。 N/ pur;Jkki cakkii xanigaCimii 

g;Jlleeni.そこらのやま (pur;))をあそびながらかれは(けだものを)さがしてい

る。 N

xaI]attura s. [acc. xaI]atturraa] 木の一種(細く低い，茎のなかに髄 (xumalda)

がある)(にわとこ1)。

xaI]daccee-ni v. [pcrf. xaI]dataxa-nil なにしに行って来る。

xaIJlee-ni v. [perf. xaI]daxa-ni] 何をしに行く(来る):cala xaIJleenee.そこへか
れはなにしに行くか。 /j;)b xaIJ1eenee目ここへかれはなにしに来るか。
xaI]mee-ni v. [pcrf. xaI]maxa-ni] か(枯)れる-withcr: moo xaI]meeni.木が

かれる。

xaI]I]ee s. [acc. xaI]I]eepa， XaI]lppa] そ(逸)れたわき(脇)の方，異なる別の方:

mini xaI]I]eepi t;);)ruおれのわきにすわれ。 /xaI]I]ee xaI]I]ee ocCici.かれら

は別々に(わかれわかれに)なった。 /xaI]isaiわきの方へ。

xap: xap x且pnaaxaくちがあかずに化膿した(はれもの (uksI)について言う )0

xapa s. [acc. xappaa] すかんこ，すし、ぱ(食用)(ウラジロイタドリ)-csculcnt 

plant. 

xapinau s. [acc. xapinakkoo] はち(蜂)-bcc. 

xapitanji-ni NJ v. [pcrf. xapitacCi-ni N] うでの下勝

をまげてあげ上勝との間にものをはさむようにもつロ

写真参照。

xapsau NG s. [acc. xap岨kkooNl 頭蓋骨のあなには

いるくびの(さきの)骨(けだもの・人間の)0 xapitanjiJli 

xapsi-ni v. [pclf. xapsixa-nil 訴える JaI]geettai xapsiwi.警察におれは訴える。
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xapsieei-ni U v. [perf. x且psieixa-ni] 訴えている，つづけて訴える。

X丘pusk昌 J s.うおのふえ， うきぶくろ(魚の)ロ

xara s. [acc. xarraa] カバンを肩にかける布や皮のひもロ

xaragJi s. [acc. xaragJee] チョッキ(ウイルタの従来の衣服にはない)。

X昌ralli-ni NU v. [perf. xaralixιni N] くっついているもの(たとえば，紙)を

はがす。

xarapsa s. [acc. xarapsa且] となかいのなめし皮 tanned leather. 

xarixi s. [acc. xarixxee] 樹木の一種(かたい (masi))。

xarpu N s. [acc. x且rpoo]，xalpu U s. (白鳥などのつばさや尾ばねでつくっ

た)ほうき， うちわ N一featherbroom， feather fan. 

xarpuurri-ni N v. [perf. xarpuurix丘一ni]. xalpuurri-ni U v. (ほうきで)は

く， (うちわで)あおる-sweep with a broom， fan: booppo x且lpuurru.外を

そうじしろ。 u

xarukki NJU s. [acc. xarukkee N] (鳥，殊にpinu.kabbeelaなどの)I緊嚢

(こどもはk且bbeelaなどのこれをかわかし，風船のようにふくらませてあそんだ

U)。

xas且 s.[acc. x昌ssa且]つばさ wing. 

xas且ごとi-ni1 U v. [perf. x昌satuxルni N] あとを追って来る goei mimbee 

X丘S且eeini.またわたしをかれは追ってくる。 U/goei x昌satuxani.またかれは

あとを追って来た。 N/ xas且tumiissini.かれはあとを追って帰って来る。 u

xas且eei-ni2 v. [perf. xas且eixιni U] あとを追う(何回も):xasult且dda

X丘S且eeini.なんどもかれはあとを追うロ u

xasakeee-ni v. [perf. xasaktax且ーni] 何回もあとを追ってさがしであるく(異性

を):n昌昌 n且akkixas且ktamiωil且xal】i方々あとを追ってさがしあるいてかれ

は妻とした。

X且saktam且eei-ei v. [perf. xasakt且maeixa-ei] たがし、に追いまわす(男女が)。

xas且si-ni v. [perf. xasaCi-ni] お(追)う，おし、かける-pursue， chase: ;;};;}kt;;};;} 

X昌S昌sini.女をかれは追う。 / sirθmbθxas昌slm.山となかいをかれは追う。

X且sikta s. [acc. xasiktaa] えぞまつ(蝦夷松)-silver fir， spruce. 

xasiIJi NJ s.えぞまつ・とどまつだけが一面にはえているところ。

X昌ssee num.いくつめ・ tari;;};;}kt;;} xasseenigaあの女は妊娠なんか月か。/

X昌sseesig昌あなたは妊娠なんか月なの。 /xasseeni oeeinig且. (妊婦は)なん

か月めになったか。

X昌su num. [acc. xωumb且] いくつ，いくつの，いくらの how many噌 how

much:却 subeeg.昌何月か。 /xasu eaasiga.何時か。 /;;}ri xasukk且a.これ
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はいくらか(価格が)0 / xasumba n且ajjeesig且.~、くっきみは要るか。 /xasu 

xasundaいくつも/x且sunneeなん人。

xasunuk: xasunuk xasunuk赤ん坊がはいはいの手をむすんだり開いたりするさ

ま。

X且sunukki-ni v. [perf. x丘sunukkux且-ni] 赤ん坊がはいはいの手をむすんだり開い

たりする putt;;}xasunukkini.えい児がはいはいする手をむすんだり開いたりす

る。

X且tueei-ni v. [perf. x且tueixa-ni] さ(刺)す(何回も)，ぬ(縫)う(かえし縫し、)

prick， sew: x丘masaix昌tueimiurpuriあとへ刺して縫うこと(バックステッ

チ，返し縫し、)ロ

xatullee-ni v. [perf. x昌tulax丘四m] (針などで)さ(刺)す prick: kitaanji 

X昌tulleeniーはりでかの女は刺す。 N/xapin昌uxatulleeni.はちが刺す。 N/

dooktori x且tulleeni.医者が種痘をする。 N/ seembani xatulleeni目かの女は

ほかの女の耳を刺す(耳かざりをつけるあなをつくるために，耳たぶをもんで痛み

をなくし，二枚の樺皮ではさんで，糸につけたはりを刺す)0N/ t制 sumaji

X且tulleeni.漁獲用のかぎでかれは(さかなに)っきさす。 G

X且uladv.: x昌ulbiini.かれはだまっている。 N/ xaulta biiniかれは知らぬふり

している。 G

X昌ulee adv.とうとうー finally弓 atlast: x創JleebθθXθniとうとうかれはくれた。

/x昌uleexojix且mbi.おれはやっとできた(おえた)。

xaulli-ni v. [perf. x昌uluxa-ni] は(腫)れる-swell: IJaalibi x昌uluxaniおれの

手がはれた。

X且um a.やかましい，うるさいにの語は述語として使う):x丘unix;;}m;;};;} buu 

うるさい，だまっていろ。 /x昌unee うるさいなー。

xaunisi-ni v. [perf. x昌uniei-ni] やかましがる(うるさがる，うるさく感ずる)。

X創 Jnuuli a. (音が)やかましい，うるさい，そうぞう(騒々)しい-noisy; s. 

[acc. xaunuullee]: x昌unuulinari騒々しい人。

X且upinji-ni LJ v. [perf. xaupieei-ni] ちょっと拭く xaupwu目ちょっと拭け。

X昌uptaIJi s.茶わんなどをふくもの(布，むかしは，低木の茎のなかのやわらかい部

分をとり出したもの (S昌un)を使った)。

xaura1Ji-ni U v. [perf. xωrajixa一ni] はらが鳴る(空腹のときに):paax昌

xaur且!J]ini.おなか(肝臓)がぐーぐーなる。 / eeennee p却 xaxaurajix昌niき

のうははらが鳴ったロ

X且un s. [acc. xaurree] 小刀やかたなの柄の留めに鉄片をまいた部分。

xauri-ni v. [perf. x昌ux昌-m] ふ(拭)く wipe:昌lukkooxaurini入れものをか
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の女は拭く。 / putt~bi d~r~lb~ni xaurini.自分の子の顔をかの女は拭く。

X昌us adv.くeっすり(ねむる)，ばったり(急死する):xaus昌urini ぐっすりかれは

ねむる。 /xaus buccini.ばったりかれは死んだ。

xausali s. [acc. xausallee， xausalba] かみ(紙)一 paper.

xawa N s. [acc. x昌ww制 N，pl. xawal G] 仕掛け弓のやじりや鉱さきにおける

ような後方突起，あげ :dθ可1X昌walu.二つあげがついている。 N

xawani s. [acc. xawannee] わきのした-armpit 

xawanipi呼-niJ v.わきのしたにかかえる。

xawassi-ni NU v. [perf. x昌W昌SlX昌ーni] (呼吸など)くるしくなる(死ぬとき) N， 

あばれる(酒に酔って，あるいは，死ぬとき苦しくて) U: tari nari ar且kkee

umigacci x昌wassini.その人は酒を飲んであばれる。 U/ soktowocCi 

xawassini酔ってかれはあばれる。 u

xawLtta NG s. [acc. xawLttaa] (魚の)はらびれ(鰭)一 ventralfin. 

xawwanJi-ni NJ v. [perf. xawwacci-ni N] うみなり(なみの音)がする(この

音がするとその方向からかぜがふく J):namu xawwanJini.海がうみなりする

(つぎの日その方向からかぜがふくめ。 NJ

X昌wwee s. [acc. xawweep.且] どの方， どちらの方-what place， where: 

X昌wweebiinig~. どっちの方にかれはいるか。 /xamaccuuどこから-from 

where/ x昌W昌S昌iどこへ， どちらへ-whither / xawasai IJ~nneesig;J.どこへ

きみは行くか。

xax昌a NU s. [acc. x昌xaambaN] こけももの一種のその実 U.

Xeedarga s. [acc. Xeedargamba] 人名(男)。

x~ccee-ni v. [perf. X;Jt;Jx~-ni] 1. (おもいものを力をいれて)あげる:j;JW;J 

x~cceesii. これをおまえはもち上げられるか。 2. できる(たとえば字をよむこと

ができる)。

x~cCi-ni v. [perf. x~tux~-nil 立ち寄る caadugba x;Jtux~mbi. その家におれは

寄った。

x~dxCi-ni v. [perf. x~d~Cix~-ni] 縫ったものをほどく t~tuw~bi x;Jdxcini.自

分のきものをかの女はほどく。 / urpitt~~ x~d~ccini 縫ったいとめをかの女は

ほどく。

x;;x}u s. [acc. x;;x}umb~l かぜ(風)-wind: x;;x}ul~ 印刷.風がない。

x~dulli-ni v. [perf. x~dulux~-ni] (風が)ふきはじめる xddux;Jdulux;Jni.風が

ふきはじめた。

xddunJi-ni v. [perf. x;xlucCi-ni] (風が)ふ(吹)くー (thewind) blow: x;;x}u 

x;JdunJini.風がふく。
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x~dupillee-ni v. [perf. x~dupibx~-ni] 風でふきとぶ bookki1∞'pula 
x~dupil~x~ni 外へ掛けたものが風でふきとんだ。 /bilaatu x~dupil~x~ni. 頭

布が風でふきとんだ。

x~duu s，川|しも(下): x~duu omoo川下の湖/ x~duu uniga }II下の小さい}II。

x~~g~ s. [acc. x;J;Jkk~~， x~~g~mb~] 即興歌(ウイルタ族の口頭文芸のジャンノレの

一つ)-improvised song. 

x;J~kkee-ni v. [perf. X;J;Jg~x;J-ni] 即興歌をうたう x~;Jkk~uri 即興歌をうたうこ

と/ x~~g~musi-ni v.即興歌をうたいたい/ x;J~kk;JunJi-ni v.即興歌をうた

わせる。

x~~llee-ni U v. [perf. x~~l~x~-ni] 人を大切にする n~uwi x;J;Jlleeni.自分の弟

をかの女は大事にしてかわいがる。/Jeewi x;J;Jlleeni.自分の仲間をかれは大事

にしてなかよくする。

x;J;Jrri-ni v. [perf. x~~rix~-ni] こす(擦)る-rub: nattaa x~~rrini. 皮をかの女

はこする(あざらしの皮をあぶらをとるために k~d~r;J で)。

x~~x~ s.何cc.x;J~gb~] (あざらしの皮の)ひも，つな thong. 

x~リi;J NU s. [acc. X;Jjj;J~] り11の)流れ U，急流， (海の)しおのはやいところ Nー

swift cu汀ent.

x;Jj;Ji adv.川しもへ downstream: x~j~i x;Jjj;J;JnJini目 }IIしもへかれはくだる。

x~j~pillee-ni v. [perf. x~リi~pil~x;J-ni] なが(流)れる moox~リi~pilleeni. 木が川

をながれる。 /mθθ x~リi~pilleeni. (ゆかにこぼれた)水がながれる。

x~j~ssi-ni G v. 人が川でながされておぼれる x~j~sux~ 川でながされておぼれた

人。

x;Jjjee-ni v. [perf. x伊x;J-ni] なが(流)れる-f1ow: も(漏)るー leakout: 

mθθ unikki x~jjeeni. 水が川をながれる/ ugda x~j~x~ni. (つないでおいたの

がとけて)舟がながれた。 / s~~ks;J x;Jjjeeni.血がたらたら出る。 /keccθθli

x~リüeeni . バケツが漏る。 The bucket leaks. 

x~jj~~nJi-ni v. [perf. x~jj;J;Jcci-ni] }II下へくだる go down a river: ugd昌

x~jj;J;Jccini. ふねは川下へくだった。 / ugdaJi x;Jjj;J;JnJini.ふねでかれはくだ

る。/unnee x;Jj;Ji x;Jjj;J;JnJini.川を川下へかれはくだる。

x;Jjji-ni v. [perf. X;JiX;J-I】i] なが(流)すー letf1ow: ugd昌bix;Jix;Jni.自分のふね

をかれは流してしまった。

x;JJJee s. [acc. x羽田'pdl かわしも 011下)の方ー thelower pa口ofa river. 

x;Jkku NK a.暑い K(この語は述語として使う):x;Jkku tauk osu.暑い，もうす

こしむこうへいけ。 N/ x;Jkkθθ.暑いな一。 N

x;Jkkusi-ni v. [perf. x~kkuCi-ni] あついと感じる ~sin;JIJi x;Jkkusiniきょうは
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あつい。 /bii x;;Jkkusiwi.おれはあっい(高い気温や病気の高熱によって)。

X;;Jkkuuli a.あつ(暑)し、-hot: x;Jkkuuli in;JI]i暑し、目。

X;Jkp;1d;;Jfl;)si-ni v. [pen. x;Jkp;1d;Jn;;JCi-ni] なんども欠ける naa 

X;;Jkp;;Jd;;Jn;;Jsini.地が欠ける。 /duw;J x;Jkp;1d;;Jn;Jsini氷が欠ける o

X;Jkp;;J;J a.欠けた X;Jkp;;J;;Jcaami欠けた茶碗。

X;Jkp;1ffee-ni v. [pen. x;Jkp;1d;Jx;;J引i] か(欠)ける(地，山，氷などが):uni 

m;;JgJini x;;Jkp;JJ]eeni.小高い)11ふちが欠ける。

X;Jkp;Jlli-ni v. [pen. x;;Jkp;Jlix;J-nil 欠く(一回):dukk;;J;J x;;Jkp;Jllini.氷をかれは

欠く(あみを入れるために川の氷にまさかり (masaan)あるいは氷のあなあけ棒

(duuCikku)であなをあける)。

X;;Jkp;1ssi-ni v. [pen. x;Jkp;1sux;J-ni] 欠く(何回も)(地 (naa)は神のいるところ

でばちがあたるから地は欠かない):dukk;;J;;J x;;Jkp;Jssini.氷をかれは欠いている。

X;Jld;;J s. [acc. X;Jld;;J;;J] 振戸(フリト)(多来加湖に入る振戸川の沿岸)。

X;J/;J;J G s.つばめ。(人によりこれを X;Jbiとも言うという。)

X;;Jbi NJ s. [acc. x;;Jbkkee N] つばめ J. くびの短い鳥(尾曽川の奥で晩にみた

というがこれとつばめとの異同は不明) N 

X;;J/j;Jffee-ni v. [pen. x;Jlj;Jd;;Jx;J-ni] あお向けにねる。

x;;Jlj;;Jm adv.あお向けになって x;Jlj;Jmau[iniあお向けになってかれはねてい

る。 U

x;Jmb;J;;J[u a.よく走る(ふね，スキーが) N. よくきれる(刃が) N -fast， sharp， 

ひびきがいい(声が) G. s. [acc. x;Jmb;J;J[[θθ]: X;;Jmb;;J;;JTU ugdaよく走るふ

ね/ X;;Jmb;;J;JTU kumult;;Jよく走るスキー/ X;Jmb;J;JTU kucig;Jよくきれる小
刀。

X;Jm;J;J adv.だまって in silence: bimidd;J X;;Jm;;J;J biiniかれはいてもだまって
いる。

X;Jmu s. [acc. X;Jmmθθ] 矢筒(歩行のときは背負う，騎乗のときはとなかいにつ

ける)。

x;Jnnuullee-ni v. [pen. x;Jnnuubx;J・ni] ばかにする make a fool of司 treatas a 

fool: caa na[[ee x;;Jnnuulleeni.その人をかれはばかにする。

x;Jnumi aかる(軽)し、一 light;s. [acc. x;Jnummee] 

X;;JI]b;;J NJ aゆるい(大きいものに小さいものを入れた様子，たとえば，きものが

大きすぎてだぶだぶなさま).声がたかい ;)[g;;Jni x;JI]b;;J.かれの声はたかい。 J

/ ;J[g;;Jni x;;JI]b;;Jl;;Jniそのこえがたかいな(し、ぬ，人間のこえがたかいとき言

う)0 J / k;Js;Jni x;JI]b;J かれのことばは声がたかい。 N

X;JI]d;J;J G s.当歳 (baljixaniananiI]uni)のとなかい SUW;J (またはn昌muw.且)
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X;JI]d;;J;;Jおす(またはめす)の当歳となかい。

X;;JI]g;Jj;;J s. [acc. X;;JI]g;;J.ii;;J;;J] 嗣の帯をしめる箇所，胴まわり X;;JI]g;;Jj;;Jnijiktu. 

かの女の胴まわりはふとい。 /x;;JI]g;;Jtni n;;Jmd;;J.かれの胴まわりはほそい。

X;;JI]I]eenisi-ni v. [pen. x;;JI]I]eeniCi-ni] おそろしく感ずる na[ix;;JI]I]eenisini. 

人がこわがっている。

X;;JI]ucCi-ni v. [pen. x;JI]uCix;;J-ni] となかいがなくは[[のようになく .soondoo 

はxauxxauxとなく)。

X;Jp;J;;J NG a.雨や雪でつめたくぬれている X;;J戸;Jboowoo.ずぶぬれだ，えら

い天気だなあ。 N/ X;Jp;;J;;J boo tugJeew;;Jni.雨でずぶぬれだ，降るなあ。 N/

X;;Jp;1;;J X;Jp;J;;J g;;J;;Jm Cikpaxambi.つめたい，つめたい，おれはすっかりぬれ

た。 G/ X;Jp;J;;J cipal cikpaxambiつめたい，おれはすっかりぬれた。 NU

X;;Jpp;;Jffi-ni v. [pen. x;;Jpp;1jix;;J-ni] きえる(火が):tawa x;;Jpp;Jffini.火がきえ

る。

X;;Jpp;Julli-ni v. [pen. x;Jpp;Julix;J-ni] (火を)けす put out (a fire): tawwaa 

(またはsaI]namba)x;;Jpp;1ullini.火を(またはたばこを)かれは消す。

X;;Jptullee-ni v. [pen. x;Jptul;;Jx;;J-ni] (きついのを)ゆるめる一 loosen:umulbi 

X;;Jptul;;Jx;Jni.自分のおびをかれはゆるめた。

X;;Jptuu a.ゆるい loose ; s. [acc. x;;Jptuumb;;J， x;;Jptukkθθ]: X;;Jptuu osi-niゆ

るくなるー becomeloose / umulbi X;Jptuu osiniわたくしのおびがゆるくな

る。 / X;Jptuu umulゆるい帯/x;;Jptuunji ujjini.ゆるくかれはむすぶ。

X;;J[;;J;;J NU adv.もうすこし，すこし X;J[;;J;;Jbθθ[u.すこしくれ。 N/ X;;J[;J;;J 

ba[amba g;;Jlleewi.もうすこし多くおれはほしい。 N/ X;;J[;;J;;J ojj田 g;;Jlleewi.

もうすこしすくなくおれはほしい。 N/ X;J[;;J;;J poo.iiu.すこしたせ。 N/X;;J[;;J;J 
auwoonuもうすこし寝かせておけ。 U/ X;;J[;J;J bi戸eI];Jnneewi.もうすこし

いてからおれは行く。 N/ X;;J[;;J;;J X;;J[;J;;J もうすこし，すこしずつ N/ X;J[;J 

X;J[;;Jすこしずつ G.

X;;J[;;Jitu U s.地名(敷香川の奥，ウイルタがいた，川が oondoのようになってい
る)。

X;J[;;Jkt;;J s. [acc. x;;J[;Jkt;;J;J] (人間の)皮膚ー (human) skin. 

X;;J[;;Jlli-ni v. [pen. x;;J[;Jlix;;J-ni] まわる go round (e.g. a pond): dugba 

x;;J[;;Jllini家のまわりをかれはまわる。 N/omoon】box;;J[;;Jlimi pulisini.沼の

まわりをかれはあるいている。 N/ dugba x;J[;;Jlimi biini. (木が)家のまわり

にある。 N/ jilibi x;J[;;Jllini.わたしは目がまわる。 U

X;;J[;;Jssi-ni v. [pen. x;J[;Jsix;;J-ni] 禁止する，やめさせる，とめるー forbid:

I];;Jnneew;;Jni x;J[;Jssini.別の人が行くのをかれは禁ずる。
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xJripu s. [acc. xJrípumb~] スコップ(鉄製，雪かきなどにつかう)-shovel. 

xJTrI-m NU v. [perf. x~rix~-ni] かきのける(雪，砂， ごみを):simatt且且

x~ríx~ní. ゆきをかれはかきのけた。 U/ xonoktoo xJrrini. (浜の)砂をかれ

はかきのける。 U

x~siktJ s. [acc. XJsíktJ~] うろこ(鱗)-scale. 

x~ss~m. xJs~mJí adv.とりがつばさをひろげたままとぶ (koonJee) ときのつば

さを大きくひろげているさま gasa x且S叩iX~SSJm koonJeeni.鳥がつばさを

ひろげて羽ばたかずに飛ぶ。 /g.且S且xasanix~sJmJi とりのつばさが大きくひ

ろげられている。

xJtuccee-ni v. [perf. x~tut~x~-ní] 立寄っている。

XJtucci-ni 1 v. [perf. x~tucix~-ní] いねむりしている。

x~tuccí-ni 2 v. [perf. x~tuCíxJ-ni] ひっぱってきる(何回も)。

x~tuíccee-ni v. [perf. x~tuit~x~-ni] 立寄ろうとしている。

xJtujJee-ni v. [perf. x~tud~x~-ni] {つな， ~、となどが)きれる(ひっぱられて)。

x~tujJi-ní v. [perf. XJtudux~-ni] ふたたび立ち寄る gocix~tuduxJmbi. またぽ

くは立ち寄った。 U/ca且dugbax~tuduxJní. その家にかれはまた寄った。 N

xJtunJi-ni v. [perf. x~tucCí-ní] {たとえば手で)ひっぱってきる break (a 

stnng) .た(断)つ ku~mbJ xJtunJini糸をかれは(手で)ひっぱってきる。

/ Jrg~mbí x~tuccíni 自分の命をかれは断った。

x~ucíb s. [acc. XJUCiLb~] あばらぽね-rib. 

x~uj~jJee-ni v. [perf. x~uj~JxJ-ni] かたむく tilt: duxu x~ujJjJeení. 家屋が

かたむく。

x~upu a.かたむいた XJujJUduxuかし(傾)し、だ(倒れそうな)家。

x~und~í adv よこ(横)に-breadthways: xJundJi d且r且ml.横にはばひろい。/

xJund~í akp且nJini.よこに(戸口と上座を結ぶ線と直角に)かれはねる。

x~unJípí NJ s. [acc. x~unJimbJ N] 戸口のおおいに水平に(横に)とりつけた棒

N，屋内の火棚 (ki四 rθ)にわたした一本の棒(炉かぎを掛ける) J 

x~w~cCí-ni v. [perf. XJw~cíx~-ní] よ(呼)ぶ- call. 

xJw~cipínJi-ni v. [perr. x~w~cípíccí-ní] ちょっと呼ぶ。

x~w~iJJi-ni v. [perf. x~w~ídux~-ni] よ(呼)んでいる :pU山 ~nímbí

XJw~íJJini. こどもが自分の母をよんでいる。

x~WJr~ s. [acc. x~w~r~mbJ] みずうみ(湖) -lake. 

xijosko a.あながたくさんあいている(枯れている U):xijosko mooあながたく

さんあいている木。

Xir四 aka U. Siran且g且 N s. [acc. Siran且gamb且] 北川平吉氏。北海道に移住。
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xobobbee-ni v. [perf. xoboboxo-ni] きつねがなく (xoboboboとなく):suLi 

xobobbeeni.きつねがなく。

xoccee-ni v. [perf. xotoxo-ni] は(禿)げる become bald 

xocci s. [acc. xoccimb且] あいさ(水鳥)(食用 G):namu xocCiniうみあいさ G

/ uni xocCiniかわあいさ G.

xodou a.かしいだ (XJujJUの類語，kaur且のような家屋が U):xodou duxuか

しいだ家。

xogboLi s. [acc. xogboLimba] 動脈，脈拍-pulse. 

xogLixi NJ s. [acc. xogLixim加 N] 植物の一種(し、そつつじ (s~~kkurJ) に似る

N)。

xoiLinJi-ni NGU v. [perf. xoiLicci-ni] 悪口を言つであるく，悪口を言いふらす，

ょっぱらいなどへんな人をみてわらったりする。

xoisa s. [acc. xoiss且a] あわ(泡)一 foam.

X正)joL GJ s.三歳のくま。

xojoo s・[acc.xojokkoo] いちご(やまいちご，やちいちご，この植物全体または

その実をさしていうの(ホロムイイチゴ)一 raspberry.

xoJiccee-ni v. [perf. xoJittaxa-ni] 当歳のふいりあざらしのわた毛 (kθppeSI)が

普通の毛にかわる(あざらしのほか，となかい，いぬ，くま，うさぎなどについて

もいう U)・ sinaktanixoJicceeni.その毛がわた毛から普通の毛にかわる。/

xoJitt且X且lθkkθわた毛から普通の毛にかわった当歳のふいりあざらし。

xoJijJi-ni v. [perf. xoJidux且-m] 中止する，やめる stop (discontinue)・

uíLJmJib~ xoJiduxani.かれははたらいていて途中でやめた。 / IJ~n~itJg~cci 

xoJiduxambi.わたしは行きたかったがやめた。

xojJee-ni v. [perf. xodoxo-ni] かたむ(傾)く ugd且xodoxoni.ふねがかたむい

た。

xojJi-ni v. [perf. xoJixa-ni] おわる，おえる-end. finish: ~ri uiL~kku xoJix四 1.

この仕事はおわった。 /j~~ uiL~kkθθ xoJíx且m. この仕事をかれはおえた。/

andumi xojixani.かれはっくりおわった。 /xoJim(i) sagdandux叩 1.かれは

すっかり老いた。 /xoJimi xum叩且X且すっかりやせた/xoJimi orki.極めて

悪い。

Xokkaidoo s.人名(男， Sθθktθの氏族)[く日北海道]。

xoksig.且 s. [acc. xoksigaa] 病気の一種(海の神にとがめられてなる病気。歩くこ

ともできなくなる)。

xo/do s. [acc. xoLdombo] わき(脇)，かたわら side 剖 nJeexoLdo右側。

xoLdoecee-ni v. [perr. xoLdotoxo-ni] かわいている。



町「

xoldoptoi 
240 

xoldoptoi adv.横むきに xoldoptaiaurini.横向きでかれは眠る。

xoldosko s. [acc. xoldoskoo) 棺(えぞ松や落葉松の板でつくる。林のなかの立木

を切ってその幹の上に置くか，または木の株を切ってその上にすえる。あとの場

合の棺は丸太でつくったもの G，古くは棺をつるしたという N)-coffin : [葬制〕

suun tukkini baaruni (またはbunibaaruni) buccinnee Jilleeni 8ks;}Uri.日

の沈むほう(よみの国の方)に死者のあたまをおく。 G

Xoldoxo s.人名(男， sθθktθの氏族)。

xolJee-ni v. [perf. xoldoxo-ni) かわ(乾)く-dl)': siltuxambi xoldoxoni.わた

しが洗ったものがかわいた。 /bildabi xolJeeni.ぼくはのどがかわく。 1am 

thirsty. / xoldoxo sUI]dat臼(加工でなく)乾いたさかな/xoldoxo orokto 

とっておいて乾いた草。

xolJi-ni v. [perf. xolJix昌-ni) かわかすー dl)'somcthing: nattaa xolJini.皮をかれ

はかわかす。 /cikpaxamba xolJiniぬれたのをかれはほす。/bookkee 

xolJixani.そとでかの女はかわかした。

xolJicCi-ni v. [perf. xolJicixa-ni] かわかしている bussoo xolJiccini布をかの
女は乾かしている。

xolJinau NG s. [acc. xolJinakkoo N) 屋外のもの干し場(さきがまたになった棒

(laap却を二本立てその聞に掛け木を渡しであるロさかなやそのほかきもの，ふと

んを干す)。

xonokto s. [acc. xonoktombo) すな(砂)-sand. 

xoo s.くま(熊)。

xOI]gokto s. [acc. xOI]goktoo] 雪のやま，雪の吹きだまり。

xoIJ1ee a.こげくさいなー。

xoIJ1isi-ni v. [pcrf. xoIJ1iCi-ni) こげくさい。

xo句Jl-nt v. [perf. xo句・ixa-ni) なおす-cure: puj8bi xo句Uini.自分のきずをかれ
はなおす。

xookkaallee-ni J v. [perf. xookkaalax昌一ntl 棒をついて跳ぶ。

xoolbi-ni v. [pcrf. xoolbux昌ーnil きつねがなく sulixoolbiniきつねがなく。

Xooma s.人名(男， sθθ，ktθの氏族)。

xoombo NG s. [acc. xoomboo N) 喉頭，のどぽとけ(そとからみえる)。

xooni adv.どのようにー how:xooni andusisig，且.どういう風にきみはつくるかo

xoopu s. [acc. xoopumba] まさかり(老人が言う)。

xoopullee-ni v. [perf. xoopulaxa-ni] き(切)る masaariJimoowo 

xoopulleeniまさかりで木をかれは切る。

xoonmu J s.となかいの紅門。

!
;
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x∞ri-ni v. [perf. x∞'xo-nil 1.なおる(きずが)- (wound) heal: puj8ni 
xooxoniかれのきずがなおった。 2目おので打ってき(切)る-chop: ilisi 

moowo xoorini目立っている木をかれはまさかりできる。

xooso s. [acc. xoossoo] すねの毛皮(となかいやいぬの)一 legfur. 

xoottoi adv.どっちへ xoottOlI]8nneeslg8.どっちへおまえは行くか。(これに答

えて soloiI]8nneewi. )11かみへおれは行く。)

xoppokto s. [acc. xoppoktoo] まゆげ eycbrow. 

xori I num. [acc. xorimba) 二十一 twcnty:xori geeda二十一一 twenty-one

/ xori dθθ 二十二一 twenty-two/ xori ila昌二十三 twenty-th陀e.

xori 2 NG s. [acc. xorimba N] 女子に対してかの女が不妊・病弱やその他のこ

とから夫との性関係を認め許す女 88kt8 xorini妻である女が夫に許す女 N:男

子に対してかれが妻との性関係を認め許す男(兄弟)(ニブ、フ人に一例あったとい

う)G. 

xonpu G s.両刃の刃物 (itto，ittoo， komboをつくるのに使う)。

xorkee-ni v. [perf. xorkoxo-ni) どろぼうをしてぬすむ。

xorko s.何cc.xorkool つな(綱)，ロープ。

xoromdopu s.何cc.xoromdopumba) みみかき(耳掻き)。

xoromdosi-ni v. [perf. xoromdoci-ni] みみあかをとる seembixoromdosini 

自分のみみのあかをかれはとる。

xoropso s. [acc. xoropsoo] みみあか minixoropsobiおれのみみあか。

xosigacci-ni JU v. [perf. xosigacixa-ni J] ひっかく(何回も)。

xosigallee-ni NU v. [perf. xosigalaxa-ni N) ひっかく(つめで)(一回):koos 

xosigalaxani.ざらざらとかれはひっかいた。 N

xosikta s. [acc. xosiktaa] 1.つめ(爪)(人間，動物の)-nail: 2ほし(星)

star 

xosiktallee-ni v. [perf. xosiktalaxa-ni] ぬすむ。

xosipu s. [acc. xosipumba] 獣皮なめし道具(となかいの皮(すねの皮など)のあ

ぷらをとる，鉄の輸に木の柄がついている)-tanning tool 

xosisi-ni NG v. [perf. xosici-ni) か(掻)く(獣皮のあぶらを掻きとる場合も言

う)-scratch: m88n8 Jilibi xosisini目自分のあたまをかれはかく。 N

xosoptu I S.みずおち(胸のほねの下の中央部)。

xosoptu 2 G s虫の一種(人体を刺す)。

xossee s. [acc. xosseembal 男子用のスカー卜(ごまふあざらしの皮製，そりゃと

なかいに乗るとき，またおどりのときに着用する)(むかしは魚皮でもつくった G)

seal-skin skirt. 
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xoto a. (頭の)は(禿)げた(全体に，または部分的に)ー bald; s. [acc. xottoo] 

禿げあたま，禿げ :Jilini xoto nariあたまのはげた人/Jiliduni nuCiik~ xoto 
biini.かれのあたまに小さいはげがある。

Xoto s.人名(男， sθθktθ の氏族)，俗称(本名は S~lgeer針。

xotokto G a木がはえていなし、，はげた， s.高山の木のない石ばかりの場所:

xotokto xurig~ 木のない山，はげ山/ xurig~ xotoktoniたかい山の木のない
ところ。

xotto s. [acc. xottombo] 市街地，まち(町)一 town.

xottonneeni s.まち(市街地)の人(まちのそとの人が言う)。

xoxoo s. [acc. xoxoombo] 1くちばしばUSLやnUlJnaの)ー beak，bill; 2.人形

(紙，布，草の葉でつくる)-doll. 

Xθdθs. [acc. xθdθmbθ] 氷穴からさかなをつる場所のむしろなどの風よけのおお

。、'
ν 

Xθθlji-ni N v. [pen. xθθlci-ni] ，xuulJi-ni U v. [pen. xuulci-ni] こぼす，つ

(注)ぐ，あ(空)ける-spill， pour， empty: salJnamba xθθlcini刻みたばこを

かれはこぼした。 N/ naatai arakkee xuulcini.地面に酒をかれはこぼした。 u

/ caiwa caaskatai xθθljini.茶を取っ手つき茶碗へかの女はつぐ。 N/
sUlJdattaa xθθlJini. (引き網のふくろからたくさんの小さい)魚をかれはあける。

N 

Xθθlni-ni v. [pen. xθθlníx~-ní] あ(空)けに行く。

Xθθ'n s. [acc. xθθmbθ] みずどりの一種(渡り鳥，春三四月に来て秋去る，食用 G)

-a kind of watenowl: xθθn beeni四月一 April

Xθθ'nni-ni v. [pen. xθθnix~-ní] (なかに入っているものを)あけに行く。

XθθIJ-nL J S.: meewa xθθlJnLとなかいの心臓 (meewa)にまといついているも

の(白し、)/ s~~rí xθθlJniとなかいのせぽねについている腿 (sumu)。

XθθqθIktθs. [acc. xθθ9θIktθθ] 水中にある草の一種(多来加湖にある，アイヌ人は

これでござをつくるという)。

XθθIpCi-ni v. [pen. xθθIptux~-ni] こぼれる saIJnaxθθIpCini.きざみたばこがこ
ぼれる。 / ~nuw~ xθθIpCill~~ なべが間もなく(煮えたって)こぼれる。/

~sini xθθ'ptθ それはこぼれない。

xudaacci-ni v. [pen. xudaacixa-ni] 商売する，あきなう，売る(継続して)一

trade， sell: xudaacci nari商人，あきんど-merchant， trader. 

xudasindaccee-ni v. [pen. xudasindataxa-ni] 売りに行って来る。

xudasinJee-ni v. [pen. xudasindaxa-ni] 売りに行く，あきないに行く・ mooJi

XθdocCi-ni v. [pen. xθdøCix~-ni] 氷下漁の風よけのおおいをする(何回も)。

XθdθnJi-ni v. [pen. xθdocCi-ni] 氷穴からさかなをつる場所で風よけのおおいをす
る。

xoJo s. [acc. x切θθ] あめます(魚)。

xojoIiee-ni v. [pen. x句凶θXθ-ni] 月がか(欠)ける beex匂jθdθXθni.月がか
けた。

xojθskθs. [acc. x句白kθθ] あめますの皮。

Xθ，ktθ5・[acc.xθ，ktθθ] 中国(満洲)服の系統の男・女の服(男子用は丈が短い，女

子用は長く，細長いきれのふちどり (keepira)がすこしある)。

XθlθNGJ s. [acc. xollθθN] えぞりす G，きねずみ NGJ，りす J- squirrel. 

XθlθnJi-ni v. [pen. xθωcCi-ni] ふね，そり，汽車しとなかい U) からおりるー

get out of a boat， alight: ugdaduu xθlθcciniふねからかれはおかへあがっ

た。 / oksooduu xθlθnJiniそりからかれはおりる。

Xθltθs. [acc. xθltθθ] さかなや員のみ(身)(煮である):muxumai xθltθniほっ

き員のむきみ(煮である)。

Xθθcci-ni v. [pen. xθθcix~-ni] 長くつづけてこぼす(たとえばあるいて行きなが
ら知らずに)。

XθθCikku s. [acc. xθぽ比kθθ] 鉄砲のたまをつくるときとけたなまりを入れる容
器。

Xθθgbi s. 女子用下ばき (p~ruu) の足のつけねの部分(の布)。

XθθIktθs. [acc. xθθIktθθ] しらみのたまご-mt. 

XθθldθNJ s. [acc. xθθldθθ] 足のつけね N.

(またはmoowo)xudasinJeeni.まきをかれは売りに行く。

xudassi-ni v. [pen. xudasixa-ni] 商売する，あきなう，売る(一回)ー trade，

sell: mooJi xudassini.まきでかれはあきないをする。 /moowo xudassini.ま

きをかれは売る。

xudd~uw~ s. [acc. xudd~ukk~~] 引き網についたおもり，つり糸についたおもり。

xud~ a.重い(ちょっと重いときに言う)(この語は述語として使う): xud~~. 重い

な一。

xud~~ s. [acc. xud~~mbd] 皮を縫うなどに使う板(木の台) (たとえば，皮を縫う

のに縫いめをその上において使う，また，くつの毛皮の縫いめをそこにのせて裁

縫小万 (gisiruu)の(となかいのつの製の)柄でこすってのす)。

xud~si-ni v. [pen. xudxi-ni けxud~su という命令形はない)] おもいと感じる mmL

b~jdbi xud~sini おれの体が重い。 /bii b~j~bi xud~sin í. おれは体が重い。/

bii xud~siwi. おれは重い(なにかをもっていて重い，自分の体が重いのでなし、)。

xud~uli a.おも(重)い heavy [ant. x~numi]; s. [acc. xud~ullee]: xud~uli 
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moo重い木/xud;;mllee waapinjini重いのをかれはかつぐ。

xudu s. [acc. xuddθθ. all. xudut;Jil (けものの)お(尾)-tail (of a 

mammal): p;J;Jt;J xuduniあざらしの尾(そとから見えないが骨がある)。

xudur;J s. [acc. xudur;Jmb;Jl (とりの)お(尾)，おばね(尾羽根)ー tail (of a 

bird)，きもののうしろ下部 t;JtUW;Jxudur;Jni女のきもののうしろ胴下部分。

xuduu s. [acc. xudukkθθ. all. xuduut;Jil 勝目光 bladder. 

Xuigii s. [acc. Xuigiiw;Jl (幌内川中流右岸ホエ川地方の)保恵(ホエ)。

xuiS;J s. [acc. xuiss;J;Jl 携帯食料(やま (pur;J)へ行って野宿するときのたべもの，

麦粉，米，さけ・ますのやきぽし (bukpaa)など)。

xuis;Jllee-ni v. [perf. xuis;Jl;Jx;J-nil 食糧を携帯する。

xuj;J s. [acc. xujj;J;Jlつの(角)-horn: ulaa xuj;Jniとなかいのつの。

xuju num. [acc. xujumb;Jl 九，ここのつ-ninc: xujj白-nt九か月め(妊娠や生後

の月数)-ninth month / xujult;J adv.九回一 nmetlmcs. 

xujundoo num. [acc. xujundoowol 九十 mncty. 

xukp;Ji NG s. [acc. xukp;Jkkee N]， xθ'kpθi G s.やちの地面にもりあがった

土のかたまり。

xuksu J s.となかいの前後足のすね。

xuksuwa NG s. [acc. xuksuwamba N]. xuksoo J s. [acc. xuksoombal す

ね shin.

xulbee-ni v. [perf. xulb;Jx;J-nil (さかなが)たまごをうむ(排卵する)-spawn: 

sUIJdatta xulbeeniさかながたまごをうむ。

xulci s. [acc. xulcee司 all.xulcitail まるきぶねの両舷の聞にはさんだ横木。

xulda s. [acc. xuldaa] はこ(箱)-box. 

xuldaa s. [acc. xuldaambal 小さい箱 small box. 

xuldukta s. [acc. xulduktaal チシマザサ，たけ(竹)-bamboo. 

xuldumulli-ni v. [perf. xuldumulix;J-ni] (液体を)あたためる warm，湯をわ

かす mθθWθ xuldumullini水をかの女が(洗濯用に)あたためる。 N/ sill;J;J 

xulduIl】ulix;Jni. (さめた)汁をかの女はあたためた。 N/mθθ xuldumullisu

湯をわかそう。 G

xulduu a.あつ(熱)い hot ‘ s. [acc. xuldukkθθ1: xulduu mθθ ゆ(湯)一

hot watcr / xulduu mθθXθθljiwee. atakaa b;Jgji (sic) toonoo.湯をわたし

はまきます。地の神様，足を引いてください(湯を地にまくとき言うことば，湯を

地にまくことはsUIJnuuli)。

xuli NGJ s. [acc. xullee噌 all.xulit;Ji N] つる(弦)(弓や仕掛け弓の)一

bowstring. 
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xulig;J N s. [acc. xulig;Jmb;J] . xulee J s.そりの上のふちの木(白樺をつか

ワ)。

xullee-ni v. [perf. xul;Jx;J-nil ほ(掘)る-dig: karkaa xulleeni.黒ゆりの根を

かれは掘る。

xull;J;Jnni-ni NG v. [perf. xull;J;Jnix;J-nil くまが土をおこす(黒ゆりややまいも

を掘るため)G. 

xulliiri-ni v. [pclf. xulliix;J-nil ゆみにつるをはる burigbixulliirini自分のゆ

みにかれはつるをはる。

xulm;Ju s. [acc. xulm;Jkkθθ] 上は長円形，下は長方形の小さい入れもの，内側は

樺皮をまげてっくり，外側をとなかいやあざらしの皮でおおってできている，刺

繍文様がある，しばる皮ひもがついている，行李のような用途をもち，衣類など

を入れ，移動の際となかいに結びつける，なお，文様はむかしは炭をくろゆりの

根とまぜてつけたという)-small container madc of fur and birch-bark. 

xuma s. [acc. xumambal 骨髄(となかい， うさぎ， とりの骨髄は食用)

町1aITO明1.

xumalda s. [acc. xumaldamba]植物の茎のまんなかのふわふわしたやわらかい部

分，茎の髄 mooxumaldani木の髄 NG.

xumana a.やせているー thin，lean: xumana nanやせている人。

xumanauka a.やせている xumanaukanariやせている人。

xumannee-ni v. [perf. xumanaxa-ni] やせる-become thin. 

xum;J;J s. [acc. xum;J;Jmb;J] くびの下の骨。

xum;Jsk;J s.たばこの灰。

xumrr】ee-ni v. [perf. xum;Jx;J-nil 大声をだす soktoxonnee taraIJaci 

xum;Jx;Jni.酔った人がそんな風に大声を出した。

xummi-ni v. [perf. xumux;J-ni] う(埋)める，埋葬する(ウイルタも今日は土葬

にする)-bury. 

xumu NG s. [acc. xummoo Nl (となかい， うさぎの，またはとりの)脂肪

(d;JW;Jの上，腹，わきのしたなどの) N，となかいのおすの成体(特に去勢しない

もの)や不妊のめすのせなか (s;J;Jri)のなかの下の部分(脂肪がある) G 

xumukta s. [acc. xumuktaa] 血管 vem. 

xumult;J G s.仕掛け弓のかぎから張られたひものはじを結びつける仕掛け弓前方

地面にさした棒(矢はこの方向に向けられている)。

xumun;Ju NG s.土を掘って樹皮を敷いて保存用たべもの，さかな，あぷらなどを

埋めておくところ，埋めておくそれらのもの N，くまが争って殺したほかのくま

を土に埋めたり，殺したとなかいを埋めた場所 G:sUIJdatta xumun;Juni塩を
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ふったさかなを埋めたところ N/ beje xumun;:Juniくまがくまを殺して埋めた

ところ G/ ulaa xumun;:Juniくまがとなかいを殺して埋めたところ G.

XUmUSJl adv.うつぶせに xumusJiosini.かれが伏すー lieprostrate (face 

down) . 

xunaaptu s. [acc. xunaaptumba] ゆびわ-ring. 

xunaaptullee-ni v. [pcrf. xunaaptulaxa-ni] ゆぴわをはめる。

xun昌kta s. [acc. xunaktaa] はえ(蝿)のたまご。

xunaptu s. [acc. xunaptumba] 指ぬき(人差しゅびにはめる)-thimble. 

xunda J s.せぽねの両側の箇所(人間，けだものの):xunda sumuniせぽねの両

側の臆 J(となかいの xumuのすじ，このすじの上に脂肪がある G)/ xunda 

ulis;:Jniせぼねの両側の肉 J.

xunee J s.肋骨の下方の突起。 (Cf.xuniga 2.) 

xuniga s. [acc. xunigamba] 1.さじ(匙)-spoon: 2.胸の肋骨の下の中央の軟骨。

xunig;:J s. [acc. xunig;:JmbJ] 人差しゅびー forefinger.

xunikku s.こどもが(人がみやげをもって行かなかったりして)ほしいものが得ら

れず腹痛がおきたときつくる神像(小さいいぬのような偶像)。

xunikkullee-ni NG v. [perf. xunikkul;:Jx;:J-ni] ほしいものが得られなく腹などが

いたくなる。

xunipinJi-ni v. [perf. xunipicci-ni] つぼみをもっ orokto xunipinJini.草がつ
ぼみをもっ。

xunnaulli-ni U v. [perf. xunnaulixa-ni] これだけでいいだろう，これだけでいい

だろうと出し惜しみして少しずつしか与えずふざける，ふざけて(からかつての

少ししか与えない narree xunnaullini.人にかれはふざけて少ししかやらないo

xunm NJ s. [acc. xunnee N] つぼみ・ oroktoxunnini.草のつぼみ。

xunm-fll NU v. [perf. xunix;:J-ni] 1.むす(結)ぶ N-tie: tokpoo xunnini.ひ

もをかれは結ぶ。 N/ xunimi ujjini.かれは結んでつなぐ。 N: 2.つぼみをもっ

N: orokto xunnini.草がつぼみをもっ。 N: 3. (こどもなどが)ほしいものが得

られなく腹がいたくなるはunikkullee-niと同義) NU: putt;:J xunix;:Jni.こども

がお客からみやげをもらえず腹痛をおこした。 NU

xunniipei-ni v. [pば xunniiptux;:J-ni] ほどけなくなる(しばったものが):uipul;:J 

xunniipeini しばったのがほどけなくなる。

xunu s. [acc. xunnθθ. all. xunutJi] へそ.へそのお-navel， navel string. 

xUjlaataa s. [acc. xUjlaataamba] 肋骨の下の中央の軟骨(あざらしの，人間につ

いても言う)。

Xりlala s. [acc. xUjlallaa] かも(烏)の一種。

247 xUI]da 

xUI]da a.春になってひるまはとけても朝まだゆきなどが凍っていてかたい(状態を

いう):cimai simatta xUI]da朝は積もっているゆきがしばれていてかたい。/

cimai xUI]danduni moolobuddooni s;:Jrruucix;:Jni.朝はやく地面がしばれてか

たいうちにかれがまきをとりに行くようにかの女はおこした。

xUI]guli s. [acc. xUI]gullee、all.xUI]gulit;:Ji] うじむし。

xUI]gulli-ni U v. [pelf. xUI]gulix;:J-ni] うじむしを発生させる sUI]datta

xUI]gulliniさかながうじむしを発生させる(さかなにうじむしがつく)。

xUI]mu NGJ s. [acc. xUI]mθθ司 all.xUI]mutJi N] えぞももんが(ばんどり) GJ. 

xUI]nu NG s. [acc. xUI]noo， all. xUI]nutai N]， xumnu J s. (手や足の)こう

(甲)- back (of the hand) ， instep. 

xUI]nuptu G s.てっこう(手甲)(ゆびやてのひらにあたる部分がなし、)。

xupallee-ni v. [perf. xupalaxa-ni] 組をくむ(猟に行くときに)。

xupikku s. [acc. xup比kθθ] おもちゃー toy.

xuppi-ni v. [pcrf. xupixJ-ni] あそ(遊)ぶ play: puttJ xuppini.こどもが遊ぶ。

xuppeecCi-ni v. [perf. xuppθθcixJ-ni] こどものもりをする。

xupseeri-ni v. [perf. xupseexJ-ni] ひっくりかえる:(言い伝えJtuksa seeni 

saariktani anaa outannee boo xupseerini うさぎのみみの一番さきのくろい

毛がなくなったら天がひっくりかえる(この世の中がなくなってみんな死に，新し

い天にかわり，すべてがあたらしくなるという)。

xuraIfi-ni NU v. [pclf. xuraduxa-nil たすかる U.生きかえる N:nan 
xuraduxani人が生きかえった。 N

xurakta s. [acc. xuraktaa] 木の皮，樹皮-bark 

xuraktami s. [acc. xuraktammee] とし、し(砥石)(小刀にあてたこれを動かして

研ぐ，piiw;:Jより小さい)。

xuralasi-ni v. [perf. xuralaCi-ni] 立木から樹皮をはぐ-strip off bark. 

xurallee-ni v. [perf. xuralaxa-ni] 木の皮をはぎに行く xuraktaa xuralaaci.樹

皮をかれらははぎに行った。

xuricci-ni v. [perf. xuricixa-ni] たすけている。

xuriga NJ s. [acc. xurig.且mba N] . xuree J s.はな(鼻)-nose: kumult;:J 

xuriganiスキーの先端 N / xuriga (またはxuree J) mθθInlはなみず NJ-

nasal mucus， snivel/ xuriga naaksaniはな汁 N -nasal mucus， snivel. 

xurigacci-ni N v. [perf. xurigacixa-ni] . xureecci-ni J v. [perf. 

xureecixa-ni] くままつりをおこなうー holda bear-sacrifice festival: b句θmbθ

xung.且ccuri G くままつり(余興に，そりをつけたとなかいの競走，すもう，男

女の歌，男のおどり，なわとび (p;:Jkkuri)，手ぶくろ押し(跳ねる)
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(mamb且kk且a且nn且uri)をする，客にアイヌ，ニグブンを招き，かれらのくまま

つりにはウイルタが招かれる)-bear-sacrifice festival 

xungammee-ni， xureemmee-ni v. [perf. xureemaxa-ni] くままつりに招かれて

行く。

xurigd N s. [acc. xurigdmbd] ， xuree J s.やま(山)，山岳-mountain: 

xurigd xurigdmbd pulisini.山から山をかれはあるく。

Xurigdtdd s.海豹島。

xuriiccee-ni v. [perf. xuriitaxa-ni] たすけにかかっている。

xuri〆山iv. [perf. xuriptuxd-ni] 染まる tdtUWdbdXdJi xuriptux羽1.きもの
が色で染まった。

xuriptuccee-ni v. [perf. xuriptutdxd-ni] 染まったままである(しばらく色がおち

ないとき):tdtUWd xuriptutdxdni.きものが染まったままであった。

xur[Y.Jllee-ni N v. [perf. xurpJ1Jxd-ni] ， xulpJllee-ni U v. [perf. xul戸 lJXJ-

ni] からだをかわす，よける(人が危険なものから，あるいはたたかれるとき): 

xoldoptoi xurpdlleeni.横む剖こかれはよける。 N

xurrauri-ni v. [perf. xurrauxa-ni] (まとを)はずす gass且a (またはPJJttJd)

xurrauxam.鳥を(またはあざらしを)かれはうちそこなった。 NU/ tari nari 

xurr昌ux昌ni目その人はまとをはずした。 /moicc且lamixurrauxani.かれは鉄

砲をうってまとをはずした。 /moowo an且poolamixurr昌ux昌ni.木を試しう

ちしてかれはまとをはずした。

xurree-ni v. [perf. xuraxa-ni] たすかる。

xurri-ni 1 v. [perf. xurix昌-ni] たすける，すく(救)う-save， rescue: nar ree 

xurrini.人をかれは救う。

xurri-ni 2 v. [perf. xurixJ-ni] そ(染)める一 dye:bussoo xurixJni.きれをかの

女は染めた。

xurri-ni 3 v. [perf. xuruxJ-ni] 熟す，に(煮)えるー ripen，boil: Jri siduxu 

xuruxJ.このこけももの実は熟している。

xuruml a.みじか(短)い-short; s. [acc. xurummee， all. xurumitJi]目

xuruukJ NU a.みじか(短)い N，すこし短い U:tari tJtθθ XUruUkd.その着

物はちょっとみじかい。 U

xuruwacCl-ni NU v. [perf. xuruw.昌Clxa-ni] (手のひらをくぽめて)すく(掬)

う siduxumbJxuruw昌ccini.こけももの実をかの女は(入れもののなかから)

すくう。 U

xusakta s. [acc. xus且kta且l魚の白子-milt. 

XUSd S.おとこ(男)-male: XUSJ PUttd男の子/XUSJ l)indaおす犬/XUSJ 

namu北知床半島の東側の海/xusJnnee s. facc. xUSdnneepd] 男の人一 man.

xusJmusi-ni U v. [perf. xusJmuci-ni] 吐き気を催す。

XUSJrθθJ s.くまの肉の男が食べる部分。

xussee-ni v. [perf. XUSdXd-ni] (へどを)は(吐)く← vomlt.

xusseenJee-ni v. [perf. xusseendJxJ-ni] 男の子が大きくなって男らしくなる(成

人する)0

xuturi a.かゆい(この語は述語として使う):xuturi xosisu.かゆい，掻け。/

xuturee.かゆいなー(のみがくうときなど)。

xuturikku NJ s.かゆい皮膚疾患(はじめゆびのまたにみられる) N (θθWθのこと

をxuturikkuと留久玉や野頃の人が言うが，敷香の自分は言わない J). 

xuturisi-ni v. [perf. xuturici-ni， conv. perf. xuturig且cci] かゆいー itch:bii 

xuturisiwiおれはかゆい。 u/ attambi xuturisiniおれはせなかがかゆい。 N

/ sii bJgJisi xuturisinii.おまえは足がかゆいか。 U/ bii JsinJl)i l)aalabi 
xuturiciniおれはきょう手がかゆかった。 u

xuturuuli a.かゆいー itchy，itching; s. [acc. xuturuullee， all. xuturuulitai， 

xuturuulitJi] . 

xuuccee-ni v. [pcrf. xuutdxd-ni] 木が枯れて木質部がやわらかくなって粉になる

xuutJXJ moo枯れて木質部がやわらかくなった木。

xuukku s. [acc. xuukkoo] ものを巻きつける箇所。

xuulJi-ni v. [perf. xuulci-ni， all. xuulkacci] こだまする Xl川gdnd的 kJSJ

xuulJini.山でことばがこだまする。

xuulli-ni 1 v. [perf. xuulixJ-ni] つつ(包)む-wrap: tJtukki xuullini.自分のき

ものをかの女はつつむo

xuulli-ni 2 v. [perf. xuulixa-ni] まわる duxuatt且nJeekk田 nixuulimi 

l)JndXdni家のうらの方をかれはまわって行った。

xuuma s. [acc. xuummaa] 巻くように縫った(サテンステッチの)刺しゅう文様

(lrga)o 

xuurJ s.何cc.xuurJmbJ] 小物入れのバッグ (xuurJJより小さい，魚皮，獣皮ま

たは布でつくる，くくるひもがある，針などの裁縫の道具を入れる，これには，

普通，指輪などを入れる小さいふくろが内部についている)-bag made of fur， 

fishskin or c1oth. 

XUUrJd s. [acc. xuurJJmbJ] 小物入れのバッグ(魚皮，獣皮または布でつくる，

くくるひもがある，鉄砲の付属物ゃまだ刻まない大きい葉たばこを入れる)一 bag

made of fur， fishskin or c1oth. 

xuuri-ni v. [perf. xuuxa-ni] 巻く wind round: xuumi urpuri巻いて縫うこと
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(サテンステッチ)/ XJJgJi oksokkoo xuurini皮ひもでとなかいぞり(の割れ
たところ)をかれは巻く。

xuutJ S. [acc. xuuttJJ] しらかばなどの木質部がくさってこなになるような状態の

もの，そのこな xuutJmoo木質部がふわふわにやわらかくなった木。

xuwarigacci-ni v. [perf. xuwarigacixa-ni] 舟が横にゆれる。

XUWJ S. [acc. xukkJJ] 上座からみて左右側のたきびをかこった棒，炉を仕切った

わく(炉ぶち):aanjee (またはdJunjee)XUW8上座からみて右側(または左側)

の炉ぶちの棒 GJ.

xuwJlindulJi-ni U v. [perf. xuwJlinduxJ-ni] (周期的に一つの時期が)過ぎる，

経過する suunJxuwJlinduJ]ini.日が暮れる。 /in81]i taldaani 

xuwJlinduxJni.昼が過ぎた(昼すぎになった)。

ウイルタ語分類語葉

1.自然環境

天体 nθl]lla，boo. 

星 xosikta，unig;Jri (ulleeri); burakta， kumult;J poktoni， mai tJbpuni， 

nadasa (pJulJ， p;Jub tookpuni (または瓦uduni))， xosikta 

patalammeeni， ujee SJks;JJni. 

太陽 suun(SUUDJ); garpeeni， gJrJJlini， gilJxinjini， jabdar， pudJlljini， 

suunneeni， tuujJini; suun buJini. 
月 bee (beelta); xθjθ'.i]eeni， nJmdJu bee，月のみちかけの名称、はbeeの項

にあり。

潮の干満 k姐 ru，1]剖 ddau，pJrJkceeni， WJJnu 

気象 agJi，boono， simana (simatt且，lamusu， loopso， puundJ， uppakta， 

x01]gokto) ， seero (seeronjini)， tallini， tamn且 (t且mnal]L，

tamnaska， m88jU) ， t8wJsb， (tJwweeg8ccini， t8wweerini) ， 

tugdJ j (purJi (kUr8i 2)) ， XJdu (suuji; (敷香・オタスにおける風位

による名称) bqila， cila1]ai， k01]gori， m制Iji，munJee， tJJXJ， tuwJmji) ; 

d8ruW;JnJini， gωljini， geewanneeni (geewa) ， maatuwaccni， 

nal]meeni (na1]n1i!J]ini)， puujinjini， townjini (toro) ， xawwan}LnL. 

気温 gauruuli，namauli 印刷nasini)， nUl]Juuli (1lU1Jlisini) Sal]U， sθθruuli 

(Sθθrisini) ，X;Jkkuuli (瓦;Jkkusini). 

地勢 (および植生)

平地 buu1]i，d8tu， dθtθθ， gad且，kaalpa， bJmul， mooso， naru， 1]JJnJ， 

omoo， pdJju， sJJn， sina， tJuktJ， t01]doo， xasi1]i， XJWJrJ， dJgdJ ;水

岸 kad且，kirム oondo，tusigJ;川・川岸 bud且 2，daa 1， daw且li，dJrJ， 

d8un， Jubu， mJgji， mU1]gJ，口;J8j， nJsJ/Jl， opto， paajikta， paakta， 

pikpikt;J， pudali， pujσ七tOl]aakto，toowo 2 ， uni， uniga， X;JjJ， 
eernllL ;海・海岸 buwaata，giri， kipiri， masacci， /Jluxub， W!Il1U， 

seela 2， siri， uiru. 

丘陵・山岳 boori，gθunaxi， kacla， nalta， naltakta， llogaol]o j ， nuksa， 

!)J;Jgc/;) dσtu， poro 2 xurigJ， suauW;J， tukkee， Xοtoktο， eernllL. 
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2. 人体 b~リid; girapsa， S88ksd， sinakta， sumu， ulis8， Xdr8kt8， xogboli， 

xumukta. 

頭部Jili;gddri.顔 d8r81 (bocco， baada) an白SI，勾m且 (goIJeekta 

{golJigakt且)， irki， kθrθktθ，kθrθθ，θlθlθ， pdmU， sinu) ，ぬamul，

duuruulikta， geeg，且，gud且kt且， IS且1(buli， kalpikt且，k且lpirakta，

nariga " s剖 rikta，sirumukta， suJi (isal sooni) ， taagd且kt且) ， seen' 

(Cimbukt8， t8mbukt8) ， pd8j8， pulci， xoppokto， xurig.且 (SOOppo
(xung.且sa1]ant) );あたま且pai，niruktd (nurikt8) ， poro 2 ;くび(あ
たまの下の) m01]O: bilda， dθ'kpθ， dUUr8， m81imu， utumuu， xai 2， 

X且psau，xoombo， XUm88. 

胴体 muird，xawani， nirikta， alci， Jilba， Xd1]g~リid ， umulbita; tu1]8， kθθ'n， 

Jili伊 <Jilee) ， bokko， puxi， xunu ;且tta，darama， d8W8， ura (以上

の4語の配列は背面の上から下への順による)， ilmi; dmuwdt88， kdnd8 

(pis且)， xducib， siiwi， xakpin且，xosoptu 2， xunig.且 (xunee)， 
saI]alt，且;inikt.且，tutuu， b且buu，P.且I]n昌 (Ukt8， x且tjU); (陸の晴乳類の)

内臓且limatu，bosokto， idd， keuri， meew且，pa且X且，siiltd， silokta， 

xab且bi.

肢体 kotoo，xosikω， pan剖 ，saj剖 ，xU1]nu， d.昌la，t8skdkt8， tolimuu; 手，

腕。剖la:curg.且，komuu， pana ' ， sirimi， Uitd; 五指の名 pθrθ，

3.住居

xunigd， tald剖 wu，g.且j且u，Cimutdd;足・脚 b8gJi:cida， Cimutdd， 

ごuuji，ぬ呂田，kig81i， mU1]gi， pagJiga， pa1]gaucuu， p8n8， pθrθ， s却 lda，
Sθθnθ， tarpi (talpi)， ukCi， xθθldθ， xuksuwa 

住居地 n81]ndd8，duw且d且，duw且白kku，bolodo， bolodokku， tuw8dd， 

tuwdd8kku;。∞wu，duuwu. 
家屋 duxu，andusini， dugj却 l.種類創mdau (その部分) bee， beeltu， 

ごirr8ukkd (Cirrduptd1]i)， cokko， conoo， guidd (gUiptd1]i) ， 

katalai， keelt，且ml，m且lu，maripta1]i，θltθlθ，日rrini，seesi1]i 2， s8irini， 

soono， taw且，tθre， Und， Ut8， x8unddipi， XUWd) ， kaura' (kipθrθ) ， 

S88rin(i) buj.剖 duxu，uut88mi， p且laaCikk且 (tacceeni)， korim昌

uuxu (korrini)， (アイヌの) xagJu (X且gdu).外来家屋の部分

girkdptu， kookkun且，p剖 W且，sdd8Xi， usku， x且kpi.仮小屋 j丘昌tau，

kala1]ari.付属施設 dalu (その部分 mθlθxi，d8duxi， tookpU) ， 

gθ11θθkku， (アイヌ，ニブフの)ikkuci， k:Jr8， brgini， korree， 
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mθθluutu， p8ub， saan (golbo， s且iri)， xoLJin昌u，XUmUn8U.付属物

silpima (k且uta，musuri) ， tddkku (dooptu， tdni) ， x且rpu (xalpu) 

(axirikku) 

4.被服

衣料，布地 ambambusu，b88Si， busu， c8kbmi， guluxu， Jakcee， Jiligdri， 

JoIJlo， k8d8rdktu， S8Urd， Sirdkt8， solgeex且， taubu; n且tta;sugbu. 

衣服 t8tUWd，tdcCini， tdIJ]ini， bagduxu， bagduxxini. 種類 k且uraktu，

n且lma丘，pokto， xθ'ktθ， wdlt81i，豪華衣裳 d剖 nami，g8cuw8ri， torgo， 

下着・下体衣・重衣・外被など b且ld且，bdpii， d且lduu，dorokpu， drUWd， 

istaa， juubukb，θltθ'ptu， PdruU (その部分 keuwa，xθθgbi) ， saali， 

sokkin且， sθθ'n， ulb剖 xu，umul (付属物keem却) ， xaragJi， xossee ;衣

服の部分且cikt.且(SOOppO且Cikt.昌) ， bopira， bopiraktu， ddr8， 

k且rum剖 nu，keepira，θlt，θ，pθθript81]i， sini， tan且，tddn， toxo， wdsk8. 

頭・くぴ・手・足に着用するもの a且pu，kθθndori， meet且kaa，Jawa且，seeptu， 

d8rigd， m01]optu， bil剖 tu，Pθkkθ， sotori; kotooptu， tarb丘ki，

mamb且kka (w，且mbakk且)， 1]a且liptu，xUI]nuptu; utta (その部分

p8risb， sθθ，ksθ， turdsk8，θmθrθ， miimdttd;付属物 dokto，k剖 md制，

n且ukta，utaaptU) ， g.且ru (ndlixd， piituu， siliitU)， mθrθθ， pondoo， 

dUp88， p8rim8， taapucik丘

装身具且n剖， ， ddrr8d， gildptu， koso， seeg且，seegaciga (Seeg，且cee)， 

s81t8， siig8 (その部分 muripta1]i)， sulciktd， suurakt且)， siig811eeni， 

xatulleeni， xunaaptu 

寝具 cirθptu，n却 tami，ndmbd， pulta， d且ppa，kuutu. 

裁縫 kitaa，S88n， dapikku， Urpit8， xun且ptu，isa且ptu，kUP8， geula， 

muiktd， XUddd， XUUrd， girrini， kappuunJini， kaptuunJini， xatuccini， 

x8d8ccini， uld8nJini， urpini ;刺繍 kdrkig8，weeg.且，brkig8mi 

urpuri， madurukkumi urpuri， m8gJig8， 1】wgJig8miurpuri， silitami 

urpuri， sorko， sorkomi urpuri， suuldmi urpuri， tokpomi urpuri， 

xuum且，XUUml urpun. 

調髪 sigJipu (sigJini)， m8rb， pussini， purreeni ;髪容 keemi，p且cita，

P且I且I]i，silit且 (silicceeni)， cocoko. 

5食事

たべもの (ddPpi) ，食材 UliS8 (jali) (p88t8， tuks且，ulaaなど)，且n，
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neekta， ngmuu， simur;J， xuma; sUI]datta (dawa，θθrθ， arku， biro， 

juwakkasi， jimda， k昌昌I]ai，mokkiri， nalduma， x句θなど)，xaln， 

xusakta， g.且sa (apci， aUI]ga， ausee， caccari， keewu， k;JI];Jd;Ji， 

kaakaldaaru， kOI]olo， kuutt;Ji， muli， mungi， nudaa， nUI]na， ojomi， 

θkkθi， paamalduu， tθIktθりθ，tuwweekk;J， uri， xaldu， xocci， xθθn 

(以上は水鳥)， bgr;Jmi， k且bbeela，kθrθmθttθ，日arikur;Jkt;J， 

peegda昌nji，uksara， oliなど);山菜 aasi，bookto， cipθθ， dudakta， 

icalpi， jolo， karka， siduli， x且P丘など;液果 dθsikt;J， gaakta， siduxu， 

xOJooなど diI]okkeeni，liIJoo， tθ品目 (tuuks;J));海草 θtθ;bud且，

dausu， ilda (simuksg)， kattooska， 1 ipeeskg ， mθθ， satu， saakari， 

sinjau， upa uriski， xuisJ; arakki (ispiiri， kakta， katta) ， cai. 

調理・調理物 alaalfini，cerrini，ごissaurini，d且ldacCini，dausulleeni， 

dgrinjini， ;Jruccini 2， geewwini， kombokkeeni， lala， lalleeni， 

monnini， mθθ soorini，θlθsini， puisini， puijuurini， silopulleeni， 

silleeni 2， sirrini 1 ， urrini， xaagbini， xaagbujjini; ;Jru， alaaji， 

kuw丘四 (外来)， moni， musi 1 ， soli， Silg， silo， sibung， SUUpU， 

talaa， xθltθ. 

調理具 bJdu，gnUWg， itto， monipu， silopu. 

食器 a!iptaI]i，alukku， ca且mi，caanikka， c昌昌sk且，cakpa， dθdθθ， iiWJ， 

koci， sabuu (tugbU) ， tJr;Jlb， xunig且，urumk;J. 

他の食事用具 anduma，ba且nikka，dosobuw且， ic且ruu，ilda keurini， kombo 

(kgruskg) ， kθccθθli， kupta， kurb (Sii 1) ， mθrθCθθ， ocCii， oljig且，

ostooli， pOOWO， seetta， soddooki， tθI]gθ，x且uptaIJi.

食事 d白;Jf〆必i凶n川i，s却昌l胎l伝ee訂rin凶n即1，S訂i叩m即ic託似C白i印凶m(ωsi叩汀m即】ηJm汀mlη】Jini)， u叩削m即mn叩1
cimm 昌叫u，ingI]i dJppi， S;JkSgu. 

6.他の生活用具

入れもの(容器)・ふくろ dJkt;Ju，gurr】剖rinikka，gumaanikka， iinduw;J， 

jombo， kolmoi， likpit;JI]i， missookki， I]aalikku， putul(Ik)ka， puutaa， 

sggrikku， siltukku (miisb) ， sittoo， sorpo， sumala， taara， tθkkθrθ， 

xacuwa， xulda， xulda且，xulmJu， XUUrJ;J 

いと・ひも・つな・なわ kup;J， illuu， m剖 tu，miim;JttJ， madurukku， nusku， 

saalda， silrr】昌， sθθksθ， sun且a，tokpo， XggXg， xorko， suurini. 

刃ものの'pCing，kucig;J， geesuu， gisiruu， k剖 wui，kucig;J (kucee)， 
lokkoji， masaari， m;Jccikku， pancu， pUUpU， sII】昌suu，suwal， tasuri， 

255 
ウイノレ空語分類語葉

toporo， xaja， XOOpU， xonpu ;刃ものの部分・付属物 Cini，d;Jj;J， kuptu， 

p;Jsi， xauri ;研ぐこと piiwg，piiwweeni， tuussini， xuraktami ; 

xgmb;Jgru. 

その他の道具 boipu，ca且w且kta，curupu， jooso， kOI]gokto， muktakku， 

P且luwa，piipu， sirθ 1， tugdJUCikkU， tukpJ， tUI]且，W;JSkU， x;Jripu. 

鍛冶 tapiccini;道具 ciptuWJ (Ciptθθ) ， ;Jnud;J， kθθdθ， k且cceeni

(katt丘)， silJpCini， ta且ljeeni.
火 tawa:darree (darreembini)， ikpg (Ikp;Jccini) ， iwanjini， mθθcig;J， 

posseekt昌 (posinjini)， puliccini， sugbi， suwJrikku， ta且wullini，

tguru， UUI]gisini， X;JppJJ]ini ;燃料moo，daira; 照明 IXJrg

(ixgrreeni) ，戸epu; 発火用具 cuun (CUunjeeni)， burakta， silcisb， 

piicig且， siltuu; piicikka. 

万 laut且，bnd;Jrgxi， pgSi. 

弓矢 burix;J， dgUptgI]i， 19kkg， tada， XJmU， XUli) ; dapinjini， ga中eeni，

koolkoonjini， tap. 

銃 moicc且 (meucムa)， durisseen;J， winciisJri， moiccalleeni，且aI]I]eeni，

an且poolleeni，celcillini， l】昌aI]bini，tuurrini， xurraurini; 銃の部分・付

属物 baralga，borkookto，白gl且a，coompira， doroopu， giilji， jorikku， 

kalipu， moosuu， muxali (tJurini)， okto， pistoo， sIJ]igakku， 

SθmmθθIki， suumkg， loosi， xar且，xθθCikku.

7.生活資料の獲得

採集 ggccini，gatasini， gatannini， g.且tau，issini 2. (食事の食材の山菜，液果

の条参照)

漁労

魚 (suI]datta)の体外形 sugbu;andasi， SJn;J: (ひれの種類) gulu 1， 

urIttJ， ut剖 ，x且witta，sigd;J， mJmitJ， pacii; X;JSikt;J， kgJCiktg.体の

内部 sJ;)ri，xairi， xapusk且，xusakta， ubktg.生態 seetosini，summim ; 

j;Jwgrrini， suullini， xulbeeni・ さけ・ますの産卵死亡までの段階名 tuuli，

goodu (goolfini) ， keeI]guci. 

漁法とその用具 kg;JrJ貼 u (kJ;Jrreeni， cissaurini) ， tulJgdJ， aduliganjini， 

昌dulimmeeni，aduli (gusa， brgi， kolcigakta， SiiXJ (Siib)， 

tokpotu， XUdd;JUW;J)， tummini， tokko (tokkeel】i，keupu， 

keuwwini) ，locoo (bJJ， locokkeeni， IJiisUWJ， I]iisuwJcCini， puula， 

siin， locoocuU， xθdθ，xθdθ'njini) ， t剖 suma (t剖 gd且kta，duucikku， 
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duucCini， xacCini) ， gθrpθcCini， sUJ]dammeeni， ;;Jldθθpu， dlduw;;J， 

seetopu， naawi， urai， salpi， goodummeeni， gooduu， mucca. 

魚の加工 siiwiptdI]i，tdli， tdllini， tdIJeeni， bdrigdnJini， bukpaa 

(bukpakkeeni) ， c且ccabi (caccabbini) ，jaawuυaakkini) ， 
kθ'pcθθ'nu (kθpcθθnnini) ，mauri (m且urrini)， bdkkdi， kaltalima， 

bdJi， kaa wui， suukpini， saan， golbo， sairi， Wddnd 

あざらし (Pddtd)猟 もりとその使用 dargi <]ogbo， laaxu， maatu， xawa) ， 

昌!)jini，joosseeni， ]ogbolleeni， taummeeni， xalpicCini， xaawuJJini.あ

ざらしの体 keeta，kopCo， kθ'ppθsi， ono， piird， saunaa， XUjJaataa.あざ
らしの種類と年齢による名称 baawui (geuksa， b却 laI]ada，I]aruuri， 

I]dskui k;;Jdb) ， dauI]gari (amuspi， ceeI]a， oJii， ddrigdCi (ddreeci)) ， 

alaxa (/θkkθ， Ceel]a， o]ii) ，kOl]gori (/θkkθ， nirakka) . 

くまののθ，naa mapani)猟 bθjθlmeeni，usinJeeni， gida (buligd)， 
bddpinJini， giJJeeI】i，gidalleeni， aupsa， wωtu， be.Jeskθ (naata) ， 

tddunJini;生態 dθθkpθn]ini，dubJisu， dUpdCCini， ]awal， kaattoorini， 

tdlddu， xagJu (x且gdu)， xullddnnini， XUmUndU ;くまの年齢による名称

siroo， ndlCiri， b制 tana (2歳，満1年過ぎたもの)，xojol (3歳)，pujdl 

(4歳)，]aωil (おすの 5歳)，biri (めすの 5歳)，]dwiS;;JI ( 6歳)， 

sagJima (8歳). 

その他の狩猟 bejjθurini:bdicuuccini， bdicuukku， bdiI]d， b;;Jisd， bdiccini， 

bdiIJ.ieeni， darimn】eeni，duulda， gdrdmdsini， gobJeeni， go.iiou， 
goolmosini， jaal]beeni， kalaI]ari， Jaun <]aun]ini)， ]ee 1 ， muujjini， 

I]ojokkolosini， pUI]neeni， tuuccini， tuurrini， waakku， waali， 

xupalleeni. 猟具 bdicuu:dd;;JI]gurd (その部分・付属物 bdultd，boowo， 

burixd， caglaa， pakpara， par且，piimddpu， pinndul， sird， tdt;;JPtdI]i， 

xaw且，xuli， xumultd) ，puta (その部分・付属物 bUI]na，d;;Juli， 

dusiptdI]i， gdrdi， mugddd， pakparau， PddjdPtU， surp昌kta，tOOWO) 

(pucceeni) ， b昌daari，gdrigd (gdrigdn]ini)， kaattuw且，kapir且，

kapkaa， naaI]gu (naaI]gini)， Idwig;;J (bwigd;;JCcini). 

となかい (ulaa)飼養 となかいの体 bug.Ji，dJugdd， gataja， karau， k且tuwa1 

(katoo 1) ，kθθniktd， kθθrbθskθ， ku]i， kukca， bdwul， lipcee， 

luusima， mai， meeta， meetaska， moosipsa (moossini)， multama， 

nam且ska， I]iiwdltd， oI]bo， 00， paaxa (da且tjip.， nuuci p.) ， 

戸emura，複胃 (mee(iiカ Jpθθ，daaji numisd， nuuCi numisd， Sddgduu) ， 

sdilld， silokta (xakpi S.， ]iktu S.， n;;Jmdd s.) ， suuli， talaa〆1，tuurd， 
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xoorimu， xθθI]-ni， XUjd， xuksu， xum且，xumu.性別・年齢による名称、

xakta (kθθrbθ) ， n且ml (WaI]g且i);soondoo， SUWd 2 (soondooまた

はxdI]ddd)， n且muw且(soondooまたはxdI]ddd)， seepuw且 (seepoo) 

(当歳または l歳); ap且la，saCiga (saCee) (2歳); iktdnd， gulu 2 (3歳); 

nootono， gulu 2 digdni (4歳); xamatana (おす5歳)， ilaalta 

puttdI]I]i (めす5歳); dupci (おす6歳)，Jiiltd puttdI]I]i (めす6歳); 

おす7歳以上は回数数詞と dupciで，めす7歳以上は回数数調と puttdI]I]iで

表される.生態 aaI]galleeni，a勾geeni，ab且kkeeni，boorosini， 

d;;JUI]dktd， dθθrθI]I]lnL， gθlθ，gθlθnJini， gu.iieeni， gUPdllini， ila且r且gdム
jawata， Juurdgdd， kθθrbeeni， kukcanJeeni， la wikta， mdcceeni， 

na且nulleeni，okkeeni (okko) ，θmθrθgde， pdktd pdktu， s且arukkini，

sdsi， soorrini， suci， xdI]uccini，飼養 bdI]gdi，coor且a，cθθ，k cθθ'k， 

kaaI]alda， kdig;;Jli， kUrdi， m同 tulleeni，nUI]d， uJ]ini， xakceeni.となか

いのなまえ Dorouka且n，K且rauk且an.

いぬ (I]inda)飼育 dallau， d且llaurini，dulJigd， gipali， (アイヌ・ニブ、フの)

ikkuci， makcii， Sddri， tookku， uindu.性別・年齢による名称 iWdb

(wdcb) ， I]in剖 (I]in且ka)， 2歳以上は回数数詞と simattaI]I]iで表され

る。 生態 buunnini，ciiI]I]eeni， dalleeni， guwweeni， iktdmdnJini， 

kaattukkini， kaksini， laabilleeni， lakpan]ini， 1且ummeeni，laurini， 

muJ]ini， Pdruuptulleeni， puktuurini， siiccini， siromusini， sirreeni 2， 

siru， taari肌 wau.いぬのなまえ Beelka，Coorinai， KdrdmddSi. 

獣皮 (natta)・製革

Pd;;JtdSkd， ulaaska (ulaatta); meeta， meetaska， xooso， xaraps且，

kθθniktd; ilta， kiciri， ludul， nθttθ， ono;製革道具 bddrd

(kdddrreeni) ， tθttθ， xosipu， tdldpu (tdlleeni); puirini， maaJ]ini， 

p且aJJeeni，sa且n]ini2， Xddrrini， monJini， ndccini， dSdlisini， nuuppini. 

8.旅行 (pulipuri).移動停|越)(nuIJi)・運搬

徒歩 cilldpu，pinakku (pinalleeni)， Urdmd， waandakku (Waan]eeni)， 

θθcceenL. 

のりもの I]dndptdI]i，puliptdI]i， pulipuri xa]u， Sd]d， marisseena， 

jaamulleeni， uurini， xθlθnJini. 

騎乗・となかい曳行 boddourini，dmdd (dmddnJini)， dl]eeni， namb且

(nambeeni) ，bI];;Jlpi (bI]dlpin]ini)， silma， pUI]lldpU， USSllnnL 

スキー k且tjama，sumulta， kumultd (その部分 mundskd，taapu， WddS1PSd) ， 
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p;Jgbir;}， k;}ig;}li， x;}mbQ;Jru. 

そり xalleerini.

となかいぞり oksoo (その部分・付属物 aaji，b;}kt;}， ceeksa， 

ceembuwa， d;}sii， ;}LQndQ， kθTjuli， paawura， palturi， sucipi， xuligQ， 

joonopu， saaLda， s;}kt;}) ，そりの形 biLdaIJa; naar(It)ta; dθθrθIJIJini， 

errini， pukcini， tukseeni， daarulleeni， giLb;}， giLbQnJini， paara， 

cooraa. 

いぬぞり tuCi， muttasi， kaurii (kauriicCini)， nauramJi， puktu， 

puLdaLa， sunaa (sunaambinI)， xaLa. 

人が引くそり mauwa (maukka) . 

ふね ugda(その部分・付属物 geul(geullini， geulimJi) ， goopu 

(goopulleenI) ， mQQX;J， m;}kk;}d;J， I]ojoo， sari 1， s;}ul (s;}ullini) ， 

soopu， ura， xuLci);その他のふね ada2， ]ai， kaukau， boLootu， 

poroxootu (koojil， kutuLi， kaita) ， t;}mmQ， t;}rb; cisseeni， 

dawweeni (dawaitu)， Q;Jwwini， eekkucceeni， laataLdusini， m;JLbini， 

mθss山 ，sumneeni， xa叫ini，xoIfeeni， xuwa勾accini，x;}mbQ;}ru 
にもつ kθIθlθ，ojosko (nul]iのとき abduをまとめたもの)， pina， 

t;J;JW;} (t;};Jw;JLLeeni) ， t;}urini. 

9.生殖・妊娠・出産

生殖 muccini，occoi (namuu)， paI]gakkini (toini) .妊娠 d;Jlu(d;Jllini) ， 

;Js;Jr;Ji (;JSQr;J批 ini，QS;Jr;Jig;JcCini) ， bul]ini.出産 adau，amurau， 

baal， bal]ini， ba肌JJini，bal]imakta， bOI]go， jaacceeni， jaatau， gaksi， 
miiwθθごとini，peskini， purig;Jccini， purrini 2， udama.妊娠・生後の月

数geedabee， dθθIjj白ni，illeeni， ]iijjeeni， tunJeeni， nUI]geeni， naIfeeni， 
]akpeeni， xujjeeni， ]oojjeeni (2 - 10の序数詞+第 3人称語尾). 

10.保育

授乳 kθkkθurini，kθθccθθnJini (kθθ，kθθcCini) ， kθθkθθ'ptu; pooto; 

xuppθθccini ， aLasini， kθmmeeni;育児具 duri，ゆりかご ;Jmuw;J (そ

の部分 Cig;Jptu，;JmUW;J ]iLiptuni， ;JmUW;J suuptaIJini， japtuxi， 

namagda， tuulci， uLduni) . 

幼児語 acika，ataku， bQQbQ (b;JQbQkQ)， b;JJiku， bQIfQQ， gaaki， 
g;J此keeni，]iLiku， koko， kekθ， mammeeni， n;J;JCib， I]atukku， I]inaka 

(I]anaka) . 
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玩具 xupikku (acika)， gasaa， xarukki， xoxoo 

遊戯 b;};}bQQkku (bQ;}bQQkkini) ， dQrikd;}cCini， k;}rgigQ (kQrgig;}ccini) ， 

戸Hini，sir比aaccini，t.北k剖ptu(t.北k嗣ごとini)， takt，∞凹 (taktα調印inI)， 

tuLukpinJini， xω，kkaalleeni 

11.傷病

外傷 puj;}1; k;JCig;}nneeni， b;JCikt;Jnneeni， komboIfeeni， pukkanneeni， 
pu山tUJ)'巴白eniμi，uI]duIfeeni， w附aanr凶I

疾息 3却nu山u仏， Q却n】u山1βSLωni;buL伊P;}C記C“Lmμi，duulleeni， ;};}nd;}， muxakku， naammeeni， 
n;Jc比ku，θθ，paaI]I]eeni， p;Jukt;J， piiL， piIJiiccini (piLJi)， poLo， 
Pθθrini， seexa， seejjini， soso， suunJini， suuppaccini， uksi (xap)， 

xana， xauLLini， xoksiga， xunikkulleeni (xunnini)， xusseem， 

xuturikku. 
治療 dookturi，okto (okcini) ， naudakta， nOI]occini， peskini， 

simmoonJini， xatulleeni， xoojjini (xoorini)， kal]ami tutuuni， uJ;};} 

gujani， wapaa.神像・護符の条参照。

12.犯罪 baita，dorommeeni， doromosini， doroosu， xorkeeni ;補償

k;JrQmQsini， kQrr;Ju， k;Jrr;Jurini. 

13.娯楽

カルタ kaanit)ta，buun;Ji， ceeLba， ;Jurin;Jikk;J， toora， b;Ji， katu， koLoopu， 

]aaragda， j;Jir;}gd;J， ]akpuragda， nadaragda， nUI];JrQgd;J， moo， tUUSL; 

akkoolLini， beett;J;Jrici， nUI]undoorici， okkoorrici; aaI]I]eeni， 

sarpini; daamukka， tuppa. 

喫煙 saI]na，dawwi (aI]mapu， koci， tuma) ， moomoo， trubukka， padu 

(cuurQQkt;J); gidakku， kθkkθrreeni， taawwini， xum;JskQ. 

楽器 kUI]gaa (kuIJgakkeeni)， mUX;Jn;J (muxQnneem)， puupuwa， 

puupooptu (Puupooccini)， t;Jkk;Jr;J. 

14.口頭文芸

ジャンル gajau(gajakkini) ， niI]maa (niI]maan]ini， niI]maala) ， saxun 

(saxurrini) ， t;J;JLuI]u (t;JQLuI]ucCini) ， X;J;Jg;J (xQ;Jkkeeni) ，JaaJa 

<Jaajj，田 ni，jaajala) ;演じかた Q;Jwur;J， jogjo， jogjon]ini， cθCθθree， 

tulpi， laarin]ini， darrini， daricCini， g;JQ. 
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15.信仰・宗教など

神 dθθttθ，JJJXJ， Jnduri， taw昌maI]ani (m昌I]arreeni)， mθθ kulamb昌ni

pulisi SJWJ， taixunJi， xaddau;祭事 b8Jb8CCini，borocCini， 

c8Jwwini， C88wuccini;用具 it.昌I]gi，ittoo， j句00.

王区者 sama;亙事 dotoccini，eerokkeeni， korki]]eeni， laakpini， mJU 

(mJurini) ， pJdJnJini， pukkini， pulleeni 1， puulleeni，日 malacceeni，

samalleeni， samambini， sJ8kkurJ， tJJpcini; 服飾・用具 aalasi

(且昌l昌xi)， d剖li(ciimee， da昌limuuI]ni， komuunJeeni， kuwata， tauI]) ， 

gisipu (gisinJini) ， jaakp.且，joodopu， nuruwa ;亙者用語 d且ur且u，

dθθttθ， dubI]i， JJI]inJee， guulleeni， ja且i]Jeeni，1】1θθ，kkee，samannee， 

soLJinnee， eelbinnee， taw丘ptu，tJJmU， tJJmunneeni. 

くま儀礼(くままつり) xurigaccuri; くまの養育 korree (koripsa) ， olii; 

儀礼 xurigaccini (xureecCini)， xurig，且mI】leem (XUreeI】lmeeni)， 

Q昌arreeni，tudJ， cuun， m且gliitawa， m昌gliiJnUWJ， leeduI]且;余興

tukb， duxinJini， I]oocceeni (moocceeni) ， kotorigakpanJini， ulaaJi 

tuks昌urini (そりを引く)， p8kkuri， mambakka昌annauri; くまの名称

b句θ，dθθttθ(dθθttθ'nneeni)， naa map昌I】i，xoo. 

神像 (SJWJ)・護符など 出産に関するもの caalaa，gabala， kaasi ;病気治癒の

ためのもの bokkosJw8ni， bokkoni kθθりθS8W8，bucca， darama 

s8wJni， JJriptu， Jiliptu， k剖 mi，18wig8nJi geegani， muxa，例 iokko，

oktokku， P且alJmi，SJWJkkU， xunikku;度者の神像など bθθIθ，

kalgam且，maasi， malJi， SiiWUf;J， duwasu; その他のもの kir;:JU，kutuj:J 

(の偶像)， IIIθkcθりθ s:Jw:J， pataxa， (puttJ Jeeni参照)， siJi niriktani， 

sikpu 2. 

木幣 (illau)・神柱など d昌ruwa，ebuski illau， n且llUS1，tuuru， tuuruw且;

darapilleeni ; そのほかillauの語の項参照。

葬制 buJini，caxu; :JpsIJ]ini， siimbini， 1;;J1U， busuu， kinuw:J， xoldosko， 

xoldoskoo lokkeeni， :JuriI]I]eeni， xummini， d:Jb， geesu， buni， 

nuIJJikku， nUIJlini; sugJini， oxuma， sinasalleeni. 

キリスト教 baaCikk昌，kirisi， satan昌.

占い paI]g昌ccini.

16.妖怪 amba (kuunni amba) ， oI]do，白gJu (cagdu)， xaapsanJi ; 

nUI]m8nJini， OI]dooccini， duuI8]]ini， ambalJini ;却 LJami (kolmoi， 

261 
ウイノレタ語分類語集

xaan， duwasu) . 

17.世界観上の世界の人 bookkeenneeni;現世界 tald剖wun剖，臼ld剖 WU

nari， t昌lda昌kkiumulu nari ; 下の世界の人 kJlm8nneeni，

mθθ，kkeenneeni (海神)， t:J:Jmunneeni (海神);nossuurini. 

18.禁忌 :Jnn:Jufl
anani， aundau， caxu， :Jmleeni， :J:Jkt:Jnnee， gaallini， gaJiniの語の項参

照。

19.社会構成

氏族・親族 xala2; 昌I]d引 はり出innee)， duxa， gaallini， oisal.親族名称、

(以下，正式名称は第3人称語尾ーmをつけてあげる)aaIJm， aaI]asam 

(昌xa，axaI]asa， akk昌anoo)， acini， amini， amiI]aSalll， amlralll 

(amma， ammaI]出昌)，昌ndani，asini，昌SII]昌sanl，J8WJnl， Jlg:Jlll， 

:Jig:JI]JS8ni (:Jg:J， 8g:JI]8S8， 8kk88nθθ) ， 8Jini 1， JJiI]JS8ni， 8nini， 

8niI]:Js8ni， 8nir8ni (:Jnn8， JnnJI]8SJ) ， 8plm， lJl昌m，lrgJm，

g且masuni，gusini 2， n】昌m-Jnn8，naadakt昌ni，1】8um，n8UI]JS8m 

(nunee， nukkθθHθθ) ， poojoini， pund昌duni，purig8mJini， putt8ni 

(putt8I]JS8， puttJr8) ， sagJimJini， s8I]gini， taajini， tuw8ni 1. 

婚姻 sajjini，patalammeeni， xasasini， x昌sakceeni，bodocCini， maI]aa ;族外

婚g昌alliniの語の項参照 ，gaJini， torrini (tori) ， b811eeni，昌silleeni，

asila]]ini (レヴイレート婚)，昌silacceeni，8Jilleeni， 8Jil8J1ini (ソロレート
婚);婚姻に関する禁忌g剖llini，gaJiniの項参照 ，miir8nJini， miir8mbini， 

miir8mbuJJini， miir8XU， cin8pulleeni， bool， aisima mugd88， 

kaaI]昌lda，(:JnUW8の語の項参照)， SUW昌iba，saulu; aujaacceeni (労働

婚)， pujj:Jurini; xori 2， na昌wunJini (n剖 WU) ， SlJlaS昌lleeni，

mUI]naanJini， sirreeni 2， giktai]]ini， W88]]eeni. 

氏族名 Da昌xinneeni，Geetta， Muig8tt8， Naiputunneeni， Sθθ，ktθ (Daaji 

Sθθ，kt，θ， Talda昌WUSθθ，ktθ， Nuuci Sθθ，ktθ) ， Torisム Wa昌(l)leetta，

War昌b昌lJlneelll.

人名 gJlbu，doowu g81bu，のuug81bu， g:Jlbulleeni， gJlburrini， 
g81burisini. (個々の人名は本文参照)

地名 (個々の地名は本文参照)

民族名 GiI8:J， Goljii， Jokko， Kiill88， Kuuji， Luca， M昌nJu，MaI]bu， Sisa， 

【Jilta.
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20.色 s;x;)gd;J， soogdo， j1oogdo， geeJi， m;Jl)uri， saari (pakka p且kka)， 

taagda; katta， siloi (silleeni 1) . 

21.数 taun，taunJini (十進法); geeda 1， dθθ (duu) 2， ilaa 3， Jiin 4， tunda 

5， nUl)u 6， nad且7，Jakpu 8， xuju 9， Joon 10， Joon geeda 11， Joon 

dθθ 12， xori 1 20， ilaandoo 30， Jiindoo 40， tal)gu百 ，mll)ga千，

tum;J万 ，daxu (]aXU) 十万 ，seen 2 さらに上の位どり ，xuju mil)ga 

n且d且tal)guJo且kpundooilaa九千七百八十三.

22.計測・尺度岨irrini，sairikku; baJ1ee muir;J， d剖 1，daarrini， pan且，
とlmn且，dapakta， nil)i， sirθ'gbi， tawal， tawallini; t;Jib (naam且); 

coppui， d且u;puuntu， puuntulleeni. 

23.伝達 bS;J， b;Jnjini， unJini; lucadairini， sis丘ndairini，uiltadairini; sai， 

sainau， sajjini， s丘l)in且u，sal)l)ini， sawiga， saweellee肌 sawilleeni，

ullini ;いぬへの合図 kai，puree， too; となかいへの合固とθθk，ttt. 

24.時間 ;J[U (とき)， ;JSl (いま)， ooronnee， Cil)且g;J;Jnnee，x昌丘landa，

goropci， goroo， siir， otokoo， t;J;Jli， x且ali，xaalidd且a.

年抑制i; ことし j;J;J且nannee，去年 ciリ制nnee，おととしとi抑制nee

cigaakkeeni，来年 goccii，再来年 gocCiicigaakkeeni; 毎年且n且l1l

anam. 

季節 n;JI)I1d， duw且，bolo， tUW;J 2. 

月 bee，こよみの月名 二月 gusibeeni，三月 tuw且beeni，四月 Xθθnbeeni， 

六月 sillaanbeeni，九月 siduxumb;Jg，且臼!puribee，十月 putabeeni. 

このほかの月の名は bee，sagJiの語の項を参照。

日 in;Jl)i，きょう ;JsinJリl，きのうとeennee，おとといとeenneeCiga且p且nl，あ

すとimanaa，あさって cim丘naac印刷pani，さきおととい，しあさって
tari Cigaapani;毎日 guppθθ，先日とiisJnnee;朝 Cimai (Cimani)，ひ

るま inJl)i，晩 SJkS;J (s;Jks;Jni)，夜 dolbo (dolboni) . 

時ゐasi，分 minuutu.

基礎単語日本語索引

項目名またはその部分に+町 x ..の記法をつけたものがあるが+をつけた項TI(または項目の部

分)は『アジア・アフリカ~_1 ~語調作品，~ !:・ド』に載るものであり xをつけてあるのは『ぷ償請支

謝食卓』に，予をつけてあるのはその 1IIIj 有に，;.c. lh~ されているものである。なお，これらの記日のつ

いていない項11は Ilij右の『謝i1t~~I~ 1: ・ド』に~-c. lh~ されたものである。→のぷ沿は，ポリ 1 '1'の刻字主

の別項Hをぷすか， または本昨典に~る納長E1!? をノJ、す。泊者の場介は. H本百ftの百ltだけを記し，ウ

イノレダ拾の誌は挙げてないので， この索引中のそのIJ本語の占ttのよ良をみられたい。

あ

あいさつ(挨拶)→(挨拶のことば，挨

拶する) sorojee. 
soroJlsllll 

あい(愛)する→すきだ，かわいがる

an且WISll1l
gujjeebsini 

あいだ(間)※ aldaa 

あい(愛)らしい ιlamuuli 
あ l会)う ataallini、baallini.

bakkeeni 

あ(合)う jokkini
あお(青)し¥* geりし j100guυ
あか(垢}芳、 日付!]lSa
あか(赤)しけ、 S:JJguコ
あ(明)かり lX:JJ":J 
あが(上)る芳 kaappeeni 
あ(明)泊ミるしリ リ:J;JgdJ

あかんぼう(赤ん坊)0

baljimakta puttJ 
あき(秋)0 bolo， boloni 

あ(飽)きる ilceeni 
あくび(欠伸+)※ daww剖 njini
あ(開)ける※ I1llfll】l，turreel1l 
(夜が)あ(明)ける ll1neem
あご(顎+)※ geeg司
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あごひげ(重量)→ひげ

あさ(麻い piikt;J 
あさ(朝)※ Cimθi. Cimani 
あざX tuXJ 
あさ(浅)し、o pωtji 
あさって(明後日) Cim且n丘昌

あし(足・脚)0 

あし(肢い

あしくび(足首)

あした(明日)ヘ

clgaapam 

bJgJi 
bJgJi 
kigJli 
あす(明日)+ 

Cllnilmw 
あず(預)かる JtJXXllll 
あせ(汗)※ iilata 
あせ(汗)をかく JilaととeelJl
あそこ話、→あそこに taataull、Iυotouu
あそ(遊)ぶ※ XUppl/Jl 
あたい(価)→ねだん

あた(与)える※ bθθflm 

あたた(暖)かしポ nilm<luli
あたた(暖)める polok pisini. 

xuldumullini 
あたま(頭)※ Jili 
あたら(新)ししポ sit;JU
あちら，あっち→あちらの方

あちらへ×

tootmνwee 
toOtowoSOl 
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あっ(厚)し悩 Jlraml あわ(泡)※ XOlsa g;JS;J 陰部 I女子のl babuu 

あっ(暑)しポ X;Jkkuuli あわ(哀)れむ gu1feebsini いつつ※ (5)X tunda 
あっ(熱)し、 xulduu あん(案)ずる→心配する いっぱいヘいっぱいの× つ

あっ(集)まる※ oppounm 丘akkaa
あっ(集)める※[人，物などを1+ L、 →いっぱいになる うえ(上)※→上の方

oppounm dalupとini uwwee 

あと(跡)X pokto い(胃)※ keuri いつも※ guppθθ うえ(上)へX U1S;Jl 

あと(後) xamarree い (良+ 善+)し悦 [g川 JlX いと(糸)※ kup;J， tokpo う(飢)える lallini 

あと(後)に×→あとで 呼t、ulirJga いど(井戸)※ mθθluutu うか(浮)ぶ尺う(浮)く+

xamar reela いいえ※ 11 いとこ※(従兄弟ド(従兄弟，従姉妹)X koptoonJin 

あな(穴)※ saりa →いや gamasu， gUSl句 うけと(受取)る allini 

あなた※ Sll い(言)う※ unJlm naadakta， う(受)ける allini 

あなたたち¥あなたがた X いえ(家)※ duxu‘aundau， pundadu司 taaji， うご(動)かす tucじ1m 11I1 

suu kaura tu¥-lノ3 うご(動)く※ tuじじllll

あに(兄)※ aa1]m い(癒)える→なお(治)る いなびかり(稲光+)※→いなびかりがす うさぎ(兎)※ tuksa 

→にいさん axa い(生)きている X ujuu る tallini うし(牛)※ lxa 

あね(宮市)※ 。19:ml い(生)きる→生活する いぬ(犬)※ 1]inda うしな(失)う×→なくす

→ねえさん dg;J balJini いのち(命) ;Jrg;J lθpθllini， 

あのX taatan， tooton いき(息)をする※ ;Jdrisini いの(祈)る※ bkblleeni W;J;J1Jeelll 

あばらぽね× X;Jucil;J し、(行)く※ 1]dnneelll いびき(軒)→いびきをかく うしろ(後)※ xamarree 

あぶら※(脂)+ (脂肉ド→脂肪 いくつ"' xasu liisini うす(臼)※→ ltto 

あぶら(油)※ ilda いくら"' xasu 衣服→きもの うす(薄)し尚 n;Jmil;Jtt;J 

あぶ(熔)る puliccini いけ(池)※→小さいみずうみ いま(今)※ ;JSl うず(埋)める→うめる

あま(甘)し叫 d;J1fuuli 011100 いも(芋+)※→じゃがし、も うそ(嘘ド Jill;J 

あま(余)る pulleeni 以後→あと kattooska うた(歌) J<li.lJa 

あみ(網)※ aduli いし(石)"' Jolo いもうと(妹)※ 口;JU うた(歌)う※ pilJJeelll 

あ(編)む"' silicceeni 医者 dookturi いや (no) anaa うたが(疑)う※ Jill;Jpsisini 

あめ(雨)※ tugd;J いす(椅子)→こしかけの類 →いいえ うち(内) doo 

あめ(雨)がふ(降)る※ 以前→まえ 依頼する→たのむ うちわ(団扇) xarpu 

tugJeeni いそが(忙)しい d;Jksini いりぐち×→家の出入口 う(打)つ duxinJini 

あら(洗)う※ silとini いそ(急)ぐ※ PdlinJini ut;J lllUリeelll、

あらそ(争)う→競争する 依存する akξeeni い(射)る garpeelll paaCilleeni、

g;J1Jllll いた(板)※ kalumuri い(居+)る "'(be)X biini paaじじllll，

あらわ(現)れる agbinJini いた(痛)し決 。nuuli い(要)る"' naむ]eelll pawlJjeelll， 

あり(蟻)※ siruktd いた(痛)む ;JnUSllll いれずみ× pθθQθIθ tukpdnJini 

ありがとう× agdapsee いち(一) geeda い(入)れる※ llWWlm う(撃)つ※ ml1lJeem 

ある x biini 一月 b;Jd;Jl beeni， いろ(色)※ b;Jx;J うつく(美)しし叫'lJa

(が)ある(存在)→ある sagJi beeni いろいろ→いろいろな うで(腕)※ 1]aala 

(で)ある→だ 一番※ t;Jn;J;J xala xala うば(奪)う× tamlnJllll司

ある{歩)く※ glじじ11ll いつ(何時)※ xaali いわ(岩)X Jolo dappeeni 

→あるいている pulisini いつか xaaliddaa インク b;Jx;J うでわ(腕輪) gil;Jptu 

あれ※ taatan. tooton し、っしょにヘ(と)し、っしょに+ 陰茎※ tutuu うま(馬)※ lllun 
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うま(生)れる※ balJini お(追)う XaSaSlnL おと(音)※ seeSI1]1 お(下)りる x ;)urini， tuuJJini 

うみ(膿)※ naaksa 王→支配者 ;)d;d おとうと(弟)"く n;)u お(折)る※ むigallinし

うみ(海)※ namu 王妃→きさき ;dd;) asini 「弟・妹」の総称X n;)u clgasSlnL， 

う(生×，産+)む※ bakkeeni， おお(多)し併→たくさん(の) おとこ(男)※ nan， XUS;) ci1]gullini， 

(人間以外) tugbini， おお(覆)う dakkanJini おとこきょうだし、(兄弟)X→あに，お kapullini， 

xulbeeni おおかみ(狼)X 1];d;dl;) とうと kapussini 

→分娩する )aacceenL おお(大)きし決，おお(大)きな+ おとこきょうだい(兄弟)，配偶者のX おろ(愚)か akaari 

う(生)む，卵を X tugbini， xulbeeni daaji wa おわ(終)る※ X01JlnL 

う(埋)める xumJnlnL おおぜい(多勢) ;)g)l (下へ)おと(落)す tugbini おんな(女)※ ;d;)kt;d 

羽毛 θpukt;) おか(丘)X gaunaxl おととい i一昨日 )ξigaapani， おんなきょうだい(姉妹ド→姉妹

うら(裏) dokko おかしい in;)Jnuuli ceennee おんなきょうだい(姉妹)，配偶者の×→

うらやむx orgolisini おかず POO)lpta1]1 clgaapaJJl 姉妹，配偶者の

う(売)る※ xudaaccini， おが(拝)む→礼拝する おとな(大人+)X daajinnee， nari 

xudassini meexuranJlnL おとなしい b;)r;)u か

うるさい tapsaiwuli， おがわ(小川)→小さい川 おど(踊)り H】σu

xaunuuli ulllga おど(踊)る※ Jn;)UflJJl か(蚊)※ nalmakta 

うれ(嬉)しい ag)eenl お(起 X) きる※(起立)+ おどろ(驚)く※ olleeni 蛾 guuguldu勾

うろこ(鱗ド x;)sikt;) t;);)flnL おなか→はら ta walamJi 

お(置)く※ ;)kseeni おなかがすく→はらがへる かい(植)X geul 

え 臆病な× 1];);dl;d;)sU おな(同)じ※ θmθttθ かい(貝)※ bjuw;) 

おく(贈)る bθθnnL おの(斧)X H】asa且n，toporo 海岸 namu kirani 

えさ(餌) b;);)， dallau おく(送)る※ U凹1m おのおの(各々)→自分自分で 外国 gOI naa 

えだ(枝)※ gara お(起)こす t;d;dwWlm m;d;)n;d m;d;dn;d 開始する→はじめる

えび(蝦)X keekpari おこ(怒)る※ tagJeeni おば(伯叔母)X 。nini，pundadu， 階段 tookpu 

えもの(獲物ド wa且li おさえつける cirreeni taa)l 外套× 5θθn 

えら(銀) S;)n;d おさえる X ClrreenL →おばさん nuuCl ;)nn;) 外部→そと

えら(偉)い ;)lbu おし※(唖)+ (唖者)X おび(帯)※ umul 怪物→妖怪 amba 

えら(選)ぶ※ silmasini k;)s;)l;) anaa おまえx Sll か(買)う※ ga)lm 

えり(襟)X SIJJl おじ(伯叔父)X a m llll， am m a、 おまえたち X suu か(飼)う※→飼養する

鉛筆 nurikku gUSl おも(重)しポ xud;)uli U))llll 

おし(教)える※ allausini、 おも(恩)いだ(出)す※ かえる(蛙) udala 

お tattuucCllll doonduJJini かえ(帰)る※ 1];)nnllJl 

おし(惜)む→おしがる おも(恩)う※ 1r・・と思う J}X →かえってくる ISSIJJl 

お(尾)※ munalisini mθreccini か(変)える※ kalleeni 

(さかな) paじII お(押)す※ anneeJJl おもしろ(面白)い s;)bd;)nuuli かお(顔)※ d;)r;)l 

(とり) xudur;) おす(雄) amina、xakta おもちゃ(玩具) xupikku かおり(香)→におい

(けもの) xudu おそ(遅)い[速度l→のろい おもて(表) 0)0 価格→ねだん

おい(甥)※ gam且su， おそ(恐)れる→こわがる おや(親)→両親 かかと(腫) ukci 

n且且dakta おそ(恐)ろしい 1];d;)I;)psuuli おやゆび(親指) pθrθ かがみ(鏡)※ panaapu 

お(追)し、かける※ xasaslm お(落)ちる※ tukkini， およ(泳)ぐ※ paurnm かきね(垣根)※ k;dr;d 

おい(美味+)しし尚aptauli (日，月が) tuu1Jini お(降)りる xaa回lnl， →さく kur;)i 

お(追)いつく xaakpanJini おっと(夫)※ ;)Ji I XθlθnJin か(掻)く※ XOS1SWl 
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か(書)く※ nurrini
か(嘆)ぐ※りooxilleeni
→かいでいる lJoosini‘ 

I]OOXlじCllll
かく(隠十，匿)す※dajjini
かく(隠)れる sir rini I 
かげ(影)※ palla 
かげ(陰) JJi' 
がけ(崖)X kadι 
か(掛)ける※ lokkeeni 
かご(篭)※ kurkJ 
かさ(傘) tugdJuCikku， 

tugdJUCUU 
かさ(重)ねる dupCini 
かざ(飾)る→模様をつける

lrgeelll 
かじ(火事) 臼ulu
かしこ(賢)い JddJJリgJ喝

mJrgJ， mθrθlu， 
mθrθttu 

かじ(醤)る

か(貸)す※

かぜ(風)※

かぜ(風邪)

かぞ(数)える※

t
 n
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かた(肩)※ l1lUlr;;J 

かた(堅+，囲内市m且I]auli
かたち(形)※→かっこう

duru 
かたづ(片付)ける Jpsiffini
かたな(刀)※ lauta 
かたほう(片方) gaksee‘gaksigda 
かた(圃)まる bulJini 
かたむ(傾)く XJujJj]eeni 
かたわら(傍) xoldo 
か(勝)つ※ gaJini，mθθnlll 
かつ(担勺ぐ※ waapinJini 
学校 biCiXXJJ 

tattuuccuri duxu 
かど(角)X 0。
かに(蟹)X taxakka 
かね(金) gumaska 

かねもち(金持) b，リ且
可能だ、→できる

かの(彼)女※ tari J;JktJ， 

かる(軽)し、※ XJnUml 
かれ(彼)※ noolll， tannnee 
かれ(彼X)ら※ nooci， tarisal句

tarinneel 
か(枯)れる※ 矧リmeem

かわ(川)※ Ulll 
かわ(皮)'" natta 
(なめした) xar且psa
(さカミな) sugbu 
→皮膚

かわ(樹皮)X talu， xur且kta
かわい(可愛)い alamuuli 
かわいそう gujJeelgsini 
かわ(乾)いた※ xoldoxo 
かわ(乾)く※ xolJeeni 
かわ(変)る※ kalleeni 
繕 baan比ka
かんが(考)えが bojJeeni，

mθrθじClnl，
pJrgeem 

感謝する agfeeni 
関節 dala 
肝臓※ paaxa 
乾燥する→かわく

官吏→巡査 主lI]gee

tari J;JktJnnee‘ 
noom 

かの女ら tari Jkbl， 
Iθri JJkt;Jnneel 

かび(徽い pUIJdai 
寡婦X→やもめ

かぶせる※ dakkanJini 
かぶ(被)る ωpulleeni， 

kUl1lalleeni 
かベ(壁)※→小屋のおおい

guidJ 
かま(釜)※

かま(鎌)X 

JnuwJ 
oroktoo pusikku 

がまんする X maI]icceeni 
かみ(髪)→かみのけ

かみ(紙)※ xausali 
かみ(神)※ JjJXJ， Jnduri， 

xaddau 
か(岐)みつく※ iktJmJllJini 
かみなり(雷+)※ agfi 
かみ(髪勺のけ(毛十)※

niruktg 
か(噛¥鴫+)む※ seerini
かも(鴨)X→がん nUI]na，ιuI]ga，

bI]Jdgi，その他
かゆ(粥)X silgunJ 
かゆ(痔)し¥'" xuturisini， 

xuturuuli 
から(辛)い んlktaruuli‘

kaktarisini 
からす(烏+鴻X)'" 

き

き(木)※ moo
木(材ド→き

きいろ(黄色+州、※jJoogdo，soogdo 
機械 mansseena 
き(気)がつ(付)くsaajJini
き(聞)く※ doolJini
きこ(聞)える doolJipeini 
きざ(刻)む duurini 
きし(岸)※ kir且
きず(傷げ pup 
きfこ(汚)なし、※ • tJlbJJlluuli 
きづ(気付)く saaj]ini 
きっしW→きつく cakcaJJ 
きつね(狐)X suli 

ga，りし tuwa
ガラス paawι 
からだ(体+)※ bJjJ 
カ通らっlま(の+) kJJkku 
→からの kθθリθ
か d昔)りる※ iksumasini， 

n aJl1eem 
かゆIJ) る米 pUSSllll 
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きぬ(絹)X sgurg 
きね(杵)X monipu 
きのう(昨日)※ ceennee 
きのこ(茸い dudakta 
き(木)のみ(実 )Xbootoo 
→(はい松)

きば(牙)

→犬歯

義父X

義母×

き(決)める

きもち(気持)

きもの(着物)※

きゅう(九)

九十※

急に

牛乳

急流

給料

bookto 
sutta 

gUJa 
Jpl 
aCl 
toktourini 
mθrθ 
tgtuWg 

xUJu 
xujundoo 
geedara bultai 
ixa kθθIII 
XJp 

karu 
きょう(今日)※ JsinJI]i 
境界→さかい

兄弟※→あに，おとうと

兄弟，配偶者のx ina 
拒絶する→ことわる

去年 ciI]aanllee 
きら(嫌)う※ gallini 
きり(霧)※ 臼mna
きり(錐) pllpU 
き(着)る※ tgccini
き(切)る※ cigallini，

clgassllll， 
ciI]gullini， 
mllnJSlnl， 
mllnnムxoonlll

きれし、(帝奇麗)→きれいな

きれいな×

きれない(鈍)

きれる(鋭)

tリa、gJJgdJ
Jsi daara 
daarini， 
xJJJlbJJru 

金※ aLSl
銀※ lllJI]U

禁止する，禁ずる pωpulleeni，



近所

金銭→かね

筋肉→願書

く

く(九)

九月

くき(茎)※

くぎ(釘)x 

くさ(草)※

くさ(臭)し消

くさ(腐)った※

くさり(鎖)

くさ(腐)る

くし(櫛)※

くしゃみ※

くじら(鯨)X 

くすぐったい

x;:'Jr;:'JsSI11l 
11Im;:'J 

sumu 

xUJu 
siduXUJll(b;J ) 
gatapu(ri) 
bee(ni) 
SLL 
tukp;:'J 
orokto 
1)0此 uuli
naaxa 
boipu 
naan11l 
m;Jrb， sigJipu 
isku 
kadara 
じIglnsllJL，
Cigiruuli 

くすぐ(操)る cigii:Cini 
くすぶ(矯)る tawa sugbinjini 
くすり(薬)※ oktο 
くすりゆび(薬指)gθIjau
くそ(糞) amu 
くだ(砕+)く※ p;Jkpini 
くち(口)※ al)ma 
くちばし(噴)※ xoxoo 
くちひげ(口髭)→ひげ

くちびる(唇)※ p;:"Jmu 
くちぶえ(口笛) kθjθθ 
くつ(靴)※ utta 
くっつける※ daksaunjini 
くに(国) nβa 
くば(配)る→分配する

くぴ(首+頚 X)※ 1llο1]0 
くびかざり(首飾)anaa 
くぼんだ×→くぼみ IοlJdoο
くま(熊)x bθjθ 
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く(汲)む※ soorini
くも(雲)※ t;JW;:'lsk;:'J 
くも(蜘妹)X t;J;Jn;Jnji 
くもり(曇)→くも(曇)る

t;Jwweertm 
くら(鞍) ;:'I1Jl;J;J 

くら(暗)し、※ pakcirauli 
くら(暮)す baljini 
くら(比+較X)べる※

UlJLg;JじじIJlL，
unig;:'Jlleeni 

く(来)る※ sinjeeni
くる(苦)しい→くるしむ

くる(苦)しむ siin;JJ]ini 
くるぶし(腺) t;:'Jsk;:'lkt;J 
くるま(車)※ marisseena 
(日が)く(暮)れるp丘kciraJ]ini
くろ(黒)し悦 saart 
くわ(鍬)※ tUl)a 
くわ(衝)える→くわえている

ikt;Jm;:'lcceeni 
君主 ;Jd;J 

lナ

け※(毛，人間の体毛)+ {人体の}X 

(動物の毛)+ (動物のい

sinakta 
け(毛)織物X sinakta busuni 
けが(怪我)→けがをする

けがわ(毛皮)※ natta 
(頭) meeta 
(すね) xooso 
けさ(今朝) ;:'Isi cimai， 

け(消)す※

けず(削)る

けだもの(獣)

けちな

血管

結婚→結婚する

J;J;:'I C IlJlannee 
SLLrtm， 
X;Jpp;Jullini 
geenm‘xaljini 
b句θ
bild1l 
XL/Jlll1kta 

結婚する×→めとる g且!]ini
とつぐ miir;:'Jnjini 
けむし(毛虫) w;:'J;:'Ir;:'J 
けむり(煙)※ 日 I)naka，sugbi 
けもの(野獣f→けだもの
下痢 S050 

け(蹴)る※ baasalleeni
貧Ij→かたな

E玄→つる

けんか(喧嘩)

喧嘩する×

減少する→へる

、ー・

(人間の)こ(子)

(動物の)こ(仔)

xuli 
sorrurt 
sorrtJlL 

putt;:'J 

(犬) 1)印刷

(くま) slroo 
(となかし、) soondoο 
ご(玉) tunda 
こう×→このように ;Jr;Jlpci
高価→たかい(高価)

星雲丸x inikω 
洪水 mθθdθ 

編幅X dolbolduu 
こえ(声)※ jilda 
こ(越)える×→こす

dawweeni 
こおり(氷)※ duw;:'J 
こお(凍)る※ sUl)unjini 
こがたな(小刀)※ geesuu，glslruu， 

kucig;:'J 
→ほうちょう swasuu 
五月 xunni( i)n beeni 
呼吸する→いきをする

故郷 baljixambi n1l1l 
こ(漕)ぐ x geullini 
穀物→こめ

こけ(苔) lawikta， bwikt;J、
nalllulta， okkο弓
waxI 
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ここ(此処)→ここに

ここにX j;:'ldu 
ここのつ※(九)+ (9) X 

xUJu 
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こころかL、)※ mθrθ 

こころ(試)みる p;Jrgeeni 
ござ kauta司 silpima
こしは要)※ darama， d;Jw;J 
こしか(腰掛)けの類×→ざぶとん，こ

しカ斗ナ t;J;Jkku 
こしか(腰掛)ける※

t;J;Jrtnl 
こじき(乞食) geuxaιtu 
五十〉く tundadoo 
こしらえる→つくる

こす(擦+)る※ X;J;J rr 11lL 
こた(答)える※ darreeni 
こちら，こっち→こちらの方

;Jwwee 
こちらへX ;JW;JS;JI 

こちらへいらっしゃしW →こっちへ来い

;JW;JS;Ji sindau 
コップ urum(uk)b 
ことし(今年) J;J;:'J anannee 
こと(異)なる→ちがう

ことば(言葉+)※ k;JS;J 
こども(子供)※ putt;J 
ことわ(断)る beelbini 
こな(粉+)※→こむぎこ

こな(粉)にする p;:'Jkpini 
こ{わ X ;:'Irt 
このごろ ;Jsim;Jkθθ 
この人X ;Jrtnnee 
この(好)む※→すく

このような→こんな

こぶし(拳+)※ curga 
こぼすx Xθθljini 

こま(困)る tal)galieeni 
ごみx acθ1・aL
こむぎこ(小麦粉)→むぎこ

こめ(米)※

upa 
buda 
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こゆび(小指) CllJJUt;J;:l さ(咲)く sillaa呼11l しお(塩)※ dausu しめ(示)す→みせる

ごらんなさい×→みろ 昨晩 ceennee s:Jks;) しおから(塩辛}しが→しょっぱい し(締+)めつける※

ltt:Ju 昨夜 ceennee dolbo goccuuli kaul1llJJini 
これ※ :Jn さけは酉)※ arakki しか(鹿い しめ(湿)った→しめる

これら→この人たち さけ(叫)ぶ※ 111 U r reeIJl →となかい sire‘ulaa uksil1i 

;JriS;Jl さ(裂)ける※ gud;JJJeeni →じゃこうしか uJ;);) し(閉)める※ S011111111J1 

ころ(転)がる pUI]g;Jllil1i さじ(匙)※ XUl1lga しかく(四角)い υolu 地面×→土地 l1aa 
ころ(殺)す※ wnanl1l さ(指)ししめ(示)す※ 四月 Xθθ11 beel1i シャツ× ulbaaxu 
ころ(転)ぶ× tukkini n UIJJllll司 しか(叱)る※ paallini しゃべ(喋)る b;JnJil1i 
こわ(恐+)がる※ 1)gglleeni nUl1J1CCllll 士官 saldaa Ja邸 eelJl 十 )0011 

こわ(壊+)す※ bujalJini さ(指)す n UIJJllll 時間→とき 十一※ Joon geeda 
こわ(駿・壊)れる buj丘!jJeeni さ(刺)す kucilleeni、 色彩→いろ 十一月 sagJi beeni 
こんな gl1l;JClg;J X且tuCCllll， しきもの(敷物) bgdgl beeni 

困難→むずかしい xatulleeni (毛皮) beeltu 十月 puta beeni 
今晩 ;Jsi s;Jks:J させる[見させるl→みせる し(敷)く beelcini 住居→いえ

今夜 ;Jsi dolbo， itt;)unJini しごと(仕事) uildkku 十九 )0011 XU)U 

jg;J dolbonnee 砂糖※ satu 自殺 111g;Jpl waawun 十五 Joon tunda 

婚礼 suwaiba さび(錆) s;)btu 四十 Jiindoo 集合する→あつまる

さび(寂)しい S;)UnS1IJl月 地震 1】aatucci・III 十三※ JOOI1 ilaa 
さ s;Juruuli した(舌)※ slnu 十四 )oon )1l11 

さむ(寒)い× nuIJ]uuli した(下)※→下の方 十七 Joon l1ada 

歳 r1歳， 2歳1 anal1l さ(覚+醒 X) める※→めざめる p;J))ee しゅうと :Jpl 

裁縫 urpuri， kitaal1Ji さようなら※ ajakaanJi 1);)I1I1;)U， したた(滴)る sab]een しゅうとめ aじI

urpun ajakaanJi biss:J:Jri した(下)へX P;)IS;)1 十二※ Joon dθθ 
材木 lJJOO さら(皿)※ t;Jrgl(ik)b しち(七) nada 十二月 girraun beeni 

さお(竿) goopu ざらざらした× bcil bcil 七月 tuulilJJ;Jn beel1i 十八 Joon Jakpu 
さかい(境) dakpa さる(猿)※ m句10 七十※ nadal1doo 十万× Joon tum 
さが(探)す※ ggl:JjJini， gglleeni さわ(触)る※ uktullini し(知)っている※ saarini 終了する→おわる

さかづき(盃) koci， ilaa しっぽ※(尻尾)+ (尾)x→お 十六 )oon nU1)u 

uru111(uk)b 三月 tuwa beeni 死人 buととinnee 熟した※→熟する

さかな(魚)※ sU1)datta 三十※ ilaandoo し(死)ぬ※ buJini 熟する xurnlll 
さかな(魚){食物としてIX 三千× ilaa 111iUga しば(縛)る※ suunlll句 UJJllll 種子→み

sUl]datta 三人 ilaal1l1ee 支払う talJJmeel1l 主人※ duxu ;Jd;Jl1i 
さ(下)がる→くだる 三番目×→第三 しびれる pθθnl1l 出血する→血が出る

;Junnし 三百x ilaa Ul!7gu 自分※ 111:J;)n;) s:J:Jks;) n;J;)nlll 

X;:l)Jd;Jlリllll 脂肪 出発する gu u lil1Jil1I 
さき(尖)烈 duw;)‘suw:J し (くま，あざらし)lI;JI1W U 樹皮 talu， xurakta 

さき(先)に×→まえに しぼ(絞)る Slplrnlll 巡査 J<ll]gee 
(より)さきに→(より)まえに し(四) )lln しま(島)" buwaata 錠 )OOSυ 

さくは冊) kur;)I し(死) bulpurI 姉妹※→あね，いもうと 正月→一月

さ(裂)く※ gud;JccII1I， 字※ bIox;) 姉妹，配偶者の× ;J;Jw:J 正午×→おひる II1;J1)i taldaani 

gud;JnJInI 時 caaSl しまっておく x ;JkseenI 賞賛する→ほめる
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正直¥正直なx tOI]do すく(救)う xurnm 接吻する kemmeeni そら(空)※ boo 
少女x ddktd putt:J すく(掬)う pasuwalleeni せなか(背中門 atta そり(棒)x lllauwa‘naantta、
じようず(上手)※ pakci すくな(少)し叫→すこしの せ(背)のたか(高)しW →たかい oksoo 
使用する→っかう すこ(少)しのX oi， ojuuka せま(狭)し、" CllJgl そ(剃)る pUSSllll 
商庖→みせ スコップx x:Jnpu せる※[行かせる1+ {r行かせるJI X それ" tan 
商人 xudaacCi nari すす(煤)x nuuks:J →行かせる 1p1JJl:JUlリlm それから talllacとuu
少年x XUS:J putt:J すず(鈴) kOI]gokto 千※ nlL(Jga そんな→そのような

丈夫九丈夫なx 1WISl すず(涼) しし悩 saリu，SθθnSLl】t司 先日 C llS:Jnnee 
小便?i Clg:J Sθθruuli 先生 allausi nari た

小便するx Clg:J1リII】t すずめ(雀い→ことり 戦争 waalli 
食事 d:Jpuri n :J:Jじ19:J 戦争する× waallini だ※ I助動詞1+ [be] X 
食物→たべもの す(酸+)つばしポ duuruuli 選択する→えらぶ biini 
書物→ほん す(棄)てる※ I】】:J:Jt:Jlleeni 船舶→ふね たい※[行きたい，見たし、1+ {r行きた

し(知)らせる aldooccini すな(砂)※ xonokto 全部 g:J:Jm じJI X 
aldurrini すね(腔) xuksuwa 前方 dullee →行きたい I]dn:JmuSllJl 

しらみ(武)※ ξikt:J スプーン→さじ →みたい !t:JmuSlm 
しり(尻)※ ura すベ(滑+)っこし消→すべる そ 太鼓 daali 

しる(汁)X sib すべて→全部 だいどころ(台所)kookkuna 
し(知)る※ saanlll すベ(と)るx baurikpan]ini， そう×→そのようにねra(Jaci 第三→第3月 illeeni 

しるし(印)※ sawlga baurisini， 掃除→はく aXlrnlJl 第二→第2月 dθ切白m
→めじるし sal bauruuli 葬式→ほうむる 大使※ alllu 

しろ(白)い※ taagda ズボン※→ももひき 騒々しい xaunuuli 大便する X amunJlm 

しわ(簸)→しわがよる すみ(炭)X seelta そこ(其処)→そこに たいまつ(松明) peepu 

llloSlrreelll すみ(墨) b:Jx:J そこ(底) p:Jr:J 太陽※ suun 
信ずる※ t:Jd:Jssi1】i すみ(隅) 。。 そこに× ξadu た(耐)える→がまんする

親戚→親類 す(住)む※ biini 阻鴫する→かむ たお(倒)れる tukkini 

新鮮な lllJJJU す(為+)る※ Ollll そだ(育)つ※ urreem たか(高)し、※ gugda 
心臓※ meewa ずるい× Jlr:J:Jsll そだ(育)てる UJjl/Jl たか(高)い(高価)

腎臓※ bosοktυ するど(鋭)し、※→きれる そちら，そっち→そちらの方 nW1]ga 
身長 gugdala すわ(坐)る※ t:J:Jnm tawwee たか(高)い， (背の)X 

心配する※ gasseem そちらへx tawasat gugda 

親類→(姻戚) S:JUgl せ そと(外)※ bωkkee たか(高)さ gugdala 

そな(供}える C:J:Jwwini たがや(耕)す※ usslm 
す 生活する bal]in その× tan たからもの(宝物)]akka 

清潔→きれいな g:J:Jgd:J その人x tannnee た(焚)く lWaJリlm

す(巣)※ omο 性交する× pa(Jnakkini そのような tnlJJaclga だ(抱)く naal1lil1リlm

睡眠 aaml 成長する→そだっ そば(仮IJ+，傍)※→かたわら たくさん bara 

す(吸)う※ kθθcCini， 生命→いのち 祖父※ daaji amini たくさんの× bara 

Sll1】lCCllll， せお(背負)う※ pinalleeni →おじいさん daaji amma たけ(竹ド xuldukta 

S ll1l111l1J1 世界→天地 boo 祖母※ da且Iji:Jnini だ(出)す※ nd:Jwwllll 

す(好)きな <ln<lnauli せき(咳+)※ siikpi →おばあさん d昌ajidnnd たす(助)ける※ xurnlll 

す l好)く→すきだ an<ln<lSllJl 接触する→さわる そ(染)める X xurrini 2 たず(尋)ねる※ panuSlm 
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たたか(戦)う→戦争する だま(黙)る※ とiptamosini 
たた(叩)く duxin]ini、 →だまって xumdd 

paaCilleeni、 た(溜)める oddoucCini 
paaじじLnL たやすし、(容易) jaa 

ただ(正)しい※ tOIJdυ たる(樽) sLttoo 
たた(畳)む lllUppLnL だれ(誰+)"' リUL
たちあ(立上)がる illini 誕生日→誕生の月 baal 
た(立)つ illini ダン'ス→おどり

た(断)つ xdtunjLllL だんだん pakkee 
(湯気が)たつ→(湯気を)たてる

sugbinJini ち

た(立)っている X ilisini 
たづな(手綱) silma ち(血)※ Sddksd 
たて(縦)→たてに l]oniptai ちい(小)さい"' nuuじt
た(立)てる illuurini ちか(近)し市 laxa 
た(建)てる※→つくる ちか(近)く laxa 

andusini ちが(違)うヘちが(違)った+

たな(棚) girk;:Jptu gOl 
たに(谷)※ nuksa ちか(近)づく laksumanJini 
他人 gomnee ちから(力)※ kusu 
たね(種子+)※→み ちくび(乳首)x kθθ Jiligani 
たの(頼)む※ SdSSLllL ちち(手L)※ kθθ 

たば(束) baapu， lmkpi， ちち(父)※ amLl1L 
机'ddnd →おとうさん al11l11a 

タバコヘたばこ x SaIJml →継父 。nllra
たび(旅)→旅行 ちぢ(縮)む kuurrini 
たび(旅)をするX→旅行する ちぶさ(乳房)"く kθθ 

pulisini 茶※ じ，11
た(食)べもの(物)※ 茶碗 じWllllL

I.bppi →入れもの alukku 
た(食)ベる来 ddpCini 昼食 indIJi ddPpi 
たまご(卵)※ 長 bdi 
(烏) IJojokko 腸× silokta 
(さかな) XaLrL 頂上 poro 
(しらみ) Xθθ，ktθ 朝食 CLJl】n】au
(はえ) xunakta ちょうちょ(う)(蝶々)x 

たまご(卵)をう(生)む× guuguldu 

つ
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ついたち(一日) bee dakpa 
つえ(杖い ごLn;JpU
っか(使)う※ takk u r reenI 
つかまえる dappeeni 
っか(掴)む"' dappeeni 
っか(疲)れる※ 細川JlL

っき(月)[nlllonl※bee 
っき(月)[monthl※bee 
つ(突)きさ(刺)す×

つ(突)く at 
--c
a
t
 

ρレ
内

1

t
l
v
 

】

l

t

汀

丘

C

α
b
b
 

w
Hリ

u
b
u
b

u
j判
J

9

U

9

“

u
b
k
u
k
U
 

つ(着)く※ aapcini，xaagJini 
つ(注)ぐx sirrini， xθθlJini 
つくえ(机)※→食卓

ostυoli 
つく(作)る※ andusini 
つ(付)ける borreeni 
つける，火を×→ひをつける

っち(槌)x paluwa 
っち(土)※ na丘
つつ(包)む※ xuullini 
つな(綱)※ maatu 
→なわ l11adurukku 
つな(繁)ぐ ujjini 
つの(角)※ xup 
つば¥つばき x (唾)※

tuPL 
つば(唾)をは(吐)く

-t n
 

v

叩-t 
pa 
u
 

ea
‘
 つばさ(翼)※ X且5且

つぶ(潰+)す※ cippini 
つま(妻)※ 出 i

つま(摘)む passini 
つ(摘)む issini
つめ※(人の爪・動物の爪)+ (爪)fnaill 

[clawl x t丘apa司 xυsikca
つめ(冷)たし、※ giccuuli 
つゆ(露) sildsb 

xulbeeni 
→うむ tugbini 
だま(煽+)す※ argalleeni 
たまねぎ×→あいぬねぎ

siduli 

跳躍する→はねる

貯蔵する buisini 
ちり(塵) puktaa 
賃金 karu 
ちんば ]001υt 

つよ(強)し尚

つりいと(釣糸)

つりざお(釣竿)

maIJga， maSL 
puula 
locoo siini 
locokk民 1lLつ(釣)る※

つれていく orogJini 
つんぽ※(聾)+ (聾者ド

kOIJgo 

て

て(手)※ l]Wlla
であ(出会)う※ baallini 
でかける guulinJini 
てがみ(手紙) bicixd 
てき(敵)※→かたき

u
 
u
 

A
U
 ，‘
 'D 

でき(出来勺る※ utullini 
て(手)くびx komuu 
です×→だ

鉄※ s;:J[d
鉄砲x moicca 
てつだ(手伝)う bdldccini 
手に入れる×→自分のものにする

mddniIJIJilleeni 
てのこう(手甲) xUJ]nu 
てのひら(掌) pω1<11 

て(照)る suunneellL
で(出)る※ nddrini
天×→そら

点火する→ひ(火)をつける

天気※，天候+

テント

天幕x

boo 
palaacikka 

palaacikka 

と

と(戸ド ut;:J 
ドア→とぴら

と(問)う→たずねる

どう※ fhowlx→どのように

銅"' geuJl 
同一→おなじ
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道具※ xaju 
どうぞ※→さあとれ Iηω

到着する→つく

とうとう xaulee 
とお※(十)+ (10) X joon 
とお(遠)し情 goro 
とお(通)る siirini 
とかげX ;JS;J/;) 

とがったX suluktu 
とき(時) ;Jru 
と(研)ぐX piiwweeni， 

tUUSS11lL 
とげ(赫)X kitaa 
→(はまなすの)siim;Jkt;} 
とけし、(時計) cωSI 

と(溶)ける※ uunjini 
どこ→どこに

どこにX X且idu
とし(年)※ [ye町1+ (年齢ド(歳)[agel + 

analll 
とし(年X)(を+)とった※

sagjl 
としよ(年寄)り I老人一般1

Sagjll1lJee 
と(閉)じる→しめる

土地 nWI 

途中でX aldaandu 
どちら， どっち xaawu 
→どちらの方 xawwee 
どちらへ X xawasai 
とど(届)ける lrreem 
どなた×→だれ

となり(隣) 口lJ1】3

どの※ I、，vhiehlX→どちらの

xaawu 
どのような→どんな

どのように xooni 
とびら(扉) ut;J 
と(跳}ぶ×→はねる

と(飛)ぶ※ S;Jgjeeni
と(泊)まる+‘とま(泊)る×

aUlリeenl
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-t 
1
 
1
 

・ti
 
l
 
-t 

と(止)まる※→立ちどまる な(鳴・暗)く※ jildanjini 
な(無)くなる w;J;)d;Jponi 
なぐ(撲+司殴X)る※

paacilleeni， 
paaじじ1m

なげす(投棄)てる→すてる

な(投)げる※ JJJ;J;Jt;Jlleeni 
な(為)す→する

なぜ(何故+)※ xaiJJJi 

なぞ(謎)→なぞなぞ

gajau 
なつ(夏)※ duwa， duwar】i
ななつ※(七)+ (7) X 

nada 
なで(撫)る bullini 

と(止)める Iθrrθuflm 
とも(友)だち(達+)※

anuail 
→あいほう jee 
(と)ともに→いっしょに

g;JS;J 
どもり k;J/;)JJJ;J 

とら(虎い dUUS;J 
とら(捕)える→つかまえる

とりし鳥)※ gasa I 
とりか(取換)えるduw;}llini
と(採ヘ取)る※ dappeeni，

waaflm 
どれ※ [whichlX→どちら

どろ(泥)X Cipaa 
どろぼう(泥坊) doroosu 
と(富)んだ※ baja 
どんな X且nwciga

なに(何+)※

なにか※

なベ(鍋)※

なま(生)→なまの

なまえ(名前)※ l人のI{物の}x 

g;Jlbu 
baajisini、baιlJuu
mwluu 

xal 
xaiddau 
;Jnuw;J 

な なま(怠)ける※

なま(生)の×

なまり(鉛)X tuua 
laata 
indumuska 

な(姓名の名}→なまえ

な{r飲む主JI X ;J刀eeUJJJmee 
ない"(無)+. [lhere is nol X 

なみ(波)※

なみだ(涙)※

なめらか→すべるanua 
なし、 [nollX ;JSilli 
(で)ない ;Jsi bee 
ナイフ→こがたな

内部 uoo 
なお(治)す※ xoojjini 
なお(直+)す"→修繕する

tauじじ11ll

な(紙+・嘗つめる※

illeeni 
なら(習)う X taccini 
な(慣・馴)らす→慣らしている

tattuuじじl/Jl
な (月島)る uisini 
な(生+成X)る" {実がい→結実する

11】;JJJJilleeni
なる fbccomc1 X OSllll 
(に)な(成，為)る→なる fbccol11cl

な(慣・馴)れる+、な(慣)れる 1習熟

する IX ;JJJJ;Jjjini‘taccini 
なわ(絹) mauurukkll 
なんじ(何時)→何時か

)(i!SlIじ(l(lsu!n

なお(治)る※ XOOfl1ll 
なか(中)※→内部

→まんなか taluaa 
なが(長)し、※ 。01ll1ll1
なが(流)す )(;JjjlJ11 
なかゆび{中指) tnluaawll 
なが(流)れる※ )(;Jjjeelll 
な(泣}く※ 50リリeelll

に(二) dθθ 
におい(匂+)※ pllun 
にお(匂・臭)う リokkisini
二月 gusi beeni 
にぎ(握)る→つかむ

肉※ ffleshl[mcatl X lIlis;J 
肉体→からだ

にく(憎)む

に(逃)げる※

にご(濁)る

にし(西)※

にじ(虹)※

gOSSllJl 
tucceeni 
SOkto011jir】i
bU11ijjee 

n
n
 

o
o
 

o
o
 

r
-
-
r且

C

E

 

C

E

 

C

J

C

J

 

VU
∞
 

a
E
O
 二十※ XOfl 

二十_X xori geed昌
二十三X xori ilaa 
二十二X xori dθθ 
二千 X dθθ JJJllJga 
にち(日)[1日 2日l

l/J;J1Jl 
日数 l/J;J1Jl 
二番目×→第二

二百 X dθθ tllIJgll 
にぶ(鈍+)しポ ;Jsi daara 
二万X dθθ tum;J 
尿→小便

に(煮)る※ θlθSI111

にわとり(鶏+)栄 11akku 
人形 xoxoo 
人間×→ひと

妊娠→妊娠する，妊娠している

;JS;Jr;Jlg;Jじじ1111

ぬ

ぬ(縫+)う※ lIrpll1l
(運針縫い) 1Ild;Jnjini 
(かえし縫し、) xatucCini 
ぬ(技)く努 tupllllini 
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ぬ(脱)ぐ※ aCClm， gllnm →いのこ(居残)る はか(計+， iJIiJ+，量+)る※ →おかあさん ;:mn;;l 
ぬす(盗)む※ doromosini d;:!r;Jl戸m daarrini →継母 ;Jmr;J 
ぬの(布い busu のち(後)※(に)+に X→あと，あとに は(吐)きだ(出)す×→はく はば(幅) darami 
ぬま(沼)地× d;Jtu のど(喉+)※ bilda は(履)く t;Jconi‘t;Ji]Jini はま(浜) gln 
ぬ(塗)る※ borreeni のどがかわ(渇+)く※ は(吐)く※ ceellini， x usseeni はや(速)しポ kusal 
ぬ(濡)れた※ じikpa bildabi xol]eeni は(掃)く xarpuurn1ll はや(早)し尚→はや(早)く
ぬ(濡)れる※ むikpeeni ののし(罵)る aburreeni は(禿)げた× xoto sllr 

の(伸)ばす+のば(伸)す× バケツ kθccθθli はやし(林)※ mooso 
ね SW11リ11llム はこ(箱)※ xulda句 xuldaa はら(腹)※ bokko 

の d申)びる sililn]ini I はこ(運)ぶ※ dθθrtSll】I はら(腹)がへる※→うえる

ね(根)※ daata匂 11luikt;J， のぼ(登・昇)る kaappeeni， はさみ(鉄)"、 X~~リa はらわた(腸+)※→腸

t;Jkb mukceenム はし(橋)※ t;Jkt;Jkku はり(針)※ kitaa 
ねこ(猫)※ bsb solleeni、toogJini (丸木) tugdul;J はる(春)※ n;Jqn:J， l1:Jl]n:J1ll 
ねじ(振)る 111Urn1ll のみ(蚤)*' sura (倒木) toowo は(腫)れる xaullilli 
ねずみ(鼠)※ aClga のみ(盤) suwal はし(箸) sabuu 晩※ s:Jks:J‘s:Jks;Jni 
ねだん(値段) tama のみこ(呑込)む nUl)beeni はしご(梯子)※ muktakku司 ノ，y※ lipeesb 
熱※ polo の(飲)む※ ummu】I tookpu 反対する beewucとeeni
熱(病気の熱) polo →のみくだす nUl)beeni はしら(柱)※ soono 半分※ kaltaa 
ね(寝)ている→よこになっている のり(糊)→にかわkamdu はし(走)る※ tukseeni 

I.lpaaCCl11L の(乗)る※[車・動物などに1+ はずか(恥)しい ilamauli ひ
ねている{横たわっている 1x uunl1L はずか(恥)しがる X
→よこになっている のろいx ;Jrk;J ilamausini ひ(火)※ tawa 

apaaCCll1L はた(旗) n;Jureepu ひ(日)※ ll1;Jl)l 
ねどこ(寝床)x→寝台 lま はだ(肌)→皮膚 比較する→くらべる

aukku パタ_x an ひがし(東)※ suunJee 
ねむ(眠)い aamaSllll‘ は(歯)※ kθrθktθ はだか(裸+門 nilau ひかり(光)※→日光

aamauli は(刃)※ d;Jj;J はたけ(畑)※ USl suun;J 
ねむ(眠)る※ aunlll は(葉)※ xamdatta f;ttごし× b;Jg]ini nilall ひか(光)る※ pud;Jnjini 
ねもと(根元い daata はい(灰)※ pun;Jkt;J はたら(働)く※ llilleeni ひ(号1)く→ひっぱる
ねら(狙)う tuurn1ll はい※ I返事1+ II 八 iakpll ひ(弾)く k u~)gakkeeni ， 
ね(寝+)る※， {横になるい 肺+，肺臓x xababi 八月 gοoduman beeni lllUX;Jnlleelll 

akpanjini はい(入)る※ llrtlll 八十※ jakpllndου tムく dfi:)し、災、 nコkt;J
年 anam は(這)う※ mlCCllJl はな(鼻)"く xunga tムlず※ gudakta 
年令 analJl はえ(蝿)※ jiiluw;J はな(花)*' sillaa 鼻孔 xunga sal)alJl 

は(生)える※→そだっ はなじる(鼻汗) xuriga naaksani ひざ(膝)※ p;Jn;J 
の はか(墓)※ buni はな(話)す※ b;J呼lJl ひじ(肱+)※ Ult;J 

ばか(馬鹿)+馬鹿なx はな(放)す※ Clll1Jeem ひじよう(非常+)に※
膿→うみ d:JII1l;JU はなみず(鼻水) xunga mθθlJl mastaa， mal)ga 
脳+，脳みそX id;J →おろか はね(羽)※ d;;lkt;;lkt;J ひだ(襲) bopira 
のこぎり(鋸)x puupu →かんがえなし mθrθl(θ)ana司 は(跳 X) ねる※ d;JfInjIni ひたし、(額+)※ p;J;Jj;J 
のこ(残)す pulburinI ばか(馬鹿)にする x;JnnuulleenI pθじじeelll ひた(浸)す ulleeni 
のこ(残)る※ d;Jr;Jijjini I はかり(秤) puuntu はは(母)※ ;Jl】llll ひだり(左)※ J;JUlljee 
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ひっか(引掻)く→掻く →たく L W，WJLlJL surunneenL ほくろX→いぽ p;Jukt;J 
びっこ(肢) Jooloi 士曇 putul(ik)ka ふ(触)れる→さわる ほこり(挨+)※ puktaa 
びっこをひく× JoolυnJini 貧乏→まずしい 糞 alllu ほし(星)'" unig;Jri， xosikta 
ひっぱ(引張+)る※ toυnisini司 分 IllLIJuutu ほ(欲)しい ananaSLI1L， 

toonJLnL ゐ、 分配する borri11i g;Jlleeni 
ひづめ(蹄) kukca ほ(干)す xoりL1JL
ひと(人) nan ふえ(笛) puupuwa 〆¥ ほそ(細)し尚 11;Jllld;J 

ひとさしゅび(人差指) ふ(増)える※ ほど(解+)く※ accini， gur;Jllini 
xUl1Lg;J (増殖する) pUS;J11JLI1L へ(鹿)X 戸u ほね(骨)※ gLrapsa 

ひとつ※(1)X geeda ふか(深)し、※ sukta 塀 k;Jr;J ほlまx pulci 
ひとみ(臨) nanga ふ(拭)く※ xaunlJL 兵士，兵隊 saldaa ほ(賞+)める※ d;J;Jrrini 
ひとり(一人) geedan11ee ふ(吹)く※ puunm， へそ(瞬+)※ xunu ほ(掘)る'" xulleeni 
ひとりでx θ111θθkθ x;Jdun/ini へた(下手) Wd;Jg;J ほ(彫)る'" b;Jllini， tugbini 
ひな(雛) ξauluu ふく(脹+)れる※ puujjini 別々→別々になった ほん(本) bicix;J 
皮膚※ x;Jr;Jkt;J ふくろ(袋)※ padu， puutaa， xalJIJee xaIJりee 盆 occii 
ひも(紐)※ illuu， miiImtt;J月 xuur;J;J OCCLCL ほんとう(真実ド t;Jd;J

5θθksθ、tokpo句 ふけ(雲脂) xalukta 別の gOL ほんとう(本当)にt;Jdd;J;J
X;J;JX;J ふさ(塞)ぐ likpini へび(蛇)※ mULgL 

百※ taIJgu 無事→元気でいる ajaJi biini へや(部屋)'" xakpil ま

百一× taIJgu geeda ふしぎ(不思議)なp;Jsbpsuuli へ(減)る※
百三x taIJgu ilaa ふ(伏)す XUmUS;JL OSLI1L (使い古して) x，リULl】t 毎あさ(朝) じ'5i・mw】iじ'5i・lllal1L 
百三十x talJgU ilaandoo ふた(蓋+)※ kupta へン nurikku 毎日※ guppθθ 
百十x taIJgu J0011 ぶた(豚)※ orgee 変化する→かわる 毎年 anal1L anallL 
百十_X UllJgU Joon geeda ふたご(双子) adau 返事→返事する darreeni 毎晩 S;JkSdni Sdks;Jni 
百十二× taIJgu Joon dee ふたた(再)び→また 便所 昌mucuu まえ(前)※[場所1[時間1+ 
百二x taIJgu dee ふたつ※ (2)X dθθ dullee 
百二十x talJgU xon ふたり(二人) dθθnnee lま まえ(前)に※ dulleekkee 
ひ(冷)やす peskini ふっか(二日) dθθ Lll;JIJL (より)まえに dulleekkee 
病気※ ;J11UU ぶつかる uktullini ほ(帆い kutuli ま(曲)がった I】1υkcuu
病気になる ;JllUkkθθ ふで(筆) nurikku 棒 mυυ ま(曲)がる※ lllokCiJJeeni 

bakkeeni ふと(太)し消 Jiktu ほうき(帯) xarpu まき(薪)X IIIυ。
病人 ;J11USLlJnee ふと(太)った※ bθdθ 勝脱x xuduu ま(巻)く※ morreelJL、
Gトよこ d;Jurig;J ふとん(蒲団) naatami， pulta 帽子孫 司apLl XUUfLlJL 
ひら{開)く nLLnl1L ふね(船+舟X)※ugda ぼう(棒)っきれ×→棒 ま(撒)く masalleeni 
ひるま(昼間+)※ L1J;JIJL ふ(踏)む'"→ふみつける ほうむ(葬)る× ;JpSりULJlL 主くら(枕) ごLIθptu
ひれ(鰭) xawLtta tθrθqθCCLI1L， ほう(地)る→なげる ま(負)ける犯 Jableeni 
ひろ(広)し悩 darami， gur;Ji tθrθqθlleeni ほ(吠)える guwweel】t ま(曲)げる来 1IlοkCillini 
ひろ(拾)う t;JSUSLnL ふゆ(冬)※ tuW;J， tuW;J11L ほお(頬)→ほほ まご(孫)※ ganwsu， 
ひろ(広)がる gur;J1JeenL ふ(振)る※→ふるう ホーク→フォーク cakpa putt;J11L putt;JnL 
ひろげる x giirini， gulcini， gUppLI1L ほか(他+，外X) の※ ま(混)ざる，ま(混)じる

gur;Jllini ふる(古)し慌 goropじt gOL POOJLPCLnL 
ひ(火)をつける※ taawullini ふる(震)える silJu11Jin 保管する dt;JXXLnL まず(貧)しし尚 Jobbee 



ま(混)ぜる※ poojjini 
まfこ(股) saalda 
また (agaIn)※ goCi 
まだ※ nUJJl1laa 
まち(町)詫 xotto
まちが(間違)える，まちがう

ま(待)つ※

;:';:'1リeem，
xaalceeni 
;:，ruじじini1， 
xalaccini 

まつげ(臆) sirul1lukta 
まっす(真直)ぐ¥まっすぐな×

マッチ

まつり(祭)

toリdo
piicikka 
bθjθl1lbθ 

xungaじcun
まど(窓)※ paawθ 
ま(間)にあ(合)う

dugJeeni 
まね(真似)る※ ιlamaccini， 

anリeem
まぶ(肢)しい taralisini， 

まぶた(険)

ままこ(継子)

ままちち(継父)

ままはは(継母)

まめ(豆)※

まゆげ(眉毛+)汽

taraluuli 
ISι1 t;:'l1lbukt;:，ni 
putt;:，r;:， 
丘1TIlra
;}lllr;} 
tun 
まゆ(眉)

xoppokto 
まよ(迷)う※ miig;Jccini 
まる(丸+)し似 morolisu 
(の)まわりに→まわりを

X;J1・;:，lil1li
まわ(回¥廻勺る※

万

満月

まんなか×

x;:，r;:，llini 
tul1l;J 

ceeso bee 
taldaa 
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み

み(実)※ siduxu
→きのみ

→いちご xojoo 
みいだ(見出)す→みつける

み(見)える it;:，pcini 
みおく(見送)る 5θssθuccini 
みが(磨)く iltaalusini 
みぎ(右)※ 丘anJee
みさき(岬)x tusig;:， 
みじ(短)かv，x XUrU11l1 
みず(水)※ mθθ 

みず(水){飲料)x→みず

みずうみ(湖)※ O11l00‘x;JW;Jr;:， 
みせ(庖) 1ωpka 
み(見)せる※ itt;:，unJini 
み(満)たす→いっぱいにする

daluppini 
みち(道)※ pokto 
み(満)ちた→いっぱいになる

dalupcilli 
み(満)ちる→いっぱいになる

dalupcini 
み(見)つける※ bakkeeni 
みつつ※ (3)x i向。

蜜ばち(蜂)x→はち

Xapl1lilU 
みどり(緑+)※ geeJi， JlOogdo 
みな(皆)→みんな

みなしご x aリβdaputtコ
みなみ(南)※ suunJee 
みは(見張)る ;:，tt;)U rini 
みみ{耳門 seen 
みみたぶ(耳菜) 可eent;J/llbukt;Jni 
脈博 xogboli 
み(見)る※ icceeni
みんなx g;:';)l1l 

む

むかし(昔) goropi'5i 
む(剥)く※→はぐ simllin i‘ 

Slllneel1l 
(獣皮) pUlnm 
(くまの皮) t;:，dunJini 
(樹皮) xuralasini 
む(向)く xalluunJini
むこ(婿ド Irg;:， 
む(向)こう baJJee 
むし(虫)※ koliga 
むずか(難+)ししポ

Joboccuuli 
むすこ(息子)※ xus;:， putt;Jm 
むす(結)ぶ※ U 1JIlll， XUnllll1l 
むすめ(息女)x ;};:，kt;) putt;:，ni 
むすめ(娘)※ patalθ 
むち(鞭) pU/]n;Jpu 
むつつ※(6 ) + nU/]u 

むね(胸)※ tuIJ;) 
むら(村)※ gasa 2 
むれ(群)r動物の1ja wata， l1laanJi， 

p;Jktu， s;}si 

め

め(目+，眼X)※ isal
めい(姪)※ gamωu， 

pundadu， ta且IJI
名称→なまえ

めがね(眼鏡) isaaptu 
めくら※(盲)+ (盲目者ド

bali 
めざ(目覚)める→めをさます

l1leelJini 
めし(飯) buda 
めしっか(召使)し刊→使用人

めす(雌)

めずら(珍)しい

めだま(目玉)

takkuramJi 
;:'lllll;:'司 /Janll
p;:，sbpsuuli 
buli 
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も

も(燃)える※

木材X→木(材)

もぐ(潜)る

文字→字

基礎単語tJ本語索引

d;:，gJeeni 

purnlll 

もちあ(持上)げる ;:，urrini
もち(用)いる→っかう

も(持)つ※→もっている

も(持)ってい(行)く×

OrOgjllll 
も(持)っている X dapucceeni 
も(持)ってく(来)る×

ga1JIl1l 
もっと x goci 
もっと(最)も t;)n;:，;) 
もっと(最)もし、(良)し、→一番し、し、

t;Jn;:，;:， uli1]ga 
もっと(最)もわる(悪)し、→一番わる

し、 t;:'/J;);)orki 

もてなす 向lIeem
もと(求)める g;Jlleeni 
ものがたり(物語)※→(口頭文芸)

も(操)む

木綿

もも(腿)x 

ももひき×

も(燃)やす×

→たく

→や(焼)く

もり(森)※

も(漏)る

(バケツが)

や

や(矢円

やかま(喧)しい

やかん(薬纏)

11l1]nWム S丘xun，
t;);)IU/]u 

11l0nJIlll 
busu 
gajaska 
p;:，ruu 
d;:，gJini 
IWωリ1m

1ll00SO 

x;:'1Jeelll 

bkb 
xaunuuli 
cililnikka 



や(焼)く※ daljeeni

約束する toktoumacCini 
役人→巡査 J且IJg:J;J
やさ(優)しし市→おとなしい

b;Jr:Ju 
やさ(易)しいX→たやすい

やしな(養)う ulfini 
やす(安)い jaa 
やす(休)み d:Jrukpi 
やす(休)む※ d:Jrukpini 
や(痩勺せた※ xumanθ 
ゃっつ※ (8)X jakpu 
やってみる p;Jrgeem 
やぶ(破)く¥やぶ(破)る※

gud:Jccini， 
gud:Jnjini 

やぶ(破)れる→さける

やま(山)※

や(止)む

(雨や雪が)

gud:Jjjeeni 
xung:J 

gaalJini 
や(止+)める※ xojijjini 
やもめ(寡婦)X naawu 
やり(槍)※ gida 

やる bθθrini 
やわ(柔)らかしボ dθjθ

ゆ

ゆ(湯)※ xulduumθθ 
タヘゅうがた(夕方勺※，ゅうぐれ

(夕暮)+ s:Jks:J， S:JkS:Jl】i
夕食 S;Jks:Ju 
ゆか(床)※ x:Jd:Jxi 

ゆき(雪)※ simιnム sunatta
ゆげ(湯気)X→蒸気

sugbi 
ゆっくり :Jrbji 
ゆで(茄)る θlesini 
ゆび(指)混 kotoo 
ゆびわ(指輪)X xunaaptu 
ゆみ(弓)※ burix:J 

2S6 

ゆめ(夢) tolCi 
ゆめ(夢)をみ(見)る※

tolcicCini 
ゆる~，X x:Jptuu 

ゆる(弛，緩)む→ゆるくなる

x:Jptuu OSllJl 
ゆる(緩)める x:Jptulleeni 
ゆ(揺)れる b:J:Jb:J:Jkkini 

よ

よ(酔)う※ sokceeni
容易→たやすい

用意する×→支度(を)する

bagduxxini司
burgini， 
b:Jlikkini 

よこ(横)※→よこに

x:Jund:Ji 

よご(汚)す bu.Uini 
よこ(横)たわる→よこになっている

a戸wじじ11Jl
よ(止)す→やめる

よだれ(誕) jeluskβ 
ょっつ※ (4)X 

よ(呼)ぶ※

余分

よ(読)む※

よめ(嫁い

よる(夜)※

Jlln 
x:Jw:Jじじ1l1l
pub:J 
uLUnjini 
lrg:J 
dolb(入 dolboni

よろこ(喜)ぶ※ agJeeni 
よわ(弱)し悩 ugd:J:J 
四分の_X→四半分kaltaal】ikalta丘町

b 

来月

来客→客

来年

落下する→おちる

goi bθθ 
andaxa 
gOCCll anannee 

られる I見られる1→みられる
ltt臼:Ju山11呼口川t 

らんぼうな× 且j且kta

陸 na昌
利巧+，伸!巧な×→かしこい

猟 bθJJθuwun
両親※ :J1JllJl amllJl 

猟に行く×→猟をする

bθ~jθurini 

料理 :Jruじcun
旅館 aundaccuri duxu 

旅行 pulipuri 

れ

れる※ I殺される1+ {r殺さ主主JI X 
→殺される waawoonJllll 

ろ

炉X→囲炉裏火 tawa 

老人× sagJinnee 
」ノ、ー nUlJu 

六月 sillaan beeni 

六十※ nUIJundoo 

わ

わ(輪)※ brgi， brgig:J 

わか(若)し州 pung:J 

わ(沸)かす puりuunnl

わかもの(若者)X pung:Jnnee 

わかる× saanm， utullini 

わか(日IJ)れる pujJcig:Jllini 

わきのした× xa wam 

わ(沸)く pU1SI1Jl 

わけまえ(分前) ubuu 

わ(分)ける durallini 

わし(鷲)X gusi I 

わす(忘)れる※ oIJbeeni 

わた(綿)X Juxa 
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わたし(私+)※ bii 

わたしたち(私達+)※

buu 

わた(渡)る※

わな(畏)※

わ(詫)びる

わら(笑)う※

わ(割)る※

わる(悪)し、※

わ(割)れる

椀×→入れもの

湾x

daurini 
puta 
且altaallini
!1J;JSllJl 

1 W:JCCllJl， 

kaltallini， 
kaltassim 
orki 
kaltaj]eeni 
alukku 
oondo 
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樺太南部ウイルタ居住地方略凶

樺太南部 (Suu凶 alli) ウイルタ居住地方地名

樺太南部ウイルタ居住地方略図
×印の地名は地図に記載してない。

Ambamaitu 敷香岳 29 Oso 尾曽(オソ) 14 

;jt鍵5(}'。 ¥) Dawaska ダワシカはここか 37 Oso ullilli 尾曽川 15

D;Jull 毛売川|地方にある× Paamaitu 幌内川下流の沿岸×

3;Jkt;J llamu 北知床半島西側の海 2 Paaxa omoo 十一号(十号と十二号の

Kiwu 毛売(ケウ，ケウリ) 17 間) X 

足十 Kiw日日llilli 毛売川 18 Sacigari 佐知 24

司z Korreega コレア 33 SagJi Suu， SagJi Suu ullilli， Daaji Sagji 

Kuuji ll;J;Jlli 多来加(タライカ)川 13 Suu 幌内(ポロナイ))11 38 

L;Jbl;Jlnuu レプレム(幌内川のコレア Sal]altu ふたつ岩(北知床半島の

!ン よりやや下流左岸)X 先端にある)X 

ク LuiS;J 初問川の支流× SaudaaJ】日 新聞(ニイトイ)3 

議雇 Luktama 留久玉(ルクタマ) 19 Soddoi 初問(ショドイ)31 

Luktama X;JW;Jr;J1J1 Soddoi ullilli 初問川 32

多来加(タライカ)湖 20 Seekte 敷香(シスカまたはシク

M ama， M ama jololli カ)26 

ろうそく岩(北舟越を越え Seekte 1l;J;JIU 敷香川と幌内川の河口近

た東海岸)8 い部分 27

タラィカ

¥ ¥8 き争 条1:1'¥¥ '('ゑ
M ;Jgd;Jm;J buwaatalli Seekte ullilli. Sii勾Siiullilli 

十三号の島 12 敷香川 28

2 \~ Miikt;Jis;J 十二号 II Tau llaalli 北知床半島 5

九1imzta ミミタ(幌内川のコレアと Tau duw;Jlli 北知床岬 6

多蘭川l分岐点との中間)X Tokcipu 十号(野頃と尾曽の間)X 

M imit a UlligaallZ Uktai ウクタイ)11(初問川の支

ミミタ)11(向上) X 流)30 

M日zg;J 武意加(ムイカ)川136 Utasi オタス 25

Musibi 舟越(北舟越)7 Xagja 萩矢(ハギヤ)34 

Naiputu 多蘭(タラン)22 X;Jld;J 振戸(フリト)21 

!J 4 Naiputu ll;J;Jlli多蘭川 23 X;Jr;Jit日 敷香川の奥にある X

Neewe 野頃(ノコロ)9 Xuigii 保恵(ホエ) 35 

Neewe Ullilli 野頃川110 Xurig;Jt;J;J 海豹島 4

Opto Ullilli この川のことだろう 16 XUS;J llamU 北知床半島東側の海 l
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